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はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法について説明し、関連資料を

入手する方法を示します。

このマニュアルに含まれる内容は、入手可能な最新のシスコ製品情報ではない可能性がありま

す。最新のマニュアルは、次の URLからシスコ製品マニュアルのページにアクセスして入手
できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

（注）

• 目的, xxxv ページ

• 対象読者, xxxvi ページ

• 構成, xxxvi ページ

• 関連資料, xxxvii ページ

• 表記法, xxxvii ページ

• マニュアルとテクニカルサポート, xxxix ページ

• シスコ製品のセキュリティの概要, xxxix ページ

目的
このマニュアルでは、Cisco Unified Communications Manager（旧称 Cisco Unified CallManager）、
配置モデル、および関連する管理情報ベース（MIB）の概要について説明します。また、サービ
スプロバイダーが自身のネットワークに実装するマネージドサービスの syslog、警告、およびア
ラームについても説明します。このマニュアルでは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）
などの基本的な概念、およびリアルタイムモニタリングツール（RTMT）などの Cisco Unified
Serviceabilityの機能について概説します。
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対象読者
このマニュアルでは、サービスプロバイダーネットワークのインストール、アップグレード、お

よび保守を担当する管理者用の情報を提供します。読者は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Unified Communications Manager Business Edition 5000について理解している必要があ
ります。Cisco Unified Communications Managerのマニュアルやその他の関連技術については、関
連資料, （xxxviiページ）を参照してください。

構成
次の表では、このマニュアルの章の概要を示しています。

説明章

SNMP、MIB、およびサービスアビリティの機
能を実装するために理解しておく必要がある概

念について説明します。

概要, （1ページ）

Cisco Unified Communications Managerリリース
での新規情報および改訂情報について説明しま

す。

新機能および変更情報

Cisco Unified Communications Managerサーバの
管理方法およびモニタ方法について説明しま

す。

Cisco Unified Communications Managerシステム
の管理とモニタリング, （11ページ）

SNMPのバージョンについて説明し、トラブル
シューティングのヒントをいくつか示します。

簡易ネットワーク管理プロトコル, （69ペー
ジ）

Cisco Unifiedリアルタイムモニタリングツー
ル、デフォルトのアラーム、PerfMonカウンタ、
トレース収集、およびその他のトラブルシュー

ティングツールについて説明します。

Cisco Unified Real-TimeMonitoring Toolのトレー
ス PerfMonカウンタおよびアラート, （79ペー
ジ）

Cisco Unified Serviceabilityのエラーメッセージ
および CiscoLogメッセージ形式について説明
します。

CiscoUnified ServiceabilityのアラームとCiscoLog
メッセージ, （191ページ）

Cisco MIBおよびトラブルシューティングのヒ
ントに関連する各機能について説明します。

シスコ管理情報ベース, （711ページ）

トラブルシューティングのヒントに関連する各

機能を含む、業界標準のMIBについて説明し
ます。

業界標準の管理情報ベース, （917ページ）
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関連資料
ここでは、Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified IP Phone、および Cisco Unified
Serviceabilityに関する情報を提供するマニュアルの一覧を示します。マニュアルへのリンクは、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.htmlにあります。

• Cisco Unified Communications Manager：Cisco Unified Communications Managerのインストール
および設定に関するマニュアルのセット。CiscoUnifiedCommunicationsManagerのインストー
ルおよび設定に関するドキュメントについては、『Cisco Unified Communications Manager
Documentation Guide』を参照してください。次のマニュアルが含まれます。

◦『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

◦『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

◦『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

• Cisco Unified IP Phones and Services：Cisco Unified IP Phoneのインストールおよび設定に関す
るマニュアルのセット。

• Cisco Unified Serviceability：Cisco Unified Serviceability内のマネージドサービスの保守に関す
るマニュアルのセット。マニュアルの全リストについては、『Cisco Unified Communications
Manager Documentation Guide』を参照してください。次のようなマニュアルの情報が記載さ
れています。

◦『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

◦『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

◦『CiscoUnified CommunicationsManager CDRAnalysis and ReportingAdministrationGuide』

◦『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』

◦『Cisco Unified Reporting Administration Guide』

◦『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』

◦『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字
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説明表記法

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずどれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{ x | y | z }

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で
区切って示しています。

[ x | y | z ]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。引
用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

システムが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォントで示して
います。

screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォントで示してい

ます。

太字の screenフォ

ント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで示していま
す。

イタリック体の

screenフォント

このポインタは、例の中の重要な行を強調しています。→

^記号は、Ctrlキーを表します。たとえば、画面に表示される^Dというキー
の組み合わせは、Ctrlキーを押しながら Dキーを押すことを意味します。

^

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲んで示して
います。

< >

（注）は、次のように表しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

ワンポイントアドバイスは、次のように表しています。

「時間の節約に役立つ操作」です。記述されている操作を実行すると時間を節約できます。警告

ヒントは、次のように表しています。
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便利なヒントです。ヒント

マニュアルとテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

シスコ製品のセキュリティの概要
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他

の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化

技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、

販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

シスコの暗号化に関連する製品を管理する米国の法律の概要については、http://www.cisco.com/wwl/
export/crypto/tool/stqrg.htmlで参照できます。

さらに詳しい情報が必要な場合は、export@cisco.com宛てに電子メールでお問い合わせください。
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第 1 章

概要

この章では、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）および Cisco Unified CM
Business Edition 5000の概要と、考えられる配置モデル、トラップを含む簡易ネットワーク管理
プロトコル（SNMP）、管理情報ベース（MIB）、syslog、および警告またはアラームについて説
明します。

• Cisco Unified Communications Manager, 1 ページ

• 展開モデル, 2 ページ

• マネージドサービス, 3 ページ

• Cisco Unified Serviceability, 4 ページ

• Cisco Unified Reporting, 6 ページ

• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool, 7 ページ

• コール詳細レコードおよびコール管理レコード, 8 ページ

• Call Detail Record Analysis and Reporting, 9 ページ

• 管理情報ベース, 9 ページ

Cisco Unified Communications Manager
Cisco Unified CMは、Cisco Unified Communicationsファミリ製品のソフトウェアベースのコール
処理コンポーネントとして機能します。CiscoUnified CommunicationsManagerのリリース 0.0(1)で
は、仮想展開がサポートされます。さまざまな展開により、CiscoUnifiedCommunicationsManager
のコール処理、サービス、アプリケーションのためのハイアベイラビリティ仮想サーバが提供さ

れます。

Cisco Unified CMシステムは、企業のテレフォニー機能を、IP電話などのパケットテレフォニー
ネットワークデバイス、メディア処理デバイス、Voice-over-IP（VoIP）ゲートウェイ、マルチメ
ディアアプリケーションに拡張します。統合メッセージング、マルチメディア会議、コラボレー

ティブコンタクトセンター、インタラクティブマルチメディアレスポンスシステムなどの、追
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加のデータ、音声、ビデオサービスは、Cisco Unified CMのオープンなテレフォニーアプリケー
ションプログラミングインターフェイス（API）を通じて通信します。

Cisco Unified CMでは、シグナリングサービスとコール制御サービスが、Cisco統合テレフォニー
アプリケーションと、サードパーティアプリケーションの両方に提供されます。CiscoUnifiedCM
は、主に次の機能を実行します。

•呼処理

•シグナリングとデバイス制御

•ダイヤルプランの管理

•電話機能の管理

•ディレクトリサービス

• Operations, Administration, Maintenance, and Provisioning（OAM&P）

• Cisco IP Communicator、Cisco Unified IP Interactive Voice Response（IP IVR）、および Cisco
Unified Communications Manager Attendant Consoleなどの外部音声処理アプリケーションとの
プログラミングインターフェイス

展開モデル
Cisco Unified CMでは、単一サイト、集中型コール処理を使用するマルチサイトWAN、分散型
コール処理を使用するマルチサイトWANの、3種類の配置がサポートされています。次の段落で
は、これらの各配置について説明します。

•単一サイト：その単一サイト（キャンパス）に配置される 1つのコール処理エージェントク
ラスタから構成されています。IP WANを使用して提供されるテレフォニーサービスはあり
ません。企業は、一般的に、LANまたはMANに対しては単一サイトモデルを配置して、サ
イト内の音声トラフィックを伝送しています。このモデルでは、コールが LANまたはMAN
を越えて発信される場合は、PSTN（公衆電話交換網）が使用されます。

•集中型コール処理を使用するマルチサイトWAN：単一のコール処理エージェントクラスタ
から構成されています。このコール処理エージェントクラスタは、多数のリモートサイト

にサービスを提供し、IPWANを使用してサイト間でCiscoUnifiedCommunicationsトラフィッ
クを転送します。IP WANは、中央サイトとリモートサイト間の呼制御シグナリングも伝送
します。

•分散型コール処理を使用するマルチサイトWAN：複数の独立したサイトから構成されてい
ます。各サイトには独自のコール処理エージェントクラスタがあり、そのエージェントク

ラスタは、分散サイト間の音声トラフィックを伝送する IP WANに接続されます。

Cisco Unified CMBEは、単一サイト、集中型コール処理を使用するマルチサイトWAN、分散型
コール処理を使用するマルチサイトWAN配置の、3種類の主な配置モデルをサポートしていま
す。UnifiedCMBEは単一プラットフォーム配置であり、CiscoUnifiedCMとCiscoUnityConnection
を同じサーバ上で実行します。それぞれの種類について以降の段落で説明します。
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•単一サイト：単一のサイトまたはキャンパスにある同じハードウェアプラットフォームで動
作する Cisco Unified CMと Cisco Unity Connectionで構成されています。IP WANを使用して
提供されるテレフォニーサービスはありません。

•集中型コール処理を使用するマルチサイトWAN：最大 20箇所のサイト（1箇所の中央サイ
トと 19箇所のリモートサイト）にサービスを提供する単一のコール処理アプライアンスで
構成されています。このモデルでは、IP WANを使用してサイト間の IPテレフォニートラ
フィックを転送します。IP WANは、中央サイトとリモートサイト間の呼制御シグナリング
も伝送します。

•分散型コール処理を使用するマルチサイトWAN：複数の独立したサイトから構成されてい
ます。各サイトには独自のコール処理エージェントがあり、そのエージェントは、分散サイ

ト間の音声トラフィックを伝送する IP WANに接続されます。分散型コール処理を使用した
マルチサイトWAN配置では、CiscoUnifiedCMBEが、CiscoUnifiedCM配置または他のCisco
Unified CMBE配置とともに動作します。このモデルでは、Cisco Unified CMBEはH.323クラ
スタ間トランクおよびSIPトランクを使用して、CiscoUnifiedCM配置または他のCiscoUnified
CMBE配置と相互接続します。各サイトは、独自のコール処理エージェントを使用する単一
サイトか、集中型コール処理サイトと、それに関連したすべてのリモートサイト、または

Voice over IP（VoIP）ゲートウェイを備えたレガシー PBXのいずれかです。

マネージドサービス
マネージドサービスには、一般に次の 2種類があります。

•ネットワークへの接続を提供する基本的なサービス：ルーティング、ドメインネームシス
テム（DNS）、および Quality of Service（QoS）。

•サービスプロバイダーがお客様に提供する高付加価値サービス：ビデオ会議、モバイル IP、
VPN、VoIP、ワイヤレス。高付加価値サービスは、基本サービスをバックボーンとして利用
します。

サービスプロバイダーは、次の種類のサーバとサービスを必要とします。

•お客様の要求を満たすために、使用率が高い時間帯でもWebページを表示する能力を持つ
Webサーバ。Webページは、支払い、携帯電話の使用時間の確認、新製品の購入のために使
用されます。Webサーバとアプリケーションサーバは、連携して、サービスプロバイダー
のお客様が必要とする情報を表示します。

•製品が品切れになった場合や、請求書の支払い期限が過ぎた場合、より多くの時間を購入す
る必要が発生した場合に、お客様に助言する機能を備えた、専用のアプリケーションサー

バ。

•注文の確認や領収書の送信のために、お客様に通知する機能を備えたメールサーバ。

•サービスプロバイダーとそのお客様およびサプライヤの間でセキュアな通信を行う機能を備
えた、VPNを使用したセキュアゲートウェイ。
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これらのサービスのどれもが、サービスプロバイダーの運営にとってきわめて重要であることに

注意してください。継続的な動作を保証するためにこれらのサービスを管理するには、故障、設

定、パフォーマンス、セキュリティを、すべてのネットワーク要素にわたってモニタするシステ

ムが必要です。要素間同期を導入することと、異なるベンダーの製品を使用するという問題によ

り、作業が複雑化します。

Cisco Unified Serviceabilityと SNMPは、次のネットワーク管理上の問題のいくつかに対処するこ
とを目的としています。

•インフラストラクチャ要素は機能しているか。機能していない場合、どれが障害になってい
るか。

•障害の原因は何か。たとえば、最近行った構成変更など。

•障害により、ネットワーク全体やネットワーク内の要素に対して、どのような影響がある
か。

•障害により、サービスとお客様に対してどのような影響があるか。

•障害に対処するのにどのくらいの時間がかかるか。

•バックアップ設備はあるか。

•差し迫った障害はあるか。

•特定のデバイスで送受信されたパケットは何個か。Webページに何回アクセスしたか。

•他のデバイスが、どの程度の頻度でどれだけの時間使用されたか。

Cisco Unified CMは SNMP v1、v2、v3をサポートしています。SNMPは、ネットワークをリモー
トでモニタ、設定、制御します。SNMPは、割り当てられているマネージャに、SNMPトラップ
またはインフォーム要求のプロトコルデータユニット（PDU）として、障害メッセージを送信し
ます。

Cisco Unified CMの管理のコンポーネントの 1つである Cisco Unified Serviceabilityには、独自のエ
ラーメッセージとアラームが含まれています。どちらのアプリケーションも、管理情報ベース

（MIB）テキストファイルを使用してアラームと警告メッセージ、通知メッセージ、エラーメッ
セージを管理します。

関連トピック

関連資料, （xxxviiページ）
概要, （1ページ）

Cisco Unified Serviceability
Webベースのトラブルシューティングツールである Cisco Unified Serviceabilityを使用すると、次
のことが可能です。

•トラブルシューティングのためにアラームとイベントを保存し、アラーム定義を提供する。

•トレース情報を、トラブルシューティング用にさまざまなログファイル保存する。
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• Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、コンポーネントの動作をリア
ルタイムで監視する。

• [サービスの開始（ServiceActivation）]ウィンドウによりアクティブ化、非アクティブ化、お
よび表示を行うことができる機能サービスを提供する。

•機能とネットワークサービスを開始および停止するためのインターフェイスを提供する。

•日次レポート（警告サマリーやサーバ統計レポートなど）の生成とアーカイブ。

• Cisco Unified Communications Managerが、SNMPリモート管理とトラブルシューティング用
の管理対象デバイスとして動作できるようにする。

•サーバのログバーティションのディスク使用率をモニタする。

•システム内のスレッドとプロセスの数をモニタする。キャッシュを使用してパフォーマンス
を向上させる。

サービスパラメータの設定については、『SystemConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。Serviceability機能の設定の詳細については、『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』を参照してください。

トレースツール

トレースツールは、音声アプリケーションの問題をトラブルシューティングするのに役立ちま

す。Cisco Unified Serviceabilityは、System Diagnostic Interface（SDI）トレース、Cisco CallManager
サービスおよびCisco CTIManagerサービス用の Signaling Distribution Layer（SDL）トレース、Java
アプリケーション用の Log4Jトレースをサポートしています。

トレースする情報のレベルや、各トレースファイルに含める情報の種類は、[トレース設定（Trace
Configuration）]ウィンドウを使用して指定します。サービスが、Cisco CallManagerや Cisco
CTIManagerなどのコール処理アプリケーションの場合、電話やゲートウェイなどのデバイスに対
してトレースを設定できます。

[アラーム設定（AlarmConfiguration）]ウィンドウでは、SDIトレースログファイルやSDLトレー
スログファイルなど、さまざまな場所にアラームを送ることができます。必要であれば、RTMT
での警告用にトレースを設定できます。さまざまなサービスに対しトレースファイルに含める情

報を設定したら、RTMTの [Trace & Log Central]オプションを使用して、トレースファイルを収
集および表示できます。

トラブルシューティングトレース

[トラブルシューティングトレース設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウでは、事前
に設定されたトラブルシューティングトレース設定を設定する Cisco Unified Serviceabilityのサー
ビスを選択できます。このウィンドウでは、1つ以上のサービスを選択し、これらのサービスの
設定を、事前に設定されたトレース設定に変更できます。

クラスタがある場合（Cisco Unified Communications Managerのみ）、クラスタ内の異なる Cisco
Unified Communications Managerサーバ上のサービスを選択して、そのトレース設定を、事前に設
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定されたトレース設定に変更できます。1台のサーバの特定のアクティブ化されたサービス、サー
バのすべてのアクティブ化されたサービス、クラスタ内のすべてのサーバの特定のアクティブ化

されたサービス、クラスタ内のすべてのサーバのすべてのアクティブ化されたサービスを選択で

きます。このウィンドウでは、非アクティブなサーバの横に [N/A]と表示されます。

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用した後で [トラブルシューティングトレー
ス設定（Troubleshooting Trace Settings）]ウィンドウを開くと、トレブルシューティング用に設定
したサービスがチェック付きで表示されます。[トラブルシューティングトレース設定
（TroubleshootingTraceSettings）]ウィンドウでは、トレース設定を元の設定にリセットできます。

トラブルシューティングトレース設定をサービスに適用した後、[トレース設定（Trace
Configuration）]ウィンドウに、指定したサービスにトラブルシューティングトレースが設定され
たことを示すメッセージが表示されます。サービスの設定をリセットする場合は、[関連リンク
（Related Links）]ドロップダウンリストボックスから、[トラブルシューティングトレース設定
（Troubleshooting Trace Settings）]オプションを選択できます。指定したサービスに対し、[トレー
ス設定（TraceConfiguration）]ウィンドウに、すべての設定が読み取り専用として表示されます。
ただし、最大ファイル数など、トレース出力設定の一部のパラメータを除きます。これらのパラ

メータは、トラブルシューティングトレース設定を適用した後でも変更できます。

トレース収集

各種サービストレースファイルまたはその他のログファイルを収集、表示、zip圧縮するには、
RTMTのオプションの 1つである Trace and Log Centralを使用します。Trace and Log Centralオプ
ションを使用すると、SDL/SDIトレース、アプリケーションログ、システムログ（イベント
ビューアアプリケーションログ、セキュリティログ、システムログなど）、クラッシュダンプ

ファイルを収集できます。

トレース収集の詳細については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』
を参照してください。

Cisco Unified Reporting
Cisco Unified Communications Managerのコンソールからアクセスする Cisco Unified Reporting Web
アプリケーションは、クラスタデータのトラブルシューティングまたは調査を行うためのレポー

トを生成します。このツールはクラスタデータのスナップショットを提供します。データを見つ

けるために複雑な手順は必要ありません。このツール設計により、既存のソースからのデータの

収集、データの比較、変則的なデータの報告が容易になります。

レポートでは、1台以上のサーバの 1つ以上のソースからのデータが、1つの出力ビューにまとめ
られます。たとえば、クラスタ内の全サーバのホストファイルを表示するレポートを参照できま

す。このアプリケーションは、パブリッシャサーバおよび各サブスクライバサーバから情報を収

集します。レポートは、レポートの収集時点でアクセス可能な、すべてのアクティブなクラスタ

ノードのデータを提供します。

一部のレポートでは、クラスタの動作に影響を与える可能性がある状態を特定するためにチェッ

クを実行します。ステータスメッセージには、実行されたすべてのデータチェックの結果が表示

されます。
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権限のあるユーザだけが Cisco Unified Reportingアプリケーションにアクセスできます。これに
は、Standard Cisco Unified CM Super Usersグループ内の管理者ユーザがデフォルトで含まれます。
許可されたユーザは、レポートの表示、新しいレポートの生成、レポートのダウンロードを、グ

ラフィカルユーザインターフェイス（GUI）で実行できます。

Standard Cisco Unified CM Super Usersグループの管理者ユーザは、Cisco Unified CMの管理のナビ
ゲーションメニューの、Cisco Unified Reportingなどのすべての管理アプリケーションに、アプリ
ケーションのいずれかへのシングルサインオンでアクセスできます。

Cisco Unified Reportingには次の機能があります。

•レポートを生成、アーカイブ、ダウンロードするためのユーザインターフェイス

•レポートの生成に時間がかかりすぎる場合や、CPUを過度に消費する場合の通知メッセージ

Cisco Unified Reportingで生成されるレポートは、次のデータソースを使用する可能性がありま
す。

• RTMTカウンタ

• CDR CAR

• Cisco Unified CM DB

•ディスクファイル

•オペレーティングシステム API呼び出し

•ネットワーク API呼び出し

•プリファレンス（Windowsレジストリ）

• CLI

• RIS

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
RTMTは、HTTPSと TCPを使用して、システムパフォーマンス、デバイスステータス、デバイ
ス検出、CTIアプリケーション、音声メッセージングポートをモニタするための、クライアント
側のアプリケーションです。RTMTは、HTTPSを使用して直接デバイスに接続し、システムの問
題をトラブルシューティングします。RTMTは次の処理を実行します。

•システムの健全性をモニタするための、事前に定義された管理オブジェクトをモニタする。

•オブジェクトの値がユーザ設定しきい値を超えるか下回った場合に、Eメールによりさまざ
まな警告を生成する。

•トレースを収集し、RTMTに備わっているさまざまなデフォルトビューアで表示する。

• Q931メッセージを変換する。

• SysLogビューアで syslogメッセージを表示する。

•パフォーマンスモニタリングカウンタと連動する。
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RTMTは、SNMPトラップに加え、ハードウェアベンダーから提供される syslogメッセージをモ
ニタおよび解析して、これらのアラートを Alert Centralに送信することができます。アラートが
発生したときに Cisco Unified CMシステム管理者に通知するように RTMTを設定できます。通知
は、Eメールか Eページ、またはその両方に対して設定できます。

詳細については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してくだ
さい。

コール詳細レコードおよびコール管理レコード
コール詳細レコード（CDR）とコール管理レコード（CMR）は、課金記録の生成やネットワーク
分析など、後処理作業で使用します。システムをインストールすると、CDRはデフォルトで有効
になります。CMRはデフォルトでは無効になっています。CDRまたはCMRは、システムの動作
中にいつでも有効または無効にできます。

バックグラウンドアプリケーションである CDR管理（CDRM）機能は、次の機能をサポートし
ています。

• Cisco Unified Communications Managerサーバまたはノードから CDRリポジトリサーバまた
はノードに CDR/CMRファイルを収集します。

• CARが設定されているサーバ上で CDR/CMRファイルを収集および保持します。

• CDRリポジトリノードまたは CDRサーバ上で CDR/CMRファイルを保持します。

•サードパーティアプリケーションが SOAPインターフェイスによってCDR/CMRファイルを
オンデマンドで取得できるようにします。

•ファイル名を検索するためのオンデマンドでの要求を受け付けます。

• CDR/CMRファイルを、クラスタ内の個別のノードから CDRリポジトリサーバまたはノー
ドにプッシュします。

• CDR/CMRファイルを、最大 3台のカスタマー課金サーバに、FTP/SFTP経由で送信します。

• CARを設定したサーバ上か、CDRリポジトリサーバまたはノード上の CDR/CMRファイル
のディスク使用率をモニタします。

•正常に配信されたCDR/CMRファイルを定期的に削除します。フラットファイルを格納する
ために使用されるストレージの量を設定できます。ストレージの制限は事前に定義されてい

ます。ストレージの制限を超えた場合、CDRRepositoryManagerは古いファイルを削除して、
事前に設定されている下限までディスク使用率を下げます。後処理アプリケーションは、

バッファに格納された履歴データを取得して、損失、破損、不足しているデータを再度取得

できます。CDRM機能はフラットファイルの形式に対応しておらず、ファイルの内容を操作
しません。

CDRMには、CDR Agentと CDR Repository Managerの 2つのデフォルトのサービスと、1つのア
クティブ化サービス CDR onDemand Serviceが含まれています。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』
を参照してください。
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Call Detail Record Analysis and Reporting
Cisco Unified Serviceabilityは、Call Detail Record（CDR）Analysis and Reporting（CAR）をサポート
しており、[ツール（Tools）]メニューから使用できます。CARは、Quality of Service（QoS）、ト
ラフィック、課金情報のためのレポートを生成します。CARは、その主な機能として、Cisco
Unified Communications Managerのユーザに関するレポートと、コール処理に関するシステムのス
テータスについてのレポートを生成します。また、CARは、CARデータベースの管理機能も実行
します。これらの作業は、次のいずれかの方法で実行できます。

•必要な作業が実行されるように自動的に設定する。

• Webインターフェイスを使用して手動で作業を実行する。

CARは、CDR Repositoryサービスによってリポジトリフォルダ構造に格納されたフラットファ
イルから CDRを処理します。CARは、スケジュールされた時間と頻度で CDRを処理します。デ
フォルトでは、CDRデータは 24時間 365日連続してロードされますが、ロード時刻、間隔、期
間は必要に応じて設定できます。また、デフォルト設定では CDRレコードだけがロードされま
す。CMRレコードはデフォルトではロードされません。

CARは、次のようなさまざまなイベントに対し、Eメールによる警告を送信します。

•料金限度通知：あるユーザの 1日あたりの課金制限が指定された最大値を超えたことを示し
ます。

• QoS通知：正常なコールのパーセンテージが指定した範囲よりも下がったか、不良なコール
のパーセンテージが指定した上限を超えたことを示します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration
Guide』を参照してください。

管理情報ベース
管理情報ベース（MIB）は、数値のオブジェクト ID（OID）を ASCIIテキストファイルに変換す
るものです。OIDはデータオブジェクトを示します。OIDは、デバイスまたはアプリケーション
の特定の特性を表し、1つ以上のオブジェクトインスタンス（変数）を持ちます。管理対象のオ
ブジェクト、アラーム、通知、その他の価値のある情報は、OIDによって識別され、MIBにリス
トされます。

OIDは、ツリー階層状に論理的に表現されます。ツリーのルートは名前を持たず、Consultative
Committee for International Telegraph and Telephone（CCITT）、International Organization for
Standardization（ISO）、および joint ISO/CCITTの 3つの分岐にわかれています。

これらの分岐と、各カテゴリに含まれる分岐には、それを識別するための短いテキスト文字列と

整数が割り当てられています。テキスト文字列はオブジェクト名を表すのに対し、整数は、コン

ピュータソフトウェアが、コンパクトで符号化された名前の表現を作成するのに役立ちます。た

とえば、シスコのMIB変数 authAddrはオブジェクト名を表しますが、この名前は、OID
1.3.6.1.4.1.9.2.1.5の末尾の数値 5によって示されます。
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インターネットMIB階層のOIDは、ルートからオブジェクトへのパスに沿った、ノード上の数値
ラベルのシーケンスを表します。OID 1.3.6.1.2.1は、インターネット標準MIBを表します。これ
は、iso.org.dod.internet.mgmt.mibと表現することもできます。

シスコのMIBセットは、インターネット標準MIB IIと、その他多くのインターネット標準MIB
に対するプライベート拡張である、変数の集まりを含んでいます。RFC 1213、『Management
Information Base for Network Management of TCP/IP-based Internets—MIB-II』に、MIB-IIが文書化さ
れています。

Cisco Unified CMと Cisco Unified CMBEは、次のMIBをサポートしています。

• CISCO-CCM-MIB

• CISCO-CCM-CAPABILITY

• CISCO-CDP-MIB

• CISCO-SYSLOG-MIB

• HOST-RESOURCES-MIB

• MIB-II

• SYSAPPL-MIB

関連トピック

シスコ管理情報ベース

Cisco Unified Communications Managerシステムの管理とモニタリング, （11ページ）
簡易ネットワーク管理プロトコル, （69ページ）
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第 2 章

Cisco Unified Communications Manager システ
ムの管理とモニタリング

この章では、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）システムを管理およびモ
ニタする方法について説明します。

サービスアビリティのクエリーに使用する Serviceability API（AXL/SOAP）と、読み取り/書き
込みプロビジョニングAPIとして使用するAdministrative XML（AXL）については、本マニュ
アルでは説明しません。

（注）

• サポートされるインターフェイス, 11 ページ

• モニタ対象の重要なプロセス, 13 ページ

• サポートされる使用可能なMIB, 31 ページ

• RTMTによる Cisco Unified CMシステムの健全性のモニタリング, 32 ページ

• 回復ハードウェアの移行およびバックアップ/復元, 49 ページ

• プラットフォームのモニタリング, 50 ページ

• ソフトウェアの設定管理, 54 ページ

• 使用可能なレポート, 55 ページ

• 健全性とトラブルシューティングについての一般的なヒント, 57 ページ

• 関連資料, 67 ページ

サポートされるインターフェイス
Cisco Unified CMサーバでは次のインターフェイスがサポートされています。
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• SNMP MIB/トラップ：選択したシスコのMIBとネイティブプラットフォームを使用して、
ポーリングとトラップをサポートします。

• SSHセキュアシェルクライアント：より安全なプロトコルを使用して、telnetおよび ftpク
ライアントを置き換えます。このアプリケーションでは、ネットワークセッション全体を暗

号化し、公開キー認証を使用できます。

•ローカルおよびリモート syslog：プラットフォームのタイプが含まれており、Cisco Unified
CMアプリケーションのイベント、アラート、およびアラームが syslogサーバに書き込まれ
ます。

• HTTPS：HTTPSを使用して、Cisco Unified CMの管理、Cisco Unified Serviceability、ディザス
タリカバリシステム、Unified OSの管理の各Webページを表示します。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）：Webブラウザインターフェイスを使用して、使
用可能な機能のサブセットに使用します。主に、これらのインターフェイスが動作しない場

合に、インターフェイスを再確立するために使用します。CLIには、SSHまたはアプライア
ンスのシリアルコンソールポートを使用してアクセスできます。CLIコマンドの完全なセッ
トについては、『Command Line Interface Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を
参照してください。

•ネイティブハードウェアアウトオブバンド（OOB）管理：HP iLOおよび IBM RSA IIの選
択機能をサポートします。

•セキュア FTP（SFTP）：コール詳細レコード（CDR）およびコール管理レコード（CMR）
のプッシュ、トレースファイルのプッシュ、バックアップのプッシュまたはプルおよびリス

トア、アップグレードファイルのプルなど、アプライアンスからのセキュアファイルのプッ

シュまたはアプライアンスへのセキュアファイルのプルに使用します。

•サードパーティ製ネットワーク管理システム（NMS）：シスコ製のネットワーク管理アプリ
ケーションに表示されるものとまったく同じインターフェイスを活用することで、アプライ

アンスをモニタします。ネイティブプラットフォームのアクセスが必要な場合は、アカウン

ト管理、ソフトウェアの設定管理、またはその他の形式のネイティブプラットフォームの処

理など、これらのアプリケーションの特定の機能がアプライアンスでサポートされないこと

があります。たとえば、HPサーバのシステム管理ポータルWebページはサポートされませ
んが、HP System Insight ManagerおよびアプライアンスMIBを使用したポーリングとアラー
トはサポートされています。

• Cisco Unified Communications Real-Time Management Tool：perfmonおよび TCT機能に使用し
ます。
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次の図は、Cisco Unified CMRelease 5.0以降のリリースでサポートされるインターフェイスを示し
ます。

図 1：Cisco Unified CM Release 5.0 以降のリリースでサポートされる管理インターフェイス

モニタ対象の重要なプロセス

Cisco Unified Communications Manager の重要なプロセス
次の表で、モニタリングが必要な Cisco Unified Communications Managerの重要なプロセスについ
て説明します。プロセスをモニタする場合には次の点に注意してください。

• Cisco Unified CMの新しいリリースで、いずれかのサービス、プロセス名、またはプロセス
セットは、予告なしに変更されることがあります。

• Cisco Unified CMの将来のリリースで、HOST-RESOURCES-MIBが非推奨になることがあり
ます。

• Cisco Unified CMの新しいリリースで、プロセスが自動的に再起動されるかどうか、または
再起動の最大回数は、予告なしに変更されることがあります。

•プロセス名は、HOST-RESOURCES-MIB::hrSWRUNNameに表示される値を表します。

•このリストに含まれないプロセスは、過渡的なものか、システムオペレーションにとって重
要ではないものです。これらのプロセスは無視する必要があり、予告なしに変更されること

があります。

• Cisco CallManagerから Cisco CDR Agentまでのサービスは、SYSAPPL-MIBを使用してモニ
タできます。

次の表に、モニタリングが必要な Cisco Unified Communications Managerの重要なサービスを示し
ます。
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表 1：モニタ対象の Cisco Unified Communications Manager の重要なサービス

説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順

サービス

CiscoCallManagerサービスは、ソフトウェ
ア限定のコール処理に加えて、CiscoUnified
CommunicationsManagerのシグナリングお
よびコール制御機能を提供します。

3ccm[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

CiscoCallManager

Cisco Trivial File Transfer Protocol（TFTP）
は、トリビアルファイル転送プロトコル

（FTPの簡易バージョン）と整合性のある
ファイルを構築し、提供します。Cisco
TFTPは、埋め込みコンポーネント実行ファ
イル、リンガーファイル、デバイスコン

フィギュレーションファイルを提供しま

す。

3ctftp[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco TFTP

Cisco IP Voice Media Streaming Application
サービスは、MTP、会議、保留音
（MoH）、およびアナンシエータに使用す
る音声メディアストリーミング機能を

Cisco Unified Communications Managerに提
供します。Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationは、Cisco Unified
Communications Managerから、RTPスト
リーミングを処理する IP音声メディアス
トリーミングドライバにメッセージをリ

レーします。

3ipvmsd[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco IP Voice
Media Streaming
App
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CTI Managerには、アプリケーションとイ
ンターフェイスするCTIコンポーネントが
含まれます。CTI Managerを使用すると、
アプリケーションはクラスタのすべての

Cisco Unified Communications Managerのリ
ソースおよび機能にアクセスでき、フェー

ルオーバー機能が向上します。1つのクラ
スタでは 1つまたは複数の CTIManagerを
アクティブにできますが、個々のサーバに

置くことのできる CTIManagerは 1つだけ
です。1つのアプリケーション
（JTAPI/TAPI）を複数のCTIManagerに同
時に接続できますが、1つのアプリケー
ションがメディアターミネーションを持

つデバイスを開くために使用できる接続

は、一度に 1つだけです。

3CTI
Manager

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco
CTIManager

Cisco DHCP Monitorサービスは、データ
ベーステーブルで、IP Phoneの IPアドレ
スの変更をモニタします。変更が検出され

ると、/etc./dhcpd.confファイルを変
更し、DHCPDデーモンを再起動します。

3DHCP
Monitor

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco DHCP
Monitorサービ
ス

このサービスは、Cisco Unified
CommunicationsManagerが使用できるプロ
ビジョニングおよび統計情報に対する

SNMPアクセスを提供します。

3ccmAgt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco
CallManager
SNMPサービス

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
15

Cisco Unified Communications Manager システムの管理とモニタリング
Cisco Unified Communications Manager の重要なプロセス



説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順

サービス

ローカルシステムアカウント権限で実行

される Cisco CTL Providerサービスは、ク
ライアント側のプラグインである Cisco
CTL Provider Utilityと連携し、クラスタの
セキュリティモードをノンセキュアモー

ドから混合モードに変更します。このプラ

グインをインストールすると、Cisco CTL
Providerサービスは、CTLファイルのクラ
スタ内のすべての Cisco Unified
CommunicationsManagerおよびCisco TFTP
サーバのリストを取得します。ここには、

クラスタ内のセキュリティトークンとサー

バのリストが含まれます。

3CTLプ
ロバイ

ダー

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco CTL
Providerサービ
スステータス

Cisco Certificate Authority Proxy Function
（CAPF）サービスはCAPFアプリケーショ
ンと連携し、設定に応じて次のタスクを実

行できます。（1）サポートされている
Cisco Unified IP Phoneモデルに対し、ロー
カルで有効な証明書を発行します。（2）
SCEPを使用し、サポートされているCisco
Unified IP Phoneモデルに代わってサード
パーティの認証局に証明書を要求します。

（3）電話機の既存の証明書をアップグレー
ドします。（4）トラブルシューティング
用に電話機の証明書を取得します。（5）
電話機のローカルで有効な証明書を削除し

ます。

3capf[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco Certificate
Authority Proxy
Function

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
16

Cisco Unified Communications Manager システムの管理とモニタリング
Cisco Unified Communications Manager の重要なプロセス



説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順
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Cisco Unified Communications Managerの
Windows版と異なり、Cisco Unified
CommunicationsManagerには埋め込みディ
レクトリは含まれません。この変更によ

り、Cisco Unified Communications Manager
データベースにすべてのユーザ情報が保存

されます。たとえば、Microsoft Active
Directoryや Netscape/iPlanet Directoryなど
の統合された社内ディレクトリを Cisco
Unified Communications Managerに使用し
ている場合、CiscoDirSyncサービスはユー
ザデータを Cisco Unified Communications
Managerデータベースに移行します。Cisco
DirSyncサービスは社内ディレクトリのパ
スワードを同期しません。

3CCM
DirSync

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco DirSync

Cisco CallManager Attendant Console Server
サービスは、Cisco Unified Communications
Manager Attendant Consoleクライアントお
よびパイロットポイントに一元的なサー

ビスを提供します。Attendant Consoleクラ
イアントでは、このサービスは、コール制

御機能、Cisco Unified Communications
Managerドメイン内部のアクセス可能な任
意の回線の回線状態情報、およびディレク

トリ情報のキャッシングを提供します。パ

イロットポイントでは、このサービスは、

ハントグループにリストされたディレク

トリ番号への自動リダイレクションと、

Cisco Unified Communications Managerの障
害発生時のフェールオーバーを提供しま

す。

3acserver[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco
CallManager
Attendant
Console Server

Cisco Extended Functionsサービスは、
Quality Report Tool（QRT）など、一部の
Cisco Unified Communications Manager機能
のサポートを提供します。

3cef[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco Extended
Functions
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CiscoBulk Provisioningサービスは、最初の
ノードだけでアクティブにできます。Cisco
Unified Bulk Administration Tool（BAT）を
使用して電話とユーザを管理している場合

は、このサービスをアクティブにする必要

があります。

3BPS[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco Bulk
Provisioning
サービス

Cisco TAPSサービスは Cisco Unified
Communications Manager Auto-Registered
Phone Toolをサポートしているため、音声
自動応答装置（IVR）プロンプトにユーザ
が応答した後、カスタマイズされた設定を

自動登録済みの電話にアップロードできま

す。

3TAPS[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco TAPS
サービス

Cisco Serviceability Reporterサービスは、デ
バイス統計、サーバ統計、サービス統計、

コールアクティビティ、アラート、パ

フォーマンス保護レポートなどの日報を生

成します。

3rtmt
reporter

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]
*****

Cisco
Serviceability
Reporter

Cisco CAR Schedulerサービスを使用する
と、レポートの生成や、CDR分析とレポー
ト（CAR）データベースへの CDRファイ
ルのロードなど、CARに関連するタスク
をスケジュールできます。このサービスは

自動的に起動されます。

carschlr[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco CAR
Scheduler
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サービス

リアルタイムモニタリングツール

（RTMT）に使用するこの Alert Manager
and Collectorサービスは、Cisco Unified
CommunicationsManagerの以前のWindows
リリースで Cisco RIS Data Collectorサービ
スのコンポーネントとして提供されていま

す。このサービスを使用すると、RTMT
は、クラスタ内のノードからリアルタイム

情報を取得できます。

3amc[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

CiscoAMCサー
ビス

Cisco Trace Collectionサービスは、Cisco
Trace Collection Servletとともにトレース収
集をサポートし、ユーザが RTMTクライ
アントを使用してトレースを表示できるよ

うにします。Cisco Unified Communications
Managerのインストール後に、このサービ
スは自動的に起動します。サーバ上でこの

サービスを停止すると、そのサーバ上のト

レースは収集または表示ができなくなりま

す。

3tracecollec
tion

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco Trace
Collectionサー
ビス

Cisco DBは Progressデータベースエンジ
ンとして機能します。

3cmoninitCLI utils service start
| stop A Cisco DB

Cisco DB

CiscoDBReplicatorサービスは、データベー
ス設定と、クラスタの最初のノードと以降

のノードの間のデータ同期を確認します。

3dblrpc[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco DB
Replicator

Cisco TomcatサービスはWebサーバをサ
ポートします。

3tomcatCLI utils service
restart Cisco Tomcat

Cisco Tomcat
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サービス

このサービスはエージェントプロトコル

エンジンとして機能し、SNMP要求に関連
する認証、許可、アクセスコントロール、

およびプライバシーの機能を提供します。

3snmpdm[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）] *

SNMP Master
Agent

このサービスは、システム、インターフェ

イス、IPなど、変数の読み取りおよび書き
込みを行う、RFC 1213で定義されている
変数に対する SNMPアクセスを提供しま
す。

3mib2agt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）] *

MIB2 Agent

このサービスは、ストレージリソース、

プロセステーブル、デバイス情報、およ

びインストールされたソフトウェアベー

スなど、ホスト情報に対する SNMPアク
セスを提供します。

3hostagt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）] *

Host Resources
Agent

このサービスを使用すると、SNMP要求
を、システム上で実行されている別の

SNMPエージェントに転送できます。

3naaagt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）] *

Native Agent
Adapter

このサービスは、システム上にインストー

ルされ、実行されているアプリケーション

に対する SNMPアクセスを提供します。
これは SYSAPPL-MIBを実装します。

3sappagt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

System
Application
Agent
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サービス

このサービスは、Cisco Discovery Protocol
を使用して、Cisco Unified Communications
Managerノードのネットワーク接続情報に
SNMPアクセスを提供します。

3cdpAgt[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco CDP
Agent

このサービスは、Cisco Discovery Protocol
を使用して、Cisco Unified Communications
Managerノードのネットワーク接続情報に
SNMPアクセスを提供します。

3Cisco
Syslog
SubA

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco Syslog
Agent

Cisco License Managerは、お客様が購入
し、使用するライセンスを追跡します。ラ

イセンスのチェックインとチェックアウト

を制御し、ライセンスの発行と再利用を管

理します。Cisco LicenseManagerは、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerアプリケー
ションと、IPPhoneユニットのライセンス
数を管理します。電話の数がライセンス数

を超えている場合は、アラームを発行し、

管理者に通知します。このサービスはすべ

てのノードで実行されますが、ライセンス

の発行と再利用を担当するのは、最初の

ノードのサービスです。

3Cisco
Syslog
SubA

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco Trace
Collectionサー
ビス

このサービスは、Cisco Unified
CommunicationsManagerが生成する証明書
の有効期限切れのステータスを定期的に確

認し、証明書の有効期限に近づくと、通知

を送信します。

3Cisco
License
Mgr

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco DB
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サービス

Cisco Database Layer Monitorサービスは、
データベース層の局面をモニタします。こ

のサービスは、変更通知とモニタリングを

担当します。

3certMCLI utils service
restart CiscoDatabase
Layer Monitor

Cisco DB
Replicator

Cisco Log PartitionMonitoring Toolサービス
は、設定済みのしきい値とポーリング間隔

を使用して、サーバ（またはクラスタ内の

すべてのサーバ）上のログパーティショ

ンのディスク使用率をモニタする Log
PartitionMonitoring機能をサポートします。

3dbmon[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco Tomcat

CiscoCDPは、CiscoUnifiedCommunications
Managerを他のアプリケーションにアドバ
タイズします。その結果、SNMPや
CiscoWorks2000などのアプリケーション
はCisco Unified CommunicationsManagerの
ネットワーク管理タスクを実行できます。

3Lpm
ツール

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

SNMP Master
Agent

Real-time Information Server（RIS）は、デ
バイス登録ステータス、パフォーマンス

カウンタ統計、生成された重大アラームな

ど、Cisco Unified Communications Manager
のリアルタイム情報を保持します。Cisco
RIS Data Collectorサービスは、Real-Time
Monitoring Tool（RTMT）、SOAPアプリ
ケーション、Cisco Unified CM
Administration、AlertMgrCollector（AMC）
などのアプリケーションに、クラスタ内の

すべてのRISノードに格納された情報を取
得するためのインターフェイスを提供しま

す。

3RisDC[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

MIB2 Agent
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サービス

Cisco DRF Master Agentサービスは、グラ
フィカルユーザインターフェイス（GUI）
またはコマンドラインインターフェイス

（CLI）を使い、必要に応じて、バック
アップのスケジューリング、復元の実行、

依存関係の表示、ジョブステータスの確

認、およびジョブの取り消しを行う DRF
MasterAgentをサポートします。CiscoDRF
Master Agentは、バックアップおよび復元
プロセス用のストレージメディアも提供

します。

3CiscoDR
FMaster

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Host Resources
Agent

Cisco DRF Localサービスは、DRF Master
Agentの主要部分である Cisco DRF Local
Agentをサポートします。ノード上のコン
ポーネントは、ディザスタリカバリフレー

ムワークを使用するためにCiscoDRFLocal
Agentに登録されます。Cisco DRF Local
Agentは、CiscoDRFMaster Agentから受信
したコマンドを実行します。Cisco DRF
Local Agentは、ステータス、ログ、およ
びコマンド結果を Cisco DRF Master Agent
に送信します。

3CiscoDR
FLocal

[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Native Agent
Adapter

CiscoCDRRepositoryManagerサービスは、
Cisco Unified Communications Managerデー
タベースが含まれる最初のノードだけで起

動および停止ができます。このサービスは

自動的に起動されます。

3cdrrep[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

System
Application
Agent
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サービス

CiscoCDRAgentサービスは、CiscoUnified
CallManagerによって生成されたCDRファ
イルおよびCMRファイルを、ローカルホ
ストから CDRリポジトリノードに転送し
ます。このノードでは、CDR Repository
Managerサービスが SFTP接続を使用して
実行されます。このサービスを機能させる

には、最初のノードで Cisco CallManager
サービスをアクティブにし、サービスが実

行されていることを確認します。

3cdragent[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco CDP
Agent

—3sshdCLI utils service
restart System SSH

Cisco Syslog
Agent

——syslogdシスコが自動再起

動を指示

Cisco License
Manager

IBM：snmpd, slp_srvreg cimlistener, cimserver,
dirsnmpd, ““java...
com.tivoli.twg.agent.TWGAgent”” ****

HP

——CLI utils snmp
hardware-agent restart
**

Cisco Certificate
Expiry Monitor

DRF復旧状況のステータスをモニタする
APIはありません。

———Cisco Database
Layer Monitor

——cimlistenerdSNMPサービスの対
象となる IBMプロ
セス

Cisco Log
Partition
Monitoring Tool

——cimserverdSNMPサービスの対
象となる IBMプロ
セス

Cisco CDP

——dirsnmpdSNMPサービスの対
象となる IBMプロ
セス

Cisco RIS Data
Collector

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cisco DRF
Master
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説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順

サービス

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

CiscoDRFLocal

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cisco CDR
Repository
Manager

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cisco CDR
Agent

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

SSHサービス
ステータス

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Syslogサービス
ステータス

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

SNMPサービス
ステータス

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

DRF復旧状況

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cmaperfd

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cmasm2d

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cmastdeqd
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説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順

サービス

———SNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

Cmathreshd

——hpasmSNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

hpasm

——hpasmxldSNMPサービスの対
象となるHPプロセ
ス

hpasmxld

——snmpsa-ahSNMPサービスの対
象となる INTELプ
ロセス

snmpsa-ah

———シスコが自動再起

動を指示

Cisco Security
Agentサービス
ステータス

———Indefiniteciscosec

—3enStart[サービスアビリ
ティ

（Serviceability）]/[ツー
ル（Tools）] > [コ
ントロールセンタ

の機能サービス

（Control Center -
Feature Services）]

Cisco Electronic
Notification

「init」規則に従って自動再起動（即座の
障害の場合は 10、そうでない場合はそれ
以上）。

—ntpd—時間同期サービ

ス

「init」規則に従って自動再起動（即座の
障害の場合は 10、そうでない場合はそれ
以上）。

—servMCLI utils service
restart Service
Manager

Service Manager
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説明自動

再起

動

プロセ

ス名

停止 | 起動 |再起動
の手順

サービス

IPsec接続のキー交換を自動的に実行する
インターネットキー交換（IKE）デーモ
ン。

「init」規則に従って自動再起動（即座の
障害の場合は 10、そうでない場合はそれ
以上）。

—racoon該当なしRacoon DB

「init」規則に従って自動再起動（即座の
障害の場合は 10、そうでない場合はそれ
以上）。

—ipsec
_mgr

—IP Sec Manager

*このサービスを停止すると、HOST-RESOURCES-MIBや他のMIBSは機能しないか、反応しませ
ん。

**Cisco Unified CM Release 5.1(3)および Release 6.1(1)以降のリリースに限定。

***ここに示したプロセスは、特定のサーバモデルの機能であるか、またはサービスが適切であ
ると見なした機能であるため、すべてのプロセスが動作するわけではありません。

****この名前を持つ複数のプロセスが存在するため、2番目の引数で区別してください。

*****機能サービスは、デフォルトではアクティブになりません。

次の表に、モニタリングが必要な Cisco Unified Communications Managerの重大な syslogテスト
ケースの一覧を示します。

表 2：重大な syslog テストケース

説明テストケース

ネイティブでサポートされるアラーム：GUI
Serviceability/Alarm/Catalog、CallManager、
MGCPGatewayLostComm/Find"

MGCPGatewayLostComm

ネイティブでサポートされるアラーム：GUI
Serviceability/Alarm/Catalog、CallManager、SDLLinkOOS/Find"

SDLLinkOOS

次の表に、モニタリングが必要な Cisco Unified Communications Managerの重大な SNMPトラップ
のテストケースの一覧を示します。
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表 3：重大な SNMP トラップのテストケース

説明テストケース

CCM-MIB::ccmGatewayFailedccmGatewayFailedEvent

IM and Presence サービスの重要なサービス
IM and Presence Serviceノードの重要なサービスのステータスと自己診断テスト結果を確認するに
は、Cisco Unified CMの管理を使用します。次に自己診断テスト結果が、[ノードの詳細（Node
Details）]ウィンドウに表示されます。

• IM/Pサービスのインストールの確認（Verify IM/P Service Installed）

•ノードの到達可能性（ping可能）の確認（Verify Node Reachable (pingable)）

• [バージョン（Version）]：これは、選択したノードにインストールされている IMandPresence
Serviceのバージョンを示しています。

[ノードの詳細（Node Details）]ウィンドウに表示されているサービスの状態は、次の 3つの状態
のいずれかになります。

•開始（Started）

•停止（Stopped）

•失敗しました（Failed）

IMandPresence Serviceノードのサービスに関する詳細情報については、『CiscoUnified Serviceability
Administration Guide』を参照してください。

次の表は、CiscoUnified CommunicationsManagerの管理を使用して [ノードの詳細（NodeDetails）]
ウィンドウでモニタできる IM and Presence Serviceノードの重要なサービスを示します。

表 4：IM and Presence Services のノードの詳細

説明サービス名

Cisco SIP Proxyサービスは、SIPレジストラとプ
ロキシ機能を提供します。これには、要求のルー

ティング、要求者の識別、および伝送の相互接

続が含まれます。

Cisco SIP Proxy
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説明サービス名

Cisco Presence Engineはプレゼンスの構成を行い
ます。ユーザの全体的な構成済みプレゼンスを

生成するには、ユーザのXMPPクライアントか
らプレゼンス送信元を、CUCMからオンフック
とオフフックのステータスを、MicrosoftExchange
からミーティングステータスを取得します。

Cisco Presence Engine

Cisco Login Datastoreは、Cisco Client Profile Agent
にクライアントセッションを保存するためのリ

アルタイムデータベースです。

Cisco Login Datastore

Cisco PresenceDatastoreは、ユーザのプレゼンス
データをキャッシュ化し、ハイアベイラビリ

ティ処理を実現できるようにプレゼンス冗長グ

ループ内のサーバ間でこのデータを再現します。

Cisco Presence Datastore

このサービスは、IM and Presenceサービスに対
する SIPフェデレーションを設定する場合、ま
たはパーティションイントラドメインフェデ

レーションをイネーブルにする場合に使用しま

す。

Cisco Route Datastore

Cisco Presence SIP Registration Datastoreは、SIP
登録データを保存するためのリアルタイムデー

タベースです。

Cisco SIP Registration Datastore

Cisco DBは Progressデータベースエンジンとし
て機能します。

Cisco DB

すべての可用性およびメッセージングサービス

が IMandPresenceで適切に機能するには、Cisco
XCP Routerを実行する必要があります。これ
は、SIPベースと XMPPベースの両方のクライ
アントメッセージングに適用されます。

IM and Presence Serviceのインストール後に、シ
ステムは Cisco XCP Routerをデフォルトでオン
にします。

Cisco XCP Router

CiscoXCPConnectionManagerは、IM and Presence
サーバに接続するためにXMPPクライアントを
イネーブルにします。

Cisco XCP Connection Manager
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説明サービス名

Cisco XCP Authentication Serviceは、IM and
Presence Serviceに接続するXMPPクライアント
からのすべての認証要求を処理します。

Cisco XCP Authentication Service

Cisco Sync Agentは、IM and Presenceデータと
Cisco Unified Communications Managerデータの
同期を保ちます。これは、IMandPresenceService
にとって関心のあるデータについてCiscoUnified
CommunicationsManagerにSOAP要求を送信し、
Cisco Unified Communications Managerからの変
更通知にサブスクライブして、IM and Presence
Service IDSデータベースを更新します。

Cisco Sync Agent

Cisco Client Profile Agentサービスは、外部クラ
イアント接続用にHTTPSを介して安全なSOAP
インターフェイスを提供します。

Cisco Client Profile Agent

Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、Cisco
Unified Communications Managerへの DNDの伝
播を可能にし、クラスタ間 SIPルーティングの
ために IM and Presence Serviceクラスタの間でエ
ンドユーザ情報を同期します。

Cisco Intercluster Sync Agent

Cisco XCP Message Archiverサービスは、IMコ
ンプライアンス機能をサポートします。IMコン
プライアンス機能は、ポイントツーポイント

メッセージ、チャット機能のアドホック（一時

的）なチャットルームと永続的なチャットルー

ムからのメッセージなど、IMandPresenceService
サーバとの間で送受信されるすべてのメッセー

ジを記録します。メッセージは、シスコによっ

てサポートされる外部データベースに記録され

ます。

Cisco XCP Message Archiver

Cisco XCP SIP Federation ConnectionManagerは、
SIP経由でMicrosoft OCSを使用したドメイン間
フェデレーションをサポートします。展開に IM
and Presence Service Release 9.0クラスタと Cisco
Unified Presence Release 8.6クラスタとの間のク
ラスタ間接続が含まれる場合、このサービスも

オンにすることに注意してください。

Cisco XCP SIP Federation Connection Manager
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関連トピック

プレゼンスサーバのステータスの表示, （31ページ）

プレゼンスサーバのステータスの表示

IM and Presence Serviceノードの重要なサービスのステータスと自己診断テスト結果を確認するに
は、Cisco Unified CMの管理を使用します。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択します。
[サーバの検索/一覧表示（Find and List Servers）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 サーバの検索パラメータを選択し、[検索（Find）]をクリックします。
一致するレコードが表示されます。

ステップ 3 [サーバの検索/一覧表示（Find and List Servers）]ウィンドウに表示される IM and Presenceサーバ
を選択します。

[サーバの設定（Server Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [サーバの設定（Server Configuration）]ウィンドウの IM and Presenceサーバ情報のセクションで、
プレゼンスサーバステータスのリンクをクリックします。

サーバの [ノードの詳細（Node Details）]ウィンドウが表示されます。

サポートされる使用可能な MIB
次のMIBを確認し、システムの健全性のモニタリングに使用できます。

• Cisco MIB

◦ CISCO-CCM-MIB

◦ CISCO-CCM-CAPABILITY

◦ CISCO-CSP-MIB

◦ CISCO-SYSLOG-MIB

◦ CISCO-SYSLOG-EXT-MIB

•業界標準のMIB

◦ SYSAPPL-MIB

◦ HOST-RESOURCES-MIB

◦ RFC1213-MIB（MIB-II）
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◦ IF-MIB

関連トピック

シスコ管理情報ベース

CISCO-CCM-MIB, （711ページ）
CISCO-CCM-CAPABILITY, （866ページ）
CISCO-CDP-MIB, （873ページ）
CISCO-SYSLOG-MIB, （894ページ）
CISCO-SYSLOG-EXT-MIB, （904ページ）
業界標準の管理情報ベース, （917ページ）
SYSAPPL-MIB, （917ページ）
HOST-RESOURCES-MIB, （1005ページ）
RFC1213-MIB（MIB-II）, （950ページ）
IF-MIB, （1045ページ）

RTMT による Cisco Unified CM システムの健全性のモニタ
リング

Cisco Unified CMシステムの健全性の RTMモニタリングに関する、次のトピックが提供されてい
ます。

• RTMTの要約ビュー

• CPU使用率

• %IOwaitのモニタリング

•仮想メモリ

•ディスク使用量

•データベース複製と Cisco Unified Communications Managerノード

• ccmプロセスと CPU使用率

• codeYellow

• RIS Data Collector PerMonLog

•重要なサービスのステータス

• RTMTの syslogビューア

• syslogメッセージおよびトラップとしての RTMTアラート
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関連トピック

% IOwaitのモニタリング, （36ページ）
ccmプロセスと CPU使用率
CodeYellow, （42ページ）
CPU使用率, （34ページ）
重要なサービスのステータス, （45ページ）
データベース複製と Cisco Unified Communications Managerノード, （42ページ）
ディスク使用量, （39ページ）
RIS Data Collector Perfmonlog, （44ページ）
syslogメッセージおよびトラップとしての RTMTアラート, （48ページ）
RTMTの要約ビュー, （33ページ）
RTMTの Syslogビューア, （47ページ）
仮想メモリ, （37ページ）

RTMT の要約ビュー
RTMTの [要約（Summary）]ビューには、次のような毎日のモニタが必要なシステムの健全性が
すべて表示されます。

• CPU使用率レベル

•メモリ使用率レベル

•電話登録ステータス

•進行中のコール

•ゲートウェイステータス

CPUおよびメモリ使用率レベルが 70%の限度を超えると、コール処理に関連する Cisco Unified
CMパブリッシャおよびサブスクライバが過負荷の状態になります。システムの健全性とパフォー
マンスの問題の主なインジケータとして次のものがあります。

•システム時間、ユーザ時間、IOWait、ソフト irq、irq

• CPU Peggingアラート

•最も CPUを使用するプロセス

•高 % iowait

•共通パーティションによる高 % iowait

•ディスク I/Oを担当するプロセス

• CodeYellow
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ワークステーションまたは PCで RTMTクライアントを常時実行しない場合は、必要な各アラー
トのしきい値と通知の方法を設定できます。これで、ワークステーションまたは PC上の RTMT
クライアントを終了できます。

Cisco Unified CMサーバが稼働状態になると、RTMTバックエンド、AMCサービスがただちに稼
働して、必要なすべての情報を収集、処理し、設定された通知の方法に応じてユーザに通知しま

す。

RTMTの [CPUとメモリ（CPU and Memory）]ページには、次の項目について CPU使用率が表示
されます。

• %System：システムレベル（カーネル）での実行の CPU使用率のパーセンテージ表記

• %User：ユーザレベル（アプリケーション）での実行の CPU使用率のパーセンテージ表記

• %IOWait：未処理のディスク I/O要求を待機して CPUがアイドル状態になっていた時間の
パーセンテージ表記

• %SoftIrq：プロセッサが遅延 IRQ処理（ネットワークパケットの処理など）を実行する時間
のパーセンテージ表記

• %Irq：割り込みのためにデバイスに割り当てられた割り込み要求をプロセッサが実行する時
間、または処理の完了時にコンピュータに信号を送信する時間のパーセンテージ表記

CPU 使用率
CPU使用率が高いと、サービスに遅延または中断が発生し、コール処理に影響を与えることがあ
ります。エンドユーザのサービスに影響を与えることもあります。場合によっては、高いCPU使
用率がメモリリークを示していることもあります。RIS DataCollector PerfMonLogを有効にすると
CPU使用率がトラッキングされます。

RIS DataCollector PerfMonLogを有効にすることを推奨します。（注）

APIを使用して CPU使用率のモニタもできます。SOAP APIを使用すると、次の perfmonカウン
タをモニタできます。

• Processorオブジェクト：%CPUTime、SystemPercentage、User Percentage、IOwait Percentage、
Softirq Percentage、Irq Percentage

• Processオブジェクト：% CPU Time

SNMPインターフェイスを使用すると、次の perfmonカウンタをモニタできます。

• Host Resource MIB：hrProcessorLoad、hrSWRunPerfCPU

• CPQHOST-MIB：cpqHoCpuUtilMin、cpqHoCpuUtilFiveMin

CPU使用率が高い場合は、原因となるプロセスを特定してください。%systemと %user、または
そのいずれかが高いために CPUPeggingアラートが生成される場合は、アラートメッセージを

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
34

Cisco Unified Communications Manager システムの管理とモニタリング
CPU 使用率



チェックし、CPUを最も使用しているプロセスを確認してください。RTMTの[プロセス（Process）]
ページに移動し、[%CPU]でソートして、高 CPUのプロセスを特定します。

Cisco Unified Communications Manager VMwareインストールを実行している間、DRFバック
アップおよび Bulk Administration Toolエクスポートなどのタスクの CPU使用率のスパイクが
発生します。一般に、CPU使用率の急上昇を行うプロセスは gzipおよび DRFLocalです。

システムが CallProcessingNodeCpuPeggingアラームを生成した場合、システムの Open
Virtualization Archive（OVA）テンプレートの仕様に従って、Cisco Unified Communications
Managerリリースの 7500名様のサポートの追加 vCPUを追加します。

（注）

次の図に、CPU使用率が表示されます。

図 2：Cisco Unified Serviceability の CPU 使用率

RIS Data Collector PerfMonLogは、分析用にプロセスの %CPU使用率をシステムレベルでトラッ
キングします。

RTMTはCPU使用率をモニタし、CPU使用率がしきい値を超えるとCallProcessingNodeCPUPegging
アラートを生成します。次の図は、アラートステータスを示します。

図 3：RTMT の [Alert Central] のアラートステータス画面

[安全な範囲内（In Safe Range）]列を頻繁に監視します。これが [いいえ（No）]にマークされて
いる場合、条件は修正されません。たとえば、CallProcessingNodeCPUPeggingの [安全な範囲内（In
Safe Range）]列に [いいえ（No）]と表示される場合は、そのノードの CPU使用率がしきい値を
超えており、注意が必要であることを示します。
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高い CPU使用率により、CallProcessingNodeCPUPeggingに加えて次のアラートがトリガーされる
ことがあります。

• CodeYellow

• CodeRed

• CoreDumpFileFound

• CriticalServiceDown

• LowCallManagerHeartbeatRate

• LowTFTPServerHeartbeatRate

• LowAttendantConsoleHeartRate

サービスがクラッシュする場合は、対応するトレースファイルが上書されている可能性がありま

す。クラッシュをトラブルシューティングするために、シスコテクニカルアシスタンスセンター

（TAC）ではトレースファイルを必要とします。CoreDumpFileFound、CodeYellow、および
CriticalServiceDownの場合は、シスコ TACを支援するために [Enable Trace Download]オプション
を有効にしてください。

% IOwait のモニタリング
%IOwaitが高い場合は、ディスク入出力（I/O）アクティビティが頻繁に行われていることを示し
ます。高 IOwait状況の次の点を考慮してください。

•頻繁なメモリスワッピング：スワップパーティションの%CPU Timeをチェックして、高レ
ベルのメモリスワッピングアクティビティが発生しているかどうかを確認します。頻繁な

メモリスワッピングの原因の 1つとしてメモリリークが考えられます。

• DBアクティビティ：データベースがアクティブパーティションにアクセスします。アクティ
ブパーティションの %CPU Timeが高い場合は、DBアクティビティが頻繁に行われている
可能性が高くなります。

•トレースおよびログファイルを保存する共通（ログ）パーティション：次の内容を確認しま
す。

◦ [Trace&LogCentral]で、トレース収集アクティビティが実行されているかどうかを確認
します。コール処理に影響している場合は（つまり CodeYellow）、トレース収集スケ
ジュールの調整を検討してください。zipオプションを使用している場合は、このオプ
ションをオフにします。

◦詳細レベルでのトレース設定では、Cisco Unified CMにより多くのトレースが生成され
ます。%iowaitが高く Cisco Unified CMが CodeYellowの状態にあり（またはそのいずれ
か）、CiscoUnifiedCMサービストレースの設定が [詳細（Detailed）]の場合は、トレー
ス設定を [エラー（Error）]“ ”に変更し、トレースの書き込みを減らします。

RTMTを使用すると、高 %IOwaitの原因となるプロセスを特定できます。
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• %IOwaitが高いためにCPUPeggingアラートが発生する場合は、アラートメッセージをチェッ
クし、ディスク I/Oを待機しているプロセスを確認します。

• RTMTの [プロセス（Process）]ページに移動して、[ステータス（Status）]でソートします。
[UNINTERRUPTIBLE DISK SLEEP]の状態にあるプロセスを確認します。

• RISDataCollector PerfMonLogファイルをダウンロードし、プロセスのステータスを長期間確
認します。

次の図は、[ステータス（Status）]でソートした RTMTの [プロセス（Process）]ウィンドウの例
を示します。[UNINTERRUPTIBLE DISK SLEEP]の状態にあるプロセスを確認します。FTPプロ
セスが、[UNINTERRUPTIBLE DISK SLEEP]の状態になっています。

図 4：[割り込み不能ディスクスリープ（UNINTERRUPTIBLE DISK SLEEP）] の状態にある FTP プロセス

仮想メモリ

仮想メモリは、物理メモリ（RAM）とスワップメモリ（ディスク）で構成されています。RTMT
の [CPUとメモリ（CPU and Memory）]ウィンドウには、次のようなシステムレベルのメモリ使
用率情報が表示されます。

• [Total]：物理メモリの合計

• [Free]：空きメモリの量

• [Shared]：使用されている共有メモリの量

• [Buffers]：バッファリングの目的で使用されているメモリの量

• [Cached]：キャッシュに入れられているメモリの量

• [Used]：[Total] – [Free] – [Buffers] – [Cached] + [Shared]の式で計算

• [Total Swap]：スワップ領域の合計

• [Used Swap]：システム上で使用されているスワップ領域の量

• [Free Swap]：システム上で使用可能なスワップ領域の量
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SOAP APIを使用すると、次の perfmonカウンタに関するメモリ情報を照会できます。（注）

• Memoryオブジェクト：%MemUsed、%VMUsed、Total Kbytes、Total Swap Kbytes、Total
VM Kbytes、Used Kbytes、Used Swap Kbytes、Used VM Kbytes

• Processオブジェクト：VmSize、VmData、VmRSS、%Memory Usage

SNMPを使用すると、次の perfmonカウンタを照会できます。

• Host ResourceMIB：hrStorageSize、hrStorageUsed、hrStorageAllocationUnits、hrStorageDescr、
hrStorageType、hrMemorySize

RTMTの [Trace & Log Central]を使用すると、履歴情報をダウンロードできます。Cisco AMC
Service PerfMonLogはデフォルトで有効になります。Cisco Unified CM Release 6.0では、Cisco
RIS Data Collector PerfMonLogが導入されたため非推奨になりました。Cisco RIS Data Collector
PerfMonLogは、Cisco Unified CM Release 5.xではデフォルトで無効になり、Cisco Unified CM
Release 6.0ではデフォルトで有効になります。

（注）

perfmon仮想メモリはメモリの合計（物理 +スワップ）を指し、Host Resource MIB仮想メモリ
はスワップメモリだけを指します。

（注）

RTMTの [プロセス（Process）]ウィンドウには、次のようなプロセスレベルのメモリ使用率情報
が表示されます。

• [VmSize]：プロセスにより使用される仮想メモリの合計

• [VmRSS]：コード、データ、スタックなど、プロセスにより使用される、現在物理メモリ内
にあるレジデントセット

• [VmData]：プロセスによるヒープの仮想メモリ使用率

• [Page Fault Count]：データを物理メモリにロードする必要があった、プロセスで発生した主
なページフォールトの数

次の図は、RTMTの [プロセス（Process）]ウィンドウを示します。[VmSize]タブをクリックする
と VmSizeをソートできます。これで、多くのメモリを消費するプロセスを特定できます。

図 5：RTMT プロセスごとにリストされた VmSize
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VmSizeが増加し続けている場合は、メモリリークの可能性があります。

プロセスでメモリリークが発生している場合は、システム管理者は、トレースファイルを含めて

シスコに報告する必要があります。Ris Data Collector PerfMonLogはデータを収集します。ここに
は、メモリ使用率に関する履歴情報が含まれます。

ディスク使用量

CiscoUnifiedCMのハードドライブには、次の4つのディスクまたはパーティションがあります。

•共通パーティション（ログパーティション）：トレースおよびログファイルが格納されま
す。

•アクティブパーティション：アクティブな OSおよび Cisco Unified CMリリースのファイル
（バイナリ、ライブラリ、および設定ファイル）が格納されます。

•非アクティブパーティション：別の Cisco Unified CMリリースのファイルが格納されます
（アップグレード元の古いバージョンやアップグレード先の新しいバージョンなど。ただ

し、サーバはこのリリースに切り替えられていない）。

•スワップパーティション：スワップ領域に使用します。

SOAP APIを使用すると、次の perfmonカウンタに関するパーティション情報を取得できます。

• Partitionオブジェクト：Total Mbytes、Used Mbytes、Queue Length、Write Bytes Per Sec、Read
Bytes Per Sec

SNMP MIBを使用すると、次の情報を照会できます。

• Host Resource MIB：hrStorageSize, hrStorageUsed hrStorageAllocationUnits、hrStorageDescr、
hrStorageType

RTMTの [Trace & Log Central]を使用すると、次の履歴情報をダウンロードできます。

• CiscoAMCService PerfMonLog //はデフォルトで有効になります。CiscoUnified CM6.0では、
Cisco RIS Data Collector PerfMonLogが導入されたため非推奨になりました。
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• Cisco RIS Data Collector PerfMonLog //は、Cisco Unified CM Release 5.xではデフォルトで無効
になり、Cisco Unified CM 6.0ではデフォルトで有効になります。

次の図は、RTMTのディスク使用率を示します。

図 6：パーティションごとのディスク使用率

ディスク名マッピング

RTMTと SOAPに表示される perfmonインスタンス名は次のとおりです。

• Active

• Inactive

• Common

• Boot

• Swap

• SharedMemory

Host Resource MIB hrStorageの説明に表示される名前は次のとおりです。

• /partB

• /common

• /grub

• Virtual Memory

• /dev/shm
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パーティションアラートは次のとおりです。

• LogPartitionLowWaterMarkExceeded：ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセ
ンテージが設定された下限を下回ると、発生します。このアラートは、管理者がディスク領

域をクリーンアップできるように早期に発生する警告と考えてください。RTMTの [Trace &
Log Central]を使用してトレースおよびログファイルを収集し、これらのトレースおよびロ
グファイルをサーバから削除できます。システム管理者は、トレースおよびログファイルを

手動でクリーンアップするだけではなく、再び下限に達しないように、保存するトレース

ファイルの数も調整する必要があります。

• LogPartitionHighWaterMarkExceeded：ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセ
ンテージが設定された上限を超えると、発生します。このアラートが生成されると、Log
Partition Monitoring（LPM）ユーティリティがログパーティションのファイルの削除を開始
し、ディスク領域の不足を防ぐために、ファイルの数が下限に達するまでファイルの削除を

続けます。保持しておきたいファイルの一部を LPMが削除することがあるため、
LogPartitionLowWaterMarkExceedアラートを受領したらただちに対処する必要があります。

• LowActivePartitionAvailableDiskSpace：アクティブパーティションの利用可能なディスク領域
のパーセンテージが設定された値を下回ると発生します。デフォルトのしきい値を使用する

ことを推奨します。デフォルトのしきい値では、このアラートは生成されません。このア

ラートが発生した場合、システム管理者は一時的な回避策としてしきい値を調整できます。

ただし、シスコ TACがこの問題を確認する必要があります。リモートアクセスを使用して
/tmpを確認します。これまでに、サードパーティ製ソフトウェアによってここに大規模な
ファイルが残されていたことがあります。

• LowInactivePartitionAvailableDiskSpace：非アクティブパーティションの利用可能なディスク
領域のパーセンテージが設定された値を下回ると発生します。デフォルトのしきい値を使用

することを推奨します。デフォルトのしきい値では、このアラートは生成されません。この

アラートが発生した場合、システム管理者は一時的な回避策としてしきい値を調整できま

す。ただし、シスコ TACがこの問題を確認する必要があります。

次の表に、CiscoUnifiedCMRelease 4.xとCiscoUnifiedCMRelease 5.xのディスクに関連する perfmon
カウンタの比較を示します。

表 5：ディスク関連 Perfmon カウンタ

Cisco Unified CM Release 5.x の perfmon カウンタCisco Unified CM Release 4.x の perfmon カウン
タ

% CPU Timeパーティション% Disk Time論理ディスク

Read Kbytes Per SecDisk Read Bytes/sec

Write Kbytes Per SecDisk Write Bytes/sec

Queue LengthCurrent Disk Queue Length

Used MbytesFree Megabytes
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Cisco Unified CM Release 5.x の perfmon カウンタCisco Unified CM Release 4.x の perfmon カウン
タ

Total Mbytes

% Used% Free Space

データベース複製と Cisco Unified Communications Manager ノード
RTMTの [Database Summary]を使用すると、次の図に示すようにデータベースアクティビティを
モニタできます。たとえば、[CallManager] > [Service] > [Database Summary]をクリックします。

図 7：RTMT の [データベースサマリ（Database Summary）]

CodeYellow
CodeYellowの状態は、ccmプロセスが過負荷の状態にあるため、それ以上着信コールを処理でき
ない場合に発生します。この場合、ccmがコール制御を開始します。これは、RTMTで 1つのプ
ロセッサの CPU使用率が 100%になり、残りのプロセッサが 0%で動作しているわけではありま
せん。

メインスレッドはプロセッサ Aで 1/10秒間、プロセッサ Bで次の 2/10秒間、その他のプロセッ
サでも同様に実行できるため、RTMTに表示されるCPU使用率はよりバランスが取れたものにな
ります。デフォルトでは、RTMTには 30秒間の平均 CPU使用率が表示されます。
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CodeYellowアラートは、発生時にトラブルシューティングの目的でトレースファイルをダウン
ロードするように設定できます。

AverageExpectedDelayカウンタは、着信メッセージを処理する現在の平均予測遅延を表します。
この値が、「Code Yellow Entry Latency」サービスパラメータで指定された値を超えると、
CodeYellowアラームが生成されます。このカウンタは、コール処理のパフォーマンス問題に関す
る主なインジケータの 1つです。

CodeYellowが表示されているにもかかわらず、CPU使用率の合計がわずか25%の場合、これは、
Cisco Unified CMがコール処理に必要とするプロセッサが 1つであるためです。使用可能なプロ
セッサリソースがない場合は、4台の仮想プロセッササーバで CPU使用率の合計がわずか 25～
30%の場合でも、CodeYellowが表示されることがあります。同様に、2台のプロセッササーバで
は、CPU使用率の合計が約 50%の場合に CodeYellowが表示されることがあります。

モニタする必要があるその他の perfmonカウンタには次のようなものがあります。

• CiscoCallManager\CallsActive、CallsAttempted、EncryptedCallsActive、AuthenticatedCallsActive、
VideoCallsActive

• Cisco CallManager\RegisteredHardwarePhones、RegisteredMGCPGateway

• Cisco CallManager\T1ChannelsActive、FXOPortsActive、MTPResourceActive、
MOHMulticastResourceActive

• Cisco Locations\BandwidthAvailable

• Cisco CallManager System Performance\AverageExpectedDelay

• CodeYellow

• DBReplicationFailure

• LowCallManagerHeartbeat

• ExcessiveVoiceQualityReports

• MaliciousCallTrace

• CDRFileDeliveryFailure/CDRAgentSendFileFailed

• Critical Service Down

• CoreDumpFileFound

次に、RTMTの [パフォーマンス（Performance）]ウィンドウを示します。

図 8：スタンドアロンクラスタの RTMT の [パフォーマンス（Performance）]
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一般に、Cisco Unified CM Release 4.xの perfmonカウンタは、同じ名前を使用し、同じ値を表
すように保持されてきました。

（注）

RIS Data Collector Perfmonlog
Cisco Unified CM Release 5.xでは、RIS Data Collector PerfMonLogファイルはデフォルトで有効に
なりません。トラブルシューティングに役立つように、RIS Data Collector PerfMonLogを有効にし
ておくことを推奨します。RIS Data Collector PerfMonLogは、CPU、メモリ、ディスク、ネット
ワークをトラッキングします。RIS Data Collector PerfMonLogを有効にすると、AMC PerfMonLog
を無効にできます。Cisco Unified CM Release 6.xでは、AMC PerfMonLogが RIS Data Collector
PerfMonLogに置き換えられました。

RIS Data Collector PerfMonLogを有効にすると、CPUに与える影響が、約 1%と小さくなりま
す。

（注）

RTMTトレースとログセンターを使用して、任意の期間の Cisco RIS Data Collector PerfMonLog
ファイルをダウンロードします。Windows Perfmon Viewer（または RTMT Perfmon Viewer）を使用
してログファイルを開いて、次のパフォーマンスカウンタを追加します。

• [CPU使用率（CPU usage）] > [プロセッサまたはプロセス % CPU（Processor or Process %
CPU）]

• [メモリ使用率（Memory usage）] > [メモリ %VM使用済み（Memory %VM Used）]

• [ディスク使用率（Disk usage）] > [パーティション %使用済み（Partition % Used）]

• [コール処理（Call Processing）] > [Cisco CallManager CallsActive]
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次の図は、Windows Perfmon Viewerの出力を示します。

図 9：Windows Perfmon Viewer

重要なサービスのステータス

RTMTの [Critical Service]ウィンドウには、次の図に示すように、すべての重要なサービスの現在
のステータスが表示されます。

図 10：RTMT の [重要なサービス（Critical Service）] ウィンドウ
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CriticalServiceDownアラートは、サービスがダウンすると生成されます。デフォルトでは、RTMT
バックエンドサービスが 30秒ごとにステータスを確認します。その間にサービスがダウンし、
再開された場合は、CriticalServiceDownアラートが生成されないこともあります。

CriticalServiceDownアラートは、RTMTの [Critical Service]ページに含まれるサービスだけをモニ
タします。Coreファイルの生成なしにサービスが再起動されたことが疑われる場合は、RTMTの
[Critical Service]ページで時間が経過していることを確認し、RIS Troubleshooting perfmonログファ
イルをチェックし、サービス（プロセス）の PIDが変更されていないかどうかを確認します。

次の CLIを使用すると、Service Managerのログをチェックできます。

• file get activelog platform/servm_startup.log

• file get activelog platform/log/servm*.log

次の CLIを使用すると、特定の RTMT機能を複製できます。

• admin:utils service

• show perf

• show risdb

CoreDumpFileFoundアラートは、RTMTバックエンドサービスが新しいコアダンプファイルを検
出すると生成されます。CriticalServiceDownと CoreDumpFileFoundの両方のアラートは、トラブ
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ルシューティングの目的で対応するトレースファイルをダウンロードするように設定できます。

これは、クラッシュしたときにトレースファイルを維持するために役立ちます。

RTMT の Syslog ビューア
syslogメッセージは、次の図に示すように RTMTの syslogビューアを使用して表示できます。

図 11：Syslog ビューア

リモートサーバへの syslog トラップの送信
syslogトラップをCISCO-SYSLOG-MIBのリモートサーバに送信するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceability SNMPウィンドウでトラップ（通知）の宛先を設定します。

ステップ 2 CISCO-SYSLOG-MIBでトラップの生成を有効にします。

ステップ 3 CISCO-SYSLOG-MIBで適切な SysLogレベルを設定します。
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一部の Cisco Unified CMサービスアラームについて syslogトラップが生成されていない場合は、
RTMTの syslogビューアをチェックし、アラームが表示されていないかどうかを確認します。表
示されていない場合は、アラーム設定を調整し、ローカル syslogにアラームを送信します。

ハードウェア障害により生成される syslogのイベント重大度は 4以上であり、次のいずれかのパ
ターンが含まれます。

• *cma*[???]:*

• *cma*[????]:*

• *cma*[?????]:*

• *hp*[???]:*

• *hp*[????]:*

• *hp*[?????]:*

これらのパターンを検索して、syslogでハードウェア障害イベントを検出できます。

アラーム設定については、次の URLにある『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』の
「Alarm Configuration」の項を参照してください。 http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/
cucm/service/5_1_3/ccmsrva/saalarm.html

syslog メッセージおよびトラップとしての RTMT アラート
RTMTアラートは、リモート syslogサーバに送信できます。ローカルおよびリモート syslogサー
バに送信するには、Cisco Unified ServiceabilityでAMCアラームを設定します。次の図は、ウィン
ドウを示します。

図 12：ローカルおよびリモート syslog の設定
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回復ハードウェアの移行およびバックアップ/復元

バックアップ/復元
シスコは次のバックアップ/復元ユーティリティを提供しています。

• Cisco Unified CM Release 4.xでは Backup and Restore System（BARS）アプリケーションを使
用します。

• CiscoUnifiedCMRelease 5.xではディザスタリカバリフレームワーク（DRF）を使用します。

• Cisco Unified CM Release 6.xではディザスタリカバリシステム（DRS）を使用します。これ
は、基本的には前述の DRFから名称が変更されたものです。

これらのツールは、ローカルのテープドライブや、ネットワークロケーション上のファイルへの

バックアップファイルの書き込み（またはそこからの復元ファイルの読み取り）をサポートして

います。BARSはWindowsの共有を、DRFおよびDRSは SFTPを使用して、ネットワークロケー
ションにアクセスします。サードパーティのバックアップソリューションを使用する場合、サー

ドパーティのバックアップソリューションがピックアップできるように、BARS、DRF、および
DRSはネットワークロケーションに書き込むことができます。

DRFおよびDRSはクラスタ全体のバックアップを実行します。つまり、すべてのノードのデータ
がバックアップされます。ただし、復元は必要なノードだけに対して行われます。

バックアップの対象として設定するものや、作成するファイルなどの詳細については、リリース

に応じて次のマニュアルを参照してください。

•『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

• Cisco IP Telephony Disaster Recovery Administration Guide

• Cisco IP Telephony Backup and Restore System (BARS) Administration Guide

アプライアンスでインストール、アップグレード、またはオプションのインストールを実行した

場合は、設定データが変更されているかどうかにかかわらず、新たにバックアップすることを推

奨します。

致命的なハードウェア障害が発生し、ハードウェアを交換する必要がある場合は、新しいハード

ウェアに Cisco Unified CMを再インストールし、バックアップから復元してください。

アプライアンスの迅速な復元ソリューションとしてドライブのプルおよびスワップはサポート

されていません。

（注）

使用しているリリースに対応する『CiscoUnifiedCommunicationsManager Install andUpgradeGuide』
の「Replacing a Single Server or Cluster for Cisco Unified Communications Manager」の章を参照して
ください。次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html
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プラットフォームのモニタリング
ここでは、システムコンポーネント温度、ファンステータス、電源ステータス、冗長ディスク

アレイ（RAID）およびディスクステータス、ネットワークステータス、オペレーショナルステー
タスのハードウェアレイヤでのモニタリングについて説明します。CPUステータスと CPU使用
率、およびメモリステータスとメモリ使用率については、別の項で説明します。

コマンドラインインターフェイスの使用方法

ハードウェア BIOS RAID とファームウェアの詳細表示コマンド
システム BIOSは、サーバのブート中に表示されます。次のコマンドは、ハードウェア、BIOS、
RAID、およびファームウェアの詳細を表示する場合に有効です。これらの項目は Cisco Unified
CMイメージの一部として含まれており、Cisco Unified CM Release 4.xと同様に個別に管理する必
要はありませんが、診断アクティビティで確認が必要な場合があります。

show hardwareshow environment [fans | power-supply | temperature]
show tech all
utils create report hardware

admin:utils fior CLI
admin:utils fior status CLIを使用し、高 IOwaitを発生させているプロセスを特定することもできま
す。

たとえば、コマンドプロンプトに admin:utils fior listと入力します。これにより、次のものが表示
されます。

2007-05-31 Counters Reset
Time Process PID State Bytes Read Bytes Written
17:02:45 rpmq 31206 Done 14173728 0
17:04:51 java 31147 Done 310724 3582
17:04:56 snmpget 31365 Done 989543 0
17:10:22 top 12516 Done 7983360 0
17:21:17 java 31485 Done 313202 2209
17:44:34 java 1194 Done 92483 0
17:44:51 java 1231 Done 192291 0
17:45:09 cdpd 6145 Done 0 2430100
17:45:25 java 1319 Done 192291 0
17:45:31 java 1330 Done 192291 0
17:45:38 java 1346 Done 192291 0
17:45:41 rpmq 1381 Done 14172704 0
17:45:44 java 1478 Done 192291 0
17:46:05 rpmq 1540 Done 14172704 0
17:46:55 cat 1612 Done 2560 165400
17:46:56 troff 1615 Done 244103 0
18:41:52 rpmq 4541 Done 14172704 0
18:42:09 rpmq 4688 Done 14172704 0

admin:utils fior top CLI for output that is sorted by top disk usersを使用します。これにより、次のもの
が表示されます。

Top processes for interval starting 2007-05-31 15:27:23
Sort by Bytes Written
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Process PID Bytes Read Read Rate Bytes Written Write Rate
Linuxzip 19556 61019083 15254771 12325229 3081307
Linuxzip 19553 58343109 11668622 9860680 1972136
Linuxzip 19544 55679597 11135919 7390382 1478076
installdb 28786 3764719 83660 6847693 152171
Linuxzip 20150 18963498 6321166 6672927 2224309
Linuxzip 20148 53597311 17865770 5943560 1981187
Linuxzip 19968 9643296 4821648 5438963 2719482
Linuxzip 19965 53107868 10621574 5222659 1044532
Linuxzip 19542 53014605 13253651 4922147 1230537
mv 5048 3458525 3458525 3454941 3454941

関連トピック

admin:utils diagnose list CLI, （51ページ）
admin:utils diagnose test CLI, （51ページ）
admin:utils diagnose moduleName CLI, （51ページ）
admin:utils diagnose fix CLI, （51ページ）
admin:utils create report hardware CLI, （52ページ）
admin:utils iostat CLI, （52ページ）

admin:utils diagnose list CLI
次のように、使用可能なすべての診断テストが表示されます。

Available diagnostics modules
disk_space - Check available disk space as well as any unusual disk usage
service_manager - Check if service manager is running
tomcat - Check if Tomcat is deadlocked or not running

admin:utils diagnose test CLI
各診断テストを実行します。このテストでは修復は試みません。次のように表示されます。

Starting diagnostic test(s)===========================
test - disk_space —Passed
test - service_manager —Passed
test - tomcat —Passed
Diagnostics Completed

admin:utils diagnose moduleName CLI
1つの診断テストを実行し、問題の解決を試みます。admin:utils diagnose fix CLIを使用して、すべ
ての診断テストを一度に実行することもできます。たとえば、admin:utils diagnose module tomcat
と入力すると、次のように表示されます。

Starting diagnostic test(s)===========================
test - tomcat —Passed
Diagnostics Completed

admin:utils diagnose fix CLI
すべての診断テストを実行し、可能であれば、システムの修復を試みます。次のように表示され

ます。

Starting diagnostic test(s)===========================
test - disk_space —Passed
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test - service_manager —Passed
test - tomcat —Passed

Diagnostics Completed

admin:utils create report hardware CLI
ディスクアレイ、リモートコンソール、診断、および環境データが含まれるシステムレポート

を作成します。パラメータは必要ありません。次のように表示されます。

*** W A R N I N G ***
This process can take several minutes as the disk array, remote console,
system diagnostics and environmental systems are probed for their current
values.
Continue? Press y or Y to continue, any other key to cancel request.
Continuing with System Report request...
Collecting Disk Array Data...SmartArray Equipped server detected...Done
Collecting Remote Console Data...Done
Collecting Model Specific System Diagnostic Information...Done
Collecting Environmental Data...Done
Collecting Remote Console System Log Data...Done
Creating single compressed system report...Done
System report written to SystemReport-20070730020505.tgz
To retrieve diagnostics use CLI command:
file get activelog platform/log/SystemReport-20070730020505.tgz

admin:utils iostat CLI
特定の回数の繰り返しと間隔について iostat出力が提供されます。2回の iostatの読み取りの間隔
（秒）と、実行する iostatの繰り返しの回数が表示されます。次のように表示されます。
Executing command... Please be patient
Tue Oct 9 12:47:09 IST 2007
Linux 2.4.21-47.ELsmp (csevdir60)
10/09/2007 Time—12:47:09 PM

avg-cpu %user %nice %sys %iowait %idle
3.61 0.02 3.40 0.51 92.47

Device rrqm/s wrqm/s r/s w/s rsec/s wsec/s rkB/s wkB/s avgrq-sz avgqu-sz
await svctm
sda 3.10 19.78 0.34 7.49 27.52 218.37 13.76 109.19 31.39 0.05
5.78 0.73
sda1 0.38 4.91 0.14 0.64 4.21 44.40 2.10 22.20 62.10 0.02
26.63 1.62
sda2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 10.88 0.00
2.20 2.20
sda3 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000.00 0.00 0.00 10.88 0.00
2.20 2.20
sda4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 10.88 0.00
2.20 2.20
sda5 0.00 0.08 0.01 0.01 0.04 0.73 0.02 0.37 64.43 0.00
283.91 69.81
sda6 2.71 14.79 0.20 6.84 23.26 173.24 11.63 86.62 27.92 0.02
2.98 0.61

クラスタ内接続の管理およびモニタリングのための CLI
次の CLIを使用して、クラスタ内接続をモニタし、管理できます。

• admin:utils dbreplication status

• admin:utils dbreplication repair all/nodename

• admin:utils dbreplication reset all/nodename
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• admin:utils dbreplication stop

• admin:utils dbreplication dropadmindb

• admin:utils dbreplication setrepltimeout

• show tech dbstateinfo

• show tech dbinuse

• show tech notify

• run sql <query>

ハードウェア移行

古いハードウェアをサポートしない新しい Cisco Unified CMリリースにアップグレードするため
の準備として、またはキャパシティとパフォーマンスの向上やRAIDなど、より強力なハードウェ
アだけで利用可能な機能を単に活用するために、使用中の Cisco Unified CMをより強力なハード
ウェアに移行することをお客様が希望する場合があります。このためには、古いハードウェアか

らバックアップし、新しいハードウェアに同じ Cisco Unified CMリリースをインストールし、次
に新しいハードウェアで復元するという手順になります。

より強力なハードウェアに移行する場合は、サードパーティに対するシスコのロイヤリティをカ

バーするために SKUの移行が必要になる場合があります。移行を検討中の場合は、アカウント
チームが『Cisco Unified CM Ordering Guide』に付属の『Guide to Cisco Unified CM Upgrades and
Server Migrations』を確認する必要があります。

プラットフォームのセキュリティ

関連トピック

ロックダウンされたシステム, （53ページ）
Cisco Security Agentのサポート, （54ページ）
セキュリティパッチおよび更新, （54ページ）
ロールベースアクセスコントロール, （54ページ）

ロックダウンされたシステム

セキュリティのために、組み込みのファイアウォールともにCiscoSecurityAgentが含まれており、
すべてのクラスタノードの接続を、アプリケーションにより定義された IPテーブルとセンシティ
ブポートを通じて制御しています。アプライアンスにはAntiVirusアプリケーションはインストー
ルされていません。アプライアンスにより使用されているネイティブ OSも、攻撃対象領域や脆
弱性を最小限に抑えるように強化されています。未使用のソフトウェアとそれに伴う脆弱性を排

除するために、数千もの使用可能なパッケージのうち、使用しているものは 200未満です。

「“オンボックス”」式のEメールクライアントやWebブラウザはサポートされていません。不要
なすべてのログインは削除されているか、無効にされています。また、すべてのソフトウェアは
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シスコが提供しており、シスコの承認を確認するためのデジタル署名がされています。シスコが

提供する GUI、CLI、および APIインターフェイスが、システムを管理するための唯一の手段で
あり、これらのインターフェイスとやり取りするためには認証が必要です。この種のアプライア

ンスが、Microsoft Windowsや、ネイティブ OSに対するオープンシステムアクセスが可能なその
他のシステムよりもマルウェアの対象となりにくい点にも注意してください。このため、基本OS
に適用する必要があるパッチの数が大幅に少なくなっています。

Cisco Unified CMは、その TCP/UDPポートの使用を規制しています。詳細なリストについては、
各 Cisco Unified CMリリースのマニュアル、『Cisco Unified Communications Manager TCP and UDP
Port Usage』を参照してください。

Cisco Security Agent のサポート
アプライアンスは「“ヘッドレス”」またはマネージドではない Cisco Security Agentをサポートし
ています。将来のリリースでCisco Security AgentManagement Centerのイベントモニタリング機能
のサポートを追加する予定ですが、ポリシーの編集や配布はサポートしません。

セキュリティパッチおよび更新

アプライアンスのソフトウェアイメージには、ファームウェア、ドライバ、ネイティブOS、デー
タベース、および Cisco Unified CMアプリケーションコンポーネントに対して適用されたすべて
のセキュリティアップデートとパッチが含まれます。シスコメンテナンスリリースを最新の状

態に維持しているお客様の場合、セキュリティアップデートは自動的に提供されています。詳細

については、シスコのアカウントチームから入手可能なアプリケーションノート『“Appliance
Security Update Process for Cisco Unified CommunicationsManager”』（C27-412838-00）を参照してく
ださい。

ロールベースアクセスコントロール

Cisco Unified CMでは、Cisco Unified CM設定の認証に関するロールベースアクセスコントロー
ルにマルチレイヤ管理（MLA）を使用しています。

ソフトウェアの設定管理
Cisco Unified CMサーバは、システムに必要なすべてのコンポーネントが単一セットの DVDまた
はソフトウェアダウンロードに含まれる、バンドルされたイメージを使用します。Cisco Unified
CM Release 4.xでは、最新の状態に維持するために、最大で 6つの異なるコンポーネントを管理
し、1年間に平均で合計 18回のアップデートが必要でしたが、このサーバでは、2つのコンポー
ネントを 1年間に平均で 5回アップデートするだけで、最新の状態に維持できます。

機能のメジャーおよびマイナーリリースの最新メンテナンスリリースを使用して、システムを最

新の状態に維持しておくことを推奨します。メジャーおよびマイナーリリースのインストール

ファイルは、DVDメディアキット、または http://www.cisco.comの製品アップグレードツールか
ら入手できます。
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再構築、マイナーおよびメンテナンスリリースのアップグレードファイル、シスコのオプション

ファイルおよびツールは、http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-voice.shtmlのソフトウェア
センターからソフトウェアダウンロードとして入手できます。

Software Centerでの新しいファイルの提供について Eメールによる自動通知の受信を希望する場
合は、そのサイトで Eメール通知ツールに登録してください。「“特殊な”」リリースのエンジニ
アリングは、シスコテクニカルアシスタンスセンターをご利用の場合に限り可能です。

一般的なインストールおよびアップグレード手順

初めての無人インストールは、Cisco Unified Communications Answer File Generator（http://
www.cisco.com/web/cuc_afg/index.htmlで入手可能）を使用して実行できます。詳細については、オ
ンラインヘルプとマニュアル『Installing Cisco Unified Communications Manager』を参照してくだ
さい。

アップグレードについては、次のWebサイトのリストからアップグレードの適切なリリースを検
索してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html

インストールされているリリースとパッケージの検出

インストールされているリリースとパッケージを表示するには、次のような方法があります。

• show version [active | inactive]および show packages activeの各コマンド

• Cisco Unified Operations Manager

• Unified OSの管理

• Cisco Unified Communications Manager

• SNMP

サードパーティの NMSでは、次の SNMP OIDを使用して Cisco Unified CMのリリースを照会で
きます。

• .iso.org.dod.internet.private.enterprises.cisco.ciscoMgmt.ciscoCcmMIB.ciscoCcmMIBObjects.ccmGeneralInfo.ccm
Table.ccmEntry.ccmVersion

Cisco Unified CMのライセンスWebページには、アップロードされたライセンスファイルのリ
リースが表示されます。これは、システムにインストールされているものと厳密には一致しない

ことがあります。

使用可能なレポート
次の 3種類のレポートを使用できます。

• RTMTレポート
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• Serviceabilityレポート

• Cisco Unified Reporting

RTMT レポート
RTMTには、要約、コールアクティビティ、デバイスステータス、サーバステータス、サービ
スステータス、アラートステータスなどの情報を表示する設定済み画面が多数あります。RTMT
の [要約（Summary）]“ ”設定済み画面には、CiscoUnified CMシステムの健全性の要約ビューが表
示されます。この画面には、CPU、メモリ、登録済みの電話機、CallsInProgress、ActiveGateway
ポートおよびチャネルが表示されます。この画面は、CPUやメモリの使用率がクラスタの正常な
範囲内に入っていること、またすべての電話が正しく登録されていることを確認するために、毎

日チェックする必要がある最初の場所です。

電話の要約（PhoneSummary）およびデバイスの要約（DeviceSummary）の各設定済み画面には、
電話やゲートウェイステータスのより詳しい情報が表示されます。登録に失敗したデバイスがい

くつかある場合は、[Admin Find/List]ページまたは RTMTデバイス検索を使用して、問題のデバ
イスに関する詳細を取得できます。[Critical Services]設定済み画面には、主要なサービスの現在の
実行およびアクティベーションステータスが表示されます。左側の対応するアイコンをクリック

することで、これらのすべての設定済み画面にアクセスできます。

Serviceability レポート
Cisco Serviceability Reporterサービスは、Cisco Unified CallManager Serviceability Webページで日報
を生成します。各レポートには、特定のレポートの統計を示すさまざまなチャートを構成する要

約が表示されます。Reporterは、ロギングされた情報に基づいて 1日に 1回、次のようなレポー
トを生成します。

•デバイス統計レポート

•サーバ統計レポート

•サービス統計レポート

•コールアクティビティレポート

•アラート要約レポート

•パフォーマンス保護レポート

各レポートの詳細については、次のWebサイトを参照してください。http://www.cisco.com/en/US/
docs/voice_ip_comm/cucm/service/5_0_2/ccmsrvs/sssrvrep.html#wp1033420

Cisco Unified Reporting
Cisco Unified Reportingには Cisco Unified CMの管理コンソールからアクセスし、クラスタデータ
のトラブルシューティングまたは確認のためのレポートを生成します。このレポートにクラスタ
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データが表示されます。データを検索するために複数の手順を実行する必要はありません。この

ツール設計により、既存のソースからのデータの収集、データの比較、変則的なデータの報告が

容易になります。次の図は、使用可能なレポートを示します。詳細については、『Cisco Unified
Reporting Administration Guide』を参照してください。

図 13：システムレポート

健全性とトラブルシューティングについての一般的なヒ

ント
トラブルシューティングの詳細については、次のWebサイトで入手可能な『TroubleshootingGuide
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_troubleshooting_guides_list.html

オンボードエージェントのサポート

オンボードエージェントは、次のようなオンボックスのサードパーティソフトウェアクライア

ント、エージェント、またはデーモンです。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
57

Cisco Unified Communications Manager システムの管理とモニタリング
健全性とトラブルシューティングについての一般的なヒント

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_troubleshooting_guides_list.html


•アンチウイルスクライアント

•無停電電源モニタリングエージェント

•管理エージェント

Cisco Unified CM Release 4.xでは、特定のタイプのオンボードエージェントがサポートされてい
ます。Cisco Unified CMRelease 5.0以降のリリースで使用されているアプライアンスはオンボード
エージェントのインストールはサポートしておらず、サードパーティの統合用に APIを提供して
います。

詳細については、サードパーティプラットフォームエージェントに関する 2007年 11月の製品情
報（http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_bulletins_list.html）を参照してくだ
さい。

コール詳細レコードおよびコール管理レコード

CDRおよび CMRは、課金、チャージバック、管理のための監視および診断など、さまざまな用
途に使用されます。CDRおよび CMRを管理するための付属アプリケーションに加えて、Cisco
Unified CM Release 4.xでは、外部システムが CDRおよび CMRデータにアクセスするための、さ
まざまな方法による直接のデータベースアクセスをサポートしていました。Cisco Unified CM
Release 5.0以降のリリースでは、SFTPを使用して、フォーマット済みファイルを Cisco Unified
CMから要求元のアプリケーションにプッシュしています。

CDRをアクティブにしている場合は、CPU使用率の 2%の増加が、CDRおよび CMRの両方をア
クティブにしている場合は 4%の増加が一般的です。

Perfmon カウンタ
次の表に、CiscoUnified CMRelease 4.xとRelease 5.x以降の対応する perfomカウンタを示します。

表 6：対応する perfmon カウンタ

Cisco Unified CM Release 5.x の perfmon カウンタCisco Unified CM Release 4.x の perfmon カウンタ

STimeプロセス% Privileged Timeプロセス

% CPU Time% Processor Time

User Percentageプロセッサ% UserTimeプロセッサ

System Percentage% Privileged Time

Nice Percentage% Idle Time

% CPU Time% Processor Time
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ネイティブハードウェアアウトオブバンド管理（OOB）
HP iLOおよび IBM RSA IIのサポートされる機能は、次の領域で有効になります。

• CPUステータスと CPU使用率

•メモリステータスとメモリ使用率

•システムコンポーネント温度

•ファンステータス

•電源ステータス

• RAIDおよびディスクステータス

• NICを含むネットワークステータス

•オペレーショナルステータス（動作の問題の性質およびタイプ、重大度のレベルを示す、重
大なシステム問題発生後のシステムおよびカーネルステータス、データダンプの確認を含

む）

サーバでのこれらのインターフェイスのサポートには次の機能が含まれます（明確な機能の名称

はハードウェアベンダーによって異なる）。

•リモートコンソール（ブート画面と Cisco CLIにアクセスする）

•リモート電源管理

電話登録ステータス

突然の変化を認識できるように、電源登録ステータスをモニタする必要があります。登録ステー

タスがわずかに変化し、短時間にすばやく再調整された場合は、電話機の移動、追加、または変

更を示すことがあります。電話登録カウンタの急な小さい低下は、アクセススイッチやWAN回
線の停止や誤作動など、限られた範囲内での停止を示すことがあります。登録済み電話のレベル

が大きく低下した場合は、管理者がただちに注意しなければなりません。このカウンタは、シス

テムがすべて復元されたことを確認するために、特にアップグレードの前後にモニタする必要が

あります。

履歴情報のダウンロード

RTMTの [Trace & Log Central]または SOAP APIを使用して、次のような履歴情報をダウンロード
することもできます。

• Cisco AMC Service PerfMonLogはデフォルトで有効になりますが、Cisco Unified CM Release
6.0では、Cisco RIS Data Collector PerfMonLogが導入されたため非推奨になりました。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
59

Cisco Unified Communications Manager システムの管理とモニタリング
ネイティブハードウェアアウトオブバンド管理（OOB）



• Cisco RIS Data Collector PerfMonLogは、Cisco Unified CM Release 5.xではデフォルトで無効に
なり、Cisco Unified CM Release 6.0ではデフォルトで有効になります。

応答しない Cisco CallManager サービス
Cisco CallManagerサービスが応答しなくなった場合は、次のメッセージがシステムイベントログ
に表示されます。

The Cisco CallManager service terminated unexpectedly. It has done this
1 time. The following corrective action will be taken in 60000 ms.
Restart the service.

この場合では、その他にも次のメッセージが表示されることがあります。

Timeout 3000 milliseconds waiting for Cisco CallManager service to connect.

Cisco Communications Managerが、次のエラーにより起動しませんでした。
The service did not respond to the start or control request in a timely
fashion.

この状態で Cisco Unified IP Phoneやゲートウェイなどのデバイスが Cisco Unified Communications
Managerから登録解除されると、ユーザが受信するダイヤルトーンが遅延したり、高いCPU使用
率が原因で Cisco Unified Communications Managerサーバがフリーズしたりします。ここに記載さ
れていないイベントログメッセージについては、Cisco Unified Communications Managerのイベン
トログを参照してください。

考えられる原因 サービスが機能するために十分なリソース（CPUやメモリなど）がない場合
には、Cisco CallManagerサービスは応答を停止できます。一般に、その時点でサーバの CPU
使用率は 100%になります。

解決法 発生している中断のタイプに応じて、その中断の根本原因の確認に役立つさまざまなデー

タを収集する必要があります。

関連トピック

Cisco CallManagerサービスの中断の調査, （60ページ）

Cisco CallManager サービスの中断の調査
発生しているサービス中断のタイプに応じて、その中断の根本原因の確認に役立つさまざまなデー

タを収集する必要があります。

リソース不足による中断が発生した場合、次のタスクを実行できます。
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手順

ステップ 1 中断の前後 15分間の Cisco CallManagerトレースを収集します。

ステップ 2 中断の前後 15分間の Specification and Description Language（SDL）トレースを収集します。

ステップ 3 ある場合は、perfmonトレースを収集します。

ステップ 4 トレースがない場合は、perfmonトレースの収集を開始し、サーバ上で実行されている各プロセス
のメモリとCPUの使用率をトラッキングします。これらは、リソースの不足による中断が再度発
生した場合に役立ちます。

パブリッシャとサブスクライバの間でデータベースの複製が失敗する

データベースの複製は、Cisco Unified Communications Managerクラスタのコア機能です。データ
ベースのマスターコピーを備えたサーバはパブリッシャ（最初のノード）として機能し、データ

ベースを複製するサーバはサブスクライバ（以降のノード）を構成します。

サブスクライバサーバに Cisco Unified Communications Managerをインストールする前に、パ
ブリッシャデータベースサーバ上のデータベースをサブスクライバが確実に複製できるよう

に、Cisco Unified CM Administrationの [サーバの設定（Server Configuration）]ウィンドウにサ
ブスクライバを追加する必要があります。サブスクライバサーバを [サーバの設定（Server
Configuration）]ウィンドウに追加し、Cisco Unified Communications Managerをサブスクライバ
にインストールしたら、サブスクライバはパブリッシャサーバ上のデータベースのコピーを

受け取ります。

ヒント

パブリッシャサーバに対する変更が、サブスクライバサーバに登録されている電話に反映されま

せん。

考えられる原因 パブリッシャサーバとサブスクライバサーバの間の複製に失敗する。

解決法 データベースの複製を確認し、必要に応じて修正します。

関連トピック

データベースレプリケーションの確認と修正, （62ページ）
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データベースレプリケーションの確認と修正

手順

ステップ 1 データベースのレプリケーションを確認します。データベースレプリケーションは、CLI、Cisco
Unified Reporting、または RTMTを使用して確認できます。
a) CLIを使用して確認するには、ステップ 2, （62ページ）を参照してください。
b) Cisco Unified Reportingを使用して確認するには、ステップ 3, （62ページ）を参照してくださ
い。

c) RTMTを使用して確認するには、ステップ 4, （63ページ）を参照してください。

ステップ 2 CLIを使用してデータベースの複製を確認するには、CLIにアクセスし、次のコマンドを発行し
て各ノードでの複製を確認します。各ノードでこの CLIコマンドを実行し、その複製のステータ
スを確認する必要があります。また、サブスクライバをインストールした後、サブスクライバの

数によっては、2のステータスに達するまでに長い時間がかかることがあります。

admin: show perf query class “Number of Replicates Created and State of Replication”

==>query class :

- Perf class (Number of Replicates Created and State of Replication)
has instances and values:
ReplicateCount -> Number of Replicates Created = 344
ReplicateCount -> Replicate_State = 2

この場合に Replicate_Stateオブジェクトが 2の値を示すことに注意してください。次に、
Replicate_Stateが取ることのできる値を示します。

a) 0：この値は、複製が開始されていないことを示します。後続のノード（サブスクライバ）が
ありません。または、Cisco Database Layer Monitorサービスが、サブスクライバのインストー
ル後から実行されていません。

b) 1：この値は、複製が作成されているにもかかわらず、カウントが間違っていることを示しま
す。

c) 2：この値は、複製の状態が良好であることを示します。
d) 3：この値は、クラスタで複製に問題があることを示します。
e) 4：この値は、複製の設定に失敗したことを示します。

ステップ 3 CiscoUnifiedReportingを使用してデータベースの複製を確認するには、次のタスクを実行します。
a) Cisco Unified CM Administrationの右上隅にある [ナビゲーション（Navigation）]ドロップダウ
ンリストボックスから、[Cisco Unified Reporting]を選択します。

b) Cisco Unified Reportingが表示されたら、[システムレポート（System Reports）]をクリックし
ます。

c) データベースの複製に関するデバッグ情報を提供する [Cisco Unified CMDatabase Status]レポー
トを生成し、表示します。

このレポートを生成したら、レポートを開き、[Cisco Unified CM Database Status]を確認しま
す。ここには、クラスタ内の全サーバの RTMTレプリケーションカウンタが含まれます。す
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べてのサーバの複製状態は2になっていなければならず、すべてのサーバで同じ数の複製が作
成されている必要があります。

前述のステータスの確認でレプリケーションの状態が2になっていない場合は、このレポート
の「“レプリケーションサーバリスト（Replication Server List）”」を参照してください。ここ
には、接続され、各ノードとやり取りしているサーバが表示されます。リストにおいて、各

サーバは、自身をローカルとして示し、その他のサーバをアクティブに接続されているサーバ

として示します。いずれかのサーバの接続が切断されていると表示されている場合は、通常、

ノード間に通信上の問題が発生しています。

d) このためには、Cisco Unified Communications Managerデータベースの健全性のスナップショッ
トを提供する [Cisco Unified CMデータベースステータス（Cisco Unified CM Database Status）]
レポートを生成および表示します。

ステップ 4 RTMTを使用してデータベースの複製を確認するには、次のタスクを実行します。
a) Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）を開きます。
b) [CallManager]タブをクリックします。
c) [Database Summary]をクリックします。[レプリケーションステータス（Replication Status）]ペ
インが表示されます。

[レプリケーションステータス（Replication Status）]ペインに表示される値を次に示します。

d) 0：この値は、複製が開始されていないことを示します。後続のノード（サブスクライバ）が
ありません。または、Cisco Database Layer Monitorサービスが、サブスクライバのインストー
ル後から実行されていません。

e) 1：この値は、複製が作成されているにもかかわらず、カウントが間違っていることを示しま
す。

f) 2：この値は、複製の状態が良好であることを示します。
g) 3：この値は、クラスタで複製に問題があることを示します。
h) 4：この値は、複製の設定に失敗したことを示します。
i) Replicate_Stateパフォーマンスモニタリングカウンタを表示するには、[システム（System）]

> [パフォーマンス（Performance）] > [パフォーマンスモニタリングを開く（Open Performance
Monitoring）]を選択します。パブリッシャデータベースサーバ（最初のノード）をダブルク
リックし、パフォーマンスモニタを拡張します。[Number of Replicates Created and State of
Replication]をクリックします。[Replicate_State]をダブルクリックします。[オブジェクトイン
スタンス（Object Instances）]ウィンドウの [ReplicateCount]をクリックし、[追加（Add）]をク
リックします。

カウンタの定義を表示するには、カウンタ名を右クリックし、[Counter Description]
を選択します。

ヒント

ステップ 5 すべてのサーバで RTMTのステータスが良好であるにもかかわらず、データベースが同期してい
ないことが疑われる場合は、CLIコマンド utils dbreplication statusを実行します（いずれかのサー
バで RTMTのステータスが 4と表示される場合は、ステップ 6, （64ページ）に進みます）。
このステータスコマンドは、utils dbreplication status allを使用してすべてのサーバで、または utils
dbreplication status <hostname>を使用して 1つのサブスクライバで実行できます。
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ステータスレポートは、疑わしいテーブルがあるかどうかを示します。疑わしいテーブルがある

場合は、複製修正CLIコマンドを使用し、パブリッシャサーバからサブスクライバサーバにデー
タを同期します。

複製の修正は、utils dbreplication repair usage:utils dbreplication repair [nodename]|all

コマンドを使用して、すべてのサブスクライバサーバで実行することも（allパラメータを使用）、
1つのサブスクライバサーバだけで実行することもできます。

複製の修正を実行した後（数分間かかることがある）、別のステータスコマンドを実行して、す

べてのテーブルが同期されたことを確認できます。修正後にテーブルが同期されていれば、複製

の修正は成功です。

サーバの 1つで RTMTのステータスが 4の場合、またはステータス 0の状態が 4時間
を超えた場合に限り、ステップ 6, （64ページ）を実行します。

（注）

ステップ 6 データベースの複製に関するデバッグ情報を提供する [Cisco Unified CM Database Status]レポート
を生成し、表示します。RTMTのステータスが不良と表示される各サブスクライバで、hosts、
rhosts、sqlhosts、およびサービスファイルに適切な情報が含まれることを確認します。
[CiscoUnifiedCMClusterOverview]レポートを生成し、表示します。サブスクライバサーバのバー
ジョンが同一であること、接続が正常であること、時間遅延が許容値内であることを確認します。

前述の条件が許容できるものである場合、次の手順を実行して、そのサブスクライバサーバ上で

レプリケーションをリセットします。

a) サブスクライバサーバで、CLIコマンド utils dbreplication stopを実行します。
b) これを、RTMTの値が 4のすべてのサブスクライバサーバで実行します。
c) パブリッシャサーバで、CLIコマンド utils dbreplication stopを実行します。
d) パブリッシャサーバで、CLIコマンド utils dbreplication reset <ホスト名>を実行します。ここ
で、<ホスト名>は、リセットする必要があるサブスクライバサーバのホスト名です。すべて
のサブスクライバサーバをリセットする必要がある場合は、コマンド utils dbreplication reset all
を使用します。

失われたノードでデータベースの複製が実行されない

失われたノードの回復時に接続が復元されても、データベースのレプリケーションが行われませ

ん。複製の状態を確認できます。ノードですでに複製のリセットを試み、その操作に失敗してい

る場合に限り、次の手順を使用します。

考えられる原因

デバイステーブルでの削除により、CDRチェックがループに入っている。

1 解決法 影響を受けているサブスクライバで utils dbreplication stopを実行します。これはすべて
同時に実行できます。
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2 解決法 手順 1が完了するまで待ち、次に、影響を受けているパブリッシャサーバで utils
dbreplication stopを実行します。

3 解決法 影響を受けているパブリッシャサーバから utils dbreplication clusterresetを実行します。
このコマンドを実行すると、ログ名がログファイルにリストされます。このファイルを確認

し、プロセスのステータスをモニタします。パスは/var/log/active/cm/trace/dbl/sdi
です。

4 解決法 影響を受けているパブリッシャから utils dbreplication reset allを実行します。

5 解決法 クラスタ内のすべてのサブスクライバサーバですべてのサービスを停止し、再起動し

て（または、すべてのシステム（サブスクライバサーバ）を再起動/リブートして）、サービ
スを変更します。この操作は必ず、utils dbreplication statusで 2のステータスが表示されてから
実行します。

関連トピック

パブリッシャとサブスクライバの間でデータベースの複製が失敗する, （61ページ）

データベーステーブルで同期が外れてもアラートがトリガーされない

「同期外れ」とは、クラスタ内の 2つのサーバの特定のデータベーステーブルに同じ情報が含ま
れていないという意味です。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 6.x以降では、この症状には予期しないコール処
理の動作が含まれます。コールのルーティングと処理が予想どおりに実行されません。この症状

は、パブリッシャサーバとサブスクライバサーバのいずれかで発生することがあります。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 5.xでは、この症状には予期しないコール処理の
動作が含まれます。コールのルーティングと処理は予想どおりに実行されませんが、これは、パ

ブリッシャサーバがオフラインになっているときに限ります。これらの症状が見られる場合は、

utils dbreplication statusコマンドを実行します。「“Out of sync”」と表示されます。「“Out of sync”」
と表示されない場合は、問題はありません。

考えられる原因 ノード間でデータベーステーブルの同期が外れたままになっています。複製

アラートは、複製プロセスの障害だけを示し、データベーステーブルの同期が外れた時期は

示しません。通常、複製が正しく行われている場合は、テーブルの同期は維持されているはず

です。場合によっては、レプリケーションが正しく行われているように見えるにもかかわら

ず、データベーステーブルが「“同期外れ”」の状況が発生することがあります。

1 解決法 CLIコマンドを使用してクラスタの複製をリセットします。この処置を実行するため
には、クラスタ内のサーバがオンラインで、IP接続が完全に確立されていることが必要です。
クラスタ内のすべてのサーバがオンラインであるかどうかは、プラットフォームのCLIおよび
Cisco Unified Reportingを使用して確認します。
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2 解決法 サーバの複製の状態が 2の場合は、パブリッシャサーバで utils dbreplication repair server
nameコマンドを使用します。

解決法 サーバの複製の状態が 2でない場合は、すべてのサブスクライバサーバで utils
dbreplication stopコマンドを使用します。

解決法 次に、パブリッシャサーバで utils dbreplication stopコマンドを、その後に utils
dbreplication reset allコマンドを使用します。

以前のリリースに戻す場合のデータベースレプリケーションのリセッ

ト

古い製品リリースを実行できるようにクラスタ内のサーバを元に戻す場合は、クラスタ内部でデー

タベースレプリケーションを手動でリセットする必要があります。すべてのクラスタサーバを古

い製品リリースに戻した後にデータベースの複製をリセットするには、すべてのパブリッシャ

サーバで utils dbreplication resetコマンドを使用します。

Cisco Unified Communications Operating System Administrationまたは CLIを使用してバージョンを
切り替えると、古い製品バージョンに戻すときに、データベースレプリケーションのリセット要

件に関するメッセージが表示されます。

有効なコマンドとユーティリティ

この項では、ルートアクセスがディセーブルになっている Cisco Unified Communications Manager
サーバのトラブルシューティングに役立つコマンドやユーティリティのクイックリファレンスを

提供します。

次の表に、システムのさまざまな問題をトラブルシューティングするための情報収集に使用でき

る CLIコマンドと GUIをまとめます。

表 7：CLI コマンドと GUI 選択のまとめ

CLI コマンドサービスアビリティの GUI ツールLinux コマ
ンド

情報

プロセッサ CPU使用率：

show perf query class Processor

すべてのプロセスのプロセス CPU使用率：

show perf query counter Process “% CPU Time”

個々のプロセスカウンタの詳細（CPU使用率を含む）

show perf query instance <Process task_name>

RTMT

[表示（View）]タブに移動し、
[サーバ（Server）] > [CPUとメモ
リ（CPU and Memory）]を選択

topCPU使用率
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CLI コマンドサービスアビリティの GUI ツールLinux コマ
ンド

情報

show perf query counter Process “Process Status”RTMT

[表示（View）]タブに移動し、
[サーバ（Server）] > [プロセス
（Process）]を選択

psプロセスの状

態

show perf query counter Partition“% Used”

または show perf query class Partition

RTMT

[表示（View）]タブに移動し、
[サーバ（Server）] > [ディスク使
用量（Disk Usage）]を選択

df/duディスク使用

量

show perf query class MemoryRTMT

[表示（View）]タブに移動し、
[サーバ（Server）] > [CPUとメモ
リ（CPU and Memory）]を選択

freeメモリ

show network statusnetstatsネットワーク

ステータス

utils system restartサーバの [プラットフォーム
（Platform）] Webページにログ
イン

[Restart] > [Current Version]を選択

rebootサーバのリ

ブート

ファイルのリスト：file list

ファイルのダウンロード：file get

ファイルの表示：file view

RTMT

[Tools]タブに移動し、[Trace] >
[Trace & Log Central]を選択

Sftp、ftpトレース/ログ
の収集

関連資料
本資料は既存のマニュアルを補足するもので、次のような既存のマニュアルに代わるものではあ

りません。

•保守および操作ガイドの索引：http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_
maintenance_guides_list.html

◦『Cisco Unified Communications Manager Serviceability Administration Guide』

◦『Changing the IP Address and Hostname for Cisco Unified Communications Manager and IM
and Presence Service』

◦『Cisco Unified Communications Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』
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◦『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』

•インストールおよびアップグレードガイドの索引： http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
voicesw/ps556/prod_installation_guides_list.html

◦『Replacing a Single Server or Cluster for Cisco Unified Communications Manager』

◦『Upgrading to Cisco Unified Communications Manager』

◦『Installing Cisco Security Agent for Cisco Unified Communications Manager』

CDR/CMRについては、次の資料を参照してください。

•『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』

•『Cisco Unified CDR Analysis and Reporting Administration Guide』
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第 3 章

簡易ネットワーク管理プロトコル

この章では、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の概要について説明します。

• 概要, 69 ページ

• SNMPのバージョン, 70 ページ

• SNMPおよび Cisco Unified CMの基本, 71 ページ

• SNMPの基本コマンド, 72 ページ

• SNMPのコミュニティストリングとユーザ, 73 ページ

• SNMPと Cisco MIB, 73 ページ

• SNMPのトラップとインフォーム, 74 ページ

• SNMPトレースの設定, 75 ページ

• SNMPに関するヒント, 75 ページ

• SNMPのトラブルシューティング, 76 ページ

• SNMP/R MIB, 78 ページ

概要
アプリケーション層プロトコルである簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用すると、
ノードやルータなどのネットワークデバイス間の管理情報を簡単に交換できます。SNMPは、
TCP/IPスイートの一部を構成しています。システム管理者は、SNMPを使用して、ネットワーク
パフォーマンスのリモート管理、ネットワークの問題の検出および解決、ネットワーク拡張の計

画を行うことができます。

SNMPでは、多数のコマンドを定義する代わりに、get-request、get-next-request、get-bulk-request、
および set-requestの形式ですべての操作を行います。たとえば、SNMPマネージャでは、SNMP
エージェントから値を取得したり、その SNMPエージェントに値を格納したりできます。SNMP
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マネージャはネットワーク管理システム（NMS）の構成要素になることができ、SNMPエージェ
ントはルータなどのネットワーキングデバイスに常駐できます。

SNMPは、SNMPマネージャ、SNMPエージェント、MIBという 3つの部分から構成されていま
す。Cisco MIBは、ネットワーク管理ソフトウェアを使用してコンパイルできます。

NMSでは、Cisco MIB変数を使用してデバイス変数を設定し、インターネットワーク上のデバイ
スのポーリングを行って特定の情報を取得します。ポーリングの結果はグラフの作成や分析に使

用でき、インターネットワークの問題のトラブルシューティング、ネットワークパフォーマンス

の向上、デバイスの設定の確認、およびトラフィックの負荷のモニタに役立ちます。

SNMPエージェントは、デバイスパラメータおよびネットワークデータに関する情報のリポジト
リであるMIBからデータを収集します。また、SNMPエージェントは、特定のイベントのトラッ
プ（通知）をSNMPマネージャに送信することもできます。Ciscoトラップファイル「“mib.traps”」
は、シスコのホスト //ftp.cisco.comから入手できます。このファイルに、Ciscoトラップの
形式が記載されています。

SNMPマネージャはMIBの情報を使用し、次の説明に従ってオペレーションを実行します。

説明操作

特定の変数から値を取得します。get-request

名前付き変数の次の値を取得します。通常、テーブル内から変数を取得

する場合に使用します。このオペレーションでは、SNMPマネージャが
正確な変数名を知っている必要はありません。MIB内から必要な変数を
見つけるために、順次検索が実行されます。

get-next-request

NMSから送信された get-request、get-next-request、get-bulk-request、およ
び set-requestに応答します。

get-response

get-next-requestと同様に、get-responseに get-nextインタラクションを最大
繰り返し数まで格納します。

get-bulk-request

特定の変数に値を格納します。set-request

何らかのイベントが発生したことを伝えるために、SNMPエージェント
から SNMPマネージャに送信されます。

traps

SNMP のバージョン
SNMPのバージョンには、バージョン1（SNMPv1）、バージョン2（SNMPv2）、およびバージョ
ン 3（SNMPv3）の 3つがあります。SNMPv1は、管理情報構造（SMI）の仕様の範囲内で機能す
る SNMPの初期実装で、ユーザデータグラムプロトコル（UDP）や IPなどのプロトコルを介し
て動作します。
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SNMPv1 SMIでは、高度な構造を持つMIBテーブルが定義されます。このテーブルは、複数の変
数を含むオブジェクトのグループ化に使用されます。テーブルにはインデックスが付けられた 0
個以上の行が格納されるため、SNMPでは、サポートされているコマンドを使用して、行全体を
取得したり変更したりできます。

SNMPv1では、NMSが要求を発行し、管理対象デバイスから応答が返されます。エージェント
は、トラップオペレーションを使用して、NMSに重要なイベントを非同期的に通知します。

SNMPv2cは、SNMPv1と同様に、SMIの仕様の範囲内で機能します。MIBモジュールには、相互
に関係のある管理対象オブジェクトの定義が格納されます。SNMPv1で使用されるオペレーショ
ンと SNMPv2で使用されるオペレーションは、ほぼ同じであることに注意してください。たとえ
ば、SNMPv2トラップオペレーションは、SNMPv1で使用する機能と同じですが、異なるメッセー
ジ形式を使用する、SNMPv1トラップに代わる機能です。

SNMPv2cの通知オペレーションでは、ある NMSから別の NMSにトラップ情報を送信して、そ
の NMSから応答を受信することができます。

SNMPv3は、次のセキュリティ機能を備えています。

•認証：要求が正規の送信元から送信されたものかどうかを確認します。

•プライバシー：データの暗号化を行います。

•認可：要求された操作がユーザに許可されているかどうかを確認します。

•アクセスコントロール：要求されたオブジェクトにユーザがアクセスできるかどうかを確認
します。

SNMPv3は、パケットがネットワーク上に公開されるのを防ぎます。SNMPv3では、SNMPv1や
SNMPv2のようにコミュニティストリングを使用するのではなく、SNMPユーザを使用します。

関連トピック

SNMPのコミュニティストリングとユーザ, （73ページ）

SNMP および Cisco Unified CM の基本
SNMPを使用するネットワークでは、管理対象デバイス、エージェント、ネットワーク管理ソフ
トウェア（NMS）という 3つの主要コンポーネントが必要です。

•管理対象デバイス：SNMPエージェントを含む、ネットワーク上に常駐するデバイス。管理
対象デバイスは、情報の収集と格納を行います。格納された情報は、SNMPを使用して取得
できます。

◦ Cisco Unified CMクラスタの最初のノードは、管理対象デバイスとして機能します。
Cisco Unified CMBEでは、Cisco Unified CMがインストールされたサーバが管理対象デ
バイスとして機能します。

•エージェント：管理情報のローカル情報を格納し、その情報をSNMPと互換性がある形式に
変換するソフトウェアモジュール。
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◦ Cisco Unified CMでは、マスターエージェントとサブエージェントの各コンポーネント
を使用して SNMPをサポートします。マスターエージェントはエージェントプロトコ
ルエンジンとして機能し、SNMP要求に関連する認証、許可、アクセスコントロール、
およびプライバシーの機能を実行します。マスターエージェントには、管理情報ベース

（MIB）変数がいくつか格納されます。また、マスターエージェントは、サブエージェ
ントへの接続も行います。サブエージェントでの必要なタスクが完了すると、その接続

を解除します。

◦ Cisco Unified CMは、サブエージェントを使用して、ローカルの Cisco Unified CMのみ
と対話します。Cisco Unified CMサブエージェントは SNMPマスターエージェントにト
ラップと情報メッセージを送信し、SNMPマスターエージェントは SNMPトラップレ
シーバ（通知の宛先）と通信します。

• NMS：PC上で実行するSNMP管理アプリケーション。ネットワーク管理に必要な処理リソー
スとメモリリソースのほとんどを提供します。また、管理対象デバイスのモニタと制御を行

うアプリケーションを実行します。Cisco Unified CommunicationsManagerは次のNMSと連携
します。

◦ CiscoWorks2000

◦ HP OpenView

◦ SNMPおよび Cisco Unified Communications Manager SNMPインターフェイスをサポート
しているサードパーティ製アプリケーション

SNMP の基本コマンド
管理対象デバイスのモニタと制御は、4つの基本的な SNMPコマンド（読み取り、書き込み、ト
ラップ、およびトラバースオペレーション）を使用して行います。

• NMSでは、読み取りコマンドを使用して管理対象デバイスをモニタします。NMSは、管理
対象デバイスで保持されている複数の変数を検査します。

• NMSでは、書き込みコマンドを使用して管理対象デバイスを制御します。NMSは、管理対
象デバイス内に格納されている変数の値を変更します。

•管理対象デバイスでは、トラップコマンドを使用して、非同期的にイベントを NMSに報告
します。特定の種類のイベントが発生すると、管理対象デバイスは NMSにトラップを送信
します。

• NMSでは、トラバースオペレーションを使用して、管理対象デバイスがサポートしている
変数を確認し、ルーティングテーブルなどの変数テーブルの情報を順次収集します。
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SNMP のコミュニティストリングとユーザ
SNMPコミュニティストリングでは、セキュリティは確保されませんが、MIBオブジェクトへの
アクセスを認証し、組み込みパスワードとして機能します。SNMPコミュニティストリングは、
SNMPv1または SNMPv2cの場合にのみ設定します。

SNMPv3では、コミュニティストリングを使用しません。SNMPv3では、SNMPユーザを使用し
ます。SNMPユーザを使用する目的はコミュニティストリングと同じですが、暗号化や認証が設
定されるため、セキュリティが確保されます。

デフォルトのコミュニティストリングやユーザは存在しません。

SNMP と Cisco MIB
SNMPを使用すると、Cisco MIB変数にアクセスでき、ネットワークデバイス間の管理情報を簡
単に交換できます。SNMPシステムは、SNMPマネージャ、SNMPエージェント、MIBという 3
つの部分で構成されています。

SNMPでは、多数のコマンドを定義する代わりに、get-request、get-next-request、get-bulk-request、
および set-requestの形式ですべての操作を行います。たとえば、SNMPマネージャでは、SNMP
エージェントから値を取得したり、その SNMPエージェントに値を格納したりできます。SNMP
マネージャはネットワーク管理システム（NMS）の構成要素になることができ、SNMPエージェ
ントはルータなどのネットワーキングデバイスに常駐できます。Cisco MIBは、ネットワーク管
理ソフトウェアを使用してコンパイルできます。SNMPをルータに設定すると、SNMPエージェ
ントで NMSから送信されるMIB関連の照会に応答できます。

NMSでは、Cisco MIB変数を使用してデバイス変数を設定し、インターネットワーク上のデバイ
スのポーリングを行って特定の情報を取得します。ポーリングの結果はグラフの作成や分析に使

用でき、インターネットワークの問題のトラブルシューティング、ネットワークパフォーマンス

の向上、デバイスの設定の確認、トラフィックの負荷のモニタなどに役立ちます。

SNMPエージェントは、デバイスパラメータおよびネットワークデータに関する情報のリポジト
リであるMIBからデータを収集します。また、SNMPエージェントは、特定のイベントのトラッ
プ（通知）をSNMPマネージャに送信することもできます。Ciscoトラップファイル「“mib.traps”」
は、シスコのホスト //ftp.cisco.comから入手できます。このファイルに、Ciscoトラップの
形式が記載されています。

SNMPマネージャはMIBの情報を使用し、次の説明に従ってオペレーションを実行します。

説明操作

特定の変数から値を取得します。get-request

名前付き変数の次の値を取得します。通常、テーブル内から変数を取得

する場合に使用します。このオペレーションでは、SNMPマネージャが
正確な変数名を知っている必要はありません。MIB内から必要な変数を
見つけるために、順次検索が実行されます。

get-next-request
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説明操作

NMSから送信された get-request、get-next-request、get-bulk-request、およ
び set-requestに対する応答。

get-response

get-next-requestと同様に、get-responseに get-nextインタラクションを最大
繰り返し数まで格納します。

get-bulk-request

特定の変数に値を格納します。set-request

SNMPエージェントから SNMPマネージャに送信される、何らかのイベ
ントが発生したことを伝える割り込みメッセージ。

traps

SNMP のトラップとインフォーム
SNMPエージェントは、重要なシステムイベントを識別するために、トラップ形式またはイン
フォーム形式で通知を送信します。トラップ形式の場合は宛先からの確認応答を受信しませんが、

インフォーム形式の場合は確認応答を受信します。

Cisco Unity Connectionは、SNMPトラップをサポートしません。（注）

対応するトラップフラグが有効な場合、すべての通知のトラップが即座に送信されます。syslog
エージェントの場合、CiscoUnifiedCMアラームとシステムレベルのログメッセージが syslogデー
モンに送信され、ログに記録されます。また、一部の標準的なサードパーティ製アプリケーショ

ンでもログメッセージが syslogデーモンに送信され、ログに記録されます。これらのログメッ
セージはローカルの syslogファイルに記録され、SNMPトラップまたは通知への変換も行われま
す。

次に、設定済みのトラップの宛先に送信される、CiscoUnifiedCMのSNMPトラップとインフォー
ムメッセージを示します。

• Cisco Unified CM failed（Cisco Unified CMで障害が発生）

• Phone failed（電話機で障害が発生）

• Phones status update（電話機ステータスの更新）

• Gateway failed（ゲートウェイで障害が発生）

• Media resource list exhausted（メディアリソースリストが使い果たされた）

• Route list exhausted（ルートリストが使い果たされた）

• Gateway layer 2 change（ゲートウェイレイヤ 2の変更）

• Quality report（品質レポート）
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• Malicious call（悪質なコール）

• Syslog message generated（syslogメッセージの生成）

SNMP トレースの設定
Cisco Unified CMで SNMPエージェントのトレースを設定するには、Cisco Unified Serviceabilityの
[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウで、[パフォーマンスおよび監視サービス
（Performance and Monitoring Services）]サービスグループの [Cisco Unified CM SNMPサービス
（Cisco Unified CM SNMP Service）]を選択します。デフォルトの設定は、すべてのエージェント
に対して存在します。CiscoCDPAgentおよびCisco SyslogAgentの場合、コマンドラインインター
フェイス（CLI）を使用し、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Solutions』に
従ってトレース設定を変更します。

SNMP に関するヒント
http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/
BrowseMIB.do?local=en&step=2&mibName=CISCO-CCM-CAPABILITYのCISCO-CCM-CAPABILITY
MIBを参照するか、関連項目のセクションのCISCO-CCM-CAPABILITY-MIBのトピックを参照し
てください。

「CISCO-CCM-CAPABILITY-MIB」で説明されているとおり、ccmPhoneDevicePoolIndexはサポー
トされていないため、0を返します。現在、Callmanagerデバイス登録アラームには、デバイス
プール情報は含まれていません。

Cisco CallManager SNMPサービスが実行されていない場合、MIBの次のテーブルのみが応答しま
す。

• ccmGroupTable

• ccmRegionTable

• ccmRegionPairTable

• ccmDevicePoolTable

• ccmProductTypeTable

• ccmQualityReportAlarmConfigInfo

• ccmGlobalInfo

Cisco CallManager SNMPサービスを実行中にするには、Cisco Unified Serviceabilityでサービスをア
クティブにして起動します。SYSAPPL-MIBで、次のテーブルを照会します。

•システムにインストールされている Cisco Unified Communications Managerアプリケーション
のインベントリを取得するには、SysApplInstallPkgTableを照会します。

•システムで実行中の Cisco Unified Communications Managerアプリケーションのインベントリ
を取得するには、SysApplRunTableを照会します。
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Cisco Unified Communications Managerでは、次のWebアプリケーションのサービスとサーブ
レットを使用します。Cisco CallManager Admin、Cisco CallManager Cisco IP Phone Service、Cisco
CallManager Personal Directory、Cisco CallManager Serviceability、Cisco CallManager Serviceability
RTMT、Cisco Extension Mobility、Cisco Extension Mobility Application、Cisco RTMT Reporter
Servlet、Cisco Tomcat Stats Servlet、Cisco Trace Collection Servlet、Cisco AXLWeb Service、Cisco
Unified Mobile Voice Access Service、Cisco IP Manager Assistant、Cisco Web Dialer Service、Cisco
CAR Web Service、Cisco Dialed Number Analyzer。

（注）

関連トピック

CISCO-CCM-CAPABILITY, （866ページ）

SNMP のトラブルシューティング
まず、すべての機能とネットワークサービスが実行されていることを確認してください。また、

Cisco Unified CMシステムで、コミュニティストリングまたは SNMPユーザが適切に設定されて
いることを確認してください。SNMPコミュニティストリングまたはユーザを設定するには、
Cisco Unifiedサービスアビリティで [SNMP] > [V1/V2] > [コミュニティストリング（Community
String）]、または [SNMP] > [V3] > [ユーザ（User）]を選択します。

その他のヒントは、次のとおりです。

•システムからMIBをポーリングできない：コミュニティストリングまたは SNMPユーザが
システムで設定されていません。または、MIBが、システムで設定されているものと一致し
ていません。必要に応じて、設定の確認および再設定を行ってください。

デフォルトでは、コミュニティストリングまたはユーザはシステムに設定さ

れていません。

（注）

•システムから通知を受信できない：システムで通知の宛先が正しく設定されていません。[通
知先（Notification Destination）]（V1/V2cまたは V3）設定ウィンドウで、通知の宛先を正し
く設定したことを確認します。

• Cisco Unified Communications Managerノードから SNMPトラップを受信できない：電話機の
登録/未登録/障害に関する次のMIBオブジェクト ID（OID）が、次の値に設定されているこ
とを確認してください（デフォルト値は両方とも 0です）。

◦ ccmPhoneFailedAlarmInterval（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.2）が 30～ 3600に設定されているこ
と。次の CLIコマンドを使用できます。snmpset -c <community string> -v2c <transmitter
ipaddress> 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.2 .0 i <value>

◦ ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterval（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.4）が 30～ 3600に設定されて
いること。次の CLIコマンドを使用できます。snmpset -c <community string> -v2c
<transmitter ipaddress> 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.4.0 i <value>
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[通知先（NotificationDestination）]（V1/V2cまたはV3）設定ウィンドウで、通知の宛先
を正しく設定したことを確認します。

[コミュニティストリング（Community String）]（V1/V2c）または [ユーザ（User）]
（V3）設定ウィンドウで、コミュニティストリング/ユーザ特権（通知の権限を含む）
を正しく設定したことを確認します。

システムアプリケーションエージェントでは、アクティブまたは非アクティブになっているサー

ビスを表示したり、Webアプリケーションのサービスやサーブレットをモニタしたりすることが
できないため、システムの健全性やCiscoUnifiedCommunicationsManagerアプリケーションのサー
ビスステータスをモニタするには、次の方法を使用します。

• Webアプリケーションと非Webアプリケーションの両方の完全なステータス情報（アクティ
ベーションステータスなど）を取得するには、Serviceability APIの getservicestatusを使用し
ます。詳細については、『AXL Serviceability API Guide』を参照してください。

• CLIコマンド utils service listを使用して、サービスステータスを確認します。

• syslogを使用して、servMで生成されたメッセージをモニタします（次の例を参照）。

Mar 18 16:40:52 ciscart26 local7 6 : 92: Mar 18 11:10:52.630 UTC :
%CCM_SERVICEMANAGER-SERVICEMANAGER-6-ServiceActivated: Service
Activated.Service
Name:Cisco CallManager SNMP Service App ID:Cisco Service Manager
Cluster ID: Node
ID:ciscart26

SNMP要求で複数の OIDを指定し、変数が空のテーブルを指している場合、タイムアウトの問題
により、NO_SUCH_NAME（SNMPv1の場合）またはGENERICERROR（SNMPv2cまたはSNMPv3
の場合）が返されることがあります。Cisco Unified Communications Manager処理エンジンを保護
するために制御を強化すると、タイムアウトが発生することがあります。

スカラオブジェクトを使用すると、CCMH323DeviceTableおよび ccmSIPDeviceTableのエントリ
数を取得できます。そのため、SNMPマネージャ（クライアント）は、エントリが存在しない場
合に、これらのテーブルでの不要な get/getnextオペレーションをしなくて済みます。SNMP開発
者は、この問題に対する次の回避策を使用できます。

•使用可能なスカラ変数（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.5）を使用して、テーブルにアクセスする前に
テーブルサイズを確認するか、目的のテーブルに対してgetオペレーションを実行してから、
空でないテーブルを照会します。

• 1回の要求で照会する変数の数を減らします。たとえば、空のテーブルに対して管理アプリ
ケーションのタイムアウトが 3秒に設定されている場合、OIDを 1つだけ指定します。（空
でないテーブルの場合、1つのデータ行の取得に 1秒かかります）。

•応答タイムアウトの値を大きくします。

•再試行回数を減らします。

• getbulk SNMP APIを使用しないようにします。getbulk APIではMaxRepetitionsで指定されて
いるレコード数が取得されるため、次のオブジェクトがテーブルまたはMIBの外にある場合
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でも、そのオブジェクトが取得されます。空のテーブルの場合は、さらに遅延が大きくなり

ます。テーブルが空でなく、レコード数が既知の場合は、getbulk APIを使用します。このよ
うな場合には、MaxRepetitionsを 5秒に設定し、5秒以内の応答を要求します。

•既存の制限に適合させるには、SNMP照会を作成します。

•多数の電話機が Cisco CallManagerに登録されている場合は、複数の getbulkを実行して
PhoneTableを定期的にウォークしないようにします。電話機の更新が存在する場合に更新を
行う ccmPhoneStatusUpdateTableを使用すると、PhoneTableをウォークするかどうかを決定で
きます。

関連トピック

シスコ管理情報ベース, （711ページ）
業界標準の管理情報ベース, （917ページ）

SNMP/R MIB
SNMP/RバイナリにCPUのスパイクが生じている場合、次のログおよび情報を収集して分析しま
す。

• CPU使用率が高い処理を確認します。

• SNMPポーリングが発生しているかどうかを確認し、アプリケーションのポーリング間隔を
取得します。

• show packages active snmpコマンドを使用して、SNMPバージョンを確認します。

• show process using-most cpuコマンドを実行して、その出力を収集します。

• file get activelog /cm/log/ris/csv/コマンドを実行して、Perfmonログを収集します。

• SNMPマスターエージェントのトレースと、CPU使用率の高いその他のバイナリを収集しま
す。

•さらに詳細にトラブルシューティングするには、上記の情報をテクニカルサポートに送信し
ます。

SNMPマスターエージェントが起動しない場合は、ポート 161が開いているかどうかを確認しま
す。ポートが開いている場合は、SNMPマスターエージェントのトレースを収集して、さらに分
析します。

Cisco Unified CMをWindows版から Linux版に移行する際には、Cisco Unified CM Release 5.x以降
では ccmH323DevRmtCM1InetAddressが OctetStringで定義されていることに注意してください。
そのため、IPアドレスが 16進数で表示されます（Cisco Unified CM Release 4.xではドット付き 10
進表記で表示されます）。
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第 4 章

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool のト
レース PerfMon カウンタおよびアラート

この章では、Cisco Unified Communications Real-Time Monitoring Tool（RTMT）のトレース機能、
perfmonオブジェクトと perfmonカウンタ、およびアラート機能について簡単に説明します。

• Cisco Unified Real-Time Monitoring, 79 ページ

• RTMTでのパフォーマンスのモニタリング, 80 ページ

• Cisco IntercompanyMedia Engineのパフォーマンスオブジェクトおよびアラート, 181 ページ

Cisco Unified Real-Time Monitoring
RTMTはクライアントサイドのアプリケーションとして実行され、HTTPSとTCPを使用して、シ
ステムパフォーマンス、デバイスステータス、デバイス検出、CTIアプリケーション、およびボ
イスメッセージングポートをモニタします。RTMTは、HTTPSを使用して直接デバイスに接続
し、システムの問題をトラブルシューティングします。Cisco Unified RTMTは次のタスクを実行
します。

•システムの健全性をモニタするための、事前に定義された管理オブジェクトをモニタする。

•オブジェクトの値がユーザ設定しきい値を超えるか下回った場合に、Eメールによりさまざ
まな警告を生成する。

•トレースを収集し、RTMTに備わっているさまざまなデフォルトビューアで表示する。

• Q931メッセージを変換する。

• SysLogビューアで syslogメッセージを表示する。

•パフォーマンスモニタリングカウンタと連動する。

CiscoUnifiedRTMTは、SNMPトラップに加え、ハードウェアベンダーから提供される syslogメッ
セージをモニタおよび解析して、これらのアラートを Alert Centralに送信することができます。
アラートの発生を Cisco Unified CMのシステム管理者に通知するように RTMTを設定することも
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可能です。こうした通知は、Eメール、Eページ、またはそれら両方を使用して行うことができ
ます。

RTMTは 1つのクラスタで最適に機能します。複数のクラスタが展開されている大規模な企業
ネットワークでは、CiscoUnifiedOperationsManagerを使用することを推奨します。CiscoUnified
Operations Managerの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps6535/index.htmを
参照してください。

（注）

RTMT でのパフォーマンスのモニタリング
CiscoUnifiedCommunicationsManagerはパフォーマンスカウンタ（PerfMonカウンタと呼びます）
を更新します。カウンタには、登録されている電話機の数、アクティブコールの数、使用可能な

会議ブリッジリソースの数、ボイスメッセージングポートの使用状況など、システムとシステム

上のデバイスについての簡単で便利な情報が含まれています。

任意のオブジェクトのカウンタを選択することで、システムのコンポーネントとシステム上のア

プリケーションのコンポーネントのパフォーマンスをモニタすることができます。各オブジェク

トのカウンタは、フォルダを展開すると表示されます。

Cisco Unified Communications Managerの場合、Cisco Unified Communications Managerのパフォーマ
ンスカウンタのほとんどがCisco CallManagerオブジェクトに含まれ、これらのカウンタのインス
タンスは 1つだけです。他のオブジェクトに属するインスタンスベースのカウンタでは、インス
タンスが 0以上の場合があります。たとえば、2台の電話機がCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録されている場合、CiscoPhonesオブジェクトに属するカウンタごとに2つのインスタンスが
存在します。

コンピュータで perfmonカウンタをローカルに記録し、RTMTでパフォーマンスログビューアを
使用して、収集した perfmon CSVログファイルまたは Real-time Information Server Data Collection
（RISDC）の perfmonログを表示することができます。

RTMTはパフォーマンスのトラブルシューティングを実行するためにアラート通知を行います。
また、パフォーマンスカウンタを定期的にポーリングして、そのカウンタのデータを表示しま

す。パフォーマンスをモニタすることにより、次のタスクを実行することができます。

• 1つのクラスタ内のすべてのCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ（該当する場合）、
TFTPサーバ、およびデータベースサーバを含めてパフォーマンスカウンタをモニタする。

•一連の事前設定されたオブジェクトを継続的にモニタし、Eメールのメッセージ形式で通知
を受信する。

•カウンタのしきい値設定をアラート通知に関連付ける。Eメールまたはポップアップメッ
セージによる通知が管理者に送信されます。

•カスタマイズされたトラブルシューティングタスクのために、モニタされたカウンタ、しき
い値設定、アラート通知などの設定を保存して復元する。

• 1つのパフォーマンス比較図で、最大 6つの perfmonカウンタを表示する。
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PerfMon アラート通知
アラート通知により、システムと Cisco Unified Communications Managerで発生している最新の問
題を知ることができます。アラート通知は、すでに RTMTに含まれているパラメータを使用して
設定するか、独自に設定することができます。次の表には、使用可能な設定とその説明が示され

ています。設定はRTMTの各ペイン（[Threshold]、[Value CalculatedAs]、[Duration]、[Frequency]、
および [Schedule]）に含まれています。

表 8：カウンタのアラート設定パラメータ

説明設定

[しきい値（Threshold）]ペイン

ボックスをオンにして適用する値を入力します。

• [Over]：このボックスをオンにして、アラート通知がアク
ティブになる前に一致する必要がある最大しきい値を設定

します。[以上（Over）]の値フィールドには、値を入力し
ます。たとえば、進行中のコールの数と等しい値を入力し

ます。

• [Under]：このボックスをオンにして、アラート通知がア
クティブになる前に一致する必要がある最小しきい値を設

定します。[以下（Under）]の値フィールドには、値を入
力します。たとえば、進行中のコールの数と等しい値を入

力します。

これらのボックスは、[Frequency]および
[Schedule]設定パラメータと組み合わせて使用し
ます。

ヒント

[Over]および [Under]の条件が
一致したときにアラートをトリ

ガー

[次の値で算出（Value Calculated As）]ペイン

適用するオプションボタンをクリックします。

• [Absolute]：データの現在の状態を表示する場合に選択し
ます。これらのカウンタ値は累積されます。

• [Delta]：現在のカウンタ値と前回のカウンタ値の差分を表
示する場合に選択します。

• [Delta Percentage]：カウンタパフォーマンスの変化を比率
で表示する場合に選択します。

[絶対値（Absolute）]、[差分
（Delta）]、[差分比率（Delta
Percentage）]

[期限（Duration）]ペイン
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説明設定

• [Trigger alert only when value constantly...]：指定時間（秒）
内に値が常にしきい値の下限または上限を超える場合に限

りアラート通知を送信する場合、このオプションボタン

をクリックして、アラートを送信するまでの指定秒数を入

力します。

• [Trigger alert immediately]：アラート通知をすぐに送信する
場合は、このオプションボタンをクリックします。

[値が常に次の場合にアラートを
トリガー（Trigger alert onlywhen
value constantly...）]、[アラート
をすぐにトリガー（Trigger alert
immediately）]

[頻度（Frequency）]ペイン

適用するオプションボタンをクリックします。

• [Trigger alert on every poll]：各ポーリングでしきい値条件
が一致したときにアラート通知をアクティブにする場合

は、このオプションボタンをクリックします。

たとえば、進行中のコールが継続的にしきい値の上限また

は下限を超える場合、システムは別のアラート通知を送信

しません。しきい値が通常の値（進行中のコール数が 50
～ 100）の場合、システムはアラート通知を非アクティブ
にしますが、値がしきい値の上限または下限を再び超えた

場合、システムはアラート通知を再びアクティブにしま

す。

• [trigger up to...]：アラート通知を一定間隔でアクティブに
する場合は、このオプションボタンをクリックして、送

信するアラートの数とアラートを送信する時間（分）を入

力します。

[各ポーリングでアラートをトリ
ガー（Trigger alert on every
poll）]、[トリガーの間隔
（trigger up to...）]

[スケジュール（Schedule）]ペイン

適用するオプションボタンをクリックします。

• [24-hours daily]：アラートを 1日 24時間トリガーする場合
は、このオプションボタンをクリックします。

• [Start/Stop]：アラート通知を特定のタイムフレームでアク
ティブにする場合は、このオプションボタンをクリック

して、開始時間と停止時間を入力します。このチェック

ボックスがオンになっている場合は、日次タスクの開始時

間と停止時間を入力します。たとえば、カウンタを毎日午

前 9時から午後 5時まで、または午後 9時から午前 9時ま
でチェックするように設定することができます。

[24時間毎日（24-hours
daily）]、[開始/停止
（Start/Stop）]
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Eメールによる通知が必要な場合は、[Enable E-mail]ボックスをオンにします。（注）

RTMTではデータサンプリングを使用することもできます。[RTMT Perfmon Monitoring]ペインに
表示される perfmonカウンタには、経時的なデータのサンプルが緑色の点で表示されます。収集
するサンプルの数や図に表示するデータ点の数は変更することができます。次の表はパラメータ

のリストと説明です。

表 9：データサンプルパラメータ

説明パラメータ

一部のカウンタ値は累積されるため、データの現在の状態を表

示するには [Absolute]を選択します。
絶対値（Absolute）

[Delta]を選択すると、現在のカウンタ値と前回のカウンタ値の
差分が表示されます。

差分（Delta）

[Delta Percentage]を選択すると、カウンタパフォーマンスの変
化が比率で表示されます。

差分比率（Delta Percentage）

Cisco Unified Communications Manager の PerfMon オブジェクトと PerfMon
カウンタ

ここでは、Cisco Unified Communications Managerの PerfMonオブジェクトと PerfMonカウンタに
ついて説明します。

Cisco Analog Access
Cisco Analog Accessオブジェクトは、登録済みの Ciscoアナログアクセスゲートウェイについて
の情報を提供します。次の表は、Cisco Analog Accessカウンタについての情報が含まれます。

表 10：Cisco Analog Access

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、すべてのポートがビジー状態だったときに、Cisco
Unified Communications Managerがアナログアクセスゲートウェイ経
由でコールを試行した回数の合計を示します。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、現在使用中の（アクティブな）ポートの数を示しま

す。ポートは、そのポートでコールが進行中のときにアクティブ表示

されます。

PortsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在アウトオブサービスのポートの数を示します。

カウンタは、ループスタートトランクおよびグラウンドスタートトラ

ンクだけに適用されます。

PortsOutOfService

Cisco Annunciator Device
Cisco Annunciator Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoアナンシエータデバイスについての
情報を提供します。次の表には、Cisco Annunciatorカウンタについての情報が含まれます。

表 11：Cisco Annunciator Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがアナンシエー
タデバイスからアナンシエータリソースの割り当てを試行して、すべ

てのリソースがすでに使用中であるなどの理由で失敗した回数の合計

を表します。

OutOfResources

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対して現在アクティブな

（使用中の）アナンシエータリソースの総数を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現時点ではアナンシエータデバイ

スでまだ使用可能なリソースの総数を表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対して設定されているア

ナンシエータリソースの総数を表します。

ResourceTotal

Cisco CallManager
CiscoCallManagerオブジェクトは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに登録されたコール、ア
プリケーション、およびデバイスに関する情報を提供します。次の表には、Cisco CallManagerカ
ウンタについての情報が含まれます。

表 12：Cisco CallManager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能なアナンシエータリソースがなかった場

合に、Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified
CommunicationsManagerに登録されているリソースからアナンシエー
タリソースの割り当てを試行した回数の合計を表します。

AnnunciatorOutOfResources
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのアナンシエータデバイスで現在使用されているアナン

シエータリソースの総数を表します。

AnnunciatorResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現在使用可能なアナンシエータ

リソースの総数を表します。

AnnunciatorResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのアナンシエータデバイスから提供されているアナ

ンシエータリソースの総数を表します。

AnnunciatorResourceTotal

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerで現在アク
ティブな（使用中の）認証済みコールの数を示します。認証済みコー

ルとは、コールに関係するすべてのエンドポイントが認証されてい

るコールを意味します。認証済み電話機は、トランスポート層セキュ

リティ（TLS）認証された Skinnyプロトコルシグナリングを Cisco
Unified Communications Managerで使用します。

AuthenticatedCallsActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerを介して接続
された後で接続解除された認証済みコールの数を表します。認証済

みコールとは、コールに関係するすべてのエンドポイントが認証さ

れているコールを意味します。認証済み電話機は、TLS認証された
Skinnyプロトコルシグナリングを Cisco Unified Communications
Managerで使用します。

AuthenticatedCallsCompleted

このカウンタは、部分的に登録された認証済み SIP電話機の数を表
します。

AuthenticatedPartiallyRegisteredPhone

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録された
認証済み電話機の総数を表します。認証済み電話機は、TLS認証さ
れた Skinnyプロトコルシグナリングを Cisco Unified Communications
Managerで使用します。

AuthenticatedRegisteredPhones

このカウンタは、この Cisco Unified Communications Manager上で現
在アクティブなコールの BRI音声チャネルの数を表します。

BRIChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能な BRIスパンの数を表します。BRISpansInService

このカウンタは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのハートビー
トを表します。この増分カウントは、Cisco Unified Communications
Managerが起動して動作していることを示します。このカウントが
増加していない場合は、CiscoUnified CommunicationsManagerがダウ
ンしていることを示します。

CallManagerHeartBeat
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在使用中の（アクティブな）音声ストリーミン

グ接続またはビデオストリーミング接続の数、つまり、CiscoUnified
Communications Managerに接続されている音声パスが実際に存在す
るコールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、試行されたコールの総数を表します。試行された

コールは、どの番号がダイヤルされたか、または宛先に接続された

かに関係なく、電話機がオフフックになるとき、およびオンフック

に戻るときに常に発生します。機能操作（たとえば、転送や会議）

中のコールの試行も、試行されたコールと見なされる場合がありま

す。

CallsAttempted

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerを介して実際
に接続された（音声パスまたはビデオストリームが確立された）コー

ルの数を表します。この数は、コールが終了したときに増加します。

CallsCompleted

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManager上で現在進行
中の音声コールまたはビデオコールの数を表します。すべてのアク

ティブコールが含まれます。

CallsInProgressカウンタは、Skinny Client Control Protocol（SCCP）電
話機として登録されている電話機がオフフックになったときに増加

します。その値は電話機がオンフックに戻るまで保持されます。

SIP電話機として登録されるCiscoUnified IPPhone7902、7905、7912、
7940、および7960の場合は、ダイヤルソフトキーが押されたときに
CallsInProgressカウンタが増加します。

その他のすべての SIPを実行している電話機の場合は、最初の数字
が押されたときに CallsInProgressカウンタが増加します。

進行中のすべての音声コールまたはビデオコールが接続されたとき

に、CallsInProgressの数は CallsActiveの数を表します。電話機がオ
ンフックに戻ったときに、カウンタは 1つ減少します。

CallsInProgress

このカウンタは、制御のために拒否されたメディアターミネーショ

ンポイント（MTP）リソース要求の総数を表します（MTPが Cisco
CallManagerサービスパラメータであるMTP and Transcoder Resource
Throttling Percentageで指定された設定済みの制御比率を超えて使用
されていたため、このMTPからのリソースを割り当てることができ
ませんでした）。このカウンタは、このCiscoUnifiedCommunications
Manager（Cisco Unified CM）ノード上のMTPが要求され、その要求
がMTP制御によって拒否されるたびに増分します。カウンタの値
は、Cisco CallManagerサービスが開始されてから現在までの合計を
反映しています。

CM_MediaTermPointsRequestsThrottled
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、制御のために拒否されたトランスコーダリソース

要求の総数を表します（トランスコーダが Cisco CallManagerサービ
スパラメータであるMTPandTranscoder Resource Throttling Percentage
で指定された設定済みの制御比率を超えて使用されていたため、こ

のトランスコーダからのリソースを割り当てることができませんで

した）。このカウンタは、このCiscoUnifiedCommunicationsManager
（Cisco Unified CM）ノード上のトランスコーダが要求され、その要
求がトランスコーダ制御によって拒否されるたびに増分します。カ

ウンタの値は Cisco CallManagerサービスが開始されてから現在まで
の合計を反映しています。

CM_TranscoderRequestsThrottled

このカウンタは、この Cisco Unified Communications Managerで現在
アクティブな（使用中の）暗号化済みコールの数を表します。暗号

済みコールとは、コールに関係するすべてのエンドポイントが暗号

化されているコールを意味します。

EncryptedCallsActive

このカウンタは、この Cisco Unified Communications Managerを介し
て接続された後で接続解除された暗号化済みコールの数を表します。

暗号済みコールとは、コールに関係するすべてのエンドポイントが

暗号化されているコールを意味します。

EncryptedCallsCompleted

このカウンタは、部分的に登録された暗号化済み SIP電話機の数を
表します。

EncryptedPartiallyRegisteredPhones

このカウンタは、この Cisco Unified Communications Managerに登録
されている暗号化済み電話機の総数を表します。

EncryptedRegisteredPhones

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerで現在使用中
の（アクティブな）FXOポートの数を表します。

FXOPortsActive

このカウンタは、システムで現在使用可能なFXOポートの数を表し
ます。

FXOPortsInService

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerで現在使用中
の（アクティブな）FXSポートの数を表します。

FXSPortsActive

このカウンタは、システムで現在使用可能な FXSポートの数を表し
ます。

FXSPortsInService

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerで現在稼働中
のハントリストの数を表します。

HuntListsInService
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのハードウェア会議ブリッジデバイスから提供され

ているハードウェア会議リソースの総数を表します。

HWConferenceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerから割り当て
られたハードウェア会議ブリッジ（CiscoCatalyst 6000、CiscoCatalyst
4000、Cisco VG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなどのハードウェア
ベースの会議デバイス）を使用して完了した会議の総数を表します。

つまり、会議ブリッジは割り当てられて、開放されています。会議

は、最初のコールがブリッジに接続されたときにアクティブになり

ます。会議は、最後のコールがブリッジから接続解除されたときに

完了します。

HWConferenceCompleted

このカウンタは、使用可能なハードウェア会議リソースがなかった

場合に、Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified
Communications Managerに登録されているリソースからハードウェ
ア会議リソースの割り当てを試行した回数の合計を表します。

HWConferenceOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのハードウェア会議デバイス（CiscoCatalyst6000、Catalyst
4000、Cisco VG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなど）上で使用中の
会議リソースの総数を表します。1つ以上のコールがブリッジに接続
されている場合、会議はアクティブであると見なされます。

HWConferenceResourceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerから割り当て
られたすべてのハードウェア会議デバイス（Cisco Catalyst 6000、
Catalyst 4000、Cisco VG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなど）に割
り当て可能で完了した使用されていないハードウェア会議リソース

の数を表します。つまり、会議ブリッジは割り当てられて、開放さ

れています。会議は、最初のコールがブリッジに接続されたときに

アクティブになります。会議は、最後のコールがブリッジから接続

解除されたときに完了します。

HWConferenceResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのハードウェア会議デバイスのアクティブな会議の数を

表します。

HWConferenceResourceTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerの現在の初期
化状態を表します。CiscoUnified CommunicationsManagerには、次の
初期化状態の値があります。

1：Database、2：Regions、3：Locations、4：QoS Policy、5：Time Of
Day、6：AARNeighborhoods、7：Digit Analysis、8：Route Plan、9：
Call Control、10：RSVPSessionManager、11：Supplementary Services、
12：Directory、13：SDLLink、14：Device、100：InitializationComplete

このカウンタを使用しても、すべての状態が表示されるわけではあ

りません。このカウンタはエラーの発生を示すものではなく、単純

に、パフォーマンスモニタのリフレッシュ期間内に状態が初期化さ

れ完了したことを示すものです。

InitializationState

このカウンタは、その場所を経由したコールが帯域幅不足のために

失敗した回数の合計を表します。

LocationOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMOHサーバで現在使用中の（アクティブな）マルチ
キャストMOHリソースの総数を表します。

MOHMulticastResourceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMOHサーバで使用されていないアクティブなマルチ
キャストMOH接続の総数を表します。

MOHMulticastResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMOHサーバ上で使用可能なすべてのリソースがすで
にアクティブであった場合に、Media Resource ManagerがMOHリ
ソースの割り当てを試行した回数の合計を表します。

MOHOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのMOHサーバから提供されているマルチキャスト
MOHリソースまたはマルチキャストMOH接続の総数を表します。

MOHTotalMulticastResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのMOHサーバから提供されているユニキャストMOH
リソースまたはユニキャストMOHストリームの総数を表します。
各MOHユニキャストリソースは、1つのストリームを使用します。

MOHTotalUnicastResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMOHサーバで現在使用中の（アクティブな）ユニキャ
ストMOHリソースの総数を表します。各MOHユニキャストリソー
スは、1つのストリームを使用します。

MOHUnicastResourceActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMOHサーバで現在使用可能なユニキャストMOHリ
ソースの総数を表します。各MOHユニキャストリソースは、1つ
のストリームを使用します。

MOHUnicastResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるMTPデバイスからMTPリソースの割り当てを Cisco Unified
Communications Managerが試みて失敗した回数の合計を表します。
これは、MTPとして動作する使用可能なトランスコーダがなかった
ことを意味しています。

MTPOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMTPデバイス上で現在使用中の（アクティブな）MTP
リソースの総数を表します。各MTPリソースは、2つのストリーム
を使用します。使用中のMTPは、コールで使用するために割り当て
られている 1つのMTPリソースを表します。

MTPResourceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのMTPデバイス上に割り当て可能な、現在使用されてい
ないMTPリソースの総数を表します。各MTPリソースは、2つの
ストリームを使用します。使用中のMTPは、コールで使用するため
に割り当てられている 1つのMTPリソースを表します。

MTPResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのMTPデバイスによって提供されるメディアター
ミネーションポイント（MTP）リソースの総数を表します。

MTPResourceTotal

このカウンタは、制御のために拒否されたメディアターミネーショ

ンポイント（MTP）リソース要求の総数を表します（MTPが Cisco
CallManagerサービスパラメータであるMTP and Transcoder Resource
Throttling Percentageで指定された設定済みの制御比率を超えて使用
されていたため、このMTPからのリソースを割り当てることができ
ませんでした）。このカウンタは、このMTPからリソースが要求さ
れ、その要求が制御によって拒否されるたびに増分します。このカ

ウンタの値は、MTPデバイスがCisco CallManagerサービスに登録さ
れてから現在までの合計を反映しています。

MTP_RequestsThrottled

このカウンタは、部分的に登録された SIPを実行している電話機の
数を表します。

PartiallyRegisteredPhone

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerで現在アク
ティブなコールの PRI音声チャネルの数を表します。

PRIChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能な PRIスパンの数を表します。PRISpansInService

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
90

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool のトレース PerfMon カウンタおよびアラート
Cisco Unified Communications Manager の PerfMon オブジェクトと PerfMon カウンタ



カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムに登録されている、登録済み Ciscoアナ
ログアクセスゲートウェイの数を表します。カウントには、Cisco
アナログアクセスポートの数は含まれません。

RegisteredAnalogAccess

このカウンタは、現在システムに登録されている Ciscoハードウェ
ア IP Phone（Cisco Unified IP Phone 7960、7940、7910など）の数を
表します。

RegisteredHardwarePhones

このカウンタは、現在システムに登録されているMGCPゲートウェ
イの数を表します。

RegisteredMGCPGateway

このカウンタは、現在システムに登録されている Ciscoハードウェ
ア IP Phone以外の端末デバイス（Cisco IP SoftPhone、CTIポート、
CTIルートポイント、Ciscoボイスメールポートなど）の数を表し
ます。

RegisteredOtherStationDevices

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerサーバが SIP
を実行している電話機に対して発行した着信 SIP要求の認証確認の
回数を表します。認証確認は、ダイジェスト認証が有効な SIPを実
行している電話機から Cisco Unified Communications Managerに SIP
回線要求を送信したときに発生します。

SIPLineServerAuthorizationChallenges

このカウンタは、SIP電話機からCiscoUnifiedCommunicationsManager
サーバに対する着信 SIP要求の認証確認の失敗回数を表します。認
証の失敗は、ダイジェスト認証が有効なSIP電話機からCiscoUnified
Communications Managerにクレデンシャルが不正な SIP回線要求を
送信したときに発生します。

SIPLineServerAuthorizationFailures

このカウンタは、Cisco Unified CommunicationsManagerが SIPトラン
クに対して発行した着信 SIP要求のアプリケーションレベルの認証
チェックの回数を表します。アプリケーションレベルの認証チェッ

クは、CiscoUnified CommunicationsManagerが、着信 SIP要求をCisco
Unified CM Administrationの管理の [SIPトランクセキュリティプロ
ファイルの設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィンド
ウのアプリケーションレベルの設定と比較するときに実行されます。

SIPTrunkAuthorization
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Manager SIPトランク
で発生した着信 SIP要求のアプリケーションレベルの認証の失敗回
数を表します。アプリケーションレベルの認証の失敗は、CiscoUnified
Communications Managerが、着信 SIP要求と、Cisco Unified CM
Administrationの管理の [SIPトランクセキュリティプロファイルの
設定（SIP Trunk Security Profile Configuration）]ウィンドウのアプリ
ケーションレベルの認証設定を比較し、そのウィンドウ上の 1つ以
上の SIP機能に対する認証が許可されていないことを検出した場合
に発生します。

SIPTrunkAuthorizationFailures

このカウンタは、Cisco Unified CommunicationsManagerが SIPトラン
クに対して発行した着信 SIP要求の認証確認の回数を表します。認
証確認は、ダイジェスト認証が有効なSIPトランクからCiscoUnified
Communications Managerに SIP要求を送信したときに発生します。

SIPTrunkServerAuthenticationChallenges

このカウンタは、SIPトランクから Cisco Unified Communications
Managerに対する着信SIP要求で発生した認証確認の失敗回数を表し
ます。認証の失敗は、ダイジェスト認証が有効な SIPトランクから
Cisco Unified Communications Managerにクレデンシャルが不正な SIP
要求を送信したときに発生します。

SIPTrunkServerAuthenticationFailures

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのソフトウェア会議デバイスのアクティブな会議の数を

表します。

SWConferenceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerから割り当て
られたソフトウェア会議ブリッジを使用して完了した会議の総数を

表します。つまり、会議ブリッジは割り当てられて、開放されてい

ます。会議は、最初のコールがブリッジに接続されたときにアクティ

ブになります。会議は、最後のコールがブリッジから接続解除され

たときに完了します。

SWConferenceCompleted

このカウンタは、使用可能なソフトウェア会議リソースがなかった

場合に、Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified
Communications Managerに登録されているリソースからハードウェ
ア会議リソースの割り当てを試行した回数の合計を表します。カウ

ンタには、新規の参加者を既存の会議に追加することに失敗した試

行回数が含まれます。

SWConferenceOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのソフトウェア会議デバイス上で使用中の会議リソース

の総数を表します。1つ以上のコールがブリッジに接続されている場
合、会議はアクティブであると見なされます。1つのリソースは1つ
のストリームと同等です。

SWConferenceResourceActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに対して同時
に開始できる新規のソフトウェアベースの会議の数を表します。新

規の各会議に対して最低でも 3つのストリームが使用可能である必
要があります。1つのリソースは 1つのストリームと同等です。

SWConferenceResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのソフトウェア会議ブリッジデバイスから提供され

ているソフトウェア会議リソースの総数を表します。

SWConferenceResourceTotal

このカウンタは、サーバから発信されたコールと Unityメッセージ
待機インジケータ（MWI）に試行されたコールの総数を表します。

SystemCallsAttempted

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerで現在アク
ティブなコールの T1 CAS音声チャネルの数を表します。

T1ChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能な T1 CASスパンの数を表します。T1SpansInService

このカウンタは、トランスポート層セキュリティ（TLS）で設定お
よび接続された SIPトランクの数を表します。

TLSConnectedSIPTrunks

このカウンタは、トランスポート層セキュリティ（TLS）で設定さ
れ、Motorola WSMに接続されたWSMコネクタの数を表します。

TLSConnectedWSM

このカウンタは、使用可能なトランスコーダリソースがなかった場

合に、Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified
Communications Managerに登録されているトランスコーダデバイス
からトランスコーダリソースの割り当てを試行した回数の合計を表

します。

TranscoderOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのトランスコーダデバイス上で使用中のトランスコーダ

の総数を表します。使用中のトランスコーダは、コールで使用する

ために割り当てられている 1つのトランスコーダリソースを表しま
す。各トランスコーダリソースは、2つのストリームを使用します。

TranscoderResourceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのトランスコーダデバイスに割り当て可能な、現在使用

されていないトランスコーダの総数を表します。各トランスコーダ

リソースは、2つのストリームを使用します。

TranscoderResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのトランスコーダデバイスから提供されているトラ

ンスコーダリソースの総数を表します。

TranscoderResourceTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのビデオ会議ブリッジデバイス上のアクティブなビデオ

会議の総数を表します。

VCBConferenceActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのビデオ会議ブリッジデバイス上の新規ビデオ会議の総

数を表します。

VCBConferenceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerから割り当て
られたビデオ会議ブリッジを使用して完了したビデオ会議の総数を

表します。つまり、会議ブリッジは割り当てられて、開放されてい

ます。会議は、最初のコールがブリッジに接続されたときにアクティ

ブになります。会議は、最後のコールがブリッジから接続解除され

たときに完了します。

VCBConferenceCompleted

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのビデオ会議ブリッジデバイス上でサポートされている

ビデオ会議の総数を表します。

VCBConferenceTotal

このカウンタは、使用可能なビデオ会議リソースがなかった場合に、

Cisco Unified CommunicationsManagerが Cisco Unified Communications
Managerに登録されているリソースからビデオ会議リソースの割り
当てを試行した回数の合計を表します。

VCBOutOfConferences

このカウンタは、失敗した新規ビデオ会議要求の総数を表します。

設定されている数の会議がすでに使用中であるなどの理由で、会議

の要求が失敗する場合があります。

VCBOutOfResources

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのビデオ会議デバイスで現在使用されているビデオ会議

リソースの総数を表します。

VCBResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現在使用可能なビデオ会議リソー

スの総数を表します。

VCBResourceAvailable

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに現在登録さ
れているすべてのビデオ会議ブリッジデバイスから提供されている

ビデオ会議リソースの総数を表します。

VCBResourceTotal

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるすべてのビデオ会議ブリッジデバイス上のアクティブなビデオ

ストリーミング接続を持つアクティブなビデオコールの総数を表し

ます。

VideoCallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ビデオストリームに実際に接続され、その後開放

されたビデオコールの数を表します。

VideoCallsCompleted

このカウンタは、使用可能なビデオストリーミングリソースがなかっ

た場合に、Cisco Unified Communications Managerが Cisco Unified
Communications Managerに登録されているビデオ会議ブリッジデバ
イスの 1つからビデオストリーミングリソースの割り当てを試行し
た回数の合計を表します。

VideoOutOfResources

このカウンタは、制御のために拒否されたトランスコーダリソース

要求の総数を表します（トランスコーダが Cisco CallManagerサービ
スパラメータであるMTPandTranscoder Resource Throttling Percentage
で指定された設定済みの制御比率を超えて使用されていたため、こ

のトランスコーダからのリソースを割り当てることができませんで

した）。このカウンタは、このトランスコーダからリソースが要求

され、その要求が制御によって拒否されるたびに増分します。この

カウンタの値は、トランスコーダデバイスがCisco CallManagerサー
ビスに登録されてから現在までの合計を反映しています。

XCODE_RequestsThrottled

Cisco CallManager External Call Control
Cisco CallManager External Call Controlには、外部コール制御機能をサポートするために追加され
たカウンタに関する情報を提供する機能があります。次の表には、External Call Controlカウンタ
についての情報が含まれます。

表 13：Cisco CallManager External Call Control

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unified Communications Manager（Cisco CallManager）オブジェクト

このカウンタは、外部コール制御機能を有効にしたデバイスに対す

るコールの合計数を示します。これは、CiscoCallManagerサービス
が最後に再起動された後に、代行受信を有効にしたパターンまたは

DNに対して受信したすべてのコールの累積数です。

ExternalCallControlEnabledCallsAttempted

このカウンタは、外部コール制御機能を有効にしたデバイスに接続

したコールの合計数を示します。これは、CiscoCallManagerサービ
スが最後に再起動された後に、代行受信を有効にしたパターンまた

は DNに対して受信したすべてのコールの累積数です。

ExternalCallControlEnabledCallsCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、外部コール制御プロファイルに定義されているエ

ラー処理（許可または拒否など）に基づいて、クリアまたはルー

ティングされたコールの合計数を示します。

ExternalCallControlEnabledFailureTreatmentApplied

External Call Controlオブジェクト

このカウンタでは、Cisco Unified CMの管理ページで設定されてい
るすべての外部コール制御プロファイルの PDPサーバの合計数を
定義します。このカウンタは新しい PDPサーバが追加されると増
加し、PDPサーバが削除されると減少します。

PDPServersTotal

このカウンタでは、インサービス（アクティブ）の PDPサーバの
合計数を定義します。

PDPServersInService

このカウンタでは、PDPサーバがインサービスからアウトオブサー
ビスに移行した回数の合計数を定義します。これは、Cisco
CallManagerサービスが最後に再起動された後にアウトオブサービ
スになった PDPサーバの累積数です。

PDPServersOutOfService

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerが PDPサー
バとの間に確立した（現在アクティブな）接続の合計数を示しま

す。

ConnectionsActiveToPDPServer

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerおよび PDP
サーバ間のアクティブな接続が解除された合計回数を示します。こ

れは、CiscoCallManagerサービスが最後に再起動された後の累積数
です。

ConnectionsLostToPDPServer

Cisco CallManager SAF
Cisco SAF Clientオブジェクトは、この Cisco SAF Clientオブジェクトは、各ノードに固有の SAF
カウンタに関する情報を提供します。次の表には、Cisco SAFClientオブジェクトカウンタについ
ての情報が含まれます。

表 14：Cisco CallManager SAF Client オブジェクト

カウンタの説明カウンタ

この Unified CMノードで現在アクティブな SAFクライアント接続の
合計数。

SAFConnectionsSucceeded（範囲は 0～ 2）

この Unified CMノードで失敗した SAFクライアント接続の合計数。
失敗した接続は、SAFフォワーダに登録していない接続です。

SAFFConnectionsFailed（範囲は 0～ 2）
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Cisco Unified CMノードの再起動によってカウンタはリセットされます。（注）

詳細については、『Real-Time Monitoring Tool Guide』を参照してください。

Cisco CallManager System Performance
Cisco CallManager System Performanceオブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerに関
するシステムパフォーマンスの情報を提供します。次の表には、Cisco CallManagerシステムパ
フォーマンスカウンタについての情報が含まれます。

表 15：Cisco CallManager System Performance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、着信メッセージを処理する前の現在の平均予測遅延

を表します。

AverageExpectedDelay

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの開始以降に、クラスタ
間トランク（ICT）コール制御のため拒否されたコールの総数を表し
ます。5秒あたり 140コールのしきい値制限に達すると、ICTは新し
いコールの制御（拒否）を開始します。ICTコール制御が発生する原
因の 1つは、ICTを経由するコールがルートループ状態になることで
す。

CallsRejectedDueToICTThrottling

このカウンタは、コール制御で使用される汎用カウンタを表します。CallThrottlingGenericCounter3

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが Code Red状
態（コールスロットリングモード）を開始したか、または終了したか

を示します。有効な値は、0（Exit）および 1（Entry）です。

CodeRedEntryExit

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが Code Yellow
状態（コールスロットリングモード）を開始したか、または終了した

かを示します。有効な値は、0（Exit）および 1（Entry）です。

CodeYellowEntryExit

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter1

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter2
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter3

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter4

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter5

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter6

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter7

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter8

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerのキューの高
優先順位信号の数を表します。高優先順位信号には、主に、タイムア

ウトイベント、内部 Cisco Unified Communications Managerキープアラ
イブ、特定のゲートキーパーイベント、内部プロセスの作成などのイ

ベントが含まれています。多数の高優先順位イベントは、CiscoUnified
Communications Managerのパフォーマンスを低下させ、コール接続の
遅延やダイヤルトーン消失の原因となります。このカウンタを

QueueSignalsProcessed 1-Normalカウンタと併用して、Cisco Unified
Communications Manager上のコール処理の遅延を判別します。

QueueSignalsPresent 1-High
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerのキューの通
常優先順位信号の数を表します。通常優先順位信号には、主に、コー

ル処理機能、キー操作、オンフックとオフフックの通知などのイベン

トが含まれています。多数の通常優先順位のイベントは、CiscoUnified
Communications Managerのパフォーマンスを低下させ、ダイヤルトー
ンの遅延、コール接続の遅延、またはダイヤルトーンの消失の原因と

なる場合があります。このカウンタを QueueSignalsProcessed 2-Normal
カウンタと併用して、Cisco Unified Communications Manager上のコー
ル処理の遅延を判別します。通常優先順位信号が処理を開始する前に、

高優先順位信号を完了する必要があることに注意してください。した

がって、高優先順位カウンタを確認し、遅延の可能性について正確な

状況を把握する必要があります。

QueueSignalsPresent 2-Normal

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerのキューの低
優先順位信号の数を表します。低優先順位信号には、主に、端末デバ

イスの登録（初期端末登録要求メッセージは除く）などのイベントが

含まれています。このキュー内の多数の信号は、特に、デバイス登録

遅延のイベントの原因となります。

QueueSignalsPresent 3-Low

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerのキューの最
低優先順位信号の数を表します。最低優先順位信号には、主に、デバ

イス登録中の初期端末登録要求メッセージなどのイベントが含まれて

います。このキュー内の多数の信号は、特に、デバイス登録遅延のイ

ベントの原因となります。

QueueSignalsPresent 4-Lowest

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerによって 1秒
間隔で処理される高優先順位信号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 1-Highカウンタと併用して、このキューの処理の
遅延を判別します。

QueueSignalsProcessed 1-High

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerによって 1秒
間隔で処理される最低優先順位信号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 2-Normalカウンタと併用して、このキューの処理
の遅延を判別します。高優先順位信号は通常優先順位信号の前に処理

されることに注意してください。

QueueSignalsProcessed 2-Normal

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerによって 1秒
間隔で処理される低優先順位信号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 3-Lowカウンタと併用して、このキューの処理の
遅延を判別します。処理される信号の数は、この時間間隔でデバイス

登録アクティビティが処理される量の指標となります。

QueueSignalsProcessed 3-Low
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerによって 1秒
間隔で処理される最低優先順位信号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 4-Lowestカウンタと併用して、このキューの処理
の遅延を判別します。処理される信号の数は、この時間間隔で Cisco
Unified Communications Manager登録プロセスを開始したデバイスの数
の指標となります。

QueueSignalsProcessed 4-Lowest

このカウンタは、高、通常、低、最低のすべてのキューレベルについ

て、それぞれ 1秒間に Cisco Unified Communications Managerによって
処理されるすべてのキュー信号の合計を表します。

QueueSignalsProcessed Total

このカウンタは、制御されるSkinnyデバイスの総数を表します。Skinny
デバイスが生成したイベントの総数が、設定されている最大しきい値

（デフォルト値は2000イベント）を5秒間隔内で上回ったとき、Skinny
デバイスは制御されます（シャットダウンと再登録を求められます）。

SkinnyDevicesThrottled

このカウンタは、設定されたサンプルサイズのうち、

averageExpectedDelayの値がゼロではないサンプルがいくつあるかを示
します。このカウンタは、averageExpectedDelayの値が 0のサンプルが
あった場合にリセットされます。このプロセスは、サンプルのバッチ

ごとに繰り返されます。バッチは、設定されたサンプルサイズを表し

ます。

ThrottlingSampleActivity

このカウンタは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリースのコー
ル処理が Code Yellow状態に入る回数を示します。このカウンタは、
Cisco Unified Communications Managerプロセスの開始時から累積され
ます。

TotalCodeYellowEntry

Cisco CTIManager
Cisco CTI Managerオブジェクトは、Cisco CTI Managerについての情報を提供します。次の表に
は、Cisco CTIManagerカウンタについての情報が含まれます。

表 16：Cisco CTI Manager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerリリースの実行中の
リンクの総数を表します。該当する場合、CTI Managerは、1つのクラスタ
内のすべてのアクティブなサーバへのリンクを維持します。

CcmLinkActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在 CTIManagerに接続されている CTIクライアントの総
数を表します。このカウンタは、新しい接続が確立されると 1つ増加し、接
続が開放されると 1つ減少します。CTIManagerのMaxCTIConnectionsサー
ビスパラメータは、アクティブな接続の最大数を設定します。

CTIConnectionActive

このカウンタは、CTIアプリケーションによって制御またはモニタされる
Cisco Unified Communications Managerに設定されているデバイスの総数を表
します。デバイスには、ハードウェア IP Phone、CTIポート、CTIルートポ
イントなどがあります。

DevicesOpen

このカウンタは、CTIアプリケーションを制御またはモニタするCiscoUnified
Communications Managerに設定されている回線の総数を表します。

LinesOpen

このカウンタは、CTIManagerが使用するQuick Buffer Encoding（QBE）イン
ターフェイスのバージョン番号を表します。

QbeVersion

Cisco Dual-Mode Mobility
Cisco Dual-Mode Mobilityオブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerのデュアルモー
ドモビリティアプリケーションについての情報を提供します。次の表には、Cisco Dual-Mode
Mobilityカウンタについての情報が含まれます。

表 17：Cisco Dual-Mode Mobility

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Manager内で固定され
たデュアルモード電話機で送信または受信するコールの数を表します。

このカウンタは、デュアルモード電話機でコールが送信または受信さ

れたときに増加します。デュアルモード電話機から別のデュアルモー

ド電話機を呼び出した場合、カウンタは 2つ増加します。

CallsAnchored

このカウンタは、無線 LAN（WLAN）に登録された Dual-mode Mobile
Station（DMMS）加入者の数を表します。

DMMSRegistered

このカウンタは、失敗した follow-me操作の数を表します。FollowMeAborted

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが試行した
follow-me操作の数を表します。このカウンタは、Wireless Service
Manager（WSM）からのSIP302（一時的に移動）メッセージが受信さ
れ、Cisco Unified Communications ManagerがWLANの DMMSにコー
ルをリダイレクトしたときに増加します。

FollowMeAttempted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、正常に完了した follow-me操作の数を表します。こ
のカウンタは、WLAN内の DMMSがコールに応答し、発信側デバイ
スとのメディア（音声パス）が正常に確立されたときに増加します。

FollowMeCompleted

このカウンタは、現在進行中の follow-me操作の数を表します。この
カウンタは、follow-me操作が試行されたときに増加し、follow-me操
作が中断または完了したときに減少します。

FollowMeInProgress

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行したH1hand-out操作の
数を表します。このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManager
が DMMSから H1の番号へのコールを処理したときに増加します。

H1HandOutAttempted

このカウンタは、正常に完了したH1hand-out操作の数を表します。こ
のカウンタは、WLANの DMMSがメディア（音声パス）を正常に再
確立したときに増加します。

H1HandOutCompleted

このカウンタは、正常に完了したH2hand-out操作の数を表します。こ
のカウンタは、WLANの DMMSがメディア（音声パス）を正常に再
確立したときに増加します。

H2HandOutCompleted

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行したH2hand-out操作の
数を表します。このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManager
が DMMSから H2の番号へのコールを受信したときに増加します。

H2HandOutsAttempted

このカウンタは、失敗した hand-in操作の数を表します。HandInAborted

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行したhand-in操作の数を
表します。

HandInAttempted

このカウンタは、正常に完了したhand-in操作の数を表します。このカ
ウンタは、WLANの DMMSがメディア（音声パス）を正常に再確立
したときに増加します。

HandInCompleted

このカウンタは、現在進行中のhand-in操作の数を表します。このカウ
ンタは、hand-in操作が試行されたときに増加し、hand-in操作が中断ま
たは完了したときに減少します。

HandInInProgress

このカウンタは、失敗した hand-out操作の数を表します。HandOutAborted

このカウンタは、現在進行中の H1および H2 hand-out操作の数を表し
ます。このカウンタは、H1または H2 hand-out操作が試行されたとき
に増加し、H1または H2 hand-out操作が中断または完了したときに減
少します。

HandOutInProgress
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Cisco Extension Mobility
Cisco Extension Mobilityオブジェクトは、エクステンションモビリティアプリケーションについ
ての情報を提供します。次の表には、CiscoExtensionMobilityカウンタについての情報が含まれま
す。

表 18：Cisco Extension Mobilityアプリケーション

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの最後の再起動以降にエ
クステンションモビリティアプリケーションが処理したHTTP要求の
総数を表します。標準的なログインは、2つの HTTP要求で構成され
ています。1つは、デバイスの初期ログイン状態の照会、もう1つは、
デバイス上のユーザへのログインです。同様に、標準的なログアウト

も 2つの HTTP要求になります。

RequestsHandled

このカウンタは、エクステンションモビリティアプリケーションが現

在処理している HTTP要求の数を表します。標準的なログインは、2
つの HTTP要求で構成されています。1つは、デバイスの初期ログイ
ン状態の照会、もう 1つは、デバイス上のユーザへのログインです。
同様に、標準的なログアウトも 2つの HTTP要求になります。

RequestsInProgress

このカウンタは、制御のために失敗したログイン要求またはログアウ

ト要求の総数を表します。

RequestsThrottled

このカウンタは、エクステンションモビリティサービスを使用して正

常に完了したログイン要求の総数を表します。

LoginsSuccessful

このカウンタは、エクステンションモビリティサービスを使用して正

常に完了したログアウト要求の総数を表します。

LogoutsSuccessful

このカウンタは、このエクステンションモビリティサービスを使用

して試行されたログイン要求およびログアウト要求の総数を表します。

この数には、成功した試行と失敗した試行の両方が含まれます。

Total Login/LogoutRequestsAttempted

このカウンタは、リモートクラスタから受信したEMCC要求に関連す
るメッセージの合計数を示します。

Total Number of EMCC Messages

このカウンタは、現在EMCCBaseDevice（EMCCLogged in）を使用し
ている他のクラスタからのデバイスの合計数を示します。

Number of Remote Devices

このカウンタは、クラスタ間エクステンションモビリティログイン中

に、いずれのリモートクラスタでも見つからなかったユーザの合計数

を示します。

Number of Unknown Remote Users
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在進行中のクラスタ間エクステンションモビリ

ティ要求の合計数を示します。

Active Inter-cluster Sessions

このカウンタは、このクラスタのローカルデバイスを使用し、リモー

トクラスタにログインした他のクラスタのユーザの合計数を示しま

す。

Total Number of Remote Users

このカウンタは、リモートクラスタから受信したEMCCチェックユー
ザ要求の合計数を示します。

EMCC Check User Requests Handled

Cisco 機能管理ポリシー
Cisco機能管理ポリシーには、2つの新しい TFTP用カウンタに関する情報を提供する機能があり
ます。次の表には、Cisco機能管理ポリシー機能のカウンタについての情報が含まれます。

表 19：Cisco 機能管理ポリシー

カウンタの説明カウンタ

構築された FCPファイルの数を示しますBuildFeaturePolicyCount

送信された TCP変更通知の数を示しますFeaturePolicyChangeNotifications

Cisco Gatekeeper
Cisco Gatekeeperオブジェクトは、登録済みの Ciscoゲートキーパーデバイスについての情報を提
供します。次の表には、Ciscoゲートキーパーデバイスカウンタについての情報が含まれます。

表 20：Cisco Gatekeeper

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとその代替ゲートキーパー

から受信された RASアドミッション確認メッセージの総数を表しま
す。

ACFsReceived

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとその代替ゲートキーパー

を使用して試行されたRASアドミッション要求メッセージの総数を表
します。

ARQsAttempted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとその代替ゲートキーパー

上のすべてのRAS確認応答メッセージの消失や遅延による再試行回数
を表します。

RasRetries

このカウンタは、帯域幅の不足などが原因で失敗した、設定済みゲー

トキーパーまたはその代替ゲートキーパーへのビデオストリーム要求

の総数を表します。

VideoOutOfResources

Cisco H.323
Cisco H.323オブジェクトは、登録済みの Cisco H.323デバイスについての情報を提供します。次
の表は、Cisco H.323デバイスのカウンタについての情報が含まれます。

表 21：Cisco H.323

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みのH.323デバイス上で現在アクティブな（使
用中の）ストリーミング接続の数、つまり、接続されている音声パス

が実際に存在するコールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、デバイス上で試行されたコールの総数を表します。

成功したコールの試行と失敗したコールの試行の両方が含まれます。

CallsAttempted

このカウンタは、デバイスから発信され成功したコールの総数を表し

ます。

CallsCompleted

このカウンタは、デバイス上で現在進行中のコールの数を表します。CallsInProgress

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの開始以降に、クラスタ
間トランク（ICT）コール制御のため拒否されたコールの総数を表し
ます。5秒あたり 140コールのしきい値制限に達すると、ICTは新し
いコールの制御（拒否）を開始します。ICTコール制御が発生する原
因の 1つは、ICTを経由するコールがルートループ状態になることで
す。

CallsRejectedDueToICTCallThrottling

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerに登録されて
いるすべての H.323トランク上で現在アクティブな（使用中の）ビデ
オストリーミング接続を持つビデオコールの数、つまり、CiscoUnified
Communications Manager上にビデオストリーミング接続が実際に存在
するコールの数を表します。

VideoCallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerに登録されて
いるすべてのH.323トランクに対するビデオストリームに実際に接続
されたビデオコールの数を表します。この数は、コールが終了したと

きに増加します。

VideoCallsCompleted

Cisco Hunt Lists
Cisco Hunt Listsオブジェクトは、Cisco Unified CM Administrationの管理で定義されたハントリス
トについての情報を提供します。次の表には、CiscoHuntListのカウンタについての情報が含まれ
ます。

表 22：Cisco Hunt Lists

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハントリストを介して発生し、放棄されたコールの

数を表します。放棄されたコールとは、コールに応答する前に発信者

が切断したコールです。

CallsAbandoned

このカウンタは、ハントリストを介して発生し、現在アクティブな

（使用中の）コールの数を表します。アクティブなコールとは、配布

され、応答された、音声パスが接続されているコールを意味します。

CallsActive

このカウンタは、回線グループまたはルートグループのいずれか（あ

るいはその両方）のすべてのメンバーがビジー状態だったときに、ハ

ントリストを介して試行されたコールの回数を表します。

CallsBusyAttempts

このカウンタは、ハントリストを介して現在進行中のコールの数を表

します。進行中のコールとは、着信呼分配機能によって回線グループ

またはルートグループのメンバーへの拡張が試行され、まだ応答され

ていないコールを意味します。ハントリストメンバーの例としては、

回線、端末デバイス、トランクデバイス、トランクデバイスのポート

やチャネルがあります。

CallsInProgress

このカウンタは、ハントリストを介したコールのうち、着信側が呼び

出しに応答しなかったコールの総数を表します。

CallsRingNoAnswer
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、特定のハントリストが現在インサービスであるかど

うかを指定します。値 0は、ハントリストがアウトオブサービスで
あることを示します。値 1は、ハントリストがインサービスであるこ
とを示します。ハントリストがアウトオブサービスになる理由とし

て、ハントリストがその Cisco Unified Communications Managerのグ
ループに基づいて、プライマリ Cisco Unified Communications Manager
で実行されていないか、または、ハントリストが Cisco Unified CM
Administrationの管理で無効化されていることが挙げられます。

HuntListInService

このカウンタは、インサービスハントリストに属している回線グルー

プとルートグループの、使用可能なメンバーまたはアイドルメンバー

の総数を表します。使用可能なメンバーは、現在コールを処理してお

り、新規のコールを受け入れます。アイドルメンバーは、コールを処

理せずに新規のコールを受け入れます。ハントリストメンバーは、

ルートグループ、回線グループ、またはそれらの組み合わせで構成す

ることができます。回線グループのメンバーとは、IP Phoneまたはボ
イスメールポートの回線のディレクトリ番号を意味します。ルートグ

ループのメンバーとは、ステーションゲートウェイ、トランクゲート

ウェイ、またはトランクゲートウェイのポートやチャネルを意味しま

す。

MembersAvailable

Cisco HW Conference Bridge Device
Cisco HW Conference Bridge Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoハードウェア会議ブリッジ
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Ciscoハードウェア会議ブリッジデバイス
カウンタについての情報が含まれます。

表 23：Cisco HW Conference Bridge Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハードウェア会議ブリッジデバイス上で現在アク

ティブな（使用中の）会議の数を表します。1つのリソースは 1つの
ストリームを表します。

HWConferenceActive

このカウンタは、ハードウェア会議デバイス上に割り当てられ、開放

された会議の総数を表します。会議は、最初のコールがブリッジに接

続されたときに開始します。会議は、最後のコールがブリッジから接

続解除されたときに完了します。

HWConferenceCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハードウェア会議デバイスから会議リソースの割り

当てを試行して、すべてのリソースがすでに使用中であるなどの理由

で失敗した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、このハードウェア会議デバイスに対して現在使用中

の（アクティブな）リソースの数を表します。1つのリソースは 1つ
のストリームを表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、ハードウェア会議デバイスで現在

まだ使用可能なリソースの総数を表します。1つのリソースは 1つの
ストリームを表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ハードウェア会議ブリッジデバイス用リソースの総

数を表します。このカウンタは、ResourceAvailableカウンタと
ResourceActiveカウンタを合計した数になります。1つのリソースは 1
つのストリームを表します。

ResourceTotal

Cisco IP Manager Assistant
Cisco IP Manager Assistant（IPMA）Serviceオブジェクトは、Cisco Unified Communications Manager
Assistantアプリケーションに関する情報を提供します。次の表には、Cisco IPMAカウンタについ
ての情報が含まれます。

表 24：Cisco IP Manager Assistant Service

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在アクティブなアシスタントコンソールの数を表

します。アクティブなアシスタントコンソールは、アシスタントが

Assistant Consoleデスクトップアプリケーションからログインする場
合に存在します。

AssistantsActive

このカウンタは、Cisco Unified Communications Manager Assistantアプ
リケーションによってオープンされた電話回線の数を表します。オー

プン電話回線は、アプリケーションが CTIからの回線制御を前提とし
ている場合に存在します。

LinesOpen

このカウンタは、Cisco IPMAがサービスを提供しているマネージャの
現在の数を表します。

ManagersActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在 Cisco Unified Communications Manager Assistant
アプリケーションを使用しているマネージャとアシスタントの総数を

表します。各マネージャと各アシスタントは、アクティブセッション

を構成します。したがって、1組のマネージャとアシスタントに対し
て、このカウンタは 2つのセッションを反映します。

SessionsCurrent

Cisco Lines
CiscoLinesオブジェクトは、ダイヤルしてデバイスに接続できるCisco回線（ディレクトリ番号）
の数を表します。回線は、エンドポイントで終了するすべてのディレクトリ番号を表します。割

り当てられたディレクトリ番号は、回線を識別します。Cisco Linesオブジェクトには、デジタル
アクセスゲートウェイまたはアナログアクセスゲートウェイのパターンなどのワイルドカード

を含むディレクトリ番号は含まれていません。

Activeカウンタは、回線の状態についてアクティブまたは非アクティブのいずれかを表します。0
は、回線が使用されていないことを示します。数値が 0より大きい場合、回線がアクティブであ
ることを示します。数値はその回線で現在進行中のコールの数を表します。複数のコールがアク

ティブである場合、明確な保留状態（ユーザ保留）、またはネットワーク保留操作（たとえば、

転送が進行中のため転送保留にされている状態）のいずれかの理由で、コールが保留状態である

ことを示します。これは、任意のデバイスに割り当てられるすべてのディレクトリ番号に適用さ

れます。

Cisco Locations
Cisco Locationオブジェクトは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで定義されているロケーショ
ンについての情報を提供します。次の表には、Ciscoロケーションカウンタについての情報が含
まれます。

表 25：Cisco Locations

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、特定の場所の現在の帯域幅を表します。値 0は、使
用可能な帯域幅がないことを示します。

BandwidthAvailable

このカウンタは、特定の場所で使用可能な最大帯域幅を表します。値

0は、使用可能な帯域幅が無限であることを示します。
BandwidthMaximum

このカウンタは、特定の Cisco Unified Communications Managerで現在
進行中のコールの数を表します。

CallsInProgress
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、その場所を経由した特定の Cisco Unified
Communications Managerのコールが、帯域幅不足のために失敗した回
数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、オーディオストリーム内の RSVP予約エラーの数を
表します。

RSVP AudioReservationErrorCounts

このカウンタは、必須の RSVPを使用した進行中の接続の数を表しま
す。

RSVP MandatoryConnectionsInProgress

このカウンタは、オプションの RSVPを使用した進行中の接続の数を
表します。

RSVP OptionalConnectionsInProgress

このカウンタは、RSVP予約の失敗によって失敗したコールの総数を
表します。

RSVP TotalCallsFailed

このカウンタは、RSVP予約の失敗によって失敗したビデオコールの
数を表します。

RSVP VideoCallsFailed

このカウンタは、ビデオストリーム内の RSVP予約エラーの数を表し
ます。

RSVP VideoReservationErrorCounts

このカウンタは、ビデオ会議を開始した人がいる場所のビデオで現在

使用可能な帯域幅を表します。値 0は、使用可能な帯域幅がないこと
を示します。

VideoBandwidthAvailable

このカウンタは、ビデオ会議を開始した人がいる場所のビデオで使用

可能な最大帯域幅を表します。値 0は、ビデオに割り当てられている
帯域幅がないことを示します。

VideoBandwidthMaximum

このカウンタは、ビデオ会議を開始した人がいる場所で失敗したビデ

オストリーム要求（主に帯域幅不足が原因）の総数を表します。

VideoOutOfResources

Cisco Media Streaming Application
Cisco IP Voice Media Streaming Applicationオブジェクトは、登録済みのMTP、MOHサーバ、会議
ブリッジサーバ、およびアナンシエータについての情報を提供します。次の表は、Cisco IP Voice
Media Streaming Applicationのカウンタについての情報が含まれます。
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デバイスプールに関連付けられている Cisco Unified Communications Managerグループの Cisco
Unified Communications Managerごとに 1つのオブジェクトが存在します。アナンシエータデ
バイスはそのデバイスプールを使用するように設定されています。

（注）

表 26：Cisco Media Streaming Application

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが最後に再
起動されて以降、Cisco Unified Communications Managerとの接続が失
われた合計回数を表します。

ANNConnectionsLost

このカウンタは、アナンシエータに関連付けられている各CiscoUnified
CommunicationsManagerについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
への現在の登録状態を表します。0は Cisco Unified Communications
Managerへの登録がないことを示します。1は、プライマリCiscoUnified
Communications Managerへの登録を示します。2は、セカンダリ Cisco
Unified Communications Managerへの接続を示します（Cisco Unified
Communications Managerには接続されていますが、プライマリ Cisco
Unified Communications Manager接続が失敗するまでは登録されませ
ん）。

ANNConnectionState

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降に開始されたアナンシエータインスタンスの総数を表しま

す。

ANNConnectionsTotal

このカウンタは、アクティブに再生している（現在使用中の）アナウ

ンスの数を表します。

ANNInstancesActive

このカウンタは、すべての接続に対して現在アクティブなシンプレッ

クス（単方向）ストリームの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。1つの内部ストリームが
オーディオ入力を提供し、別の出力ストリームがエンドポイントデバ

イスへの入力を提供します。

ANNStreamsActive

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対して割り当てられてい

る使用可能なストリームの残りの数を表します。このカウンタは、設

定されている接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming Appサービス
パラメータで、Annunciator、Call Countに対して定義されている）の 2
倍の数で開始され、アクティブなストリームが開始されるたびに 1つ
ずつ減少します。

ANNStreamsAvailable
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降にアナンシエータデバイスに接続されたシンプレックス（単

方向）ストリームの総数を表します。

ANNStreamsTotal

このカウンタは、アクティブな（現在使用中の）会議の数を表します。CFBConferencesActive

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降に開始された会議の総数を表します。

CFBConferencesTotal

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが最後に再
起動されて以降、Cisco Unified Communications Managerとの接続が失
われた合計回数を表します。

CFBConnectionsLost

このカウンタは、SW Conference Bridgeに関連付けられている各 Cisco
Unified CommunicationsManagerについて、CiscoUnified Communications
Managerへの現在の登録状態を表します。0は Cisco Unified
Communications Managerへの登録がないことを示します。1は、プラ
イマリ Cisco Unified Communications Managerへの登録を示します。2
は、セカンダリ Cisco Unified Communications Managerへの接続を示し
ます（CiscoUnifiedCommunicationsManagerには接続されていますが、
プライマリ Cisco Unified Communications Manager接続が失敗するまで
は登録されません）。

CFBConnectionState

このカウンタは、すべての会議に対して現在アクティブなシンプレッ

クス（単方向）ストリームの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。三者間会議では、アクティ
ブなストリームの数は 6になります。

CFBStreamsActive

このカウンタは、会議ブリッジに対して割り当てられている使用可能

なストリームの残りの数を表します。このカウンタは、設定されてい

る接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスパラメータ
で、Conference Bridge、Call Countに対して定義されている）の 2倍の
数で開始され、アクティブなストリームが開始されるたびに 1つずつ
減少します。

CFBStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降に会議ブリッジに接続されたシンプレックス（単方向）スト

リームの総数を表します。

CFBStreamsTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMOHサーバ用のアクティブな（現在使用中の）
オーディオソースの数を表します。受信しているデバイスが存在しな

い場合、これらのオーディオソースの一部はアクティブなストリーミ

ングオーディオデータではない可能性があることに注意してくださ

い。マルチキャストオーディオソースは常にストリーミングオーディ

オとなるため、例外となります。

オーディオソースが使用中の場合、受信側が切断された後でも、この

カウンタには設定済みのMOHコーデックごとに常に 1つの入力スト
リームが存在します。ユニキャストストリームでは、デバイスが接続

してストリームを受信するまでは、受信するオーディオデータがな

く、ストリームが一時停止状態になる場合があります。各MOHマル
チキャストリソースは、オーディオソースとコーデックの組み合わせ

ごとに 1つのストリームを使用します。たとえば、マルチキャスト、
G.711 mu-law、ワイドバンドコーデックに対してデフォルトオーディ
オソースを設定した場合、2つのストリーム（デフォルトオーディオ
ソースとG.711mu-law、およびデフォルトオーディオソースとワイド
バンド）が使用されます。

MOHAudioSourcesActive

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationが最後に再
起動されて以降、Cisco Unified Communications Managerとの接続が失
われた合計回数を表します。

MOHConnectionsLost

このカウンタは、MOHに関連付けられている各 Cisco Unified
CommunicationsManagerについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
への現在の登録状態を表します。0は Cisco Unified Communications
Managerへの登録がないことを示します。1は、プライマリCiscoUnified
Communications Managerへの登録を示します。2は、セカンダリ Cisco
Unified Communications Managerへの接続を示します（Cisco Unified
Communications Managerには接続されていますが、プライマリ Cisco
Unified Communications Manager接続が失敗するまでは登録されませ
ん）。

MOHConnectionState
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、すべての接続に対してアクティブな（現在使用中の）

シンプレックス（単方向）ストリームの総数を表します。ユニキャス

トオーディオソースを受信しているデバイスごとに 1つの出力スト
リームが存在し、アクティブオーディオソースごとに 1つの入力スト
リームが存在します。値はMOHコーデックの数で乗算されます。

以前に使用されたことがあるオーディオソースには、設定済みのMOH
コーデックごとに必ず 1つの入力ストリームが存在します。ユニキャ
ストストリームでは、デバイスが接続してストリームを受信するまで

は、受信するオーディオデータがなく、ストリームが一時停止状態に

なる場合があります。各MOHマルチキャストリソースは、オーディ
オソースとコーデックの組み合わせごとに 1つのストリームを使用し
ます。たとえば、マルチキャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコー
デックに対してデフォルトオーディオソースを設定した場合、2つの
ストリーム（デフォルトオーディオソースとG.711mu-law、およびデ
フォルトオーディオソースとワイドバンド）が使用されます。

MOHStreamsActive

このカウンタは、MOHデバイスに対して割り当てられている使用可能
なストリームの残りの数を表します。このカウンタは、設定済み半二

重ユニキャスト接続の数に 408を加えた数で開始され、アクティブス
トリームが開始されるたびに 1つずつ減少します。カウンタは、各マ
ルチキャストオーディオソースに対して 2つずつ減少します。値は設
定済みのMOHコーデックの数で乗算されます。カウンタは、各ユニ
キャストオーディオソースに対して 1つずつ減少します。値は設定済
みMOHコーデックの数で乗算されます。

MOHStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降にMOHサーバに接続されたシンプレックス（単方向）スト
リームの総数を表します。

MOHStreamsTotal

このカウンタは、Cisco IP Voice Streaming Applicationの最後の再起動
以降に Cisco Unified Communications Manager接続が失われた回数の合
計を表します。

MTPConnectionsLost

このカウンタは、MTPに関連付けられている各 Cisco Unified
CommunicationsManagerについて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
への現在の登録状態を表します。0は Cisco Unified Communications
Managerへの登録がないことを示します。1は、プライマリCiscoUnified
Communications Managerへの登録を示します。2は、セカンダリ Cisco
Unified Communications Managerへの接続を示します（Cisco Unified
Communications Managerには接続されていますが、プライマリ Cisco
Unified Communications Manager接続が失敗するまでは登録されませ
ん）。

MTPConnectionState
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降に開始されたMTPインスタンスの総数を表します。

MTPConnectionsTotal

このカウンタは、アクティブな（現在使用中の）MTPインスタンスの
数を表します。

MTPInstancesActive

このカウンタは、すべての接続に対して現在アクティブなシンプレッ

クス（単方向）ストリームの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。

MTPStreamsActive

このカウンタは、MTPデバイスに対して割り当てられている使用可能
なストリームの残りの数を表します。このカウンタは、設定されてい

る接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスパラメータ
で、MTP、Call Countに対して定義されている）の 2倍の数で開始さ
れ、アクティブなストリームが開始されるたびに1つずつ減少します。

MTPStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスの
開始以降にMTPデバイスに接続されたシンプレックス（単方向）スト
リームの総数を表します。

MTPStreamsTotal

Cisco MGCP BRI Device
Ciscoメディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）Foreign Exchange Office（FXO）
Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP BRIデバイスについての情報を提供します。次
の表には、Cisco MGCP BRIデバイスカウンタについての情報が含まれます。

表 27：Cisco MGCP BRI Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP基本速度インターフェイス（BRI）デバ
イスから発信され成功したコールの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、MGCP BRIデバイスに関連付けられている、指定さ
れた Bチャネルの状態を表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できなかったことを示します。
1（Out of service）は、このチャネルが使用不可であることを示しま
す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブなコールがなく、使用
可能な状態であることを示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4（Reserved）は、このチャ
ネルが Dチャネルとして、または BRI用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示します。

Channel 1 Status
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCP BRIデバイスに関連付けられている、指定さ
れた Bチャネルの状態を表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できなかったことを示します。
1（Out of service）は、このチャネルが使用不可であることを示しま
す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブなコールがなく、使用
可能な状態であることを示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4（Reserved）は、このチャ
ネルが Dチャネルとして、または BRI用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示します。

Channel 2 Status

このカウンタは、対応するデジタルアクセスゲートウェイ上のデータ

リンク（Dチャネル）の状態を表します。この値は、データリンクが
アップ（インサービス）の場合は 1に設定され、データリンクがダウ
ン（アウトオブサービス）の場合は 0に設定されます。

DatalinkInService

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがない場合に、このMGCP
BRIデバイスを介してコールが試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts

Cisco MGCP FXO Device
Ciscoメディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）Foreign Exchange Office（FXO）
Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP FXOデバイスについての情報を提供します。次
の表には、Cisco MGCP FXOデバイスカウンタについての情報が含まれます。

表 28：Cisco MGCP FXO Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCPFXOデバイス上のポートから発信され成功し
たコールの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがない場合に、このMGCP
FXOデバイス上のポートを介してコールが試行された回数の合計を表
します。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、このMGCPFXOデバイスに関連付けられているFXO
ポートの状態を表します。

PortStatus
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Cisco MGCP FXS Device
CiscoMGCP Foreign Exchange Station（FXS）Deviceオブジェクトは、登録済みの CiscoMGCP FXS
デバイスについての情報を提供します。このオブジェクトのインスタンスは、Cisco Catalyst 6000
24 port FXS Analog Interface Moduleゲートウェイ上の各ポートに対して 1つずつ作成されます。た
とえば、完全に設定された Catalyst 6000 Analog Interface Moduleの場合、このオブジェクトの個々
の 24のインスタンスが表現されます。次の表には、Cisco MGCP FXSデバイスカウンタについて
の情報が含まれます。

表 29：Cisco MGCP FXS Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCP FXSデバイス上のこのポートから発信され成
功したコールの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがない場合に、このMGCP
FXSデバイス上のポートを介してコールが試行された回数の合計を表
します。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、MGCPFXSデバイスに関連付けられているFXSポー
トの状態を表します。

PortStatus

Cisco MGCP Gateways
Cisco MGCP Gatewaysオブジェクトは、登録済みのMGCPゲートウェイについての情報を提供し
ます。次の表には、Cisco MGCPゲートウェイのカウンタについての情報が含まれます。

表 30：Cisco MGCP Gateways

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在アクティブな BRI音声
チャネルの数を表します。

BRIChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能な BRIスパンの数を表
します。

BRISpansInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在アクティブなFXOポー
トの数を表します。

FXOPortsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能なFXOポートの数を表
します。

FXOPortsInService
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在アクティブなFXSポー
トの数を表します。

FXSPortsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能なFXSポートの数を表
します。

FXSPortsInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在アクティブな PRI音声
チャネルの数を表します。

PRIChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能な PRIスパンの数を表
します。

PRISpansInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在アクティブな T1 CAS
音声チャネルの数を表します。

T1ChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能な T1 CASスパンの数
を表します。

T1SpansInService

Cisco MGCP PRI Device
Cisco MGCP Primary Rate Interface（PRI）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP PRIデ
バイスについての情報を提供します。次の表には、CiscoMGCPPRIデバイスカウンタについての
情報が含まれます。

表 31：Cisco MGCP PRI Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP PRIデバイス上で現在アクティブな（使
用中の）コールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、このMGCP PRIデバイスから発信され成功したコー
ルの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付けられている、指定さ
れた Bチャネルの状態を表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できなかったことを示します。
1（Out of service）は、このチャネルが使用不可であることを示しま
す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブなコールがなく、使用
可能な状態であることを示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4（Reserved）は、このチャ
ネルが Dチャネルとして、または E-1用の Synchチャネルとして使用
されるように予約されていることを示します。

Channel 1 Status～ Channel 15 Status（連続し
た番号）
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付けられている、指定さ
れた Bチャネルの状態を表します。次の値が使用されます。0：
Unknown、1：Out of service、2：Idle、3：Busy、4：Reserved（E1 PRI
インターフェイスの場合、このチャネルは、Dチャネルとして使用す
るように予約されています）。

Channel 16 Status

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付けられている、指定さ
れた Bチャネルの状態を表します。0：Unknown、1：Out of service、
2：Idle、3：Busy、4：Reserved

Channel 17 Status～ Channel 31 Status（連続し
た番号）

このカウンタは、対応するデジタルアクセスゲートウェイ上のデータ

リンク（Dチャネル）の状態を表します。この値は、データリンクが
アップ（インサービス）の場合は 1に設定され、データリンクがダウ
ン（アウトオブサービス）の場合は 0に設定されます。

DatalinkInService

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがない場合に、MGCP PRI
デバイスを介してコールが試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts

Cisco MGCP T1 CAS Device
Cisco MGCP T1個別線信号方式（CAS）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP T1 CAS
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Cisco MGCP TI CASデバイスカウンタにつ
いての情報が含まれます。

表 32：Cisco MGCP T1 CAS Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP T1 CASデバイス上で現在アクティブな
（使用中の）コールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、このMGCP T1 CASデバイスから発信され成功した
コールの総数を表します。

CallsCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCP T1 CASデバイスに関連付けられている、指
定された Bチャネルの状態を表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できなかったことを示します。
1（Out of service）は、このチャネルが使用不可であることを示しま
す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブなコールがなく、使用
可能な状態であることを示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4（Reserved）は、このチャ
ネルが Dチャネルとして、または E-1用の Synchチャネルとして使用
されるように予約されていることを示します。

Channel 1 Status～ Channel 24 Status（連続し
た番号）

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがない場合に、MGCP T1
CASデバイスを介してコールが試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts

Cisco Mobility Manager
CiscoMobilityManagerオブジェクトは、登録されたCisco UnifiedMobilityManagerデバイスに関す
る情報を提供します。次の表には、CiscoUnifiedMobilityManagerデバイスカウンタについての情
報が含まれます。

表 33：Cisco Mobility Manager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerリリースで固
定されているデュアルモード電話機のコールに関連付けられたパスの

総数を表します。コールの固定は、コールが企業ゲートウェイに入り、

モビリティアプリケーションに接続するときに実行されます。モビリ

ティアプリケーションは、この後、リダイレクションを使用してコー

ルを企業ゲートウェイに返送します。たとえば、デュアルモード電話

機間のコールの場合、このカウンタは 2つ増加します。つまり、起点
のコールで 1つ増加し、終端のコールで 1つ増加します。このカウン
タは、コールが終了したときに減少します。

MobileCallsAnchored

このカウンタは、中断された hand-in操作の総数を表します。MobilityHandinsAborted

このカウンタは、デュアルモード電話機で完了したhand-in操作の総数
を表します。hand-in操作は、コールが企業ネットワーク内で正常に接
続され、電話機がWANからWLANに移動したときに完了します。

MobileHandinsCompleted

このカウンタは、失敗した hand-in操作（セルラーネットワークから
無線ネットワークに移動したモバイルデバイス上のコール）の総数を

表します。

MobilityHandinsFailed
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、中断された hand-out操作の総数を表します。MobilityHandoutsAborted

このカウンタは、完了したhand-out操作（企業WLANネットワークか
らセルラーネットワークに移動したモバイルデバイス上のコール）の

総数を表します。hand-out操作は、コールが正常に接続されたときに
完了します。

MobileHandoutsCompleted

このカウンタは、失敗した hand-out操作（セルラーネットワークから
無線ネットワークに移動したモバイルデバイス上のコール）の総数を

表します。

MobileHandoutsFailed

このカウンタは、試行された follow-meコールの総数を表します。MobilityFollowMeCallsAttempted

このカウンタは、AnswerTooSoonタイマーがオフになる前に無視され
た follow-meコールの総数を表します。

MobilityFollowMeCallsIgnoredDueToAnswerTooSoon

このカウンタは、試行された IVRコールの総数を表します。MobilityIVRCallsAttempted

このカウンタは、失敗した IVRコールの総数を表します。MobilityIVRCallsFailed

このカウンタは、成功した IVRコールの総数を表します。MobilityIVRCallsSucceeded

このカウンタは、登録されているデュアルモード SCCPデバイスの総
数を表します。

MobilitySCCPDualModeRegistered

このカウンタは、登録されているデュアルモード SIPデバイスの総数
を表します。

MobilitySIPDualModeRegistered

Cisco Music On Hold（MoH）Device
Cisco Music On Hold（MoH）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MOHデバイスについての
情報を提供します。次の表には、Cisco MOHデバイスカウンタについての情報が含まれます。

表 34：Cisco MOH Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MOHサーバに対して同時にアクティブになるMOH
接続の最大数を表します。この数には、マルチキャスト接続とユニキャ

スト接続の両方が含まれています。

MOHHighestActiveResources
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MOHサーバから提供されるマルチキャストアドレ
スへの、現在アクティブなマルチキャスト接続の数を表します。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディオソースとコーデック
の組み合わせごとに 1つのストリームを使用します。たとえば、マル
チキャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコーデックに対してデフォ
ルトオーディオソースを設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、およびデフォルトオーディオ
ソースとワイドバンド）が使用されます。

MOHMulticastResourceActive

このカウンタは、MOHサーバから提供される、非アクティブで現在も
MOHサーバで使用可能なマルチキャストアドレスへの、マルチキャ
ストMOH接続の数を表します。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディオソースとコーデック
の組み合わせごとに 1つのストリームを使用します。たとえば、マル
チキャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコーデックに対してデフォ
ルトオーディオソースを設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、およびデフォルトオーディオ
ソースとワイドバンド）が使用されます。

MOHMulticastResourceAvailable

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerに登録されて
いるすべてのMOHサーバ上で使用可能なすべてのリソースがすでに
アクティブであった場合に、Media ResourceManagerがMOHリソース
の割り当てを試行した回数の合計を表します。

MOHOutOfResources

このカウンタは、MOHサーバから提供されるマルチキャストアドレ
スに対して許可されている、マルチキャストMOH接続の総数を表し
ます。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディオソースとコーデック
の組み合わせごとに 1つのストリームを使用します。たとえば、マル
チキャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコーデックに対してデフォ
ルトオーディオソースを設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、およびデフォルトオーディオ
ソースとワイドバンド）が使用されます。

MOHTotalMulticastResources

このカウンタは、MOHサーバによって許可されているユニキャスト
MOH接続の総数を表します。

各MOHユニキャストリソースは、1つのストリームを使用します。

MOHTotalUnicastResources

このカウンタは、MOHサーバへのアクティブなユニキャストMOH接
続の数を表します。

各MOHユニキャストリソースは、1つのストリームを使用します。

MOHUnicastResourceActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、非アクティブで、MOHサーバで現在も使用可能なユ
ニキャストMOH接続の数を表します。

各MOHユニキャストリソースは、1つのストリームを使用します。

MOHUnicastResourceAvailable

Cisco MTP Device
Cisco Media Termination Point（MTP）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MTPデバイスに
ついての情報を提供します。次の表には、Cisco MTPデバイスカウンタについての情報が含まれ
ます。

表 35：Cisco MTP Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MTPデバイスからMTPリソースの割り当てを試行
して、すべてのリソースがすでに使用中であるなどの理由で失敗した

回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、MTPデバイスに対して現在使用中の（アクティブ
な）MTPリソースの数を表します。

各MTPリソースは、2つのストリームを使用します。使用中のMTP
は、コールで使用するために割り当てられている1つのMTPリソース
を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、MTPデバイスに対して現在も使用
可能なMTPリソースの総数を表します。

各MTPリソースは、2つのストリームを使用します。使用中のMTP
は、コールで使用するために割り当てられている1つのMTPリソース
を表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、MTPデバイスが提供するMTPリソースの総数を表
します。このカウンタは、ResourceAvailableカウンタとResourceActive
カウンタを合計した数になります。

ResourceTotal

Cisco Phones
CiscoPhonesオブジェクトは、ハードウェアベースのデバイスとその他の端末デバイスの両方を含
む、登録されている Cisco Unified IP Phoneの数についての情報を提供します。
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CallsAttemptedカウンタは、この電話機から試行されたコールの数を表します。この数は、電話機
がオフフックおよびオンフックになるたびに増加します。

Cisco Presence Feature
CiscoPresenceオブジェクトは、短縮ダイヤルやコールリストのビジーランプフィールド（BLF）
の登録に関連する統計など、プレゼンス登録についての情報を提供します。次の表には、Cisco
Presence機能についての情報が含まれます。

表 36：Cisco Presence

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、コールリスト機能のアクティブなプレゼンス登録と

SIPトランクを介したプレゼンス登録を表します。
ActiveCallListAndTrunkSubscriptions

このカウンタは、すべてのアクティブな着信と発信のプレゼンス登録

を表します。

ActiveSubscriptions

このカウンタは、コールリスト機能の制御のために拒否されたコール

リストのプレゼンス登録とトランク側のプレゼンス登録の累計数を表

します。

CallListAndTrunkSubscriptionsThrottled

このカウンタは、回線側で受信されたプレゼンス登録の累計数を表し

ます。

IncomingLineSideSubscriptions

このカウンタは、トランク側で受信されたプレゼンス登録の累計数を

表します。

IncomingTrunkSideSubscriptions

このカウンタは、トランク側で送信されたプレゼンス登録の累計数を

表します。

OutgoingTrunkSideSubscriptions

Cisco QSIG Feature
Cisco QSIG Featureオブジェクトは、コール転送やパス置換など、さまざまな QSIG機能の操作に
ついての情報を提供します。次の表には、Cisco QSIG機能のカウンタについての情報が含まれま
す。
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表 37：Cisco QSIG Feature

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、再ルーティングにより自動転送され成功したコール

の数を表します。再ルーティングによる自動転送は、自動転送される

コールのパスを、発信元の観点から最適化します（使用中の Bチャネ
ルの数を最少化します）。このカウンタは、Cisco CallManagerの Call
Forward by Reroute Enabledサービスパラメータが有効または無効にさ
れたとき、または Cisco CallManagerサービスが再起動されたときにリ
セットされます。

CallForwardByRerouteCompleted

このカウンタは、正常に実行されたパス置換の数を表します。QSIG
ネットワークにおけるパス置換は、コールに含まれる 2つのエッジ
PINX（PBX）間のパスを最適化します。このカウンタは、
Cisco CallManagerの Path Replacement Enabledサービスパラメータが有
効または無効にされたとき、または Cisco CallManagerサービスが再起
動されたときにリセットされます。

PathReplacementCompleted

Cisco Signaling Performance
Cisco Signaling Performanceオブジェクトは、Cisco Unified CommunicationsManagerの転送通信に関
するコールシグナリングデータを提供します。次の表には、Cisco Signaling Performanceカウンタ
についての情報が含まれます。

表 38：Cisco Signaling Performance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1つの IPアドレスから許可されている毎秒あたりの
着信パケット数のしきい値を超過したことによって制御（ドロップ）

された着信UDPパケットの総数を表します。しきい値は、CiscoUnified
CM Administrationの SIP Station UDP Port Throttle Thresholdと SIP Trunk
UDP Port Throttle Thresholdの各サービスパラメータで設定します。こ
のカウンタは、Cisco CallManager Serviceの最後の再起動以降、制御さ
れた UDPパケットを受信するたびに増加します。

UDPPacketsThrottled

Cisco SIP
Cisco Session Initiation Protocol（SIP）オブジェクトは、設定済みの SIPデバイスについての情報を
提供します。次の表には、Cisco SIPのカウンタについての情報が含まれます。
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表 39：Cisco SIP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このSIPデバイス上で現在アクティブな（使用中の）
コールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、この SIPデバイス上で試行されたコールの数を表し
ます。成功したコールの試行と失敗したコールの試行の両方が含まれ

ます。

CallsAttempted

このカウンタは、SIPデバイスから実際に接続された（音声パスが確
立された）コールの数を表します。この数は、コールが終了したとき

に増加します。

CallsCompleted

このカウンタは、SIPデバイス上で現在進行中の、すべてのアクティ
ブコールを含むコールの数を表します。進行中のすべてのコールが接

続されたときに、CallsInProgressの数は CallsActiveの数と等しくなり
ます。

CallsInProgress

このカウンタは、このSIPデバイス上で現在アクティブな（使用中の）
ストリーミングビデオ接続を持つビデオコールの数を表します。

VideoCallsActive

このカウンタは、この SIPデバイスのビデオストリームに実際に接続
されたビデオコールの数を表します。この数は、コールが終了したと

きに増加します。

VideoCallsCompleted

Cisco SIP Normalization
Cisco SIPNormalizationパフォーマンスオブジェクトには、初期化エラー、実行時エラー、スクリ
プトステータスなどの正規化スクリプトの側面をモニタできるようにするカウンタが含まれてい

ます。これらのカウンタのインスタンスは、スクリプトに関連付けられている各デバイスによっ

て新規に作成されます。次の表には、Cisco SIP Normalizationカウンタについての情報が含まれま
す。
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表 40：Cisco SIP Normalization

説明表示名

このカウンタは、Cisco Unified CMがデバイス（SIPトランク）を自動
的にリセットした回数を表します。デバイスのリセットは、CiscoUnified
CMの管理の [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script
Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドと [システムリソースエ
ラーの復旧処理（System Resource Error Recovery Action）]フィールド
に指定した値に基づいて行われます。スクリプトエラーが原因でデバ

イス（SIPトランク）がリセットされると、カウンタの値が増加しま
す。このカウントは、デバイスを手動でリセットするとリセットされ

ます。

DeviceResetAutomatically

このカウンタは、Cisco Unified CMの管理でデバイス（SIPトランク）
が手動でリセットされた回数、または AXLなどのその他の方法でリ
セットされた回数を表します。設定変更が原因でスクリプトに関連付

けられたデバイスがリセットされると、カウンタの値が増加します。

カウンタは、次の場合に再起動されます。

• SIPトランクが削除された場合。

•トランクのスクリプトが変更または削除された場合。

• Cisco Unified Communications Managerが再起動した場合。

DeviceResetManually
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトの実行中に発生した実行エラーの数を表

します。実行エラーは、メッセージハンドラの実行中に発生すること

があります。実行エラーの原因として考えられるのは、リソースエラー

や関数呼び出し内での引数の不一致などです。

実行エラーが発生すると、CiscoUnified CMは自動的に次の処理を実行
します。

•自動的にメッセージを元の内容に復元してから、追加のエラー処
理アクションを適用します。

•カウンタの値を増分します。

• CiscoUnifiedCMの管理の [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドと [システムリソー
スエラーの復旧処理（System Resource Error Recovery Action）]
フィールドの設定に基づいて、適切なアクションを実行します。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細については、

SIPNormalizationScriptErrorアラームを確認してください。スクリプト
の問題を修正し、必要に応じて修正したスクリプトをアップロードし

て、トランクをリセットします。このカウンタは、実行エラーが発生

するたびに増加します。このカウンタは、スクリプトの設定変更に伴

う最新のトランクリセットからのカウントを提供します（デバイスの

リセットだけではカウントはリセットされません。リセットが発生す

る前に、スクリプトの設定も変更されている必要があります）。

スクリプトの問題を修正した後もカウンタが増加し続ける場合は、ス

クリプトを調べ直してください。

ErrorExecution

このカウンタは、スクリプトがメモリに正常にロードされたものの、

CiscoUnifiedCMでの初期化に失敗した後に発生したスクリプトエラー
の数を表します。スクリプトが初期化に失敗する原因として考えられ

るのは、リソースエラー、関数呼び出し内での引数の不一致、必要な

テーブルが返されなかったことなどです。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細については、

SIPNormalizationScriptErrorアラームを確認してください。スクリプト
の問題を修正し、必要に応じて修正したスクリプトをアップロードし

て、トランクをリセットします。このカウンタは、初期化エラーが発

生するたびに増加します。このカウンタは、スクリプトの設定変更に

伴う最新のトランクリセットからのカウントを提供します（デバイス

のリセットだけではカウントはリセットされません。リセットが発生

する前に、スクリプトの設定も変更されている必要があります）。ス

クリプトの問題を修正した後もカウンタが増加し続ける場合は、スク

リプトを調べ直してください。初期化中にエラーが発生した場合、Cisco
Unified CMは自動的にスクリプトを無効にします。

ErrorInit
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このカウンタは、スクリプトの実行中に発生した内部エラーの数を表

します。内部エラーが発生することはほとんどありません。このカウ

ンタの値がゼロより大きい場合は、スクリプトの内容または実行に関

係のない不具合がシステム内に存在します。SDIトレースを収集し、テ
クニカルアシスタンスセンター（TAC）に問い合わせてください。

ErrorInternal

このカウンタは、スクリプトが Cisco Unified Communications Manager
のメモリにロードされたときに発生したスクリプトエラーの数を表し

ます。スクリプトがロードに失敗する原因として考えられるのは、メ

モリの問題または構文エラーです。

詳細については、SIPNormalizationScriptErrorアラームを確認してくだ
さい。スクリプトに構文エラーがないか確認し、必要に応じて修正し

たスクリプトをアップロードして、トランクをリセットします。この

カウンタは、ロードエラーが発生するたびに増加します。このカウン

タは、スクリプトの設定変更に伴う最新のトランクリセットからのカ

ウントを提供します（デバイスのリセットだけではカウントはリセッ

トされません。リセットが発生する前に、スクリプトの設定も変更さ

れている必要があります）。スクリプトの問題を修正した後もカウン

タが増加し続ける場合は、スクリプトを調べ直してください。

ErrorLoad

このカウンタは、スクリプトでリソースエラーが発生したかどうかを

示します。

リソースエラーは 2種類あります。1つは [メモリしきい値（Memory
Threshold）]フィールドの値を超えることで、もう 1つは [Lua命令し
きい値（Lua Instruction Threshold）]フィールドの値を超えることです
（両方のフィールドは Cisco Unified CMの管理の [SIP正規化スクリプ
ト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウに表示され
ます）。いずれかの状況が発生した場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerはすぐにスクリプトを閉じてSIPNormalizationScriptErrorアラー
ムを発行します。

スクリプトのロード中または初期化中にリソースエラーが発生した場

合は、スクリプトが無効になります。実行中にリソースエラーが発生

した場合は、設定されたシステムリソースエラーの復旧処理が実行さ

れます（この処理は、Cisco Unified CM Administrationの管理の [SIP正
規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンド
ウの [システムリソースエラーの復旧処理（System Resource Error
Recovery Action）]フィールドの設定によって定義されます）。

ErrorResource
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このカウンタは、スクリプトが使用するメモリの量をバイト単位で示

します。このカウンタは、スクリプトが使用するメモリの量に合わせ

て増減します。このカウントは、スクリプトが閉じるとクリアされ（閉

じたスクリプトはメモリを使用しないため）、スクリプトが開くと（有

効になると）再開されます。このカウンタの数値が高い場合は、リソー

スの問題が発生していることを示します。MemoryUsagePercentageカウ
ンタとSIPNormalizationResourceWarningアラームを確認してください。
SIPNormalizationResourceWarningアラームは、リソースの使用量が内部
的に設定されたしきい値を超えた場合に発生します。

MemoryUsage

このカウンタは、スクリプトが使用するメモリの総量のパーセント値

を示します。

このカウンタの値は、MemoryUsageカウンタの値を（[SIP正規化スク
リプト設定（SIPNormalization Script Configuration）]ウィンドウの）[メ
モリしきい値（Memory Threshold）]フィールドの値で割り、その結果
に 100を掛けてパーセント値にすることで求められます。

このカウンタは、MemoryUsageカウンタに合わせて増減します。この
カウントは、スクリプトが閉じるとクリアされ（閉じたスクリプトは

メモリを使用しないため）、スクリプトが開くと（有効になると）再

開されます。このカウンタが内部的に制御されたリソースのしきい値

に達すると、SIPNormalizationResourceWarningアラームが発行されま
す。

MemoryUsagePercentage

このカウンタは、システムが自動的にメッセージをロールバックした

回数を表します。システムによるメッセージのロールバックには、Cisco
Unified CMの管理ページにある [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行エ
ラーの復旧処理（Script Execution Error Recovery Action）]フィールドに
指定したエラー処理が使用されます。

実行エラーが発生すると、CiscoUnified CMは自動的にメッセージを元
の内容に復元してから、追加のエラー処理アクションを適用します。

エラー処理にロールバックしか指定されていない場合、正規化の試行

の前に実行されるアクションは元のメッセージへのロールバックだけ

です。その他の [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script Execution
Error RecoveryAction）]が指定されている場合は、メッセージのロール
バックが必ず最初に実行され、その後、スクリプトの無効化、スクリ

プトの自動リセット、トランクの自動リセットなどの指定された処理

が実行されます。

MessageRollback
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージにコンテンツ本文を追加し

た回数を表します。スクリプトで msg:addContentBody APIを使用して
いる場合、このカウンタは msg:addContentBody APIが正常に実行され
るたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、ス

クリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgAddContentBody

このカウンタは、スクリプトがメッセージに SIPヘッダーを追加した
回数を表します。スクリプトで msg:addHeader APIを使用している場
合、このカウンタはmsg:addHeaderAPIが正常に実行されるたびに増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジッ

クにエラーがないか調べてください。

msgAddHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーに SIPヘッ
ダー URIパラメータを追加した回数を表します。スクリプトで
msg:addHeaderUriParameter APIを使用している場合、このカウンタは
msg:addHeaderUriParameterAPIが正常に実行されるたびに増加します。
カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

msgAddHeaderUriParameter

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーに SIPヘッ
ダー値パラメータを追加した回数を表します。スクリプトで

msg:addHeaderValueParameterAPIを使用している場合、このカウンタは
msg:addHeaderValueParameter APIが正常に実行されるたびに増加しま
す。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジック

にエラーがないか調べてください。

msgAddHeaderValueParameter

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーに番号マス
クを適用した回数を表します。スクリプトでmsg:applyNumberMaskAPI
を使用している場合、このカウンタは msg:applyNumberMask APIが正
常に実行されるたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しな

い場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgApplyNumberMask

このカウンタは、スクリプトがメッセージをブロックした回数を表し

ます。スクリプトでmsg:block APIを使用している場合、このカウンタ
はmsg:block APIが正常に実行されるたびに増加します。カウンタが予
想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか

調べてください。

msgBlock

このカウンタは、スクリプトがメッセージの Diversionヘッダーを
History-Infoヘッダーに変換した回数を表します。スクリプトで
msg:convertDiversionToHI APIを使用している場合、このカウンタは
msg:convertDiversionToHI APIが正常に実行されるたびに増加します。
カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

msgConvertDiversionToHI
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージの Diversionヘッダーを
History-Infoヘッダーに変換した回数を表します。スクリプトで
msg:convertDiversionToHI APIを使用している場合、このカウンタは
msg:convertDiversionToHI APIが正常に実行されるたびに増加します。
カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

msgConvertHIToDiversion

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーを変更した
回数を表します。スクリプトで msg:modifyHeader APIを使用している
場合、このカウンタは msg:modifyHeader APIが正常に実行されるたび
に増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプ

トロジックにエラーがないか調べてください。

msgModifyHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージからコンテンツ本文を削除

した回数を表します。スクリプトでmsg:removeContentBodyAPIを使用
している場合、このカウンタはmsg:removeContentBodyAPIが正常に実
行されるたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合

は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgRemoveContentBody

このカウンタは、スクリプトがメッセージから SIPヘッダーを削除し
た回数を表します。スクリプトで msg:removeHeader APIを使用してい
る場合、このカウンタは msg:removeHeader APIが正常に実行されるた
びに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリ

プトロジックにエラーがないか調べてください。

msgRemoveHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージから SIPヘッダー値を削除
した回数を表します。スクリプトでmsg:removeHeaderValue APIを使用
している場合、このカウンタはmsg:removeHeaderValue APIが正常に実
行されるたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合

は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgRemoveHeaderValue

このカウンタは、スクリプトがメッセージの要求 URIを変更した回数
を表します。スクリプトでmsg:setRequestUriAPIを使用している場合、
このカウンタは msg:setRequestUri APIが正常に実行されるたびに増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジッ

クにエラーがないか調べてください。

msgSetRequestUri

このカウンタは、スクリプトがメッセージの応答コードや応答フレー

ズを変更した回数を表します。スクリプトで msg:setResponseCode API
を使用している場合、このカウンタは msg:setResponseCode APIが正常
に実行されるたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない

場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgSetResponseCode
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このカウンタは、スクリプトがメッセージの SDPを設定した回数を表
します。スクリプトで msg:setSdp APIを使用している場合、このカウ
ンタは msg:setSdp APIが正常に実行されるたびに増加します。カウン
タが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーが

ないか調べてください。

msgSetSdp

このカウンタは、スクリプトが PassThrough（pt）オブジェクトにコン
テンツ本文を追加した回数を表します。スクリプトでpt:addContentBody
APIを使用している場合、このカウンタは pt:addContentBody APIが正
常に実行されるたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しな

い場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

ptAddContentBody

このカウンタは、スクリプトが PassThrough（pt）オブジェクトに SIP
ヘッダーを追加した回数を表します。スクリプトでpt:addHeaderAPIを
使用している場合、このカウンタはpt:addHeaderAPIが正常に実行され
るたびに増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、ス

クリプトロジックにエラーがないか調べてください。

ptAddHeader

このカウンタは、スクリプトが PassThrough（pt）オブジェクトに SIP
ヘッダー URIパラメータを追加した回数を表します。スクリプトで
pt:addHeaderUriParameter APIを使用している場合、このカウンタは
pt:addHeaderUriParameterAPIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラー

がないか調べてください。

ptAddHeaderUriParameter

このカウンタは、スクリプトが PassThrough（pt）オブジェクトに SIP
ヘッダー値パラメータを追加した回数を表します。スクリプトで

pt:addHeaderValueParameter APIを使用している場合、このカウンタは
pt:addHeaderValueParameterAPIが正常に実行されるたびに増加します。
カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

ptAddHeaderValueParameter

このカウンタは、スクリプトが PassThrough（pt）オブジェクトに要求
URIパラメータを追加した回数を表します。スクリプトで
pt:addRequestUriParameter APIを使用している場合、このカウンタは
pt:addRequestUriParameter APIが正常に実行されるたびに増加します。
カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

ptAddRequestUriParameter
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このカウンタは、スクリプトが現在アクティブになっている（トラン

クで実行されている）かどうかを示します。カウンタに表示される値

は次のとおりです。

• 0：スクリプトが閉じている（無効になっている）ことを示しま
す。

• 1：スクリプトが開いていて実行可能な状態になっていることを示
します。

このトランクで実行されている必要があるスクリプトを開くには、次

の操作を実行します。

1 スクリプトが開いていない理由を示している可能性があるアラーム

がないか確認します。

2 エラーをすべて修正します。

3 必要に応じて新しいスクリプトをアップロードします。

4 トランクをリセットします。

ScriptActive

このカウンタは、CiscoUnified CommunicationsManagerがスクリプトが
閉じた回数を表します。

スクリプトが閉じている場合、このデバイスでスクリプトを使用でき

ません。

CiscoUnified CMは、次のいずれかの条件が発生した場合にスクリプト
を閉じます。

•デバイスが手動でリセットされた場合。

•デバイスが（エラーにより）自動的にリセットされた場合。

•デバイスが削除された場合。

このカウントは、スクリプトの設定が変更された後に SIPトランクが
リセットされたとき、および Cisco Unified CMが再起動したときにリ
セットされます。

ScriptClosed
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このカウンタは、システムが自動的にスクリプトを無効にした回数を

表します。スクリプトを無効にするかどうかは、CiscoUnified CMの管
理ページにある [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script
Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドと [システムリソースエ
ラーの復旧処理（System Resource Error Recovery Action）]フィールド
に指定した値によって決定されます。スクリプトは、ロード中および

初期化中にスクリプトエラー条件が発生した場合にも無効になります。

このカウンタは、スクリプトの設定変更に伴うデバイスの最新の手動

リセットからのカウントを提供します（デバイスのリセットだけでは

カウントはリセットされません。リセットが発生する前に、スクリプ

トが変更されている必要があります）。このカウンタは、CiscoUnified
CMがスクリプトエラーにより自動的にスクリプトを無効にするたび
に増加します。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、次の操作を実行してく

ださい。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームと
SIPNormalizationAutoResetDisabledアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

ScriptDisabledAutomatically
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説明表示名

このカウンタは、CiscoUnified CMがスクリプトを開こうとした回数を
表します。スクリプトを開くには、CiscoUnified CMのメモリにスクリ
プトをロードし、初期化して、実行可能な状態にする必要があります。

このカウンタの値が 1より大きくなっている場合は、予期しない理由
あるいはロード中または初期化中のエラーにより、CiscoUnified CMが
この SIPトランクのスクリプトを 2回以上開こうとしたことを意味し
ます。このエラーは、実行エラー、リソースエラー、あるいはスクリ

プト内の無効な構文により発生する場合があります。

DeviceResetManually、DeviceResetAutomatically、または
ScriptResetAutomaticallyのいずれかのカウンタが増加すると、このカウ
ンタは 1より大きくなります。DeviceResetManuallyカウンタは、予期
されたイベント（SIPトランクのメンテナンス期間など）が原因でスク
リプトが閉じたときに増加します。

このカウンタの数値が予期しない理由で高くなっている場合は、次の

操作を実行してください。

• SIPNormalizationScriptClosed、SIPNormalizationScriptError、
SIPNormalizationResourceWarningなどのアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

このカウントは、スクリプトの設定が変更された後に SIPトランクが
リセットされたとき、および Cisco Unified CMが再起動したときにリ
セットされます。

ScriptOpened
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説明表示名

このカウンタは、システムが自動的にスクリプトをリセットした回数

を表します。スクリプトのリセットは、CiscoUnified CMの管理ページ
にある [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script
Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドと [システムリソースエ
ラーの復旧処理（System Resource Error Recovery Action）]フィールド
に指定した値に基づいて行われます。このカウンタは、デバイスの最

後の手動リセットの後に行われたスクリプトの自動リセットの回数を

示します。このカウンタは、CiscoUnifiedCMがスクリプトエラーによ
り自動的にスクリプトをリセットするたびに増加します。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、次の操作を実行してく

ださい。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

ScriptResetAutomatically

Cisco SIP Stack
Cisco SIP Stackオブジェクトは、Session Initiation Protocol（SIP）デバイス（SIPプロキシ、SIPリ
ダイレクトサーバ、SIPレジストラ、SIPユーザエージェントなど）で生成または使用される SIP
スタックの統計についての情報を提供します。次の表には、CiscoSIPStackカウンタについての情
報が含まれます。

表 41：Cisco SIP Stack

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した ACK要求の総数を表しま
す。

AckIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した ACK要求の総数を表しま
す。

AckOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した BYE要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

ByeIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した BYE要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

ByeOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した CANCEL要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

CancelIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した CANCEL要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

CancelOuts

このカウンタは、SIPスタックで現在使用中の呼制御ブロック（CCB）
の数を表します。アクティブな各 SIPダイアログは、1つの CCBを使
用します。

CCBsAllocated

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 6xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

クライアント機能を提供する SIPデバイスが失敗応答メッセージを受
信したことを示します。一般に、こうした応答は、サーバがRequest-URI
の特定のインスタンスだけではなく、特定の着信側に関する明確な情

報を保持していることを示します。

GlobalFailedClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 6xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスが失敗応答メッセージを受信した
ことを示します。一般に、こうした応答は、サーバが Request-URIの
特定のインスタンスだけではなく、特定の着信側に関する明確な情報

を保持していることを示します。

GlobalFailedClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 1xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

SIP要求の進行についての情報を提供します。

InfoClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 1xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

SIP要求の処理の進行についての情報を提供します。

InfoClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した INFO要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

InfoIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INFO要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

InfoOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した INVITE要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

InviteIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INVITE要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

InviteOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した NOTIFY要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

NotifyIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した NOTIFY要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

NotifyOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信したOPTIONS要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

OptionsIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信したOPTIONS要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

OptionsOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信したPRACK要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

PRAckIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信したPRACK要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

PRAckOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信したPUBLISH要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

PublishIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信したPUBLISH要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

PublishOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 3xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

着信側から到達可能なアドレスへのリダイレクションについての情報

を提供します。

RedirClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 3xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

着信側から到達可能なアドレスへのリダイレクションについての情報

を提供します。

RedirClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信したREFER要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

ReferIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信したREFER要求の総数を表しま
す。この数には再送信が含まれます。

ReferOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した REGISTER要求の総数を表
します。この数には再送信が含まれます。

RegisterIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した REGISTER要求の総数を表
します。この数には再送信が含まれます。

RegisterOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 4xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

クライアント機能を提供する SIPデバイスによる要求の失敗を示しま
す。

RequestsFailedClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 4xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスによる要求の失敗を示します。

RequestsFailedClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが送信した BYEの再試行回数の合計を
表します。最初のBYEの試行回数を判別するには、sipStatsByeOutsカ
ウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryByes

このカウンタは、SIPデバイスが送信した CANCELの再試行回数の合
計を表します。最初の CANCELの試行回数を判別するには、
sipStatsCancelOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryCancels

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INFOの再試行回数の合計を
表します。最初の INFOの試行回数を判別するには、sipStatsInfoOuts
カウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryInfo

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INVITEの再試行回数の合計
を表します。最初の INVITEの試行回数を判別するには、
sipStatsInviteOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryInvites

このカウンタは、SIPデバイスが送信した NOTIFYの再試行回数の合
計を表します。最初の NOTIFYの試行回数を判別するには、
sipStatsNotifyOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryNotify

このカウンタは、SIPデバイスが送信したPRACKの再試行回数の合計
を表します。最初の PRACKの試行回数を判別するには、
sipStatsPRAckOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryPRAck

このカウンタは、SIPデバイスが送信したPUBLISHの再試行回数の合
計を表します。最初の PUBLISHの試行回数を判別するには、
sipStatsPublishOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryPublish

このカウンタは、SIPデバイスが送信したREFERの再試行回数の合計
を表します。最初の REFERの試行回数を判別するには、
sipStatsReferOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryRefer
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した REGISTERの再試行回数の
合計を表します。最初の REGISTERの試行回数を判別するには、
sipStatsRegisterOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryRegisters

このカウンタは、SIPデバイスが送信した Reliable 1xxの再試行回数の
合計を表します。

RetryRel1xx

このカウンタは、SIPデバイスが送信したRequestの再試行回数の合計
を表します。

RetryRequestsOut

このカウンタは、SIPデバイスが送信した Final Responseの再試行回数
の合計を表します。

RetryResponsesFinal

このカウンタは、SIPデバイスが送信した非 Final Responseの再試行回
数の合計を表します。

RetryResponsesNonFinal

このカウンタは、SIPデバイスが送信した SUBSCRIBEの再試行回数
の合計を表します。最初の SUBSCRIBEの試行回数を判別するには、
sipStatsSubscribeOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算しま
す。

RetrySubscribe

このカウンタは、SIPデバイスが送信した UPDATEの再試行回数の合
計を表します。最初の UPDATEの試行回数を判別するには、
sipStatsUpdateOutsカウンタの値からこのカウンタの値を減算します。

RetryUpdate

このカウンタは、SIPスタックで現在使用中のSubscriptionControlBlocks
（SCB）の数を表します。各登録で 1つの SCBを使用します。

SCBsAllocated

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 5xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

クライアント機能を提供する SIPデバイスが失敗応答を受信したこと
を示します。

ServerFailedClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 5xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスが失敗応答を受信したことを示し
ます。

ServerFailedClassOuts

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter1
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter2

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter3

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がない限り、このカウンタ
は使用しないでください。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter4

このカウンタは、SIPHandlerコンポーネントの 4つの SDLプライオリ
ティキューに現在あるSDL信号の数を表します。SIPHandlerコンポー
ネントには SIPスタックが含まれます。

SIPHandlerSDLQueueSignalsPresent

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 1xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 1xx応答が含
まれます。

• 100試行中

• 180呼び出し中

• 181コール転送中

• 182キューイング済み

• 183セッション中

StatusCode1xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 1xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 1xx応答が含
まれます。

• 100試行中

• 180呼び出し中

• 181コール転送中

• 182キューイング済み

• 183セッション中

StatusCode1xxOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 2xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 2xx応答が含
まれます。

• 200 OK

• 202受理成功

StatusCode2xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 2xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 2xx応答が含
まれます。

• 200 OK

• 202受理成功

StatusCode2xxOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 3xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 3xx応答が含
まれます。

• 300複数の選択肢

• 301永続的に移動

• 302一時的に移動

• 303非互換の帯域幅ユニット

• 305プロキシの使用

• 380代替サービス

StatusCode3xxins

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 302（一時的に移動）応答
メッセージ（再送信を含む）の総数を表します。

StatusCode302Outs
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カウンタの説明カウンタ

StatusCode4xxIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 4xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 4xx応答が含
まれます。

• 400不正な要求

• 401未認証

• 402支払いが必要

• 403禁止

• 404 Not Found

• 405メソッドが許可されない

• 406受理されない

• 407プロキシ認証が必要

• 408要求タイムアウト

• 409競合

• 410消失

• 413要求エンティティが大きすぎる

• 414 Request-URIが長すぎる

• 415サポートされないメディアタイプ

• 416サポートされない URIスキーマ

• 417不明なリソース優先順位

• 420不正な拡張子

• 422セッション有効期限の値が小さすぎる

• 423間隔が短すぎる

• 480一時的な使用不可

• 481コール/トランザクションが存在しない

• 482ループが検出された

• 483ホップが多すぎる

• 484アドレスが不完全

• 485あいまい

• 486 Busy Here

• 487 Request Terminated
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カウンタの説明カウンタ

488ここでは受理されない•

• 489不正な登録イベント

• 491要求保留中
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カウンタの説明カウンタ

StatusCode4xxOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 4xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 4xx応答が含
まれます。

• 400不正な要求

• 401未認証

• 402支払いが必要

• 403禁止

• 404 Not Found

• 405メソッドが許可されない

• 406受理されない

• 407プロキシ認証が必要

• 408要求タイムアウト

• 409競合

• 410消失

• 413要求エンティティが大きすぎる

• 414 Request-URIが長すぎる

• 415サポートされないメディアタイプ

• 416サポートされない URIスキーマ

• 417不明なリソース優先順位

• 420不正な拡張子

• 422セッション有効期限の値が小さすぎる

• 423間隔が短すぎる

• 480一時的な使用不可

• 481コール/トランザクションが存在しない

• 482ループが検出された

• 483ホップが多すぎる

• 484アドレスが不完全

• 485あいまい

• 486 Busy Here

• 487 Request Terminated
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カウンタの説明カウンタ

488ここでは受理されない•

• 489不正な登録イベント

• 491要求保留中

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 5xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 5xx応答が含
まれます。

• 500サーバの内部エラー

• 501実装されない

• 502不正なゲートウェイ

• 503 Service Unavailable

• 504サーバタイムアウト

• 505未サポートのバージョン

• 580前提条件の失敗

StatusCode5xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 5xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 5xx応答が含
まれます。

• 500サーバの内部エラー

• 501実装されない

• 502不正なゲートウェイ

• 503 Service Unavailable

• 504サーバタイムアウト

• 505未サポートのバージョン

• 580前提条件の失敗

StatusCode5xxOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 6xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 6xx応答が含
まれます。

• 600すべて通話中

• 603拒否

• 604どこにも存在しない

• 606受理されない

StatusCode6xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 6xx応答メッセージ（再送
信を含む）の総数を表します。このカウントには、次の 6xx応答が含
まれます。

• 600すべて通話中

• 603拒否

• 604どこにも存在しない

• 606受理されない

StatusCode6xxOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した SUBSCRIBE要求の総数を
表します。この数には再送信が含まれます。

SubscribeIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した SUBSCRIBE要求の総数を
表します。この数には再送信が含まれます。

SubscribeOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 2xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

SIP要求の正常な完了についての情報を提供します。

SuccessClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 2xxクラス SIP応答の総数
を表します。この数には再送信が含まれます。このクラスの応答は、

SIP要求の正常な完了についての情報を提供します。

SuccessClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した SIP要求メッセージの総数
を表します。この数には再送信が含まれます。

SummaryRequestsIn

このカウンタは、デバイスが送信した SIP要求メッセージの総数を表
します。この数には、このデバイスから発信するメッセージと、この

デバイスでリレーするメッセージが含まれます。特定のメッセージが

複数回送信されると、再送信として、または分岐（転送）の結果とし

て再送されるメッセージなどのそれぞれの送信は、別々にカウントさ

れます。

SummaryRequestsOut
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した SIP応答メッセージの総数
を表します。この数には再送信が含まれます。

SummaryResponsesIn

このカウンタは、SIPデバイスが送信（発信およびリレー）した SIP
応答メッセージの総数を表します。この数には再送信が含まれます。

SummaryResponsesOut

このカウンタは、SIPデバイスが受信した UPDATE要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

UpdateIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した UPDATE要求の総数を表し
ます。この数には再送信が含まれます。

UpdateOuts

Cisco SIP Station
CiscoSIPStationオブジェクトは、SIP回線側デバイスについての情報を提供します。次の表には、
Cisco SIP Stationのカウンタについての情報が含まれます。

表 42：Cisco SIP Station

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerの最後の再起
動以降に、TFTPサーバとCiscoUnified CommunicationsManagerとの設
定バージョンの不一致が原因で、SIPを実行している電話機を永続的
に登録できなかった回数を表します。このカウンタは、Cisco Unified
Communications Managerが不一致を解決できず、手動操作（設定の更
新やデバイスのリセットなど）が必要になるたびに増加します。

ConfigMismatchesPersistent

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの最後の再起動以降に、
TFTPサーバとCiscoUnified CommunicationsManagerとの設定バージョ
ンの不一致が原因で、SIPを実行している電話機を一時的に登録でき
なかった回数を表します。このカウンタは、CiscoUnifiedCommunications
Managerが自動的に不一致を解決するたびに増加します。

ConfigMismatchesTemporary

このカウンタは、システムがデータベースからデバイス設定の取得を

試行している間に、タイムアウトが発生したために失敗した新規登録

の数を表します。

DBTimeouts

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの最後の再起動以降に、
NewRegistrationキューから削除されて処理された新しいREGISTRATION
要求の総数を表します。

NewRegAccepted

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
151

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool のトレース PerfMon カウンタおよびアラート
Cisco Unified Communications Manager の PerfMon オブジェクトと PerfMon カウンタ



カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在 NewRegistrationキューにある REGISTRATION
要求の数を表します。デバイスから受信され、現在このキューに登録

されていない REGISTRATION要求は、処理される前にこのキューに
配置されます。

NewRegQueueSize

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの最後の再起動以降に、
486（ここは通話中）応答によって拒否され、NewRegistrationキューに
配置されなかった新しい REGISTRATION要求の総数を表します。
NewRegistrationキューがプログラムされたサイズを超えると、
REGISTRATION要求は拒否されます。

NewRegRejected

このカウンタは、CiscoCommunicationsManagerの最後の再起動以降に
許可されたトークン要求の総数を表します。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、未処理のトークンの数が Cisco CallManagerのMaximum
Phone Fallback Queue Depthサービスパラメータに指定された数を下回
る限り、トークンを許可します。

TokensAccepted

このカウンタは、トークンが許可されていても、まだ登録されていな

いデバイスの数を表します。登録する前に、より優先順位の高いCisco
Unified Communications Managerサーバに再接続しているデバイスに対
してトークンを許可する必要があります。トークンは、Cisco Unified
Communications Managerが、フェールオーバー後にオンラインに戻っ
たときに、登録要求によって過負荷にならないように保護します。

TokensOutstanding

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerの最後の再起
動以降に拒否されたトークン要求の総数を表します。Cisco Unified
CommunicationsManagerは、未処理のトークンの数がCiscoCallManager
のMaximum Phone Fallback Queue Depthサービスパラメータに指定さ
れた数を超えた場合に、トークン要求を拒否します。

TokensRejected

Cisco SW Conf Bridge Device
Cisco SW Conference Bridge Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoソフトウェア会議ブリッジ
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Ciscoソフトウェア会議ブリッジデバイス
のカウンタについての情報が含まれます。
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表 43：Cisco SW Conf Bridge Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスから会議リソースの割り

当てを試行して、すべてのリソースがすでに使用中であったために失

敗した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスで現在使用中の（アクティ

ブな）リソースの数を表します。1つのリソースは 1つのストリーム
を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、ソフトウェア会議デバイスで現在

まだ使用可能なリソースの総数を表します。1つのリソースは 1つの
ストリームを表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスが提供する会議リソース

の総数を表します。1つのリソースは 1つのストリームを表します。
このカウンタは、ResourceAvailableカウンタと ResourceActiveカウン
タを合計した数になります。

ResourceTotal

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイス上で現在アクティブな（使

用中の）ソフトウェアベースの会議の数を表します。

SWConferenceActive

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイス上に割り当てられ、開放

された会議の総数を表します。会議は、最初のコールがブリッジに接

続されたときに開始します。会議は、最後のコールがブリッジから接

続解除されたときに完了します。

SWConferenceCompleted

Cisco TFTP Server
Ciscoトリビアルファイル転送プロトコル（TFTP）Serverオブジェクトは、Cisco TFTPサーバに
ついての情報を提供します。次の表には、Cisco TFTPサーバのカウンタについての情報が含まれ
ます。

表 44：Cisco TFTP Server

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Build all要求を受信したときに、構築プロセスが中
断された回数を表します。このカウンタは、グループレベル変更通知

の結果として、デバイス/ユニット/ソフトキー/ダイヤル規則の構築が
中断されたときに増加します。

BuildAbortCount
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TFTPサービスの開始以降に、TFTPサーバが、すべ
てのデバイスに影響するデータベース変更通知に対応してすべての設

定ファイルを構築した回数を表します。このカウンタは、TFTPサーバ
がすべての設定ファイルを新しく構築するたびに1つずつ増加します。

BuildCount

このカウンタは、すべての設定ファイルの最後の構築時に処理された

デバイスの数を表します。このカウンタは、デバイス変更通知の処理

中にも更新されます。このカウンタは、新しいデバイスが追加された

ときに増加し、既存のデバイスが削除されたときに減少します。

BuildDeviceCount

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時に処理されたダイヤル

規則の数を表します。このカウンタは、ダイヤル規則変更通知の処理

中にも更新されます。このカウンタは、新しいダイヤル規則が追加さ

れたときに増加し、既存のダイヤル規則が削除されたときに減少しま

す。

BuildDialruleCount

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時に要した時間を秒単位

で表します。

BuildDuration

このカウンタは、セキュリティが有効な電話デバイスの数を表します。

この電話デバイスの設定ファイルは、全設定ファイルの最後の構築時

に、Cisco Unified Communications Managerサーバキーでデジタル署名
されています。このカウンタは、セキュリティが有効な電話デバイス

変更通知の処理中にも更新されます。

BuildSignCount

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時に処理されたソフトキー

の数を表します。このカウンタは、新しいソフトキーが追加されたと

きに増加し、既存のソフトキーが削除されたときに減少します。

BuildSoftKeyCount

このカウンタは、すべての設定ファイルの最後の構築時に処理された

ゲートウェイの数を表します。このカウンタは、ユニット変更通知の

処理中にも更新されます。このカウンタは、新しいゲートウェイが追

加されたときに増加し、既存のゲートウェイが削除されたときに減少

します。

BuildUnitCount

このカウンタは、TFTPサーバが受信したすべての Cisco Unified
CommunicationsManagerデータベース変更通知の総数を表します。Cisco
Unified CMの管理でデバイス設定が更新されるたびに、TFTPサーバ
にデータベース変更通知が送信され、更新されたデバイス用の XML
ファイルを再構築します。

ChangeNotifications

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース変更通知を受信して、デ
バイスの設定ファイルの作成、更新、削除を行った回数を表します。

DeviceChangeNotifications
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース変更通知を受信して、ダ
イヤル規則の設定ファイルの作成、更新、削除を行った回数を表しま

す。

DialruleChangeNotifications

このカウンタは、暗号化された設定ファイルの数を表します。このカ

ウンタは、設定ファイルが正常に暗号化されるたびに更新されます。

EncryptCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出された GKファイルの数を表し
ます。このカウンタは、キャッシュ内で GKファイルが検出されるた
びに更新されます。

GKFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されなかった GKファイルの数
を表します。このカウンタは、GKファイル取得要求に対して、キャッ
シュ内でファイルが見つからないことを示す結果が出るたびに更新さ

れます。

GKNotFoundCount

このカウンタは、TFTPサーバのハートビートを表します。このカウン
タが増加している場合は、TFTPサーバが稼働中であることを示しま
す。カウンタが増加していない場合は、TFTPサーバがダウンしている
ことを示します。

HeartBeat

このカウンタは、現在 HTTP GETファイル要求を行っているクライア
ントの数を表します。

HttpConnectRequests

このカウンタは、HTTPサーバが処理したファイル要求（XML設定
ファイル、電話機ファームウェアファイル、オーディオファイルなど

に対する要求）の総数を表します。このカウンタは、HTTPサービス
開始以降の RequestsProcessed、RequestsNotFound、RequestsOverflow、
RequestsAborted、RequestsInProgressの各カウンタを合計した数になり
ます。

HttpRequests

このカウンタは、HTTPサーバが予期せずに取り消した（中断した）
HTTP要求の総数を表します。（装置の電源が入っていないなどの理
由で）要求側デバイスに到達できない場合、またはネットワーク接続

の問題によりファイル転送が中断された場合は、要求が中断される可

能性があります。

HttpRequestsAborted

このカウンタは、要求されたファイルが検出されなかった場合のHTTP
要求の総数を表します。HTTPサーバが要求されたファイルを検出し
ない場合、メッセージが要求側デバイスに送信されます。

HttpRequestsNotFound
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、許容されるクライアント接続が最大数に達したとき

に拒否されたHTTP要求の総数を表します。TFTPサーバが設定ファイ
ルを構築中に要求を受信したか、他のリソース制限による拒否の可能

性があります。CiscoTFTP拡張サービスパラメータのMaximumServing
Countは、許容される接続の最大数を設定します。

HttpRequestsOverflow

このカウンタは、HTTPサーバが正常に処理した HTTP要求の総数を
表します。

HttpRequestsProcessed

このカウンタは、ディスク上に存在し、メモリにキャッシュされない

ファイルに関して HTTPサーバが完了した要求の数を表します。
HttpServedFromDisk

このカウンタは、キャッシュ内で検出された LDファイルの数を表し
ます。このカウンタは、キャッシュメモリ内で LDファイルが検出さ
れるたびに更新されます。

LDFoundCount

このカウンタは、キャッシュメモリ内で検出されなかった LDファイ
ルの数を表します。このカウンタは、LDファイル取得要求に対して、
キャッシュ内でファイルが見つからないことを示す結果が出るたびに

更新されます。

LDNotFoundCount

このカウンタは、TFTPで同時に処理できるクライアント接続の最大数
を表します。Cisco TFTP拡張サービスパラメータのMaximum Serving
Countは、この値を設定します。

MaxServingCount

このカウンタは、TFTPサーバが処理するファイル要求（XML設定ファ
イル、電話機ファームウェアファイル、オーディオファイルなどに対

する要求）の総数を表します。このカウンタは、TFTPサービス開始以
降の RequestsProcessed、RequestsNotFound、RequestsOverflow、
RequestsAborted、RequestsInProgressの各カウンタを合計した数になり
ます。

Requests

このカウンタは、TFTPサーバが予期せずに取り消した（中断した）
TFTP要求の総数を表します。（装置の電源が入っていないなどの理由
で）要求側デバイスに到達できない場合、またはネットワーク接続の

問題によりファイル転送が中断された場合は、要求が中断される可能

性があります。

RequestsAborted

このカウンタは、TFTPサーバが現在処理しているファイル要求の数を
表します。このカウンタは、新しいファイル要求のたびに増加し、ファ

イル要求が完了するたびに減少します。このカウンタは、TFTPサーバ
の現在の負荷を示します。

RequestsInProgress
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、要求されたファイルが検出されなかった場合のTFTP
要求の総数を表します。TFTPサーバが要求されたファイルを検出しな
い場合、メッセージが要求側デバイスに送信されます。このカウンタ

がセキュアに設定されたクラスタ内で増加する場合、通常、このイベ

ントはエラー状態を示します。ただし、クラスタが非セキュアに設定

されている場合、CTLファイルが存在しない（検出されない）ことが
普通であり、その結果、要求側デバイスにメッセージが送信され、こ

のカウンタがそれに対応して増加します。非セキュアに設定されたク

ラスタの場合、これは通常の状態であり、エラー状態を示すものでは

ありません。

RequestsNotFound

このカウンタは、許容されるクライアント接続の最大数を超過したた

めに拒否されたTFTP要求、TFTPサーバが設定ファイルを構築中に要
求を受信したために拒否された TFTP要求、または他のリソース制限
により拒否された TFTP要求の総数を表します。Cisco TFTP拡張サー
ビスパラメータのMaximum Serving Countは、許容される接続の最大
数を設定します。

RequestsOverflow

このカウンタは、TFTPサーバが正常に処理したTFTP要求の総数を表
します。

RequestsProcessed

このカウンタは、クライアントデバイスが確認応答したデータセグメ

ントの総数を表します。ファイルは 512バイトのデータセグメントで
要求側デバイスに送信され、デバイスは、512バイトの各セグメント
に対する確認応答メッセージを TFTPサーバに送信します。先行デー
タセグメントの確認応答の受信時に追加の各データセグメントが送信

されます。これは、ファイル全体が要求側デバイスに正常に転送され

るまで続きます。

SegmentsAcknowledged

このカウンタは、TFTPサーバがファイルを処理する間にディスク上の
ファイルから読み取ったデータセグメントの数を表します。

SegmentsFromDisk

このカウンタは、TFTPサーバが送信したデータセグメントの総数を
表します。ファイルは、512バイトのデータセグメントで要求側デバ
イスに送信されます。

SegmentSent

このカウンタは、キャッシュ内で正常に検出された SEPファイルの数
を表します。このカウンタは、キャッシュ内で SEPファイルが検出さ
れるたびに更新されます。

SEPFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されなかった SEPファイルの数
を表します。このカウンタは、SEPファイル取得要求に対して、キャッ
シュメモリ内でファイルが検出されないことを示す結果が出るたびに

更新されます。

SEPNotFoundCount
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、キャッシュ内で正常に検出された SIPファイルの数
を表します。このカウンタは、キャッシュ内で SIPファイルが検出さ
れるたびに更新されます。

SIPFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されなかった SIPファイルの数
を表します。このカウンタは、SIPファイル取得要求に対して、キャッ
シュメモリ内でファイルが検出されないことを示す結果が出るたびに

更新されます。

SIPNotFoundCount

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース変更通知を受信して、ソ
フトキーの設定ファイルの作成、更新、削除を行った回数を表します。

SoftkeyChangeNotifications

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース変更通知を受信して、
ゲートウェイ関連の設定ファイルの作成、更新、削除を行った回数を

表します。

UnitChangeNotifications

Cisco Transcode Device
Cisco Transcode Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoトランスコーディングデバイスについ
ての情報を提供します。次の表には、Ciscoトランスコーダデバイスのカウンタについての情報
が含まれます。

表 45：Cisco Transcode Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、トランスコーダデバイスからトランスコーダリソー

スの割り当てを試行して、すべてのリソースがすでに使用中であるな

どの理由で失敗した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、トランスコーダデバイスに対して現在使用中の（ア

クティブな）トランスコーダリソースの数を表します。

各トランスコーダリソースは、2つのストリームを使用します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、トランスコーダデバイスで現在ま

だ使用可能なリソースの総数を表します。

各トランスコーダリソースは、2つのストリームを使用します。

ResourceAvailable

このカウンタは、トランスコーダデバイスが提供したトランスコーダ

リソースの総数を表します。このカウンタは、ResourceActiveカウン
タと ResourceAvailableカウンタを合計した数になります。

ResourceTotal
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Cisco Video Conference Bridge
Cisco Video Conference Bridgeオブジェクトは、登録済みの Ciscoビデオ会議ブリッジデバイスに
ついての情報を提供します。次の表に、Cisco Video Conference Bridge Deviceカウンタについての
情報が含まれます。

表 46：Cisco Video Conference Bridge

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス上で現在アクティブな

（使用中の）ビデオ会議の総数を表します。システムでは、最初のコー

ルがブリッジに接続されたときに会議がアクティブになるよう指定さ

れています。

ConferencesActive

このカウンタは、非アクティブで、ビデオ会議デバイス上でまだ使用

可能なビデオ会議の数を表します。

ConferencesAvailable

このカウンタは、ビデオ会議デバイス上に割り当てられ、開放された

ビデオ会議の総数を表します。会議は、最初のコールがブリッジに接

続されたときに開始します。会議は、最後のコールがブリッジから接

続解除されたときに完了します。

ConferencesCompleted

このカウンタは、ビデオ会議デバイスに対して設定されているビデオ

会議の総数を表します。

ConferencesTotal

このカウンタは、ビデオ会議デバイスからビデオ会議の開始を試行し

て、許可されているアクティブな会議の最大数（TotalConferencesカウ
ンタで指定）をデバイスがすでに使用しているために失敗した回数の

合計を表します。

OutOfConferences

このカウンタは、ビデオ会議デバイスから会議リソースの割り当てを

試行して、すべてのリソースがすでに使用中であるなどの理由で失敗

した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス上で現在アクティブな

（使用中の）リソースの総数を表します。参加者 1名につき、1つの
リソースが使用されます。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、ビデオ会議ブリッジデバイスへの

追加の参加者を処理するデバイスでまだ使用可能なリソースの総数を

表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス上に設定されているリ

ソースの総数を表します。参加者 1名につき、1つのリソースが使用
されます。

ResourceTotal
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Cisco Web Dialer
Cisco Web Dialerオブジェクトは、Cisco Web Dialerアプリケーションと Redirector Servletに関する
情報を提供します。次の表には、Cisco Web Dialerのカウンタについての情報が含まれます。

表 47：Cisco Web Dialer

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoWebDialerアプリケーションが正常に完了した
Make Call要求と End Call要求の数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、失敗したMake Call要求と End Call要求の数を表し
ます。

CallsFailed

このカウンタは、サービスを最後に開始してから Redirector Servletが
処理した HTTPセッションの総数を表します。

RedirectorSessionsHandled

このカウンタは、現在RedirectorServletによって処理されているHTTP
セッションの数を表します。

RedirectorSessionsInProgress

このカウンタは、Web Dialer Servletが正常に完了したMake Call要求
と End Call要求の数を表します。

RequestsCompleted

このカウンタは、失敗したMake Call要求と End Call要求の数を表し
ます。

RequestsFailed

このカウンタは、サービスを最後に開始してからCiscoWebDialerServlet
が処理した CTIセッションの総数を表します。

SessionsHandled

このカウンタは、CiscoWebDialer Servletが現在処理しているCTIセッ
ションの数を表します。

SessionsInProgress

Cisco WSM Connector
WSMオブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerに設定されているWSMConnectors
の情報を提供します。各WSMConnectorは、物理的なMotorola WSMデバイスを表します。次の
表には、Cisco WSM Connectorカウンタについての情報が含まれます。
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表 48：Cisco WSM Connector

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で現在アクティブな（使
用中の）コールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で試行されたコールの数
を表します。成功したコールの試行と失敗したコールの試行の両方が

含まれます。

CallsAttempted

このカウンタは、WSMConnectorデバイスを介して接続された（音声
パスが確立された）コールの数を表します。このカウンタは、コール

が終了したときに増加します。

CallsCompleted

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で現在進行中のコールの
数を表します。この数にはすべてのアクティブコールが含まれます。

CallsInProgressの数が CallsActiveの数と等しい場合は、すべてのコー
ルが接続されていることを示します。

CallsInProgress

このカウンタは、WSMに登録された DMMS加入者の数を表します。DMMSRegistered

システムの PerfMon オブジェクトと PerfMon カウンタ
ここでは、Cisco Unified Communications Managerシステムの PerfMonオブジェクトと PerfMonカ
ウンタについて説明します。

Cisco Tomcat Connector
Tomcatハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）/HTTP Secure（HTTPS）Connectorオブジェク
トは、Tomcatコネクタについての情報を提供します。Tomcat HTTPコネクタは、要求を受信して
応答を送信するエンドポイントを表します。このコネクタは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
に関連したWebページへのアクセス時に発生する HTTP/HTTPS要求の処理と HTTP/HTTPS応答
の送信を行います。Webアプリケーションでの URLのセキュアソケットレイヤ（SSL）ステー
タスは、各TomcatHTTPConnectorのインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合は
https://<IP Address>:8443、非SSLの場合はhttp://<IP Address>:8080になります。
次の表に、Tomcat HTTP Connectorカウンタについての情報を示します。
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表 49：Cisco Tomcat Connector

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、コネクタで発生したHTTPエラー（401（未認証）な
ど）の総数を表します。Tomcat HTTPコネクタは、要求を受信して応
答を送信するエンドポイントを表します。このコネクタは、CiscoUnified
Communications Managerに関連したウィンドウへのアクセス時に発生
するHTTP/HTTPS要求の処理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。
Webアプリケーションでの URLの Secure Socket Layer（SSL）ステー
タスは、各 Tomcat HTTP Connectorのインスタンス名の基準になりま
す。たとえば、SSLの場合は https://<IP Address>:8443、非
SSLの場合は http://<IP Address>:8080になります。

Errors

このカウンタは、コネクタが受信したデータの量を表します。Tomcat
HTTPコネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイントを
表します。このコネクタは、Cisco Unified Communications Managerに
関連したウィンドウへのアクセス時に発生するHTTP/HTTPS要求の処
理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。Webアプリケーションでの
URLの Secure Socket Layer（SSL）ステータスは、各 Tomcat HTTP
Connectorのインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合
は https://<IP Address>:8443、非 SSLの場合は http://<IP
Address>:8080になります。

MBytesReceived

このコネクタは、コネクタが送信したデータの量を表します。Tomcat
HTTPコネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイントを
表します。このコネクタは、Cisco Unified Communications Managerに
関連したウィンドウへのアクセス時に発生するHTTP/HTTPS要求の処
理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。Webアプリケーションでの
URLの Secure Socket Layer（SSL）ステータスは、各 Tomcat HTTP
Connectorのインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合
は https://<IP Address>:8443、非 SSLの場合は http://<IP
Address>:8080になります。

MBytesSent

このカウンタは、コネクタが処理した要求の総数を表します。Tomcat
HTTPコネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイントを
表します。このコネクタは、Cisco Unified Communications Managerに
関連したウィンドウへのアクセス時に発生するHTTP/HTTPS要求の処
理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。Webアプリケーションでの
URLの Secure Socket Layer（SSL）ステータスは、各 Tomcat HTTP
Connectorのインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合
は https://<IP Address>:8443、非 SSLの場合は http://<IP
Address>:8080になります。

Requests
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能なスレッドと使用中のスレッドを含む、コ

ネクタの要求処理スレッドの現在の総数を表します。Tomcat HTTPコ
ネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイントを表します。

このコネクタは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerに関連したウィ
ンドウへのアクセス時に発生する HTTP/HTTPS要求の処理と
HTTP/HTTPS応答の送信を行います。WebアプリケーションでのURL
のSecure Socket Layer（SSL）ステータスは、各TomcatHTTPConnector
のインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合は
https://<IP Address>:8443、非 SSLの場合は http://<IP
Address>:8080になります。

ThreadsTotal

このカウンタは、コネクタの要求処理スレッドの最大数を表します。

Cisco Unified Communications Manager関連のウィンドウで着信する各
要求は、その要求の期間中、1つのスレッドを必要とします。現在使
用可能な要求処理スレッドで処理できる数以上の同時要求を受信する

と、このカウンタに示される設定最大数まで追加のスレッドが作成さ

れます。さらに別の同時要求を受信すると、それらの要求は、内部で

指定された最大数になるまで、コネクタで作成されたサーバソケット

内に累積されます。それより多い同時要求は、それらの要求を処理す

るリソースが使用可能になるまで、接続拒否メッセージを受け取りま

す。

Tomcat HTTPコネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイ
ントを表します。このコネクタは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
に関連したウィンドウへのアクセス時に発生するHTTP/HTTPS要求の
処理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。Webアプリケーションで
の URLの Secure Socket Layer（SSL）ステータスは、各 Tomcat HTTP
Connectorのインスタンス名の基準になります。たとえば、SSLの場合
は https://<IP Address>:8443、非 SSLの場合は http://<IP
Address>:8080になります。

ThreadsMax

このカウンタは、コネクタのビジー状態/使用中の要求処理スレッドの
現在の数を表します。Tomcat Connectorは、要求を受信して応答を送
信するエンドポイントを表します。このコネクタは、Cisco Unified
Communications Managerに関連したWebページへのアクセス時に発生
するHTTP/HTTPS要求の処理とHTTP/HTTPS応答の送信を行います。
Webアプリケーションでの URLの Secure Socket Layer（SSL）ステー
タスは、各 Tomcat Connectorのインスタンス名の基準になります。た
とえば、SSLの場合は https://<IP Address>:8443、非 SSLの場
合は http://<IP Address>:8080になります。

ThreadsBusy
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Cisco Tomcat JVM
Cisco Tomcat Java Virtual Machine（JVM）オブジェクトは、Tomcat JVMに関する情報を提供しま
す。これは、特に、Cisco Unified CMの管理、Cisco Unified Serviceability、Cisco Unity Connection
Administrationなどの、Cisco Unified Communications Managerに関連するWebアプリケーションで
使用される共通リソースメモリのプールを表します。次の表に、Tomcat JVMカウンタについて
の情報を示します。

表 50：Tomcat JVM

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロック
（ヒープメモリ）の空き容量を表します。動的メモリブロックには、

TomcatとそのWebアプリケーション（Cisco Unified CMの管理、Cisco
Unified Serviceability、および Cisco Unity Connectionなど）で作成され
るすべてのオブジェクトが保存されます。動的メモリの空き容量が少

なくなると、追加のメモリが自動的に割り当てられ、

（KbytesMemoryTotalカウンタによって表される）合計メモリサイズ
が、（KbytesMemoryMaxカウンタによって表される）最大容量まで増
加します。使用中のメモリ容量は、KbytesMemoryTotalから
KBytesMemoryFreeの値を減算することで判断できます。

KBytesMemoryFree

このカウンタは、Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロック
（ヒープメモリ）の空き容量を表します。動的メモリブロックには、

TomcatとそのWebアプリケーション（Cisco Unified CMの管理、Cisco
Unified Serviceability、および Cisco Unity Connectionの管理など）で作
成されるすべてのオブジェクトが保存されます。

KBytesMemoryMax

このカウンタは、空きメモリと使用中メモリを含む、Tomcat JavaVirtual
Machineの現在の動的メモリブロックの合計サイズを表します。動的
メモリブロックには、TomcatとそのWebアプリケーション（Cisco
Unified CMの管理、Cisco Unified Serviceability、および Cisco Unity
Connectionの管理など）で作成されるすべてのオブジェクトが保存さ
れます。

KBytesMemoryTotal

Cisco Tomcat Web Application
Cisco Tomcat Web Applicationオブジェクトは、Cisco Unified Communications ManagerのWebアプ
リケーションを実行する方法についての情報を提供します。WebアプリケーションのURLは、各
Tomcat Web Applicationのインスタンス名の基準になります。たとえば、Cisco Unified CM
Administration（https://<IP Address>:8443/ccmadmin）は、ccmadminによって識別され、
Cisco Unified Serviceabilityは ccmserviceによって識別されます。Cisco Unified Communications
Managerのユーザオプションは ccmuserによって識別され、Cisco Unity Connection Administration
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（https://<IP Address>:8443/cuadmin）は、cuadminによって識別されます。また拡張子
を持たない URL（https://<IP Address>:8443または http://<IP Address>:8080な
ど）は、_rootによって識別されます。次の表に、Tomcat Web Applicationカウンタについての情
報を示します。

表 51：Tomcat Web Application

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerに関連したWebアプ
リケーションで発生したHTTPエラー（401未認証など）の総数を表します。
Webアプリケーションの URLは、各 Tomcat Web Applicationのインスタンス
名の基準になります。たとえば、Cisco Unified CM Administration
（https://<IP Address>:8443/ccmadmin）は、ccmadminによって識
別され、CiscoUnified Serviceabilityは ccmserviceによって識別されます。Cisco
Unified CommunicationsManagerのユーザオプションは ccmuserによって識別
され、Cisco Unity Connection Administration（https://<IP
Address>:8443/cuadmin）は、cuadminによって識別されます。また拡張
子を持たない URL（https://<IP Address>:8443または http://<IP
Address>:8080など）は、_rootによって識別されます。

Errors

このカウンタは、Webアプリケーションが処理する要求の総数を表します。
Requestsカウンタは、Webアプリケーションにアクセスするたびに増加しま
す。Webアプリケーションの URLは、各 Tomcat Web Applicationのインスタ
ンス名の基準になります。たとえば、Cisco Unified CM Administration
（https://<IP Address>:8443/ccmadmin）は、ccmadminによって識
別され、CiscoUnified Serviceabilityは ccmserviceによって識別されます。Cisco
Unified CommunicationsManagerのユーザオプションは ccmuserによって識別
され、Cisco Unity Connection Administration（https://<IP
Address>:8443/cuadmin）は、cuadminによって識別されます。また拡張
子を持たない URL（https://<IP Address>:8443または http://<IP
Address>:8080など）は、_rootによって識別されます。

Requests

このカウンタは、Webアプリケーションが現在アクティブ（使用中）になっ
ているセッション数を表します。WebアプリケーションのURLは、各Tomcat
WebApplicationのインスタンス名の基準になります。たとえば、CiscoUnified
CM Administration（https://<IP Address>:8443/ccmadmin）は、
ccmadminによって識別され、Cisco Unified Serviceabilityは ccmserviceによっ
て識別されます。Cisco Unified Communications Managerのユーザオプション
は ccmuserによって識別され、Cisco Unity Connection Administration
（https://<IP Address>:8443/cuadmin）は、cuadminによって識別
されます。また拡張子を持たない URL（https://<IP Address>:8443
またはhttp://<IP Address>:8080など）は、_rootによって識別されま
す。

SessionsActive
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Database Change Notification Client
Database Change Notification Clientオブジェクトは、変更通知クライアントについての情報を提供
します。次の表に、Database Change Notification Clientカウンタについての情報を示します。

表 52：Database Change Notification Client

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、処理されたデータベース変更通知の数を表します。

このカウンタは、15秒ごとに更新されます。
MessagesProcessed

このカウンタは、現在処理中、またはこのクライアントの変更通知

キューで処理待ち状態にある変更通知メッセージの数を表します。こ

のカウンタは、15秒ごとに更新されます。

MessagesProcessing

このカウンタは、変更通知キューへのヘッドポインタを表します。

ヘッドポインタは、変更通知キュー内の開始ポイントとして機能しま

す。キュー内の通知数は、テールポインタ値からヘッドポインタ値を

減算することで判断できます。デフォルトでは、このカウンタは15秒
ごとに更新されます。

QueueHeadPointer

このカウンタは、このクライアントで処理される変更通知メッセージ

の最大数を表します。このカウンタは、Cisco Database Layer Monitor
サービスの最後の再起動時から累積されます。

QueueMax

このカウンタは、変更通知キューへのテールポインタを表します。

テールポインタは、変更通知キュー内の終了ポイントを表します。

キュー内の通知数は、テールポインタ値からヘッドポインタ値を減算

することで判断できます。デフォルトでは、このカウンタは15秒ごと
に更新されます。

QueueTailPointer

このカウンタは、クライアントが登録しているテーブルの数を表しま

す。

TablesSubscribed

Database Change Notification Server
Database Change Notification Serverオブジェクトは、さまざまな変更通知関連の統計情報を提供し
ます。次の表に、Database Change Notification Serverカウンタについての情報を示します。
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表 53：Database Change Notification Server

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、変更を通知するために登録されている変更通知クラ

イアント（サービス/サーブレット）の数を表します。
Clients

このカウンタは、変更通知プロセスで処理するメッセージがあるにも

かかわらず、メッセージが処理されていない時間を秒単位で表します。

この条件は、次の場合に当てはまります。

• Change Notification Requests Queued in Database
（QueuedRequestsInDB）と Change Notification Requests Queued in
Memory（QueuedRequestsInMemory）がゼロではない場合、また
は

• Latest Change Notification Messages Processedのカウントが変更さ
れていない場合のいずれか。

この条件は、15秒ごとに確認されます。

Queue Delay

このカウンタは、（共有メモリのキューに入らずに）直接TCP/IP接続
を介して通知された、DBCNQueue（DatabaseChangeNotificationQueue）
テーブルに存在する変更通知レコードの数を表します。このカウンタ

は、15秒ごとに更新されます。

QueuedRequestsInDB

このカウンタは、共用メモリのキューに入る変更通知要求の数を表し

ます。

QueuedRequestsInMemory

Database Change Notification Subscription
DatabaseChangeNotificationSubscriptionオブジェクトは、クライアントが変更通知を受信するテー
ブルの名前を表示します。

SubscribedTableオブジェクトは、変更通知を受信するサービスまたはサーブレットを含んだテー
ブルを表示します。カウンタは増加しないため、この表示は参考目的のみに使用されます。

Database Local DSN
Database Local Data Source Name（DSN）オブジェクトと LocalDSNカウンタは、ローカルマシン
の DSN情報を提供します。次の表に、Database Local DSNについての情報を示します。
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表 54：Database Local Data Source Name

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、消費されている Ccm DbSpaceの容量を表します。CcmDbSpace_Used

このカウンタは、消費されている Ccmtemp DbSpaceの容量を表しま
す。

CcmtempDbSpace_Used

このカウンタは、消費された CN dbspaceの比率を表します。CNDbSpace_Used

このカウンタは、ローカルマシンから参照されているデータソース名

（DSN）を表します。
LocalDSN

このカウンタは、空きのある共有メモリの合計を表します。SharedMemory_Free

このカウンタは、使用されている共有メモリの合計を表します。SharedMemory_Used

このカウンタは、消費されている RootDbSpaceの容量を表します。RootDbSpace_Used

DB User Host Information カウンタ
DBUserHost Informationオブジェクトは、DBUserHostについての情報を提供します。DB:User:Host
Instanceオブジェクトは、DB:User:Hostの各インスタンスの接続数を表示します。

Enterprise Replication DBSpace Monitors
Enterprise Replication DBSpace Monitorsオブジェクトは、さまざまな ER DbSpaceの使用状況を表
示します。次の表に、Enterprise Replication DB Monitorsについての情報を示します。

表 55：Enterprise Replication DBSpace Monitors

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、消費された Enterprise Replication DbSpaceの容量を表
します。

ERDbSpace_Used

このカウンタは、消費された ERDbSpaceの容量を表します。ERSBDbSpace_Used
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Enterprise Replication Perfmon Counters
Enterprise Replication Perfmon Counterオブジェクトは、さまざまな複製カウンタについての情報を
提供します。ServerName:ReplicationQueueDepthカウンタは、サーバ名に続いて、複製キューの項
目数を表示します。

IP
IPオブジェクトは、システムの IP統計についての情報を提供します。次の表に、IPカウンタにつ
いての情報を示します。

表 56：IP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このエンティティで生成された IPデータグラムフ
ラグメントの数を表します。

Frag Creates

このカウンタは、Do not Fragmentフラグが設定されたデータグラムの
場合など、データグラムをフラグメント化できなかったためにこのエ

ンティティで破棄された IPデータグラムの数を表します。

Frag Fails

このカウンタは、このエンティティで正常にフラグメント化された IP
データグラムの数を表します。

Frag OKs

このカウンタは、IPユーザプロトコルに配信された入力データグラム
の数を表します。これにはインターネット制御メッセージプロトコル

（ICMP）が含まれます。

In Delivers

このカウンタは、問題が発生していなくても破棄された入力 IPデータ
グラムの数を表します。バッファ領域の不足が考えられる原因の 1つ
です。このカウンタには、再構成の待機中に破棄されたデータグラム

の数は含まれていません。

In Discards

このカウンタは、ヘッダーエラーによって破棄された入力データグラ

ムの数を表します。これには、不正なチェックサム、バージョン番号

の不一致、他の形式エラー、存続可能時間の超過、および IPオプショ
ンの処理中に発見されたその他のエラーが含まれます。

In HdrErrors

このカウンタは、すべてのネットワークインターフェイスから受信さ

れた入力データグラムの数を表します。このカウンタには、エラーと

共に受信されたデータグラムも含まれます。

In Receives

このカウンタは、正常に受信されたものの、プロトコルが不明または

サポートされないために廃棄されたローカルアドレス宛てのデータグ

ラムの数を表します。

In UnknownProtos
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、受信された着信 IPデータグラムの数および送信され
た発信 IPデータグラムの数を表します。

InOut Requests

このカウンタは、送信されずに破棄された出力 IPデータグラムの数を
表します。バッファ領域の不足が考えられる原因の 1つです。

Out Discards

このカウンタは、ICMPを含むローカル IPプロトコルが、要求送信で
IPに与える IPデータグラムの総数を表します。このカウンタには、
ForwDatagramsでカウントされたデータグラムの数は含まれません。

Out Requests

このカウンタは、タイムアウトやエラーなど、IP再構成アルゴリズム
によって検出された IP再構成の失敗の回数を表します。このカウンタ
は、破棄された IPフラグメントの数を表しません。RFC 815のアルゴ
リズムなどの一部のアルゴリズムでは、受信するときにフラグメント

を結合するので、フラグメントの数を追跡できなくなる可能性がある

ためです。

Reasm Fails

このカウンタは、正常に再構成された IPデータグラムの数を表しま
す。

Reasm OKs

このカウンタは、このエンティティで再構成が必要だった受信 IPフラ
グメントの数を表します。

Reasm Reqds

Memory
Memoryオブジェクトは、サーバの物理メモリとスワップメモリの使用状況についての情報を提
供します。次の表に、Memoryカウンタについての情報を示します。

表 57：Memory

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムの物理メモリの使用率を比率で表示します。

カウンタの値は、(Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached
KBytes + Shared KBytes) / Total KBytesで計算される値と等しく、Used
KBytes / Total KBytesで計算される値にも一致します。

%Mem Used

このカウンタは、アクティブなページの比率を表します。% Page Usage
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムの仮想メモリの使用率を比率で表示します。

カウンタの値は、（Total KBytes - Free KBytes - Buffers KBytes - Cached
KBytes + Shared KBytes + Used Swap Kbytes） /（Total KBytes + Total
Swap Kbytes）で計算される値と等しく、Used VM KBytes / Total VM
Kbytesで計算される値にも一致します。

% VM Used

このカウンタは、システムのバッファ容量をキロバイト単位で表しま

す。

Buffers KBytes

このカウンタは、キャッシュされたメモリの容量をキロバイト単位で

表します。

Cached KBytes

このカウンタは、システムで使用可能なメモリの総量をキロバイト単

位で表します。

Free KBytes

このカウンタは、システムで使用可能な空きスワップ領域の容量をキ

ロバイト単位で表します。

Free Swap KBytes

このカウンタは、システムによるページフォールト（メジャーとマイ

ナーの両方）の 1秒あたりの件数を表します（2.5以降のカーネルの
み）。一部のページフォールトは I/Oがなくても解決できるため、こ
の数は I/Oを生成したページフォールトのカウントと一致しない場合
があります。

Faults Per Sec

このカウンタは、カーネルの低（非ページ）メモリの合計を表します。Low Total

このカウンタは、カーネルの低（非ページ）メモリの空き容量の合計

を表します。

Low Free

このカウンタは、システムによるメジャーページフォールトの 1秒あ
たりの件数を表します（2.5以降のカーネルのみ）。メジャーページ
フォールトとは、ディスクからメモリページをロードする必要がある

ページフォールトを指します。

Major Faults Per Sec

このカウンタは、ディスクからページインしたページの数と、ディス

クにページアウトしたページの数の合計を表します。

Pages

このカウンタは、ディスクからページインされたページの数を表しま

す。

Pages Input

このカウンタは、ディスクから入力された 1秒あたりのページのサイ
ズの合計をキロバイト単位で表します。

Pages Input Per Sec
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ディスクにページアウトされたページの数を表しま

す。

Pages Output

このカウンタは、ディスクに出力された 1秒あたりのページのサイズ
の合計をキロバイト単位で表します。

Pages Output Per Sec

このカウンタは、システムの共有メモリの容量をキロバイト単位で表

します。

Shared KBytes

このカウンタは、システムのメモリの総量をキロバイト単位で表しま

す。

Total KBytes

このカウンタは、システムのスワップ領域の総量をキロバイト単位で

表します。

Total Swap KBytes

このカウンタは、使用中のシステム物理メモリとスワップ領域（Total
Kbytes + Total Swap Kbytes）の総量をキロバイト単位で表します。

Total VM KBytes

このカウンタは、使用中のシステム物理メモリの容量をキロバイト単

位で表します。UsedKBytesカウンタの値は、TotalKBytes - FreeKBytes
- Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared Kbytesで計算されます。Linux
環境では、topまたは freeコマンド出力に表示される Used Kbytesの値
は、Total KBytes - FreeKBytesで計算される値に等しく、BuffersKBytes
と Cached Kbytesの合計値も含みます。

Used KBytes

このカウンタは、システムで使用中のスワップ領域の容量をキロバイ

ト単位で表します。

Used Swap KBytes

このカウンタは、システム物理メモリと、使用中のスワップ領域の容

量をキロバイト単位で表します。値は、Total KBytes - Free KBytes -
Buffers KBytes - Cached KBytes + Shared KBytes + Used Swap Kbytesで計
算されます。この値は、UsedMemKBytes +Used SwapKbytesで計算さ
れる値と一致します。

Used VM KBytes

Network Interface
Network Interfaceオブジェクトは、システムのネットワークインターフェイスについての情報を
提供します。次の表に、Network Interfaceカウンタについての情報を示します。
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表 58：Network Interface

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、インターフェイスで受信したフレーミング文字を含

めたバイト数を表します。

Rx Bytes

このカウンタは、エラーは検出されなかったものの、破棄するように

選択されたインバウンドパケットの数を表します。これによって、上

位層のプロトコルにパケットが配信されなくなります。パケットを破

棄してバッファ領域を開放することなどが理由として挙げられます。

Rx Dropped

このカウンタは、エラーのために上位層のプロトコルに配信できなかっ

たインバウンドパケット（パケット指向インターフェイス）の数と、

インバウンド送信ユニット（文字指向または固定長インターフェイス）

の数を表します。

Rx Errors

このカウンタは、このインターフェイスで受信したマルチキャストパ

ケットの数を表します。

Rx Multicast

このカウンタは、このサブレイヤが上位サブレイヤに配信したパケッ

トの数を表します。この数には、このサブレイヤでマルチキャストま

たはブロードキャストアドレスにアドレス指定されたパケットは含ま

れていません。

Rx Packets

このカウンタは、受信（Rx）バイトと送信（Tx）バイトの総数を表し
ます。

Total Bytes

このカウンタは、Rxパケットと Txパケットの総数を表します。Total Packets

このカウンタは、インターフェイスから送信されたフレーミング文字

を含むオクテットの総数を表します。

Tx Bytes

このカウンタは、エラーは検出されなかったものの、破棄するように

選択されたアウトバウンドパケットの数を表します。これによって、

上位層のプロトコルにパケットが配信されなくなります。パケットを

破棄してバッファ領域を開放することなどが理由として挙げられます。

Tx Dropped

このカウンタは、エラーのために送信できなかったアウトバウンドパ

ケット（パケット指向インターフェイス）の数と、アウトバウンド送

信ユニット（文字指向または固定長インターフェイス）の数を表しま

す。

Tx Errors
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、破棄されたものや送信されなかったものも含め、上

位レベルのプロトコルが送信を要求したパケットの総数を表します。

この数には、このサブレイヤでマルチキャストまたはブロードキャス

トアドレスにアドレス指定されたパケットは含まれていません。

Tx Packets

このカウンタは、出力パケットキューの長さを（パケット単位で）表

します。

Tx QueueLen

Number of Replicates Created and State of Replication
Number of Replicates Created and State of Replicationオブジェクトは、システムのリアルタイム複製
についての情報を提供します。次の表に、Replicationカウンタについての情報を示します。

表 59：Number of Replicates Created and State of Replication

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Informixが DBテーブル用に作成した複製の数を表
示します。このカウンタは、複製のセットアップ中の情報を表示しま

す。

Number of Replicates Created

このカウンタは、複製の状態を示します。次の値が使用されます。

• 0：初期化中。サーバが定義されていない場合、またはサーバは
定義されていてもテンプレートが完了していない場合、カウンタ

の値は 0になります。

• 1：複製セットアップスクリプトがこのノードから起動しました。
CLIで utils dbreplicationステータスを実行し、エラーの発生場所
と発生原因を特定することを推奨します。

• 2：複製は正しく機能しています。

• 3：複製は正しく機能していません。カウンタの値が 3の場合、
クラスタ内の複製が正しく機能していないことを示します。これ

は、クラスタ内の特定のサーバ上で複製が失敗したことを示すも

のではありません。CLIで utils dbreplicationステータスを実行し、
エラーの発生場所と発生原因を特定することを推奨します。

• 4：複製のセットアップに失敗しました。

Replicate_State

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
174

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool のトレース PerfMon カウンタおよびアラート
システムの PerfMon オブジェクトと PerfMon カウンタ



Partition
Partitionオブジェクトは、システムのファイルシステムとその使用状況についての情報を提供し
ます。次の表に、Partitionカウンタについての情報を示します。予備パーティションが存在する場
合、これらのカウンタはそのパーティションで使用することができます。

表 60：Partition

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ディスクに対して発行された I/O要求の処理にかかっ
た CPU時間を比率で表します。このカウンタは、カウンタの値が -1
になると無効になります。

% CPU Time

このカウンタは、このファイルシステムで使用中のディスク領域を比

率で表します。

% Used

このカウンタは使用されません。このカウンタの代わりに Await Read
Timeカウンタが使用されます。このカウンタは、カウンタの値が -1
になると無効になります。

%Wait in Read

このカウンタは使用されません。このカウンタの代わりに Await Write
Timeカウンタが使用されます。このカウンタは、カウンタの値が -1
になると無効になります。

%Wait in Write

このカウンタは、サービス対象のデバイスに対して発行する読み取り

要求の平均所要時間をミリ秒単位で表します。このカウンタは、カウ

ンタの値が -1になると無効になります。

Await Read Time

このカウンタは、サービス対象のデバイスに対して発行する I/O要求
の平均所要時間をミリ秒単位で表します。これは、要求がキュー内に

存在する時間と、要求を処理する時間の合計です。このカウンタは、

カウンタの値が -1になると無効になります。

Await Time

このカウンタは、サービス対象のデバイスに対して発行する書き込み

要求の平均所要時間をミリ秒単位で表します。このカウンタは、カウ

ンタの値が -1になると無効になります。

Await Write Time

このカウンタは、ディスクに発行された要求の平均キュー長を表しま

す。このカウンタは、カウンタの値が -1になると無効になります。
キューの長さ（Queue Length）

このカウンタは、ディスクから読み取られた 1秒あたりのデータ量を
バイト単位で表します。

Read Bytes Per Sec

このカウンタは、このファイルシステムのディスク領域全体の容量を

メガバイト単位で表します。

Total Mbytes
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このファイルシステムで使用中のディスク領域の容

量をメガバイト単位で表します。

Used Mbytes

このカウンタは、ディスクに書き込まれた 1秒あたりのデータ量をバ
イト単位で表します。

Write Bytes Per Sec

Process
Processオブジェクトは、システムで実行されているプロセスについての情報を提供します。次の
表に、Processカウンタについての情報を示します。

表 61：Process

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後に更新してから経過したCPU時間におけるタス
ク占有率を、合計 CPU時間に対する比率で表します。

% CPU Time

このカウンタは、タスクが現在使用している物理メモリを比率で表し

ます。

%MemoryUsage

このカウンタは、タスクメモリステータスのスタックサイズを表し

ます。

Data Stack Size

このカウンタは、タスクの Nice値を表します。負の Nice値はプロセ
スの優先順位が高いことを示し、正のNice値はプロセスの優先順位が
低いことを表します。Nice値が 0の場合、タスクの割り当てを判断す
るときに優先順位を調整しないでください。

Nice

このカウンタは、タスクで発生し、データをメモリにロードすること

が必要になったメジャーページフォールトの数を表します。

Page Fault Count

このカウンタは、タスク固有のプロセス IDを表します。この IDは定
期的にラッピングされますが、値が 0になることはありません。

PID
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、次のプロセスステータスを表示します。

• 0：実行中

• 1：スリープ中

• 2：割り込み不能ディスクスリープ

• 3：ゾンビ

• 4：停止

• 5：呼び出し中

• 6：不明

Process Status

このカウンタは、タスクが使用している共有メモリの容量（キロバイ

ト）を表示します。他のプロセスが同じメモリを共有することも可能

です。

Shared Memory Size

このカウンタは、このプロセスがカーネルモードでスケジューリング

したシステム時間（STime）を jiffy単位で表示します。jiffyは CPU時
間の 1単位に相当し、測定単位として使用されます。1秒は 100 jiffy
です。

STime

このカウンタは、タスクで現在グループ化されているスレッドの数を

表示します。負の値（-1）は、このカウンタが現在使用不可になって
いることを示します。これは、システムのプロセスとスレッドの数の

合計がデフォルトのしきい値を超過したために、スレッド統計情報

（Threadオブジェクトのすべてのパフォーマンスカウンタ、および
Processオブジェクトの Thread Countカウンタを含む）がオフになった
場合に発生します。

Thread Count

このカウンタは、タスクの開始以降、タスクがユーザモードとカーネ

ルモードで使用した合計 CPU時間を jiffy単位で表示します。jiffyは
CPU時間の1単位に相当し、測定単位として使用されます。1秒は100
jiffyです。

Total CPU Time Used

このカウンタは、タスクがユーザモードでスケジューリングした時間

を jiffy単位で表示します。
UTime

このカウンタは、タスクでのヒープの仮想メモリ使用状況をキロバイ

ト（KB）単位で表示します。
VmData

このカウンタは、現在の物理メモリにおける仮想メモリ（Vm）常駐
セットサイズ（RSS）をキロバイト（KB）単位で表示します。これに
は、コード、データ、およびスタックが含まれます。

VmRSS
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、タスクでの仮想メモリの合計使用量をキロバイト

（KB）単位で表示します。これには、すべてのコード、データ、共有
ライブラリ、およびスワップアウトされたページが含まれます（仮想

イメージ =スワップサイズ +常駐サイズ）。

VmSize

このカウンタは、プロセスが待機しているチャネル（システムコー

ル）を表示します。

Wchan

Processor
Processorオブジェクトは、さまざまなプロセッサ時間の使用状況を比率で提供します。次の表に、
Processorカウンタについての情報を示します。

表 62：Processor

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後に更新してから経過したCPU時間における、ア
イドル時間を除いたプロセッサの占有率を表示します。この占有率は、

合計 CPU時間に対する比率で表されます。

% CPU Time

このカウンタは、プロセッサがアイドル状態になっており、未処理の

ディスク I/O要求が存在しなかった時間を比率で表示します。
Idle Percentage

このカウンタは、システムに未処理のディスク I/O要求が存在し、同
時にプロセッサがアイドル状態になっていた時間を比率で表します。

IOwait Percentage

このカウンタは、デバイスに割り当てられる割り込み要求を実行する

ためにプロセッサが費やす時間（プロセッサがコンピュータに信号を

送信するために費やす時間を含む）を比率で表します。

Irq Percentage

このカウンタは、プロセッサが、Nice優先順位に従ってユーザレベル
で実行するために費やす時間を比率で表示します。

Nice Percentage

このカウンタは、プロセッサが、CPUのパフォーマンスを向上させる
ために、ソフト IRQの実行とタスク切り替えの延期に費やす時間を比
率で表します。

Softirq Percentage

このカウンタは、プロセッサがシステム（カーネル）レベルでプロセ

スを実行している時間を比率で表示します。

System Percentage

このカウンタは、プロセッサがユーザ（アプリケーション）レベルで

通常のプロセスを実行している時間を比率で表示します。

User Percentage
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System
Systemオブジェクトは、システムのファイル記述子についての情報を提供します。次の表に、
Systemカウンタについての情報を示します。

表 63：System

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、割り当てられたファイル記述子の総数を表します。Allocated FDs

このカウンタは、システムで現在使用中のファイル記述子の数を表し

ます。

Being Used FDs

このカウンタは、システム上で割り当てられているファイル記述子の

うち、開放されているファイル記述子の総数を表します。

Freed FDs

このカウンタは、システムで許可されているファイル記述子の最大数

を表します。

Max FDs

このカウンタは、システムが稼働している合計時間を jiffy単位で表し
ます。

Total CPU Time

このカウンタは、システム上のプロセスの総数を表します。Total Processes

このカウンタは、システム上のスレッドの総数を表します。Total Threads

TCP
TCPオブジェクトは、システムのTCP統計についての情報を提供します。次の表に、TCPカウン
タについての情報を示します。

表 64：TCP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TCP接続が CLOSED状態から SYS-SENT状態へ直
接遷移した回数を表示します。

Active Opens

このカウンタは、TCP接続が SYN-RCVDまたは SYN-RCVDのいずれ
かの状態から CLOSED状態に直接遷移した回数と、TCP接続が
SYS-RCVD状態から LISTEN状態に直接遷移した回数の合計を表示し
ます。

Attempt Fails
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在 ESTABLISHED状態または CLOSE-WAIT状態
になっている TCP接続の数を表示します。

Curr Estab

このカウンタは、TCP接続が、ESTABLISHEDまたは CLOSE-WAIT
のいずれかの状態から CLOSED状態に直接遷移した回数を表示しま
す。

Estab Resets

このカウンタは、受信したセグメント（エラー受信したセグメントを

含む）の総数を表示します。この数には、現在確立されている接続で

受信したセグメントのみが含まれます。

In Segs

このカウンタは、送信したセグメントの総数と受信したセグメントの

総数を表示します。

InOut Segs

このカウンタは、送信したセグメントの総数を表示します。このカウ

ントには、現在確立されている接続で送信されるセグメントのみが含

まれますが、再送信されたオクテットは除外されます。

Out Segs

このカウンタは、TCP接続が LISTEN状態から SYN-RCVD状態に直
接遷移した回数を表示します。

Passive Opens

このカウンタは、以前に送信されたオクテットが 1つ以上含まれてい
るために再送信されたセグメントの総数を表示します。

RetransSegs

Thread
Threadオブジェクトは、システムで実行されているスレッドの一覧を表示します。次の表に、
Threadカウンタについての情報を示します。

表 65：Thread

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後に更新してから経過した CPU時間におけるス
レッドの占有率を表示します。このカウンタは、占有率を合計CPU時
間に対する比率で表現します。

% CPU Time

このカウンタは、スレッドリーダープロセス IDを表示します。PID
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Cisco Intercompany Media Engine のパフォーマンスオブ
ジェクトおよびアラート

ここでは、新しいパフォーマンスオブジェクトと、Cisco Unified Communications Managerサーバ
および Cisco Intercompany Media Engineサーバの両方のアラートに関する情報を提供します。

関連トピック

Cisco Intercompany Media Engineサーバオブジェクト, （181ページ）
Cisco Intercompany Media Engineサーバアラート, （186ページ）
Cisco Unified Communications Managerサーバオブジェクト, （186ページ）
Cisco Unified Communications Managerサーバアラート, （189ページ）

Cisco Intercompany Media Engine サーバオブジェクト

パフォーマンスオブジェクト

Cisco IntercompanyMedia Engine機能をサポートするために、次のパフォーマンスオブジェクトを
Cisco Intercompany Media Engineサーバで使用できます。

関連トピック

IME Configuration Manager, （181ページ）
IME Server, （182ページ）
IME Server System Performance, （184ページ）

IME Configuration Manager
IME Configuration Managerオブジェクトは、IME分散キャッシュ証明書に関する情報を提供しま
す。次の表には、Cisco IME設定カウンタについての情報が含まれます。

表 66：IME Configuration Manager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、IME分散キャッシュ証明書の期限が切れるまでの
残り日数を表します。証明書は期限切れになる前に置き換える必要

があります。

このカウンタの値が 14未満になると、値が 14を上回るまで毎日 1
回アラートが生成されます。

DaysUntilCertExpiry
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IME Server
IMEServerオブジェクトは、Cisco IMEサーバに関する情報を提供します。次の表には、Cisco IME
サーバカウンタについての情報が含まれます。

表 67：IME Server

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TLSValidationThresholdに達したためにブロックされ
た検証の合計数を表します。

BlockedValidationOrigTLSLimit

このカウンタは、TLSValidationThresholdに達したためにブロックされ
た検証の合計数を表します。

BlockedValidationTermTLSLimit

このカウンタは、現在 Cisco IMEサーバに接続されている Cisco IME
クライアントの数を表します。

ClientsRegistered

このカウンタは、IME分散キャッシュの健全性を示します。表示され
る可能性がある値は次のとおりです。

• 0（赤色）：IME分散キャッシュが適切に動作していないことを
警告します。たとえば、ネットワークが分割された後に Cisco
IMEが問題を解決できない場合などです。この場合、検証の試行
が失敗する可能性があります。たとえば、Cisco IMEサービスが
ネットワークに接続されておらず、ブートストラップサーバに

到達できない場合などです。

値が赤色ステータスから変わるまで、1時間に 1回アラートが生
成されます。

• 1（黄色）：Cisco IMEネットワークで軽微な問題が発生している
ことを示します。たとえば、ブートストラップサーバ間の接続

の問題やCisco IMEネットワークのその他の問題などです（Cisco
IMEアラームを調べて、ネットワークの問題を確認してくださ
い）。

• 2（緑色）：Cisco IMEが正常に動作していて、健全と見なせるこ
とを示します。

IMEDistributedCacheHealth
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、IME分散キャッシュ内のノードの合計数の概算を示
す整数です。各物理 Cisco IMEサーバは複数のノードをホストするた
め、このカウンタは IME分散キャッシュに参加する物理 Cisco IME
サーバの数を直接表すわけではありません。このカウンタは、IME分
散キャッシュの健全性を示すことがあります。たとえば、ある日に予

想どおりの値（たとえば 300）が表示され、その次の日に値が劇的に
（たとえば 10または 2に）下落する場合は、IME分散キャッシュに
問題がある可能性があります。

IMEDistributedCacheNodeCount

この IMEサーバに接続されているCiscoUnifiedCMが IME分散キャッ
シュに書き込むことができる個別のDIDの数を表します。この数は、
IME分散キャッシュの全体的な設定と IMEサーバにインストールさ
れている IMEライセンスによって決まります。

IMEDistributedCacheQuota

この IMEサーバに現在接続されているCisco Unified CMが、登録され
たパターンで IntercompanyMedia Serviceにパブリッシュされるように
設定した固有の DID番号の総数を表します。

IMEDistributedCacheQuotaUsed

このカウンタは、Cisco IMEサーバが IME分散キャッシュに対して試
行した読み取りの総数を表します。この数は、Cisco IMEサーバが機
能しているかどうか、つまり他のノードとやり取りしているかどうか

を示すインジケータの役割を果たします。

IMEDistributedCacheReads

このカウンタは、この Cisco IMEサーバが提供する IME分散キャッ
シュストレージの量をバイト単位で表します。

IMEDistributedCacheStoredData

このカウンタは、Cisco IMEサーバが IME分散キャッシュに対して試
行した保存（パブリッシュされた番号）の総数を表します。この数

は、Cisco IMEサーバが機能しているかどうかを示すインジケータの
役割を果たします。

IMEDistributedCacheStores

このカウンタは、Cisco IMEサーバが使用しているダウンリンクイン
ターネット帯域幅の量をキロビット/秒単位で測定します。

InternetBandwidthRecv

このカウンタは、Cisco IMEサーバが使用しているアップリンクイン
ターネット帯域幅の量をキロビット/秒単位で測定します。

InternetBandwidthSend

このカウンタは、コールの受信後に Cisco IMEサーバに保存されてい
るCisco IME音声コールレコード（VCR）の総数を表します。これら
のレコードは、学習したルートの検証に使用できます。

TerminatingVCRs

このカウンタは、Cisco IMEサーバが Cisco IMEネットワーク内で着
信番号が見つかったことを理由に試行した検証の総数を表します。こ

のカウンタは、システムの使用状況の全体的な指標になります。

ValidationAttempts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムのセキュリティを高めるために引き続き

コールを待機している検証済み宛先電話番号の総数を表します。新し

いルートの学習に高レベルのセキュリティを使用する場合、CiscoIME
サーバでは、ルートの検証が複数回成功してからでないと、そのルー

トを IP経由のコールに使用することができません。このカウンタは、
使用可能な IPルートをもたらさなかった、成功した検証の数を追跡
します。

ValidationsAwaitingConfirmation

このカウンタは、学習したルートを取得するための、スケジュールさ

れた検証の試行の数を表す整数です。この値は、Cisco IMEサーバ上
の Cisco IMEサービスの未処理の作業を表します。

値が上限を上回るか下限を下回ると、アラートが生成されます。上限

に達すると、ただちにアラートが送信されます。その後、値が上限を

下回るまで、1時間に 1回アラートが送信されます。上限に達した場
合、Cisco IMEサービスは、データが期限切れになる前に未処理の作
業を完了することができなくなります。この状況が生じると、レコー

ドがドロップされ、検証が行われなくなる可能性があります。作業負

荷を減らすには、作業負荷を共有できる Cisco IMEサーバを追加しま
す。

ValidationsPending

このカウンタは、発信側が信頼できなった（つまり、発信側がブラッ

クリストに掲載されていたか、ホワイトリストに掲載されていなかっ

た）ために Cisco IMEサービスが検証の試行を拒否した回数を表しま
す。この値は、検証のブロックのために今後 VoIPコールが発生しな
い状況の数を示しています。

ValidationsBlocked

IME Server System Performance
Cisco IME System Performanceオブジェクトは、Cisco IMEサーバのパフォーマンスに関する情報
を提供します。次の表には、Cisco IMEサーバシステムのパフォーマンスカウンタについての情
報が含まれます。
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表 68：IME Server System Performance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IMEサーバ上のキューの高優先順位信号の数
を表します。高優先順位信号には、タイムアウトイベント、内部

KeepAliveメッセージ、内部プロセスの作成などが含まれます。高優
先順位イベントの数が多いとCisco IMEサービスのパフォーマンスが
低下し、検証の遅延や失敗の原因となります。このカウンタを

QueueSignalsProcessed 1-Highカウンタと併用して、Cisco IMEサーバ
上の処理の遅延を判別します。

QueueSignalsPresent 1-High

このカウンタは、Cisco IMEサーバ上のキューの通常優先順位信号の
数を表します。通常優先順位信号には、コールの検証、IME分散キャッ
シュの操作（保存や読み取りなど）などが含まれます。通常優先順位

イベントの数が多いと Cisco IMEサービスのパフォーマンスが低下
し、検証の遅延や失敗、または IME分散キャッシュ接続の中断の原
因となる可能性があります。このカウンタを QueueSignalsProcessed
2-Normalカウンタと併用して、Cisco IMEサーバ上の処理の遅延を判
別します。

高優先順位信号は、通常優先順位信号が処理を開始する前に完了する

必要があります。そのため、高優先順位カウンタを確認して、遅延が

発生する理由を正確に把握する必要があります。

QueueSignalsPresent 2-Normal

このカウンタは、Cisco IMEサーバ上のキューの低優先順位信号の数
を表します。低優先順位信号には、IME分散キャッシュのシグナリン
グやその他のイベントが含まれます。このキュー内の信号の数が多い

と、IME分散キャッシュ接続またはその他のイベントの中断の原因と
なる可能性があります。

QueueSignalsPresent 3-Low

このカウンタは、Cisco IMEサーバ上のキューの最低優先順位信号の
数を表します。このキュー内の信号の数が多いと、IME分散キャッ
シュ接続およびその他のイベントの中断の原因となる可能性がありま

す。

QueueSignalsPresent 4-Lowest

このカウンタは、Cisco IMEサービスによって 1秒間隔で処理される
高優先順位信号の数を表します。このカウンタをQueueSignalsPresent
1-Highカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別します。

QueueSignalsProcessed 1-High

このカウンタは、Cisco IMEサービスによって 1秒間隔で処理される
通常優先順位信号の数を表します。このカウンタをQueueSignalsPresent
1-Highカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別します。
高優先順位信号は通常優先順位信号の前に処理されます。

QueueSignalsProcessed 2-Normal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IMEサービスによって 1秒間隔で処理される
低優先順位信号の数を表します。このカウンタをQueueSignalsPresent
3-Lowカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別します。

QueueSignalsProcessed 3-Low

このカウンタは、Cisco IMEサービスによって 1秒間隔で処理される
最低優先順位信号の数を表します。このカウンタをQueueSignalsPresent
4-Lowestカウンタと併用して、このキューの処理の遅延を判別しま
す。

QueueSignalsProcessed 4-Lowest

このカウンタは、高、通常、低、最低のすべてのキューレベルにつ

いて、それぞれ 1秒間に Cisco IMEサービスによって処理されるすべ
てのキュー信号の合計を表します。

QueueSignalsProcessed Total

Cisco Intercompany Media Engine サーバアラート
Cisco Intercompany Media Engine機能をサポートするために、次のアラートを Cisco Intercompany
MediaEngineサーバで使用できます。詳細およびデフォルト設定については、『Cisco Intercompany
Media Engine Installation and Configuration Guide』を参照してください。

• BannedFromNetwork

• IMEDistributedCacheCertificateExpiring

• IMEDistributedCacheFailure

• IMESdlLinkOutOfService

• InvalidCertificate

• InvalidCredentials

• MessageOfTheDay

• SWUpdateRequired

• TicketPasswordChanged

• ValidationsPendingExceeded

• CriticalAuditEventGenerated

Cisco Unified Communications Manager サーバオブジェクト
Cisco IntercompanyMedia Engineをサポートするために、次のパフォーマンスオブジェクトをCisco
Unified Communications Managerサーバで使用できます。
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関連トピック

IME Client, （187ページ）
IME Client Instance, （188ページ）

IME Client
IME Clientオブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerサーバの Cisco IMEクライアン
トに関する情報を提供します。これには、Cisco IME Clientカウンタの情報が含まれます。

表 69：Cisco IME Client

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが正常に受
信し、着信側が応答した結果 IPコールが確立した Cisco IMEコール
の数を表します。

CallsAccepted

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが Cisco IME
を介して受信したコールの数を表します。この数には、受け入れら

れたコール、失敗したコール、およびビジー、未応答のコールが含

まれます。このカウンタは、Cisco Unified Communications Manager
が Cisco IMEを通じてコールを受信するたびに増加します。

CallsAttempted

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが Cisco IME
を介して受信するコールの数を表します。この数には、受け入れら

れたコール、失敗したコール、およびビジー、未応答のコールが含

まれます。このカウンタは、コールが開始したときに増加します。

CallsReceived

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが正常に発
信し、リモートパーティが応答した結果 IPコールが確立した Cisco
IMEコールの数を表します。

CallsSetup

このカウンタは、Cisco IMEクライアントによって検出されたピア
エンタープライズの固有ドメイン名の数を表します。このカウンタ

は、システム全体の使用状況を示すインジケータの役割を果たしま

す。

DomainsUnique

このカウンタは、失敗したフォールバックの試行の合計数を表しま

す。

FallbackCallsFailed

このカウンタは、品質の問題により PSTNミッドコールにフォール
バックした Cisco IMEコールの合計数を表します。このカウンタに
は、Cisco Unified Communications Managerが開始したコールと受信
したコールが含まれます。

FallbackCallsSuccessful
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IMEルートを使用できたにもかかわらず、IP
ネットワーク経由でターゲットに接続できなかたったために、PSTN
を介して設定されたコールの試行の合計数を表します。

IMESetupsFailed

このカウンタは、Cisco IMEによって認識され、Cisco Unified
Communications Managerのルーティングテーブルでルートとして提
示される個々の電話番号の合計数を表します。この数が大きくなり

すぎると、サーバがクラスタ別の制限を超え、クラスタにサーバを

追加する必要が生じる場合があります。

RoutesLearned

このカウンタは、すべての Cisco IMEクライアントインスタンスの
IME分散キャッシュに正常にパブリッシュされたDIDの合計数を表
します。このカウンタで動的に測定を行うことで、自分でプロビジョ

ニングした使用法を評価したり、ネットワークでDIDの格納が正常
に実施された比率を把握したりすることができます。

RoutesPublished

このカウンタは、管理者が番号またはドメインをブラックリストに

掲載したために拒否された認識済みルートの数を表します。このカ

ウンタは、検証のブロックのために今後VoIPコールが発生しない状
況の数を示しています。

RoutesRejected

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerが IME分散
キャッシュへの格納のために Cisco IMEサーバに送信した音声コー
ルレコード（VCR）アップロード要求の数を表します。

VCRUploadRequests

IME Client Instance
IME Client Instanceオブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerサーバ上の Cisco IME
クライアントインスタンスに関する情報を提供します。次の表には、Cisco IMEクライアントイ
ンスタンスのカウンタについての情報が含まれます。
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表 70：IME Client Instance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、特定の Cisco IMEクライアントインスタンス
（Cisco Unified Communications Manager）の Cisco IMEサービス
に対する接続の全体的な健全性を表します。カウンタに表示され

る可能性がある値は次のとおりです。

0：不明な状態であることを示します（Cisco IMEサービスが非ア
クティブであることを意味している場合があります）。

この値が 0の場合、接続が不明な状態になっている間、1時間に
1回アラートが生成されます。

1：健全な状態であることを示します。つまり、Cisco IMEサービ
スがアクティブで、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがCisco
IMEクライアントインスタンスのプライマリおよびバックアッ
プサーバ（設定されている場合）への接続を正常に確立していま

す。

2：不健全な状態であることを示します。つまり、Cisco IMEサー
ビスはアクティブですが、Cisco Unified Communications Manager
がCisco IMEクライアントインスタンスのプライマリおよびバッ
クアップサーバ（設定されている場合）への接続を正常に確立し

ていません。

IMEServiceStatus

Cisco Unified Communications Manager サーバアラート
Cisco IntercompanyMediaEngineをサポートするために、次のアラートをCiscoUnifiedCommunications
Managerサーバで使用できます。詳細およびデフォルト設定については、『Cisco Intercompany
Media Engine Installation and Configuration Guide』を参照してください。

• IMEDistributedCacheInactive

• IMEOverQuota

• IMEQualityAlert

• InsufficientFallbackIdentifiers

• IMEServiceStatus

• InvalidCredentials

• TCPSetupToIMEFailed

• TLSConnectionToIMEFailed
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第 5 章

Cisco Unified Serviceability のアラームと
CiscoLog メッセージ

この章では、Cisco Unified Serviceabilityのアラームとエラーメッセージ、および CiscoLogメッ
セージの形式について説明します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerのために、CiscoUnified
Serviceabilityによって追跡されるネットワークアラームは、エラーメッセージを生成します。

履歴表に、CiscoUnified CommunicationsManager Release 7.0(1)で追加、変更、削除されたCisco
Unified Serviceabilityのエラーメッセージの一覧を示します。

（注）

• Cisco Unified Serviceabilityのアラームと CiscoLogメッセージ, 192 ページ

• 事前設定されているシステムアラーム通知, 212 ページ

• 事前設定されている CallManagerアラーム通知, 212 ページ

• 緊急レベルアラーム, 252 ページ

• アラートレベルアラーム, 262 ページ

• クリティカルレベルアラーム, 284 ページ

• エラーレベルアラーム, 301 ページ

• 警告レベルアラーム, 439 ページ

• 通知レベルアラーム, 571 ページ

• 情報レベルアラーム, 597 ページ

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.0(1)の廃止されたアラーム, 698 ページ
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Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセー
ジ

CiscoUnified Serviceabilityアラームは、実行時のステータスとシステムの状態に関する情報を提供
するため、システムに関する問題をトラブルシューティングできます。アラームやエラーメッ

セージ情報には、アプリケーション名、マシン名、推奨される対処方法、トラブルシューティン

グに役立つその他の重要な情報が含まれています。

アラーム情報を複数の場所に送信するようにアラームインターフェイスを設定でき、それぞれの

場所に独自のアラームイベントレベル（デバッグから緊急まで）を持たせることができます。ア

ラームを Syslogビューア（ローカル syslog）、SNMPトラップ、Syslogファイル（リモート
syslog）、SDIトレースログファイル、SDLトレースログファイル（Cisco Unified CMサービス
および CTIManagerサービスの場合に限る）、またはすべての宛先に送ることができます。

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）の Trace and Log Centralオプションを使用して、
SDIまたは SDLトレースログファイルに送信されるアラームを収集できます。ローカルの syslog
に送信されたアラーム情報を表示するには、RTMTの SysLogビューアを使用します。

すべてのアラームは、アラームの重大度およびアラームイベントレベルの設定に基づいて記

録されます。アラーム設定の表示については、『CiscoUnifiedServiceabilityAdministrationGuide』
を参照してください。

（注）

CiscoLog の形式
Ciscoソフトウェアアプリケーションの統一されたロギングのための仕様である CiscoLogは、
Cisco Unified RTMTで使用されています。CiscoLogでは、メッセージがファイルに記録される際
や syslogプロトコルによって使用される際のメッセージフォーマットが定義されています。Cisco
ソフトウェアアプリケーションからの出力は、これらのアプリケーションによって提供される

サービスの監査、障害管理、トラブルシューティングに使用されます。

CiscoLogメッセージのフォーマットは、Cisco IOSソフトウェアを次のコマンドで設定した場合
に、syslogプロトコルを使用して Cisco IOS Release 12.3によって生成されるメッセージのフォー
マットの 1つと互換性があることに注意してください。

• service sequence-numbers：Cisco IOSによって生成されるデフォルトのシーケンス番号。こ
のコマンドでは、追加のシーケンス番号もイネーブルにできます。このコマンドを実行する

と、シーケンス番号が端末の出力に表示されますが、syslog出力には 2つのシーケンス番号
が書き込まれることになります。CiscoLogは、シーケンス番号を 1つだけ持つフォーマット
について標準化されています。そのため、Cisco IOSソフトウェアの設定に対応するのは、no
service sequence-numbersコマンドを使用して第 2の番号をディセーブルにした場合です。

• logging origin-id hostname：CiscoLogの HOSTフィールドは、このコマンドを使用して設定
した場合、Cisco IOS Release 12.3によって生成されるフィールドと一致します。このコマン
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ドは、Cisco IOSソフトウェアのマニュアルに記載されていませんが、Cisco IOS Release 12.3
で使用できます。CiscoLogは、Cisco IOSソフトウェアがこのフィールドに生成する結果と
互換性があります。

• service timestamps log datetime localtime msec show-timezone year：CiscoLogの TIMESTAMP
フィールドは、このコマンドを使用して設定した場合、Cisco IOS Release 12.3によって生成
されるタイムスタンプフォーマットと一致します。

CiscoLogでは、Cisco IOSソフトウェア Release 12.3と同じフィールド区切りを使用します。（注）

ログファイルと Syslog 出力
CiscoLogメッセージを、アプリケーションによって直接ログファイルに書き込んだ場合、各メッ
セージは個別の行に書き込まれます。行区切りは、所定のプラットフォームで使用されている標

準的な行区切りです。Windowsでの行区切りは、復帰文字と改行文字（ASCII 10進数値 13および
10。プログラミング言語では「“\r\n”」と指定します）です。Solarisおよび Linuxでは、行区切り
は単一の改行文字（ASCII 10進数値 10。プログラミング言語では一般に「“\n”」と指定します）
です。2つの行区切りが連続して現れることはありません。たとえば、Windowsでは「“\r\n\r\n”」
を使用できませんが、「“\r\n”」は問題ありません。これは、これらの 2つの文字で 1つの行区切
りであるためです。

実際には、既存のログファイルにデータを追加する際にアプリケーション側で注意する必要があ

ります。最初に改行が必要な場合とそうでない場合があります。たとえば、CiscoLogメッセージ
を書き込んでいるアプリケーションが、改行をファイルに書き込む前にクラッシュした場合、ア

プリケーション起動時に、次のメッセージを書き込む前に最初に改行を書き込む必要があります。

アプリケーションは、起動時に最初の改行が必要かどうかを、追加用に使用されるログファイル

中の最後の文字シーケンスを確認することで判断できます。

CiscoLogメッセージフォーマットは、2つの軽微な例外を除き、ログファイルに直接書き込まれ
るメッセージや、syslogプロトコルを使用して生成されたメッセージと同じです。CiscoLogメッ
セージがファイルに直接書き込まれる場合、行区切りを使用して追加する必要があります。CiscoLog
メッセージが syslogプロトコルを使用して送信される場合、syslog RFC 3164のプロトコル PRI
ヘッダーを各 CiscoLogメッセージの前に追加する必要があります。

syslog PRIフィールドには、syslogメッセージの重大度と syslogファシリティが符号化されます。
PRIフィールドで符号化された重大度は、CiscoLogの SEVERITYフィールドの値と一致する必要
があります。メッセージの内容にかかわらず、任意の syslogファシリティを使用できます。一般
に、既定のアプリケーションは、そのすべてのメッセージを 1つの syslogファシリティに送信す
るように設定されます（通常は RFC 3164ファシリティの local 0～ local 7）。PRIフィールドの符
号化方法の詳細については、RFC 3164を参照してください。次に、重大度「通知（5）」とファ
シリティ値 local4を符号化した、syslogプロトコルの PRIフィールドが <165>の CiscoLogメッ
セージの例を示します。

<165>11: host.cisco.com: Jun 13 2003 12:11:52.454 UTC: %BACC-5-CONFIG: Configured from
console by vty0 [10.0.0.0]
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RFC 3164のロギングメカニズムを使用した場合、前述の例に示すメッセージを UDPポート 514
に送信できます。

Syslog RFC 3164は、PRIフィールド以外のメッセージ内容のフォーマット用の追加のガイドライ
ンを提供します。ただし、RFC 3164は単なる情報であり（IETFの標準トラックにない）、実際
には任意の形式でメッセージを syslog UDPポート 514に生成できます（RFC 3164のセクション
4.2を参照）。RFCには、実装に頻繁に見られる内容の構造についての所見が記載されています
が、その使用を要求または推奨しているわけではありません。CiscoLogフォーマットは、RFCで
定義されているフォーマットの実用上の制限から、これらの所見に従っていません。たとえば、

タイムスタンプが年、時間帯、ミリ秒なしで指定されていたり、ホスト名にドメイン名が指定で

きないという制限があります。

CiscoLogメッセージは、リレー時に変更されないことが必要です。PRIフィールドは CiscoLog
メッセージの一部ではなく、プロトコルヘッダーの一部です。これは、必要に応じて除去または

置換できます。転送用に、CiscoLogメッセージにヘッダーやフッターを追加または除去できます。

標準 syslog サーバの実装
標準の syslogサーバの実装は、受信したログメッセージを転送したり、メッセージをローカルに
保存するように設定できます。ほとんどの syslogサーバの実装は、受信したメッセージから PRI
フィールドを除去し、保存前にメッセージの先頭に追加の情報を付与します。一般に、この追加

の情報には、メッセージを生成または中継したサーバのローカルタイムスタンプとホスト ID（IP
または DNS名）の 2つのフィールドが含まれます。

次の CiscoLogメッセージの例は、Solaris 8 syslogサーバによってログに記録された後の出力を示
します。

Jun 13 12:12:09 host.cisco.com 11: host.cisco.com: Jun 13 2003 12:11:52.454 UTC:
%BACC-5-CONFIG: Configured from console by vty0 [10.0.0.0]

syslogサーバがメッセージを保存する方法を定義する標準はありません。実装は大きく異なりま
す。CiscoLogは、メッセージが syslogサーバに送信されるフォーマットだけを扱い、それを受信
したサーバが保存する方法は扱っていません。特に、syslogログファイル中の追加のヘッダー
フィールドのフォーマットや存在確認は、この仕様の範囲外です。

CiscoLog仕様では、syslogサーバの実装が CiscoLogメッセージを保存する際、受信したメッ
セージからPRIフィールドだけを除去し、ヘッダーを追加しない形式であることを推奨してい
ます。これにより、アプリケーションによってログファイルに直接書き込まれたCiscoLogメッ
セージや、syslogプロトコルを通じてログに記録されたメッセージと同じ格納形式になりま
す。

（注）

クロック同期

分散アプリケーションのすべてのホストのクロックが、1つの信頼できるクロックに同期してい
ることは重要です。そのためには、NTPなどのプロトコルを使用します。クロックの同期が推奨
されるのは、複数のプロセスや複数のホストで生成されたメッセージに基づいて正しいイベント

シーケンスを再構築するために、ログメッセージ中のタイムスタンプが必要なためです。それで
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もクロックのズレが発生する可能性がありますが、継続的に同期することで、この問題を最小限

に抑えることができます。

マルチパートメッセージ

ASCII制御文字は、CiscoLogメッセージフォーマットのどのフィールドでも使用できません。制
御文字には、改行、フォームフィード、復帰などの文字が含まれます。これは、次の目的以外で

複数行のメッセージが使用できないことを意味します。

•見やすさ（たとえば、スタックトレース）

• 800オクテットの制限を超えるメッセージの分割

マルチパート CiscoLogメッセージは、複数の有効な CiscoLogメッセージのセットで構成されま
す。メッセージは、特別なタグキー「“part”」を使用してグループ化されます。これは、元のメッ
セージのパート番号とシーケンス番号を示します。

マルチパートメッセージに含まれるすべてのメッセージは、「“part”」タグを含むとともに、
HOST、TIMESTAMP、APPNAME、SEVERITYの各フィールドとその他の TAG値と同じ値を含
んでいる必要があります。ただし、各メッセージのシーケンス番号は、通常どおり 1ずつ増える
必要があります。

マルチパートメッセージの例

16: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.468 UTC:
%BACC-3-UNEXPECTED_EXCEPTION: %[pname.orig=rdu][part=16.1/3]: Null pointer
exception
17: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.468 UTC:
%BACC-3-UNEXPECTED_EXCEPTION: %[pname.orig=rdu][part=16.2/3]:
com.cisco.Source:123
18: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.468 UTC:
%BACC-3-UNEXPECTED_EXCEPTION: %[pname.orig=rdu][part=16.3/3]:
com.cisco.Main:1112

この例で、最初のメッセージのパート番号は 1であり、そのシーケンス番号 16は、partタグに埋
め込まれています。以降のメッセージには、最初のメッセージパートのシーケンス番号が埋め込

まれ、固有のパート番号が設定されます。各 partタグの後ろに付与されている「“/3”」の値は、
そのメッセージが 3つのパートで構成されていることを意味しています。

CiscoLog メッセージのフォーマット
CiscoLogメッセージのフォーマットは次のとおりです。

<SEQNUM>: <HOST>: <TIMESTAMP>: %<HEADER>: [TAGS: ]<MESSAGE>

すべてのフィールドは、1個のコロン文字（ASCII 10進数値 58）と 1個の空白文字（ASCII 10進
数値32）で区切られます。また、HEADERフィールドの前には、パーセント文字（ASCII10進数
値 37）が付与されます。

TIMESTAMP、HEADER、TAGSの各フィールドには内部的なフォーマットがあります。
TIMESTAMPフィールドとHEADERフィールドの完全なフォーマットと詳細は次のとおりです。

<SEQNUM>: <HOST>: [ACCURACY]<MONTH> <DAY> <YEAR>
<HOUR>:<MINUTES>:<SECONDS>.<MILLISECONDS> <TIMEZONE>:
%<APPNAME>-<SEVERITY>-<MSGNAME>: [TAGS: ]<MESSAGE>
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ACCURACYと TAGS以外のすべてのフィールドは必須です。

次の例では、CiscoLogメッセージを示します。
11: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-5-CONFIG: Configured from
console by vty0 [10.10.10.0]

次の例では、CiscoLogメッセージにおけるオプションの TAGSフィールドと ACCURACYフィー
ルドを示します。

12: host.cisco.com: *Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-4-BAD_REQUEST:
%[pname.orig=rdu][comp=parser][mac=1,6,aa:bb:cc:11:22:33][txn=mytxn123]: Bad request
received from device [1,6,aa:bb:cc:11:22:33]. Header missing.

前述の例の、各フィールドの値は次のとおりです。

• SEQNUM – “12”

• HOST – “host.cisco.com”

• ACCURACY – “*”

• MONTH - “Jun”

• DAY – “13”

• YEAR – “2003”

• HOUR – “23”

• MINUTES – “11”

• SECONDS – “52”

• MILLISECONDS – “454”

• TIMEZONE – “UTC”

• APPNAME – “BACC”

• SEVERITY – “4”

• MSGNAME – “BAD_REQUEST”

• TAGS – “%[pname.orig=rdu][comp=parser][mac=1,6,aa:bb:cc:11:22:33][txn=mytxn123]”

• MESSAGE – “Bad request received from device [1,6,aa:bb:cc:11:22:33].Header missing.”

メッセージ長の制限

CiscoLogメッセージ全体の長さは、800オクテットを超えてはなりません。オクテットという用
語は、バイトの代わりに 8ビットデータタイプを表すために使用されます。これは、一部のプ
ラットフォームでは 1バイトが 8ビットでないためです。「“文字”」および「“オクテット”」と
いう単語は、この仕様の中では同義ではありません。国際対応がサポートされている場合、1文
字を複数のオクテットで表現する必要があるためです。この制限はRFC3164によって定められて
います。1024オクテットの制限により、後の仕様で形式化される可能性がある syslog転送ヘッ
ダーやフィールドのための領域が予約されます。

CiscoLogメッセージに syslog PRIフィールドが含まれている場合、結合された CiscoLogメッセー
ジと PRIフィールドの長さは 805オクテットを超えてはなりません。
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SEQNUM フィールド
SEQNUMフィールドには、シーケンス番号が格納されます。これは、同じプロセスによって、同
じタイムスタンプで複数のメッセージが生成される場合に、メッセージを時間の順に並べるため

に使用されます。シーケンス番号は、プロセスが起動してから最初に送信されるメッセージを 0
とし、同じプロセスによって生成される以降のロギングメッセージに対して 1ずつ増やされま
す。アプリケーションプロセスが再起動されるたびに、そのシーケンス番号は 0にリセットされ
ます。各メッセージのシーケンス番号は、メッセージがアプリケーションによって送信/ログ記録
された順番に付与される必要があります。

マルチスレッド化されたアプリケーションでは、そのための何らかの同期処理が必要となる可能

性があります。また、JNIによるネイティブな（C）コードを含む Javaアプリケーションでは、そ
れ以外にも注意が必要になります。同じプロセスのネイティブな部分と Java部分でログメッセー
ジを生成する場合、プロセスの 2つの部分で同じシーケンス番号カウンタを使用し、シーケンス
番号の順にメッセージを送信するには、実装を同期させる必要があります。

SEQNUMフィールドの最大値は 4,294,967,295です。この値になったら、カウンタを 0にリセッ
トする必要があります。これは、Cisco IOSで使用されている 32ビット符号なし整数の最大の正
の値です。Cisco IOSは、シーケンス番号カウンタに ulongを使用しています。ulongは、mips、
ppc、および 68kを含む、現在のすべての Cisco IOSプラットフォームでの、32ビット符号なし整
数です。

シーケンス番号はプロセス固有です。単一のホスト上に、1つのロギングデーモンを共有する複
数のアプリケーションプロセスがあるアプリケーションアーキテクチャの場合でも、シーケンス

番号はプロセス固有である必要があります。そのため、各プロセスは独自のシーケンス番号を保

持して増分します。

シーケンス番号は、失われたメッセージの検出にも役立ちます。そのため、シーケンス番号は省

略できません。つまり、シーケンスの順のすべての番号に対してメッセージを生成する必要があ

ります。

HOST フィールド
HOSTフィールドは、メッセージの生成元のシステムを、FullyQualifiedDNSName（FQDN）、ホ
スト名、IPv4/IPv6アドレスのいずれかで示します。FQDNまたはホスト名がわかっている場合、
2つのうちのいずれかを HOSTフィールドで使用する必要があります。ほとんどの展開ではホス
ト名で十分であると予想されます。ただし、展開が複数のドメインにまたがっている場合は、

FQDNを使用することを推奨します。アプリケーションを両方のシナリオに展開することが予想
される場合、デフォルトで FQDNを使用し、設定可能なオプションにすることを推奨します。

FQDNもホスト名も特定できない場合は、ホストの IPアドレスを使用する必要があります。IPア
ドレスを特定できない場合は、HOSTフィールドの代わりに定数 “0.0.0.0”を使用します。
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Cisco IOSフォーマットに関して、Cisco IOS Release 12.3では、ホスト名、IPアドレス、任意
のユーザ定義文字列をHOSTフィールドで使用できます。ホスト名を使用するように設定され
ており、デバイスでホスト名が設定されていない場合は、「“Router”」などの文字列を使用し
ます。

（注）

HOSTフィールドの長さは 255オクテットを超えてはなりません。

FQDN とホスト名

1台のシステムに対して複数の FQDNまたはホスト名がわかっている場合、アプリケーションは
プライマリ FQDN/ホスト名を使用する必要があります。プライマリが指定されていない場合は、
任意の FQDN/ホスト名を使用できます。ただし、関連する設定変更が行われるまで、アプリケー
ションは同じHOSTフィールドの値を使用する必要があります。つまり、システムに複数のFQDN/
ホスト名が設定されている場合、FQDN/ホスト名の値をメッセージごとに自由に変えることはで
きません。

FQDNまたはホスト名を符号化する際、印刷可能な US ASCII文字（10進数値 32～ 126）と外国
語の文字だけを HOSTフィールドで使用できます。HOSTの適切な文字セットと符号化について
は、RFC 1123/STD-3に準拠する必要があります。

これらの標準に従った使用可能な文字セットには、USASCII文字、数字、ダッシュ、およびドッ
ト区切り文字が含まれます（ただし先頭と末尾にはダッシュを使用できません）。標準に準拠す

ることが推奨にとどまっている理由は、実際には、多くのホストがこの規約に従っておらず、ア

ンダースコアなどの文字をホスト名で使用しているためです。ただし、HOSTフィールドには文
字シーケンス「“: ”」（コロンと空白）を含めることができません。このシーケンスは、CiscoLog
フォーマットでフィールド区切りとして使用されているためです。

印刷可能なUSASCII文字以外の外国語の文字は、国際対応ルールに従って符号化する必要があり
ます。

印刷不可能な（制御）ASCII文字は、HOSTフィールドでは使用できません。制御文字には、ASCII
10進数値 0～ 31と 127が含まれます。アプリケーションが、1つ以上の制御文字を含む CiscoLog
準拠のライブラリとホスト文字列を提供している場合、ロギングライブラリでは次のことを実行

する必要があります。水平タブ文字（ASCII 10進数値 9）が見つかったら、1つ以上の空白文字
（ASCII 10進数値 32）で置き換える必要があります。タブあたり 8個のスペースを推奨します。
これは、ほとんどのUnixおよびWindowsプラットフォームでこれが規約になっているためです。
その他の制御文字は、疑問符文字（ASCII 10進数値 63）で置き換える必要があります。

DNSで大文字と小文字が区別されない場合、CiscoLogでは、HOSTフィールドの読みやすさのた
めに、小文字だけを使用することも推奨します。FQDNの最後のドットの使用はオプションです。
次の例は有効な HOSTフィールドです。

• host123

• host-123

• host123.cisco.com

• host123.cisco.com.
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IP アドレス

HOSTフィールドで使用される IPアドレスの値は、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスです。デ
バイスに複数の IPアドレスがある場合は、CiscoLogメッセージを syslogサーバに送信する際に経
由するインターフェイスにかかわらず、デバイスのプライマリ IPアドレスを使用する必要があり
ます。プライマリ IPアドレスが指定されていない場合は、動的に割り当てられたアドレスよりも
固定または静的 IPアドレスを優先させます。複数の静的 IPアドレスが存在する場合は、どれを
使用しても構いませんが、関連する設定イベントがシステムで実行されるまでは、すべてのメッ

セージで一貫して使用する必要があります。

• IPv4アドレス：IPv4アドレスは、ドット表記「“x.x.x.x”」で表現します。ここで、xは 10進
数値 0～ 255をASCIIテキストとして符号化したものです。IPアドレスが不明な場合は、プ
レースホルダとして“0.0.0.0”を使用します。有効な IPv4アドレスの例は、0.0.0.0と212.1.122.11
です。

次に、HOSTフィールドで IPv4アドレスを使用したメッセージの例を示します。
11: 212.1.122.11: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC:
%BACC-3-BAD_REQUEST: Bad request received from device [1.2.3.4]. Missing header.

次に、FQDN、ホスト名、IPがすべてわからない場合の CiscoLogメッセージの例を示しま
す。

11: 0.0.0.0: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC:
%BACC-3-BAD_REQUEST: Bad request received from device [1.2.3.4]. Missing header.

• IPv6アドレス：IPv6アドレス表現は、RFC 3513のセクション 2.2.1、2.2.2、および 2.2.3に記
載されている表記法に従います。具体的には 3つの表記法すべてがサポートされています。
IPv6アドレスでは小文字と大文字の両方を使用できますが、小文字を推奨します。IPアドレ
スが不明な場合は、IPアドレスとして “0.0.0.0”を使用します。次に、有効な IPv6アドレス
の例を示します。

◦ 1080:0:0:800:ba98:3210:11aa:12dd（完全表記）

◦ 1080::800:ba98:3210:11aa:12dd（“::”表記を使用）

◦ 0:0:0:0:0:0:13.1.68.3（最後の 4オクテットを IPv4として展開）

◦ 0.0.0.0（FQDN、ホスト名、および IPアドレスが不明）

次に、HOSTフィールドで IPv6アドレスを使用したメッセージの例を示します。
11: 1080:0:0:800:ba98:3210:11aa:12dd: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC:
%BACC-3-BAD_REQUEST: Bad request received from device [1.2.3.4]. Missing header.

TIMESTAMP フィールド
TIMESTAMPフィールドには、年を含む日付、ミリ秒単位の時刻、時間帯識別子が、次の形式で
表示されます。

[ACCURACY]<MONTH> <DAY> <YEAR> <HOUR>:<MINUTES>:<SECONDS>.<MILLISECONDS>
<TIMEZONE>
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次に、有効なタイムスタンプの例をいくつか示します。

Jun 13 2003 23:11:52.454 UTCJun 3 2003 23:11:52.454 UTC
Jun 22 2003 05:11:52.525 -0300
*Feb 14 2003 01:02:03.005 EST

場合によっては、ハードウェアやソフトウェアの制限により、デバイスで日付または時刻が認識

されないことがあります。このような場合、文字列「--- 00 0000 00:00:00.000 ---」が TIMESTAMP
フィールドに表示されます。次に日付と時刻が認識されていないデバイスからの CiscoLogメッ
セージの例を示します。

11: host.domain.com: --- 00 0000 00:00:00.000 ---: %BACC-3-BAD_REQUEST: Bad request received
from device [1.2.3.4]. Missing header.

クロックがないデバイスは、相対的な時刻の指標として動作期間を設定できます。デバイスが動

作期間を設定できる場合は、タイムスタンプが使用できない場合の代わりとして動作期間を設定

することを推奨します。動作期間を設定する場合は、CiscoLog標準タグ仕様で規定されているよ
うに、標準の動作期間タグを使用して設定します。

次の表に、各フィールドの仕様を詳しく説明します。

表 71：TIMESTAMP フィールドの仕様

仕様フィールド

これはオプションのフィールドです。このフィールドが存在する場

合、単一のアスタリスク文字（ASCII 10進数値42）か、単一のドッ
ト文字（ASCII 10進数値46）のどちらかであることが必要です。こ
のフィールドの後には区切り文字を使用しません。このフィールド

は、クロック同期のステータスを示します。

CiscoIOSでは、タイムスタンプの精度を示すために、時刻プレフィッ
クスで特殊な表記法を使用します。ドット文字が日付の前にある場

合、ローカル時刻がNTPを通じていくつかの時点で同期されたもの
の、現在NTPサーバが利用できないことを意味します。日付の前の
アスタリスク文字は、ローカル時刻が正しくない（つまりNTPサー
バが設定されていない）ことを意味します。

ACCURACY

CiscoLogでは、この表記法の使用をサポートしていますが、必須で
はありません。アプリケーションが NTPクライアントソフトウェ
アと統合されており、その時刻が同期されていないことが認識され

ている場合、オプションでメッセージの前にアスタリスク文字が追

加されることがあります。ただし、アプリケーションによってはこ

の方式を使用しないものもあるため、「“.”」や「“*”」が CiscoLog
メッセージにないからといって、ローカル時刻が同期されているこ

とを意味するわけではありません。

3文字の月の指定（Jan、Feb、Mar、Apr、May、Jun、Jul、Aug、
Sep、Oct、Nov、Dec）の後に 1個の空白（ASCII 10進数値 32）を
区切り文字として使用します。

MONTH
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仕様フィールド

2文字で指定します。日が 1桁の場合は、1個の空白文字を先頭に
付与します。値の範囲は 1～ 31です。日の値の後には、区切り文
字として 1個の空白を追加します。

DAY

4桁の文字の後に、区切り文字として空白を付与します。YEAR

2個の数字で設定します。時間は24時間制で指定します。値の範囲
は 00～ 23です。時間の値が 1桁の場合は、先頭に 0を 1個付与し
ます。時間の値の後には、区切り文字としてコロンを 1個追加しま
す。

HOUR

2個の数字で設定します。値の範囲は 00～ 59です。分の値が 1桁
の場合は、先頭に 0を 1個付与します。分の値の後には、区切り文
字としてコロンを 1個追加します。

MINUTES

2個の数字で設定します。値の範囲は 00～ 59です。秒の値が 1桁
の場合は、先頭に 0を 1個付与します。秒の値の後には、区切り文
字としてピリオドを 1個追加します。

SECONDS

3桁の文字で指定します。値の範囲は 000～ 999です。ミリ秒の値
が 3桁未満の場合は、先頭にゼロを追加して 3桁のフィールドにす
る必要があります。ミリ秒の値の後には、区切り文字としてスペー

スを付与します。

MILLISECONDS
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仕様フィールド

1から 7文字の、ASCII 10進数値 32～ 126の範囲の文字を使用しま
す。値には、コロン、空白、パーセントの文字「“:%”」の組み合わ
せ（ASCII 10進数値58、32、37）を含めることはできません。これ
は、この文字の組み合わせが、タイムスタンプの後のフィールド区

切りとして予約されているためです。

時間帯のための標準の頭字語はありません1。一般的な時間帯の頭字

語と対応する UTCからの時刻オフセットが、UTCの仕様で規定さ
れています。

時間帯の頭字語の値としては、大文字を推奨します。CiscoLogで
は、このフィールドで、時間帯の識別子の代わりに、時刻オフセッ

トの使用を推奨します。オフセットを指定する場合、UTCからの時
間と分のオフセットを示すために、「“-hhmm”」または「“+hhmm”」
の形式に従う必要があります。

この形式の時間帯フィールドは常に 5文字で指定し、最後の 4文字
は数字だけを使用します。テキストの時間帯識別子と異なり、この

フォーマットはグリニッジ標準時からの時刻オフセットを示しま

す。

Cisco IOS Release 12.3は、任意の 7文字の文字列を時間帯識別子と
してサポートしているため、この推奨と互換性のある方法で設定で

きます。複数のメッセージを同じタイムスタンプで生成することが

必要な場合があります。これは、ノンプリエンプティブなオペレー

ティングシステムでは必然的に発生します。マルチパートメッセー

ジの場合のように、意図的に使用することが必要な場合もありま

す。その場合、メッセージの順序を決定するために、シーケンス番

号が役立ちます。アプリケーションのパフォーマンスが大幅に低下

しない限り、タイムスタンプは、ミリ秒単位で正確であることが必

要です。

いずれの場合でも、アプリケーションは、ミリ秒単位で正確なタイ

ムスタンプでメッセージを出力するためのオプションを管理者に必

ず提供する必要があります。アプリケーションが秒単位で（ミリ秒

単位ではなく）正確なタイムスタンプを使用する場合、最後にわ

かっているミリ秒の値または 000を、ミリ秒の代わりに設定しま
す。アプリケーションがどの表記法に従うにしても、一貫して従う

必要があります。

TIMEZONE

1

2

2 Cisco IOSでも CiscoLogでも、標準の時間帯の頭字語は定義されていません。これは、確立された標準がないためです。
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HEADER フィールド
HEADERフィールドの形式は次のとおりです。

<APPNAME>-<SEVERITY>-<MSGNAME>

1個のダッシュ文字（ASCII 10進数値 45）を 3つのフィールドの区切りとして使用します。

APPNAME フィールド

HEADERの中のAPPNAMEフィールドは、メッセージを生成するアプリケーションの名前を定義
します。Cisco IOSは、APPNAMEの代わりに、メッセージを生成する論理コンポーネントの名前
を示す FACILITYを使用します。Cisco IOS 12.3では、3950個のメッセージに対して約 287個の
ファシリティが定義されています。わかりやすいファシリティの例としては、AAAA、SYS、
ATM、BGP、CRYPTO、ETHERNET、FTPSERVER、CONFIG_I、IP、ISDN、RADIUS、SNMP、
SYS、TCP、UBR7200、X25などがあります。定義されているファシリティの全リストについて
は、Cisco IOSのマニュアルを参照してください。

Cisco IOSの外部では、同じホスト上の複数のアプリケーションがログメッセージを生成する可能
性があります。そのため、APPNAMEフィールドで指定のアプリケーションを確認する必要があ
ります。追加の生成元の識別子は、HOSTフィールドと、標準の TAGSフィールドのさまざまな
値（pname、pid、compなど）で使用できます。

APPNAMEフィールドは、2つ以上の大文字または数字で指定し、アンダースコア文字を含んで
いる必要があります。より正確には、使用できる文字セットは、ASCII 10進数値 48～ 57（数
字）、65～ 90（大文字）、および 95（アンダースコア）に限定されています。

APPNAMEフィールドの長さは 24文字を超えてはなりません。

アプリケーション名は、他のCiscoソフトウェアアプリケーションやCisco IOSファシリティと競
合してはなりません。

Solarisプラットフォームでは、APPNAMEフィールドで使用するアプリケーション名の値を、ア
プリケーションのインストールパッケージ名と同じにし、大文字だけを使用し、CSCOプレフィッ
クスを付けないことを推奨します（必須ではありません）。たとえば、Solaris上で「“CSCObacc”」
と登録されるアプリケーションでは、APPNAMEフィールドの値として「“BACC”」を使用しま
す。

一部のアプリケーションは、APPNAMEフィールドの一部としてバージョンを指定します。それ
で問題はなく、特定のメッセージの意味がリリースごとに再定義される場合にはこのほうが便利

です。たとえば、BACCバージョン 2.5のAPPNAMEの値を、「“BACC_2_5”」とします。アプリ
ケーション名の中でのバージョンの使用は任意であり、任意のリリースのアプリケーションで採

用できます。

SEVERITY フィールド

SEVERITYフィールドは0～7の数値で示され、8段階の重大度を示します。次に示す重大度は、
Cisco IOSの重大度に一致しています。これは標準的な syslogの重大度でもあります。
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メッセージで正しい重大度を使用することが大切です。特定のコンポーネントにおけるエラーは、

コンポーネントに関する限りは重大であっても、アプリケーション全体がそれを適切に扱うこと

で、アプリケーション全体としては重大度を下げることができる場合があります。次の表に、メッ

セージの重大度を決定する際に従うべきガイドラインを示します。

表 72：エラーメッセージにおける名前と重大度と説明

説明名前/重大度

システムおよびサービスは使用できません。例：

•サービスの起動に何度も失敗する。

•このシステムの動作に必要なディスク領域が不足していた。

•アプリケーションが動作するためには root権限が必要だが、権限
がない。

緊急（0）

すぐに対処が必要です。例：

•アプリケーションのライセンスの期限が近づいている。

•アプリケーションのディスク領域が不足しつつある。

•不正アクセスが多数検出された。

•サービス拒絶（DoS）攻撃が検出された。

アラート（1）

危険な状態です。アラートに似ていますが、必ずしもすぐに対処が必要

なわけではありません。例：

•無効な認証要求を受信した。

•メモリ不足状態など、対処できないエラーによりサービスがクラッ
シュした（再起動するためのウォッチドッグプロセスがある場合、

必ずしもすぐに対処が必要なわけではない）。

•処理できない予期せぬコードエラー。

重要（2）

エラー状態。サービスが動作し続ける機能に必ずしも影響があるわけで

はありません。例：

•特定の要求の解析または処理上の問題が発生したが、アプリケー
ションは他の要求を処理できる。

•予期していないが対処されたコード例外。

エラー（3）
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説明名前/重大度

何らかの悪条件に関する警告。必ずしもエラーではありません。例：

•一部のリソースへのネットワーク接続の切断。

•応答待ちでのタイムアウト。

警告（4）

エラー状態でない、システムレベルの状態に関する通知。例：

•設定が更新された（監査レベルの情報でない場合）。

•プロセスが起動された。

•プロセスが要求に従って正常にシャットダウンしようとしている。

通知（5）

情報メッセージは、システム全体に関する通知ではなく、アプリケー

ションの内部フローに対する情報や、要求ごとの情報を提供する点で、

通知と区別されます。情報メッセージは、基本的なアプリケーション

フローを十分理解しているユーザがトラブルシューティングに使用しま

す。例：

•要求を受信した。

•要求を正常に解析した。

•要求を処理中である。

•応答を返送した。

•確認を受信した。

•詳細な監査情報。

情報（6）

デバッグメッセージは情報メッセージに似ていますが、より詳しい内

容を提供します。ユーザはシステムの内部処理について十分理解してい

る必要があります。これらのメッセージは、一般に、非常に高度な知識

を持つユーザや Cisco Technical Support向けに予約されています。例：

•要求パケットの完全な詳細。

•内部状態マシンの状態変更。

•内部プロファイリング統計。

•内部イベント。

デバッグ（7）

アプリケーションがデフォルトの重大度を使用してログに記録するメッセージを判断する場合、

このレベルを 5（通知）に設定することを推奨します。これにより、重大度が 5以上のすべての
メッセージがデフォルトでログに記録されます。
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MSGNAME フィールド

HEADERのMSGNAMEフィールドは、特定の APPNAMEのコンテキスト内でメッセージを一意
に識別します。固定の重大度と論理的な意味が、特定の APPNAMEの中で特定のMSGNAMEに
関連付けられています。つまり、メッセージが異なるプロセスによって生成される場合であって

も、同じAPPNAME値に対して、同じメッセージ名を異なる重大度で使用したり、論理的にまっ
たく異なる意味で使用できません。

メッセージが標準的なメッセージの1つでない限り、メッセージ名は特定のアプリケーション（特
定の値の APPNAME）に対してだけ固有です。そのため、CiscoLogメッセージを解釈するアプリ
ケーション側で、特定の名前を持つメッセージが、このメッセージ名を使用するすべてのアプリ

ケーションで同じ意味であることを仮定しないように注意する必要があります。メッセージが標

準的なメッセージの 1つでない場合は、アプリケーションごとにその重大度と意味が違うことが
あります。

MSGNAMEフィールドには、2文字以上を設定する必要があります。使用できる文字は、ASCII
10進数の 48～ 57（数字）、65～ 90（大文字）、および 95（アンダースコア）に限定されてい
ます。IOSでは小文字も使用できますが、大多数の IOSメッセージは大文字だけを使用していま
す。確立された表記法に合わせるため、文字セットを大文字、数字、アンダースコアに限定して

います。

メッセージ名は数字だけでも英数字でも構いません。ただし、IOSの表記法に従って、数値だけ
のラベルよりも、わかりやすい英数字のラベルを使用することを推奨します。たとえば、

「“341234”」という識別子よりも、メッセージ名「“NO_MEMORY”」が推奨されます。

CiscoLog標準タグ仕様では、メッセージ名に対応する数値の IDを示すための特殊なタグmidが定
義されています。このタグは、MSGNAMEに加えて数値のメッセージを提供するために使用でき
ます。このタグを使用する場合、特定のMSGNAMEは、必ず 1つのメッセージ ID値に対応する
必要があります。CiscoLogでは、各標準メッセージに対して midタグ値が定義されています。

MSGNAMEフィールドの長さは 30文字を超えてはなりませんが、ほとんどのメッセージ名はこ
れよりも短くします。MSGNAMEの値は、この標準で定義されている名前と競合してはなりませ
ん。

論理的に異なる各メッセージに対しては、個別のメッセージ名を定義する必要があります。つま

り、あるメッセージ名のメッセージテキストは、いくつかの置換可能なパラメータによって変化

できますが、論理的に異なるメッセージのメッセージ名は異なっている必要があります。

メッセージ名の正しい使用例を次に示します。

11: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-4-CONNECTION_LOST: %[pname.orig=rdu]:
Server lost connection to host [1.1.1.1]12: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.458 UTC:
%BACC-4-CONNECTION_LOST: %[pname.orig=rdu]: Server lost connection to host [2.2.2.2

ホストの IPアドレスが変化しても、論理的に同じ種類のメッセージであることに注意してくださ
い。次に、メッセージ名での INCORRECTの使用例を示します。
15: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.458 UTC: %BACC-4-CONNECTION: %[pname.orig=rdu]:
Server lost connection to host [2.2.2.2]16: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.468 UTC:
%BACC-4-CONNECTION: %[pname.orig=rdu]: Server re-established connection to host [2.2.2.2]

前述の例では、2つの異なるイベントに対して 1つのメッセージ名を使用していますが、これは
正しくなく、許容できません。これは、「“catch-all”」メッセージ名と呼ばれ、避ける必要があり
ます。もう 1つの極端な例は「“ERROR”」という名前のメッセージを定義し、同じメッセージ名
ですべてのエラーログメッセージを作成することです。これにより、メッセージ外部フィルタリ
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ングや容易なアクションのトリガーを可能にするという、メッセージ名フィールドの目的が失わ

れてしまいます。

「“no-catch-all”」（特定のものにしか使用できない）規則に対する唯一の例外は、前もって一般的
な記述よりも詳しくメッセージを識別できない場合や、メッセージのサブタイプをいくつかに区

別してもユーザにとってのメリットがない場合です。

通常、すべてのデバッグメッセージに対して個別のメッセージ名を定義する必要はありません

（ただし、一部のアプリケーションはそのようにしています）。これは、デバッグメッセージ

が、メッセージ名に基づく自動的なフィルタリングとアクションのトリガーで使用することを目

的としていないためです。デバッグメッセージは数が多く、その中で生成される内容が非常に動

的であるという性質から、個別のメッセージを定義することは非常に困難です。

この仕様では、特定のメッセージを定義する方法に関して疑問がある場合に、相談のためにグルー

プで使用するメーリングリストを構築することを提案しています。現在、そのためのメーリング

リストのエイリアスは「“cmn-logging”」です。

TAGS フィールド
メッセージフォーマット内では、TAGSフィールドはオプションです。このフィールドは、メッ
セージセットを外部的に分類またはフィルタするために使用できる、キーと値のペアの形で構造

化された内容を提供するためのアプリケーションに対し、標準的なメカニズムを提供します。

タグは、仮想的なロギングチャネルを示すために使用できます。同じタグでフラグを設定された

メッセージのセットは、後で同じグループに分類できます。たとえば、アプリケーションは、特

定のスレッドに属するメッセージに対応するタグを付与することで、フラグを設定できます。こ

れにより、スレッドに基づくメッセージのフィルタリングと参照が可能になります。

仮想的なロギングチャネルは、複数のアプリケーションにまたがって確立することもできます。

たとえば、すべてのアプリケーションが、あるデバイスからの要求をデバイス ID（MAC、IPな
ど）でタグ付けできる場合、複数のコンポーネントと通信する場合でも、そのデバイスに関する

すべてのメッセージを簡単にフィルタできます。

各アプリケーションは、サポートされるタグの独自のセットを定義できます。1つのタグは、
[KEY=VALUE]の形式のように、等号記号で区切られたキーと値のペアからなり、角カッコ文字
で囲まれます。[ip=123.23.22.22]は有効なタグのキーと値のペアの例です。

TAGSフィールドの先頭にはパーセント文字（ASCII 10進数値 37）が付与され、コロンと空白文
字（ASCII10進数値58および32）のシーケンスで終わります。複数のタグを組み合わせる場合、
タグの間に区切り文字として文字を入れません。次の例は、4つのタグがある完全なCiscoLogメッ
セージです。

12: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-4-BAD_REQUEST:
%[pname.orig=rdu][comp=parser][mac=1,6,aa:bb:cc:11:22:33][txn=mytxn123]: Bad request received
from device [1,6,aa:bb:cc:11:22:33]. Missing header.

TAGSフィールドがない場合、パーセント文字のプレフィックスと、後続のコロンと空白を省略
します。このように、TAGSフィールドがない場合は、HEADERフィールドとMESSAGEフィー
ルドを、HEADERフィールドの後の 1個のコロンと空白だけで区切ります。次に例を示します。
12: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-4-BAD_REQUEST: Bad request received
from device [1,6,aa:bb:cc:11:22:33]. Missing header.
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同じタグキーを持つ複数のタグを同じメッセージで使用できます。これにより、複数の値を持つ

キーの処理が可能になります。次に、デバイスに 2つの IPアドレスがあり、アプリケーションで
プロセス名とともに TAGSフィールドで両方の IPアドレスを生成する場合に生成されたメッセー
ジの例を示します。

12: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-4-BAD_REQUEST:
%[pname.orig=rdu][ip.orig=1.1.1.1][ip.orig=1.1.1.2]: Bad request received from device
[1,6,aa:bb:cc:11:22:33]. Missing header.

メッセージではタグをいくつでも使用できます。唯一の制限は、CiscoLogメッセージ全体の長さ
が 800オクテットに制限されることです。

複数のタグがある場合、キーを英数字の順に並べることを推奨します。これにより、タグが常に

同じ順序で生成されます。ただし、タグの順序を使用して何らかの意味を示す場合は、アプリケー

ションでこれ以外の順序を選択してもかまいません。

タグキー

タグキーには 1つ以上の文字が含まれている必要があります。文字は ASCII文字の 10進数値 48
～ 57（数字）、65～ 90（大文字）、95（アンダースコア）、97～ 122（小文字）に制限されま
す。小文字を使用することを推奨します。タグキーの長さに対する厳格な制限はありませんが、

一般的なメッセージ制限の 800オクテットが適用され、短いタグキー名を定義することが求めら
れます。

タグの意味拡張

タグは標準的な値の構文を持つこともありますが、使用されているコンテキストに応じて異なる

意味を持ちます。タグの意味拡張は、タグの文脈上の意味を区別するために使用されます。

意味拡張タグは、タグキー、単一のドット文字（ASCII 10進数値46）、正しい文字セットのテキ
スト文字列を追加することで作成されます。

たとえば、「“ip”」タグは、IPアドレス表現のための構文を定義しますが、意味的な価値はあり
ません。CiscoLogメッセージで使用されている「“ip”」タグは、一般にこの IPアドレスがメッセー
ジに何らかの形で関係していることを意味します。場合によっては、そのような漠然とした関連

付けで十分です。しかし、意味的価値を伝えることが有効な場合もあります。

メッセージに、送信元と宛先の 2つの IPアドレスタグが関連付けられているとします。この場
合、タグ「“ip.from”」と「“ip.to”」を使用することで、タグの構文と意味的価値の両方を示すこと
ができます。もう 1つの例は、メッセージの送信元ホストの IPアドレスを指定する標準タグ
「“ip.orig”」です。3つのタグすべてを使用した例を次に示します。
[ip.from=1.1.1.1][ip.to=2.2.2.2][ip.orig=123.12.111.1]

複数のレベルの意味拡張タグを使用でき、それぞれの拡張でより詳細な意味を示すことができま

す。たとえば、タグキー「“ip.to.primary”」は有効であり、宛先ホストのプライマリ IPアドレス
を意味します。

コンテキストによってある値に無限の数の意味が考えられるため、意味的価値の標準化は構文よ

りもはるかに困難です。そのため、タグの意味拡張を定義する作業は、アプリケーション固有と

なることが予想されます。
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タグ値

タグの値には、0個以上の文字を指定できます。空の（0文字の）値は、不明または未確定の値と
解釈されます。値には、印刷可能な US ASCII文字（ASCII 10進数値範囲 32～ 126）と、外国語
の文字だけを使用できます。

「“[”」、「“]”」、および「“\”」の 3つの文字の使用には制限があります。カッコ文字（ASCII 10
進数値 91と 93）は、バックスラッシュ文字（ASCII 10進数値 92）でエスケープする必要があり
ます。これにより、タグの開始と終了を示すカッコとの混同を避けることができます。したがっ

て、タグ値が「“[”」または「“]”」の文字を表す必要がある場合、シーケンスの「“\[”」または
「“\]”」が代わりにそれぞれ使用されます。エスケープ文字自体をタグの値で表現する必要がある
場合は、文字「“\”」の代わりに文字シーケンス「“\\”」を使用します。

印刷不可能な（制御）ASCII文字は、TAGの値フィールドでは使用できません。制御文字には、
ASCII 10進数値 0～ 31と 127が含まれます。アプリケーションが、1つ以上の制御文字を含む
CiscoLog準拠のライブラリとタグ値の文字列を提供している場合、ロギングライブラリでは次の
ことを実行する必要があります。水平タブ文字（ASCII 10進数値9）が見つかったら、1つ以上の
空白文字（ASCII 10進数値 32）で置き換える必要があります。タブあたり 8個のスペースを推奨
します。これは、ほとんどの UnixおよびWindowsプラットフォームでこれが規約になっている
ためです。その他の制御文字は、疑問符文字（ASCII 10進数値 63）で置き換える必要がありま
す。技術的には、閉じカッコだけをエスケープすれば済みます。ただし、開きカッコと閉じカッ

コの両方でエスケープを必須とすることにより、パーサーコードが単純になり、そのままの形式

でより一貫した表示になります。

タグ値の長さに対する厳格な制限はありませんが、一般的なメッセージ長制限の 800オクテット
が適用され、長さを控えめにすることが求められます。

タグのガイドライン

CiscoLogメッセージフォーマット内では、TAGSフィールドはオプションです。タグは、メッ
セージ本体の中の置換可能パラメータを置き換えるものではありません。タグは、メッセージを

識別および分類するための追加の方法を提供するだけです。

タグはオプションであるため、必要に応じてアプリケーションまたはユーザにより有効または無

効にできます。同じメッセージが常に同じタグセットで生成されることに対する要件はありませ

ん。アプリケーションが特定のタグをサポートしている場合、必ずしもそれを常に生成する必要

があるわけではありません。これは設定可能です。実際には、アプリケーションが管理者に対し、

少なくとも生成されるタグに対する制限された制御を提供することを推奨します。

アプリケーション開発者は、タグに設定する情報の内容と、メッセージ本体に設定する情報の内

容について選択できます。場合によっては、情報が 2つの間で重複しても構いません。これは許
容可能です。

一般的なガイドラインは、必要なすべての情報をメッセージ本体に設定し、適切な情報をタグで

設定することです。つまり、メッセージは、すべてのタグが無効にされた場合でも、十分な意味

を提供する必要があります。タグは、単に追加の便利な情報を、標準的でフィルタしやすい形式

で提供します。
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メッセージとメッセージタグの両方にMACアドレスが含まれる、2つの有効なメッセージの例
を次に示します。タグを無効にした例

11: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-3-BAD_REQUEST: Bad request received
from device [1,6,aa:bb:11:22:33:aa]. Missing header.

上の例で、MACアドレスは、タグではなくメッセージフィールドの一部として出力されていま
す。次の例では、タグが有効になっています。MACアドレスがタグとメッセージの両方で重複し
ていますが、これは許容されます。

11: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-3-BAD_REQUEST:
%[mac=1,6,aa:bb:11:22:33:aa][tid=thread1][txn=mytxn123]: Bad request received from device
[1,6,aa:bb:11:22:33:aa]. Missing header.

プロセス識別タグ

標準的なタグの 1つ pname.origは、メッセージの生成元の論理的なプロセス名を示すために使用
されます。生成元プロセス情報を提供するアプリケーションは、必ず「“pname.orig”」タグを使用
する必要があります。

このタグは、APPNAMEフィールドの情報に加えて、非常に価値があります。アプリケーション
によっては複数のプロセスが含まれ、それぞれがロギングメッセージを生成する場合があるため

です。複数のプロセスで構成されるアプリケーションは、常に「“pname.orig”」タグを生成するこ
とを推奨します。

MESSAGE フィールド
MESSAGEフィールドは、ロギングイベントに関する説明のメッセージを提供します。このフィー
ルドは、1つ以上の文字からなります。文字セットは、印刷可能なUSASCII文字（ASCII 10進数
値 32～ 126）と、外国語の文字に制限されています。

印刷できない（制御）ASCII文字は、MESSAGEフィールドでは使用できません。制御文字には、
ASCII 10進数値 0～ 31と 127が含まれます。アプリケーションが、1つ以上の制御文字を含む
CiscoLog準拠のライブラリとメッセージ文字列を提供している場合、ロギングライブラリでは次
のことを実行する必要があります。水平タブ文字（ASCII 10進数値9）が見つかったら、1つ以上
の空白文字（ASCII 10進数値 32）で置き換える必要があります。タブあたり 8個のスペースを推
奨します。これは、ほとんどの UnixおよびWindowsプラットフォームでこれが規約になってい
るためです。その他の制御文字は、疑問符文字（ASCII 10進数値 63）で置き換える必要がありま
す。

MESSAGEフィールドの最大長は、メッセージ全体の最大長だけによって制限されます。CiscoLog
メッセージの最大長は 800オクテットを超えてはなりません。もう 1つの実用上の制限は、TAGS
フィールドの長さが大きく変化する可能性があることです。

メッセージテキストは、メッセージに関する必要な詳細を提供する、置換可能パラメータを含む

ことができます。たとえば、次の例の IPアドレスは置換可能パラメータです。
11: host.cisco.com: Jun 13 2003 23:11:52.454 UTC: %BACC-3-INVALID_REQUEST: Invalid request
received from device [1.22.111.222]. Missing header.

置換可能パラメータは、上の例のように、カッコ文字 “[“と ”]”で囲むことを推奨します（必須で
はありません）。さらに、置換可能パラメータのメッセージテキストと値にカッコ文字を含めな

いことを推奨します。置換可能パラメータの値の中でカッコ文字を使用することが避けられない

場合は、値に少なくともカッコが片方しか含まれない状態（閉じカッコなしの開きカッコなど）
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にならないようにしてください。これらの推奨事項に従うことで、CiscoLogメッセージから置換
可能パラメータの値をプログラムによって抽出できるようになります。ただし、この推奨事項は、

厳格な要件ではありません。

メッセージテキストはスペルチェックする必要があります。編集上のレビューをすることを推奨

します。これは、お客様が目にする可能性があるすべてのメッセージが対象となり、デバッグ

メッセージも含まれます。

メッセージの最初の単語が英語の場合、先頭文字は大文字にします。単文のメッセージでは、末

尾のピリオドは不要です。

国際対応

外国語の文字は、ASCII 10進数値 0～ 126の文字として定義されます。外国語の文字は、HOST
フィールド、TAGSフィールドの値の部分、およびMESSAGEフィールドでサポートされていま
す。

外国語の文字は、Unicode標準の UTF-8を使用して符号化する必要があります。UTF-8は、任意
の言語に対する符号化を提供し、アプリケーションは特定の言語に対するローカルな符号化/復号
化規則を知る必要がありません。実際に、メッセージを符号化するアプリケーションは、メッセー

ジの言語すら知る必要がありません。UTF-8では、すべての Unicode文字を符号化できます。

UTF-8では、US ASCII文字が、7ビット ASCII規約で通常どおり符号化された場合と同じように
符号化されます。そのため、CiscoLogメッセージを解釈するアプリケーションは、メッセージ全
体がUTF-8で符号化されていると仮定できます。ただし、CiscoLogメッセージを生成するアプリ
ケーションは、その製品で外国語をサポートする必要がないことがわかっている場合、メッセー

ジ全体を US-ASCII 7ビット規約で符号化できます。

UTF-8は任意の言語で文字符号化できるため、異なる言語を組み合わせることができます。たと
えば、1つの使用例として、外国語を使用しない場合に英語が生成されるメッセージにおいて、
外国語のいくつかのパラメータだけを含めることが考えられます。たとえば、ユーザ認証に関す

る英語のメッセージでユーザ名に日本語を含めることが考えられます。同様に、任意の数の言語

を CiscoLogメッセージで組み合わせることができます。

外国語を含むメッセージを活用するためには、ログビューアでUTF-8を解釈できることが必要で
す。また、多くの場合、システムに適切な言語のフォントがインストールされていることも必要

になります。US-ASCII専用のエディタでは、UTF-8で符号化された US-ASCII以外の文字は文字
化けして表示されますが、US-ASCIIテキストはすべて表示されます。

国際対応のサポートは、ローカルファイルに書き込まれたCiscoLogメッセージとともに容易に使
用できます。ただし、syslog RFC 3164では、現在外国語のサポートが定義されていません。その
ため、syslogサーバで国際対応のメリットを享受するためには、各オクテットの 8ビットすべて
をそのまま正しくリレーまたは保存することがテスト済みのサーバ実装を使用する必要がありま

す。これにより、外国語を使用した場合に、メッセージの UTF-8で符号化された部分ですべての
情報が保持されます。

UTF-8では、1つの文字が 1つ以上のオクテットに符号化されます。CiscoLogメッセージの長さ
の制限は、800オクテットと規定されています。外国語では、800オクテットの長さの制限は 800
文字よりも短くなることがある点に注意してください。メッセージをマルチパートメッセージに

分割する場合、1つの文字に属する複数のオクテットを別々の行に分けることはできません。
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関連トピック

マルチパートメッセージ, （195ページ）

バージョン管理

CiscoLogでは、メッセージフォーマット中でバージョン情報が提供されません。フォーマットに
対する拡張は、フォーマットの制限の中で行う必要があります。CiscoLogメッセージフォーマッ
トでは、追加のタグを定義することで拡張できます。

アプリケーションで既存のメッセージに対する変更が必要な場合、APPNAMEの値により新しい
空間でメッセージを再定義できます。たとえば、BACC 2.5の場合、BACC_2_5のようにアプリ
ケーション名にアプリケーションのバージョンを追加できます。

事前設定されているシステムアラーム通知
事前設定されているシステムアラートは RTMTに表示されます。設定の詳細については、
『Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

システムエラーメッセージの完全なリストについては、次のURLにある『SystemErrorMessages』
ドキュメントを参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-system-message-guides-list.html

事前設定されている CallManager アラーム通知
次に、RTMTの事前設定された CallManagerアラートを示します。設定の詳細については、
『Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してください。

関連トピック

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions, （213ページ）
CallProcessingNodeCpuPegging, （214ページ）
CDRAgentSendFileFailed, （217ページ）
CDRFileDeliveryFailed, （218ページ）
CDRHighWaterMarkExceeded, （219ページ）
CDRMaximumDiskSpaceExceeded, （219ページ）
CodeYellow, （224ページ）
DBChangeNotifyFailure
DBReplicationFailure
DDRBlockPrevention, （225ページ）
DDRDown, （225ページ）
ExcessiveVoiceQualityReports, （227ページ）
IMEDistributedCacheInactive, （228ページ）
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IMEOverQuota, （232ページ）
IMEQualityAlert, （233ページ）
InsufficientFallbackIdentifiers, （234ページ）
IMEServiceStatus, （235ページ）
InvalidCredentials, （236ページ）
LowCallManagerHeartbeatRate
LowTFTPServerHeartbeatRate
MaliciousCallTrace, （237ページ）
MediaListExhausted, （238ページ）
MgcpDChannelOutOfService, （239ページ）
NumberOfRegisteredDevicesExceeded, （239ページ）
NumberOfRegisteredGatewaysDecreased, （240ページ）
NumberOfRegisteredGatewaysIncreased, （241ページ）
NumberOfRegisteredMediaDevicesDecreased, （241ページ）
NumberOfRegisteredMediaDevicesIncreased, （242ページ）
NumberOfRegisteredPhonesDropped, （243ページ）
RouteListExhausted, （247ページ）
SDLLinkOutOfService, （248ページ）
TCPSetupToIMEFailed, （249ページ）
TLSConnectionToIMEFailed, （250ページ）

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions
このアラートは、BeginThrottlingCallListBLFSubscriptionsイベントが生成されたときに発生します。
これは、システムの過負荷を避けるために、Cisco Unified Communications Managerが CallList BLF
サブスクリプションの制御を開始したことを示します。

表 73：BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptionsイベントが生成された

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CallAttemptBlockedByPolicy

表 74：CallAttemptBlockedByPolicy アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された CallAttemptBlockedByPolicyイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CallProcessingNodeCpuPegging
このアラートは、コール処理サーバのCPU負荷率が、設定された時間で設定された割合を超えた
ときに発生します。
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管理者が対処しない場合、特に CallManagerサービスで、CPUの高い使用率が原因でクラッ
シュするおそれがあります。また、CoreDumpFoundアラートとCriticalServiceDownアラートも
発行される場合があります。

CallProcessingNodeCpuPeggingアラートにより、CiscoUnified CommunicationsManagerのクラッ
シュを未然に防ぐことができます。

（注）

表 75：CallProcessingNodeCpuPegging RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

プロセッサの負荷が（90%）を超えている

しきい値（Threshold）

値がしきい値を 60秒間継続的に下回った場合または超えた場合にだ
けアラートをトリガーする

時間（Duration）

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CARIDSEngineCritical

表 76：CARIDSEngineCritical アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CARIDSEngineCriticalイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CARIDSEngineFailure

表 77：CARIDSEngineFailure アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CARIDSEngineFailureイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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CARSchedulerJobFailed

表 78：CARSchedulerJobFailed アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CARSchedulerJobFailedイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CDRAgentSendFileFailed
このアラートは、CDR Agentが Cisco Unified Communications Managerノードから Cisco Unified
Communications Managerクラスタ内の CDRリポジトリノードに CDRファイルを送信できない場
合に発生します。

表 79：CDRAgentSendFileFailed RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CDRAgentSendFileFailedイベントが生成された

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CDRFileDeliveryFailed
このアラートは、外部の課金サーバへのCDRファイルのFTP配信が失敗した場合に発生します。

表 80：CDRFileDeliveryFailed RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CDRFileDeliveryFailedイベントが生成された

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
218

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
CDRFileDeliveryFailed



CDRHighWaterMarkExceeded
このアラートは、CDRファイルの上限を超えた場合に発生します。また、このアラートは、正常
に配信された CDRファイルのいくつかが削除されたことも示します。

表 81：CDRHighWaterMarkExceeded RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CDRHighWaterMarkExceededイベントが生成された

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CDRMaximumDiskSpaceExceeded
このアラームは、CDRファイルのディスク使用率が最大ディスク割り当てを超えたときに発生し
ます。また、このアラームは、配信不能なファイルがいくつか削除されたことも示します。

表 82：CDRMaximumDiskSpaceExceeded RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CDRMaximumDiskSpaceExceededイベントが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoElmNotConnected

表 83：CiscoElmNotConnected アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoElmNotConnectedイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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CiscoGraceTimeLeft

表 84：CiscoGraceTimeLeft アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

情報(Informational)重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoGraceTimeLeftイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoNoProvisionTimeout

表 85：CiscoNoProvisionTimeout アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoNoProvisionTimeoutイベントが生成された。

しきい値（Threshold）
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoSystemInDemo

表 86：CiscoSystemInDemo アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoSystemInDemoイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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CiscoSystemInOverage

表 87：CiscoSystemInOverage アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoSystemInOverageイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoSystemSecurityMismatch

表 88：CiscoSystemSecurityMismatch アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

CiscoSystemSecurityMismatchイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

CodeYellow
AverageExpectedDelayカウンタは、着信メッセージを処理する現在の平均予測遅延を表します。
値がCodeYellowEntryLatencyサービスパラメータで指定されている値を超えた場合、CodeYellow
アラームが生成されます。CodeYellowアラートは、トラブルシューティングの目的でトレース
ファイルをダウンロードするように設定できます。

表 89：CodeYellow RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

Cisco CallManager CodeYellowEntryイベントが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

[Enable Trace Download]はオフになっているTrace download
Parameters

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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DDRBlockPrevention
このアラートは、アラーム番号 31の IDSReplicationFailureアラームが発生したときにトリガーさ
れます。このアラームは、サービスの拒否を避けるための予防的なプロシージャを呼び出します。

このプロシージャはコール処理に影響を与えないので、このプロセス中に複製アラームを無視で

きます。

このプロシージャは、完了するまでに最大60分かかります。このプロシージャが完了したことを
確認するには、各ノードの RTMT複製ステータスが 2になっていることを確認します。このプロ
セス中にシステムをリブートしないでください。

表 90：DDRBlockPrevention RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

アラーム番号 31の IDSReplicationFailureアラームが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

DDRDown
このアラートは、アラーム番号 32の IDSReplicationFailureアラームが発生したときにトリガーさ
れます。バックグラウンドで自動回復プロシージャが実行されるので、対処は必要ありません。

このプロシージャは、完了するまでに約15分かかります。このプロシージャが完了したことを確
認するには、各ノードの RTMT複製ステータスが 2になっていることを確認します。
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表 91：DDRDown RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

アラーム番号 32の IDSReplicationFailureアラームが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

EMCCFailedInLocalCluster

表 92：EMCCFailedInLocalCluster アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された EMCCFailedInLocalClusterイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

EMCCFailedInRemoteCluster

表 93：EMCCFailedInRemoteCluster アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された EMCCFailedInRemoteClusterイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

ExcessiveVoiceQualityReports
このアラートは、設定されている時間間隔中に報告された Quality Report Tool（QRT）の回数が、
設定されている値を超えたときに生成されます。デフォルトのしきい値は、60分以内に 0回で
す。
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表 94：ExcessiveVoiceQualityReports RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

品質レポートの回数が最近 60分間で 0回を超えている

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

IMEDistributedCacheInactive
このアラームは、Cisco Unified CommunicationsManagerがCisco IMEサーバに接続を試行したもの
の、IME分散キャッシュがアクティブでない場合に生成されます。

Cisco IMEサーバの証明書がプロビジョニングされていることと、IME分散キャッシュがアクティ
ブ化されていることを CLIを使用して確認します。

デフォルト設定

表 95：IMEDistributedCacheInactive RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

非アクティブな IME分散キャッシュ

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

ILSHubClusterUnreachable

表 96：ILSHubClusterUnreachable アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

リモート ILSサーバとの接続を確立できませんでした。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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ILSPwdAuthenticationFailed

表 97：ILSPwdAuthenticationFailed アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

リモートクラスタで ILSパスワード認証の失敗。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

ILSTLSAuthenticationFailed

表 98：ILSTLSAuthenticationFailed アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

リモートクラスタの ILSへの TLS失敗。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

IMEDistributedCacheInactive
このアラームは、Cisco Unified CommunicationsManagerがCisco IMEサーバに接続を試行したもの
の、IME分散キャッシュがアクティブでない場合に生成されます。

Cisco IMEサーバの証明書がプロビジョニングされていることと、IME分散キャッシュがアクティ
ブ化されていることを CLIを使用して確認します。

デフォルト設定

表 99：IMEDistributedCacheInactive RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

非アクティブな IME分散キャッシュ

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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IMEOverQuota
このアラートは、この Cisco IMEサービスを使用する Cisco Unified Communications Managerサー
バが、IME分散キャッシュに対してパブリッシュされたダイヤルイン（DID）数の割り当てを超
えたことを示します。アラートには、Cisco IMEサーバの名前に加え、現在およびターゲットの割
り当て値が含まれます。

この Cisco IMEサービスを使用するすべての Cisco Unified Communications Managerサーバで DID
プレフィックスが正しくプロビジョニングされていることを確認します。

プレフィックスが正しくプロビジョニングされている場合は、Cisco IMEサービスの容量を超えて
います。サービスをもう 1つ設定し、異なる Cisco IMEサービス上の Cisco IMEクライアントイ
ンスタンス（Cisco Unified Communications Manager）に DIDプレフィックスを分割する必要があ
ります。

デフォルト設定

表 100：IMEOverQuota アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

VAP割り当て超過

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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IMEQualityAlert
このアラートは、ネットワーク品質の問題によってかなりの数の Cisco IMEコールが PSTNに
フェールバックされたか、コールが確立されなかったことをCiscoUnifiedCommunicationsManager
が特定したときに生成されます。このアラートは次の 2種類のイベントによってトリガーされま
す。

現在アクティブな多数の Cisco IMEコールがすべてフォールバックを要求した、または PSTNに
フォールバックされた場合。

直近の多数のコールの試行が PSTNに送信されたが、IP上に確立されなかった場合。

このアラートを受信したときは、IP接続を確認します。IP接続に問題がない場合、CDR、CMR、
およびファイアウォールのログを確認し、コールが PSTNにフォールバックされた理由または IP
上に確立されなかった理由を判別します。

デフォルト設定

表 101：IMEQualityAlert アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

Cisco IMEリンク品質の問題

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
233

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
IMEQualityAlert



InsufficientFallbackIdentifiers
このアラートは、同一のフォールバック DIDを使用する現在進行中の Cisco IMEコールが多すぎ
て、Cisco Unified Communications Managerが処理している新しい Cisco IMEコールに割り当てる
DTMFディジットシーケンスが足りないときに生成されます。新しいコールは継続しますが、音
声品質が低下しても PSTNにフォールバックすることができません。

このアラームが生成された場合、このコールに関連付けるフォールバックプロファイルを確認し

ます。Cisco Unified Communications Managerの管理でプロファイルを確認し、[相関 DTMF番号の
フォールバック番号（Fallback Number of Correlation DTMF Digits）]“ ”フィールドの現在の設定を
調べます。このフィールドの値を 1つ上げて、新しい値によってこれらのアラートが解消される
かどうかを確認します。一般に、このパラメータは十分大きい値にする必要があり、このプロファ

イルに関連付ける登録数に対して作成された Cisco IME同時コール数が、この登録数を指数とす
る 10の累乗の値よりも常にずっと低くなるようにします。たとえば、このフォールバックプロ
ファイルに関連付けるパターンの Cisco IME同時コール数が常に 10,000未満である場合、この値
を 5に設定する（10の 5乗は 100,000）ことで、Cisco Unified Communications Managerからこのア
ラートが生成されなくなります。

ただし、この値を大きくすると、フォールバックに要する時間が若干長くなります。このため、

[相関DTMF番号のフォールバック番号（Fallback Number of Correlation DTMFDigits）]“ ”フィール
ドの値は、このアラートが生成されない程度に大きい値を設定する必要があります。

DTMFディジットフィールドの値を大きくする代わりに、異なるフォールバックDIDを持つ別の
フォールバックプロファイルを追加して、より少ない数の登録パターンをそのフォールバックプ

ロファイルに関連付けることができます。この方法を使用すると、より少ない桁数を使用できま

す。

デフォルト設定

表 102：InsufficientFallbackIdentifiers アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

フォールバック IDを割り当てることができない

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

1分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

IMEServiceStatus
このアラートは、特定の Cisco IMEクライアントインスタンス（Cisco Unified Communications
Manager）のCisco IMEサービスに対する接続の全体的な健全性を示します。アラートは次の状態
を示します。

• 0：不明。Cisco IMEサービスがアクティブ化されていないことを示している可能性がありま
す。

• 1：健全。Cisco Unified Communications Managerが Cisco IMEクライアントインスタンスのプ
ライマリおよびバックアップサーバ（設定されている場合）への接続を正常に確立したこと

を示します。

• 2：動作不良。Cisco IMEはアクティブ化されているが、Cisco IMEサーバとのハンドシェイ
ク手順を正常に完了していないことを示します。このカウンタの値はプライマリ IMEサーバ
とセカンダリ IMEサーバの両方のハンドシェイクステータスを反映していることに注意し
てください。

デフォルト設定

表 103：IMEServiceStatus アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

VAP接続の問題

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）
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デフォルト設定値

60分ごとに最大 1回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

InvalidCredentials
このアラートは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerで設定されたユーザ名とパスワードがCisco
IMEサーバで設定されたものと一致しないために、Cisco Unified Communications Managerが Cisco
IMEサーバに接続できないことを示します。

アラートには、Cisco IMEサーバへの接続に使用されたユーザ名とパスワードに加え、ターゲット
Cisco IMEサーバの IPアドレスおよび名前が含まれます。このアラートを解決するには、Cisco
IMEサーバにログインし、設定されているユーザ名およびパスワードがCiscoUnifiedCommunications
Managerで設定されているユーザ名およびパスワードと一致することを確認します。

デフォルト設定

表 104：InvalidCredentials アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

Cisco IMEサーバへのクレデンシャルが失敗した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail
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デフォルト設定値

デフォルトTrigger Alert Action

LocationOutOfResource

表 105：LocationOutOfResource アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

LocationOutOfResourceイベントが生成された。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

MaliciousCallTrace
これは、Cisco Unified Communications Managerに迷惑呼が存在することを示します。迷惑呼の識
別（MCID）機能が呼び出されます。

表 106：MaliciousCallTrace RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

迷惑呼トレースが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

MediaListExhausted
このアラートは、MediaListExhaustedイベントの回数が、設定されている時間間隔中に、設定され
ているしきい値を超えたときに発生します。このアラートは、メディアリストで定義されている

使用可能なメディアリソースがすべて使用中であることを示します。デフォルトの値は、60分以
内に 0回です。

表 107：MediaListExhausted RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

MediaListExhaustedイベントの回数が最近 60分間で 0回を超えている

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

MgcpDChannelOutOfService
このアラートは、メディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）Dチャネルがアウト
オブサービスのままである場合にトリガーされます。

表 108：MgcpDChannelOutOfService RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

MGCP Dチャネルがアウトオブサービスである

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredDevicesExceeded
このアラートは、NumberOfRegisteredDevicesExceededイベントが生成されたときに発生します。
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表 109：NumberOfRegisteredDevicesExceeded RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

NumberOfRegisteredDevicesExceededイベントが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredGatewaysDecreased
このアラートは、クラスタに登録されたゲートウェイの数が、連続したポーリング間で減少した

ときに発生します。

表 110：NumberOfRegisteredGatewaysDecreased RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

登録されたゲートウェイの数が減少した

しきい値

（Threshold）
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredGatewaysIncreased
このアラートは、クラスタに登録されたゲートウェイの数が、連続したポーリング間で増加した

ときに発生します。

表 111：NumberOfRegisteredGatewaysIncreased RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

登録されたゲートウェイの数が増加した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredMediaDevicesDecreased
このアラートは、クラスタに登録されたメディアデバイスの数が、連続したポーリング間で減少

したときに発生します。
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表 112：NumberOfRegisteredMediaDevicesDecreased RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

登録されたメディアデバイスの数が減少した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredMediaDevicesIncreased
このアラートは、クラスタに登録されたメディアデバイスの数が、連続したポーリング間で増加

したときに発生します。

表 113：NumberOfRegisteredMediaDevicesIncreased RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

登録されたメディアデバイスの数が増加した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail
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デフォルト設定値

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredPhonesDropped
このアラートは、クラスタに登録された電話機の数が、連続したポーリング間で、設定されてい

る割合を超えて減少したときに発生します。

表 114：NumberOfRegisteredPhonesDropped RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

クラスタに登録された電話機の数が（10%）減少した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingCallSetupFail

表 115：RecordingCallSetupFail アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingCallSetupFailイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingGatewayRegistrationTimeout

表 116：RecordingGatewayRegistrationTimeout アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingGatewayRegistrationTimeoutイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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RecordingGatewayRegistrationRejected

表 117：RecordingGatewayRegistrationRejected アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingGatewayRegistrationRejectedイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingGatewaySessionFailed

表 118：RecordingGatewaySessionFailed アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingGatewaySessionFailedイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）
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デフォルト設定値

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingSessionTerminatedUnexpectedly

表 119：RecordingCallSetupFail アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

エラー（Error）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingCallSetupFailイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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RecordingResourcesNotAvailable

表 120：RecordingResourcesNotAvailable アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された RecordingGatewayRegistrationTimeoutイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RouteListExhausted
示されたルートリストで使用可能なルートが見つかりませんでした。

表 121：RouteListExhausted RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

RouteListExhaustedの回数が最近 60分間で 0回を超えている

しきい値

（Threshold）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
247

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
RecordingResourcesNotAvailable



デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

RTMTSessionsExceedsThreshold

表 122：RTMTSessionsExceedsThreshold アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

astセッションの数が 250を超える場合。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

SDLLinkOutOfService
このアラートは、SDLLinkOutOfServiceイベントが生成されたときに発生します。このイベント
は、ローカルの Cisco Unified Communications Managerがリモートの Cisco Unified Communications
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Managerと通信できないことを示します。通常、このイベントは、ネットワークエラーまたはリ
モート Cisco Unified Communications Managerが実行されていないことを示します。

表 123：SDLLinkOutOfService RTMT アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

SDLLinkOutOfServiceイベントが生成された

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

TCPSetupToIMEFailed
このアラートは、Cisco Unified Communications Managerが Cisco IMEサーバへの TCP接続を確立
できないときに発生します。このアラートは一般に、Cisco IMEサーバの IPアドレスとポートが
CiscoUnifiedCMの管理ページで正しく設定されていない場合か、イントラネット接続の問題が存
在するために接続が確立されない場合に発生します。

アラートの Cisco IMEサーバの IPアドレスとポートが有効であることを確認します。問題が解決
しない場合は、Cisco Unified CommunicationsManagerサーバとCisco IMEサーバ間の接続をテスト
します。
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デフォルト設定

表 124：TCPSetupToIMEFailed アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

クリティカル（Critical）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

Cisco IMEサーバへの接続に失敗した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

TLSConnectionToIMEFailed
このアラートは、Cisco IMEサービスによって提示された証明書の期限が切れていたか、証明書が
Cisco Unified Communications Manager CTLになかったために、Cisco IMEサービスへの TLS接続
を確立できなかったときに発生します。

Cisco IMEサービス証明書がCisco Unified CommunicationsManagerに設定されていることを確認し
ます。

デフォルト設定

表 125：TLSConnectionToIMEFailed アラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this
alert on the following
servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

Cisco IMEサービスへの TLS障害が発生した

しきい値

（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

UserInputFailure

表 126：UserInputFailure アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

警告重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

生成された UserInputFailureイベント。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

30分ごとに最大 3回のアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action
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緊急レベルアラーム
緊急レベルのアラームはゼロ（0）で表され、システムまたはサービスが使用できないことを意味
します。通常、このアラームはプラットフォームの障害を示します。次に例を示します。

•サービスの起動に何度も失敗する。

•このシステムの動作に必要なディスク領域が不足していた。

•システムのメモリが不足していた。

•マザーボードの障害が発生した。

このレベルは、個々のエンドポイントに関連付けられているイベントには適していません。

BDINotStarted
エラーが発生したため、BDIアプリケーションを起動できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。

CallDirectorCreationError
CallDirectorの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

CiscoDirSyncStartFailure
CiscoDirSymcアプリケーションを正常に起動できませんでした。アプリケーションの起動中にエ
ラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

緊急（0）

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。アプリケーションの再起動が必

要になる場合もあります。

ExcceptionInInitSDIConfiguration
InitSDIConfiguration関数で例外が発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV
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重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

FileWriteError
ファイルに書き込めません。プライマリファイルパスに書き込めませんでした。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

Primary File Path（String）

推奨処置

プライマリファイルパスが有効であり、対応するドライブに十分なディスク領域があることを確

認します。また、このパスにデフォルトのログファイルパスと同等のセキュリティ権限があるこ

とも確認します。

GlobalSPUtilsCreationError
GlobalSPUtilsの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）
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パラメータ

なし

推奨処置

なし

HuntGroupControllerCreationError
HuntGroupControllerの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

HuntGroupCreationError
Hunt Groupの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし
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推奨処置

なし

IPAddressResolveError
ホスト IPアドレスが解決されませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

HostName [String]

推奨処置

なし

IPMANotStarted
エラーが発生したため、IPManagerAssistant（IPMA）アプリケーションを起動できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。
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LineStateSrvEngCreationError
LineStateSrvEngの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

LostConnectionToCM
CallManagerへの Telephony Call Dispatcher（TCD）接続が失われました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし
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NoCMEntriesInDB
データベースに CallManagerエントリが存在しません。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

NoFeatureLicense
機能ライセンスが見つかりません。Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）を使用す
るには、ライセンスが必要です。また、Unified CMのライセンスはバージョン固有であるため、
ライセンスが、実行しようとしているバージョン用のものであることを確認します。CiscoUnified
CMの管理でライセンスユニットレポートを実行できます（[システム（System）] > [ライセンス
（Licensing）] > [ライセンスユニットレポート（License Unit Report）]）。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「緊急」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

緊急（Emergency）

推奨処置

使用しているバージョンの Unified CM用の Cisco Unified Communications Manager SW FEATURE
のライセンスの生成を依頼し、Cisco Unified CMの管理でライセンスをアップロードします（[シ
ステム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [ライセンスファイルのアップロード（License
File Upload）]）。

OutOfMemory
プロセスからオペレーティングシステムに対してメモリが要求されていますが、使用可能なメモ

リが不足しています。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

ServiceNotInstalled
実行可能ファイルの開始が試行されていますが、サービス制御マネージャでサービスとして設定

されていないため、開始できません。サービス名は %sです。サービスがインストールされてい
ません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

Service（String）
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推奨処置

サービスを再インストールします。

SyncDBCreationError
SysControllerで SyncDBの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

SysControllerCreationError
SysControllerの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし
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TapiLinesTableCreationError
TapiLinesTableの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし

TimerServicesCreationError
TimerServicesの作成中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

なし

推奨処置

なし
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TestAlarmEmergency
緊急アラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

緊急（0）

推奨処置

なし

WDNotStarted
エラーが発生したため、WebDialerアプリケーションを起動できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

緊急（0）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。

アラートレベルアラーム
アラートレベルのアラームは 1で表され、早急な対処が必要です。システムエラーが発生してお
り、復旧のためには手動による操作が必要です。次に例を示します。
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•アプリケーションのライセンスの期限が近づいている。

•アプリケーションのディスク領域が不足しつつある。

•アプリケーションのメモリが不足しそうである。

• CPU使用率が長時間 100%に達している。

このレベルは、個々のエンドポイントに関連付けられているイベントには適していません。

CertValidLessthanADay
証明書が 24時間以内で期限切れになるか、すでに期限切れになっています。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/CertMonitorAlarmCatalog

重大度（Severity）

アラート（1）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Message（String）

推奨処置

Cisco Unified Operating Systemにアクセスし Certificate Managementに進むことで、期限切れになろ
うとしている証明書を再生成します。証明書が CAによって発行されている場合は、CSRを生成
し、CSRを CAに送信して、CAから新しい証明書を入手し、Cisco Unified CMにアップロードし
ます。

CMIException
データベースの読み取り中にエラーが発生しました。

このアラームは、CMIサービスパラメータを無効な値で設定するか、シリアルポートから無効な
ハンドル値が返されることでトリガーされる、他のアラームに常に関連付けられます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCMIExceptionから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

CMI Exception（String）

推奨処置

詳細については、関連するアラームを参照してください。

CMOverallInitTimeExceeded
CiscoUnified CommunicationsManagerシステムの初期化にかかる時間が、System Initialization Timer
サービスパラメータで指定された値の許容時間よりも長くかかっています。このため、システム

は自動的に再起動され、初期化が再試行されます。初期化が失敗した理由には、データベースエ

ラー、システムに追加された大量の新しいデバイス、またはその他のいくつかの潜在的原因が考

えられます。Cisco Unified Communications Managerの初期化に必要な時間が、Cisco CallManager
サービスパラメータの System Initialization Timerで許容される時間を超えています。システムサ
イズの増加が、このエラーの原因である可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

• CUCMOverallInitTimeExceededから名前が変更されました。

•重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

Cisco Unified Communications Manager Overall Initialization Time（分単位） [Int]

推奨処置

Cisco Unified CMの管理ページのサービスパラメータ設定ウィンドウで、Cisco CallManagerサー
ビスパラメータの System Initialization Timerの値を増加してみます。RTMTを使用してシステム
内のデバイス数とユーザ数を確認し、その数が正確であるかどうかを評価します。Cisco Unified
CMの管理ページのサービスパラメータ設定ウィンドウで、Cisco CallManagerサービスパラメー
タのSystem InitializationTimerの値を増加してみます。System InitializationTimerサービスパラメー
タの時間を増やしてもこの問題が解決しない場合、シスコテクニカルアシスタンスセンター

（TAC）にお問い合わせください。

ConfigThreadChangeNotifyServerInstanceFailed
データベースからの設定変更通知を処理するためのリソースを割り当てることができませんでし

た。通常、リソース不足などのシステム問題が発生した場合にメモリ不足を示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kConfigThreadChangeNotifyServerInstanceFailedから名前が変更
されました。

7.0(1)

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（Alert）

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。

ConfigThreadChangeNotifyServerSingleFailed
データベースからの設定変更通知を処理するためのリソースを割り当てることができませんでし

た。通常、リソース不足などのシステム問題が発生した場合にメモリ不足を示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigThreadChangeNotifyServerSingleFailedから名前が変更され
ました。

7.0(1)

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（Alert）

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。
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ConfigThreadChangeNotifyServerStartFailed
データベースからの設定変更通知の受信を開始できませんでした。通常、リソース不足などのシ

ステム問題が発生した場合にメモリ不足を示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigThreadChangeNotifyServerStartFailedから名前が変更されま
した。

7.0(1)

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

ALERT

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。

CiscoLicenseApproachingLimit
ライセンスユニットの消費量が、許可されている上限に近づいています。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS_TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

アラート（1）
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パラメータ

Reason [String]

推奨処置

なし

CiscoLicenseOverDraft
オーバードラフトライセンスを使用中です。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS_TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

アラート（1）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

なし

CMVersionMismatch
クラスタ内の 1台以上のUnified CMノードで異なるバージョンの Cisco CallManagerが動作してい
ます。

このアラームは、ソフトウェアのバージョンが一致しないためにローカルのUnified CMがリモー
トの Unified CMとの通信を確立できないことを示します。このアラームは一般的に、Unified CM
ノードのアップグレード中に通常発生します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ALERT
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ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Remote Application Link Protocol Version（String）

Local Application Link Protocol Version（String）

Remote Node ID（UInt）

Remote Application ID（Enum）

Remote Application Version（String）

推奨処置

このアラームの詳細には、ローカルおよびリモートのUnified CMノードのバージョンが含まれて
います。バージョンを比較し、必要に応じてノードをアップグレードします。

関連トピック

Remote Application ID Enum定義, （269ページ）

Remote Application ID Enum 定義

定義値

CallManager100

CTIManager200

CreateThreadFailed
新しいスレッドの作成に失敗しました。Reason文字列で、エラーの発生場所を確認します。通常、
メモリリソース不足などのシステム問題が発生した場合に起こります。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kCreateThreadFailedから名前が変更されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP/TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

Error [Int] Reason [String]

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。

DBLException
データベースアクティビティの実行中にエラーが発生しました。重大なデータベース層インター

フェイスエラーが発生しました。このエラーの原因には、データベースが到達不能または停止し

ていることや、DNSエラーが考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

ErrorCode [Int] ExceptionString [String]

推奨処置

Cisco Unified Reportingツールで提供されるシステムレポート（具体的には Cisco Unified CMデー
タベースステータスレポート）を確認し、異常なアクティビティがないかどうかを調べます。

データベースを実行しているサーバへのネットワーク接続を確認します。システムでDNSを使用
する場合、DNS設定を確認してエラーがないかどうかを調べます。

InvalidCredentials
IMEサーバへのクレデンシャルが失敗しました。

Unified CMで設定されているユーザ名またはパスワードが、IMEサーバで設定されているものに
一致しないため、IMEサーバへの接続を完了できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ALERT

推奨処置

このアラームには、IMEサーバに接続するために使用されたユーザ名およびパスワードと、ター
ゲット IMEサーバの IPアドレスおよびその名前が格納されています。IMEサーバにログインし、
そこで設定されているユーザ名とパスワードがUnified CMで設定されているものに一致すること
を確認します。

ルーティングリスト

SDL

SDI
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システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

User name（String）

IP address（String）

Server name（String）

MemAllocFailed
メモリの割り当てに失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kMemAllocFailedから名前が変更されました。

重大度がアラートに変更されました。

推奨処置が変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SUMI-CMI

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

Memory Allocation Failure（String）

推奨処置

1 syslogでシステムエラー番号を確認します。

2 アラートが繰り返し発生する場合は、Service Managerを再起動します。

3 問題が解決されない場合は、Cisco Unified CMノードをリブートします。
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NoDbConnectionAvailable
データベース接続を使用できません。データベース層で、稼働中のデータベース接続が見つかり

ませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

アラート（1）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、Cisco Database Layer Monitorサー
ビスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。ネットワーク接続と SQLサーバサービスの
動作を確認します。

ParityConfigurationError
CMIサービスパラメータ Parityの設定が無効です。

ボイスメッセージングシステムに接続するために CMIが使用するシリアルポートに設定されて
いるパリティが無効です。値の検証が行われないAXLまたはCLIコマンドを使ってパリティ値が
更新された可能性があります。このため、この値は、Cisco Unified CMの管理ページのサービス
パラメータ設定ウィンドウで設定することを推奨します。これにより、値がこのフィールドの値

の許容範囲に収まっていることが確認されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kParityConfigurationErrorから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT
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ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Illegal Parity（String）

推奨処置

Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Parityに有効な（許容される）値が設定されている
ことを確認します。

SerialPortOpeningError
CMIがシリアルポートを開こうとしたときに、オペレーティングシステムがエラーを返しまし
た。

CMIを実行しているシステムでは、ボイスメッセージングシステムに接続するために使用するシ
リアルポートは常に USB0であり、その値は Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Serial
Portで設定されます。値の検証が行われない AXLまたは CLIコマンドを使って Serial Portの値が
更新された可能性があります。Serial Portサービスパラメータの値がUSB0以外に設定されている
場合、CMIはこのアラームをトリガーします。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kSerialPortOpeningErrorから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Serial Port Opening Error（String）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
274

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
SerialPortOpeningError



推奨処置

Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Serial Portに USB0が設定されていることを確認し
ます。また、ケーブルが USB0ポートにしっかりと接続されていることを物理的に確認します。

SDIControlLayerFailed
新しい設定のためにトレースログまたはアラームサブシステムの更新に失敗しました。このア

ラームは通常、システムリソース不足、またはトレースログまたはアラームサブシステムによ

るデータベースアクセスの失敗を示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「重要」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

kSDIControlLayerFailedから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP_TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

Error [Int] Reason [String]

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。データベースサーバが実行

されていることと、CiscoDatabase LayerMonitorサービスが問題なく実行されていることを確認し
ます。このアラームが解消されない場合は、TFTPサービスとデータベースのトレースファイル
を用意して、TACまでお問い合わせください。
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SDLLinkOOS
リモートアプリケーションへの SDLリンクがアウトオブサービスです。このアラームは、ロー
カルの Unified CMでリモートの Unified CMとの通信が失われたことを示します。通常、このア
ラームは、ノードがアウトオブサービスになったことを示します（メンテナンス目的や新しい負

荷をインストールするためなどに意図的に状態を変更したか、サービス障害または接続障害によっ

て意図せず状態が変化）。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「エラー」から「アラート」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

アラート（Alert）

パラメータ

Remote IP address of remote application [String] Unique Link ID.[String] Local node ID [UInt] Local
Application ID.[Enum]RemoteNodeID [UInt] Remote application ID.[Enum]

推奨処置

Cisco Unified Reportingツールで、CM Cluster Overviewレポートを実行し、すべてのサーバがパブ
リッシャと通信できることを確認します。また、CallManagerの障害を示す何らかのアラームが発
生していないかどうかを確認し、障害がある場合は適切な処置を実施します。ノードを意図的に

アウトオブサービスにした場合は、ノードをインサービスに戻します。

関連トピック

LocalApplicationIDと RemoteApplicationIDの Enum定義, （277ページ）
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LocalApplicationID と RemoteApplicationID の Enum 定義

理由コード

CallManager100

CTI200

SocketError
ファイル要求を受信するためのネットワーク接続を開けませんでした。このアラームは通常、TFTP
サービスがネットワーク接続を開くために使用する IPアドレスが無効である場合に発生します。

表 127：履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kSocketErrorから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（1）

パラメータ

Error [Int] Reason [String]

推奨処置

TFTPサービスパラメータ（TFTP IPアドレス）が TFTP経由でファイルを提供するために使用す
る NICの IPアドレスを正しく指定しているかどうかを確認します。詳細については、（拡張）
TFTP IPアドレスサービスパラメータのヘルプを参照してください。問題が解決しない場合は、
CiscoUnified Serviceabilityに移動し、[Trace Configuration]ウィンドウでTFTPサービスの [Detailed]
レベルのトレースを有効にして、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い
合わせください。
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StopBitConfigurationError
Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Stop Bitsの設定が無効です。

ボイスメッセージングシステムに接続するために CMIが使用するシリアルポートに、無効なス
トップビットが設定されています。値の検証が行われないAXLまたはCLIコマンドを使ってStop
Bitsの値が更新された可能性があります。このため、この値は、CiscoUnified CMの管理ページの
サービスパラメータ設定ウィンドウで設定することを推奨します。これにより、値がこのフィー

ルドの値の許容範囲に収まっていることが確認されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kStopBitConfigurationErrorから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Illegal Stop Bit（String）

推奨処置

Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Stop Bitsに有効な（許容される）値が設定されてい
ることを確認します。

TFTPServerListenSetSockOptFailed
ファイル要求を受信するためのネットワークバッファのサイズを増加できませんでした。通常、

リソース不足などのシステム問題が発生した場合にメモリ不足を示します。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kTFTPServerListenSetSockOptFailedから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

アラート（1）

パラメータ

Error [Int] IPAddress [String] Port [Int]

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。

TFTPServerListenBindFailed
ファイル要求の受信に使用するネットワークポートに接続できません。このアラームは通常、

ネットワークポートがシステム上の他のアプリケーションで使用されている場合、または TFTP
サーバの前回の実行時にネットワークポートが正常に閉じられなかった場合に発生します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kTFTPServerListenBindFailedから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP
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重大度（Severity）

アラート（1）

パラメータ

Error [Int] IPAddress [String] Port [Int]

推奨処置

ポートが他のアプリケーションで使用されていないことを確認します。TFTPサーバを停止した
後、TFTPサーバのコマンドラインインターフェイス（CLI）で、show network status listenという
コマンドを実行します。このアラームで指定されたポート番号がこの CLIコマンド出力に表示さ
れた場合、このポートは使用されています。Cisco Unified Communications Managerシステムを再
起動すると、ポートを開放できることがあります。問題が解決しない場合は、Cisco Unified
Serviceabilityに移動し、[Trace Configuration]ウィンドウで TFTPサービスの [Detailed]レベルのト
レースを有効にして、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせくだ
さい。

TestAlarmAlert
アラートアラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

アラート（1）

推奨処置

なし

TLSConnectionToIMEFailed
IMEサービスへの TLS障害が発生しました。

IMEサーバによって提示された証明書に問題があったため、IMEサーバへの TLS接続を確立でき
ませんでした（たとえば、証明書がUnifiedCMCTLにない場合や、CTLにあっても有効期限が切
れている場合）。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
280

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
TestAlarmAlert



履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ALERT

推奨処置

IMEサーバの証明書が Unified CMで適切に設定されていることを確認します。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

SSLErrorCode（UInt）

SSLErrorText（String）

TVSServerListenBindFailed
ファイル要求の受信に使用するネットワークポートに接続できません。このアラームは通常、

ネットワークポートがシステム上の他のアプリケーションで使用されている場合、または TVS
サーバの前回の実行時にネットワークポートが正常に閉じられなかった場合に発生します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

ALERT
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ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

パラメータ

nError（Int）

IPAddress（String）

Port（Int）

推奨処置

ポートが他のアプリケーションで使用されていないことを確認します。TVSサーバを停止した後、
TVSサーバのコマンドラインインターフェイス（CLI）で、show network status listenコマンドを
実行します。このアラームで指定されたポート番号がこの CLIコマンド出力に表示された場合、
このポートは使用されています。CiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムを再起動すると、
ポートを開放できることがあります。問題が解決しない場合は、CiscoUnified Serviceabilityに移動
し、[TraceConfiguration]ウィンドウでTVSサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にして、
シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせください。

TVSServerListenSetSockOptFailed
ファイル要求を受信するためのネットワークバッファのサイズを増加できませんでした。通常、

リソース不足などのシステム問題が発生した場合にメモリ不足を示します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

パラメータ

nError（Int）

IPAddress（String）
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Port（Int）

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。

UnknownException
データベースへの接続中に不明なエラーが発生しました。

CMIサービスは、起動時にCMIサービスパラメータをDBから読み込もうとします。その際に不
明なエラーが発生すると、CMIからこのアラームがトリガーされます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

推奨処置

カスタマーサービス担当者に報告してください。

VMDNConfigurationError
CMIのボイスメール DNが無効です。

ボイスメールDNが無効なため、CMIはCiscoUnifiedCommunicationsManagerに登録できません。
このアラームは、Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータ Voice Mail DNが空か、数字（0～
9）以外の無効な文字が含まれている場合に発生します。値の検証が行われない AXLまたは CLI
コマンドを通じてVoiceMailDNの値が更新された可能性があります。このため、この値は、Cisco
Unified CMの管理ページのサービスパラメータ設定ウィンドウで設定することを推奨します。こ
れにより、値がこのフィールドの値の許容範囲に収まっていることが確認されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kVMDNConfigurationErrorから名前が変更されました。8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ALERT

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Invalid Voice Mail DN（String）

推奨処置

CMIサービスパラメータ Voice Mail DNに有効なディレクトリ番号が設定されていることを確認
します。

クリティカルレベルアラーム
重要レベルのアラームは 2で表され、早急な対処が必要になる場合もあります。自動回復が見込
まれますが、状況をモニタしてください。

このアラームはアラートレベルのアラームと同様に動作しますが、必ずしもすぐに対処が必要な

わけではありません。システムに影響を与えるサービスに障害が発生しましたが、ユーザが介入

することなく回復しています。次に例を示します。

•処理不可能なエラーのためにサービスがクラッシュしましたが、サービスを再起動するウォッ
チドッグプロセスが存在します。このクラッシュでは、必ずしもすぐに対処が必要なわけで

はありません。次に例を示します。

◦メモリ不足状態

◦初期化されていない変数

◦メモリスクリブラ

•処理不可能な、予期しないコードエラーが発生しましたが、このエラーを解決するためにシ
ステムは自動的に再起動します。

BChannelOOS
Bチャネルがアウトオブサービスです。このアラームによって示された Bチャネルはアウトオ
ブサービスになっています。Bチャネルがアウトオブサービスになる一般的な理由には、次のよ
うなものがあります。
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•ニアエンドまたはファーエンドでメンテナンスを行うために、チャネルを意図的にアウトオ
ブサービスにしている

• MGCPゲートウェイが、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）から送信
されたMGCPコマンドに対してエラーコード 501または 510を返した

• MGCPゲートウェイが、Cisco Unified CMが送信したMGCPコマンドに 3回応答しない

• Cisco Unified CMとMGCPゲートウェイ間のイーサネットポートで、速度とデュプレックス
が一致しない

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度がエラーから重要に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Unique channel Id [String] Device Name.[String] Reason.[Enum]Channel Id.[UInt]

Enum 定義

• 0：定義なし
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推奨処置

Cisco Unified CM拡張サービスパラメータを確認します。[Bチャネルメンテナンスステータス
（B-channel Maintenance Status）]を変更して、Bチャネルが意図的にアウトオブサービスにされ
ているかどうかを確認します。PRIサービスメッセージの Q.931トレースを確認して、公衆網プ
ロバイダーによってBチャネルがアウトオブサービスにされているかどうかを判定します。MGCP
ゲートウェイをリセットします。イーサネットポート上の速度とデュプレックスの設定を確認し

ます。

CallManagerFailure
Cisco Unified Communicationsシステムの内部的な障害を示します。サービスを再起動して障害を
クリアする必要があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

Additional Text [Optional] [String] Host name of hosting node.[String] IP address of hosting node.[String]
Reason code.[Enum]

推奨処置

その他のエラーをモニタし、必要に応じて Cisco CallManagerサービスを再起動します。このア
ラームが解消されない場合は既存のトレースファイルを収集します。

CISCO-CCM-MIB

ccmCallManagerAlarmEnableに含まれます。詳細については、「CISCO-CCM-MIB」を参照してく
ださい。
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関連トピック

CallManagerFailureの原因コードの Enum定義, （287ページ）
CISCO-CCM-MIB, （711ページ）

CallManagerFailure の原因コードの Enum 定義

理由コード

Unknown：Unified CMは不明な理由でエラーになりました。1

HeartBeatStopped：ハートビート間隔の後、内部的なハートビートが停止しまし
た。

2

RouterThreadDied：内部のスレッドがエラーになりました。3

TimerThreadDied：内部のスレッドがエラーになりました。4

CriticalThreadDied：内部のスレッドがエラーになりました。5

CertExpiryCritical
証明書が7日以内で期限切れになります。証明書を再生成または再インポートします。このアラー
ムを生成するサービスの名前は、Cisco Certificate ExpiryMonitorです。このアラームは、システム
によって生成された証明書またはシステムにアップロードされた証明書が期限切れになる場合に

生成されます。Cisco Unified CMでは、Tomcat（Webサーバ）、CallManager、IPSEc、および
Directoryの証明書を使用します。各証明書の詳細については、セキュリティガイドを参照してく
ださい。証明書が Cisco Unified CMによって生成された場合、自己署名証明書のデフォルトの有
効期限は 5年間です。証明書が CAによって署名されている場合、証明書の有効性は、証明書の
発行の際に CAが設定した有効期限によって決まります。証明書の期限が近づくと、「“Cisco
Certificate Expiry Monitor”」サービスによってアラームが生成されます。アラームの重大度は、証
明書が期限切れになるまでの残り時間によって決まります。

システムの動作への影響は、期限切れになった証明書によって異なります。この情報は、アラー

ムに含まれます。Tomcatの証明書が期限切れになった場合、Cisco Unified CMWebページに接続
中に、証明書が期限切れになったことを示すエラーがブラウザに表示されます。ただし、この警

告を無視して Cisco Unified CMページへの接続を続行できます。

Directory-trustの場合、Cisco Unified CMにアップロードされたディレクトリ信頼証明書が期限切
れになると、CiscoUnifiedCMは外部LDAPサーバとのSSL接続を確立できないことがあります。
システム全体の影響として、Cisco Unified CMと他の外部サーバ間の SSL接続ができなくなりま
す。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

/CERT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Certモニタ

重大度（Severity）

重要（2）

パラメータ

なし

推奨処置

CUOSページにログインします。[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]の順に移動し、（アラーム内の情報に基づいて）期限切れになった証明書を再生
成します。これにより、新しい有効期限を持つ新しい自己署名証明書が生成されます。証明書が

CAによって署名されている場合、新しいCSRを生成してCAに送信し、CAが署名した証明書を
取得して新しい証明書をアップロードします。

CertValidfor7days
このアラームは、証明書の有効期限が切れたか、7日以内に期限が切れることを示します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/CertMonitorAlarmCatalog

重大度（Severity）

重要（2）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ
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パラメータ

Message（String）

推奨処置

Cisco Unified Operating Systemにアクセスし Certificate Managementに進むことで、期限切れになろ
うとしている証明書を再生成します。証明書が CAによって発行されている場合は、CSRを生成
し、CSRを CAに送信して、CAから新しい証明書を入手し、Cisco Unified CMにアップロードし
ます。

CDRMaximumDiskSpaceExceeded
CDRファイルのディスク使用率が最大ディスク割り当てを超えました。ディスク使用率を下げる
ために、いくつかの配信不能なファイルが削除された可能性があります。CDRファイルのディス
ク使用率は、割り当てられた最大ディスク領域を超えています。CDRMは、ディスク使用率を上
限未満まで下げるために、外部の課金サーバにまだ送信されていないCDRファイルをいくつか削
除した可能性があります。配信不能なファイルを削除するかどうかは、CDRM設定ページでの
deletionDisableフラグの設定方法によって決まります。Eメールアラートが管理者に送信されま
す。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

ファシリティとサブファシリティが変更されました。ルーティン

グリストが追加され、Data Collectorが Alert Managerに変更され
ました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR管理

重大度（Severity）

重要（2）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

Alert Manager
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パラメータ

DiskUsageInMB [String]

推奨処置

1 配信不能な CDRファイルが何らかの条件で蓄積されすぎているかどうかを確認します。

2 ネットワークリンクステータスを確認します。

3 課金サーバが動作しているかどうかを確認します。

4 課金サーバ上の（s）FTPサーバが実行中で要求を受け入れているかどうかを確認します。

5 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、課金サーバの CDRM設定が正
しいかどうかを確認します。

6 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、CDRファイルの最大ディスク
割り当てが低すぎるかどうかを確認します。

7 /var/log/active/cm/trace/cdrrep/log4jで、CDRRepositoryManagerトレースを確認
します。

CiscoDirSyncProcessFailToStart
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスを開始できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

重要（2）

パラメータ

AgreementId [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。

CodeRedEntry
Unified CMは Code Red状態になり、再起動します。
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Unified CMは長期間 Code Yellow状態になっており、それ自身で回復できる可能性がほとんどあ
りません。Cisco CallManagerサービスは自動的に再起動し、Code Yellow状態の原因になっている
状況をクリアしようとします。システムが Code Yellow状態のままになる期間は、Code Yellow
Durationサービスパラメータで設定できます。このパラメータの期間を99999に設定すると、Code
Red状態は発生しません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

Expected Average Delay [UInt] Entry Latency [UInt] Exit Latency [UInt] Sample Size [UInt] Code Yellow
Duration [UInt] Number of Calls Rejected Due to Call Throttling [UInt] Total Code Yellow Entry [UInt]
Total Code Yellow Exit [UInt]

推奨処置

CodeYellowEntryアラームで定義されている推奨処置の手順を試みるべきでした。まだ試みていな
い場合は、システムがオンラインになった後で試みます。唯一の動作は自動的に実行される再起

動だけであるため、Code Redに対する他の処置はありません。

CodeYellowEntry
着信コール処理で許容できないほど大きな遅延が発生したため、CallManagerはコール制御を開始
しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

Expected Average Delay [UInt] Entry Latency [UInt] Exit Latency [UInt] Sample Size [UInt] Total Code
Yellow Entry [UInt]

推奨処置

Code Yellow状態になる根本的な原因は、一般にメモリの問題や高い CPU使用率です。ディスク
の不良も原因になる可能性があります。また、トレースレベルの設定によっては、CPUを大量に
消費します（特に、Cisco Unified Serviceabilityの [SDL Trace Configuration]ウィンドウで [Enable
SDL TCP Event Trace]チェックボックスをオンにしている場合）。これらの領域を確認し、Code
Yellow状態から回復するよう試みます。また、CLIからトレースディレクトリに対して File
Fragmentationコマンドを実行し、ハードディスクのフラグメンテーションの進み具合を確認する
こともできます。状況をモニタし、既存のトレースファイルを収集します。組織で予想される妥

当な時間内に CodeYellowExitアラームが発行されない場合や、システムが頻繁に Code Yellow状
態になる場合は、TACに問い合わせ、収集したトレース情報を渡します。

CoreDumpFileFound
新しいコアダンプファイルがシステム内で見つかりました。コンポーネントの 1つがクラッシュ
し、コアダンプが生成されました。admin CLIまたは RTMTを使用してバックトレースを取得し
ます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

重要（2）
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パラメータ

TotalCoresFound [String] CoreDetails [String] Core1 [String] Core2 [String] Core3 [String] Core4 [String]
Core5 [String] Core6 [String]

推奨処置

この重大な内部エラーは、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）で調査する必要が
あります。TACに連絡する前に、CCMサーバの CLIにログインし、「“active analyze core file
name”」コマンドを実行して、コアダンプのバックトレースを生成します。コアファイル名は、
アラートの詳細に格納されています。analyzeコマンドを実行した後、CLIコマンド「“file get
activelog analyze”」または RTMTの [トレースの収集（Collect Traces）]“ ”オプションを使用して
バックトレースを収集します。これらのバックトレースをシスコTACに送付し、詳細な解析を依
頼します。

DChannelOOS
Dチャネルがアウトオブサービスです。このアラームによって示された Dチャネルはアウトオ
ブサービスになっています。Dチャネルがアウトオブサービスになる一般的な理由は次のよう
なものがあります。T1/E1/BRIケーブル接続の切断。内部または外部の問題によるゲートウェイ
データリンク（レイヤ 2）の切断。ゲートウェイのリセット。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

Channel Id.[UInt] Unique channel Id [String] Device Name.[String] Device IP address [String] Reason.[Enum]

Enum 定義

• 0：定義なし
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推奨処置

T1/E1/BRIケーブルの接続を確認します。ゲートウェイをリセットしてレイヤ2の接続を復元しま
す。ゲートウェイのリセットが意図的であったかどうかを調査します。リセットが意図的ではな

かった場合、Cisco Unified CM Administrationのゲートウェイ設定のウィンドウとゲートウェイ端
末へのアクセスを制限する処置を行います。

DUPLEX_MISMATCH
このアラームは、ローカルインターフェイスとスイッチインターフェイス間でデュプレックスが

一致しない場合に Cisco CDPによって生成されます。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

DUPLEX_MISMATCHが CDPAlarmCatalogに追加されました。7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CDP/CDP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/CDP

重大度（Severity）

重要（2）

パラメータ

Switch Duplex Settings（String）

Local Interface Duplex Settings（String）

推奨処置

ローカルインターフェイスおよびスイッチインターフェイスでデュプレックス設定が自動二重ま

たは全二重に設定されていることを確認します。

ErrorChangeNotifyClientBlock
変更通知クライアントがビジー状態です（ブロックされています）。変更通知クライアントが 10
分間ブロックされ続けると、システムによってブロックが自動的にクリアされ、変更通知が正常

に再開します。データベースに加えられた変更は、いずれの受信者からも使用されません。この

エラーは、必ずしも問題になるわけではありません。ただし、変更通知クライアントが10分間ブ
ロックされ続けると、ブロックされているクライアントを除くすべてのクライアントのブロック
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がシステムによって自動的にクリアされます。これにより、その他のすべてのクライアントの変

更通知が正常に再開します。ブロックされているクライアントをクリアするには、サーバを再起

動する必要があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

重要（2）

推奨処置

データベースサーバのコマンドラインインターフェイス（CLI）で、次のコマンドを実行します。

show tech notify

ブロックに関する情報が、CLIコマンド出力に表示されます。CiscoUnified Serviceabilityを使用し
て、アラームで示されたサーバを再起動します。トレースを収集して調査し、クライアントがブ

ロックされていた時間内に異常なアクティビティがなかったかどうかを調べることも推奨します。

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、Cisco Database Layer Monitorサー
ビスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、アラームが発生し
た前後に生じた可能性がある変更を検索します。

LogPartitionHighWaterMarkExceeded
ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている上限を超えて

います。ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている下限

を下回るまで、いくつかのコアファイルまたはトレースファイル（場合によっては両方）がパー

ジされます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

UsedDiskSpace [String] MessageString [Optional].[String]

推奨処置

RTMTにログインし、Alert Centralで、LogPartitionHighWaterMarkExceededアラートに設定されて
いるしきい値を確認します。設定されている値が、意図せずデフォルトのしきい値よりも小さい

値に設定されている場合は、値をデフォルトに変更します。

最初のアラートを受信した後 30分間このアラートを受信し続ける場合は、RTMTの [ディスク使
用率（Disk Usage）]“ ”タブで共通パーティションのディスク使用率を確認します。このタブに表
示されているディスク使用率が LogPartitionLowWaterMarkExceededアラート設定で設定されてい
る値よりも大きい場合は、TACに問い合わせ、共通パーティションのディスク使用率が高い原因
をトラブルシューティングします。

MaxCallsReached
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）ノードでの最大同時接続数に到達しました。
これは内部的に設定された値であり、これを超えると、Unified CMは、コール数を内部的なしき
い値未満にするために、コールの制御を開始します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

パラメータ

Description [Int]

推奨処置

リアルタイムモニタリングツールで、Cisco CallManagerオブジェクトの CallsActiveカウンタの
コール数が異常に多くなっていないか確認します。内部メカニズムにより、この状態を修正しよ

うと試みられます。このアラームが継続的に発生する場合は、既存の SDLおよび CCMトレース
ファイルを収集し、CiscoUnifiedCMServiceabilityのCMServicesトレースコレクションがDetailed
レベルになっていることを確認します。

MGCPGatewayLostComm
MGCPゲートウェイで Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）との通信が失わ
れました。このアラームは次のような場合に発生する可能性があります。CiscoUnifiedCMがゲー
トウェイから RSIPグレースフル/強制などのMGCP登録解除信号を受信した場合、Cisco Unified
CMが、ゲートウェイからMGCPKeepAlive信号を受信しない場合、MGCPゲートウェイが、Cisco
UnifiedCMによって送信されたMGCPコマンドに 3回応答しない場合、CiscoUnifiedCMとMGCP
ゲートウェイ間のイーサネットポートで、速度とデュプレックスが一致しない場合、ゲートウェ

イがリセットされた場合。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

重要（2）

パラメータ

Device Name [String]
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推奨処置

CiscoUnifiedCMとの通信の復元を試行するためにMGCPゲートウェイをリセットします。次に、
イーサネットポート上の速度とデュプレックスの設定を確認します。ゲートウェイの不要なリ

セットが原因で通信が切断された場合、権限のない人がCiscoUnifiedCMの管理ページまたはゲー
トウェイ端末からゲートウェイをリセットできないようにするために予防策を取ります。

関連トピック

CISCO-CCM-MIB, （711ページ）

StationTCPInitError
初期化中にエラーが発生しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「重要」に変更されました。

•次のパラメータが削除されました。

◦ Error Number [String]

◦ ErrorCode [Int]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

推奨処置

Cisco Unified Communications Managerの IPアドレスが設定されており、IPバージョンのループ
バックアドレスとして設定されていないことを確認します。IP設定が正しい場合は、SDLと SDI
のトレースを収集し、TACにお問い合わせください。
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TCPSetupToIMEFailed
IMEサーバへの接続に失敗しました。

このアラームは、Unified CMが IMEサーバへの TCP接続を確立できない場合に発生します。一
般に、IMEサーバの IPアドレスとポートの設定が正しくないか、イントラネット接続の問題によ
り接続が確立できない場合に発生します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

CRITICAL_ALARM

推奨処置

アラームに含まれている IMEサーバの IPアドレスとポートが正しいことを確認します。正しい
場合は、ネットワーク接続の問題が原因である可能性があります。Unified CMサーバと IMEサー
バの間の接続をテストします。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

IP address（String）

Port number（UInt）

TimerThreadSlowed
CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）の内部タイミングメカニズムの確認が、許容
可能な範囲を超えて低速になりました。これは、一般に、システムの負荷が高いか内部的な異常

を示します。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「警告」から「重要」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

クリティカル（Critical）

推奨処置

このアラームがほぼ同じ日や同じ時刻に発生する場合や、発生頻度が徐々に高くなっている場合

は、リアルタイムモニタリングツールですべてのシステムパフォーマンスデータを収集すると

ともに、このアラームが発生する直前の 30分間のすべてのトレース情報を収集し、TACにお問
い合わせください。

TestAlarmCritical
重大アラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

重要（2）

推奨処置

なし
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エラーレベルアラーム
エラーレベルのアラームは 3で表されます。このアラームの場合、重要なデバイスまたはサブシ
ステムを調査し、すぐに対処が必要かどうかを判断する必要があります。ただし、このエラーに

より、必ずしもサービスが機能を継続できなくなるわけではなく、システム障害も起こりません。

このエラーと関連が深いのはデバイスまたはサブシステムです。

たとえば、予期しない理由により、デバイスまたはサブシステムに障害が発生することがありま

す。

ANNDeviceRecoveryCreateFailed
ANNデバイスリカバリの作成に失敗しました。おそらくメモリ不足が原因で、ANNデバイスリ
カバリクラスの作成に失敗しました。エラーコードがゼロでない場合、エラーの原因を特定する

のに役立つことがあります。アナウンスデバイスは使用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

ルーティングリスト要素とパラメータが追加されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

OS Error Code（Int）
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OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

AwaitingResponseFromPDPTimeout
Cisco Unified Communications Managerが、ポリシーデシジョンポイント（PDP）からのルーティ
ング応答待ちでタイムアウトしました。Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）が、
Cisco CallManagerサービスパラメータ Call Intercept Routing Request Timerか、Cisco Unified CMの
管理ページにあるコールの代行受信のプロファイル設定ウィンドウで指定した時間内に、ポリシー

デシジョンポイント（PDP）からのコールルーティング応答を受信しませんでした。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR_ALARM

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

推奨処置

PDPがインサービスで正常に機能していることを確認します。PDPが過負荷になっていないこと
を確認します。過負荷になっている場合は、以下の推奨事項のいずれかまたはすべてに従い、PDP
の負荷を減らすための適切な処置を実施します。

• PDPを追加し、Cisco Unified CMの管理ページにある [コールルーティング（Call Routing）]
メニューの各種設定ページで、追加のコール代行受信プロファイルとコール代行受信トリ

ガーポイントを使用して Unified CMをプロビジョニングすることを検討します。

•コール代行受信プロファイルごとにポリシーサーバのペアをプロビジョニングし、ロード
バランシングをイネーブルにします。

または
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•展開されている PDPサーバが、Cisco Enterprise PolicyManager（CEPM）または展開したサー
ドパーティ製PDPソリューションで指定されているハードウェア要件を満たしているかそれ
を上回っていることを確認します。必要に応じて、このPDPに対するCiscoCallManagerサー
ビスパラメータ Call Intercept Routing Request Timerまたは Call Intercept Profileの値を増やし
ます。

BadCDRFileFound
CDRまたは CMRの不正なフラットファイルが、CARデータベースへの CDRのロード中に見つ
かりました。このファイルは、破損している可能性があります。ただし、CARローダは、不正な
レコードをスキップし、正常なレコードをCARデータベースにロードできます。このアラームを
生成するサービスの名前は、CARLoader（DailyCdrLoad）ジョブです。このジョブは、CiscoCAR
Schedulerサービスに含まれます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

既存のパラメータが追加されました。8.0(1)

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CAR_SCH-CAR

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

File Name（String）

First Bad Record Cause（String）

File Summary（String）

推奨処置

cdr_repositoryフォルダから不正なファイルを探し、原因および概要から得られる情報に基づいて
問題となるレコードを確認します。できるだけ早く、このファイル内で見つかった不正なレコー
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ドに関連付けられている SDIおよび SDLトレースを収集します。CAR Schedulerトレースを収集
および確認して、詳細情報を取得します。

BDIApplicationError
BDIファシリティ/サブファシリティエラーです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。

BDIOverloaded
BDIファシリティ/サブファシリティが過負荷になりました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。
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CARSchedulerJobError
CARでスケジュールされたジョブが失敗しました。事前生成済みの日単位、週単位、月単位、月
単位課金のレポートジョブなど、CARでスケジュールされた通常のジョブが失敗しました。特定
の CARスケジューラジョブが失敗し、正常に実行できません。このエラーにより、CAR機能に
大きな影響が生じることはありません。事前生成済みのCARレポートの場合、このエラーのため
に特定のレポートが実行できなくなり、CARレポートの消失につながります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

既存のパラメータが追加されました。8.0(1)

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CAR_SCH-CAR

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CAR

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Job Name（String）

Job Failure Cause（String）

Job Failure Detail（String）

推奨処置

1 Cisco CAR Schedulerサービスのステータスを確認します。

2 CARページでイベントログを確認します。

3 tbl_system_preferencesテーブルの内容を確認します。

4 tbl_billing_dataテーブル、tbl_billing_errorテーブル、および tbl_error_id_mapテーブルのレコー
ド数を確認します。

5 CARページで、スケジュールされたジョブ設定が正しいかどうかを確認します。
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6 CAR Schedulerトレースを収集および確認して、詳細情報を取得します。

CARSchedulerJobFailed
CDR分析とレポート（CAR）でスケジュールされた重要なジョブが失敗しました。このジョブ
は、PopulateSchedules、DailyCdrLoad、TaskMonitor、またはDatabaseMaintenanceです。特定のCAR
スケジューラジョブが失敗し、正常に実行できませんでした。このエラーにより、CAR機能に大
きな影響が生じる可能性があります。

• PopulateSchedulesジョブが失敗した場合、CARスケジューラは、ジョブがその日に実行され
るようにスケジュール設定できません。このため、一部またはすべての CARスケジューラ
ジョブを開始できません。

• DailyCdrLoadジョブが失敗した場合、CARローダは、CDR/CMRレコードを CDR/CMRフ
ラットファイルから CARデータベースにロードできません。このため、実行中の CARレ
ポートでレコードが検出され、未処理の CDR/CMRフラットファイルが蓄積されます。

• TaskMonitorジョブが失敗した場合、CARスケジューラは、日々の DB IDSメモリクリーン
アップタスクを実行できません。このため、DB共有メモリの使用率が高くなります。

• DatabaseMaintenanceジョブが失敗した場合、CARスケジューラは、データベース最適化メン
テナンスによる日々の統計更新プロシージャを実行できません。このため、CARデータベー
スは運用に合わせて最適化されなくなります。

このアラームを生成するサービスの名前は、CAR Schedulerサービスです。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

ルーティングリストが Data Collectorから Alert Managerに変更
され、既存のパラメータが追加されました。

8.0(1)

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CAR

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CARアラームカタログ

重大度（Severity）

エラー（Error）
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ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

アラートマネージャ

パラメータ

Job Name（String）

Job Failure Cause（String）

Job Failure Detail（String）

推奨処置

1 Cisco CAR DBサービスのステータスを確認します。

2 Cisco CAR Schedulerサービスのステータスを確認します。

3 CARページでイベントログを確認します。

4 tbl_system_preferencesテーブルの内容を確認します。

5 tbl_billing_dataテーブル、tbl_billing_errorテーブル、および tbl_error_id_mapテーブルのレコー
ド数を確認します。

6 CARページで、スケジュールされたジョブ設定が正しいかどうかを確認します。

7 CAR Schedulerトレースを収集および確認して、詳細情報を取得します。

CCDIPReachableTimeOut
CCD Requesting Service IP Reachable Durationタイムアウトが発生しました。

CCD要求サービスは、IPを通じて学習したパターンに到達できなくなったことを検出しました。
このフォワードから学習したすべてのパターンは、IPでは到達不能と見なされ、IPが再度到達可
能になるまで学習したパターンへのコールがルーティングされ続けるようにするために、学習し

たパターンへのすべてのコールはPSTNを通じてルーティングされます。PSTNフェールオーバー
がタイムアウトするまでは、一定の期間 PSTNを通じてコールがルーティングされます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL
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SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

IP接続を確認し、ネットワークの TCPまたは IPの問題を解決します。

CCDPSTNFailOverDurationTimeOut
PSTNフェールオーバーの内部的な期限が満了しました。

学習したパターンが IPを通じて到達不能である場合、Unified CMは代わりに PSTNを通じてコー
ルをルーティングします。コールは、内部的に制御された期間の間 PSTNを通じてルーティング
されます。このアラームが発生した場合、PSTNフェールオーバー期間が満了し、学習したパター
ンへのコールがルーティングできなくなります。学習したすべてのパターンは Unified CMから
パージされます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

ネットワークのトラブルシューティングを行い、IP接続を復旧します。IP接続が復旧した後、
Unified CMは自動的にホステッドDNパターンを再学習し、学習したパターンへのコールが IPを
通じてルーティングされます。

CDRAgentSendFileFailed
タイムアウトまたはその他の原因のため、CDR Agentが CDRファイルを CCMノードから CCM
クラスタ内の CDR Repositoryノードに送信できません。Eメールアラートが管理者に送信されま
す。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Data Collectorルーティングリスト要素は Alert Managerに変更さ
れました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

Alert Manager

パラメータ

CDRRepositoryNodeAddress [String]

CDRAgentNodeAddress [String]

推奨処置

1 ネットワークリンクステータスを確認します。

2 CDRRepositoryノード（クラスタ内の最初のノード）が動作しているかどうかを確認します。

3 CDR Repository Managerが最初のノードでアクティブになっているかどうかを確認します。

4 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、CDRM設定を確認します。

5 エラーが発生した特定のノードで、CDR Agentトレースを確認します。

6 CDR Repository Managerトレースを確認します。

7 パブリッシャがアップグレードされているかどうかを確認します。

CDRAgentSendFileFailureContinuesアラームが表示されなくなったら、状況が解決されたことに
なります。
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CDRAgentSendFileFailureContinues
CDR Agentが、CDRファイルを CCMノードから CDR Repositoryノードに再試行で送信できませ
ん。CDR Agentは、最初の送信失敗後の再試行で CDRファイルを CCMノードからクラスタ内の
CDR Repositoryノードに送信できません。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CDR_REP-CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

データコレクタ

パラメータ

CDRRepositoryNodeAddress [String]

CDRAgentNodeAddress [String]

推奨処置

1 ネットワークリンクステータスを確認します。

2 CDRRepositoryノード（クラスタ内の最初のノード）が動作しているかどうかを確認します。

3 CDR Repository Managerが最初のノードでアクティブになっているかどうかを確認します。

4 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、CDRM設定を確認します。

5 エラーが発生した特定のノードで、CDR Agentトレースを確認します。

6 CDR Repository Managerトレースを確認します。

7 パブリッシャがアップグレードされているかどうかを確認します。

CDRFileDeliveryFailed
クラスタ外の課金サーバへの CDRファイルの FTP配信が、タイムアウトまたはその他の原因で
失敗しました。Eメールアラートが管理者に送信されます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Data Collectorルーティングリスト要素は Alert Managerに変更さ
れました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CDRManagement/CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

Alert Manager

パラメータ

BillingServerAddress [String]

推奨処置

1 ネットワークリンクステータスを確認します。

2 課金サーバが動作しているかどうかを確認します。

3 課金サーバ上の（s）FTPサーバが実行中で要求を受け入れているかどうかを確認します。

4 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、CDRMの設定が正しいかどう
かを確認します。

5 CDR Repository Managerトレースを確認します。

CDRFileDeliveryFailureContinues
クラスタ外の課金サーバへの CDRファイルの（s）FTP配信が、最初の配信失敗後の再試行で失
敗しました。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CDR_REP-CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

データコレクタ

パラメータ

BillingServerAddress [String]

推奨処置

1 ネットワークリンクステータスを確認します。

2 課金サーバが動作しているかどうかを確認します。

3 課金サーバ上の（s）FTPサーバが実行中で要求を受け入れているかどうかを確認します。

4 [サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツール（Tools）]で、CDRMの設定が正しいかどう
かを確認します。

5 CDR Repository Managerトレースを確認します。

CFBDeviceRecoveryCreateFailed
おそらくメモリ不足が原因で、CFBデバイスの開始に失敗しました。エラーコードがゼロでない
場合、エラーの原因を特定するのに役立つことがあります。会議ブリッジデバイスは使用できま

せん。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

ルーティングリスト要素とパラメータが追加されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

OS Error Code（Int）

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

CiscoDhcpdFailure
Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）デーモンの実行が停止されました。設定エラーまた
はクラッシュが原因で、DHCPデーモンを起動できません。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
313

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
CiscoDhcpdFailure



推奨処置

アプリケーションログでエラーがないかどうかを確認し、設定を修正します。前の手順でエラー

が見つからなかった場合、アプリケーションの再起動が必要になることもあります。

CiscoDirSyncProcessFailedRetry
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスが失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

AgreementId [String] Reason [String]

推奨処置

同期プロセスは自動的に再試行されます。詳細については、アプリケーションログを参照してく

ださい。

CiscoDirSyncProcessFailedNoRetry
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスが失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

AgreementId [String] Reason [String]
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推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。アプリケーションは、次の予定時

刻に同期を再試行します。

CiscoDirSyncProcessConnectionFailed
LDAPSyncプロセスが、LDAPサーバに接続できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

AgreementId [String] LDAPHost [String] Reason [String]

推奨処置

LDAPサーバがオンラインになっているかどうかを確認します。SSLを使用する場合、必要な証
明書がローカルの CMサーバで使用できることを確認してください。アプリケーションは自動的
に再試行されます。

CiscoDirSyncDBAccessFailure
LDAPSyncプロセスが、ローカルデータベースにアクセスできませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

AgreementId [String] Reason [String]
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推奨処置

ローカルの CallManagerデータベースが正常に機能しているかどうかを確認します。失敗した同
期プロセスは、次の予定時刻に再開されます。

CiscoLicenseManagerDown
License Managerのダウンにより、ライセンスプロビジョニングが失敗します。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

指定されたノードで License Managerサービスを再起動します。

CiscoLicenseRequestFailed
ライセンス要求は、要求を処理することができないために失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]
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推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。

CiscoLicenseDataStoreError
要求を処理できないため、ライセンスデータベースエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。

CiscoLicenseInternalError
ライセンスの内部エラーです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。
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CiscoLicenseFileError
ライセンスファイルが無効または改ざんされているため、ライセンスファイルエラーが発生し

ました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

アプリケーションログを参照し、ライセンスファイルが適切かどうかを確認します。

CLM_MsgIntChkError
ClusterMgrメッセージの整合性チェックでエラーが発生しました。ClusterMgrは、メッセージの
整合性チェックに失敗したメッセージを受信しました。これは、クラスタ内の別のノードが誤っ

たセキュリティパスワードで設定されていることを示す場合があります。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Sender IP address（String）
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推奨処置

予期された IPアドレスからメッセージが送信されたかどうかを確認します。そのノードのセキュ
リティパスワードを確認します。

CLM_UnrecognizedHost
ClusterMgrがホストを認識できませんでした。ClusterMgrは、このクラスタ内でノードとして設
定されていない IPアドレスからメッセージを受信しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Node IP address（String）

推奨処置

この IPアドレスがこのクラスタ内でサーバとして現在設定されているかどうかを確認します。

ConfigItAllBuildFilesFailed
すべてのデバイス設定ファイルの完全な再構築が失敗しました。このアラームの可能性のある原

因には、Cisco Unified Communications Managerデータベースへのアクセスの失敗、または一部の
デバイスの誤設定が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigItAllBuildFilesFailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

ConfigItAllReadConfigurationFailed
すべての設定ファイルの再構築中に、データベースからエンタープライズパラメータ値を取得で

きませんでした。この原因は通常、Cisco Unified Communications Managerデータベースへのアク
セスの失敗です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigItAllReadConfigurationFailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）
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推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

ConfigThreadBuildFileFailed
TFTPサービスの起動時にすべてのデバイス設定ファイルを構築できませんでした。この原因は通
常、データベースアクセス障害です。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kConfigThreadBuildFileFailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

ConfigThreadCNCMGrpBuildFileFailed
Cisco Unified CommunicationsManager Group設定が変更されたために、設定ファイルの再構築に失
敗しました。この原因は通常、Cisco Unified Communications Managerデータベースへのアクセス
の失敗です。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigThreadCNCMGrpBuildFileFailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

ConfigThreadCNGrpBuildFileFailed
デバイスプール設定または共通のデバイス設定などのグループレベル設定が変更されたために、

設定ファイルの再構築に失敗しました。この原因は通常、Cisco Unified Communications Manager
データベースへのアクセスの失敗です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kConfigThreadCNGrpBuildFileFailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

ConfigThreadReadConfigurationFailed
TFTPサービスの起動時にデータベースからエンタープライズパラメータ値を取得できませんで
した。この原因は通常、データベースアクセス障害です。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kConfigThreadReadConfigurationFailedから名前が変更されまし
た。

7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。
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ConfigThreadUnknownExceptionCaught
メイン処理ルーチンで例外が検出されました。このアラームは、設定ファイルの構築時または

TFTPサービスがシステムのエンタープライズパラメータの値を取得しようとしたときにエラー
が発生した場合に、他のアラームと一緒に送信されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kConfigThreadUnknownExceptionCaughtから名前が変更されまし
た。

7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスの [Detailed]レベ
ルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、アラームが発生した前後に生じた可能
性のあるエラーを検索します。

ConflictingDataIE
着信 PRI/BRI Setupメッセージの情報要素（IE）が無効であるため、コールが拒否されました。

着信 PRI/BRI Setupメッセージの、Bearer Capability情報要素（IE）中に無効な Coding Standard値
が含まれていたため、コールが拒否されました。Unified CMは、Coding Standardの値が 0または
1の PRI/BRI Setupメッセージだけを受け付けます。無効な IEを受信した場合、Unified CMはコー
ルセットアップを拒否し、このアラームを発行します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

推奨処置

Setupメッセージの送信に対して責任を持つサービスプロバイダーに、Coding Standardの値が 0
または 1の IEが Setupメッセージに含まれている必要があることを知らせます。

ConnectionFailure
Cisco CallManagerが、示されたデバイスの TLS接続を開くことができませんでした。原因として
は、[デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]“ ”や [X.509の件名（X.509 Subject
Name）]“ ”の設定が正しくないか、暗号化アルゴリズムがサポートされていないことが考えられ
ます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

DeviceName.[String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]
Reason code [Enum]

推奨処置

示されたデバイスのセキュリティプロファイルを確認します。[デバイスセキュリティモード
（Device Security Mode）]“ ”が [認証済（Authenticated）]“ ”または [暗号化済（Encrypted）]“ ”に
なっていることを確認します。[X.509の件名（X.509 Subject Name）]“ ”フィールドの内容が正し

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
325

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
ConnectionFailure



いことを確認します。これは、ピアから渡された証明書のサブジェクト名に一致する必要があり

ます。Unified CMは、AES_128_SHA暗号化アルゴリズムだけをサポートしています。正しいア
ルゴリズムを使用してピアに証明書を再生成させます。

関連トピック

ConnectionFailureの DeviceType Enum定義, （326ページ）
ConnectionFailureの原因コードの Enum定義, （328ページ）

ConnectionFailure の DeviceType Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

SIP_TRUNK131

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307
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定義値

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484
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定義値

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035

ConnectionFailure の原因コードの Enum 定義

理由コード

AuthenticationError1

InvalidX509NameInCertificate2

InvalidTLSCipher4

ConnectionFailureToPDP
Unified CMからポリシーデシジョンポイント（PDP）への接続要求でエラーが発生しました。こ
のエラーは、次の状態の結果である可能性があります。

• Unified CMと PDPの間の接続が制限または阻害される原因となるネットワークエラー。

• Unified CMが PDPへの HTTPS接続を確立するときの認証エラー。
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• PDPがインサービスでない。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

The cause of the connection failure（String）

推奨処置

Cisco Unified OSの管理ページからポリシーサーバホストに pingを実行して、Unified CMと PDP
の間の接続を確認し、接続が失われている場合は接続を確立するための手順を実行します。接続

の失敗の原因が認証の問題にある場合は、PDPの有効な証明書がCiscoUnifiedOSの管理ページに
インポートされていることと、Unified CMクラスタ内のすべてのノードの証明書が PDPのすべて
のノードにインポートされていることを確認します。また、PDPサービスがアクティブかどうか
を確認します。

CNFFBuffWriteToFilefopenfailed
ディスクの設定ファイルの作成、またはディスクの既存の設定ファイルの更新に失敗しました。

このアラームは、ディスクがいっぱいになっている場合、またはファイルが使用中の場合に発生

する可能性があります。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kCNFFBuffWriteToFilefopenfailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（Error）

パラメータ

FileName [String]

推奨処置

RTMTを使用して、ディスクの使用率を確認し、見つかった問題を修正します。ディスク領域の
問題が見つからなかった場合、Cisco Unified Serviceabilityで（[Tools] > [Control Center - Feature
Services]の順に移動して）、TFTPサービスの再起動を試行します。TFTPサービスが保存しよう
としている設定ファイルが、使用中の既存のファイルである可能性があるので、TFTPサービスを
停止して再起動することは有用です。それでもこのエラーが表示される場合、Cisco Unified
Serviceabilityに移動し、[Trace Configuration]ウィンドウで TFTPサービスの [Detailed]レベルのト
レースを有効にして、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせくだ
さい。

CNFFBuffWriteToFilefwritefailed
ディスクに設定ファイルを保存できませんでした。このアラームは、ディスクがいっぱいになっ

ている場合、またはファイルが使用中の場合に発生する可能性があります。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kCNFFBuffWriteToFilefwritefailedから名前が変更されました。7.0(1)

重大度は「情報」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP
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重大度（Severity）

エラー（Error）

パラメータ

FileName [String]

推奨処置

RTMTを使用して、ディスクの使用率を確認し、見つかった問題を修正します。ディスク領域の
問題が見つからなかった場合、Cisco Unified Serviceabilityで（[Tools] > [Control Center - Feature
Services]の順に移動して）、TFTPサービスの再起動を試行します。TFTPサービスが保存しよう
としている設定ファイルが、使用中の既存のファイルである可能性があるので、TFTPサービスを
停止して再起動することは有用です。それでもこのエラーが表示される場合、Cisco Unified
Serviceabilityに移動し、[Trace Configuration]ウィンドウで TFTPサービスの [Detailed]レベルのト
レースを有効にして、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせくだ
さい。

CtiProviderOpenFailure
CTIアプリケーションはプロバイダーをオープンできません。IPアドレスは、アプリケーション
の IPアドレッシングモードに応じて、IPv4または IPv6のいずれかの形式で表示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiProviderOpenFailureから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ
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パラメータ

Login User Id（String）

Reason code（Enum）

IPAddress（String）

IPV6Address（String）

推奨処置

原因コードと、原因コード内の推奨処置を確認します。

関連トピック

CtiProviderOpenFailureの原因コードの Enum定義, （332ページ）

CtiProviderOpenFailure の原因コードの Enum 定義

定義値

不明0

ユーザを認証するためのログイン要求がタイムアウトしました。原因としては、

LDAPサーバの照会の設定ミスなどの LDAPサーバの設定ミスや、Unified CM
の CPU使用率が高いことが考えられます。推奨される処置は、CPU使用率が
UnifiedCMにとって安全な範囲にあることを確認することです（これは、RTMT
の CPU Pegging Alertを使ってモニタできます）。

0x8CCC0075
（2362179701）

ディレクトリログインに失敗しました。クレデンシャルが誤って設定されてい

ないことを確認し、アプリケーションで設定されているユーザ IDとパスワー
ドが、Unified CMの管理ページで設定されている内容（[ユーザ管理（User
Management）] > [エンドユーザ（End User）]または [アプリケーションユーザ
（Application User）]）に一致していることを確認します。

0x8CCC0060
（2362179680）

ディレクトリが使用できません。LDAPサーバがUnified CMノードから到達可
能であることを確認し、Cisco Unified OSの管理ページから LDAPサーバホス
トに pingを実行することで、Unified CMとLDAPサーバの間のネットワーク接
続を確認します。接続が失われている場合は、接続を確立するための手順を実

行します。

0x8CCC005E
（2362179678）

アプリケーションは、セキュアでないポートに接続しようとしていますが、ア

プリケーションに関連付けられているユーザに対してセキュリティ特権がイネー

ブルになっています。Unified CMの管理の [ユーザ管理（User Management）] >
[エンドユーザ（End User）]または [アプリケーションユーザ（Application
User）]でユーザのユーザグループ設定をチェックします。ユーザを選択して、
関連付けられている権限情報を確認します。

0x8CCC00D1
（2362179793）
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定義値

標準 CTI使用権限がイネーブルになっていません。アプリケーションに関連付
けられているユーザは、「“Standard CTI Enabled”」ユーザグループに属してい
る必要があります。UnifiedCMの管理ページの [ユーザ管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]または [アプリケーションユーザ（Application
User）]でユーザのユーザグループ設定を確認します。ユーザを選択して、関
連付けられている権限情報をチェックします。

0x8CCC005F
（2362179679）

ユーザに対してセキュアな接続がイネーブルになっていませんが、アプリケー

ションがセキュアなポートに接続しようとしています。アプリケーションの設

定とユーザのセキュリティ設定を検討し、TAPIアプリケーションの場合は、
[コントロールパネル（Control Panel）] > [電話とモデムのオプション（Phone
and Modem Options）] > [詳細設定（Advanced）] > [CiscoTSP] > [構成...
（Configure...）] > [セキュリティ（Security）]の順に選択し、[CTIManagerへの
セキュア接続（SecureConnection toCTIManager）]“ ”をディセーブルにします。
JTAPIアプリケーションの場合は、[JTPrefs]で [セキュリティ（Security）]を選
択し、[セキュア接続を有効にする（Enable SecureConnection）]をディセーブル
にします。また、UnifiedCMの管理ページの [ユーザ管理（UserManagement）]
> [エンドユーザ（End User）]または [アプリケーションユーザ（Application
User）]でユーザのユーザグループ設定をチェックします。ユーザを選択して、
関連付けられている権限情報を確認します。

0x8CCC00D0
（2362179792）

DBLGetVersionInfoError
データベース層（DBL）GetVersionInfo関数が NULLを返しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

なし
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DeviceTypeMismatch
デバイスの TFTP設定ファイルに格納されている情報と、そのデバイスのデータベースに設定さ
れている情報の間で、デバイスタイプが一致しません。

デバイスの設定ファイルで示されているデバイスタイプがデータベースの設定に一致しません。

これは、データベースの設定が変更され、デバイス自身が更新されていないことを示している可

能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

次の情報が更新されました。

• DBDeviceTypeの Enum定義

• DeviceTypeの Enum定義

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

パラメータ

Database device type [Enum]Device type.[Enum]Name of device.[String]

推奨処置

Cisco Unified Reportingで Unified CM Database Statusレポートを確認し、データベースの複製が機
能していることを確認します。また、リアルタイムモニタリングツール（RTMT）の [Database
Summary]ページで [Replication Status]を確認することもできます。ステータスで 2が示されてい
る場合、複製は正常です。電話機を再起動して TFTPから新しい設定ファイルをダウンロードし
ます。また、その他の推奨処置について原因コードの定義も参照してください。

関連トピック

DeviceTypeMismatchの DBDeviceType Enum定義, （335ページ）
DeviceTypeMismatchの DeviceType Enum定義, （337ページ）
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DeviceTypeMismatch の DBDeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348
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デバイスタイプコード

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000
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デバイスタイプコード

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035

DeviceTypeMismatch の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72
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デバイスタイプコード

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468
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デバイスタイプコード

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035

DbInfoCorrupt
返されたデータベース情報が破損しています。データベース設定エラーが発生しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Name of Device（String）

推奨処置

アラームで示されるデバイスの設定を調査します。

DbInfoError
取得したデータベース情報にエラーがあります。データベース設定エラーが発生しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Name of Device（String）

推奨処置

特定されたデバイスの設定を調査します。
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DbInfoTimeout
データベース情報要求がタイムアウトしました。データベース設定の読み取り中にタイムアウト

が発生しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

Name of Device（String）

推奨処置

特定されたデバイスの設定を調査します。

DeviceCloseMaxEventsExceeded
5秒間の間に大量のイベントが発生したため、SCCPデバイスのTCPソケットが閉じられました。
通常の状況下では、デバイスは自動的に再登録します。

アラームが示すSCCPデバイスは、SCCPデバイスあたりに許可されている最大イベント数を超え
ました。イベントとして、電話のコール、キープアライブメッセージ、または超過 SCCPや非
SCCPメッセージを使用できます。許可される最大イベント数は、Cisco CallManagerサービスパ
ラメータMax Events Allowedで制御されます。あるデバイスが、このサービスパラメータで設定
されている数を超えると、Unified CMはそのデバイスに対する TCP接続を閉じます。通常はその
後に、自動で再登録が行われます。このアクションは、Unified CMで悪意のある攻撃を停止する
ため、または過度の CPU使用を防ぐための試行です。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Total Events Received [UInt] IP Address [String] TCP Handle [String] Max Events Allowed [UInt] Number
Of Skinny Device Throttled [UInt]

推奨処置

指定の SCCPデバイスの CCMトレースデータを確認し、イベント数が非常に多くなっている原
因を特定します。Cisco CallManagerサービスパラメータMax Events Allowedで設定されている値
が、展開環境に適した数値になっていることを確認します。

DeviceInitTimeout
デバイス初期化タイムアウトが発生しました。このアラームは、通常の動作状態では発生せず、

デバイスが初期化要求に応答しなかった場合にだけ発生します。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Device Name [String] Protocol [String] Side Number [UInt]

推奨処置

特定されたデバイスを調査します。

DirSyncSchedulerFailedToUpdateNextExecTime
スケジューラは、次の実行時に更新に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Message [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncScheduledTaskFailed
ディレクトリ同期タスクが失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

SchedulerID [String] ErrorMessage [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncSchedulerFailedToGetDBSchedules
DBからディレクトリ同期スケジュールを取得できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション
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重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Message [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncSchedulerInvalidEventReceived
DirSyncスケジューラが、データベースから無効なイベントを受信しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Action [String] Message [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncInvalidScheduleFound
DirSyncスケジューラが、データベースから無効なスケジュールを読み取りました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）
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パラメータ

ScheduleID [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncSchedulerFailedToRegisterDBEvents
DirSyncスケジューラが、DB通知を登録できませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

ScheduleTable [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncSchedulerEngineFailedToStart
DirSyncスケジューラエンジンの開始に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

ScheduleTable [String]
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推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncScheduleDeletionFailed
DirSyncスケジュールの削除要求が失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

ScheduleID [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncScheduleUpdateFailed
DirSyncスケジュールの更新要求が失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

ScheduleID [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。
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DRFMasterAgentStartFailure
ポート 4040をオープンできなかったため、DRF Master Agentを開始できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFMasterAgentStartFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

説明文と推奨処置が変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

ポート 4040がすでに使用されていないことを確認します。

DRFLocalAgentStartFailure
DRF Local Agentは、ポート 4040でMaster Agentに接続できなかったため、開始できませんでし
た。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
347

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
DRFMasterAgentStartFailure



履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFLocalAgentStartFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

説明文と推奨処置が変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

CiscoDRFMasterサービスと CiscoDRFLocalサービスが動作しているかどうかを確認します。

DRFRestoreFailure
DRF Restoreプロセスでエラーが発生しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

CiscoDRFRestoreFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

説明文と推奨処置が変更されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

詳細については、DRFログを確認してください。

DRFInternalProcessFailure
DRF内部プロセスで問題が発生しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

CiscoDRFInternalProcessFailureから名前が変更されました。

ルーティングリストが追加され、推奨処置が変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF
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重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

詳細については、DRFログを確認してください。

DRFTruststoreMissing
DRFは、MAと LAサービスの間の通信のセキュリティを高めるために、ipsecトラストストア証
明書を使用します。この証明書がノードになく、DRF LAはMAに接続できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFTruststoreMissingから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

エラーメッセージが削除されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ
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パラメータ

Reason（String）

推奨処置

パブリッシャから ipsec.pemファイルをダウンロードし、見つからないノードに ipsecトラストだ
けとしてファイルをアップロードして、Cisco DRF Localサービスを再起動します。

DRFUnknownClient
パブリッシャで動作する DRF Master Agentが、クラスタ外の不明なサーバからクライアント接続
要求を受信しました。この要求は拒否されました

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFUnknownClientから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

エラーメッセージが削除されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）
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推奨処置

未確認のサーバをネットワークから削除します。未確認のサーバのホスト名および IPアドレスに
ついては、Reasonセクションを参照してください。

DRFSecurityViolation
DRFシステムにより、セキュリティ違反の原因となる可能性がある悪質なパターンが検出されま
した。DRFネットワークメッセージには、コードインジェクションやディレクトリトラバーサ
ルなどのセキュリティ違反の原因となる可能性がある悪質なパターンが含まれています。DRFネッ
トワークメッセージがブロックされています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFSecurityViolationから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

Cisco DRF Master Agentサービスおよび Cisco DRF Local Agentサービスを停止します。
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DRFBackupDeviceError
バックアップデバイスエラーが原因で、DRFバックアッププロセスが失敗しました。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

CiscoDRFBackupDeviceErrorから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

適切なデバイスが DRF設定で指定されているかどうかを確認します。

DRFTapeDeviceError
DRFはテープデバイスにアクセスできません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFTapeDeviceErrorから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

テープドライブが正常に動作しているかどうか、テープドライブに有効なテープが挿入されてい

るかどうかを確認します。

DRFRestoreInternalError
DRF復元オペレーションでエラーが発生しました。復元は内部的にキャンセルされました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFRestoreInternalErrorから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF
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重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

詳細については、DRFログを確認してください。

DRFMABackupComponentFailure
エラーが原因で、DRFは少なくとも 1つのコンポーネントをバックアップできませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFMABackupComponentFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ
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パラメータ

Reason（String）

推奨処置

コンポーネントのバックアップログを確認し、必要に応じてサポートに連絡します。

DRFMARestoreComponentFailure
エラーが原因で、DRFは少なくとも 1つのコンポーネントを復元できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFMARestoreComponentFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

コンポーネントの復元ログを確認し、必要に応じてサポートに連絡します。
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DRFMABackupNodeDisconnect
DRFMasterAgentはCCMクラスタでバックアップオペレーションを実行中でしたが、バックアッ
プオペレーションが完了する前にいずれかのノードが切断されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFMABackupNodeDisconnectから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

バックアップ中に切断されたコンピュータを確認します。コンピュータが誤ってシャットダウン

された場合は、バックアップを再開します。

DRFNoRegisteredComponent
使用可能な登録済みコンポーネントがないため、バックアップが失敗しました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

CiscoDRFNoRegisteredComponentから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

バックアップの試行前に少なくとも 1つのコンポーネントが登録されていることを確認します。

DRFNoRegisteredFeature
バックアップの機能が選択されていません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFNoRegisteredComponentから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

バックアップの試行前に少なくとも 1つの機能が設定されていることを確認します。

DRFMARestoreNodeDisconnect
復元が完了する前に、復元中のノードがMaster Agentから切断されました。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

CiscoDRFMARestoreNodeDisconnectから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）
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ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

復元中に切断されたコンピュータを確認します。コンピュータが誤ってシャットダウンされた場

合は、復元を再開します。

DRFSftpFailure
DRF（s）FTPオペレーションが失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFSftpFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）
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推奨処置

宛先サーバが使用可能で適切な権限を持っており、（s）FTPデーモンが実行されていることを確
認します。

DRFRegistrationFailure
内部エラーが原因で、DRF登録オペレーションが失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFRegistrationFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

DRFログを確認し、必要に応じてサポートに連絡します。

DRFBackupCancelInternalError
DRFバックアップオペレーションでエラーが発生しました。バックアップは内部的にキャンセル
されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFBackupCancelInternalErrorから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

詳細については、DRFログを確認してください。

DRFLogDirAccessFailure
DRFは、ログディレクトリにアクセスできませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFLogDirAccessFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

DRFユーザの DRF Log and Traceディレクトリに必要な権限および十分な空き領域があることを
確認します。

DRFFailure
エラーが発生したため、DRFバックアップまたは復元プロセスが失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素 Data Collectorが Alert Managerに変更さ
れ、システムログが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF
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重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

イベントログ

Alert Manager

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

詳細については、DRFログを確認してください。

DRFLocalDeviceError
DRFはローカルデバイスにアクセスできません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

ローカルな場所が存在しアクセスできるかどうかを確認します。

DuplicateLearnedPattern
このアラームは、重複するホステッド DNを CCD要求サービスが受信した場合に発生します。

コール制御ディスカバリ（CCD）要求サービスは、Unified CM Expressや別の Unified CMクラス
タなど、複数のコール制御エンティティから同じホステッドDNを受信しました。CiscoCallManager
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サービスパラメータ Issue Alarm for Duplicate Learned Patternsは、このアラームを発行するかどう
かを制御します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Client Handle（String）

Service ID（UInt）

Sub Service ID（UInt）

InstanceID1（UInt）

InstancID2（UInt）

InstanceID3（UInt）

InstanceID4（UInt）

推奨処置

RTMTで、パターンレポートを確認し（[CallManager] > [レポート（Report）] > [学習パターン
（LearnedPattern）]）、このアラームが示す重複パターンを探します。学習したパターンは固有で
あることが必要です。重複するパターンをなくすために、どのコール制御エンティティ（Unified
CMやUnified CM Expressなど）を変更する必要があるかを判断します。ホステッドDNパターン
を更新する方法については、コール制御エンティティのコンフィギュレーションガイド（ヘルプ

テキスト）を参照してください。Unified CMでホステッド DNパターンを変更するには、Cisco
UnifiedCMの管理ページで、ホステッドDNパターンの設定を更新します（[コールルーティング
（Call Routing）] > [コール制御ディスカバリ（Call Control Discovery）] > [ホステッド DNパター
ン（Hosted DN Patterns）]）。

EMAppInitializationFailed
EMアプリケーションが起動していません。アプリケーションの起動中にエラーが発生しました。
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Servlet Name（String）

推奨処置

アプリケーションログで、エラーがないかどうかを確認します。ログはデフォルトで

/var/log/active/tomcat/logs/em/log4j/に格納されます。

EMCCFailedInLocalCluster
次のいずれかの状態が原因で、EMCCログインに失敗しました。

•デバイスに EMCCとの互換性がない。

•リモートクラスタ情報を取得できない。

• EMCCはローカルクラスタによって制限されている。

•接続の確立を試みているときに、リモートエンドから信頼できない証明書を受信した。

原因コード

• 31：ユーザーが EMCCでイネーブルになっていません。

• 211/38：EMCCまたは PSTNが InterClusterServiceProfileページでアクティブ化されていませ
ん。

• 23：ユーザがエンドユーザテーブルに存在しません。

• 35：ホームクラスタのリモートクラスタエントリが存在しません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog
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重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

Device Name（String）

Login Date/Time（String）

Login UserID（String）

Reason（String）

推奨処置

次の手順を実行します。

1 デバイスモデルが EMCCをサポートしているかどうかを確認します。

2 [リモートクラスタ（Remote Cluster）]の管理ウィンドウ（Unified CMの管理ウィンドウで、
[システム（System）] > [EMCC] > [リモートクラスタ（Remote Cluster）]の順に選択）で、
EMCC用に追加されたすべてのリモートクラスタの EM用ホスト名/IPアドレスが正しく、
PSTNアクセスが可能であることを確認します。

3 エントリがイネーブルになっていることを確認します。

4 すべてのTomcat証明書のバンドル（PKCS12）がローカルの tomcat-trustキーストアにインポー
トされていることを確認します（OSの管理ウィンドウで、[セキュリティ（Security）] > [証明
書の管理（Certificate Management）]の順に移動し、tomcat-trust内の証明書を確認します）。

EMServiceConnectionError
EMサービスが到達できません。クラスタの 1台以上のノードで EMサービスが停止している可
能性があります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

ERROR
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ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

パラメータ

Servlet Name（String）

推奨処置

CiscoExtensionMobilityサービスが、クラスタ内のこのサービスがアクティブ化されているすべて
のノードで動作していることを確認します。

EndPointTransientConnection
エンドポイントの一時的な接続が試行されました。

接続が確立されましたが、登録が完了する前にすぐに切断されました。登録が不完全な場合、登

録中にデバイスがリホームしている可能性があります。また、このアラームは、デバイスの誤設

定、データベースエラー、または不正あるいは不明なデバイスが接続を試行していることを示す

場合があります。ネットワーク接続の問題は、デバイスの登録に影響を与える可能性があります。

また、プライマリ Unified CMを復元することで登録が中断される可能性があります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

データコレクタ

SNMPトラップ

代替 syslog

パラメータ

Device IP address（String）

Device name（String）

Device MAC address（String）
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Protocol（String）

Device type（Enum）

Reason Code（Enum）

Connecting Port（UInt）

Registering SIP User（String）

IPv6Address（String）

IPAddressAttributes（Enum）

IPv6AddressAttributes（Enum）

推奨処置

システム内のネットワーク接続の問題を調査します。最大デバイス数に達した可能性があります。

Cisco Unified Communications ManagerサービスパラメータMaximum Number of Registered Devices
は、システム内で許可するデバイスの数を制御します。ライセンス、システムハードウェア、そ

の他の関連事項を考慮しつつ、このサービスパラメータの値を増やすことができます。また、推

奨処置について原因コードの定義も参照してください。このイベントがデバイスの通常のリホー

ムの結果として発行された場合、処置は必要ありません。

関連トピック

EndPointTransientConnectionのデバイスタイプの Enum定義, （369ページ）
EndPointTransientConnectionの原因コードの Enum定義, （372ページ）
EndPointTransientConnectionの IPAddressAttributes Enum定義, （376ページ）
EndPointTransientConnectionの IPv6AddressAttributes Enum定義, （376ページ）

EndPointTransientConnection のデバイスタイプの Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408
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定義値

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434
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定義値

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035
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EndPointTransientConnection の原因コードの Enum 定義

定義値

Unknown：（SCCPのみ）デバイスは不明な理由で登録に失敗しました。この
アラームが解消されない場合は、[SCCPキープアライブトレースの有効化
（Enable SCCPKeepAlive Trace）]“ ”を有効にして SDL/SDIトレースを収集し、
TACにお問い合わせください。

1

NoEntryInDatabase：（MGCPのみ）デバイスが Cisco Unified CMデータベース
内に設定されておらず、自動登録がそのデバイスタイプに対してサポートされ

ていないか、イネーブルになっていません。この問題を解決するには、Cisco
Unified CMの管理ページでこのデバイスを設定します。

2

DatabaseConfigurationError：デバイスがCisco Unified CMデータベース内に設定
されておらず、自動登録がそのデバイスタイプに対してサポートされていない

か、イネーブルになっていません。この問題を解決するには、CiscoUnifiedCM
の管理ページでこのデバイスを設定します。

3

DeviceNameUnresolveable：SIPサードパーティデバイスの場合、この原因コー
ドは、Cisco Unified CMが REGISTERメッセージの Authorizationヘッダーから
デバイスの名前を特定できなかったことを意味します。CiscoUnifiedCMが 401
Unauthorizedメッセージで確認を要求した後、デバイスはAuthorizationヘッダー
を提供しませんでした。ダイジェスト信用証明書を使用してデバイスが設定さ

れていることと、401チャレンジに Authorizationヘッダーで応答できることを
確認します。この電話機がシスコの IPフォンである場合、設定が同期していな
い可能性があります。まず Cisco Unified Reporting Webページを開き、Unified
CM Database Statusレポートを生成し、「“すべてのサーバの複製ステータスが
正しいこと”」を確認します。DBの複製が正しいと思われる場合は、電話機を
リセットします。それでも問題が解決しない場合は、TFTPおよび Cisco
CallManagerサービスを再起動します。その他すべてのデバイスで、この原因
コードは DNS検索に失敗したことを意味します。OSの管理の CLIで設定した
DNSサーバが正しいことと、デバイスが使用しているDNS名がDNSサーバに
設定されていることを確認します。

4

maxDevRegExceeded：デバイスの登録が最大数に達しました。5
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定義値

ConnectivityError：デバイスが完全に登録される前に、デバイスと Cisco Unified
CMの間の接続がドロップしました。考えられる原因としては、デバイスの停
電、ネットワークの停電、ネットワークの設定エラー、ネットワーク遅延、パ

ケットドロップ、パケット破損が挙げられます。また、Cisco Unified CMノー
ドのCPU使用率が高い場合にもこのエラーが発生する可能性があります。デバ
イスの電源がオンになっていて稼働していることを確認し、デバイスと Cisco
UnifiedCMの間のネットワーク接続を確認し、CPU使用率が安全な範囲にある
ことを確認します（これは、RTMTを使用し、CPU Pegging Alertを通じてモニ
タできます）。

6

InitializationError：デバイス登録の処理中に Cisco Unified CM内で内部エラーが
発生しました。Cisco CallManagerサービスを再起動することを推奨します。こ
のアラームが繰り返し発生する場合は、Cisco CallManagerサービスで [SIPキー
プアライブ（REGISTER更新）トレースの有効化（Enable SIP Keep Alive
(REGISTER Refresh) Trace）]“ ”と“ ”[SCCPキープアライブトレースの有効化
（Enable SCCP Keep Alive Trace）]をオンにして SDL/SDI詳細トレースを収集
し、TACにお問い合わせください。

7

DeviceInitiatedReset：デバイスがリセットを開始したことがエラーの原因です。8

CallManagerReset：Call Managerがリセットされたことがエラーの原因です。9

AuthenticationError：デバイスがTLSまたはSIPのダイジェストセキュリティ認
証に失敗しました。デバイスが SIP電話機で、ダイジェスト認証がイネーブル
になっている場合は（[システム（System）] > [セキュリティプロファイル
（Security Profile）] > [電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]
で、[ダイジェスト認証を有効化（EnableDigestAuthentication）]“ ”チェックボッ
クスがオンになっていることを確認）、[エンドユーザ（End User）]設定ペー
ジの [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]“ ”を確認します。また、電
話機の設定ページで、電話機が [ダイジェストユーザ（Digest User）]ドロップ
ボックスで指定したエンドユーザに関連付けられていることを確認します。デ

バイスがサードパーティ製の SIP電話機である場合、電話機に設定されている
ダイジェスト信用証明書が [エンドユーザ（End User）]ページで設定されてい
る [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]“ ”と一致していることを確認
します。

10

InvalidX509NameInCertificate：設定されている [X.509の件名（X.509 Subject
Name）]“ ”が、デバイスから渡されたクレデンシャルのものに一致しません。
アラームが示すデバイスのセキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリ
ティモード（Device Security Mode）]“ ”が [認証済（Authenticated）]“ ”または
[暗号化済（Encrypted）]“”になっていることを確認します。[X.509の件名（X.509
Subject Name）]“ ”フィールドの内容が正しいことを確認します。これは、ピア
から渡された証明書のサブジェクト名に一致する必要があります。

11
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InvalidTLSCipher：サポートされていない暗号化アルゴリズムがデバイスによっ
て使用されています。Cisco Unified CMでは、AES_128_SHA暗号化アルゴリズ
ムだけがサポートされています。推奨される処置は、デバイスでAES_128_SHA
暗号化アルゴリズムを使用して証明書を再生成することです。

12

DirectoryNumberMismatch：SIPデバイスの登録に使用されているディレクトリ
番号が、Cisco Unified CMで設定されている SIPデバイスのディレクトリ番号
と一致しません。

13

MalformedRegisterMsg：（SIPのみ）形式が不正なため SIP REGISTERメッセー
ジを処理できませんでした。原因としては、Call-IDヘッダーの欠落、Toヘッ
ダー内の AoRの欠落、有効期限の値が小さすぎることが考えられます。
REGISTERメッセージにこれらの問題がないことを確認します。

14

ProtocolMismatch：デバイスのプロトコル（SIPまたはSCCP）が、CiscoUnified
CMで設定されているプロトコルに一致しません。

推奨措置：

1 デバイスで目的のプロトコルが設定されていることを確認します。

2 [デバイスのデフォルト]ページのファームウェアロード IDが正しく、TFTP
サーバに実際に存在することを確認します。

3 デバイスページでファームウェアロード IDが設定されている場合、それが
正しく、TFTPサーバに存在することを確認します（CiscoUnifiedOSの管理
ページで、[ソフトウェアアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [TFTPファ
イルの管理（TFTP File Management）]の順に選択し、ロード IDで指定され
るファイル名を探します）。

4 TFTPと Cisco CallManagerサービスを再起動します。Cisco Unified OSの管
理の [TFTPファイルの管理（TFTP File Management）]ページを使用し、設
定されているファームウェアロードが存在することを確認します。

15

DeviceNotActive：デバイスがアクティブ化されていません。16

AuthenticatedDeviceAlreadyExists：同じ名前のデバイスがすでに存在します。こ
のアラームが繰り返し発生する場合は、Cisco CallManagerサービスで [SIPキー
プアライブ（REGISTER更新）トレースの有効化（Enable SIP Keep Alive
(REGISTER Refresh) Trace）]“ ”と“ ”[SCCPキープアライブトレースの有効化
（Enable SCCP Keep Alive Trace）]をオンにして SDL/SDI詳細トレースを収集
し、TACにお問い合わせください。不正なデバイスが登録を試みた可能性があ
ります。

17
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ObsoleteProtocolVersion：（SCCPのみ）SCCPデバイスが古いプロトコルバー
ジョンで登録されています。電話機の電源をオフ/オンにします。TFTPサービ
スがアクティブ化されていることを確認します。デバイスから TFTPサーバに
到達可能であることを確認します。電話の設定ページでファームウェアロード

IDが設定されている場合は、TFTPサーバにファームウェアロード IDが存在
することを確認します（Cisco Unified OSの管理ページで、[ソフトウェアアッ
プグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイルの管理（TFTP File
Management）]の順に選択し、ロード IDで指定されるファイル名を探します）。

18

DatabaseTimeout：Cisco Unified CMがデータベースにデバイス設定データを要
求しましたが、10分以内に応答が受信されませんでした。

23

RegistrationSequenceError：（SCCPのみ）予期しないときにデバイスが Cisco
UnifiedCMに設定情報を要求しました。要求された情報はまだCiscoUnifiedCM
で取得されていません。

25

InvalidCapabilities：（SCCPのみ）CiscoUnifiedCMが、登録時にデバイスによっ
て報告されたメディア機能でエラーを検出しました。この機能は、

StationCapabilitiesResメッセージでデバイスによって報告されました。

26

CapabilityResponseTimeout：（SCCPのみ）Cisco Unified CMが、メディア機能
の報告要求に対するデバイスの応答の待機中にタイムアウトしました。

27

SecurityMismatch：Cisco Unified CMが、デバイスまたは Unified CM（あるいは
その両方）のセキュリティ設定の不一致を検出しました。検出される不一致を

次に示します。

1 セキュアな接続を確立したデバイスで、認証されたシグナリングを実行でき

ないとの報告がされている。

2 セキュアな接続を確立しなかったデバイスで、セキュアな接続を確立するセ

キュリティモードが設定されている。

3 セキュアな接続を確立したデバイスで、セキュアな接続を確立しないセキュ

リティモードが設定されている。

36

AutoRegisterDBError：（SCCPのみ）デバイスの自動登録が次のいずれかの原因
で失敗しました。

1 デバイスタイプで自動登録が許可されていない。

2 自動登録のストアドプロシージャでエラーが発生した。

29

DBAccessError：（SCCPのみ）端末登録プロファイルの作成中にエラーが発生
したためにデバイスの自動登録に失敗しました。

30
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AutoRegisterDBConfigTimeout：（SCCPのみ）デバイスの自動登録中に Cisco
Unified CMがタイムアウトしました。デバイスの登録プロファイルが時間内に
データベースに挿入されませんでした。

31

DeviceTypeMismatch：（SCCPのみ）デバイスによって報告されたデバイスタ
イプが、Cisco Unified CMで設定されているデバイスタイプと一致しません。

32

AddressingModeMismatch：（SCCPのみ）Cisco Unified CMが、デバイスに対し
て設定されているアドレッシングモードに関連するエラーを検出しました。検

出されるエラーを次に示します。

1 IPv4アドレッシングのみを使用するように設定されているデバイスで IPv4
アドレスが指定されませんでした。

2 IPv6アドレッシングのみを使用するように設定されているデバイスで IPv6
アドレスが指定されませんでした。

33

EndPointTransientConnection の IPAddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しませんでした。0

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信（Webイ
ンターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングのみで使用さ
れることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信（Web
インターフェイス）と制御シグナリングで使用されることを通知しました。

3

EndPointTransientConnection の IPv6AddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しませんでした。0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信（Webイ
ンターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1
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Signal only：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングのみで使用さ
れることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信（Web
インターフェイス）と制御シグナリングで使用されることを通知しました。

3

EndPointUnregistered
以前 Cisco Unified Communications Managerに登録したエンドポイントが登録を解除しました。原
因コードが「“CallManagerReset”」、「“CallManagerRestart”」、「“DeviceInitiatedReset”」、
「“EMLoginLogout”」、または「“EMCCLoginLogout”」の正常な登録解除の場合、アラームの重大
度は情報に下げられます。エンドポイントは多くの理由で登録解除することがあります。たとえ

ば、設定変更後にデバイスを手動でリセットするという意図的なものや、ネットワーク接続の切

断など意図しないものがあります。このアラームのそれ以外の原因としては、電話機がセカンダ

リノードに登録されていてプライマリノードがオンラインに復旧し、電話機がプライマリ Cisco
UnifiedCMノードにリホームする場合や、このエンドポイントが登録されたCiscoUnifiedCMノー
ドからKeepAliveが返されないことが考えられます。また、登録解除は、Cisco Unified CMがこの
同じデバイスから重複する登録要求を受信した場合にも起こります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

データコレクタ

SNMPトラップ

代替 syslog

パラメータ

Device name（String）

Device MAC address（String）

Device IP address（String）
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Protocol（String）

Device type（Enum）

Device description（String）

Reason Code（Enum）

IPV6Address（String）

IPAddressAttributes（Enum）

IPV6AddressAttributes（Enum）

推奨処置

実施すべき処置は、エンドポイントの登録解除で指定された原因によって変わります。原因が

ConfigurationMismatchの場合は、Cisco Unified CMの管理ページの [デバイス設定（Device
configuration）]ページに移動し、このデバイスの [説明（Description）]フィールドに変更を加え
て保存してから、[保存（Save）]をクリックし、デバイスをリセットします。ネットワーク接続
または KeepAlivesの損失の問題の場合は、ネットワーク診断ツールや Cisco Unified CM Reporting
ツールを使用して、レポートされたネットワークまたはUnified CMシステムのエラーを修正しま
す。エンドポイントのプライマリUnified CMノードへのリホームの場合、デバイスがプライマリ
ノードに正常に登録することを確認します。重複する登録要求の場合は、エンドポイントの登録

と登録解除のタイミングによる悪意のない要求と考えられます。重複する登録要求が続く場合や、

同じエンドポイントが異なる IPアドレスを持っている場合は、デバイスの設定を確認すること
で、物理的なデバイス自身の IPアドレスを確認します（[設定（settings）]ボタン）。このデバイ
スの登録解除が予想されたものである場合、処置は不要です。また、推奨処置について原因コー

ドの説明も参照してください。

関連トピック

EndPointUnregisteredのデバイスタイプの Enum定義, （378ページ）
EndPointUnregisteredの原因コードの Enum定義, （381ページ）
EndPointUnregisteredの IPAddressAttributes Enum定義, （384ページ）
EndPointUnregisteredの IPV6AddressAttributes Enum定義, （384ページ）

EndPointUnregistered のデバイスタイプの Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5
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CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404
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CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018
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CISCO_793630019

IP_STE30035

EndPointUnregistered の原因コードの Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは不明な理由で登録解除しました。デバイスが 5分以内に
再登録しない場合は、デバイスの電源が投入されていることと、デバイスと

Cisco Unified CMの間のネットワーク接続を確認します。

1

NoEntryInDatabase：デバイスが Cisco Unified CMデータベースで正しく設定さ
れていません。

2

DatabaseConfigurationError：CiscoUnifiedCMデータベースでデバイス設定エラー
が検出されました。

3

DeviceNameUnresolveable：Cisco Unified CMがデバイス名を内部で IPアドレス
に解決できません。

4

MaxDevRegExceeded：デバイスの登録が最大数に達しました。5

ConnectivityError：デバイスと Cisco Unified CMの間のネットワーク通信が中断
されました。考えられる原因としては、デバイスの停電、ネットワークの停電、

ネットワークの設定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、パケット

破損が挙げられます。また、Cisco Unified CMノードの CPU使用率が高い場合
にもこのエラーが発生する可能性があります。デバイスの電源がオンになって

いて稼働していることを確認し、デバイスとCiscoUnifiedCMの間のネットワー
ク接続を確認し、CPU使用率が安全な範囲にあることを確認します（これは、
RTMTを使用し、CPU Pegging Alertを通じてモニタできます）。

6

InitializationError：Cisco Unified CMがデバイスを初期化しようとしたときにエ
ラーが発生しました。

7

DeviceInitiatedReset：デバイスがリセットを開始しました。電源の再投入や内部
エラーが考えられます。処置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

8

CallManagerReset：CiscoUnified CMの管理ページからデバイスリセットが開始
されました。管理者による明示的なコマンドが実行されたか、内部エラーが発

生したことが原因です。処置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

9
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DeviceUnregistered：デバイスは明示的に登録解除しました。原因として、デバ
イスの IPアドレスまたはポートが変更されたことが考えられます。処置は不要
です。デバイスは自動的に再登録します。

10

MalformedRegisterMsg：（SIPのみ）形式が不正なため SIP REGISTERメッセー
ジを処理できませんでした。原因としては、Call-IDヘッダーの欠落、Toヘッ
ダー内の AoRの欠落、有効期限の値が小さすぎることが考えられます。
REGISTERメッセージにこれらの問題がないことを確認します。

11

SCCPDeviceThrottling：（SCCPのみ）アラームで示される SCCPデバイスは、
SCCPデバイスあたりに許可されている最大イベント数を超えました。イベン
トとして、電話のコール、キープアライブメッセージ、または超過 SCCPや非
SCCPメッセージを使用できます。許可される最大イベント数は、Cisco
CallManagerサービスパラメータMax Events Allowedで制御されます。あるデ
バイスが、このサービスパラメータで設定されている数を超えると、Unified
CMはそのデバイスに対する TCP接続を閉じます。通常はその後に、自動で再
登録が行われます。このアクションは、Unified CMで悪意のある攻撃を停止す
るため、または過度のCPU使用を防ぐための試行です。処置は不要です。デバ
イスは自動的に再登録します。

12

KeepAliveTimeout：KeepAliveメッセージが受信されませんでした。考えられる
原因としては、デバイスの停電、ネットワークの停電、ネットワークの設定エ

ラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、パケット破損が挙げられます。

また、Unified CMノードで CPUの使用率が高くなった場合にも、このエラー
が発生することがあります。デバイスの電源が投入されていて稼働しているこ

とと、デバイスと Unified CMの間のネットワーク接続、CPU使用率が安全な
範囲にあることを確認します（これは、RTMTを使用し、CPU Pegging Alertを
通じてモニタできます）。処置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

13

ConfigurationMismatch：（SIPのみ）デバイス上の設定が Unified CMの設定に
一致しません。これは、データベースの複製エラー、またはその他の Unified
CM内部の通信エラーによって発生することがあります。まず Cisco Unified
Reporting Webページを開き、Unified CM Database Statusレポートを生成し、
「すべてのサーバの複製ステータスが正しいこと」を確認します。このデバイ

スが、この原因コードで何度も登録解除する場合は、デバイスの Cisco Unified
CMの管理の [デバイス（Device）]Webページを開き、[保存（Save）]をクリッ
クします。これにより Unified CMおよび TFTPサービスに対する変更通知が生
成され、新しい設定ファイルが再構築されます。それでも問題が解決されない

場合は、TFTPサービスと Unified CMサービスを再起動します。

14
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CallManagerRestart：管理者が明示的にコマンドを実行したか、デバイスに関連
付けられている DNの追加、削除、変更などの設定変更により、デバイスの再
起動が Cisco Unified CMから開始されました。処置は不要です。デバイスは自
動的に再登録します。

15

DuplicateRegistration：CiscoUnified CMは、デバイスが同時に 2台のノードに登
録しようとしたことを検出しました。CiscoUnifiedCMは、電話機が1台のノー
ドにリホームするよう強制するため、電話機の再起動を開始します。処置は不

要です。デバイスは自動的に再登録します。

16

CallManagerApplyConfig：ApplyConfigコマンドがUnifiedCMの管理ページから
実行され、その結果登録が解除されました。処置は不要です。デバイスは自動

的に再登録します。

17

DeviceNoResponse：デバイスがリセット通知または再起動通知に応答しなかっ
たため、強制的にリセットされます。デバイスが 5分以内に再登録しない場合
は、デバイスの電源が投入されていることと、デバイスと Cisco Unified CMの
間のネットワーク接続を確認します。

18

EMLoginLogout：エクステンションモビリティログインまたはログアウトが原
因で、デバイスが登録解除されました。

19

EMCCLoginLogout：クラスタ間エクステンションモビリティログインまたは
ログアウトが原因で、デバイスが登録解除されました。

20

PowerSavePlus：デバイスで有効になっているPowerSavePlus機能によってデバ
イスの電源がオフになりました。電源がオフになったデバイスは、そのデバイ

スの [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]で定義されてい
る電話機がオンになる時刻まで、Unified CMで未登録のままになります。

21

CallManagerForcedRestart：（SIPのみ）デバイスが設定の適用要求に応答しな
かったため、Unified CMがデバイスに再起動要求を送信しました。停電または
ネットワークの問題によってデバイスがオフラインになっている可能性があり

ます。デバイスの電源が投入されていることを確認し、デバイスとUnified CM
の間のネットワーク接続を確認します。

22

SourceIPAddrChanged：（SIPのみ）REGISTERメッセージの Contactヘッダー
の IPアドレスが変更されたため、デバイスが登録解除されました。デバイスは
自動的に再登録されます。処置は不要です。

23

SourcePortChanged：（SIPのみ）REGISTERメッセージの Contactヘッダーの
ポート番号が変更されたため、デバイスが登録解除されました。デバイスは自

動的に再登録されます。処置は不要です。

24

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
383

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
EndPointUnregistered



定義値

RegistrationSequenceError：（SCCPのみ）予期しないときにデバイスが Unified
CMに設定情報を要求しました。要求された情報はもう Unified CMのメモリに
ありません。

25

InvalidCapabilities：（SCCPのみ）UnifiedCMが、デバイスによって報告された
更新済みのメディア機能でエラーを検出しました。この機能は、

StationUpdateCapabilitiesメッセージのいずれかのバリアントで報告されました。

26

FallbackInitiated：デバイスがフォールバックを開始しました。このデバイスは、
より優先順位の高いUnifiedCMに自動的に再登録されます。処置は不要です。

36

DeviceSwitch：同じデバイス名のエンドポイントの別のインスタンスが登録さ
れて制御を引き継ぎました。処置は不要です。

29

EndPointUnregistered の IPAddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しませんでした。0

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信（Webイ
ンターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングのみで使用さ
れることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信（Web
インターフェイス）と制御シグナリングで使用されることを通知しました。

3

EndPointUnregistered の IPV6AddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しませんでした。0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信（Webイ
ンターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングのみで使用さ
れることを通知しました。

2
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定義値

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信（Web
インターフェイス）と制御シグナリングで使用されることを通知しました。

3

ErrorChangeNotifyClientTimeout
変更通知クライアントの応答が遅いため、このクライアントは除外されました。変更通知の受信

者は、数分以内に変更通知に応答しなかったので除外されました。これにより、自動転送などの

コール処理機能に遅延が発生する場合があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

ルーティングリスト要素が追加され、Data Collector要素が削除さ
れました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

推奨処置

ボックスをリブートすると、この状況が解決します。または、dbnotifyトレースを分析して、除外
されたクライアントを見つけ、このサービスを Cisco Unified Serviceabilityで再起動します。
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ErrorParsingDirectiveFromPDP
CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）は、ポリシーデシジョンポイント（PDP）か
らのコールルーティング応答内のコールルーティングディレクティブまたは転送宛先を解釈で

きませんでした。

ルーティング応答が受信されましたが、Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）は、
応答内の必須要素を解釈できませんでした。これは、コールルーティングディレクティブまたは

コール転送宛先を正しく解釈できなかったか、コールルーティングディレクティブが認識されな

かったことを意味します。エラーの原因としては、構文エラーや、コールルーティング応答に

コールルーティングディレクティブがないか、コール転送宛先がないことが考えられます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

Called Party Number（String）

Calling Party Number（String）

Calling User Id（String）

Response XML Data（String）

推奨処置

該当するAPIマニュアルなど、外部コール制御マニュアルを参照して、コールルーティング応答
内のポリシー義務の一部として含まれているコールルーティングディレクティブが、外部コール

制御マニュアルで定義されている情報に従って正しく入力されていることを確認します。
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ErrorReadingInstalledRPMS
インストールされている RPMを読み取り、コンポーネントバージョンテーブルを作成すること
ができませんでした。RPMバージョン情報を読み取り、データベースを作成する機能が失敗しま
した。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

このエラーを管理者に報告します。

FailureResponseFromPDP
ポリシーデシジョンポイント（PDP）が、HTTP応答で、4xx（クライアント）または 5xx（サー
バ）ステータスコードを返しました。

CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）は、ポリシーデシジョンポイント（PDP）か
ら、4xxまたは 5xxの応答を受信しました。4xxの応答は、Unified CMからのコールルーティン
グ要求内のエラーを示します。たとえば、400の応答は、コールルーティング要求を PDPが理解
できなかったことを示し、404は、PDPで一致する要求URIが見つからなかったことを示します。
5xxエラーは PDPサーバエラーを示します。たとえば、500の応答は PDPの内部エラーを示し、
501の応答は、PDPがコールルーティング応答を生成するための機能をサポートしていないこと
を示します。503は、PDPがビジーであり一時的に応答を生成できないことを示し、505は、Unified
CMからのコールルーティング要求に含まれている HTTPバージョン番号がサポートされていな
いことを示します。他にも同様のエラー応答が返されることがあります。HTTPについての一般
に利用可能なガイドラインを参照するか、HTTPのステータスコードの定義についてRFC2616を
確認してください。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR
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ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

The status code and reason phrase for the failure（String）

推奨処置

4xx応答がアラームの原因である場合は、PDPが、実行が期待される機能とコールルーティング
に対して正しく設定されていることを確認します。500応答がアラームの原因である場合は、PDP
サービスがアクティブかどうかを確認し、PDPサーバのログファイルでエラーを確認します。503
がアラームの原因である場合は、PDPが要求によって過負荷になっている可能性があります。次
のいずれかまたはすべての推奨処置に従って、PDPの負荷を軽減するための適切な処置を実施し
ます。1）PDPを追加し、CiscoUnified CMの管理ページの [コールルーティング（Call Routing）]
メニューにある各種設定ページで、追加のコール代行受信プロファイルとコール代行受信トリガー

ポイントを使用して Unified CMをプロビジョニングします。2）ポリシーサーバのコール代行受
信ごとのプロファイルをプロビジョニングし、ロードバランシングをイネーブルにします。3）
展開環境の PDPサーバが、展開されているCisco Enterprise PolicyManager（CEPM）またはサード
パーティの PDPソリューションのマニュアルに記載されているハードウェア要件を満たしている
かそれを上回っていることを確認します。505応答がアラームの原因である場合は、PDPがHTTP
バージョン 1.1をサポートしていることを確認します。

FailedToReadConfig
Service Managerが、設定ファイルの読み取りに失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

File Name（String）
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Reason（String）

推奨処置

なし

FirewallMappingFailure
ファイアウォールが到達不能です。

このアラームは、Unified CMが、IMEコールを行うためにファイアウォールに接続できなかった
ことを示します。その結果、発信コールが PSTN経由で送信され、着信コールはパートナー企業
により PSTN経由でルーティングされる可能性があります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

推奨処置

ファイアウォールが稼働していることを確認します。マッピングサービスがイネーブルになって

いることを確認します。そのマッピングサービス用のファイアウォールの IPアドレスとポート
が、Unified CMの管理ページの設定に一致することを確認します。Unified CMとファイアウォー
ルの間の一般的な IP接続を確認します。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

IP address（String）

Port number（UInt）

ICTCallThrottlingStart
Cisco CallManagerは、H.323トランク上の大量のトラフィックまたはルートループが原因で、ア
ラームが示す H.323デバイスに対するコールの処理を停止しました。
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Cisco Unified Communications Managerは、このアラームが示す H.323トランク上でルートループ
を検出しました。そのため、Unified CMは、アラームが示す H.323トランクに対するコールの受
け付けを一時的に停止しました。クラスタ間トランク上で大量のコールが発生し、制御が起動さ

れた可能性もあります。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Device Name [String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]

DeviceType の Enum 定義

125—TRUNK

推奨処置

リアルタイムモニタリングツールの CallsActiveカウンタと CallsInProgressカウンタで、指定の
H.323トランク上の異常なアクティビティを確認します。CallsActiveカウンタが通常よりも大幅に
大きい場合は、トラフィック負荷の問題が発生しており、そのトランク上でコールを送信する要

求がトランクの容量を上回っている可能性があります。状況をモニタし、既存のトレースファイ

ルを収集します。組織で予想される妥当な時間内に ICTCallThrottlingEndアラームが発行されない
場合は、TACに問い合わせ、収集したトレース情報を渡してください。ルーティングループ状態
の場合、CallsInProgressカウンタが通常よりもかなり大きくなります。アラームが示すトランク上
で発生したコールのトレースファイルと CDRデータを調べることで、ループの一部となってい
るトランスレーションパターン、ルートリスト、その他のルーティングメカニズムを検出でき

ます。ループの原因となっているルーティングメカニズムを更新し（一般には同じ番号が近端の

デバイスと遠端のデバイスで設定されています）、影響のあるルートリストをリセットして、

ルートループのクリアを試みます。それでうまくいかない場合は、影響のあるトランクをリセッ

トします。

IDSEngineCritical
このアラームによってデータが損なわれたりシステムが使用できなくなることはありませんが、

管理者はこのアラームをモニタする必要があります。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「重要」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Event Class ID [String] Event class message [String] Event Specific Message [String]

推奨処置

このアラームは、DB管理者がモニタする必要があります。

IDSEngineFailure
緊急状態とエラー状態が組み合わせられたアラームです。予期せぬ事態が発生したことにより、

データまたはデータへのアクセスに支障が出たり、IDSにエラーが生じる可能性があります。こ
のアラームは、緊急状態とエラー状態が組み合わせられたアラームを示します。予期せぬ事態が

発生したことにより、データまたはデータへのアクセスに支障が出たり、IDSが失敗する可能性
があります。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Event Class ID [String] Event class message [String] Event Specific Message [String]
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推奨処置

データベース管理者の介入が必要です。

IDSReplicationFailure
緊急状態とエラー状態が組み合わせられたアラームです。IDSの複製に失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

ルーティングリスト要素 Data Collectorが Alert Managerに変更さ
れ、既存のパラメータが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

Alert Manager

パラメータ

Event Class ID [String]

Event class message [String]

Event Specific Message [String]

推奨処置

データベース管理者の介入が必要です。
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ILSTLSAuthenticationFailed

表 128：ILSTLSAuthenticationFailed アラートの設定

デフォルト設定値

オンEnable Alert

アラート（Alert）重大度（Severity）

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on
the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリガーする。

リモートクラスタの ILSへの TLS失敗。

しきい値（Threshold）

すぐにアラートをトリガーする時間（Duration）

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度（Frequency）

毎日 24時間スケジュール

オンEnable E-mail

デフォルトTrigger Alert Action

InsufficientFallbackIdentifiers
フォールバック IDを割り当てることができません。

このアラームは、UnifiedCMが IMEコールを処理していて、このコールに関連付けるPSTNフォー
ルバック DIDと DTMFディジットシーケンスを割り当てようとしているときに生成されます。
しかし、この同じフォールバック DIDを使用している多数の IMEコールが現在進行中であるた
め、このコールに割り当てることができる DTMFディジットシーケンスがありません。そのた
め、このコールは処理されるものの、このコールではコール途中のフォールバックができなくな

ります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR
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ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

Fallback profile name（String）

Fallback E.164 number（UInt）

Current number of DTMF digits（UInt）

E.164 called party number（String）

推奨処置

最初に行うべきことは、このコールに関連付けられているフォールバックプロファイルを特定す

ることです。その名前はアラーム中にあります。そのプロファイルを管理インターフェイスから

確認し、[相関 DTMF番号のフォールバック番号（Fallback Number of Correlation DTMF Digits）]“
”の現在の設定を調べます。その値を1だけ増やし、このアラームが消えるかどうか確認します。
一般に、このパラメータは、そのプロファイルに関連付けられている登録番号への同時 IMEコー
ルの数が、10の n乗（nはこのパラメータの値）よりもかなり小さくなるようにする必要があり
ます。「“かなり”」とは、少なくとも1桁を意味します。たとえば、このフォールバックプロファ
イルに関連付けられているパターンへの同時 IMEコールの数が常に 10,000未満である場合は、こ
の値に 5を設定する（10の 5乗は 100,000）ことで十分な余裕が得られ、このアラームは生成さ
れなくなります。

ただし、この値を大きくすると、フォールバックに要する時間が若干長くなります。そのため、

いくらでも大きくしてよいという訳ではありません。このアラームが発生しない程度の大きさに

することを推奨します。このパラメータを大きくすることの代替方法としては、異なるフォール

バック DIDを持つ別のフォールバックプロファイルを追加し、そのフォールバックプロファイ
ルをより少ない数の登録DIDパターンに関連付けることです。これにより少ない桁数でも問題な
く運用できます。

InvalidIPNetPattern
Cisco Unified CMの管理ページで、1つ以上の SIPルートパターンに無効な IPアドレスが設定さ
れています。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER/CALLMANAGER
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Description（String）

IPAddress（String）

DeviceName（String）

推奨処置

CiscoUnifiedCMの管理ページで、このアラームで指定されたデバイスに関連付けられているルー
トパターンの IPアドレスが正確かつ機能しているかどうかを確認します。IPアドレスの有効性
を確認する方法についての詳細は、RFC 2373を参照してください。

InvalidPortHandle
オープンされているシリアルポートのハンドルが無効です。

シリアルポートから無効なハンドル値が CMIに返されたため、CMIはシリアルポートに対して
読み書きできません。システムが USBケーブルを適切に検出しなかったことが原因でシリアル
ポートから無効なハンドルが返された可能性があります。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kInvalidPortHandleから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

イベントログ

SDI
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パラメータ

Error Information（String）

推奨処置

USB0ポートとボイスメッセージングシステムを接続しているケーブルがしっかりと接続されて
いることを確認します。

IPMAApplicationError
IPMAファシリティ/サブファシリティエラーです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。

IPMAOverloaded
IPMAファシリティ/サブファシリティが過負荷になりました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）
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パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。

IPMAFilteringDown
IPMAアプリケーションフィルタリングがダウンしています。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

Cisco IP Manager Assistant Serviceを再起動します。

IPv6InterfaceNotInstalled
IPv6ネットワークインターフェイスがインストールされていません。TFTPサービスの [IPv6]オ
プションは有効になっていますが、IPv6ネットワークインターフェイスまたはアドレスはシステ
ムに設定されていません。IPv6ネットワークが動作するまで、IPv6だけで設定されているデバイ
スは登録できません。IPv6または IPv4を使用するように設定されているデバイスは、IPv4を使用
して登録されます。IPv6ネットワークがオンラインの場合、IPv4として登録されている IPv6対応
デバイスは、IPv6（設定されている場合）を使用するときにリセットされるまで IPv4のままで
す。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CallManagerカタログに追加されました。7.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

なし

推奨処置

IPv6ネットワークインターフェイスをインストールし、TFTPサービスを再起動します。

kANNDeviceRecordNotFound
ANNデバイスレコードが見つかりません。アナウンサデバイスのデバイスレコードがデータベー
スで見つかりませんでした。通常、ANNデバイスは、サーバがデータベースに追加されるときに
自動的に追加されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「警告」から「エラー」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（Error）
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推奨処置

ANNデバイスをデータベースに追加するためには、サーバを削除して再度追加する必要がありま
す。警告：この処置を実行すると、メディアリソースグループ、CallManagerグループなど、多
数の設定を手作業で再設定することが必要になる場合があります。

kCFBDeviceRecordNotFound
CFBデバイスレコードが見つかりません。会議ブリッジデバイスのデバイスレコードがデータ
ベースで見つかりませんでした。通常、CFBデバイスは、サーバがデータベースに追加されると
きに自動的に追加されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度が情報からエラー
に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（Error）

推奨処置

CFBデバイスをデータベースに追加するためには、サーバを削除して再度追加する必要がありま
す。

この処置を実行すると、メディアリソースグループ、CallManagerグループなど、多数の設定
を手作業で再設定することが必要になる場合があります。

警告
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kCreateAudioSourcesFailed
オーディオソースクラスの作成に失敗しました。ストリーミング用の音声を提供するためのオー

ディオソースサブコンポーネントを作成できません。原因としてはメモリ不足が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが追加されました。

• OS Error Code（Int）

• OS Error Description（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

OS Error Code（Int）

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

kCreateControlFailed
ストリーム制御の作成に失敗しました。ストリーム制御サブコンポーネントを作成してください。

エラーの原因としてはメモリ不足が考えられます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが追加されました。

• OS Error Code（Int）

• OS Error Description（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Codec Type [String]

OS Error Code [Int]

OS Error Description [String]

推奨処置

MOHデバイスをリセットします。失敗が続く場合は、Cisco IP Voice Media Streaming Appサービ
スを再起動するか、サーバを再起動します。

kDbConnectionFailed
データベース接続に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Additional Information [String]

推奨処置

データベース層モニタのトレースを有効にし、特定のエラー情報を取得します。

kIPVMSDeviceDriverNotFound
Cisco IP音声メディアストリーミングドライバが見つかりません。Cisco IP音声メディアストリー
ミングドライバが見つからないかインストールされていません。Cisco IP Voice Media Streaming
Appサービスは、このエラーが解決されるまで実行できません。このサーバのすべてのソフトウェ
アメディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）は使用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）
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推奨処置

システムが最後のサーバ起動時に IpVmsドライバをロードしようとした場合は、システムログで
エラーを確認してください。ドライバをロードするにはサーバの再起動が必要です。

kIpVmsMgrNoLocalHostName
ローカルホストサーバ名を取得できません。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスは終了
します。サービスが停止している間、ソフトウェアメディアデバイス（ANN、CFB、MOH、
MTP）は使用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

サーバ名、DHCP、DNSの設定を確認します。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスのス
テータスをモニタします。有効なサーバ名がないとサービスは動作しません。

kIpVmsMgrNoLocalNetworkIPAddr
ホストサーバのネットワーク IPアドレスを取得できません。ネットワーク IP（ドット表記）ア
ドレスを取得できません。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスは終了します。このサービ
スが停止している間、ソフトウェアメディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）は使用でき
ません。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスのステータスをモニタします。このサービスは自動的
に再起動されます。エラーが再発する場合は、サーバの IP設定（DHCP、IPアドレス）を確認し
ます。

kIPVMSMgrWrongDriverVersion
デバイスドライバのバージョンが正しくありません。互換性のないデバイスドライバが見つかり

ました。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスは終了します。サービスが停止している間、
ソフトウェアメディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）は使用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが削除されました。

• Found [ULong]

• Need [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

サーバを再起動し、最新のドライバが起動されるようにします。エラーが続く場合は、CiscoUnified
Communications Managerを再インストールして、適切なバージョンのドライバをインストールし
ます。

kMOHTFTPGoRequestFailed
MOHソースファイルのワーキングパスへの転送に失敗しました。Music-on-Holdオーディオソー
スファイルのコピーまたは更新中にエラーが発生しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが追加されました。

Error Description [String] Source Path [String] Destination Path [String]
OS Error Code [Int] OS Error Description [String]

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Error Description [String] File Name [String] Source Path [String] Destination Path [String]

OS Error Code [Int] OS Error Description [String]

推奨処置

プラットフォームCLIを使用して、ソースパスとファイルが存在することを確認します。ファイ
ルが存在しない場合は、Cisco Unified CMの管理ページを使用し、不足しているオーディオソー
スをこのサーバに再度アップロードします。CiscoUnifiedCommunicationsManagerを再インストー
ルして必要なすべてのパスを作成します。

kPWavMgrThreadxFailed
WAV再生スレッドの作成が失敗しました。WAVファイルの再生に使用されるプロセスコンポー
ネントの開始に失敗しました。システムリソースの不足が考えられます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
406

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kPWavMgrThreadxFailed



kReadCfgUserLocaleEnterpriseSvcParm
Enterprise User Locale設定の読み取り中にエラーが発生しました。デフォルトの Enterprise User
Locale設定を読み取るときに、データベース例外が発生しました。デフォルトの米国英語が使用
されます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

CCMAdminWebページを使用して、[User Locale]の [Enterprise]パラメータ設定が指定されている
ことを確認します。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動します。

kRequestedANNStreamsFailed
設定されているアナンシエータコール数（Call Countサービスパラメータ）のために要求される
リソースが利用できませんでした。値が「“Allocated”」と表示される場合、値は非ゼロです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

説明文と推奨処置が追加されました。

次のパラメータが削除されました。

Requested streams [ULong] Allocated streams [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms
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重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

ANN Call Countサービスパラメータが正しいことを確認します。リソースを回復するためには、
サーバの再起動が必要な場合があります。

LostConnectionToSAFForwarder
SAFフォワーダへの接続が失われました。

TCP接続障害により、SAFフォワーダとUnified CMの間の接続が失われました。TCP接続が復旧
すると、UnifiedCMはSAFフォワーダに自動的に接続しようとします。IP接続が、CiscoCallManager
サービスパラメータ CCD Learned Pattern IP Reachable Durationよりも長い間到達不能になった場
合、学習したパターンへのコールは、代わりに PSTNを通じてルーティングされます。学習した
パターンへのPSTNを通じたコールは、PSTNフェールオーバーがタイムアウトするまで、一定の
期間継続されます。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

IP Address（String）

SafClientHandle（UInt）

推奨処置

電源障害、ケーブルの緩み、スイッチの設定ミスなど、TCP接続障害の考えられる原因を調査し、
発見した問題を修正します。接続が復旧すると、CCDは SAFフォワーダへの登録/同期を自動的
に試みます。
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MultipleSIPTrunksToSamePeerAndLocalPort
同じ宛先およびローカルポートに複数のトランクが設定されていたため、競合が発生しました。

1つの宛先およびローカルポートの組み合わせに許可されるトランクは 1つだけです。最後に設
定されたトランクが無効にされました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

パラメータ

Peer IP Address.[String] Local IP Port [UInt] Old Device name.[String] Old Device Instance.[String] New
Device name.[String] New Device Instance.[String]

推奨処置

Cisco Unified CallManager Administrationで [SIPトランク設定（SIP Trunk Configuration）]を調べ、
同じ宛先アドレスおよびローカルポートに SIPトランクが 1つだけ設定されていることを確認し
ます。

NodeNotTrusted
信頼できないノードとの通信を行いました。アプリケーションは別のアプリケーションとのセキュ

アな接続を確立できませんでした（SSLハンドシェイク障害）。アプリケーションがホストされ
ている tomcatサービスの証明書が信頼できない（キーストアに存在しない）可能性があります。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

Alert Manager
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パラメータ

Date/Time（String）

Hostname/Ip Address（String）

推奨処置

1 各 CCMノードの「“tomcat-trust”」キーストアに、クラスタ内の他のすべてのノードの tomcat
証明書が格納されていることを確認します（OSの管理ページにログインし、 > [セキュリティ
（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）] > の順に移動して、tomcat-trust内の
証明書を確認します）。

2 EMCCがイネーブルになっている場合は、すべての tomcat証明書のバンドル（PKCS12）が
ローカルの tomcat-trustキーストアにインポートされていることを確認します（OSの管理ペー
ジにログインし、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）]の順
に移動して、tomcat-trust内の証明書を探します）。

NumDevRegExceeded
登録可能な最大デバイス数を超えました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Maximum Devices [Int]

推奨処置

デバイス数を超えることが予想外であり、自動登録をイネーブルにしてある場合は、CiscoUnified
CMの管理ページで [デバイス（Device）] > [電話（Phones）]の順に選択し、「“auto”」で始まる
電話機を探します。システムに属さない予期せぬデバイスがある場合は（侵入者のデバイスな

ど）、IPアドレスを使用してデバイスを見つけ、システムから除去します。または、ライセンス
とシステムリソースが許す場合には、Cisco CallManagerサービスパラメータMaximumNumber of
Registered Devicesの値を大きくします。
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PublishFailedOverQuota
各 IMEサーバには、IME分散キャッシュに書き込むことができるDIDの総数が固定で割り当てら
れています。このアラームが生成された場合、割り当てに達していない場合でも、非常に起こり

にくい統計的な異常により、IMEの分散キャッシュによって割り当てが超えているものと判断さ
れ、パブリケーションが拒否されたことを意味します。このアラームは、割り当てに達していな

いものの、それに近い場合にだけ発生します。このエラーは長く続く可能性が高く、アラームに

対応する E.164番号が IME分散キャッシュにパブリッシュされません。そのため、その番号宛て
の VoIPコールは受信されず、PSTN経由のままになります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR_ALARM

推奨処置

アラームには IMEサーバの名前と、現在の割り当て値およびターゲット割り当て値が格納されて
います。最初に確認すべきことは、同じ IME分散キャッシュ上のその同じ IMEサーバを共有する
すべてのUnified CMクラスタ上で、DIDプレフィックスのセットが正しくプロビジョニングされ
ていることを確認することです。プロビジョニングが正しい場合、IMEサーバの容量を超えたた
め、別の IMEサーバが必要であることを意味します。別の IMEサーバを追加した場合、DIDプレ
フィックスを、それぞれ異なる IMEサーバ上の 2つの異なる IMEクライアントインスタンスに
分割できます。これにより割り当ての問題が軽減されます。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

The DID for which the Publish was attempted（String）
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Server name（String）

Current quota（UInt）

Maximum target quota（UInt）

ReadConfigurationUnknownException
TFTPサービスの起動時にデータベースからエンタープライズパラメータ値を取得中に、例外が
検出されました。この原因は通常、Cisco Unified Communications Managerデータベースへのアク
セスの失敗です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kReadConfigurationUnknownExceptionから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

Cisco Unified Serviceabilityの [Trace Configuration]ウィンドウで、TFTPサービスと Cisco Database
LayerMonitorサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にします。また、RTMTを使用して、
アラームが発生した前後に生じた可能性のあるエラーを検索します。

RsvpNoMoreResourcesAvailable
RSVP Agentリソースの割り当てに失敗しました。

このアラームは、メディアリソースグループリスト（MRGL）またはデフォルトリストに属す
る、登録されているすべての RSVP Agent（RSVP Agentは、基本的に RSVP機能を提供するMTP
またはトランスコーダデバイスです）について RSVP Agentの割り当てに失敗した場合に発生し
ます。各 RSVP Agentは、さまざまな理由で失敗することがあります。RSVP Agentの割り当てに
失敗する理由としては、使用可能なMTP/トランスコーダがRSVP機能をサポートしていない、デ
バイスエンドポイントとMTP/トランスコーダ間の機能の不一致、エンドポイントとMTP/トラン
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スコーダ間でのコーデックの不一致、エンドポイントとMTP/トランスコーダ間での利用可能帯域
幅の不足、MTP/トランスコーダリソースが使用中であることなどが挙げられます。

機能の不一致の原因としては、MTP/トランスコーダが、コールで必要な 1つ以上の機能をサポー
トしていないことが考えられます。これには、Transfer Relay Point（QoSまたはファイアウォール
トラバーサルで必要）、RFC 2833 DTMF（コールの一方の側がDTMFディジットを転送するため
の RFC 2833形式をサポートしておらず、他方の側が DTMFディジットを RFC2833形式で受け取
る必要があり、その結果 DTMFディジットが変換される場合に必要）、RFC 2833 DTMFパスス
ルー（この場合、MTPまたはトランスコーダはある形式から別の形式にDTMFを変換する必要は
ありませんが、あるエンドポイントから受信したDTMFディジットをそのまま他のエンドポイン
トに送信する必要があります）、パススルー（コーデック変換は行われず、メディアデバイスは

メディアストリームを任意のコーデック形式で受信し、コーデック変換を行わずに他方に転送し

ます）、IPv4から IPv6への変換（コールの一方の側が IPv4だけをサポートし、コールの他方の
側が IPv6だけをサポートしている場合、IPv4パケットと IPv6パケットの間で必要な変換を実行
するためにMTPを挿入する必要があります）、またはマルチメディア機能（オーディオに加えて
ビデオまたはデータを扱うコールでMTPまたはトランスコーダの挿入が必要な場合、マルチメ
ディアをサポートするMTP/トランスコーダが挿入されます）があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

MediaResourceListName（String）パラメータが追加されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Media Resource List Name（String）

推奨処置

RSVP Agentは、基本的に RSVP機能を提供する Cisco IOSMTPまたはトランスコーダデバイスで
す。設定されているMTPまたはトランスコーダがRSVP機能をサポートしているかどうかを確認
するには、それぞれのユーザマニュアルを参照してください。いずれも RSVP機能をサポートし
ていない場合は、アップグレードするか（アップグレード後のバージョンが RSVP機能をサポー
トしている場合）、RSVP機能をサポートする追加のMTPまたはトランスコーダを設置する必要
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があります。機能の不一致が原因で RSVP Agent（MTPまたはトランスコーダ）の割り当てに失
敗する場合、メディアデバイスが要求された機能（IPv4から IPv6への変換やパススルーなど）
をサポートしていないか、その機能がデバイスで設定されていない可能性があります。メディア

デバイスのユーザガイドおよびマニュアルを参照し、デバイスが必要な機能をすべてサポートし

ていることを確認してください。

また、すべてのMTPまたはトランスコーダで、サポートされているすべての機能を設定する場合
には注意が必要です。使用しているデバイスによっては、ほとんどのMTPまたはトランスコーダ
でサポートされている機能（RFC 2833 DTMFまたは RFC 2833 DTMFパススルー、またはパスス
ルー）や、単一のMTPまたはトランスコーダだけでサポートできる機能（IPv4から IPv6または
その逆の変換や、RSVPAgent機能、TransferRelay Point、マルチメディア機能など）があります。

たとえば、さまざまな場所に属するエンドデバイスがあり、2つの場所の間の帯域幅だけを予約
する必要があり、他の場所の間のコールでは帯域幅を予約する必要がないとします。このとき、

すべてのMTPまたはトランスコーダで、サポートされているすべての機能を設定し、1台のMTP/
トランスコーダだけが RSVP機能をサポートしているとします。このMTP/トランスコーダでサ
ポートされているすべての機能（同じMRGLまたはデフォルトMRGLに属する他のすべてのMTP
またはトランスコーダもサポートしている機能）を設定した場合、Transfer Relay Point、RFC 2833
DTMFまたは RFC 2833 DTMFパススルー、パススルーのいずれかのためにこのMTPが割り当て
られる可能性があります。その結果、帯域幅を予約する必要が生じたときに（同じMRGLまたは
デフォルトMRGLに属する他のMTPまたはトランスコーダはこれをサポートしていません）、
このMTP/トランスコーダのすべてのリソースが使用中となり、RSVP Agentの割り当てに失敗す
る可能性があります。

この状況を避けるため、メディアリソースのプライオリティを適切に設定します。この設定は、

メディアリソースグループリストだけで行うことができ、メディアリソースのデフォルトリス

トでは設定できません。どのメディアリソースグループリストでも、すべてのメディアリソー

スグループには異なるプライオリティがあり、割り当て時には、最初のメディアリソースグルー

プに対して、要求されたメディアデバイスのタイプが使用可能かどうかが確認されます。メディ

アリソースグループリスト内の最初のメディアリソースグループのプライオリティが最も高く

なり、2番目のメディアリソースグループのプライオリティが次に高くなり、以降同様になりま
す。すべてのディアリソースグループとそのプライオリティを確認するには、Cisco Unified CM
の管理ページの [メディアリソース（Media Resources）]および [メディアリソースグループリス
ト（Media Resource Group List）]に移動し、適切なメディアリソースグループリストをクリック
して、[選択されたメディアリソースグループ（SelectedMediaResourceGroups）]を確認します。
上から下に向かってプライオリティが低くなります。基本的な機能に対して選択されるようにす

るMTPまたはトランスコーダを、プライオリティが高いメディアリソースグループに配置し、
まれにしか使用されない機能を持つMTPまたはトランスコーダを、プライオリティが低いメディ
アリソースグループに配置します。RSVPAgent割り当ては、エンドポイントとRSVPAgentまた
はMTP/トランスコーダ間のコーデックの不一致によって失敗することがあります。

解決策としては、MTP/トランスコーダでサポートされるすべてのコーデックを設定することが考
えられますが（MTP/トランスコーダのユーザガイドを参照）、そうすることでコールに過大な帯
域幅が割り当てられる可能性があることに注意してください。使用可能な総帯域幅、平均コール

数、コールあたりの適切な帯域幅の使用量（MTP/トランスコーダとは無関係）など、さまざまな
要因について慎重に検討し、それに従ってMTP/トランスコーダが関係するコールあたりに割り当
て可能な最大帯域幅を計算し、それを考慮しつつMTPおよびトランスコーダでサポートされてい
るコーデックを設定する必要があります。メディアデバイスでサポートされているすべてのコー
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デックを設定し、過大な帯域幅の使用を制限するためにリージョン帯域幅を設定するのも良い考

えです（リージョンと場所の設定については、Unified CMのマニュアルを参照してください）。

また、MTP/トランスコーダとエンドポイントの間でリージョン帯域幅を検討した後、エンドポイ
ントとMTP/トランスコーダの間でコーデックの不一致が存在する可能性があります。リージョン
帯域幅を増やすことがこの問題に対する解決策になることもありますが、そのような決定は、複

数のリージョンの間でコールあたりに割り当てる帯域幅の量を慎重に計算した後で行うようにし

てください。

MTP/トランスコーダが割り当てられないもう 1つの原因として、コールで利用可能な帯域幅が十
分になかったことが考えられます。これは、MTP/トランスコーダとエンドポイントが異なる場所
に属し、その場所の間で設定される帯域幅が他のコールですでに使用されている場合に発生しま

す。展開環境の帯域幅要件を調べ、これらの場所の間の帯域幅を増やすことができるかどうかを

判断します。ただし、これら 2つの場所の間の帯域幅を増やすためには、場合によって、他の場
所の間の帯域幅を減らすことが必要であることに注意してください。

詳細については、システムガイド、SRND、および関連する Unified CMマニュアルを参照してく
ださい。帯域幅を減らしたり、多くの帯域幅が必要なコーデックを設定から削除したりすると、

コール中の音声の品質が低下する可能性があることに注意してください。ネットワークの総帯域

幅を増やすことを検討します。最後に、MTP/トランスコーダがRSVP機能をサポートしていない
ことや、機能の不一致、すべてのリソースが使用中であることが原因でRSVPAgentの割り当てが
失敗する場合は、RSVP機能をサポートする追加のMTPまたはトランスコーダデバイスを設置す
ることを検討します。

RTMT_ALERT
AMCサービス内のリアルタイムモニタリングツール（RTMT）プロセスは、アラームメカニズ
ムを使用して、RTMTAlertCentralまたは電子メールを通じたRTMTアラートの配信を容易にしま
す。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/RTMT

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Name（String）

Detail（String）
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推奨処置

RTMTのAlertCentralか、電子メールを通じて受信したアラートで、発生した問題とそれを解決す
るための推奨処置を確認します。AlertCentralでは、アラートを右クリックすることでアラート情
報が開きます。

RTMT-ERROR-ALERT
このアラートは、RTMT AlertMgrによって生成されます。詳細については、アラートに関して説
明したページを参照してください。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_RTMT-RTMT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/RTMT

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Name [String] Detail [String]

推奨処置

詳細については、アラートに関して説明したページを参照してください。

SAFForwarderError
SAFフォワーダエラー応答が Unified CMに送信されました。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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データコレクタ

パラメータ

IP Address（String）

SafClientHandle（UInt）

Application User Name（String）

Reason Code and Description（Enum）

SAF Protocol Version Number（String）

Service ID（UInt）

Sub Service ID（UInt）

推奨処置

このアラームの詳しい情報と処置（該当する場合）については、原因コードと説明（ヘルプテキ

スト）を参照してください。

関連トピック

SAFForwardErrorの原因コードの Enum定義, （417ページ）

SAFForwardError の原因コードの Enum 定義

定義値

SAF_BAD_REQUEST：SAFフォワーダは、不正な構文（不正な形式）、必須属
性の不足などの理由により、要求を受け付けることができませんでした。SAF
フォワーダとUnifiedCMの間の設定を調査し、すべての設定が展開環境にとっ
て正しいことを確認します。特に、ルータで設定されているクライアントラベ

ルが、CiscoUnifiedCMの管理ページの [SAFフォワーダの設定（SAFForwarder
Configuration）]ウィンドウ（[SAF] > [SAFフォワーダ（SAF Forwarder）]の順
に選択します）で設定されているクライアントラベルに一致することを確認し

ます。

400

SAF_INTEGRITY_CHECK_FAILURE：メッセージが SAFフォワーダのセキュ
リティ検証に合格しませんでした。このエラーは、設定ミスや攻撃によっても

発生しますが、より可能性が高いのは、フォワーダとSAFクライアント上での
パスワードのプロビジョニングが正しくないことです。パスワードを再度プロ

ビジョニングし、さらに SAF INTEGRITY CHECK FAILUREアラームが発生す
るかどうか監視します。SAF INTEGRITY CHECK FAILUREアラームが引き続
き発生する場合は、SAFフォワーダとUnifiedCMの間のインターフェイスを閉
じ、IPパケットの送信元を調査します。

431
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定義値

**INFOLEVEL**SAF_MISSING_NONCE：ナンス（メッセージが送信されると
きに生成されるランダムなパラメータ）がメッセージにありません。システム

は新しいナンスで自動的に再送します。特に対処の必要はありません。

435

SAF_UNKNOWN_USERNAME：Unified CMが、SAFフォワーダに、ルータで
設定されていないかルータの設定に一致しないアプリケーションユーザ名を送

信しました。ルータとCiscoUnifiedCMの管理ページの [アプリケーションユー
ザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウで、アプリケーション
ユーザ名が一致していることを確認します。

436

**INFOLEVEL**SAF_STALE_NONCE：ナンス（メッセージが送信されるとき
に生成されるランダムなパラメータ）が有効期限切れになりました（古くなり

ました）。システムは新しいナンスで自動的に再送します。特に対処の必要は

ありません。

438

**INFOLEVEL**SAF_BAD_CLIENT_HANDLE -SAF_BAD_CLIENT_HANDLE：
Unified CMは、必須の CLIENT_HANDLE値を含む Registerメッセージ（キー
プアライブ目的）または登録解除メッセージをSAFフォワーダに送信しました
が、SAFフォワーダがそのクライアントハンドルを認識しませんでした。Unified
CMは、クライアントハンドルなしでSAFフォワーダに再登録を試みます。こ
のアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

471

**INFO LEVEL** SAF_VERSION_NUMBER_TOO_LOW：Unified CMは、以前
SAFフォワーダにパブリッシュしたときよりも小さいバージョン番号を持つ
サービス（ホステッド DNなど）をパブリッシュしました。サービスは SAF
フォワーダとの同期がとれていません。Unified CMは、SAFフォワーダと再同
期するためにサービスを再パブリッシュします。このアラームは情報提供だけ

を目的としているため、処置は必要ありません。

472

**INFO LEVEL** SAF_UNKNOWN_SERVICE：Unified CMは SAFネットワー
クからサービスをパブリッシュ解除しようとしましたが、SAFフォワーダには
そのサービスに対するパブリッシュ記録がありません。このアラームは情報提

供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

473

**INFO LEVEL** SAF_UNREGISTERED：Unified CMが、SAFフォワーダにパ
ブリッシュまたはサブスクライブしようとしましたが、UnifiedCMはSAFフォ
ワーダに登録されていません。Unified CMは、パブリッシュまたはサブスクラ
イブを試みる前に自動的にSAFフォワーダに再登録します。このアラームは情
報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

474
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定義値

**INFOLEVEL** SAF_BAD_FILTER：Unified CMは、SAFフォワーダの現在の
フィルタのどれにも一致しないフィルタを使用してSAFフォワーダにサブスク
ライブしようとしました。Unified CMは、適切なフィルタ値でサブスクライブ
メッセージを再送信します。このアラームは情報提供だけを目的としているた

め、処置は必要ありません。

475

SAF_UNKNOWN_SUBSCRIPTION：UnifiedCMは、サブスクライブまたはサブ
スクライブ解除メッセージをSAFフォワーダに送信しましたが、メッセージに
SAFフォワーダで認識されないサービス IDが含まれていました。認識される
サービス IDがないと、Unified CMは SAFフォワーダにサブスクライブできま
せん。推奨される処置は、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）
に問い合わせることです。

476

**INFO LEVEL** SAF_ALREADY_REGISTERED：Unified CMは SAFフォワー
ダへの登録を試みましたが、SAFフォワーダは、そのUnifiedCMがすでに登録
済みであることを通知しました。UnifiedCMはTCP接続を閉じて再度開き、ク
ライアントハンドルのない新しい登録要求を SAFフォワーダに送信します。
このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

477

SAF_UNSUPPORTED_PROTOCOL_VERSION：Unified CMは、SAFフォワーダ
がサポートしているプロトコルバージョンよりも大きい SAFプロトコルバー
ジョンを使用してSAFフォワーダに登録しようとしました。SAFフォワーダの
CLIで show versionコマンドを実行し、SAFフォワーダのプロトコルバージョ
ンを確認します。SAFプロトコルバージョン番号については、このアラーム内
の情報を参照してください。バージョンが一致しない場合は、『Cisco Unified
CommunicationsManager Software CompatibilityMatrix』（Cisco.comにあります）
で、このUnifiedCMで使用されているプロトコルバージョン番号が、SAFフォ
ワーダのプロトコルバージョンと互換性があるかどうかを確認します。互換性

がない場合は、UnifiedCMとSAFフォワーダが同じ互換性のあるバージョンを
使用するように、バージョンが低いコンポーネントをアップグレードします。

478

SAF_UNKNOWN_AS：Unified CMが SAFフォワーダに登録しようとしました
が、登録メッセージに、SAFフォワーダルータ上の自律システム（AS）が認
識できないクライアントラベルが含まれていました。推奨される処置は、SAF
フォワーダ上で適切なCLIコマンドを実行し、クライアントラベルをルータ上
の自律システムに関連付け（ルータのコンフィギュレーションガイドを参照し

てください）、同じクライアントラベルを、Cisco Unified CMの管理ページの
[SAFフォワーダの設定（SAF Forwarder Configuration）]ウィンドウの [クライ
アントラベル（Client Label）]フィールドに設定し、[保存（Save）]をクリッ
クします。CiscoUnifiedCMの管理ページでクライアントラベルを保存すると、
UnifiedCMは、更新されたクライアントラベル情報を使用した新しい登録要求
を SAFフォワーダに自動的に送信します。

479
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定義値

**INFO LEVEL** SAF_RESPONDER_ERROR：Unified CMは、メッセージ（登
録/登録解除/パブリッシュ/パブリッシュ解除/サブスクライブなど）をSAFフォ
ワーダに送信しましたが、SAFフォワーダが、現在メッセージを処理できない
という応答を返しました。原因としては、メッセージキューがあふれている

か、内部リソースの問題が考えられます。Unified CMは数秒間待って要求を再
試行します。このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要

ありません。

500

SAF_INVALID_CONNECTION_DETAILS1000

SAFResponderError
SAF応答側エラー 500が発生しました。

これは、SAFフォワーダが、この Cisco Unified CMからの SAF応答内のトランザクション IDを
認識できない場合に発生します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Client Handle（String）

Service Id（UInt）

Sub Service ID（UInt）

Instance ID1（UInt）

Instance ID2（UInt）

Instance ID3（UInt）
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Instance ID4（UInt）

推奨処置

特に対処の必要はありません。

ScheduledCollectionError
スケジュールされたコレクションの実行中にエラーが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

JobID [String] Reason [String]

推奨処置

ジョブのステータスのウィンドウで、スケジュールされたコレクションジョブの設定を確認しま

す。

SerialPortGetStatusError
CMIがシリアルポートのステータスを取得しようとしたときに、オペレーティングシステムがエ
ラーを返しました。

CMIは、シリアルポートのステータスを取得できないときにこのアラームをトリガーします。シ
リアルポートのステータス情報を取得できない原因としては、USBケーブルが緩んでいるか抜け
ていることが考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kSerialPortGetStatusErrorから名前が変更されました。8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Serial Port Getting Status Error（String）

推奨処置

USB0ポートとボイスメッセージングシステムを接続しているケーブルがしっかりと接続されて
いることを確認します。

SerialPortSetStatusError
CMIがシリアルポートのステータスを設定しようとしたときに、オペレーティングシステムがエ
ラーを返しました。

CMIは、シリアルポートのステータスを設定できないときにこのアラームをトリガーします。シ
リアルポートのステータス情報を取得できない原因としては、USBケーブルが緩んでいるか抜け
ていることが考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kSerialPortSetStatusErrorから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

イベントログ
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SDI

パラメータ

Serial Port Setting Status Error（String）

推奨処置

USB0ポートとボイスメッセージングシステムを接続しているケーブルがしっかりと接続されて
いることを確認します。

ServiceActivationFailed
サービスをアクティブにできませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Reason（String）

推奨処置

なし

ServiceDeactivationFailed
サービスを非アクティブにできませんでした。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager
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重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Reason（String）

推奨処置

なし

ServiceFailed
サービスが終了しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Process ID（Int）

推奨処置

なし

ServiceStartFailed
サービスの起動に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager
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重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Reason（String）

推奨処置

なし

ServiceStopFailed
サービスの停止に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Reason（String）

推奨処置

なし

ServiceExceededMaxRestarts
サービスの許容される最大再起動回数を超えました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
425

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
ServiceStopFailed



重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Service Name（String）

Reason（Int）

推奨処置

サービスを実行する必要がある場合、このサービスを再起動します。

SIPNormalizationResourceWarning
正規化スクリプトが内部的なリソースのしきい値を超えています。

アラームで示された SIPデバイスの正規化スクリプトが、リソース消費量の内部的なしきい値を
超えています。このアラームは、メモリ消費量について発生する場合と、スクリプトが Lua命令
に対して設定されている割り当て数を超えそうになったときに発生する場合があります。メモリ

の容量（[メモリしきい値（MemoryThreshold）]フィールドで定義）またはこのスクリプトで使用
される Lua命令の数（[Lua命令しきい値（Lua Instruction Threshold）]で定義）が内部しきい値を
超えると、このアラームがトリガーされます。

例

1 メモリしきい値が 100KBに設定されている場合、内部的なしきい値が 80%であるとすると、
このスクリプトによるメモリ消費量が80KBに達した時点でこのアラームが発生します。内部
的ないしきい値は設定することはできず、Cisco Unified CMのリリースによって異なる場合が
あります。

2 [Lua命令しきい値（Lua Instruction Threshold）]が 2000に設定されている場合、内部的なしき
い値が 50%であるとすると、スクリプトによる Lua命令の実行数が 1000に達した時点でこの
アラームが発生します。

このアラームはリソース（メモリまたは Lua命令）が内部的な限度を超えたことを警告するもの
であり、発生した場合は、スクリプトの健全性を確保するためにそれらのリソースの消費量を調

査することを推奨します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

Script Name（String）

Script Function（String）

Script Type（String）

Reason Code（Enum）

Reason Text（String）

In Use Memory（UInt）

Memory Threshold（UInt）

In Use Lua Instructions（UInt）

Lua Instruction Threshold（UInt）

推奨処置

1 [SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization Script Configuration）]ウィンドウで設定されて
いるしきい値（[メモリしきい値（Memory Threshold）]と [Lua命令しきい値（Lua Instruction
Threshold）]）を調べます。

2 しきい値を大きくすることができないかどうかを評価します（これらの値を大きくする場合は

CPUリソースとメモリを考慮してください）。また、スクリプトを調べて、メッセージハン
ドラをより効率よく記述することでスクリプトの命令の数を減らせないかどうかを確認しま

す。

3 スクリプトにロジックエラーがないかどうかを調べます。スクリプトは正常に機能するもの

の、大きなロジックを含む場合は、[Lua命令しきい値（Lua InstructionThreshold）]フィールド
の値を大きくすることを検討します。この場合、コンピューティングリソースの消費量が増え

ることに注意してください。このリソースの状況に関しては、SDIトレースファイルでその他
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の詳細を調べることもできます。シスコが提供しているスクリプトについては、シスコテクニ

カルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせください。

4 スクリプトが閉じる前に、リソースの問題を調査して修正します。[SIP正規化スクリプト設定
（SIPNormalization Script Configuration）]ウィンドウの [メモリしきい値（Memory Threshold）]
フィールドと [Lua命令しきい値（Lua Instruction Threshold）]フィールドに設定されているい
ずれかまたは両方の値に達すると、スクリプトが閉じ、さらに SIPNormalizationScriptClosedア
ラームが発生します。トラブルシューティング時のその他の情報としては、SIP Normalization
カウンタMemoryUsagePercentageで現在のリソース使用率を確認できます。

関連トピック

SIPNormalizationResourceWarningの原因コードの Enum定義, （428ページ）

SIPNormalizationResourceWarning の原因コードの Enum 定義

定義値

InternalLuaInstructionsThreshold：スクリプトがLua命令の数の内部的なしきい値
を超えています。

1

InternalMemoryThreshold：スクリプトがスクリプトメモリ使用量の内部的なし
きい値を超えています。

2

SIPNormalizationScriptError
説明

スクリプトエラーが発生しました。

説明

アラームで示された SIPデバイスの SIP正規化スクリプトをロード、初期化、または実行してい
るときに、CiscoUnifiedCMでエラーが発生しました。エラーの原因がリソースの問題である場合
は、SIPNormalizationResourceWarningアラームも発行されます。このアラームで示されるConfigured
Actionと Resulting Actionは同じにならない場合があります。ロード中のエラーや初期化中のエ
ラーなど、特定のエラーを設定できないためです。エラーが原因でスクリプトが 10分以内に 3回
閉じた場合、Cisco Unified CMは、設定されている処置を 3回行います。4回めのエラーが発生す
ると、Unified CMはスクリプトを無効にし、SIPNormalizationAutoResetDisabledアラームを発行し
ます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

Script Name（String）

Script Function（String）

Script Type（String）

Error Code（Enum）

Error Code Text（String）

Error Message（String）

Configured Action（String）

Resulting Action（String）

In Use Memory（UInt）

Memory Threshold（UInt）

In Use Lua Instructions（UInt）

Lua Instruction Threshold（UInt）
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推奨処置

1 SDIトレースファイルで、関数コールやコール IDなど、エラーに関する詳細を調べます。こ
れは、エラーのトラブルシューティングに役立ちます。

スクリプトに構文エラーやロジックエラーがないかどうかを調べます。シスコが提供しているス

クリプトについては、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせくだ
さい。エラーの原因がリソースの問題である場合は、SIPNormalizationResourceWarningアラームも
発行されます。その他の情報や推奨処置については、SIPNormalizationResourceWarningアラームを
確認してください。

関連トピック

SIPNormalizationScriptErrorの原因コードの Enum定義, （430ページ）

SIPNormalizationScriptError の原因コードの Enum 定義

定義値

LoadError：スクリプトの構文エラーまたはリソースエラーが原因で、スクリプ
トがロードに失敗しました。処理については推奨処置を確認してください。

1

InitializationError：スクリプトの構文エラーまたはリソースエラーが原因で、初
期化中にスクリプトでエラーが発生しました。処理については推奨処置を確認

してください。

2

ExecutionError：実行中にスクリプトでエラーが発生しました。処理については
推奨処置を確認してください。

3

InternalError：実行中にシステムで予期しない状況が発生しました。処理につい
ては推奨処置を確認してください。

4

SIPTrunkOOS
すべてのリモートピアが停止していて、この SIPトランクのコールを処理できません。

このアラームには、使用できないリモートピアをセミコロンで区切った一覧が示されます。これ

には、リモートピアに送信した Options要求に対する応答として SIPトランクで受け取った原因
コードも含まれます。ピアごとに、ホスト名またはSRV（SIPトランクで設定されている場合）、
解決された IPアドレス、ポート番号、および原因コードが次の形式で示されます。

ReasonCodeType=ReasonCode

ReasonCodeTypeは、SIP RFCで定義されるリモートピアからの SIP応答（リモートの場合）、ま
たは Unified CMから提供される原因コード（ローカルの場合）によって異なります。

考えられる原因コードの例を次に示します。
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• Remote = 503（標準の SIP RFCエラーコードである「“503サービス使用不可”」）

• Remote = 408（標準の SIP RFCエラーコードである「“408要求タイムアウト”」）

• Local = 1（要求タイムアウト）

• Local = 2（ローカルの SIPスタックでリモートピアとのソケット接続を作成できない）

• Local = 3（DNSクエリーの失敗）

Local = 3の場合、アラームには IPアドレスが 0と示されます。また、DNS SRVが SIPトラ
ンクで設定されていれば、ポートが 0と示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

エラー（Error）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

SIP Trunk Name（String）

Unavailable remote peers with Reason Code（String）

推奨処置

• Remote = 503の原因としては、次のことが考えられます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
431

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
SIPTrunkOOS



◦発信側のルートまたは SIPトランクがリモートピアに存在しません。リモートピアが
Unified CMの場合は、リモートピアの Unified CMの管理ページで新しい SIPトランク
を追加し（[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択）、[接続先アドレス
（Destination Address）]フィールドと [接続先ポート（Destination Port）]フィールドが
発信側ホストを参照するように設定されていることを確認します（発信側ホストは、こ

のアラームが生成されたノードと同じノードです）。

◦発信側のルートまたは SIPトランクがリモートピアに存在しませんが、SIP電話機また
は別の SIPトランクにポートが使用されています。リモートピアが Unified CMの場合
は、リモートピアの Unified CMの管理ページで（[デバイス（Device）] > [トランク
（Trunk）]の順に選択）、発信側の [接続先ポート（Destination Port）]に終端側の SIP
トランクセキュリティプロファイルの着信ポートと同じポートが設定されていること

を確認します。

◦リモートピアで、新しいコールを処理するリソースが制限されています。別のシステム
管理者が管理するリモートピアの場合は、その管理者にリソースの問題について相談し

ます。

• Remote = 408の原因としては、次のことが考えられます。

◦リモートピアで、新しいコールを処理するリソースが制限されています。別のシステム
管理者が管理するリモートピアの場合は、その管理者にリソースの問題について相談し

ます。

• Local = 1の原因としては、発信側の SIPトランクに割り当てられた SIPトランクセキュリ
ティプロファイルで UDPトランスポートが設定されている場合に、再試行がすべて終了し
ても OPTIONS要求に対する応答が得られなかったことが考えられます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

◦リモートピアが Unified CMの場合は、リモートピアの Serviceabilityアプリケーション
で、[ツール（Tools）]> [コントロールセンタ（ControlCenter）]（[機能サービス（Feature
Services）]）の順に選択し、Cisco CallManagerサービスがアクティブ化されて開始され
ていることを確認します。

◦リモートピアのUnifiedCMの管理ページで、[デバイス（Device）]> [トランク（Trunk）]
の順に選択し、関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの着信ポート
が発信側の SIPトランクの接続先ポートと同じポートに設定された SIPトランクが存在
することを確認します。

◦発信側で、CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用してネットワーク接続を
確認します。

• Local = 2の原因としては、Unified CMでリモートピアとのソケット接続を作成できないこと
が考えられます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

◦リモートピアが Unified CMの場合は、リモートピアの Serviceabilityアプリケーション
で、[ツール（Tools）]> [コントロールセンタ（ControlCenter）]（[機能サービス（Feature
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Services）]）の順に選択し、Cisco CallManagerサービスがアクティブ化されて開始され
ていることを確認します。

◦リモートピアのUnifiedCMの管理ページで、[デバイス（Device）]> [トランク（Trunk）]
の順に選択し、関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの着信ポート
が発信側の SIPトランクの接続先ポートと同じポートに設定された SIPトランクが存在
することを確認します。

◦発信側で、CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用してネットワーク接続を
確認します。

• Local = 3の原因としては、DNSサーバに到達できないか、ローカルの SIPトランクで設定さ
れたホスト名または SRVを解決するように DNSが適切に設定されていないことが考えられ
ます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

1 OSの管理ページで、[表示（Show）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択し、DNS
の詳細が正しいことを確認します。正しくない場合は、CLIコマンド set networkdnsprimary
を使用して、DNSサーバの正しい情報を設定します。

2 CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用して DNSサーバとのネットワーク接
続を確認し、DNSサーバが適切に設定されていることを確認します。

SparePartitionLowWaterMarkExceeded
予備パーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている下限を下回っ

ています。

Intercompany Media Engineサーバでは、予備パーティションは使用されません。そのため、
Intercompany Media Engineではこのアラートはトリガーされません。

（注）

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct
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重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

UsedDiskSpace [String] MessageString [Optional].[String]

推奨処置

RTMTにログインし、Alert Centralで、LogPartitionLowWaterMarkExceededアラートに設定されて
いるしきい値を確認します。設定されている値が、意図せずデフォルトのしきい値よりも小さい

値に設定されている場合は、値をデフォルトに変更します。また、Cisco Unified CM Serviceability
のトレース制御ページで各アプリケーションのトレースとログファイルの設定を調べます。

設定されているトレースまたはログの数が 1000よりも大きい場合は、トレース設定ページでト
レース設定をデフォルトに調整します。また、作成から 1週間未満のトレースファイルをクリー
ンアップします。トレースをクリーンアップするには、CLIの「“file delete”」コマンドを使用す
るか、RTMTの Trace and Log Central機能のリモートブラウズを使用します。

SystemResourceError
システムコールに失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

System Call（String）

Service（String）

Reason（String）

推奨処置

なし

TestAlarmError
エラーアラームのテストです。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

なし

ThreadPoolProxyUnknownException
ファイル要求の処理中に、不明な例外が検出されました。通常、リソース不足などのシステム問

題が発生した場合にメモリ不足を示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kThreadPoolProxyUnknownExceptionから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

エラー（3）

推奨処置

RTMTを使用してシステムメモリのリソースおよび消費量をモニタし、システムリソース量の減
少の原因と考えられるシステム問題を修正します。
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UnableToOpenMohAudioSource
保留音（MOH）オーディオソースファイルを開くことができません。MOHオーディオソース
ファイルを開くことができないため、保留音が失敗すると、このアラームが発生します。発信者

には、目的の保留音オーディオではなく何も聞こえません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
のリリース

エラーメッセージが追加されました。10.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

エラー（3）

ルーティングリスト

SDI

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

MohAudioSourceFileName [String]

MohAudioSourceId [Int]

OS Error Code [Int]

OS Error Code Text [String]

推奨処置

この特定のMOH Cisco Unified Communications Managerサーバの “MOHオーディオファイル”で
Cisco Unified CMの管理ページを使用し、保留音オーディオソースファイルがこの特定のサーバ
にアップロードされているかを確認します。MOHオーディオファイルは、そのファイルをサー
バで実行する前に、クラスタ内の各MOHサーバのCiscoUnifiedCMの管理ページを使用してアッ
プロードする必要があります。ファイルをアップロードする必要がある場合、このファイルに

MOHデバイスからアクセスできるように、アップロードした後でこのMOHデバイスをリセット
する必要があります。
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UnableToRegisterwithCallManagerService
CTIは、補足サービス機能を登録するために Cisco CallManagerサービスと通信できません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

ERROR

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

[Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）] > [ツール（Tools）] > [コント
ロールセンタの機能サービス（Control Center - Featured Services）]で、Cisco CallManagerのステー
タスを確認します。機能マネージャを登録するには、少なくとも 1つの Cisco CallManagerサービ
スが CTIManagerのクラスタで実行されている必要があります。問題が解決しない場合は、
CTIManagerサービスを再起動します。CallManagerサービスがアクティブな場合は、CTIManager
サービスをホストしている Unified CMノードと CallManagerサービスをホストしている Unified
CMノードの間のネットワーク接続を確認します。

UserLoginFailed
不正なユーザ IDまたはパスワードが原因で、ユーザログインに失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

UserID [String]
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推奨処置

なし

WDApplicationError
WebDialerファシリティ/サブファシリティエラーです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。

WDOverloaded
WebDialerファシリティ/サブファシリティが過負荷になりました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

エラー（3）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

詳細については、アプリケーションログを参照してください。
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警告レベルアラーム
警告レベルのアラームは 4で表されます。このアラームの場合、対処が必要ですが、対処の優先
順位は条件によって決まります。何らかの悪条件に関する警告。必ずしもエラーではありません。

設定エラーまたはアラーム自体は警告を示しませんが、同じアラームのインスタンスが複数ある

場合は警告を示します。次に例を示します。

•設定エラー。

•このレベルのアラームが 1つの場合、エラーが発生したことを示さない可能性があります
が、このアラームが複数の場合はエラーと見なされます。

AnnunciatorNoMoreResourcesAvailable
使用可能な Annunciatorリソースがなくなりました。

アナンシエータリソースの割り当てが、次の 1つ以上の理由で失敗しました。すべてのアナンシ
エータリソースが使用中か、エンドポイントとアナンシエータリソースの間でコーデックまたは

機能が一致しないか（エンドポイントが IPv6などのあるタイプの IPアドレッシングを使用し、
アナンシエータが IPv4だけをサポートしている場合など）、エンドポイントとアナンシエータの
間に十分な帯域幅が存在しません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Media Resource List Name（String）
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推奨処置

アナンシエータのすべてのリソースがすでに使用中である場合は、アラームが示すメディアリ

ソースグループリストおよびデフォルトリストのメディアリソースグループに属するすべての

アナンシエータが、クラスタの該当するすべてのUnified CMノードで設定および登録されている
ことを確認します。登録ステータスを確認するには、[メディアリソース（Media Resources）] >
[アナンシエータ（Annunciator）]メニューを選択し、[検索（Find）]ボタンをクリックします。す
べてのアナンシエータとそのステータス、デバイスプールなどが表示されます。

ステータスフィールドで、UnifiedCMに登録されているかどうかを確認します。ステータスフィー
ルドの表示は、デバイスがUnified CMに登録されていることの確認にはならないことに注意して
ください。Unified CMクラスタでは、パブリッシャがUnified CMデータベースにしか書き込むこ
とができずにダウンすることがあります。サブスクライバはデータベースに書き込むことができ

ないため、デバイスが実際には登録解除された後であっても、Unified CMの管理ページで登録済
みと表示されることがあります。ただし、パブリッシャがダウンしている場合、このアラームよ

りもプライオリティが高い別のアラームが生成されます。

アナンシエータの割り当ては、エンドポイントとアナンシエータの間でのコーデックの不一致や

機能の不一致が原因で失敗することがあります。コーデックの不一致や機能の不一致がある場合

（エンドポイントが IPv6アドレッシングを使用し、アナンシエータが IPv4だけをサポートして
いる場合など）、MTPまたはトランスコーダを割り当てる必要があります。そのため、MTPまた
はトランスコーダが割り当てられない場合、同じメディアリソースグループリストに対して

MediaResourceListExhaustedアラーム（Media Resource TypeがMedia終端地点またはトランスコー
ダ）またはMtpNoMoreResourcesAvailableアラームが生成されるため、まずそれに注目します。

アナンシエータの割り当ては、通話者が属するリージョンとアナンシエータが属するリージョン

の間のリージョン帯域幅のチェックの後でも発生する可能性があります。リージョン帯域幅を増

やすことがこの問題に対する解決策になることもありますが、そのような決定は、複数のリージョ

ンの間でコールあたりに割り当てる帯域幅の量を慎重に計算した後で行うようにしてください。

利用可能な総帯域幅、平均コール数、アナンシエータを使用する平均コール数、コールあたりに

使用される平均帯域幅を慎重に検討し、それに従ってリージョン帯域幅を計算する必要がありま

す。

考えられるもう 1つの原因は、コールに必要な帯域幅が利用できないことです。これは、アナン
シエータとエンドポイントが異なる場所に属し、その場所の間で設定されている帯域幅が他のコー

ルですでに使用されている場合に発生します。展開環境の帯域幅要件を調べ、これらの場所の間

の帯域幅を増やすことができるかどうかを判断します。

ただし、これら 2つの場所の間の帯域幅を増やすためには、場合によって、他の場所の間の帯域
幅を減らすことが必要であることに注意してください。詳細については、システムガイド、SRND、
および関連するUnified CMマニュアルを参照してください。帯域幅を減らしたり、多くの帯域幅
が必要なコーデックを設定から削除したりすると、コール中の音声の品質が低下する可能性があ

ることに注意してください。ネットワークの総帯域幅を増やすことを検討します。

ApplicationConnectionDropped
アプリケーションが CTIManagerへの接続をドロップしました。

CTIManagerとアプリケーションの間の TCP接続または TLS接続が切断されています。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
440

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
ApplicationConnectionDropped



Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

考えられる原因としては、アプリケーションサーバの停電、ネットワークの停電、ネットワーク

の設定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、またはパケット破損が挙げられます。ま

た、Unified CMノードまたはアプリケーションサーバの CPU使用率が高い場合にもこのエラー
が発生する可能性があります。アプリケーションが開始され稼働していることを確認し、アプリ

ケーションサーバと Unified CMの間のネットワーク接続を確認し、アプリケーションサーバと
Unified CMのCPU使用率が安全な範囲にあることを確認します（これは、RTMTを使用し、CPU
Pegging Alertを通じてモニタできます）。

ApplicationConnectionError
CTIManagerは、アプリケーションからの接続を許可できません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

CTI Connection type（String）
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推奨処置

CTIManagerサービスはTCP接続を初期化できませんでした。この問題を解決するには、CTIManager
サービスを再起動します。

authAdminLock
ユーザは、管理者によってロックアウトされています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

lock（String）

推奨処置

管理者は、このユーザをロック解除できます。

AuthenticationFailed
ログイン認証に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TOMCAT_APPS-LOGIN

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/ログイン

重大度（Severity）

警告
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パラメータ

Login IP Address/Hostname [String] Login Date/Time [String] Login UserID [String] Login Interface [String]

推奨処置

このイベントが繰り返し発生する場合、失敗したログイン試行の原因を調査します。

authFail
このユーザの認証に失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

重大度は「通知」から「警告」に変更されました。8.0(1)

パラメータが更新されました。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

UserID（String）

Message（String）

推奨処置

クレデンシャルが正しいか確認し、再試行します。

authHackLock
ユーザが多数の不正な認証を試みました。最大試行数は管理者によって設定されます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

説明文を追加し、パラメータを修正しました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

UserID（String）

推奨処置

管理者が指定した時間再試行を待つか、管理者にクレデンシャルのロック解除を依頼します。

authInactiveLock
ユーザが指定された一定の時間にわたって非アクティブであるため、クレデンシャルがロックさ

れています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

パラメータを変更しました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告（4）
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パラメータ

UserID（String）

推奨処置

クレデンシャルをリセットします。

authLdapInactive
ユーザがデータベース中に存在し、システムがLDAPninshouを指定したため、認証に失敗しまし
た。ディレクトリの同期がごく最近（1日）に実行されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

説明が変更され、推奨処置に文章が追加されました。8.0(1)

パラメータが更新されました。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

UserID（String）

推奨処置

このユーザはデータベースから削除されることになっており、アラームは24時間以内に自動的に
クリアされます。

BDIStopped
BDIアプリケーションが停止しました。アプリケーションは、Tomcatからアンロードされまし
た。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告（4）

推奨処置

Tomcatサービスが稼働しているかを確認します。

CallAttemptBlockedByPolicy
コールが試行されましたが、ポリシーデシジョンポイント（PDP）によってブロックまたは拒否
されました。

コールは、CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）で設定されたポリシーデシジョン
ポイント（PDP）で定義されているエンタープライズポリシーに違反していたため、拒否または
ブロックされました。ポリシーサーバは、ポリシー違反がコール拒否の理由であることを示す、

コール拒否の決定を返します。許可のないユーザが、自分が許可されていない DNまたはパター
ンにダイヤルしようとした場合や、コール転送ディレクティブが起動され、コール転送操作で指

定された宛先がポリシーに違反していることが原因でコールが拒否されることがあります。コー

ルが拒否された場合、リアルタイムモニタリングツール（RTMT）の電子メール設定に応じて、
電子メールのアラートが生成されます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

Policy Decision Point（String）
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Reject Reason（String）

Called Party Number（String）

Calling Party Number（String）

Calling User Id（String）

推奨処置

このアラームで提供される情報（発信者のユーザ ID、発信先と発信元の DNなど）を評価し、
ユーザがルーティングが許可されていない番号と知らずに間違ってダイヤルしただけなのか、ユー

ザが意図的にポリシーの制限を回避しようとしているのかを判断します。単なる誤りが原因でコー

ルが拒否された場合は、影響のあるユーザに、ダイヤルが許可されている番号について知らせま

す。コールの拒否を調査する際に従うべきポリシーやガイドラインが組織で規定されている場合

があります。ここで推奨する手順に加えて、またはその代わりに、自社のガイドラインに従って

ください。

CCDLearnedPatternLimitReached
CCDが学習可能なパターンの最大数に達しました。

CCD要求サービスでは学習するパターンの数が制限されており、サービスパラメータCCDMaximum
Numbers of Learned Patternsで定義されています。このアラームは、CCD要求サービスが、学習可
能なパターンの最大数に達したことを示します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

CCD Maximum Numbers of Learned Patterns（UInt）

System Limit of CCD Learned Patterns（UInt）
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推奨処置

このアラームは、CiscoCallManagerサービスパラメータCCDMaximumNumbers of Learned Patterns
で設定されている値と、システムで学習可能なパターンの最大数（内部的に制御される最大）を

表示します。

指定した学習可能パターンの最大数が展開環境にとって適切であるかどうかを検討します。小さ

すぎる場合は、このアラームの SystemLimitCCDLearnedPatternsで示される数と比較します。最大
数がシステム制限よりも小さい場合は、サービスパラメータ設定ウィンドウで CCD Maximum
Numbers of Learned Patternsサービスパラメータを増やすことができます。最大値とシステム制限
値が一致している場合、システムは学習したパターンが最大になるようにすでに設定されてるた

め、処置は不要です。

CDRHWMExceeded
CDRファイルのディスク使用率が上限を超えています。CDRMにより、ディスク使用率を上限
（HWM）未満まで下げるために、まだ保存期間内にある正常に配信された CDRファイルがいく
つか削除されました。Eメールアラートが管理者に送信されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Data Collectorルーティングリスト要素は Alert Managerに変更さ
れました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CDRREP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CDR Rep

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

Alert Manager

パラメータ

DiskUsageInMB [String]
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推奨処置

ファイルの保存期間が長すぎる可能性があります。[サービスアビリティ（Serviceability）] > [ツー
ル（Tools）] > [CDRM設定（CDRM Configuration）]で減らします。

または、CDRファイルに割り当てる最大ディスク領域や HWMを増やします。

CertValidLessThanMonth
このアラームは、証明書が 30日以内に期限切れになることを示します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/CertMonitorAlarmCatalog

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Message（String）

推奨処置

Cisco Unified Operating Systemにアクセスし Certificate Managementに進むことで、期限切れになろ
うとしている証明書を再生成します。証明書が CAによって発行されている場合は、CSRを生成
し、CSRを CAに送信して、CAから新しい証明書を入手し、Cisco Unified CMにアップロードし
ます。

ConferenceNoMoreResourcesAvailable
次の 1つ以上の理由により、会議リソースの割り当てに失敗しました。必要な数の会議リソース
が利用できません。IOSベースの会議ブリッジの場合、会議ブリッジに追加される参加者の数が、
会議あたりに許可されている最大参加者数を超えました。MLPPプリエンプションがイネーブル
になっているものの、プリエンプションのための優先順位が低い会議がありません。優先順位が

低い会議ブリッジがプリエンプションされませんでした。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Media Resource List Name（String）

推奨処置

IOSベースの会議ブリッジの場合、会議ブリッジで設定されている最大参加者数が、会議あたり
に許可されている参加者数を超えていないことを確認します。参加者数の制限については、IOS
ベースの会議ブリッジのユーザマニュアルを参照してください。また、許可される最大参加者数

についてエンドユーザに周知します。IOSベースおよび非 IOSベースの場合、会議リソースを追
加することを検討します。

CtiDeviceOpenFailure
アプリケーションがデバイスをオープンできません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiDeviceOpenFailureから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ
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イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Device Name（String）

ReasonCode（Enum）

推奨処置

原因コードを確認し、問題を解決するために適切な処置を実施します。

関連トピック

CtiDeviceOpenFailureの原因コードの Enum定義, （451ページ）

CtiDeviceOpenFailure の原因コードの Enum 定義

定義値

デバイスは別のアプリケーションによってすでにオープンされています。この

デバイスを制御しているアプリケーションを特定してください。この情報は

RTMTで指定できます（[CallManager] > [CTI Manager]と [CallManager] > [CTI
検索（CTI Search）]）。

0x8CCC0013
（2362179603）

データベースと通信できません。CPU使用率が安全な範囲にあることを確認し
ます（これは、RTMTを使用し、CPUPeggingAlertを通じてモニタできます）。

0x8CCC00DA
（2362179802）

デバイスは登録解除中です。デバイスが登録されるまで待ちます。ユーザが

Unified CMからデバイスのリセットまたは再起動を開始したことが原因です。
デバイスは自動的に登録されるため、デバイスが登録されるまでしばらく待ち

ます。

0x8CCC009A
（2362179738）

デバイスがユーザ制御リストにありません。デバイスがこのアプリケーション

によって制御されるように設定されているかどうかを確認します。アプリケー

ションがデバイスを制御するためには、そのデバイスがユーザ制御リストに含

まれている必要があります。デバイスがユーザ制御リストに含まれているかど

うかを確認するには、アプリケーションでエンドユーザを使用する場合、Cisco
UnifiedCMの管理ページにある [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]
（[ユーザ管理（UserManagement）] > [エンドユーザ（EndUser）]の順に移動）
で、[デバイスの割り当て（Device Association）]セクションを確認します。ア
プリケーションでアプリケーションユーザを使用する場合、Cisco Unified CM
の管理ページにある [アプリケーションユーザ（ApplicationUser）]（[ユーザ管
理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]の順
に移動）で、[デバイス情報（Device Information）]セクションを確認します。

0x8CCC0018
（2362179608）

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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定義値

アプリケーションで指定された IPアドレスモード（IPv4または IPv6、あるい
はその両方）が、Cisco Unified CMの管理で設定されている IPアドレッシング
モードと一致しません。Cisco Unified CMの管理で IPアドレッシングモードを
確認してください（[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）]
> [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]）。

0x8CCC00F3
（2362179827）

CtiLineOpenFailure
アプリケーションが回線をオープンできません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiLineOpenFailureから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Device Name（String）

Directory Number（String）

Partition（String）

Reason（Enum）
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推奨処置

原因コードを確認し、問題を解決するために適切な処置を実施します。

関連トピック

CtiLineOpenFailureの原因コードの Enum定義, （453ページ）

CtiLineOpenFailure の原因コードの Enum 定義

定義値

不明0

デバイスがユーザ制御リストにありません。デバイスがこのアプリケーション

によって制御されるように設定されているかどうかを確認します。アプリケー

ションがデバイスを制御するためには、そのデバイスがユーザ制御リストに含

まれている必要があります。デバイスがユーザ制御リストに含まれているかど

うかを確認するには、アプリケーションでエンドユーザを使用する場合、Cisco
UnifiedCMの管理ページにある [エンドユーザの設定（EndUserConfiguration）]
（[ユーザ管理（UserManagement）] > [エンドユーザ（EndUser）]の順に移動）
で、[デバイスの割り当て（Device Association）]セクションを確認します。ア
プリケーションでアプリケーションユーザを使用する場合、Cisco Unified CM
の管理ページにある [アプリケーションユーザ（ApplicationUser）]（[ユーザ管
理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]の順
に移動）で、[デバイス情報（Device Information）]セクションを確認します。

0x8CCC0018
（2362179608）

回線がデバイス中に見つかりません。原因としては、以前このデバイスに存在

していた回線が利用できないことが考えられます。その理由としては、エクス

テンションモビリティログインまたはログアウトが考えられます。

0x8CCC0005
（2362179589）

管理者は、回線をアプリケーションによって制御可能に制限しました。管理者

の意図が、この回線の制御を許可することである場合は、Unified CMの管理
ページの [コールルーティング（CallRouting）] > [電話番号（DirectoryNumber）]
で [CTIからデバイスを制御可能（Allow control of Device from CTI）]という
チェックボックスをオンにし、このアプリケーションによって制御する回線を

選択します。

0x8CCC00D3
（2362179795）

CtiIncompatibleProtocolVersion
互換性のないプロトコルのバージョンです。

JTAPIまたは TAPIアプリケーションバージョンはこのバージョンの CTIManagerと互換性がない
ので、受信されたメッセージは拒否されました。IPアドレスは、アプリケーションの IPアドレッ
シングモードに応じて、IPv4または IPv6のいずれかの形式で表示されます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiIncompatibleProtocolVersionから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Unified CM Version（String）

IPAddress（String）

IPv6Address（String）

推奨処置

正しいバージョンのアプリケーションが使用されているかを確認します。正しいバージョンがわ

からない場合は、アプリケーションベンダーに問い合わせて、CiscoUnifiedCommunicationsManager
で提供されるバージョンに JTAPIまたは TSPをアップグレードします。JTAPIまたは TSPプラグ
インは、Cisco Unified CM Administrationで（[アプリケーション（Application）] > [プラグイン
（Plugins）]の順に移動して）入手できます。

CtiMaxConnectionReached
最大 CTI接続数に達したため、既存の接続がクローズされない限り、新しい接続は受け付けられ
ません。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiMaxConnectionReachedから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

接続の最大数を CTI ManagerサービスパラメータMaximum CTI Connectionsで確認します。サー
ビスパラメータ値を増やすか、不要な CTIアプリケーションを切断することを慎重に検討しま
す。CTIでサポートされる最大アプリケーション数とデバイス数については、www.cisco.comにあ
る、使用しているバージョンに該当する『UnifiedCMSolutionReferenceNetworkDesign』マニュア
ルを参照してください。

CtiProviderCloseHeartbeatTimeout
CTIハートビートタイムアウトが発生し、CTIManagerがアプリケーション接続をクローズしまし
た。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiProviderCloseHeartbeatTimeoutから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager
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455

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
CtiProviderCloseHeartbeatTimeout

http://www.cisco.com


重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

ハートビートタイムアウトは、高いCPU使用率またはネットワーク接続の問題が原因で発生する
可能性があります。アプリケーションサーバでネットワークの問題があるかどうかや、CPU使用
率が高くなっているかどうかを確認し、問題があれば解決します。アプリケーションサーバで

Microsoft Windows OSが動作している場合は、タスクマネージャまたは Perfmonを使用して CPU
使用率を確認します。Linuxのアプリケーションの場合は、topコマンドを使用してCPU使用率を
確認します。

CtiQbeFailureResponse
正常または異常な状態が原因で、アプリケーションから要求された操作を実行できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiQbeFailureResponseから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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456

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
CtiQbeFailureResponse



パラメータ

Error message（String）

推奨処置

影響を受けるアプリケーションに問題が発生していないか確認します。問題が続く場合は、影響

のあるアプリケーションのサポート組織に問い合わせ、シーケンス番号とエラーメッセージを伝

えて詳しい調査を依頼します。

DaTimeOut
Cisco Unified Communications Managerの番号分析コンポーネントがタイムアウトになりました。
このエラーは、Cisco Unified Communications Managerがビジー状態になり、要求および応答メッ
セージの処理に遅延が発生したことで番号分析コンポーネントがタイムアウトになったために発

生することがあります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

推奨処置

Cisco Unified CMの管理ページのサービスパラメータ設定ウィンドウで、Cisco CallManagerサー
ビスパラメータの Digit Analysis Timerを調べ、デフォルト値が使用されているかどうかを確認し
ます。RTMTを使用してシステムリソースをモニタし、Cisco Unified CMでの CPU使用率が高く
なっている原因と考えられるシステム問題を修正します。

DeviceImageDownloadFailure
Cisco IP Phoneのイメージをダウンロードできませんでした。
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履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

FailureReasonの Enum定義。8.5(1)

DeviceImageDownloadFailureが電話機カタログに追加されまし
た。

7.1

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/Phone

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

DeviceName（String）

IPAddress（String）

Active（String）

Inactive（String）

FailedLoadId（String）

Method（Enum）

FailureReason（Enum）

Server（String）

推奨処置

イメージダウンロードサーバ（ロードサーバまたは TFTPサーバ）の IPアドレスまたはホスト
名が正しいことを確認します。ホスト名を使用する場合、電話機からドメインネームサーバ

（DNS）にアクセスできるかどうか、DNSがホスト名を解決できるかどうかを確認します。TFTP
サービスがアクティブ化されていて、ロードサーバまたは TFTPサーバ（ファームウェアロード
ファイルの提供元として使用するサーバ）で実行されていることを確認します。電話機からロー

ドサーバまたは TFTPサーバにアクセスできることを確認します。また、推奨処置について原因
コードの説明も参照してください。

関連トピック

DeviceImageDownloadFailureのMethodの Enum定義, （459ページ）
DeviceImageDownloadFailureの FailureReason Enum定義, （459ページ）
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DeviceImageDownloadFailure の Method の Enum 定義

定義コード

TFTP1

HTTP2

PPID3

DeviceImageDownloadFailure の FailureReason Enum 定義

定義コード

TFTPサーバエラーが発生しました。デバイスでのファームウェアのダウンロー
ドの試行中に同時に他のエラーが発生していないかどうかを TFTPのログで確
認し、発生した可能性があるTFTPエラーを修正します。また、TFTPサーバの
負荷を調べてデバイスのダウンロード要求が処理中であることを確認し、TFTP
サーバへのネットワーク接続を確認します。

1

指定されたファームウェアロード IDが TFTPサーバに見つかりません。ファ
イル名が正しいことや、ロード（イメージ）ファイルが TFTPサーバに存在す
ることを確認します。

2

ダウンロードの試行中に電話機の内部エラーが発生しました。この問題を修正

するには、電話機をリセットします。

3

ロードサーバまたは TFTPサーバで、電話機のファームウェアロード要求を処
理できませんでした。輻輳により TFTPの応答に遅延が発生する可能性があり
ます。電話機で再度ダウンロードを試行できるようにするには、数分待ってか

ら電話機をリセットします。電話機でファームウェアロードのダウンロードが

再試行されます。電話機をリセットしても問題が解決しない場合は、ロード

サーバまたは TFTPサーバ（ファームウェアロードを提供するサーバ）を再起
動します。

4

新しいファームウェアロード（イメージ）のロードの試行中に電話機で暗号化

エラーが発生しました。この問題を修正するには、電話機をリセットします。

5

ダウンロードされたファームウェアロード（イメージ）が暗号化されていませ

ん。電話機に正しいロード（イメージ）名が指定されていること、およびその

暗号化されたロード（イメージ）ファイルがファームウェアロードを提供する

サーバにあることを確認します。

6
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定義コード

ダウンロードされたファームウェアロード（イメージ）を電話機の復号化キー

で復号化できません（これにより暗号化キーの不一致が発生します）。イメー

ジの暗号化キーを指定している場合は、電話機の既存のキーに一致するキーを

使用してイメージの再暗号化を試行し、ダウンロードを再試行します。それ以

外の場合は、このアラーム以降の電話機のログを収集し（電話機のログにアク

セスする方法については、該当する電話機モデルのアドミニストレータガイド

を参照してください）、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）ま
でお問い合わせください。

7

ダウンロードされたファームウェアロード（イメージ）の暗号化に問題があり

ます。関連する詳細情報として、デバイスのMACアドレス、デバイスタイプ、
ファームウェアロード ID、このアラーム以降の電話機のログなどを収集し（電
話機のログにアクセスする方法については、該当する電話機モデルのアドミニ

ストレータガイドを参照してください）、シスコテクニカルアシスタンスセ

ンター（TAC）までお問い合わせください。

8

電話機にロードサーバ名または IPアドレスが指定されておらず、ファームウェ
アロードのダウンロードに必要なサーバ情報がありません。Cisco Unified CM
の管理ページの [デバイス設定（Device Configuration）]ページで、ロードサー
バまたは TFTPサーバの IPアドレスが正しく設定されていることを確認しま
す。情報が正しくない場合や指定されていない場合は、正しい情報を指定して

から電話機を再起動します。情報が正しい場合は、電話機を再起動します。こ

のアラームが繰り返し発生する場合は、シスコテクニカルアシスタンスセン

ター（TAC）までお問い合わせください。

9

ロードサーバまたは TFTPサーバで許可されていない処理が電話機で試行され
ました。この状況を解消するには、電話機をリセットします。

10

デバイスでのファームウェアロードファイルの要求中に、ロードサーバまた

は TFTPサーバからの応答時間として内部的に設定されている許容時間を超え
ました。輻輳により TFTPの応答に遅延が発生する可能性があります。電話機
で再度ダウンロードを試行できるようにするには、数分待ってから電話機をリ

セットします。電話機でファイルのダウンロードが再試行されます。電話機を

リセットしても問題が解決しない場合は、ロードサーバまたは TFTPサーバ
（ファームウェアロードファイルを提供するサーバ）を再起動します。

13

ロードサーバまたは TFTPサーバから電話機が受け取ったデータが正しいもの
ではありませんでした。情報が十分ではありません。電話機を再起動して、ダ

ウンロードプロセスをもう一度開始します。

14

ロードサーバまたは TFTPサーバから電話機が受け取ったデータが正しいもの
ではありませんでした。情報が多すぎます。電話機を再起動して、ダウンロー

ドプロセスをもう一度開始します。

15
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定義コード

電話機からネットワークに接続できません。イメージファームウェアロード

サーバまたは TFTPサーバへの接続を確認し、切断されている接続を修正しま
す。自動的に再起動されない場合は、電話機を再起動して接続を再試行します。

16

電話機で接続を試行しているDNSサーバ名を解決できませんでした。電話機の
設定でDNSサーバ名を調べて情報が正しいことを確認し、正しくない場合は電
話機でその名前を更新します。自動的に再起動されない場合は、電話機を再起

動します。

17

DNSサーバがありません。電話機の設定で DNSサーバの IPアドレスを設定し
ます。自動的に再起動されない場合は、電話機を再起動します。

18

ロードサーバまたは TFTPサーバへの接続がタイムアウトしました。ロード
サーバまたは TFTPサーバへの接続を電話機で試行しましたが、正常に接続で
きませんでした。ファームウェアロードの提供元として TFTPサーバを使用す
る場合は、電話機で設定されている TFTPサーバの IPアドレスを確認し、その
IPアドレスが正しいことを確認します。正しくない場合は、IPアドレスを修正
して [適用（Apply）]を押します。電話機が自動的に再起動されます。ファー
ムウェアロードの提供元としてロードサーバを使用する場合は、このアラーム

で示される電話機に対するCiscoUnifiedCMの管理ページの [電話の設定（Phone
Configuration）]ページで IPアドレスまたはホスト名を確認し、その情報が正し
いことを確認します。正しくない場合は、IPアドレスまたはホスト名を更新
し、電話機を再起動します。さらに、電話機とロードサーバまたは TFTPサー
バの間のネットワーク接続が確立されていることを確認します。自動的に再起

動されない場合は、電話機を再起動して接続を再試行します。

19

ダウンロードがキャンセルされました。前のダウンロード要求の実行中に新し

いダウンロード要求が開始されました。元のダウンロードは、新しいダウンロー

ドを続行するためにキャンセルされました。特に対処の必要はありません。

20

DevicePartiallyRegistered
デバイスが部分的に登録されました。デバイスが部分的に Cisco CallManagerに登録されていま
す。デバイス上に設定されている回線のすべてではなく、一部が正常に登録されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

次の情報が更新されました。

•パフォーマンスモニタオブジェクトタイプの Enum定義

• DeviceTypeの Enum定義

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Device name.[String] Device MAC address [Optional].[String] Device IP address.[String] Protocol.[String]
Device description [Optional].[String] User ID [Optional].[String] Load ID.[Optional] [String] Associated
directory numbers.[String] Performance monitor object type [Enum]Device type.[Optional] [Enum]

推奨処置

Cisco Unified Reportingツールで、Unified CMMulti-Line Devicesレポートを実行し、このアラーム
が示すデバイス上で設定されることが想定される回線数を確認します。デバイスでこのデバイス

のMulti-Lineレポートと矛盾する回線数が登録されている場合、すべての回線を再登録できるよ
うにデバイスを再起動します。このアラームが解消されない場合は、デバイスで適切な回線数が

設定されていることと、適切なディレクトリ番号が設定されていることを確認します。デバイス

がサードパーティ製の SIP電話機の場合、電話機に設定されているディレクトリ番号が、Unified
CMの管理ページでデバイスに設定されているディレクトリ番号と一致していることを確認しま
す。

関連トピック

DevicePartiallyRegisteredのパフォーマンスモニタオブジェクトタイプのEnum定義, （463ペー
ジ）

DevicePartiallyRegisteredの DeviceType Enum定義, （463ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
462

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
DevicePartiallyRegistered



DevicePartiallyRegistered のパフォーマンスモニタオブジェクトタイプの Enum 定義

理由コード

Cisco CallManager1

Cisco Phones2

Cisco Lines3

Cisco H3234

Cisco MGCP Gateway5

Cisco MOH Device6

Cisco Analog Access7

Cisco MGCP FXS Device8

Cisco MGCP FXO Device9

Cisco MGCP T1CAS Device10

Cisco MGCP PRI Device11

DevicePartiallyRegistered の DeviceType Enum 定義

理由コード

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359
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理由コード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_PHONE61

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_PORT72

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
464

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
DevicePartiallyRegistered



理由コード

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

CISCO_7941115

CISCO_7971119

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254
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理由コード

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479
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理由コード

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

IP_STE30035

DeviceTransientConnection
接続が確立されましたが、登録が完了する前にすぐに切断されました。登録が不完全な場合、登

録中にデバイスがリホームしている可能性があります。また、このアラームは、デバイスの誤設

定、データベースエラー、または不正あるいは不明なデバイスが接続を試行していることを示す

場合があります。ネットワーク接続の問題は、デバイスの登録に影響を与える可能性があります。

また、プライマリ Unified CMを復元することで登録が中断される可能性があります。
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履歴

内容Cisco Unified
Communications リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次の情報が更新されました。

◦ DeviceTypeの Enum定義

◦ Enum定義

◦ IPAddrAttributesの Enum定義

◦ IPV6AddrAttributesの Enum定義

8.0(1)

次の IPv6パラメータが追加されました。IPV6Address[Optional][String]、
IPAddrAttributes[Optional][Enum]、および
IPV6AddrAttributes[Optional][Enum]。

7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device IP address [Optional].[String]

Device name [Optional].[String]

Device MAC address [Optional].[String]

Protocol.[String]

Device type.[Optional][Enum]

Reason Code [Optional].[Enum]

Connecting Port [UInt]

Registering SIP User.[Optional].[String]

IPV6Address [Optional].[String]

IPAddressAttributes [Optional].[Enum]

IPV6AddressAttributes [Optional].[Enum]
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推奨処置

Cisco Unified Reportingツールで、Unified CM Cluster Overviewレポートの Active Servicesセクショ
ンを参照し、フェールオーバー/フォールバックシナリオが完了していないことを確認します。接
続を試みている電話機で自動登録が設定されている場合は、自動登録がイネーブルになっている

ことを確認します。自動登録が意図的にディセーブルになっている場合は、自動登録を試みてい

る電話機を探します。このアラームが示すデバイスについて、CiscoUnifiedCMの管理ページのデ
バイス登録の詳細が正しいことを確認します。また、推奨処置について原因コードの定義も参照

してください。このイベントがデバイスの通常のリホームの結果として発行された場合、処置は

必要ありません。

関連トピック

DeviceTransientConnectionの DeviceType Enum定義, （469ページ）
DeviceTransientConnectionの Enum定義, （471ページ）
DeviceTransientConnectionの IPAddrAttributes Enum定義, （475ページ）
DeviceTransientConnectionの IPV6AddrAttributes Enum定義, （475ページ）

DeviceTransientConnection の DeviceType Enum 定義

理

由

コード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_GATEWAY62
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理

由

コード

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227
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理

由

コード

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

DeviceTransientConnection の Enum 定義

理由コード

Unknown：（SCCPのみ）デバイスは不明な理由で登録に失敗しま
した。このアラームが解消されない場合は、[SCCPキープアライブ
トレースの有効化（Enable SCCPKeepAlive Trace）]“ ”を有効にして
SDL/SDIトレースを収集し、TACにお問い合わせください。

1

NoEntryInDatabase：（MGCPのみ）デバイスが Unified CMの管理
ページのデータベース内に設定されておらず、自動登録がそのデバ

イスタイプに対してサポートされていないか、イネーブルになって

いません。この問題を解決するには、このデバイスを Unified CM
の管理ページで設定します。

2

DatabaseConfigurationError：デバイスが Unified CMの管理ページの
データベース内に設定されておらず、自動登録がそのデバイスタイ

プに対してサポートされていないか、イネーブルになっていませ

ん。この問題を解決するには、このデバイスを Unified CMの管理
ページで設定します。

3
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理由コード

DeviceNameUnresolveable：SIPサードパーティデバイスの場合、
Unified CMが、REGISTERメッセージのAuthorizationヘッダーから
デバイスの名前を特定できなかったことを意味します。Unified CM
が 401 Unauthorizedメッセージで確認を要求した後、デバイスは
Authorizationヘッダーを提供しませんでした。ダイジェスト信用証
明書を使用してデバイスが設定されていることと、401チャレンジ
にAuthorizationヘッダーで応答できることを確認します。この電話
機がシスコの IPフォンである場合、設定が同期していない可能性
があります。まずCiscoUnifiedReportingWebページを開き、Unified
CM Database Statusレポートを生成し、「“すべてのサーバの複製ス
テータスが正しいこと”」を確認します。DBの複製が正しいと思わ
れる場合は、電話機をリセットします。それでも問題が解決しない

場合は、TFTPおよび Cisco CallManagerサービスを再起動します。
その他すべてのデバイスで、この原因コードは DNS検索に失敗し
たことを意味します。OSの管理のCLIで設定したDNSサーバが正
しいことと、デバイスが使用しているDNS名がDNSサーバに設定
されていることを確認します。

4

ConnectivityError：デバイスが完全に登録される前に、デバイスと
Cisco Unified CMの間の接続がドロップしました。考えられる原因
としては、デバイスの停電、ネットワークの停電、ネットワークの

設定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、パケット破損

が挙げられます。また、Cisco Unified CMノードのCPU使用率が高
い場合にもこのエラーが発生する可能性があります。デバイスの電

源がオンになっていて稼働していることを確認し、デバイスとCisco
UnifiedCMの間のネットワーク接続を確認し、CPU使用率が安全な
範囲にあることを確認します（これは、RTMTを使用し、CPU
Pegging Alertを通じてモニタできます）。

6

InitializationError：デバイス登録の処理中にCisco Unified CM内で内
部エラーが発生しました。CiscoCallManagerサービスを再起動する
ことを推奨します。このアラームが繰り返し発生する場合は、Cisco
CallManagerサービスで [SIPキープアライブ（REGISTER更新）ト
レースの有効化（Enable SIPKeepAlive (REGISTERRefresh) Trace）]“
”と“ ”[SCCPキープアライブトレースの有効化（Enable SCCP Keep
Alive Trace）]をオンにして SDL/SDI詳細トレースを収集し、TAC
にお問い合わせください。

7
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理由コード

AuthenticationError：デバイスが TLSまたは SIPのダイジェストセ
キュリティ認証に失敗しました。デバイスが SIP電話機で、ダイ
ジェスト認証がイネーブルになっている場合は（[システム
（System）] > [セキュリティプロファイル（Security Profile）] > [電
話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]で、“[ダイ
ジェスト認証を有効化（Enable Digest Authentication）]”チェック
ボックスがオンになっていることを確認）、[エンドユーザ（End
User）]設定ページの [ダイジェスト信用証明書（DigestCredentials）]“
”を確認します。また、電話機の設定ページで、電話機が [ダイジェ
ストユーザ（Digest User）]ドロップボックスで指定したエンド
ユーザに関連付けられていることを確認します。デバイスがサード

パーティ製の SIP電話機である場合、電話機に設定されているダイ
ジェスト信用証明書が [エンドユーザ（EndUser）]ページで設定さ
れている [ダイジェスト信用証明書（Digest Credentials）]“ ”と一致
していることを確認します。

10

InvalidX509NameInCertificate：設定されている [X.509の件名（X.509
SubjectName）]“ ”が、デバイスから渡されたクレデンシャルのもの
に一致しません。アラームが示すデバイスのセキュリティプロファ

イルで、[デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]“
”が [認証済（Authenticated）]“ ”または [暗号化済（Encrypted）]“ ”に
なっていることを確認します。[X.509の件名（X.509SubjectName）]“
”フィールドの内容が正しいことを確認します。これは、ピアから
渡された証明書のサブジェクト名に一致する必要があります。

11

InvalidTLSCipher：サポートされていない暗号化アルゴリズムがデ
バイスによって使用されています。Cisco Unified CMでは、
AES_128_SHA暗号化アルゴリズムだけがサポートされています。
推奨される処置は、デバイスで AES_128_SHA暗号化アルゴリズム
を使用して証明書を再生成することです。

12

MalformedRegisterMsg：（SIPのみ）形式が不正なためSIPREGISTER
メッセージを処理できませんでした。原因としては、Call-IDヘッ
ダーの欠落、Toヘッダー内の AoRの欠落、有効期限の値が小さす
ぎることが考えられます。REGISTERメッセージにこれらの問題が
ないことを確認します。

14

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
473

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
DeviceTransientConnection



理由コード

ProtocolMismatch：デバイスのプロトコル（SIPまたは SCCP）が、
Cisco Unified CMで設定されているプロトコルに一致しません。推
奨措置：

1 デバイスで目的のプロトコルが設定されていることを確認しま

す。

2 [デバイスのデフォルト（DeviceDefaults）]ページのファームウェ
アロード IDが正しく、TFTPサーバに実際に存在することを確
認します。

3 デバイスページでファームウェアロード IDが設定されている
場合、それが正しく、TFTPサーバに存在することを確認します
（CiscoUnifiedOSの管理ページで、[ソフトウェアアップグレー
ド（Software Upgrades）] > [TFTPファイルの管理（TFTP File
Management）]の順に選択し、ロード IDで指定されるファイル
名を探します）。

4 TFTPとCiscoCallManagerサービスを再起動します。CiscoUnified
OSの管理の [TFTPファイルの管理（TFTP File Management）]
ページを使用し、設定されているファームウェアロードが存在

することを確認します。

15

DeviceNotActive：デバイスがアクティブ化されていません。16

AuthenticatedDeviceAlreadyExists：同じ名前のデバイスがすでに存在
します。このアラームが繰り返し発生する場合は、CiscoCallManager
サービスで [SIPキープアライブ（REGISTER更新）トレースの有効
化（Enable SIP Keep Alive (REGISTER Refresh) Trace）]“ ”と“ ”[SCCP
キープアライブトレースの有効化（Enable SCCPKeepAlive Trace）]
をオンにして SDL/SDI詳細トレースを収集し、TACにお問い合わ
せください。不正なデバイスが登録を試みた可能性があります。

17

ObsoleteProtocolVersion：（SCCPのみ）SCCPデバイスが古いプロ
トコルバージョンで登録されています。電話機の電源をオフ/オン
にします。TFTPサービスがアクティブ化されていることを確認し
ます。デバイスから TFTPサーバに到達可能であることを確認しま
す。電話の設定ページでファームウェアロード IDが設定されてい
る場合は、TFTPサーバにファームウェアロード IDが存在するこ
とを確認します（Cisco Unified OSの管理ページで、[ソフトウェア
アップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイルの管理
（TFTP File Management）]の順に選択し、ロード IDで指定される
ファイル名を探します）。

18
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DeviceTransientConnection の IPAddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しませんで
した。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信
（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングのみ
で使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の
通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用されるこ
とを通知しました。

3

DeviceTransientConnection の IPV6AddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しませんでした。0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信（Web
インターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングのみで使用
されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信
（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用されることを通知し
ました。

3

DeviceUnregistered
以前 Cisco CallManagerに登録されていたデバイスが登録解除されました。原因コードが
「“CallManagerReset”」、「“CallManagerRestart”」、または「“DeviceInitiatedReset”」の正常な登録
解除の場合、アラームの重大度は情報に下げられます。デバイスは多くの理由で登録解除するこ

とがあります。たとえば、設定変更後にデバイスを手動でリセットするという意図的なものや、

ネットワーク接続の切断など意図しないものがあります。このアラームのそれ以外の原因として

は、電話機がセカンダリノードに登録されていてプライマリノードがオンラインに復旧し、電話
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機がプライマリUnified CMノードにリホームする場合や、このデバイスが登録されたUnified CM
ノードから KeepAliveが返されないことが考えられます。また、登録解除は、Unified CMがこの
同じデバイスから重複する登録要求を受信した場合にも起こります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次の情報が更新されました。

◦ DeviceTypeの Enum定義

◦ Enum定義

◦ IPAddrAttributesの Enum定義

◦ IPV6AddrAttributesの Enum定義

8.0(1)

次のパラメータが追加されました。IPV6Address、IPAddrAttributes、
および IPV6AddrAttributes。

7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device name.[String]

Device MAC address [Optional].[String]

Device IP address [Optional].[String]

Protocol.[String]

Device type.[Optional] [Enum]

Device description [Optional].[String]

Reason Code [Optional].[Enum]

IPV6Address [Optional].[String]
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IPAddressAttributes [Optional].[Enum]

IPV6AddressAttributes [Optional].[Enum]

その場合は、次のトピックを参照してください。

推奨処置

実施すべき処置は、デバイスの登録解除で指定された原因によって変わります。原因が

ConfigurationMismatchの場合は、Cisco Unified CMの管理ページの [デバイス設定（Device
configuration）]ページに移動し、このデバイスの [説明（Description）]フィールドに変更を加え
て保存してから、[保存（Save）]をクリックし、デバイスをリセットします。ネットワーク接続
または KeepAlivesの損失の問題の場合は、ネットワーク診断ツールや Cisco Unified CM Reporting
ツールを使用して、レポートされたネットワークまたはUnified CMシステムのエラーを修正しま
す。デバイスのプライマリUnifiedCMノードへのリホームの場合、デバイスがプライマリノード
に正常に登録することを確認します。重複する登録要求の場合は、デバイスの登録と登録解除の

タイミングによる悪意のない要求と考えられます。重複する登録要求が続く場合や、同じデバイ

スが異なる IPアドレスを持っている場合は、デバイスの設定を確認することで、物理的なデバイ
ス自身の IPアドレスを確認します（[設定（settings）]ボタン）。このデバイスの登録解除が予想
されたものである場合、処置は不要です。また、推奨処置について原因コードの説明も参照して

ください。

関連トピック

DeviceUnregisteredの DeviceType Enum定義, （477ページ）
DeviceUnregisteredの Enum定義, （479ページ）
DeviceUnregisteredの IPAddrAttributes Enum定義, （482ページ）
DeviceUnregisteredの IPV6AddrAttributes Enum定義, （482ページ）

DeviceUnregistered の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48
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デバイスタイプコード

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126
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デバイスタイプコード

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

DeviceUnregistered の Enum 定義

理由コード

Unknown：このデバイスは、不明な理由のために登録解除されました。デバ
イスが 5分以内に再登録しない場合は、デバイスの電源が投入されているこ
とと、デバイスと Cisco Unified CMの間のネットワーク接続を確認します。

1
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理由コード

ConnectivityError：デバイスと Cisco Unified CMの間のネットワーク通信が中
断されました。考えられる原因としては、デバイスの停電、ネットワークの

停電、ネットワークの設定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、

パケット破損が挙げられます。また、Cisco Unified CMノードの CPU使用率
が高い場合にもこのエラーが発生する可能性があります。デバイスの電源が

オンになっていて稼働していることを確認し、デバイスと Cisco Unified CM
の間のネットワーク接続を確認し、CPU使用率が安全な範囲にあることを確
認します（これは、RTMTを使用し、CPU Pegging Alertを通じてモニタでき
ます）。

6

DeviceInitiatedReset：おそらく電源の再投入エラー、または内部エラーによ
り、デバイスがリセットを開始しました。処置は不要です。デバイスは自動

的に再登録します。

8

CallManagerReset：管理者による明示的なコマンド、または内部エラーの発生
により、Cisco Unified CM Administrationからデバイスのリセットが開始され
ました。処置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

9

DeviceUnregistered：デバイスは明示的に登録解除されます。原因として、デ
バイスの IPアドレスまたはポートが変更されたことが考えられます。処置は
不要です。デバイスは自動的に再登録します。

10

MalformedRegisterMsg：（SIPのみ）形式が不正であるため、SIP REGISTER
メッセージを処理できませんでした。原因としては、Call-IDヘッダーの欠
落、Toヘッダー内のAoRの欠落、有効期限の値が小さすぎることが考えられ
ます。REGISTERメッセージにこれらの問題がないことを確認します。

11

SCCPDeviceThrottling：（SCCPのみ）提示されているSCCPデバイスは、1つ
の SCCPデバイスあたりに許可されているイベントの最大数を超えました。
イベントとして、電話のコール、キープアライブメッセージ、または超過

SCCPや非SCCPメッセージを使用できます。許可される最大イベント数は、
Cisco CallManagerサービスパラメータMax Events Allowedで制御されます。
あるデバイスが、このサービスパラメータで設定されている数を超えると、

Unified CMはそのデバイスに対する TCP接続を閉じます。通常はその後に、
自動で再登録が行われます。このアクションは、Unified CMで悪意のある攻
撃を停止するため、または過度の CPU使用を防ぐための試行です。

12
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理由コード

KeepAliveTimeout：KeepAliveメッセージが受信されませんでした。考えられ
る原因としては、デバイスの停電、ネットワークの停電、ネットワークの設

定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、パケット破損が挙げられ

ます。また、CiscoUnifiedCMノードのCPU使用率が高い場合にもこのエラー
が発生する可能性があります。デバイスの電源がオンになっていて稼働して

いることを確認し、デバイスと Cisco Unified CMの間のネットワーク接続を
確認し、CPU使用率が安全な範囲にあることを確認します（これは、RTMT
を使用し、CPU Pegging Alertを通じてモニタできます）。

13

ConfigurationMismatch：（SIPのみ）デバイス上の設定が Cisco Unified CMの
設定に一致しません。こうなる原因としては、データベース複製エラーや、

その他の内部的な Cisco Unified CM通信エラーが考えられます。まず Cisco
Unified Reporting Webページを開き、Unified CM Database Statusレポートを生
成し、「すべてのサーバの複製ステータスが正しいこと」を確認します。こ

のデバイスが、この原因コードで何度も登録解除する場合は、デバイスの

CCMAdmin Device Webページを開き、[保存（Save）]をクリックします。こ
れにより Unified CMおよび TFTPサービスに対する変更通知が生成され、新
しい設定ファイルが再構築されます。それでも問題が解決されない場合は、

TFTPサービスと Cisco Unified CMサービスを再起動します。

14

CallManagerRestart：管理者が明示的にコマンドを実行したか、デバイスに関
連付けられている DNの追加、削除、変更などの設定変更により、デバイス
の再起動が Cisco Unified CMから開始されました。処置は不要です。デバイ
スは自動的に再登録します。

15

DuplicateRegistration：Cisco Unified CMは、デバイスが同時に 2台のノードに
登録しようとしたことを検出しました。CiscoUnified CMは、電話機が 1台の
ノードにリホームするよう強制するため、電話機の再起動を開始します。処

置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

16

CallManagerApplyConfig：ApplyConfigコマンドが Unified CMの管理ページか
ら実行され、その結果登録が解除されました。処置は不要です。デバイスは

自動的に再登録します。

17

DeviceNoResponse：デバイスがリセットまたは再起動の通知に対して応答し
ないため、強制的にリセットされています。デバイスが 5分以内に再登録し
ない場合は、デバイスの電源が投入されていることと、デバイスと Cisco
Unified CMの間のネットワーク接続を確認します。

18
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DeviceUnregistered の IPAddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しませんで
した。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通信
（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングのみ
で使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の
通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用されるこ
とを通知しました。

3

DeviceUnregistered の IPV6AddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しませんで
した。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通信
（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しました。

1

Signalonly：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングのみ
で使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の
通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用されるこ
とを通知しました。

3

DigitAnalysisTimeoutAwaitingResponse
Cisco Unified Communications Managerは、ルーティング要求をポリシーデシジョンポイントに送
信しましたが、応答を受信せずに要求がタイムアウトしました。

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）は、タイムアウト前にルーティング要求を完
了できませんでした。このタイムアウトの原因としては、システムリソースの不足、高いCPU使
用率、このUnifiedCMノードでの大量のコールアクティビティが考えられます。UnifiedCMは、
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このコールに関連付けられた外部コール制御プロファイルに対して設定されている「障害時のコー

ル処理」の内容を適用します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Translation Pattern Triggering Point（String）

Policy Decision Point（String）

推奨処置

•リアルタイムモニタリングツール（RTMT）で External Call Controlオブジェクトを参照し、
ExternalCallControlEnabledCallAttempカウンタが急に増えていないかどうかを確認します。急
に増えている場合は、現在非常に大量のコールがあり、システムリソースが減少している可

能性があることを示します。

• QueueSignalsPresent2-Normalで永続的な長時間高シグナルキューを確認します。長時間高シ
グナルキューが存在する場合、Code Yellowアラームがすでに発行されているかどうかと、
この Unified CMノードのシステム CPUおよびメモリ使用率を確認します。

• Code Yellowアラームが発生している場合は、Code Yellowアラームの推奨処置に従います。

CPU使用率が高い場合は、RTMTを使用して、高CPU使用率の要因になっている領域を特定しま
す。このアラームが続く場合は、システムパフォーマンスデータ（すべてのプロセスのメモリの

パーセンテージ、ページおよびVM使用量、秒あたりのパーティションの読み書きバイト数、CPU
使用パーセンテージ、およびプロセッサの IOWaitパーセンテージ）を収集し、シスコテクニカ
ルアシスタンスセンター（TAC）にお問い合わせください。

DirSyncNoSchedulesFound
ディレクトリ同期の DBにスケジュールが見つかりません。自動 LDAPディレクトリ同期を実行
できません。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

ScheduleTableName [String]

推奨処置

DirSync設定を確認します。

DirSyncScheduledTaskTimeoutOccurred
ディレクトリ同期タスクのタイムアウトが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

SchedulerID [String] TaskID [String]

推奨処置

DirSync設定を確認します。

DRFComponentDeRegistered
DRFにより、要求されたコンポーネントが正常に登録解除されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFComponentDeRegisteredから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

登録解除されたコンポーネントが以降のバックアップまたは復元のオペレーションに必要ないか

どうかを確認します。

DRFDeRegistrationFailure
DRFが、コンポーネントの登録解除要求に失敗しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFDeRegistrationFailureから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

DRFログを確認し、必要に応じてサポートに連絡します。

DRFDeRegisteredServer
DRFにより、サーバのすべてのコンポーネントが登録解除されました。このサーバは、CCMクラ
スタから切断された可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFDeRegisteredServerから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF
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重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

なし

DRFNoBackupTaken
アップグレード、移行、新規インストールの後、現在のシステムの有効なバックアップが見つか

りません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

ディザスタリカバリシステム（DRS）を使用してバックアップを行うことを推奨します。

DRFSchedulerDisabled
設定された機能がバックアップで使用できないため、DRFスケジューラは無効になっています。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CiscoDRFSchedulerDisabledから名前が変更されました。

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

実行するようにスケジュール設定されたバックアップに少なくとも 1つの機能が設定されている
ことを確認します。

EMCCFailedInRemoteCluster
リモート Unified CMで EMCCのログインに失敗しました。EMCCログインは次の理由で失敗す
ることがあります。

•設定されているリモートクラスタのいずれにもユーザが存在しない。

•ユーザが EMCCでイネーブルになっていない。

• EMCCベースデバイスが空いていない。

•リモートクラスタによって EMCCアクセスが拒否された。

•接続の確立を試行しているときに、リモートエンドから信頼性のない証明書を受信した。
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原因コード

• 38：EMCCまたは PSTNが InterClusterServiceProfileページでアクティブ化されていません。

• 31：ユーザーが EMCCでイネーブルになっていません。

• 39：デフォルトおよびバックアップ TFTPサービスが設定されていません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

Device Name（String）

Login Date/Time（String）

Login UserID（String）

Reason（String）

推奨処置

次の手順を実行します。

ユーザが有効な EMCCユーザであり、ユーザのホームクラスタが EMCCリモートクラスタとし
て追加されていることを確認します（Unified CMの管理ウィンドウで、[システム（System）] >
[EMCC] > [リモートクラスタ（Remote Cluster）] > [新規追加（Add New）]の順に選択します）。

EMCCのユーザをイネーブルにするには、リモートサイトの管理者にお問い合わせください
（Unified CMの管理ウィンドウで、[ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）] > [ユーザの選択（Select User）] > [クラスタ間のエクステンションモビリティの有効化
（Enable Extension Mobility Cross Cluster）]チェックボックスを選択）。

リモートサイトの管理者に連絡し、EMCCベースデバイスの追加または解放を依頼します（Unified
CMの管理ウィンドウで、[一括管理（Bulk Administration）] > [EMCC] > [EMCCの挿入/更新
（Insert/Update EMCC）]の順に選択します）。

リモートサイトの管理者に連絡し、このクラスタのリモートクラスタ設定の確認を依頼します。

すべての Tomcat証明書のバンドル（PKCS12）がローカルの tomcat-trustキーストアにインポート
されていることを確認します（OSの管理ウィンドウで、[セキュリティ（Security）] > [証明書の
管理（Certificate Management）]の順に移動します）。
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ErrorParsingResponseFromPDP
Cisco Unified Communications Managerは、ポリシーデシジョンポイントからのコールルーティン
グ応答に含まれる 1つまたは複数のオプション要素または属性の解析に失敗しました。

ポリシーデシジョンポイント（PDP）からルーティング応答を受信しましたが、Cisco Unified
CommunicationsManager（UnifiedCM）が、応答内のオプション要素の解釈に失敗しました。オプ
ション要素には、変更された発信者番号または発信先番号、コール拒否またはコール転送理由な

どが含まれている可能性があります。原因としては、コールルーティング応答の構文エラーや属

性不足が考えられます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

Called Party Number（String）

Calling Party Number（String）

Calling User Id（String）

Request XML Data（String）

推奨処置

ポリシーデシジョンポイントからのコールルーティング応答が、Cisco Unified Communications
Managerのマニュアルで外部コール制御について指定されたガイドラインに従って構成されてい
ることを確認します。コールルーティング応答内のポリシー適用として含まれているオプション

要素が、適用される APIマニュアルを含め、外部コール制御マニュアルに従って正しく入力され
ていることを確認します。
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FailedToFulfillDirectiveFromPDP
Cisco Unified Communications Managerは、PDPから返されたコールルーティング指令に対応でき
ません。この障害は、次の状況で発生する可能性があります。

• Cisco Unified Communications Managerが PDPで定義された場所にコールをルーティングする
前に、コールが CTIアプリケーションによってクリアされた。

•ポリシーサーバによって許可されたコールが、CTIアプリケーションによって宛先にリダイ
レクトされた。

• PDPでアナンシエータ IDが正しく設定されていない。

• UnifiedCMが、アナンシエータなどのメディアリソースを起動しようとしたが、空きリソー
スがなかった。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

Reason, Unified CM failed to fulfill the directive（String）

Called Party Number（String）

Calling Party Number（String）

Calling User Id（String）

推奨処置

多くの場合、障害が発生する原因は、UnifiedCMがPDPのルーティングディレクティブを満たす
前に CTIアプリケーションによって介入され処理されてしまうことです。CTIアプリケーション
を調査し、CTIがコールに対する処理を開始する前に、コールがアラート状態または接続済み状
態になっていることを確認します。
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アナンシエータ IDの問題が原因で障害が発生してる場合は、IDが PDPで正しく設定されている
ことと、IDが Unified CMの管理ページに存在することを確認します。

メディアリソースの不足が原因で障害が発生してる場合は、Cisco IP Voice Media Streaming App
サービスで Annunciator Call Countサービスパラメータを増やしてみます。

H323Stopped
Cisco CallManagerは、示された H323デバイスのコールを処理する準備ができていません。

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）は、示された H.323デバイスのコールを処理
する準備ができていません。原因としては、Unified CMがゲートウェイ名を IPアドレスに解決で
きないことが考えられます。トランクの場合、このアラームは、システム管理者が、H.323トラ
ンクをリセットするなど、設定を変更した場合にしか発生しません。H.323クライアントの場合、
プライオリティが高い Unified CMノードが起動したときに、プライオリティが低い Unified CM
ノードでこのアラームが発生しますが、正常な動作です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

次の情報が更新されました。

•パラメータ

• DeviceTypeの Enum定義

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

DeviceName.[String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]
Remote CallManager Server 1[Optional].[String] Remote CallManager Server 2[Optional].[String] Remote
CallManager Server 3[Optional].[String]
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推奨処置

サービスが意図的に停止された場合、処置は不要です。ドメインネームシステム（DNS）の設定
でゲートウェイの名前や IPアドレスに誤りがなく正しいことを確認します。

関連トピック

H323Stoppedの DeviceType Enum定義, （493ページ）

H323Stopped の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

H323_PHONE61

H323_GATEWAY62

GATEKEEPER122

TRUNK125

InvalidSubscription
IMEサーバから、このノードで処理されない登録 IDが格納されたメッセージを受信しました。

IMEサーバと通信する各ノードは、各 IMEクライアントインスタンスに関連付けられている登録
IDを保存します。IMEサーバは、以前送信した登録 IDのどれとも一致しない登録 IDが含まれる
メッセージを送信しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING

推奨処置

IMEクライアントインスタンスが最近追加または削除された場合、競合状態になっている可能性
があります。このエラーが続く場合は、このノードと、このメッセージを送信している IMEサー
バの間で同期上の問題が存在する可能性があります。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ
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イベントログ

パラメータ

Subscription Identifier（UInt）

IME Server（String）

InvalidQBEMessage
アプリケーションからの QBE PDUが無効です。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

CTI Connection type（String）

推奨処置

このアラームは、TSP/JTAPIが、CTIManagerが認識できない QBE PDUを報告したことを示しま
す。影響を受けるアプリケーションのサポート組織に連絡し、JTAPIまたは TSPプラグインをイ
ンストールして、アプリケーションを再起動します。JTAPIまたはTSPプラグインは、CiscoUnified
CMの管理の [プラグインの検索/一覧表示（Find and List Plugins）]ウィンドウ（[アプリケーショ
ン（Application）] > [プラグイン（Plugins）]）から入手できます。

IPMAManagerLogout
IPMAマネージャからログアウトしました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

ユーザを再ログインするには、このユーザの CCMAdmin IPMAサービス設定ページの更新をク
リックします。

IPMAStopped
IPMAアプリケーションが停止し、Tomcatからアンロードされました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

Tomcatサービスが稼働しているかを確認します。

kANNAudioFileMissing
Announcementファイルが見つかりません。アナンシエータは、アナウンス音声ファイルにアクセ
スできませんでした。原因としては、カスタムアナウンスがクラスタ内の各サーバにアップロー

ドされていないか、サーバにロケールがインストールされていないことが考えられます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms
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重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

Missing filename（String）

推奨処置

カスタムアナウンスをサーバにアップロードするか、不足しているロケールパッケージをインス

トールします。

kANNAudioUndefinedAnnID
要求されたアナウンスが見つかりません。原因としては、カスタムアナウンスに対して正しくな

いアナウンス IDを使用したことが考えられます。Cisco Unified CMの管理ページを使用して、カ
スタムアナウンス IDを参照し、正しい IDが使用されていることを確認します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•パラメータリストが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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推奨処置

アナウンスを追加します。

kANNAudioUndefinedLocale
不明なANNロケールです。アナウンスに対して要求されたロケールがインストールされていませ
ん。ネットワークロケールに対しては、プラットフォーム CLIインターフェイスを使用して (sql
select * from typecountry where enum = #)を実行します（#はロケール）。これにより、要求されて
いる国ロケールがわかります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•パラメータリストが更新されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Locale Type [String]

推奨処置

ロケールパッケージをインストールするか、デバイス設定で正しくないロケール値を確認しま

す。

kANNDeviceStartingDefaults
ANNデバイス設定が見つかりませんでした。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの ANN
デバイス設定に関するサービスパラメータが見つかりませんでした。システムは指定のデフォル

ト設定で起動します。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「情報」から「警告」に変更されました。

•パラメータリストが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Parameter Name [String]

Value Used [String]

推奨処置

Cisco Unified CMの管理ページを使用してサービスパラメータ設定を確認し、ANNデバイス設定
を正しく設定します。

kCFBDeviceStartingDefaults
CFBデバイス設定が見つかりません。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの CFBデバイ
ス設定に関するサービスパラメータが見つかりませんでした。システムは指定のデフォルト設定

を使用します。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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内容Cisco Unified Communications リ
リース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「情報」から「警告」に変更されました。

•次の新しいパラメータが追加されました。

◦ Parameter Name（String）

◦ Value Used（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Parameter Name（String）

Value Used（String）

推奨処置

Cisco Unified CMの管理ページを使用してサービスパラメータ設定を確認し、CFBデバイス設定
を正しく設定します。

kChangeNotifyServiceCreationFailed
データベース変更通知サブシステムが開始されません。データベースの変更をアクティブ化する

ためのバックグラウンドプロセスの開始に失敗しました。Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサー
ビスに影響するデータベースの変更は、自動的に有効になりません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
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内容Cisco Unified Communications
リリース

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ OS Error Code（Int）

◦ OS Error Description（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Code（Int）

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動し、DB通知を再度イネーブルにします。

kChangeNotifyServiceGetEventFailed
データベース変更通知により、無効な通知イベントが返されました。変更通知サブシステムによっ

て無効な通知イベントが返されました。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスは終了しま
す。SWメディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）は一時的にアウトオブサービスとなり、
進行中のコールはドロップされることがあります。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
500

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ OS Error Code（Int）

◦ OS Error Description（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Code（Int）

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの現在のステータスを確認し、繰り返し発生するかど
うかをモニタします。

kChangeNotifyServiceRestartFailed
データベース変更通知の再開に失敗しました。変更通知サブシステムの再開に失敗しました。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ OS Error Code（Int）

◦ OS Error Description（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Code（Int）

OS Error Description（String）

推奨処置

このサービスの変更通知は無効になっています。後で再有効化するか、CiscoIPVoiceMediaStreaming
Appサービスを再起動してすぐに再有効化してください。

kDeviceDriverError
IP音声メディアストリーミングデバイスドライバのエラーです。IP音声メディアストリーミン
グデバイスドライバがエラーを返しました。重大なメディアエラーかリソース不足を示してい

る可能性があります。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Error [String]

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動することで、エラー
状態が解決されることがあります。

kDeviceMgrCreateFailed
デバイス接続マネージャの開始に失敗しました。デバイスコントローラは、デバイス登録を制御

するための CallManagerとの接続を開始できませんでした。原因としてはメモリ不足が考えられ
ます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device Name [String] Server Name [String]

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、Cisco Unified CMサーバを再起動し
ます。

kDeviceMgrOpenReceiveFailedOutOfStreams
受信のオープンに失敗しました。受信チャネルのオープンに失敗しました。これは、CiscoUnified
Call Managerと Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの間のメディアリソースの不一致を示
していることがあります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

パフォーマンスモニタのカウンタで、Cisco Unified CMおよび Cisco IP Voice Media Streaming App
についてのリソース使用可否を確認します。また、PlatformCLIコマンド「“ShowMediaStreams”」
を実行して、メディア接続リソースリークを見つけることができる場合があります。メディアデ

バイスをリセットするか、Cisco IP Voice Media Streaming Appまたは Cisco Unified CMサーバを再
起動することで問題が解決されることがあります。

kDeviceMgrRegisterKeepAliveResponseError
CiscoUnifiedCommunicationsManagerが応答していません。指定されたCiscoUnifiedCommunications
Managerは、キープアライブメッセージに応答していません。CiscoUnifiedCMとの接続を終了中
であり、セカンダリが設定されている場合、メディアデバイスは別の Cisco Unified Call Manager
に再登録します。セカンダリが設定されていない場合、メディアデバイスは、Cisco Unified CM
に再登録できるようになるまで使用不能になります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

Cisco Unified Communications Managerがダウンしているか応答できなくなっている可能性があり
ます。CiscoUnifiedCMのステータスを確認します。メディアデバイスは自動的に再登録します。

kDeviceMgrRegisterWithCallManagerError
Cisco Unified Communications Managerで接続エラーが生じました。メディアデバイスが、指定さ
れた Cisco Unified Communications Managerに登録され、ソケットエラーまたは切断が発生しまし
た。これは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが停止されたときに発生しますが、正常です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

処置は不要です。メディアデバイスは再登録します。
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506

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kDeviceMgrRegisterWithCallManagerError



kDeviceMgrSocketDrvNotifyEvtCreateFailed
このアラームは、メディアストリーミングカーネルドライバとの通信のためのシグナリングイ

ベントを作成するときに生成されます。原因としては、メモリまたはシステムリソースの不足が

考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

ルーティングリスト要素が追加されました。重大度がエラーから

警告に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

Device Name [String]

Trace Name [String]

OS Error Description [String]

推奨処置

Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサービスを再起動するか、Cisco Unified CommunicationsManager
サーバを再起動します。
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kDeviceMgrSocketNotifyEventCreateFailed
ソケットイベントの作成に失敗しました。ソケットインターフェイスの通知イベントを作成する

ときにエラーが報告されました。原因としてはリソース不足が考えられます。メディアデバイス

は使用不能のままになります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device Name [String] Trace Name [String] OS Error Description [String]

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動し再発生をモニタするか、Cisco Unified CM
サーバを再起動します。

kDeviceMgrStartTransmissionOutOfStreams
送信開始に失敗しました。RTP送信オーディオストリームの開始中にエラーが発生しました。こ
れは、Cisco Unified Communications Managerと Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの間の
リソースの不一致を示していることがあります。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

パフォーマンスカウンタで Cisco Unified CMと Cisco IP Voice Media Streaming Appのメディアリ
ソースについてリソースリークがないかどうかを確認します。プラットフォーム CLIコマンド
「“Show Media Streams”」を使用し、孤立したメディア RTP接続がないかどうかも確認します。

kDeviceMgrThreadxFailed
スレッドの作成に失敗しました。指定したメディアデバイス用のプロセスを開始するときにエ

ラーが報告されました。原因としては、システムリソースの不足が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
509

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kDeviceMgrThreadxFailed



内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ OS Error Code[Int]

◦ OS Error Description [String]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device Name [String] Trace Name [String] OS Error Code [Int] OS Error Description [String]

推奨処置

このエラーから回復するには、Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサービスを再起動するか、Cisco
Unified CMサーバを再起動します。

kFixedInputCodecStreamFailed
固定の入力コーデックストリームを初期化できませんでした。サウンドカードコーデックソー

ストランスコーディングプロセスに失敗しました。メモリまたはリソースの不足により、固定

オーディオソースが再生されない可能性があります。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
510

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kFixedInputCodecStreamFailed



履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが削除されました。

◦ Audio Source ID [ULong]

◦ System error code [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Error text [String] Codec Type [String]

推奨処置

MOHデバイスをリセットするか、Cisco IO Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、
サーバを再起動します。

kFixedInputCreateControlFailed
固定のストリーム制御を作成できませんでした。固定のMOHオーディオソース用のオーディオ
ストリーム制御サブシステムを開始できませんでした。MOH固定オーディオソースからのオー
ディオはストリーム出力に渡されません。原因としては、メモリなどのリソース不足か、固定の

MOHオーディオソースデバイスが使用できないことが考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
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内容Cisco Unified Communications
リリース

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Audio Source ID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Codec Type [String]

推奨処置

MOHデバイスをリセットします。障害が続く場合はサーバを再起動します。トレースファイル
とシステムログのエラーをモニタします。

kFixedInputCreateSoundCardFailed
固定のストリームサウンドカードインターフェイスを作成できませんでした。MOH固定オー
ディオを提供するためにサウンドカードにアクセスするためのインターフェイスの開始時にエ

ラーが発生しました。おそらくメモリ不足が原因で、オーディオソースは再生されません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Audio Source ID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Codec Type [String]

推奨処置

MOHデバイスをリセットするか、Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、
サーバを再起動します。システムログと Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスのログを確
認します。

kFixedInputInitSoundCardFailed
固定のストリームサウンドカードインターフェイスを初期化できませんでした。サウンドカー

ドを初期化できませんでした。おそらく、USBサウンドデバイスが不明または設定されていない
ことが原因で、固定オーディオソースが再生されません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが削除されました。

◦ Audio Source ID [ULong]

◦ System error code [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms
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重大度（Severity）

警告

パラメータ

Error text [String] Device name [String]

推奨処置

USBサウンドがインストールされていることを確認します。MOHデバイスをリセットするか、
Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。システムロ
グとCisco IP VoiceMedia Streaming Appのトレースに追加情報が格納されていることがあります。

kFixedInputTranscoderFailed
固定の入力オーディオストリームトランスコーダにエラーが発生しました。サウンドカードか

らのオーディオのトランスコード中にエラーが発生しました。おそらくサウンドカードへのアク

セスエラーが原因で、オーディオソースは再生されません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

•次のパラメータが削除されました。

◦ Audio Source ID [ULong]

◦ System error code [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Error text [String]
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推奨処置

USBサウンドカードが適切にインストールされていることを確認します。USBサウンドデバイ
スを抜き、USBコネクタに再度差し込みます。MOHデバイスをリセットするか、Cisco IP Voice
Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

kGetFileNameFailed
オーディオソースファイル名の取得の失敗。Music-on-Holdオーディオソースがオーディオファ
イルに割り当てられていません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Audio Source ID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Codec Type [String]

推奨処置

オーディオソースをオーディオファイルに割り当てるか、MOHオーディオソースの値を、設定
済みの値に変更します。
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kIPVMSMgrEventCreationFailed
必要なシグナリングイベントを作成できませんでした。シグナリングイベントコンポーネント

の作成時にエラーが発生しました。原因としてはリソース不足が考えられます。Cisco IP Voice
Media Streaming Appサービスは終了します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

トレースファイルで詳細を確認します。サービスは自動的に再起動されます。このエラーが何度

も再発する場合は、サーバの再起動が必要な場合があります。

kIPVMSMgrThreadxFailed
IPVMSMgrスレッドの作成失敗。プロセススレッドの開始中にエラーが発生しました。Cisco IP
Voice Media Streaming Appサービスは終了します。サービスが停止している間、ソフトウェアメ
ディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）は使用できません。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスのステータスをモニタします。サービスは自動的に再
起動されます。エラーが再発する場合は、サーバを再起動します。

kIpVmsMgrThreadWaitFailed
イベントの非同期通知を待っている間にエラーが発生しました。Cisco IP Voice Media Streaming
Appのプライマリ制御プロセスが、非同期イベントが通知されるのを待っている間にエラーが発
生しました。このサービスは終了し自動的に再起動されます。これにより一時的にソフトウェア

メディアデバイス（ANN、CFB、MOH、MTP）が使用できなくなります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

推奨処置

ソフトウェアメディアデバイスのサービスとステータスをモニタします。サービスは自動的に再

起動されます。問題が続く場合は、トレースファイルで追加情報を確認します。この問題が繰り

返される場合は、サーバの再起動が必要な場合があります。

kMOHMgrCreateFailed
MOHオーディオソースサブコンポーネントの開始エラーです。ファイルまたはサウンドカード
からオーディオを提供するサブコンポーネントの開始中に、Music-on-Holdデバイスでエラーが発
生しました。原因としては、リソース（メモリ）の不足が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• OS Error Description（String）パラメータが追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

kMOHMgrExitEventCreationFailed
MOHマネージャの終了イベントの作成の失敗。シグナリングイベントの割り当て時にエラーが
発生しました。原因としてはリソース不足が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは8.0(1)で使用できます。重大度は「エラー」から
「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告
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パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

kMOHMgrThreadxFailed
MOHオーディオマネージャを開始できませんでした。Music-on-Holdオーディオマネージャサ
ブコンポーネントの開始時にエラーが発生しました。Music-on-Holdオーディオサービスは利用で
きません。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• OSErrorDescription（String）パラメータが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
520

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kMOHMgrThreadxFailed



kMTPDeviceRecordNotFound
MTPデバイスレコードが見つかりません。ソフトウェアメディアターミネーションポイントデ
バイスのデバイスレコードがデータベースで見つかりませんでした。一般にこのレコードは、

サーバをデータベースに追加するときに自動的にデータベースに追加されます。ソフトウェア

MTPデバイスがディセーブルになります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは8.0(1)で使用できます。重大度は「情報」から「警
告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

推奨処置

MTP機能が必要な場合は、CCMAdminを使用してサーバを削除し、データベースに再度追加し直
す必要があります。

警告：この操作では、CallManagerグループ、メディアリソースグループなど、さらに多数の
設定を適用し直すことが必要になります。

警告

kRequestedCFBStreamsFailed
CFBの要求されたストリームで障害が発生しました。要求された数の全二重ストリームのための
リソースが利用できません。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

WARNING

推奨処置

CFBコールの数についてのCisco IPVoiceMedia StreamingAppサービスパラメータを確認します。
サーバを再起動してストリームリソースをリセットします。

kRequestedMOHStreamsFailed
MOHの要求されたストリームで障害が発生しました。要求された数のストリームのためのリソー
スが利用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

WARNING

推奨処置

Music-on-Holdデバイスのコール数の設定を確認します。サーバを再起動してリソースをリセット
します。
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kRequestedMTPStreamsFailed
MTPの要求されたストリームで障害が発生しました。要求された全二重メディアターミネーショ
ンポイントストリームの数に対するリソースが利用できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

WARNING

推奨処置

MTPコールの数についての Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスパラメータの設定が正し
いことを確認します。サーバを再起動して利用可能なリソースをリセットします。

LogCollectionJobLimitExceeded
ログ収集ジョブの数が制限数を超えています。サーバからの同時トレース収集数がトレース収集

の上限を超えました。上限は Trace and Log Centralのマニュアルで規定されており、システム管理
者はこの上限を変更できません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「情報」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct
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重大度（Severity）

警告

パラメータ

JobType [String]

推奨処置

現在実行中の照会を 1つ以上キャンセルし、トレース収集の設定をやり直します。

LDAPServerUnreachable
認証サーバに到達できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Message（String）

推奨処置

認証サーバへの到達可能性を確認します。

LogPartitionLowWaterMarkExceeded
ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている下限を下回っ

ています。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

警告

パラメータ

UsedDiskSpace [String] MessageString [Optional].[String]

推奨処置

RTMTにログインし、Alert Centralで、LogPartitionLowWaterMarkExceededアラートに設定されて
いるしきい値を確認します。設定されている値が、意図せずデフォルトのしきい値よりも小さい

値に設定されている場合は、値をデフォルトに変更します。また、CCM Serviceabilityのトレース
制御ページで各アプリケーションのトレースとログファイルの設定を調べます。設定されている

トレース/ログの数が 1000よりも大きい場合は、トレース設定ページでトレース設定をデフォル
トに調整します。また、作成から 1週間未満のトレースファイルをクリーンアップします。ト
レースをクリーンアップするには、CLIの「“file delete”」コマンドを使用するか、RTMTの Trace
and Log Central機能のリモートブラウズを使用します。

MaliciousCall
Cisco CallManageでMalicious Call Identification機能が呼び出されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「情報」から「警告」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Called Party Number [String] Called Device Name [String] Called Display Name [String] Calling Party
Number [String] Calling Device Name [String] Calling Display Name [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。

MaxDevicesPerNodeExceeded
アプリケーションが開いたデバイス数は、CTIManagerサービスパラメータのMaximum Devices
Per Nodeで設定されている制限数を超えています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiMaxDevicesPerNodeExceededから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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推奨処置

1つ以上のアプリケーションが制御するデバイス数が、指定された Unified CMノード上で CTIサ
ポートが許容する数を超えています。アプリケーションの設定を確認し、制御する必要がないデ

バイスを削除します。アプリケーションが制御するデバイスの総数が、CTIManagerサービスパラ
メータのMaximumDevicesPerNodeによって指定されたデバイス制限数に適切に制限されないと、
システムの安定性が影響を受けます。

MaxDevicesPerProviderExceeded
アプリケーションが開いたデバイス数は、CTIManagerサービスパラメータのMaximum Devices
Per Providerで設定されている制限数を超えています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiMaxDevicesPerProviderExceededから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

推奨処置

このアプリケーションが制御しているデバイス数は、CTIサポートの許容数を超えています。ア
プリケーションの設定を確認し、制御する必要がないデバイスを削除します。アプリケーション

がサポートするデバイス数が、CTIManagerサービスパラメータのMaximum Devices Per Provider
で CTIによって指定されたデバイス制限数に制限されないと、システムの安定性が影響を受けま
す。
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MediaResourceListExhausted
要求されたデバイスタイプがメディアリソースリストまたはデフォルトリストに見つからない

か、設定されているデバイスが登録されていません。

要求されたデバイスがメディアリソースグループリストまたはデフォルトリストに設定されて

いないか、メディアリソースグループリストまたはデフォルトリストで設定されている 1つ以
上のデバイスが Cisco Unified Communications Managerに登録されていない可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

MediaResourceTypeの Enum定義が更新されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Media Resource Type [Enum]Media Resource List Name [String]

推奨処置

まず、Cisco Unified CMの管理ページで、アラームで示されているメディアリソースグループリ
スト内のメディアリソースグループに属するデバイスの設定を確認します（Unified CMの管理
ページの [メディアリソースグループリストの設定（Media Resource Group List Configuration）]
ウィンドウと [メディアリソースグループの設定（Media Resource Group Configuration）]ウィン
ドウ）。

CiscoUnifiedCMの管理ページで、要求されたデバイスのタイプが、そのメディアリソースグルー
プリスト内のメディアリソースグループ内で設定されていることを確認します。RSVP Agentの
場合、メディアターミネーションポイントまたはトランスコーダが、そのメディアリソースグ

ループリスト内のメディアグループリストのいずれかで設定されていることを確認します。次

に、CiscoUnifiedCMの管理ページで [メディアリソース（MediaResources）]メニューを選択し、
要求されたタイプのすべてのデバイスを参照し、すべてのメディアリソースグループについて

（アラームが生成されたメディアリソースグループリストに属するかどうかに関係なく）、デ

バイスが 1つ以上のメディアリソースグループに属しているかどうかを確認します。
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要求されたタイプのメディアリソースのうち、どのメディアリソースグループにも属さないも

のがある場合、これらのデバイスはデフォルトリストに属します。要求されたデバイスのタイプ

が、アラームが生成されたメディアリソースグループリストまたはデフォルトリストのどのメ

ディアリソースグループでも設定されていない場合、要求されたデバイスのタイプを指定のメ

ディアリソースグループリスト内のメディアリソースグループまたはデフォルトリストに追加

します。

メディアリソースをデフォルトリストに追加するには、すべてのメディアリソースグループか

らメディアデバイスを削除します。一般に、新しいメディアデバイスを最初に Unified CMに追
加するとき、自動的にデフォルトリストに追加されます。このデフォルトリストは、どのデバイ

スまたはトランクでも使用できます。しかし、メディアデバイスを特定のメディアリソースグ

ループに追加した場合、デフォルトリストに属さなくなります。そのメディアリソースグルー

プが含まれるメディアリソースグループリストを使用して設定されたデバイスまたはトランク

だけがそのメディアデバイスを使用できます。

特定のメディアリソースグループは、複数のメディアリソースグループリストに追加できるこ

とに注意してください。要求されたデバイスが Cisco Unified CMの管理ページで適切に設定され
ている場合は、デバイスがUnified CMに登録されているかどうかを確認します。そのためには、
要求されたデバイスのタイプ（アナンシエータ、会議ブリッジ、メディアターミネーションポイ

ント、保留音サーバ、トランスコーダなど）の [メディアリソース（Media Resources）]メニュー
を選択し [検索（Find）]ボタンをクリックします。そのタイプのすべてのデバイスとそのステー
タス、デバイスプールなどが表示されます。ステータスフィールドで、CiscoUnifiedCallManager
に登録されていることを確認します。ステータスフィールドの表示は、デバイスがUnifiedCMに
登録されていることの確認にはならないことに注意してください。Unified CMクラスタでは、パ
ブリッシャが Unified CMデータベースにしか書き込むことができずにダウンすることがありま
す。サブスクライバはデータベースに書き込むことができないため、デバイスが登録解除された

後であっても、UnifiedCMの管理ページで録済みと表示されることがあります。ただし、パブリッ
シャがダウンしている場合、このアラームよりもプライオリティが高い別のアラームが生成され

ます。デバイスが登録されていない場合は、デバイスの名前をクリックし、デバイスのタイプを

確認します。

Cisco Conference Bridge Softwareや Cisco Media Termination Point Softwareなどのデバイスタイプ、
またはクラスタのUnifiedCMノードと同じ名前のサーバ名を示すデバイスタイプは、要求された
デバイスがソフトウェアデバイスであり、Cisco IP Voice Media Streamingアプリケーションの一
部であることを示します。その Unified CMノードで IP Voice Media Streaming Appサービスがイ
ネーブルになっていることを確認し（[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [サービス
のアクティブ化（Service Activation）]の順に選択します）、イネーブルになっていない場合は、
Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスをアクティブ化します。デバイスは登録を試みます。
また、サービスのステータスが開始済みになっていることも確認します（[ツール（Tools）] > [コ
ントロールセンタ（ControlCenter）] > [機能サービス（Feature Services）]）。デバイスタイプが、
Cisco Conference Bridge Software、Cisco Media Termination Point Software、Unified CMノードと同じ
名前のサーバ名以外の場合、デバイスがUnifiedCMに外部メディアリソースであることを示しま
す。

Cisco Unified CMの管理ページで設定（会議ブリッジの場合は会議ブリッジタイプ、MACアドレ
ス、会議ブリッジ名、メディアターミネーションポイントの場合はメディアターミネーション

ポイント名、トランスコーダの場合はトランスコーダタイプ、MACアドレス、トランスコーダ
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名）を確認し、実際のデバイスの設定と比較します。実際のデバイスの設定を確認するには、そ

のメディアデバイスのユーザマニュアルを参照することが必要になる場合があります。

ユーザマニュアルには、メディアデバイスに接続して設定を確認する方法や、設定を参照および

更新するために必要なコマンドなどが記載されています。Unified CMでの設定と実際のデバイス
が異なる場合は、設定が一致するように必要な変更を行います。設定が一致していてもデバイス

がまだ登録されない場合は、外部メディアデバイスまたは外部メディアデバイスに関連するサー

ビスを再起動します。外部メディアデバイスが引き続きUnifiedCMへの登録に失敗する場合は、
Unified CMとメディアデバイスの間のネットワーク接続を確認します。

関連トピック

MediaResourceListExhaustedのMediaResourceType Enum定義, （530ページ）

MediaResourceListExhausted の MediaResourceType Enum 定義

定義コード

MediaTerminationPoint1

Transcoder2

ConferenceBridge3

RSVPエージェント9

MemAllocFailed
CMIはメモリを割り当てることができませんでした。

Cisco Unified Communications Managerは Cisco Messaging Interfaceサービスパラメータを読み込も
うとしましたが、タスクのために十分なメモリが割り当てられず、情報を読み込むことができま

せんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

CallManagerカタログに追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI
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重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Memory Allocation Failure（String）

推奨処置

リアルタイムモニタリングツールを使用して、システムメモリに関するパフォーマンスカウン

タを参照し、メモリリークまたは CPU使用率の急激な増加が発生していないかどうか確認しま
す。見つかったメモリの問題を修正します。メモリに関する問題が見つからない場合は、システ

ム/アプリケーションイベントログとパフォーマンス（perfmon）ログを収集し、このアラームを
シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に報告します。

MohNoMoreResourcesAvailable
使用可能な保留音（MOH）リソースがなくなりました。

このアラームは、メディアリソースグループリストおよびデフォルトリストに属する登録済み

の全MOHサーバについて、保留音の割り当てができなかったときに発生します。各MOHサーバ
は、さまざまな理由で失敗することがあります。MOHサーバの割り当てができない理由として
は、MOHサーバのすべてのリソースが使用中、通話者とMOHサーバの間でコーデックまたは機
能の不一致、通話者とMOHソースの間の帯域幅不足、MOHサーバで使用可能なオーディオスト
リームがないことが考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

警告

推奨処置

MOHサーバのすべてのリソースがすでに使用中である場合は、指定のメディアリソースグルー
プリストおよびデフォルトリストのメディアリソースグループに属するすべてのMOHサーバ
が、該当するすべてのUnified CMノードで設定および登録されていることを確認します。登録ス
テータスを確認するには、[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音サーバ（Music On
Hold Server）]メニューを選択し、[検索（Find）]ボタンをクリックします。すべてのMOHサー
バとそのステータス、デバイスプールなどが表示されます。

ステータスフィールドで、UnifiedCMに登録されているかどうかを確認します。ステータスフィー
ルドの表示は、デバイスがUnified CMに登録されていることの確認にはならないことに注意して
ください。Unified CMクラスタでは、パブリッシャがUnified CMデータベースにしか書き込むこ
とができずにダウンすることがあります。サブスクライバはデータベースに書き込むことができ

ないため、デバイスが実際には登録解除された後であっても、Unified CMの管理ページで登録済
みと表示されることがあります。ただし、パブリッシャがダウンしている場合、このアラームよ

りもプライオリティが高い別のアラームが生成されます。

MOHの割り当ては、エンドポイントとMOHサーバの間でのコーデックの不一致や機能の不一致
が原因で発生することもあります。コーデックの不一致や機能の不一致がある場合（エンドポイ

ントが IPv6アドレッシングを使用し、MOHサーバが IPv4だけをサポートしている場合など）、
MTPまたはトランスコーダを割り当てる必要があります。そのため、MTPまたはトランスコーダ
が割り当てられない場合、同じメディアリソースグループリストに対して

MediaResourceListExhaustedアラーム（Media Resource TypeがMedia終端地点またはトランスコー
ダ）またはMtpNoMoreResourcesAvailableアラームが生成されるため、まずそれに注目します。

MOHの割り当ては、通話者が属するリージョンとMOHサーバが属するリージョンの間のリー
ジョン帯域幅のチェックの後でも発生する可能性があります。リージョン帯域幅を増やすことが

この問題に対する解決策になることもありますが、そのような決定は、複数のリージョンの間で

コールあたりに割り当てる帯域幅の量を慎重に計算した後で行うようにしてください。

利用可能な総帯域幅、平均コール数、MOHサーバを使用する平均コール数、コールあたりに使用
される平均帯域幅を慎重に検討し、それに従ってリージョン帯域幅を計算する必要があります。

考えられるもう 1つの原因は、コールに必要な帯域幅が利用できないことです。これは、MOH
サーバとエンドポイントが異なる場所に属し、その場所の間で設定されている帯域幅が他のコー

ルですでに使用されている場合に発生します。

展開環境の帯域幅要件を調べ、これらの場所の間の帯域幅を増やすことができるかどうかを判断

します。ただし、これら 2つの場所の間の帯域幅を増やすためには、場合によって、他の場所の
間の帯域幅を減らすことが必要であることに注意してください。

詳細については、システムガイド、SRND、および関連する Unified CMマニュアルを参照してく
ださい。帯域幅を減らしたり、多くの帯域幅が必要なコーデックを設定から削除したりすると、

コール中の音声の品質が低下する可能性があることに注意してください。ネットワークの総帯域

幅を増やすことを検討します。MOHの割り当てができないもう 1つの理由は、MOHサーバでサ
ポートされるユニキャストまたはマルチキャストストリームの最大数に達したことです。
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使用可能なすべてのストリームがすでに使用中の場合、割り当てることはできません。最後に、

CiscoUnifiedCMの管理ページで保留音オーディオソースの設定ウィンドウを参照し、1つ以上の
オーディオソースが設定されていることを確認します。オーディオソースが設定されていない場

合、オーディオファイルをアップロードした後、CiscoUnifiedCMの管理ページでオーディオソー
スを設定します（詳細については、保留音の設定に関するマニュアルを参照してください）。

MtpNoMoreResourcesAvailable
メディアターミネーションポイントまたはトランスコーダを割り当てることができませんでし

た。

このアラームは、メディアリソースグループリストおよびデフォルトリストに属する登録済み

の全メディアターミネーションポイント（MTP）またはトランスコーダについて、MTPの割り
当てができなかったときに発生します。各MTPまたはトランスコーダは、さまざまな理由で失敗
することがあります。MTPまたはトランスコーダの割り当てに失敗する理由としては、デバイス
エンドポイントとMTP/トランスコーダ間の機能の不一致、エンドポイントとMTP/トランスコー
ダ間でのコーデックの不一致、エンドポイントとMTP/トランスコーダ間での利用可能帯域幅の不
足、MTP/トランスコーダリソースが使用中であることなどが挙げられます。

機能の不一致の原因としては、MTP/トランスコーダが、コールで必要な 1つ以上の機能をサポー
トしていないことが考えられます。これには、Transfer Relay Point（QoSまたはファイアウォール
トラバーサルで必要）、RFC 2833 DTMF（コールの一方の側がDTMFディジットを転送するため
の RFC 2833形式をサポートしておらず、他方の側が DTMFディジットを RFC2833形式で受け取
る必要があり、その結果 DTMFディジットが変換される場合に必要）、RFC 2833 DTMFパスス
ルー（この場合、MTPまたはトランスコーダはある形式から別の形式にDTMFを変換する必要は
ありませんが、あるエンドポイントから受信したDTMFディジットをそのまま他のエンドポイン
トに送信する必要があります）、パススルー（コーデック変換は行われず、メディアデバイスは

メディアストリームを任意のコーデック形式で受信し、コーデック変換を行わずに他方に転送し

ます）、IPv4から IPv6への変換（コールの一方の側が IPv4だけをサポートし、コールの他方の
側が IPv6だけをサポートしている場合、IPv4パケットと IPv6パケットの間で必要な変換を実行
するためにMTPを挿入する必要があります）、またはマルチメディア機能（オーディオに加えて
ビデオまたはデータを扱うコールでMTPまたはトランスコーダの挿入が必要な場合、マルチメ
ディアをサポートするMTP/トランスコーダが挿入されます）があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Media Resource List Nameパラメータが追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Media Resource List Name（String）

推奨処置

機能の不一致が原因で RSVP Agent（MTPまたはトランスコーダ）の割り当てに失敗する場合、
メディアデバイスがその機能（IPv4から IPv6への変換やパススルーなど）をサポートしていな
いか、その機能がデバイスで設定されていない可能性があります。メディアデバイスのユーザガ

イドおよびマニュアルを参照し、デバイスが必要な機能をすべてサポートしていることを確認し

てください。また、すべてのMTPまたはトランスコーダで、サポートされているすべての機能を
設定する場合には注意が必要です。

使用しているデバイスによっては、ほとんどのMTPまたはトランスコーダでサポートされている
機能（RFC 2833 DTMFまたは RFC 2833 DTMFパススルー、またはパススルー）や、単一のMTP
またはトランスコーダだけでサポートできる機能（IPv4から IPv6またはその逆の変換や、Transfer
Relay Point、マルチメディア機能など）があります。たとえば、IPv4プロトコルだけをサポート
している IP電話機と、IPv6プロトコルだけをサポートしている IP電話機があるとします。

IPv4専用の電話機と IPv6専用の電話機の間でコールを行うには、IPv4と IPv6の間で変換を実行
するようにMTPを設定する必要があります。しかし、すべてのMTPまたはトランスコーダで、
サポートされているすべての機能を設定し、1台のMTPだけが IPv4から IPv6への変換をサポー
トしているとします。このMTPでサポートされているすべての機能（同じMRGLまたはデフォ
ルトMRGLに属する他のすべてのMTPまたはトランスコーダもサポートしている機能）を設定
した場合、Transfer Relay Point、RFC 2833 DTMFまたは RFC 2833 DTMFパススルー、パススルー
のいずれかのためにこのMTPが割り当てられる可能性があります。その結果、IPv4から IPv6へ
の変換の必要が生じたときに（同じMRGLまたはデフォルトMRGLに属する他のMTPまたはト
ランスコーダはこれをサポートしていません）、このMTPのすべてのリソースが使用中となり、
IPv4から IPv6への変換の割り当てに失敗する可能性があります。このような問題を避けるため、
メディアリソースのプライオリティを設定することを推奨します。

この設定は、メディアリソースグループリストだけで行うことができ、メディアリソースのデ

フォルトリストでは設定できません。どのメディアリソースグループリストでも、すべてのメ

ディアリソースグループには異なるプライオリティがあり、割り当て時には、最初のメディア

リソースグループに対して、要求されたメディアデバイスのタイプが使用可能かどうかが常に確

認されます。メディアリソースグループリスト内の最初のメディアリソースグループのプライ

オリティが最も高くなり、2番目のメディアリソースグループのプライオリティが次に高くな
り、以降同様になります。
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すべてのディアリソースグループとそのプライオリティを確認するには、Cisco Unified CMの管
理ページの [メディアリソース（Media Resources）]および [メディアリソースグループリスト
（Media Resource Group List）]に移動し、適切なメディアリソースグループリストをクリックし
て、[選択されたメディアリソースグループ（Selected Media Resource Groups）]を確認します。
上から下に向かってプライオリティが低くなります。そのため、最も基本的な機能に対して選択

されるようにするMTPまたはトランスコーダを、プライオリティが高いメディアリソースグルー
プに配置し、まれにしか使用されない機能を持つMTPまたはトランスコーダを、プライオリティ
が低いメディアリソースグループに配置します。MTP/トランスコーダの割り当ては、エンドポ
イントとMTP/トランスコーダ間のコーデックの不一致によって失敗することがあります。

解決策としては、MTP/トランスコーダでサポートされるすべてのコーデックを設定することが考
えられますが（MTP/トランスコーダのユーザガイドを参照）、そうすることでコールに過大な帯
域幅が割り当てられる可能性があることに注意してください。使用可能な総帯域幅、平均コール

数、コールあたりの適切な帯域幅の使用量（MTP/トランスコーダとは無関係）など、さまざまな
要因について慎重に検討し、それに従ってMTP/トランスコーダが関係するコールあたりに割り当
て可能な最大帯域幅を計算し、それを考慮しつつMTPおよびトランスコーダでサポートされてい
るコーデックを設定する必要があります。メディアデバイスでサポートされているすべてのコー

デックを設定し、過大な帯域幅の使用を制限するためにリージョン帯域幅を設定するのも良い考

えです（リージョンと場所の設定については、Unified CMのマニュアルを参照してください）。

また、MTP/トランスコーダとエンドポイントの間でリージョン帯域幅を検討した後、エンドポイ
ントとMTP/トランスコーダの間でコーデックの不一致が存在する可能性があります。リージョン
帯域幅を増やすことがこの問題に対する解決策になることもありますが、そのような決定は、複

数のリージョンの間でコールあたりに割り当てる帯域幅の量を慎重に計算した後で行うようにし

てください。MTP/トランスコーダが割り当てられないもう 1つの原因として、コールで利用可能
な帯域幅が十分になかったことが考えられます。

これは、MTP/トランスコーダとエンドポイントが異なる場所に属し、その場所の間で設定される
帯域幅が他のコールですでに使用されている場合に発生します。展開環境の帯域幅要件を調べ、

これらの場所の間の帯域幅を増やすことができるかどうかを判断します。

ただし、これら 2つの場所の間の帯域幅を増やすためには、場合によって、他の場所の間の帯域
幅を減らすことが必要であることに注意してください。詳細については、システムガイド、SRND、
および関連するUnified CMマニュアルを参照してください。帯域幅を減らしたり、多くの帯域幅
が必要なコーデックを設定から削除したりすると、コール中の音声の品質が低下する可能性があ

ることに注意してください。ネットワークで利用可能な総帯域幅を増やすことを検討します。最

後に、機能の不一致またはすべてのリソースが使用中であることが原因でMTPまたはトランス
コーダの割り当てが失敗する場合は、追加のMTPまたはトランスコーダデバイスを設置するこ
とを検討します。

MTPDeviceRecoveryCreateFailed
MTPデバイスリカバリの作成に失敗しました。メディアターミネーションポイントデバイスを
再起動しようとしたときにエラーが発生しました。原因としては、アプリケーションメモリの不

足が考えられます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。また、既存

の Routing List要素とパラメータが追加されました。
8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

NotEnoughChans
要求されたゲートウェイチャネルを割り当てることができなかったため、コール試行が拒否され

ました。チャネルが発信コールを行うことができない一般的な理由としては、大量のコールトラ

フィックによりデバイスの Bチャネルがフルに使用されているか、次の理由により Bチャネルが
アウトオブサービスになったことが挙げられます。近端または遠端でメンテナンスを行うために

意図的にチャネルをアウトオブサービスにしたか、Cisco Unified Communications Managerから送
信したMGCPコマンドに対しMGCPゲートウェイがエラーコード 501または 510を返したか、
Unified CMが送信したMGCPコマンドにMGCPゲートウェイが 3回応答しないか、Unified CM
とMGCPゲートウェイの間でイーサネットポートの速度と二重化が一致しません。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Device Name（String）は唯一のパラメータです。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device Name（String）

推奨処置

ゲートウェイリソースを追加します。Cisco Unified CM拡張サービスパラメータを確認します。
[Bチャネルメンテナンスステータス（B-channel Maintenance Status）]を変更して、Bチャネルが
意図的にアウトオブサービスにされているかどうかを確認します。PRIサービスメッセージの
Q.931トレースを確認して、公衆網プロバイダーによって Bチャネルがアウトオブサービスにさ
れているかどうかを判定します。MGCPゲートウェイをリセットします。イーサネットポート上
の速度とデュプレックスの設定を確認します。

NoCallManagerFound
Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM、旧称 Cisco Unified CallManager）ノード
が設定されていません。CiscoUnifiedCommunicationsManagerGroupは存在しますが、それにCisco
Unified CMノードがグループメンバーとして設定されていません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kNoCallManagerFoundから名前が変更されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Error [String]

推奨処置

Cisco Unified CMの管理ページで（[システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco
Unified CM Group）]の順に移動）、このアラームで参照された Cisco Unified CM Groupに Cisco
Unified CMノードを少なくとも 1つ設定します。Cisco Unified CMGroupは、指定された電話機が
属するデバイスプールに含まれます。

OutOfRangeMohAudioSource
保留音（MOH）オーディオソース IDが無効です。このアラームは、要求されているMOHオー
ディオソース IDが、1から <このアラームの最大値のパラメータ>の有効範囲内にないため、保
留音が失敗した場合に発生します。発信者には、目的の保留音オーディオの代わりに保留トーン

が聞こえます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
のリリース

エラーメッセージが追加されました。10.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

SNMPトラップ

データコレクタ

Alert Manager

パラメータ

MohAudioSourceId

MaxMohAudioSourceId

推奨処置

MOHオーディオソース IDが、SIPトランク経由の着信コールからのMOHオーディオソースの
オーバーライドヘッダー（“X-cisco-moh-source: #,#”）の一部として提供されている場合、値はこ
のヘッダーのソースで修正する必要があります。そうしない場合は、CallManagerサービスパラ
メータの設定のMOHオーディオソース、または保留を開始した側に関連するその他の設定の値
を確認します。

PublishFailed
パブリッシュに失敗しました。

Unified CMは IME分散キャッシュに番号を格納しようとしましたが、失敗しました。通常は、
IME分散キャッシュの一時的な問題が原因です。通常の状態では、問題は自動的に修復されます。
ただし、この障害の結果、アラームに含まれている E.164 DIDが短い期間 IME分散キャッシュに
存在しなくなることに注意してください。その結果、その番号に対して実行されたVoIPコールを
受信するまでに遅延が生じ、一部の発信者について PSTNを使用し続けることになります。コー
ルが VoIP上で実行されない理由を理解しようとする際には、この点に注意してください。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING
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推奨処置

これらのアラームが単発的に発生している場合は、ユーザ側での処置は不要です。しかし、アラー

ムが大量に発生する場合は、IME分散キャッシュの問題を意味しており、インターネット接続に
問題がある可能性があります。インターネット接続を確認してください。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

DID（String）

QRTRequest
ユーザがQuality Report Toolを使用して、問題に関するレポートを送信しました。ユーザの電話機
に問題が発生し、ユーザはその問題に関するレポートを送信しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Data Collectorルーティングリスト要素は Alert Managerに変更さ
れました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CBB-CALLBACK

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CEF

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDI

システムログ

イベントログ
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Alert Manager

SNMPトラップ

パラメータ

Category（String）

Reason Code（String）

Report Timestamp（String）

Device name（String）

Device IP address（String）

Directory number（String）

推奨処置

報告された問題の原因を調査します。

RejectedRoutes
Untrustedステータスが原因でルートが拒否されました。

このアラームは、Unified CMが IMEサーバからルートを学習したときに生成されます。ただし、
設定されている Trustedまたは Untrustedリストのために、ルートが拒否されました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

WARNING_ALARM

推奨処置

この状態はエラーではありません。しかし、ユーザの1人が、IME経由で到達可能であるものの、
Trustedリストまたは Untrustedリストが設定されているために、IMEコールが行われないことを
示しています。ドメインまたはプレフィックスを Trustedリストに追加するか、Untrustedリスト
から削除することを検討します。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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パラメータ

Domain name（String）

Phone number（String）

RouteListExhausted
示されたルートリストで使用可能なルートが見つかりませんでした。このアラームは、すべての

メンバのステータスが使用不能かビジーの場合や、メンバがダウン（アウトオブサービス）、未

登録、ビジーの場合に生成されます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Route List Name [String]

推奨処置

アラームが示すルートリストでルートを追加することを検討します。共有回線で一部の電話機が

呼び出されない場合、共有回線の電話機のビジートリガーと最大コール設定を参照し、その DN
に未処理のコールがないか確認します。

1台の共有回線電話機が着信コールに応答し、他の共有回線電話機でその remote-in-useコールが
認識できない場合は、コールに応答する電話機のプライバシー設定を確認します。

ルートリストを迂回して直接メンバーにコールし、デバイスまたは接続性に問題がないことを確

認します。これらの手順で原因を特定できない場合は、CCM（SDI）トレースを収集し、シスコ
テクニカルアシスタンスセンターに問い合わせます。TACは、このアラームの追加の説明を提
供する原因コードを特定できることがあります。

ServiceStartupFailed
サービス起動の障害です。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用
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重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

なし

推奨処置

サービスを再起動します。

ServingFileWarning
ファイル要求の処理中にエラーが発生しました。このアラームは、ファイル要求の処理中に、要

求されたファイルがサーバで見つからなかったり、「“Reason”」句でその他のエラーが示された
場合に発生する可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kServingFileWarningから名前が変更されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

ErrorNumber [Int] FileName [String] IPAddress_Port [String] Mode [String] OpCode [Int] Reason [String]

推奨処置

このアラームで表示される理由が「“ファイルが見つかりません”」であり、そのファイル名が、
自動登録されている電話機のMACアドレスに基づいている場合は、このアラームを無視してか
まいません。この場合、電話機はデータベースにまだ登録されていないので、電話機のファイル

が見つからないのは当然です。自動登録が無効になっている場合、このアラームは Cisco Unified
Communications Manager（Cisco Unified CM）に電話機またはデバイスが追加されていないことを
示します。CiscoUnifiedCMに電話機を追加するか、ネットワークから電話機を削除します。電話
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機を削除してもこのエラーが表示される場合、Cisco Unified Serviceabilityに移動し、[Trace
Configuration]ウィンドウで TFTPサービスの [Detailed]レベルのトレースを有効にして、シスコ
テクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせください。

SparePartitionHighWaterMarkExceeded
予備パーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている上限を超えて

います。予備パーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている下限

を下回るまで、いくつかのトレースファイルがパージされます。

Intercompany Media Engineサーバでは、予備パーティションは使用されません。そのため、
Intercompany Media Engineではこのアラートはトリガーされません。

（注）

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

警告

パラメータ

UsedDiskSpace [String] MessageString [Optional].[String]

推奨処置

RTMTにログインし、Alert Centralで、SparePartitionHighWaterMarkExceededアラートに設定され
ているしきい値を確認します。設定されている値が、意図せずデフォルトのしきい値よりも小さ

い値に設定されている場合は、値をデフォルトに変更します。

最初のアラートを受信した後 30分間このアラートを受信し続ける場合は、RTMTの [ディスク使
用率（Disk Usage）]“ ”タブで予備パーティションのディスク使用率を確認します。このタブに表
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示されているディスク使用率がSparePartitionLowWaterMarkExceededアラート設定で設定されてい
る値よりも大きい場合は、TACに問い合わせ、共通パーティションのディスク使用率が高い原因
をトラブルシューティングします。

SSOuserNotInDB
ユーザがデータベースで見つかりませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Message（String）

推奨処置

手動で同期を実行するか、スケジュールされた次回の同期まで待ちます。

SIPStopped
Cisco CallManagerは、示された SIPデバイスのコールを処理する準備ができていません。原因と
しては、内部的なデータベースエラー、SIPデバイスがこのノードでアクティブ化されていない、
SIPデバイスの登録失敗、SIPデバイスが管理ページから削除されていることが考えられます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

InTransportTypeおよび OutTransportTypeの Enum定義が更新され
ました。

推奨処置が変更されました。

8.0(1)

IPV6Addressパラメータが追加されました。7.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

DeviceName.[String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]
Incoming Port Number.[UInt] Outgoing Port Number.[UInt] Incoming Transport Type [Enum]Outgoing
Transport Type [Enum]IPV6Address [Optional].[String]

その場合は、次のトピックを参照してください。

推奨処置

このアラームは必ずしもエラーを意味するわけではありません。通常の管理上の変更の結果発生

することもあります。アラームが予期せぬものである場合、StationPortInitErrorアラームも発生し
ているかどうかを確認します。このアラームが示す SIPデバイスに割り当てられているデバイス
プールについて、デバイスプールの Cisco Unified Communications Managerグループに、アラーム
が発生した Unified CMノードが含まれていることを確認します。

関連トピック

SIPStoppedの DeviceType Enum定義, （546ページ）
SIPStoppedの InTransportType Enum定義, （547ページ）
SIPStoppedの OutTransportType Enum定義, （547ページ）

SIPStopped の DeviceType Enum 定義
131—SIP_TRUNK

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
546

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
SIPStopped



SIPStopped の InTransportType Enum 定義

定義コード

TCP1

UDP2

TLS3

TCP/UDP4

SIPStopped の OutTransportType Enum 定義

定義コード

TCP1

UDP2

TLS3

SIPLineRegistrationError
セッション開始プロトコル（SIP）回線が CallManagerへの登録を試行しましたが、原因コードの
パラメータに示されたエラーのために失敗しました。このアラームは、デバイスの誤設定、デー

タベースエラー、または不正あるいは不明なデバイスが接続を試行していることを示す場合があ

ります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• DeviceTypeの Enum定義が更新されました。

• Enum Reasonsの表が更新されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device IP address.[String] Device Port.[UInt] Device name [Optional].[String] Device MAC address
[Optional].[String] Device type.[Optional] [Enum]Reason Code [Optional].[Enum]Connecting Port [UInt]
Configured DNs.[String] Registering SIP User.[String]

推奨処置

デバイス自身のディレクトリ番号が、CiscoUnifiedCMの管理ページでそのデバイスに設定されて
いるディレクトリ番号に一致することを確認します。また、データベースの複製が機能している

ことを確認します。その他の推奨処置について原因コードの定義を参照してください。

関連トピック

SIPLineRegistrationErrorの DeviceType Enum定義, （548ページ）
SIPLineRegistrationErrorの原因コードの Enum定義, （551ページ）

SIPLineRegistrationError の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359
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デバイスタイプコード

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435
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デバイスタイプコード

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035
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SIPLineRegistrationError の原因コードの Enum 定義

理由コード

MisconfiguredDirectoryNumber：電話機で設定されているディレクト
リ番号と、Cisco Unified CMデータベースで設定されているディレ
クトリ番号が一致しません。この電話機がサードパーティ製である

場合は、電話機の設定が正しいことと、Cisco Unified CMの設定に
一致することを確認します。この電話機がシスコの IPフォンであ
る場合は、Unified CM Database Statusレポートで、データベースの
複製が「“good status”」になっていることを確認します。これは、
CiscoUnified ReportingWebページで参照できます。データベースの
複製ステータスが正常な場合は、デバイスをリセットします。問題

が続く場合は、TFTPサービスとCiscoUnifiedCMサービスをControl
Center - Feature Services Webページから再起動します。

2

MalformedRegisterMessage：Cisco Unified CMは、メッセージ形式の
問題が原因で、REGISTERメッセージを処理できません。デバイス
がサードパーティ製の電話機である場合は、エンドポイントが適切

な形式のREGISTERメッセージを送信していることを確認します。

3

AuthenticationError：電話機から送信されたダイジェストユーザ ID
またはパスワードが、Cisco Unified CMで設定されているユーザ ID
またはパスワードと一致しません。ダイジェストユーザ IDは、電
話の設定ページの [ダイジェストユーザ（Digest User）]ドロップ
ダウンボックスで電話機に関連付けられたエンドユーザです。パス

ワードは [エンドユーザ（End User）]ページの [ダイジェスト信用
証明書（Digest Credentials）]ボックスで設定します。この電話機が
サードパーティ製である場合は、ダイジェスト信用証明書が [エン
ドユーザ（End User）] Webページで設定されているダイジェスト
信用証明書と一致することを確認します。この電話機がシスコの IP
フォンである場合は、Unified CM Database Statusレポートで、デー
タベースの複製が「“goodstatus”」になっていることを確認します。
これは、CiscoUnified ReportingWebページで参照できます。データ
ベースの複製ステータスが正常な場合は、デバイスをリセットしま

す。問題が続く場合は、TFTPサービスと Cisco Unified CMサービ
スを Control Center - Feature Services Webページから再起動します。

4

MaxLinesExceeded：電話機が許可される回線を超える回線に登録し
ようとしています。デバイスあたりの最大回線数は 1024です。こ
のデバイスで設定されている回線数を減らします。

6
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理由コード

TransportProtocolMismatch：REGISTERメッセージを受信したトラン
スポートプロトコル（UDP、TCP、またはTCL）が正しくありませ
ん。デバイスがサードパーティ製の電話機である場合は、電話機が

CCMAdminのデバイスページで電話機に割り当てられているPhone
Security Profileと一致するトランスポートプロトコルを使用してい
ることを確認します。デバイスがシスコの電話機である場合は、

UnifiedCMDatabaseStatusレポートで、データベースの複製が「“good
status”」になっていることを確認します。これは、Cisco Unified
Reporting Webページで参照できます。データベースの複製ステー
タスが正常な場合は、デバイスをリセットします。問題が続く場合

は、TFTPサービスと Cisco Unified CMサービスを Control Center -
Feature Services Webページから再起動します。

7

BulkRegistrationError：予期せぬ一括登録メッセージを受信しまし
た。このアラームが繰り返し発生する場合は、CiscoCallManagerで
[SIPキープアライブ（REGISTER更新）トレースをイネーブルにす
る（Enable SIP Keep Alive (REGISTER Refresh) Trace）]“ ”をイネー
ブルにして SDL/SDI詳細トレースを収集し、TACにお問い合わせ
ください。

8

SIPTrunkPartiallyISV
一部のリモートピアでこの SIPトランクのコールを処理できません。

このアラームには、使用可能なリモートピアをセミコロンで区切った一覧と、使用できないリ

モートピアをセミコロンで区切った一覧が示されます。使用可能なピアごとに、解決された IPア
ドレス、ポート番号、およびホスト名または SRV（SIPトランクで設定されている場合）が示さ
れます。使用できないピアごとに、ホスト名またはSRV（SIPトランクで設定されている場合）、
解決された IPアドレス、ポート番号、および原因コードがReasonCodeType=ReasonCodeの形式で
示されます。

ReasonCodeTypeは、SIP RFCで定義されるリモートピアからの SIP応答（リモートの場合）、ま
たは Unified CMから提供される原因コード（ローカルの場合）によって異なります。

考えられる原因コードの例を次に示します。

• Remote = 503（標準の SIP RFCエラーコードである「“503サービス使用不可”」）

• Remote = 408（標準の SIP RFCエラーコードである「“408要求タイムアウト”」）

• Local = 1（“要求タイムアウト”）

• Local = 2（ローカルの SIPスタックでリモートピアとのソケット接続を作成できない）

• Local = 3（DNSクエリーの失敗）
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Local = 3の場合、アラームには IPアドレスが 0と示されます。また、DNS SRVが SIPトラ
ンクで設定されていれば、ポートが 0と示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

SIP Trunk Name（String）

Unavailable remote peers with Reason Code（String）

Available remote peers for this SIP trunk（String）

推奨処置

使用可能なピアの一覧は通知だけを目的としているため、処置は必要ありません。使用できない

ピアについては、次の修正処置を行います。

• Remote = 503の原因としては、次のことが考えられます。

◦発信側のルートまたは SIPトランクがリモートピアに存在しません。リモートピアが
Unified CMの場合は、リモートピアの Unified CMの管理ページで新しい SIPトランク
を追加し（[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]の順に選択）、[接続先アドレス
（Destination Address）]フィールドと [接続先ポート（Destination Port）]フィールドが
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発信側ホストを参照するように設定されていることを確認します（発信側ホストは、こ

のアラームが生成されたノードと同じノードです）。また、新しいSIPトランクに関連
付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの着信ポートに発信側の SIPトラ
ンクの接続先ポートと同じポートが設定されていることを確認します。

◦発信側のルートまたは SIPトランクがリモートピアに存在しませんが、SIP電話機また
は別の SIPトランクにポートが使用されています。リモートピアが Unified CMの場合
は、リモートピアの Unified CMの管理ページで（[デバイス（Device）] > [トランク
（Trunk）]の順に選択）、関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの
着信ポートに発信側のSIPトランクの接続先ポートと同じポートが設定されていること
を確認します。

◦リモートピアで、新しいコールを処理するリソースが制限されています。別のシステム
管理者が管理するリモートピアの場合は、その管理者にリソースの問題について相談し

ます。

• Remote = 408の原因としては、次のことが考えられます。

◦リモートピアで、新しいコールを処理するリソースが制限されています。別のシステム
管理者が管理するリモートピアの場合は、その管理者にリソースの問題について相談し

ます。

• Local = 1の原因としては、発信側の SIPトランクに割り当てられた SIPトランクセキュリ
ティプロファイルで UDPトランスポートが設定されている場合に、再試行がすべて終了し
ても OPTIONS要求に対する応答が得られなかったことが考えられます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

◦リモートピアが Unified CMの場合は、リモートピアの Serviceabilityアプリケーション
で、[ツール（Tools）]> [コントロールセンタ（ControlCenter）]（[機能サービス（Feature
Services）]）の順に選択し、Cisco CallManagerサービスがアクティブ化されて開始され
ていることを確認します。

◦リモートピアのUnifiedCMの管理ページで、[デバイス（Device）]> [トランク（Trunk）]
の順に選択し、関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの着信ポート
が発信側の SIPトランクの接続先ポートと同じポートに設定された SIPトランクが存在
することを確認します。

◦発信側で、CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用してネットワーク接続を
確認します。

• Local = 2の原因としては、Unified CMでリモートピアとのソケット接続を作成できないこと
が考えられます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

◦リモートピアが Unified CMの場合は、リモートピアの Serviceabilityアプリケーション
で、[ツール（Tools）]> [コントロールセンタ（ControlCenter）]（[機能サービス（Feature
Services）]）の順に選択し、Cisco CallManagerサービスがアクティブ化されて開始され
ていることを確認します。
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◦リモートピアのUnifiedCMの管理ページで、[デバイス（Device）]> [トランク（Trunk）]
の順に選択し、関連付けられた SIPトランクセキュリティプロファイルの着信ポート
が発信側の SIPトランクの接続先ポートと同じポートに設定された SIPトランクが存在
することを確認します。

◦発信側で、CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用してネットワーク接続を
確認します。

• Local = 3の原因としては、DNSサーバに到達できないか、ローカルの SIPトランクで設定さ
れたホスト名または SRVを解決するように DNSが適切に設定されていないことが考えられ
ます。

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

◦ OSの管理ページで、[表示（Show）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択し、DNS
の詳細が正しいことを確認します。正しくない場合は、CLIコマンド set network dns
primaryを使用して、DNSサーバの正しい情報を設定します。

◦ CLIコマンド utils network ping <remote peer>を使用してDNSサーバとのネットワーク接
続を確認し、DNSサーバが適切に設定されていることを確認します。

SoftwareLicenseNotValid
有効なソフトウェアライセンスがありません。Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサービスを利用
するには、有効なソフトウェアライセンスが必要です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ
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推奨処置

有効なソフトウェアライセンスをインストールし、Cisco IP VoiceMedia Streaming Appサービスを
再起動します。

StationEventAlert
端末デバイスが、このアラームを生成するためにデバイスからのコンジットとして機能するCisco
Unified Communications Managerにアラートを送信しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Protocol [String] TCP ProcessID [String] Device Text [String] Param1 [UInt] Param2 [UInt]

推奨処置

このアラームによって渡されるデバイスタイプと情報を参照し、適切な処置を決定します。

TestAlarmWarning
警告アラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト
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重大度（Severity）

警告（4）

推奨処置

なし

TotalProcessesAndThreadsExceededThresholdStart
プロセスおよびスレッドの現在の合計数が、CiscoRISDataCollectorサービスパラメータに設定さ
れている最大タスク数を超えています。この場合、あるプロセスがリークしているか、あるプロ

セスでスレッドリークが発生している可能性があります。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Systemアクセス

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

NumberOfProcesses [String] NumberOfThreads [String] Reason [String] ProcessWithMostInstances [String]
ProcessWithMostThreads [String]

推奨処置

Cisco RIS Data CollectorサービスパラメータのMaximum Number of Processes and Threadsを調べ
て、このパラメータが低い値に設定されているかを確認します。低い値に設定されている場合、

より高い値を設定するか、デフォルト値を使用します。その他の処置として、Cisco Unified
Communications Manager（Cisco Unified CM）に新しいシスコ製品を統合するときに、新しいプロ
セスまたはスレッドをシステムに追加することもできます。処理の負荷が通常の場合でも、プロ

セスおよびスレッドの合計数が Cisco RIS Data CollectorサービスパラメータのMaximum Number
of Processes and Threadsに設定された値またはそのデフォルト値を超えている可能性があります。
このパラメータを最大許容値に設定します。

また、このアラームの詳細を確認して ProcessWithMostThreadsおよび ProcessWithMostInstancesの
説明を確認し、スレッドおよびインスタンスが最も多く含まれるプロセスを特定することができ

ます。これらの値がこのプロセスにとって適切かどうかを判断します。適切ではない場合、この

プロセスのオーナーに連絡し、スレッドカウントまたはプロセスインスタンス数が非常に高い原

因を突き止めて解決します。また、Cisco RIS Data Collectorが誤ったアラームを送信した可能性も
あります。この場合、Cisco RIS Data Collectorサービスに不具合が生じていることになります。
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これがアラームの原因であるかどうかを判断するには、ここで説明しているその他のすべてのエ

ラーを確認した後で、RTMTを使用し、Systemオブジェクトでパフォーマンスカウンタの Total
Threads and Total Processesを調べ、このカウンタの値が Cisco RIS Data Collectorサービスパラメー
タのMaximumNumber of Processes and Threadsに設定された値を超えていないかどうかを確認しま
す。このカウンタに表示される値がサービスパラメータに設定された値よりも高くない場合は、

Cisco RIS Data Collectorサービスを再起動します。サービスを再起動してもアラームが解消されな
い場合は、Cisco Unified Serviceabilityに移動して（[トレース（Trace）] > [設定（Configuration）]
で）、Cisco Syslog、Cisco RIS Data Collector、Cisco AMC Service、および Cisco RIS Perfmon Logs
のトレースログを収集してから、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に詳細につ
いてお問い合わせください。

ThreadKillingError
CMIが CMIサービスを停止しようとしたときにエラーが発生しました。

CMIサービスを停止する処理の正常な一部として、オープンされているスレッドがクローズされ
ました（削除されました）。このアラームは、タイムアウトが発生したことを示しており、シャッ

トダウン処理が予想よりも長い時間かかったことが原因でオペレーティングシステムがエラーを

返したことを意味します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kThreadKillingErrorから名前が変更されました。

MediaResourceTypeの Enum定義が更新されました。

8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Error Information（String）
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推奨処置

CMIサービスを再起動します。問題が続く場合は、システム/アプリケーションイベントログと
パフォーマンス（perfmon）ログを収集し、シスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に
お問い合わせください。

UnableToSetorResetMWI
メッセージ受信インジケータ（MWI）のランプを設定中に、エラーが発生しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

WARNING

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Directory Number（String）

推奨処置

ターゲット回線のMWIランプを設定する要求を発行している回線では、ターゲット回線に到達で
きるようにパーティションおよびコーリングサーチスペースが適切に設定されていない可能性が

あります。ターゲット回線のMWIの設定を要求している回線のパーティションおよびコーリング
サーチスペースを確認します。ターゲット回線は、MWIの設定を試行している回線からコールを
受信できる必要があります。

UnprovisionedMohAudioSource
保留音（MOH）オーディオソース IDがプロビジョニングされていません。このアラームは、要
求されたMOHオーディオソース IDが、オーディオソースファイルへの ID番号を関連付けるこ
とによってプロビジョニングされていないため、保留音が失敗した場合に発生します。発信者に

は、目的の保留音オーディオの代わりに保留トーンが聞こえます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
のリリース

エラーメッセージが追加されました。10.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

SNMPトラップ

データコレクタ

Alert Manager

パラメータ

MohAudioSourceId

推奨処置

Cisco Unified CMの管理内の保留音オーディオソースリストを調べ、オーディオWAVファイル
に割り当てられている（プロビジョニングされている）ことを確認するか、または ID番号に 51
が使用されている場合には、MOH固定オーディオソースがイネーブルになっていることを確認
します。

オーディオファイルは、そのファイルをサーバで実行する前に、クラスタ内の各MOHサーバの
Cisco Unified CMの管理ページを使用してアップロードする必要があります。

UserInputFailure
ユーザクレデンシャルが無効かクレデンシャルの有効期限切れにより、ユーザ入力が無効なた

め、EMCCのログインに失敗しました。原因コード：2：認証エラー。
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

Alert Manager

パラメータ

Device Name（String）

Login Date/Time（String）

Login UserID（String）

Reason（String）

推奨処置

有効なクレデンシャルを使用して再試行するか、クレデンシャルをリセットします。

UserUserPrecedenceAlarm
User-to-user IEが宛先に正常にトンネリングされませんでした。詳細については原因コードを参照
してください。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「エラー」から「警告」に変更されました。

• Enum定義が更新されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

警告

パラメータ

Device Name.[String] Reason Code [Enum]

推奨処置

HopCountExceededアラームでの推奨される処置は、指定の失敗したコールに関連するUnified CM
トランクインターフェイス（PRI、クラスタ間トランクなど）とゲートウェイ（H.323）デバイス
間にルーティングループが存在しないことを確認することです。アラームが示す失敗したコール

のルーティングにかかわるすべてのUnifiedCMノードのトレースファイルおよびCDRデータと、
ゲートウェイ（H.323）のルートパターンを調べることで、ループの一部となっているトランス
レーションパターン、ルートリストなどのルーティングメカニズムを検出できることがありま

す。

ループの原因となっているルーティングメカニズムを更新し、ループしているルートパターンが

Unified CMにあった場合は、影響のあるルートリスト/パターンをリセットして、ルートループ
をクリアします。それがうまくいかない場合は、影響のあるトランク/ゲートウェイをリセットす
るか、ループしているルートパターンが H.323ゲートウェイ上にある場合は、ゲートウェイを再
起動します。コール失敗の原因がUserUserIEDroppedで、アラームが示すデバイスがH.323クラス
タ間トランクである場合、推奨される処置は、[トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンド
ウの [UUIEを介した優先レベルの通知（Passing Precedence Level Through UUIE）]チェックボック
スがオンになっていることを確認することです。アラームが示すデバイスがMGCPゲートウェイ
で、そのデバイスプロトコルが [デジタルアクセスPRI（DigitalAccess PRI）]に設定されており、
さらにそのゲートウェイで [UUIEを介した優先レベルの通知（Passing Precedence Level Through
UUIE）]がオンになっている場合、設定されている PRIトランクインターフェイスの遠端側が
PRI 4ESS UUIEベースのMLPPをサポートしており、かつ IEID値が USER_USER_IE（126）に設
定された UUIEメッセージを送信していることと、ユーザ固有のプロトコル ID値が
PRI_4ESS_UUIE_DEFAULT_PROT_DISC（0x00）に設定されていることを確認します。

関連トピック

UserUserPrecedenceAlarmの Enum定義, （563ページ）
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UserUserPrecedenceAlarm の Enum 定義

定義コード

HopCountExceeded：通過する User-to-User IEのホップカウントが最大値の 10
を超えました。原因としては、Unified CMトランクインターフェイス（PRI、
クラスタ間トランクなど）間にルーティングループが存在することが考えられ

ます。推奨される処置は、アラームが示す失敗したコールに関連する Unified
CMトランクインターフェイス（PRI、クラスタ間トランクなど）とゲートウェ
イ（H.323）デバイス間にルーティングループが存在しないことを確認するこ
とです。アラームが示す失敗したコールのルーティングにかかわるすべての

Unified CMノードのトレースファイルおよび CDRデータと、ゲートウェイ
（H.323）のルートパターンを調べることで、ループの一部となっているトラ
ンスレーションパターン、ルートリストなどのルーティングメカニズムを検

出できることがあります。ループの原因となっているルーティングメカニズム

を更新し、ループしているルートパターンが Unified CMにあった場合は、影
響のあるルートリスト/パターンをリセットして、ルートループをクリアしま
す。それがうまくいかない場合は、影響のあるトランク/ゲートウェイをリセッ
トするか、ループしているルートパターンがH.323ゲートウェイ上にある場合
は、ゲートウェイを再起動します。

2

UserUserIEDropped：通過するUserUserIEはドロップされました。アラームが示
すデバイスが H.323クラスタ間トランクである場合は、原因として、Unified
CMの [トランクの設定（Trunk Configuration）]ウィンドウで [UUIEを介した優
先レベルの通知（Passing Precedence Level Through UUIE）]チェックボックスが
オンになっていないことが考えられます。推奨処置は、[UUIEを介した優先レ
ベルの通知（Passing Precedence Level Through UUIE）]チェックボックスをオン
にすることです。アラームが示すデバイスがMGCPゲートウェイで、そのデバ
イスプロトコルが [デジタルアクセス PRI（Digital Access PRI）]に設定されて
いる場合、原因としては受信UUIEメッセージにおいて、IEIDがUSER_USER_IE
（126）に設定されていないか、ユーザ固有のプロトコル ID値が
PRI_4ESS_UUIE_DEFAULT_PROT_DISC（0x00）にセットされていないことが
考えられます。推奨される処置は、設定されているPRIトランクインターフェ
イスの遠端側が PRI 4ESSUUIEベースのMLPPをサポートしており、かつ IEID
値が USER_USER_IE（126）に設定された UUIEメッセージを送信しているこ
とと、ユーザ固有のプロトコル IDが PRI_4ESS_UUIE_DEFAULT_PROT_DISC
（0x00）に設定されていることを確認することです。

3

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions
Cisco Unified Communications Managerは、システムのオーバーロードを防止するための予防策と
して CallList BLFサブスクリプションの制御を開始しました。このアラームは、アクティブ BLF
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サブスクリプションの総数が、Presence Subscription Throttling Thresholdサービスパラメータで設
定されている制限を超えた場合に発生します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

警告（4）

パラメータ

Active External Presence Subscriptions [UInt] CallList BLF Subscriptions Throttling Threshold [UInt] CallList
BLF Subscriptions Resume Threshold [UInt] Total Begin Throttling CallList BLF Subscriptions [UInt]

推奨処置

CallList BLFサブスクリプションのより高い要求を満たすために CPUおよびメモリリソースを使
用できるかどうかを判断します。使用できる場合、CallListBLFSubscriptionsThrottlingThresholdを
増加し、それに応じて CallListBLFSubscriptionsResumeThresholdも増加します。使用できない場
合、要求を満たすようにシステムリソースを増加します。

kANNAudioCreateDirFailed
アナウンスファイルを格納するサブディレクトリを作成できません。原因としてはディスク領域

の不足が考えられます。このエラーの結果、アナウンスが正しく再生されない可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

推奨処置の文章が追加されました。パラメータが更新され、重大

度がエラーから警告に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）
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パラメータ

OS Error Text（String）

Path Name（String）

推奨処置

共通データ記憶領域の空き領域を確認します。いっぱいの場合には、古いトレースファイルを削

除して領域を空けます。Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動します。

MOHDeviceRecoveryCreateFailed
エラーがトリガーされ、保留音（MoH）デバイスが再起動されました。メモリリソースの不足が
原因の可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度がエラーから警告に変更され、ルーティングリスト要素が

追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

ErrorText（String）

Error（ULong）
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推奨処置

MOHデバイスのステータスを確認します。デバイスが登録されておらず使用可能な場合は、Cisco
IP Voice Media Streaming Appサービスを再起動するか、サーバを再起動します。

kDeviceMgrExitEventCreationFailed
デバイスマネージャの終了イベントを作成できませんでした。SWメディアデバイスの終了制御
イベントを割り当てるときにエラーが報告されました。デバイスは CallManagerに登録されず、
アクティブになりません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

ルーティングリスト要素が追加されました。重大度は「エラー」

から「警告」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

Device Name [String]

Trace Name [String]

OS Error Text [String]
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推奨処置

このエラーの原因としては、メモリリソースの不足が考えられます。Cisco IPVoiceMediaStreaming
Appサービスを再起動するか、Cisco Unified CMサーバを再起動します。

kMOHDeviceRecordNotFound
MOHデバイスがサーバにありません。このデバイスは、サーバを設定に追加するときに自動的に
追加されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

説明文と推奨処置の文章が更新されました。注意文が追加されま

した。重大度が情報から警告に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）

推奨処置

MOH機能が必要な場合、デバイスをデータベースから削除して再度追加する必要があります。

デバイスを削除して追加すると、Cisco Unified CommunicationsManagerグループやメディアリ
ソースグループなど、他の設定に影響があります。

注意

kMOHBadMulticastIP
無効なマルチキャスト IPアドレス（範囲外）が見つかりました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

ルーティングリスト要素が追加され、重大度がエラーから警告に

変更されました。

次のパラメータが削除されました。

• Audio Source ID [ULong]

• Call/Conference ID [ULong]

• Multicast IP Port [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

警告（4）

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

システムログ

パラメータ

Codec Type [String]

Multicast IP Address [String]

推奨処置

Music-on-Holdデバイス上でマルチキャストアドレスの設定を修正します。

SSODisabled
Cisco Unified CMでシングルサインオン（SSO）が無効になっています。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Message（String）

推奨処置

CLIコマンドを実行して SSOを有効にします。

SSONullTicket
渡されたチケットが nullです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Message（String）
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推奨処置

nullでないチケットを取得して再試行します。

SSOServerUnreachable
SSOサーバに到達できませんでした。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Message（String）

推奨処置

SSOサーバへの到達可能性を確認します。

WDStopped
WebDialerアプリケーションが停止し、Tomcatからアンロードされました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度がアラートから警告に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS_TOMCATAPPLICATIONS
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

警告

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

Tomcatサービスが稼働しているかを確認します。

通知レベルアラーム
通知レベルのアラームは 5で表され、予期しない情報でない限り、処置の必要はありません。こ
のアラームでは、エラー状態ではなく、注目すべきシステムレベル状態について通知します。こ

のアラームは、情報提供を目的としていますが、知っておくべき重要な情報を通知します。次に

例を示します。

•システム全体に関する通知。

•プロセスが要求に従って正常にシャットダウンしようとしている。

•以前に発生した状態の解消。

•デバイスまたはサブシステムが、予期される理由または通常の理由で登録解除またはシャッ
トダウンされる（予期または通常どおりの登録解除またはシャットダウンに関連する個々の

電話機では、情報レベルが使用されます）。

•パスワード変更通知およびアップグレード通知。

authExpired
ソフトロックの期限が切れているため、認証に失敗しました。ユーザクレデンシャルの期限が切

れています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

ルーティングリスト要素が追加され、パラメータリストが更新さ

れました。

8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

通知（5）

ルーティングリスト

イベントログ

パラメータ

Authentication failure due to expired soft lock.（String）

推奨処置

管理者はクレデンシャルをリセットできます。

authMustChange
ユーザによる変更が必要とマークされているため、認証に失敗しました。「“User must change”」
がこのユーザクレデンシャルに設定されています。ユーザはクレデンシャルを変更する必要があ

ります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

説明とルーティングリスト要素が追加されました。パラメータが

修正されました。

8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

通知（5）

ルーティングリスト

イベントログ
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パラメータ

UserID[String]

推奨処置

ユーザまたは管理者はクレデンシャルをリセットできます。

BChannelISV
Bチャネルがインサービスです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度が情報から通知に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Channel Id.[UInt] Unique channel ID [String] Device name.[String]

推奨処置

なし

CallManagerOnline
Cisco CallManagerサービスは初期化を完了しオンラインです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（5）

パラメータ

CCM Version [String]

推奨処置

なし

CertValidityOver30Days
このアラームは、証明書の有効期限切れが迫っているものの、期限まで30日以上あることを示し
ます。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/CertMonitorAlarmCatalog

重大度（Severity）

通知（5）

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Message（String）

推奨処置

Cisco Unified Operating Systemにアクセスし Certificate Managementに進むことで、期限切れになろ
うとしている証明書を再生成します。証明書が CAによって発行されている場合は、CSRを生成
し、CSRを CAに送信して、CAから新しい証明書を入手し、Cisco Unified CMにアップロードし
ます。

CodeYellowExit
CodeYellowが終了します。Unified CMはコールの制御を停止し、Code Yellow状態から別の状態
に変化しました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「通知」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Expected Average Delay [UInt] Entry Latency [UInt] Exit Latency [UInt] Sample Size [UInt] Time Spent in
Code Yellow [UInt] Number of Calls Rejected Due to Call Throttling [UInt] Total Code Yellow Exit [UInt]

推奨処置

なし

credReadFailure
データベース中のクレデンシャルの読み取りの試行中に、エラーが発生しました。原因としては、

ネットワークまたはデータベースの問題が考えられます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

重大度が情報から通知に変更されました。パラメータが修正され、

ルーティングリスト要素が追加されました。

8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS
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重大度（Severity）

通知（5）

ルーティングリスト

イベント

パラメータ

Credential read failure for（String）

推奨処置

クレデンシャル（ユーザ名）が存在するかを確認します。データベースの問題である可能性があ

ります。

DbInsertValidatedDIDFailure
IMEで提供される e164DIDを挿入できませんでした。Cisco Unified Active Linkで学習した DIDを
挿入しようとして失敗しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

NOTICE

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

SNMPトラップ

データコレクタ

パラメータ

e164 DID（String）

Granting Domain（String）

推奨処置

DIDと許可ドメインを確認します。関連するその他のアラームを確認します。データベースの整
合性を確認します。
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DChannelISV
アラームが示す Dチャネルがインサービスになりました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「情報」から「通知」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Channel Id.[UInt] Unique channel Id [String] Device Name.[String] Device IP address [String]

推奨処置

なし

EMAppStopped
EMアプリケーションが開始されました。アプリケーションは Tomcatからアンロードされるた
め、正常にシャットダウンしています。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

NOTICE

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ
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パラメータ

Servlet Name（String）

推奨処置

処置は不要です。

EndPointRegistered
このアラームは、デバイスが正常に Cisco Unified Communications Managerに登録された場合に発
生します。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

NOTICE

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

データコレクタ

SNMPトラップ

代替 syslog

パラメータ

Device name（String）

Device MAC address（String）

Device IP address（String）

Protocol（String）

Device description（String）

User ID（String）

Load ID（String）

Associated directory numbers（String）

Performance monitor object type（Enum）

Device type（Enum）

Configured Gatekeeper Name（String）
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Technology Prefix Name（String）

Zone Information（String）

Alternate Gatekeeper List（String）

Active Gatekeeper（String）

Call Signal Address（String）

RAS Address（String）

IPV6Address（String）

IPAddressAttributes（Enum）

IPV6AddressAttributes（Enum）

ActiveLoadId（String）

InactiveLoadId（String）

推奨処置

特に対処の必要はありません。

関連トピック

EndPointRegisteredのパフォーマンスモニタオブジェクトタイプのEnum定義, （579ページ）
EndPointRegisteredのデバイスタイプの Enum定義, （579ページ）
EndPointRegisteredの IPAddressAttributes Enum定義, （582ページ）
EndPointRegistereの IPV6AddressAttributes Enum定義, （582ページ）

EndPointRegistered のパフォーマンスモニタオブジェクトタイプの Enum 定義

定義値

Ciscoの電話機2

EndPointRegistered のデバイスタイプの Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4
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定義値

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375
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定義値

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016
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定義値

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035

EndPointRegistered の IPAddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しません
でした。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通
信（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しまし
た。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングの
みで使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用
の通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用される
ことを通知しました。

3

EndPointRegistere の IPV6AddressAttributes Enum 定義

定義値

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しません
でした。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通
信（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しまし
た。

1

Signal only：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングの
みで使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用
の通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用される
ことを通知しました。

3

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
582

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
EndPointRegistered



H323Started
Cisco CallManagerは、示された H323デバイスのコールを処理する準備ができています。Cisco
Unified Communications Managerは、アラームが示す H.323デバイスと通信する準備ができていま
す。このアラームでは、Unified CMが指定のデバイスと通信する準備ができていることは示され
ますが、H.323デバイスの状態に関する情報（H.323デバイスも通信の準備ができているかどう
か）は示されないことに注意してください。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

•重大度は「情報」から「通知」に変更されました。

•次の情報が更新されました。

◦パラメータ

◦ DeviceTypeの Enum定義

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

DeviceName.[String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]
The Server 1 IP Address/Host Name as configured in the Trunk Configuration window [String] Remote
CallManager Server 2[Optional].[String] Remote CallManager Server 3[Optional].[String]

推奨処置

なし

関連トピック

H323Startedの DeviceType Enum定義, （584ページ）
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H323Started の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

H323_PHONE61

H323_GATEWAY62

GATEKEEPER122

TRUNK125

ICTCallThrottlingEnd
Cisco CallManagerは、アラームが示す H323デバイスのコールの処理を開始します。Cisco
CallManagerは、アラームが示す H.323デバイスに対するコールの制御を停止しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「エラー」から「通知」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

DeviceName.[String] IPAddress [String] Device type.[Optional] [Enum]Device description [Optional].[String]

DeviceType の Enum 定義

• 125—TRUNK

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
584

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
ICTCallThrottlingEnd



推奨処置

なし。

kDeviceMgrMoreThan50SocketEvents
TCPリンクから、50個を超えるイベントが返されました。指定されたCiscoUnifiedCommunications
Manager TCPリンクから、多数の TCPイベントが返されました。これは、予期せぬイベントのフ
ラッディングを示します。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。重大度は「情報」から「通
知」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。再発をモニタします。セキュリティ上の問題の兆候である場合が

あります。

MGCPGatewayGainedComm
MGCPゲートウェイが、Cisco Unified Communications Managerとの通信を確立しました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「情報」から「通知」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Device Name [String]

推奨処置

情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

MaxCallDurationTimeout
Maximum Call Duration Timerサービスパラメータで指定された時間が経過したため、アクティブ
なコールがクリアされました。許可されるコール期間が短すぎる場合は、値を大きくすることが

できます。アクティブなコールの期間について制限を設けない場合は、制限をディセーブルにで

きます。期間が正しくコールがその期間を超えたと思われない場合は、このアラームが発生した

時刻の前後のトレース情報を確認し、ゲートウェイのポートがコールの解放に失敗していないか

判断します。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「情報」から「通知」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ Originating Device name（String）

◦ Destination Device name（String）

◦ Call start time（UInt）

◦ Call stop time（UInt）

◦ Calling Party Number（String）

◦ Called Party Number（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Maximum Call Duration（minutes） [UInt]

Originating Device name（String）

Destination Device name（String）

Call start time（UInt）

Call stop time（UInt）

Calling Party Number（String）

Called Party Number（String）

推奨処置

コールの期間が短すぎる場合は、Cisco CallManagerのサービスパラメータを大きくするか、
MaximumCallDurationTimerパラメータにゼロを設定して最大期間をディセーブルにします。ゲー
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トウェイポートのハングが疑われる場合は、このアラームが発生した時刻の前後のトレースファ

イルを確認し、コールに関わっているゲートウェイを検索し、そのゲートウェイのステータスを

参照してすべてのポートが正常に機能しているかどうかを確認します。

SDLLinkISV
リモートアプリケーションへのSDLリンクが復元されました。このアラームは、ローカルのCisco
CallManagerがリモートの Cisco CallManagerとの通信を取得したことを示します。

また、リモートの Cisco CallManagerには、異なる LinkIDを含む SDLLinkISVが示されます。（注）

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

重大度は「情報」から「通知」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Remote IP address of remote application [String] Unique Link ID.[String] Local node ID [UInt] Local
Application ID.[Enum]RemoteNodeID [UInt] Remote application ID.[Enum]

推奨処置

なし

関連トピック

LocalApplicationIdと RemoteApplicationIDの Enum定義 SDLLinkISV, （589ページ）
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LocalApplicationId と RemoteApplicationID の Enum 定義 SDLLinkISV

理由コード

CallManager100

CTI Manager200

SIPNormalizationScriptOpened
Cisco Unified CMで SIPデバイスのスクリプトが開かれました。

アラームで示された SIPデバイスの正規化スクリプトが正常に Cisco Unified CMにロードされ、
初期化およびアクティブ化されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）
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Script Name（String）

In Use Memory（UInt）

推奨処置

通知だけを目的としているため、処置は必要ありません。

SIPNormalizationScriptClosed
CiscoUnified CMで SIPデバイスのスクリプトが閉じました。スクリプトは次のいずれかの条件が
発生した場合に閉じます。

•示されたデバイス（SIPトランク）が手動または自動でリセットされた場合。

•トランクが手動で削除された場合。

•スクリプトエラーやリソースエラーなどの内部エラーが発生した場合。

スクリプトが閉じている場合、CiscoUnified CMでは、アラームで示された SIPデバイスの正規化
スクリプトメッセージハンドラは呼び出されません。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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パラメータ

Device Name（String）

Script Name（String）

Reason Code（Enum）

Reason Text（String）

Additional Information（String）

推奨処置

SIPトランクのメンテナンスウィンドウやその他の予期しない理由でスクリプトが閉じたときに
アラームが発生した場合、このアラームの目的はスクリプトが閉じたことを通知することです。

このアラームが予期せぬものである場合、SIPNormalizationScriptErrorアラームが発生していない
かどうかを確認し、SIPNormalizationScriptErrorアラームで示される原因コードに基づいて具体的
な処置を参照してください。

関連トピック

SIPNormalizationScriptClosedの原因コードの Enum定義, （591ページ）

SIPNormalizationScriptClosed の原因コードの Enum 定義

定義値

DeviceResetManually：関連付けられているデバイスが、CiscoUnified
CMの管理ページを使用して手動でリセットされました。

1

DeviceResetAutomatically：関連付けられているデバイスが自動的に
リセットされました。リセットは、スクリプトの実行エラーが原因

でトリガーされました。

2

DeviceDeleted：関連付けられているデバイスが、Cisco Unified CM
の管理ページで手動で削除されました。

3

ScriptDisassociated：Cisco Unified CMの管理ページで設定が変更さ
れ、スクリプトとデバイスの関連付けが解除されました。

4

ScriptInfoChanged：スクリプトのロジックが変更されたか、Cisco
Unified CMの管理ページの [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウで 1つ以上のフィー
ルドの内容が変更されました。

5

ScriptError：スクリプトでエラーが発生しました。
SIPNormalizationScriptErrorアラームが発生していないかどうかを確
認し、そのアラームの説明に従ってスクリプトエラーを修正するた

めの推奨処置を実行します。

6
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SIPNormalizationAutoResetDisabled
エラーが繰り返し発生し、Cisco Unified CMでスクリプトが無効になりました。

実行エラーが 10分以内に 3回発生したため、スクリプトが失敗しました。その結果、アラームで
示された SIPデバイスの正規化スクリプトが無効になりました。CiscoUnified CMでは、スクリプ
トの回復を目的としたスクリプトまたはデバイスの自動リセットは試行されません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•このリリースで新たに追加されたアラームです。
8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

Script Name（String）

Script Type（String）

Reason Code（Enum）

Reason Text（String）

Additional Information（String）
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推奨処置

これは通知を目的としたアラームです。このアラームの前に発生した SIPNormalizationScriptError
アラームで情報を確認し、対応する推奨処置を実行します。

関連トピック

SIPNormalizationAutoResetDisabledの原因コードの Enum定義, （593ページ）

SIPNormalizationAutoResetDisabled の原因コードの Enum 定義

定義値

ScriptResetDisabled：スクリプトの実行エラーが原因でスクリプトの
自動リセットが 10分以内に 3回実行された後、4回めのエラーが発
生したため、Cisco Unified CMでスクリプトが無効になりました。

1

TrunkResetDisabled：スクリプトの実行エラーが原因でトランクの自
動リセットが 10分以内に 3回実行された後、4回めのエラーが発生
したため、Cisco Unified CMでスクリプトが無効になりました。

2

SIPStarted
CiscoCallManagerは、示されたSIPデバイスのコールを処理する準備ができています。このアラー
ムは、Cisco CallManagerが SIPデバイスとの間のコールを処理する準備ができていることだけを
示し、SIPデバイスの現在の状態は示しません。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•重大度は「情報」から「通知」に変更されました。

• InTransportTypeおよび OutTransportTypeの Enum定義が更新さ
れました。

8.0(1)

IPV6Addressパラメータが追加されました。7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

Device Name.[String]

IP Address [Optional].[String]

Device type.[Optional] [Enum]

Device description [Optional].[String]

Incoming Port Number.[UInt]

Outgoing Port Number.[UInt]

Incoming Transport Type [Enum]

Outgoing Transport Type [Enum]

IPV6Address [Optional].[String]

推奨処置

なし

関連トピック

SIPStartedの DeviceType Enum定義, （594ページ）
SIPStartedの InTransportType Enum定義, （594ページ）
SIPStartedの OutTransportType Enum定義, （595ページ）

SIPStarted の DeviceType Enum 定義
• 131—SIP_TRUNK

SIPStarted の InTransportType Enum 定義

定義コード

TCP1

UDP2

TLS3

TCP/UDP4
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SIPStarted の OutTransportType Enum 定義

定義コード

TCP1

UDP2

TLS3

SIPTrunkISV
すべてのリモートピアでこの SIPトランクのコールを処理できます。

このアラームは、すべてのリモートピアでこの SIPトランクのコールを処理できることを示しま
す。ピアごとに、解決された IPアドレスとポート番号、およびホスト名または SRV（SIPトラン
クで設定されている場合）が示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

このリリースで新たに追加されたアラームです。8.5(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

通知（Notice）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ
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パラメータ

SIP Trunk Name（String）

Available remote peers for this SIP trunk（String）

推奨処置

通知だけを目的としているため、処置は必要ありません。

TestAlarmNotice
通知アラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

通知（5）

推奨処置

なし

TotalProcessesAndThreadsExceededThresholdEnd
プロセスおよびスレッドの現在の合計数が、Cisco RIS Data Collectorサービスパラメータの
Maximum Number of Processes and Threadsに設定されている最大タスク数を下回っています。

これは、Cisco Unified Communications Managerに統合された製品が無効または非アクティブにさ
れたために、システムで実行されているプロセスおよびスレッドの合計数が減少したために発生

することがあります。また、1つ以上のプロセスが停止されたために、システムで実行されてい
るプロセスおよびスレッドの合計数が減少した場合にも、プロセスまたはスレッドの数が減少す

る可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「情報」から「通知」に変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Systemアクセス

重大度（Severity）

通知（Notice）

パラメータ

NumberOfProcesses [String] NumberOfThreads [String] Reason [String]

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

情報レベルアラーム
情報レベルのアラームは 6で表され、処置の必要はありません。情報メッセージは、アプリケー
ションの内部フローや要求ごとの情報などの履歴データを示します。情報メッセージは、基本的

なアプリケーションフローを十分理解しているユーザがトラブルシューティングに使用します。

たとえば、通常の（予期された）イベントが発生し、お客様に通知する必要がある場合などです。

AdministrativeEvent
プライマリファイルパスに書き込めませんでした。このアプリケーションによって監査イベント

が生成されます。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

AuditLog

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

推奨処置

プライマリファイルパスが有効であり、対応するドライブに十分なディスク領域があることを確

認します。また、このパスにデフォルトのログファイルパスと同等のセキュリティ権限があるこ

とも確認します。
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AdminPassword
管理用のパスワードが変更されました。変更が失敗した場合も成功した場合も、メッセージが表

示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

説明文が追加されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

（String）

推奨処置

なし

AuditEventGenerated
プライマリファイルパスへの書き込みに失敗したため、このアプリケーションによって監査イベ

ントが生成されました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

UserID（String）

ClientAddress（String）
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EventType（String）

ResourceAccessed（String）

EventStatus（String）

AuditDetails（String）

ComponentID（String）

推奨処置

プライマリファイルパスが有効であり、対応するドライブに十分なディスク領域があることを確

認します。また、このパスにデフォルトのログファイルパスと同等のセキュリティ権限があるこ

とも確認します。

AgentOnline
エージェントはオンラインです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

AgentOffline
エージェントはオフラインです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）
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推奨処置

なし

AuthenticationSucceeded
ログイン認証に成功しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TOMCAT_APPS-LOGIN

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/ログイン

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Login IP Address/Hostname [String] Login Date/Time [String] Login UserID [String] Login Interface [String]

推奨処置

このイベントが予期されていた場合、処置は必要ありません。予期されていなかった場合、管理

者に通知します。

authSuccess
このユーザは正常に認証されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

パラメータが更新されました。8.5(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS
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重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

UserID（String）

推奨処置

なし

BDIStarted
アプリケーションが正常に起動されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

BuildStat
デバイス設定ファイルが構築されています。このアラームは、すべてのタイプの設定ファイルを

構築する BUILD ALL操作に関する情報を提供します。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TFTP-TFTP

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/TFTP

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

DeviceCount [Int] DeviceTime [Int] UnitCount [Int] UnitTime [Int] SoftkeyCount [Int] SoftkeyTime [Int]
DialruleCount [Int] DialruleTime [Int] TotalTime [Int] BuildStatus [String]

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

CiscoDirSyncStarted
Cisco DirSyncアプリケーションが起動されました。アプリケーションが正常に起動されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

CiscoDirSyncProcessStarted
LDAPSyncプロセスにより、設定されたアグリーメント IDでのユーザデータの同期が開始されま
した。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

AgreementId [String]
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推奨処置

なし

CiscoDirSyncProcessCompleted
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスが完了しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

AgreementId [String]

推奨処置

なし

CiscoDirSyncProcessStoppedManually
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスが手動で停止されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

AgreementId [String]

推奨処置

なし
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CiscoDirSyncProcessStoppedAuto
特定の同期アグリーメントで LDAPSyncプロセスが自動的に停止しました。このプロセスは自動
的に再開されます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

AgreementId [String]

推奨処置

なし

CLM_ConnectivityTest
Cisco Licensing Manager（CLM）の接続テストに失敗しました。Cluster Managerにより、ネット
ワークエラーが検出されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager

重大度（Severity）

情報（6）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Node's IP（String）
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Error（String）

推奨処置

クラスタノード間の接続を確認します。

CLM_IPSecCertUpdated
IPSec自己署名証明書が更新されました。変更が発生したため、クラスタ内のピアノードから
IPSec自己署名証明書がインポートされました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager

重大度（Severity）

情報（6）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Node's or IP（String）

推奨処置

なし

CLM_IPAddressChange
クラスタ内の IPアドレスが変更されました。クラスタ内のピアノードの IPアドレスが変更され
ました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager
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重大度（Severity）

情報（6）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Node's（String）

Node's Old IP（String）

Node's New IP（String）

推奨処置

なし

CLM_PeerState
現在の ClusterMgrのセッション状態です。クラスタ内の別のノードとの ClusterMgrのセッション
状態が、現在の状態に変更されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CLUSTERMANAGER/CLUSTERMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Cluster Manager

重大度（Severity）

情報（6）

オペレーティングシステム（Operating System）

アプライアンス

パラメータ

Node's or IP（String）

Node's State（String）

推奨処置

なし
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credFullUpdateSuccess
クレデンシャルが正常に更新されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

（String）

推奨処置

なし

credFullUpdateFailure
クレデンシャルフィールドの更新中に、エラーが発生しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

（String）

推奨処置

問題を特定し、再試行します。

credReadSuccess
クレデンシャルを正常に読み取りました。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

（String）

推奨処置

なし

credUpdateFailure
クレデンシャルの更新に失敗しました。最も可能性が高い原因は、クレデンシャルがセキュリティ

要件に合格しなかったことです（短すぎたり、クレデンシャルが以前使用されていたなど）。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

よりわかりやすい説明文が追加されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Credential Update Failure for（String）

推奨処置

（長さの要件などを確認して）このクレデンシャルの問題を特定し、再試行します。

credUpdateSuccess
クレデンシャルが正常に更新されました。

内容Cisco Unified Communications リ
リース

エラーメッセージが追加されました。7.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/IMS

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Credential Update success for（String）

推奨処置

なし
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DirSyncScheduledTaskOver
ディレクトリ同期オペレーションが開始されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

SchedulerID [String] TaskID [String]

推奨処置

なし

DirSyncSchedulerEngineStopped
DirSyncスケジューラエンジンが停止されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

DirSyncSchedulerVersion [String]

推奨処置

なし
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DirSyncNewScheduleInserted
DirSyncスケジューラに新しいスケジュールが挿入されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS/JAVAAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

EngineScheduleID [String]

推奨処置

なし

DRFLA2MAFailure
DRFローカルエージェントからマスターエージェントへの接続に問題があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
Manager リリース

CiscoDRFLA2MAFailureから名前が変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS/JAVAAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

Reason [String]

推奨処置

Master Agentが実行中でポートが認証されているかどうかを確認します。

DRFMA2LAFailure
マスターエージェントは、ローカルエージェントにバックアップ/復元要求を送信できませんで
した。

履歴

内容Cisco Unified Communications
Manager リリース

CiscoDRFMA2LAFailureから名前が変更されました。

説明文と推奨処置が変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS/JAVAAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Reason [String]

推奨処置

対応するローカルエージェントとマスターエージェントを再起動します。

CiscoDRFComponentRegistered
DRFにより、要求されたコンポーネントが正常に登録されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
Manager リリース

CiscoDRFComponentRegisteredから名前が変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

登録されたコンポーネントがバックアップまたは復元のオペレーションに必要かどうかを確認し

ます。

CiscoDhcpdRestarted
DHCPデーモンが正常に再起動されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Reason [String]
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推奨処置

なし

CiscoHardwareLicenseInvalid
無効または古いハードウェア上でのインストール。ライセンスファイルをアップロードできませ

ん。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

SNMPトラップ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

正しいハードウェアを入手し再インストールします。

CiscoLicenseFileInvalid
ライセンスファイルが無効です。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

SNMPトラップ
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パラメータ

Reason（String）

推奨処置

ライセンスファイルを再ホストします。

CMInitializationStateTime
指定された状態の初期化を完了するのに必要な時間を示します。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Initialization State [String] Initialization Time [String] Initialization Time in Milliseconds [UInt]

推奨処置

なし

CMIServiceStatus
CMIサービスは動作し正しく機能しています。CiscoUnified Serviceabilityアラーム定義カタログ。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCMIServiceStatusから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceabilityアラーム定義カタログ

CMIAlarmCatalog/CMI
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重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

イベントログ

SDI

パラメータ

Service Priority（String）

推奨処置

情報提供だけを目的としており、処置は必要ありません。

CMTotalInitializationStateTime
指定されたシステム全体の初期化状態を完了するのに必要な時間を示します。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Total Initialization Time [String] Total Initialization Time in Milliseconds [UInt]

推奨処置

なし

ConnectionToPDPInService
CiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）とポリシーデシジョンポイント（PDP）の間
で接続が正常に確立されました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager
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重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Policy Decision Point（String）

推奨処置

なし

CriticalEvent
プライマリファイルパスに書き込めませんでした。このアプリケーションによって監査イベント

が生成されます。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

AuditLog

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

推奨処置

プライマリファイルパスが有効であり、対応するドライブに十分なディスク領域があることを確

認します。また、このパスにデフォルトのログファイルパスと同等のセキュリティ権限があるこ

とも確認します。

CtiDeviceClosed
アプリケーションがデバイスをクローズしました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiDeviceClosedから名前が変更されました。8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Device Name（String）

RTP Address（String）

Reason code（Enum）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

関連トピック

CtiDeviceClosedの原因コードの Enum定義, （618ページ）

CtiDeviceClosed の原因コードの Enum 定義

定義値

不明0

要求を処理するための CallManagerサービスが利用できません。
CallManagerサービスがアクティブであることを確認します。Cisco
Unified CMの管理で Cisco Unified Serviceabilityの [コントロールセ
ンタ（Control Center）]を確認します（[ツール（Tools）] > [コント
ロールセンタの機能サービス（ControlCenter - FeatureServices）]）。

1

デバイスが Cisco Unified Communications Managerから登録解除され
ています。

2

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
618

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
CtiDeviceClosed



定義値

デバイスが Cisco Unified Communications Managerへのリホームに失
敗しました。デバイスが登録されていることを確認します。

3

デバイスは Unified CMデータベースから削除されています。4

デバイスを制御しているアプリケーションが接続をクローズしまし

た。

5

ルートポイントは別のアプリケーションによってすでに登録済みで

す。

6

CTIポートは別のアプリケーションによってすでに登録済みです。7

CTIポート/ルートポイントは、動的ポートメディア終端を使用し
てすでに登録済みです。

8

デバイスに対するソフトキーのイネーブルに失敗しました。デバイ

スが登録されていることを確認します。

9

複数のアプリケーションが、一致しないメディア機能を使用してデ

バイスを登録しました。

10

このデバイスは別のアプリケーションによってすでに制御されてい

ます。

11

デバイスで使用されているプロトコルはサポートされていません。12

デバイスで任意のアプリケーションによる制御が制限されていま

す。

13

デバイス情報を取得するためにデータベースと通信できません。14

デバイスはリセット中です。15

指定されたメディアタイプがサポートされていないため、デバイス

を登録できません。

16

サポートされていないデバイス設定です。17

デバイスはリセット中です。18

IPAddressモードは、Unified CMでの設定に一致しません。19
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CtiDeviceInService
デバイスのサービスが再開されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiDeviceInServiceから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiDeviceOpened
アプリケーションがデバイスをオープンしました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiDeviceOpenedから名前が変更されました。8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Device Name（String）

RTP Address（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiLineOpened
アプリケーションが回線をオープンしました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiLineOpenedから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL
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SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Directory Number（String）

Partition（String）

Device Name（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiLineOutOfService
回線がアウトオブサービスです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiLineOutOfServiceから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Directory Number（String）
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Device Name（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiProviderClosed
CTIアプリケーションがプロバイダーをクローズしました。IPアドレスは、アプリケーションの
IPアドレッシングモードに応じて、IPv4または IPv6のいずれかの形式で表示されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiProviderClosedから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Login User Id（String）

IPAddress（String）

IPV6Address（String）

Reason code（Enum）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。
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関連トピック

CtiProviderClosedの原因コードの Enum定義, （624ページ）

CtiProviderClosed の原因コードの Enum 定義

定義値

不明0

アプリケーションからのハートビートの欠落。原因としては、ネッ

トワーク接続の問題や、Unified CMノードの CPU使用率が高いこ
とが考えられます。Cisco Unified OSの管理ページからアプリケー
ションサーバホストに pingを実行して、Unified CMとアプリケー
ションの間の接続を確認し、接続が失われている場合は接続を確立

するための手順を実行します。また、アプリケーションサーバで

ネットワークの問題があるかどうかや、CPU使用率が高くなってい
るかどうかを確認し、問題があれば解決します。

1

予期せぬシャットダウン。アプリケーションが TCP接続を切断し
たことが考えられます。また、アプリケーションサーバでネット

ワークの問題があるかどうかや、CPU使用率が高くなっているかど
うかを確認し、問題があれば解決します。

2

プロバイダーをクローズすることをアプリケーションから要求3

プロバイダーのオープンの失敗。アプリケーションを初期化できま

せんでした。

4

ユーザの削除。アプリケーションに関連付けられているユーザが

Unified CMの管理ページから削除されています。
5

アプリケーションに関連付けられているSuperProvider権限が削除さ
れています。Unified CMの管理ページの [ユーザ管理（User
Management）] > [エンドユーザ（End User）]または [アプリケー
ションユーザ（Application User）]でユーザのユーザグループ設定
を確認します。ユーザを選択して、関連付けられている権限情報を

チェックします。

6

アプリケーションによる重複する証明書の使用。UnifiedCMの管理
ページの [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ CAPF
プロファイル（End User CAPF Profile）]/[アプリケーションユーザ
CAPFプロファイル（Application User CAPF Profile）]で、ユーザの
CAPFプロファイル設定を確認します。ユーザの CAPFプロファイ
ルを選択して、関連付けられている情報をチェックします。

7
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定義値

CAPF情報が利用できません。Unified CMの管理ページの [ユーザ
管理（UserManagement）] > [エンドユーザCAPFプロファイル（End
User CAPF Profile）]/[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル
（Application User CAPF Profile）]で、ユーザのCAPFプロファイル
設定を確認します。ユーザのCAPFプロファイルを選択して、関連
付けられている情報をチェックします。

8

証明書が改ざんされています。Unified CMの管理ページの [ユーザ
管理（UserManagement）] > [エンドユーザCAPFプロファイル（End
User CAPF Profile）]/[アプリケーションユーザ CAPFプロファイル
（Application User CAPF Profile）]で、ユーザのCAPFプロファイル
設定を確認します。ユーザのCAPFプロファイルを選択して、関連
付けられている情報をチェックします。

9

ユーザには、TLSを使用してCTIに接続する権限がありません。ア
プリケーションの設定とユーザのセキュリティ設定を検討し、TAPI
アプリケーションの場合は、[コントロールパネル（ControlPanel）]
> [電話とモデムのオプション（Phone and Modem Options）] > [詳細
設定（Advanced）] > [CiscoTSP] > [構成...（Configure...）] > [セキュ
リティ（Security）]の順に選択し、[CTIManagerへのセキュア接続
（Secure Connection to CTIManager）]“ ”をディセーブルにします。
JTAPIアプリケーションの場合は、[JTPrefs]で [セキュリティ
（Security）]を選択し、[セキュア接続を有効にする（Enable Secure
Connection）]“ ”をディセーブルにします。また、UnifiedCMの管理
ページの [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）]または [アプリケーションユーザ（ApplicationUser）]でユー
ザのユーザグループ設定をチェックします。ユーザを選択して、関

連付けられている権限情報を確認します。

11

標準のCTI使用権限が削除されました。アプリケーションに関連付
けられているユーザは、「“StandardCTI Enabled”」ユーザグループ
に属している必要があります。Unified CMの管理ページの [ユーザ
管理（UserManagement）] > [エンドユーザ（End User）]または [ア
プリケーションユーザ（Application User）]でユーザのユーザグ
ループ設定を確認します。ユーザを選択して、関連付けられている

権限情報をチェックします。

12

CtiProviderOpened
CTIアプリケーションが正常にプロバイダーをオープンしました。IPアドレスは、アプリケーショ
ンの IPアドレッシングモードに応じて、IPv4または IPv6のいずれかの形式で表示されます。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiProviderOpenedから名前が変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Login User Id（String）

Version Number（String）

IPAddress（String）

IPV6Address（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiDeviceOutofService
デバイスがアウトオブサービスです。

履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

kCtiDeviceOutofServiceから名前が変更されました。

重大度は「通知」から「情報」に変更されました。

8.0(1)
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

CtiLineClosed
アプリケーションが回線をクローズしました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiLineClosedから名前が変更されました。

重大度は「通知」から「情報」に変更されました。

8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL
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SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

パラメータ

Directory Number（String）

Partition（String）

Device Name（String）

Reason code（Enum）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

関連トピック

CtiLineClosedの原因コードの Enum定義, （628ページ）

CtiLineClosed の原因コードの Enum 定義

定義値

不明0

CallManager障害1

デバイスが Cisco Unified Communications Managerから登録解除され
ました。デバイスが登録するのを待ちます。

2

CTIは回線のリホームに失敗しました。デバイスが登録されている
ことを確認します。

3

未定義の回線です。原因としては、エクステンションモビリティ

ログインまたはログアウトのため、回線がそのデバイスでアクティ

ブでなくなっていることが考えられます。

4

デバイスが削除されました。5

デバイスを制御しているプロバイダーがクローズされています。6

デバイスで使用されているプロトコルはサポートされていません。7
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定義値

CTI Allow Controlがイネーブルになっていないため、アプリケー
ションはこの回線を制御できません。管理者は、回線をアプリケー

ションによって制御可能に制限しました。管理者の意図が、この回

線の制御を許可することである場合は、UnifiedCMの管理ページの
[コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory
Number）]で [CTIからデバイスを制御可能（Allow control of Device
from CTI）]というチェックボックスをオンにし、このアプリケー
ションによって制御する回線を選択します。

8

デバイスを登録できません。アプリケーションが指定したメディア

タイプはサポートされていません。

9

デバイスはリセット中です。この回線をオープンする前に、デバイ

スが登録されていることを確認してください。

10

サポートされていないデバイス設定です。11

CtiLineInService
回線はインサービスに復帰しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

kCtiLineInServiceから名前が変更されました。

重大度は「通知」から「情報」に変更されました。

8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ
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イベントログ

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

DatabaseDefaultsRead
データベースのデフォルト情報が正常に読み取られました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「通知」から「情報」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

なし

推奨処置

なし

DefaultDurationInCacheModified
キャッシュ中の認証期間のデフォルト値が、[サービスパラメータ（Service Parameter）]ページで
変更されています。通常これは、キャッシュ中の認証期間のデフォルト値が、[サービスパラメー
タ（Service Parameter）]ページで変更されていることを示します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS
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重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

推奨処置

なし

DeviceApplyConfigInitiated
デバイスでの設定の適用が開始されました。

このアラームは、システム管理者が Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）で [設定
の適用（ApplyConfig）]ボタンを押した場合に発生します。[設定の適用（ApplyConfig）]ボタン
は、条件付き再起動をサポートしているデバイス上で、条件付き再起動を開始します。このボタ

ンは、そのデバイスに該当するいずれかの設定が変更されているかどうかを判断するようシステ

ムにトリガーします。設定変更を動的に適用できる場合、サービスを中断せずに適用されます。

変更を適用するためにUnified CMへの再登録が必要な場合は、再登録が自動的に行われます。変
更を適用するために再起動が必要な場合は、デバイスが自動的に再起動されます。デバイスのロー

ド IDが変化した場合、デバイスは新しいファームウェアのバックグラウンドでのダウンロードを
開始します。新しいファームウェアは、すぐに適用されるか、後で適用されます。条件付き再起

動をサポートしていない電話機やデバイスでは、[設定の適用（ApplyConfig）]をクリックすると
デバイスが再起動されます。

重大度（Severity）

情報(Informational)

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

パラメータ

Device name（String）

Product type（String）

Device type（Enum）
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デバイスタイプの Enum 定義

• 493—CISCO_9971

推奨処置

なし

DeviceApplyConfigResult
Cisco IP Phoneの設定が適用されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

DeviceApplyConfigResultが CallManagerアラーム定義の電話機カ
タログに追加されました。

7.1

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/Phone

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

DeviceName（String）

IPAddress（String）

UnifiedCM_Result（String）

Phone_Result（String）

Reason（String）

推奨処置

特に対処の必要はありません。

DeviceDnInformation
デバイスに関連付けられているディレクトリ番号のリストです。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Device Name [String] Device type.[Optional] [Enum]Station Desc [String] Station Dn [String]

推奨処置

なし

関連トピック

DeviceDnInformationの DeviceType Enum定義, （633ページ）

DeviceDnInformation の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

CISCO_ATA_18612
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デバイスタイプコード

SCCP_PHONE20

STATION_PHONE_APPLICATION21

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS_T141

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_PHONE61

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_PORT72

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90
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デバイスタイプコード

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

CISCO_7941115

CISCO_7971119

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335
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デバイスタイプコード

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032
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デバイスタイプコード

IP_STE30035

DeviceImageDownloadStart
Cisco IP Phoneでファームウェアロード（イメージ）のダウンロードが開始されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

DeviceImageDownloadStartがCallManagerアラーム定義の電話機カ
タログに追加されました。

7.1

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/Phone

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

代替 syslog

データコレクタ

パラメータ

DeviceName（String）

IPAddress（String）

Active（String）

RequestedLoadId（String）

推奨処置

特に対処の必要はありません。
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DeviceImageDownloadSuccess
Cisco IP Phoneのイメージが正常にダウンロードされました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

•ルーティングリストが追加されました。

•パラメータが更新されました。

• Methodの Enum定義が追加されました。

8.1(5)

DeviceImageDownloadSuccessが CallManagerアラーム定義の電話
機カタログに追加されました。

7.1

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/Phone

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

代替 syslog

データコレクタ

パラメータ

DeviceName（String）

IPAddress（String）

Method（Enum）

Active（String）

Inactive（String）

Server from which the firmware was downloaded（String）
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推奨処置

特に対処の必要はありません。

関連トピック

DeviceImageDownloadSuccessのMethodの Enum定義, （639ページ）

DeviceImageDownloadSuccess の Method の Enum 定義

定義値

TFTP1

HTTP2

PPID3

DeviceRegistered
デバイスが Cisco Unified Communications Managerに正常に登録されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

次の情報が更新されました。

•パフォーマンスモニタオブジェクトタイプの Enum定義

8.5(1)

次の情報が更新されました。

•パフォーマンスモニタオブジェクトタイプの Enum定義

•デバイスタイプの Enum定義

8.0(1)

次のパラメータが IPv6に追加されました。
IPV6Address[Optional].[String]、IPAddressAttributes[Optional].[Enum]、
IPV6AddressAttributes [Optional].[Enum]、および ActiveLoadId
[Optional].[String]。

7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

データコレクタ

SNMPトラップ

パラメータ

Device name.[String]

Device MAC address [Optional].[String]

Device IP address [Optional].[String]

Protocol.[String]

Device description [Optional].[String]

User ID [Optional].[String]

Load ID.[Optional][String]

Associated directory numbers.[Optional].[String]

Performance monitor object type[Enum]

Device type.[Optional][Enum]

Configured GateKeeper Name [Optional].[String]

Technology Prefix Name [Optional].[String]

Zone Information [Optional].[String]

Alternate Gatekeeper List [Optional].[String]

Active Gatekeeper [Optional].[String]

Call Signal Address [Optional].[String]

RAS Address [Optional].[String]

IPV6Address[Optional].[String]

IPAddressAttributes[Optional].[Enum]

IPV6AddressAttributes [Optional].[Enum]

ActiveLoadId [Optional].[String]

InactiveLoadId [Optional].[String]
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推奨処置

なし

関連トピック

DeviceRegisteredのパフォーマンスモニタ ObjTypeの Enum定義, （641ページ）
DeviceRegisteredの DeviceType Enum定義, （642ページ）
DeviceRegisteredの IPAddrAttributes Enum定義, （644ページ）
DeviceRegisteredの IPV6AddrAttributes Enum定義, （645ページ）

DeviceRegistered のパフォーマンスモニタ ObjType の Enum 定義

理由コード

Cisco CallManager1

Cisco Lines3

Cisco H.3234

Cisco MGCP Gateway5

Cisco MOH Device6

Cisco Analog Access7

Cisco MGCP FXS Device8

Cisco MGCP FXO Device9

Cisco MGCP T1CAS Device10

Cisco MGCP PRI Device11

Cisco MGCP BRI Device12

Cisco MTP Device13

Cisco Transcode Device14

Cisco SW Conference Bridge Device15

Cisco HW Conference Bridge Device16

Cisco Locations17

Cisco Gatekeeper18

Cisco CallManager System Performance19
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理由コード

Cisco Video Conference Bridge Device20

Cisco Hunt Lists21

Cisco SIP22

Cisco Annunciator Device23

Cisco QSIG Features24

Cisco SIP Stack25

Cisco Presence Features26

Cisco WSMConnector27

Cisco Dual-Mode Mobility36

Cisco SIP Station29

Cisco Mobility Manager30

Cisco Signaling31

Cisco Call Restriction32

外部コール制御33

Cisco SAF Client34

IME Client35

IME Client Instance36

DeviceRegistered の DeviceType Enum 定義

理由コード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40
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理由コード

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121
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理由コード

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

DeviceRegistered の IPAddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv4アドレスの用途を通知しません
でした。

0
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理由コード

Administrative only：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用の通
信（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しまし
た。

1

Signal only：デバイスは、この IPv4アドレスが制御シグナリングの
みで使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv4アドレスが管理用
の通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用される
ことを通知しました。

3

DeviceRegistered の IPV6AddrAttributes Enum 定義

理由コード

Unknown：デバイスは、この IPv6アドレスの用途を通知しません
でした。

0

Administrative only：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用の通
信（Webインターフェイス）のみで使用されることを通知しまし
た。

1

Signal only：デバイスは、この IPv6アドレスが制御シグナリングの
みで使用されることを通知しました。

2

Administrative and signal：デバイスは、この IPv6アドレスが管理用
の通信（Webインターフェイス）と制御シグナリングで使用される
ことを通知しました。

3

DeviceResetInitiated
示されるデバイスでデバイスリセットが開始されました。

このアラームは、CscoUnifiedCMの管理ページの [リセット（Reset）]ボタンでデバイスがリセッ
トされた場合に発生します。リセットを行うと、デバイスがシャットダウンし、インサービス状

態に戻ることがあります。デバイスをリセットできるのは、デバイスがCiscoUnifiedCommunications
Managerに登録されている場合だけです。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

• DeviceTypeの Enum定義が更新されました。

•パラメータ Product type [String]が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Device name [Optional].[String] Device type.[Optional] [Enum] Product type [String]

推奨処置

なし

関連トピック

DeviceResetInitiatedの DeviceType Enum定義, （646ページ）

DeviceResetInitiated の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843
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デバイスタイプコード

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124
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デバイスタイプコード

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

DeviceRestartInitiated
指定のデバイスで、デバイスの再起動が開始されたか、設定の適用が開始されました。

このアラームは、CiscoUnifiedCMの管理ウィンドウの [リスタート（Restart）]ボタンでデバイス
を再起動した場合か、条件付き再起動がサポートされていないデバイスに対してシステム管理者

が [設定の適用（Apply Config）]ボタンを押した場合に発生します。再起動すると、デバイスは
シャットダウンせずに登録解除され、更新された設定を受信し、Cisco Unified Communications
Manager（Unified CM）に再登録します。デバイスを再起動できるのは、デバイスが Unified CM
に登録されている場合だけです。
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履歴

内容Cisco Unified Communications リ
リース

• DeviceTypeの Enum定義が更新されました。

•パラメータ Product type [String]が追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Device name [Optional].[String] Device type.[Optional] [Enum] Product type [String]

推奨処置

なし

関連トピック

DeviceRestartInitiatedの DeviceType Enum定義, （649ページ）

DeviceRestartInitiated の DeviceType Enum 定義

デバイスタイプコード

CISCO_VGC_PHONE10

CISCO_VGC_VIRTUAL_PHONE11

ANALOG_ACCESS30

DIGITAL_ACCESS40

DIGITAL_ACCESS+54

DIGITAL_ACCESS_WS-X660843
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デバイスタイプコード

ANALOG_ACCESS_WS-X662447

VGC_GATEWAY48

CONFERENCE_BRIDGE50

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE51

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_HDV252

CONFERENCE_BRIDGE_HARDWARE_WS-SVC-CMM53

H323_GATEWAY62

MUSIC_ON_HOLD70

DEVICE_PILOT71

CTI_ROUTE_POINT73

VOICE_MAIL_PORT80

SOFTWARE_MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV283

CISCO_MEDIA_SERVER84

CISCO_VIDEO_CONFERENCE_BRIDGE85

ROUTE_LIST90

LOAD_SIMULATOR100

MEDIA_TERMINATION_POINT110

MEDIA_TERMINATION_POINT_HARDWARE111

MEDIA_TERMINATION_POINT_HDV2112

MEDIA_TERMINATION_POINT_WS-SVC-CMM113

MGCP_STATION120

MGCP_TRUNK121

GATEKEEPER122

7914_14_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE124
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デバイスタイプコード

TRUNK125

TONE_ANNOUNCEMENT_PLAYER126

SIP_TRUNK131

SIP_GATEWAY132

WSM_TRUNK133

REMOTE_DESTINATION_PROFILE134

7915_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE227

7915_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE228

7916_12_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE229

7916_24_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE230

CKEM_36_BUTTON_LINE_EXPANSION_MODULE232

UNKNOWN_MGCP_GATEWAY254

UNKNOWN255

ANALOG_PHONE30027

ISDN_BRI_PHONE30028

SCCP_GATEWAY_VIRTUAL_PHONE30032

DirSyncScheduleInsertFailed
DirSyncスケジュールの挿入に失敗しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション
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重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

ScheduleID [String]

推奨処置

DirSync設定およびログを確認します。

DirSyncSchedulerEngineStarted
DirSyncスケジューラエンジンが開始されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

DirSyncSchedulerVersion [String]

推奨処置

なし

DRFBackupCompleted
DRFバックアップが正常に完了しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

イベントログ
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システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

バックアップ操作が正常に完了したことを確認します。

DRFRestoreCompleted
DRF復元が正常に完了しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

イベントログ

システムログ

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

復元操作が正常に完了したことを確認します。

DRFSchedulerUpdated
機能が登録解除されたため、DRFでスケジュールされたバックアップ設定が自動的に更新されま
す。

履歴

内容Cisco Unified Communications
Manager リリース

CiscoDRFSchedulerUpdatedから名前が変更されました。8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DRF_LOCALおよび CCM_DRF_MASTER/DRF

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DRF

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Reason（String）

推奨処置

新しい設定がバックアップまたは復元のオペレーションに適しているかどうかを確認します。

EMAppStarted
EMアプリケーションが正常に起動されました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

パラメータ

Servlet Name（String）

推奨処置

処置は不要です。

EMCCUserLoggedIn
EMCCログインに成功しました。
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

Login Date/Time（String）

Login UserID（String）

推奨処置

なし

EMCCUserLoggedOut
EMCCログアウトに成功しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/EMAlarmCatalog

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

システムログ

イベントログ

パラメータ

Device Name（String）

Login Date/Time（String）

UserID（String）
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推奨処置

なし

EndPointResetInitiated
このアラームは、CscoUnifiedCMの管理ページの [リセット（Reset）]ボタンでデバイスがリセッ
トされた場合に発生します。リセットを行うと、デバイスがシャットダウンし、インサービス状

態に戻ります。デバイスをリセットできるのは、デバイスがCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録されている場合だけです。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

代替 syslog

パラメータ

Device name（String）

Product type（String）

Device type（Enum）

推奨処置

情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

関連トピック

EndPointResetInitiatedのデバイスタイプの Enum定義, （656ページ）

EndPointResetInitiated のデバイスタイプの Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2
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定義値

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369
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定義値

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007
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定義値

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

P_STE30035 I

EndPointRestartInitiated
指定のデバイスで、デバイスの再起動が開始されたか、設定の適用が開始されました。

このアラームは、CiscoUnifiedCMの管理ウィンドウの [リスタート（Restart）]ボタンでデバイス
を再起動した場合か、条件付き再起動がサポートされていないデバイスに対してシステム管理者

が [設定の適用（Apply Config）]ボタンを押した場合に発生します。再起動を行うと、デバイス
は、シャットダウンせずに登録解除され、更新された設定ファイルを受信し、Cisco Unified
CommunicationsManager（UnifiedCM）に再登録します。デバイスを再起動できるのは、デバイス
が Unified CMに登録されている場合だけです。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

代替 syslog

パラメータ

Device name（String）

Product type（String）

Device type（Enum）
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推奨処置

情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

関連トピック

EndPointRestartInitiatedのデバイスタイプの Enum定義, （660ページ）

EndPointRestartInitiated のデバイスタイプの Enum 定義

定義値

CISCO_30SP+1

CISCO_12SP+2

CISCO_12SP3

CISCO_12S4

CISCO_30VIP5

CISCO_79106

CISCO_79607

CISCO_79408

CISCO_79359

CISCO_ATA_18612

SCCP_PHONE20

H323_PHONE61

CTI_PORT72

CISCO_7941115

CISCO_7971119

UNKNOWN255

CISCO_7989302

CISCO_7911307

CISCO_7941G_GE308

CISCO_7961G_GE309
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定義値

MOTOROLA_CN622335

BASIC_3RD_PARTY_SIP_DEVICE336

CISCO_7931348

CISCO_UNIFIED_COMMUNICATOR358

CISCO_7921365

CISCO_7906369

ADVANCED_3RD_PARTY_SIP_DEVICE374

CISCO_TELEPRESENCE375

CISCO_7962404

CISCO_3951412

CISCO_7937431

CISCO_7942434

CISCO_7945435

CISCO_7965436

CISCO_7975437

CISCO_3911446

CISCO_UNIFIED_MOBILE_COMMUNICATOR468

CISCO_TELEPRESENCE_1000478

CISCO_TELEPRESENCE_3000479

CISCO_TELEPRESENCE_3200480

CISCO_TELEPRESENCE_500481

CISCO_7925484

CISCO_9971493

CISCO_6921495
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定義値

CISCO_6941496

CISCO_6961497

CISCO_790520000

CISCO_792030002

CISCO_797030006

CISCO_791230007

CISCO_790230008

CISCO_IP_COMMUNICATOR30016

CISCO_796130018

CISCO_793630019

IP_STE30035

EndThrottlingCallListBLFSubscriptions
CallManagerは、CallListBLFサブスクリプションを制御した後で、その受け入れを再開しました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「警告」から「情報」に変更されました。8.0(1)

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

EndThrottlingCallListBLFSubscriptionsActive External Presence Subscriptions [UInt] CallList BLF
Subscriptions Throttling Threshold [UInt] CallList BLF Subscriptions Resume Threshold [UInt] TimeDuration

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
662

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
EndThrottlingCallListBLFSubscriptions



Of Throttling CallList BLF Subscriptions [UInt] Number of CallList BLF Subscriptions Rejected Due To
Throttling [UInt] Total End Throttling CallList BLF Subscriptions [UInt]

推奨処置

CallList BLFサブスクリプションのより高い要求を満たすために CPUおよびメモリリソースを使
用できるかどうかを判断します。使用できる場合、CallListBLFSubscriptionsThrottlingThresholdを
増加し、それに応じて CallListBLFSubscriptionsResumeThresholdも増加します。使用できない場
合、要求を満たすようにシステムリソースを増加します。

IDSEngineDebug
IDSデータベースエンジンからのデバッグイベントを示します。このアラームは、IDSデータ
ベースエンジンからの低レベルデバッグ情報を提供します。システム管理者は、このアラームを

無視できます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

重大度は「デバッグ」から「情報」に変更されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Event Class ID [String] Event class message [String] Event Specific Message [String]

推奨処置

なし
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IDSEngineInformation
エラーは発生していませんが、あるルーチンイベントが IDSデータベースエンジンで完了しまし
た。このアラームは、情報提供を目的としています。エラーは発生していませんが、あるルーチ

ンイベントが IDSデータベースエンジンで完了しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_DB_LAYER-DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Event Class ID [String] Event class message [String] Event Specific Message [String]

推奨処置

なし

IDSReplicationInformation
IDSの複製に関する情報です。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

推奨処置のコメントが追加されました。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

DB

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/DB

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

Event Class ID [String]

Event class message [String]

Event Specific Message [String]

推奨処置

情報提供のみです。特に対処の必要はありません。

IPMAInformation
IPMAに関する情報です。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

なし

IPMAStarted
IPMAアプリケーションが正常に起動されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

なし

ITLFileRegenerated
新しい ITLファイルが生成されました。通常これは、ITLFileに関連する新しい証明書が変更され
たことを意味します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

推奨処置

なし。

kANNICMPErrorNotification
ANNストリームにインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）ポート到達不能エラーが
発生しました。アナウンス RTPストリームに ICMPポート到達不能エラーが発生しました。スト
リームは停止されました。この ICMPエラーは、宛先エンドポイントでパケットを受信するため
の UDP/RTPポートがオープンされていないことによるものです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

パラメータリストが更新されました。8.0.1
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Destination IP Address [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。これは、接続が停止またはリダイレクトされるときに発生するこ

とがあります。

kCFBICMPErrorNotification
CFBストリームに ICMPエラーが発生しました。SW CFB RTPストリームに ICMPポート到達不
能エラーが発生しました。ストリームは停止されました。この ICMPエラーは、宛先エンドポイ
ントでパケットを受信するためのUDP/RTPポートがオープンされていないことによるものです。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが削除されました。

Call ID [ULong] Party ID [ULong] IP Port [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms
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重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Destination IP Address [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。これは、接続が停止またはリダイレクトされるときに発生するこ

とがあります。

kReadCfgIpTosMediaResourceToCmNotFound
IP Type-of-Service Media Resource To Call Manager値が見つかりません。IP Type-of-Service Media
Resource To Call Managerサービスパラメータ値がデータベースで見つかりませんでした。この値
は、CS3（優先順位 3）DSCP（011000）ではデフォルトで 0x60に設定されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスの IP Type-of-Service Media Resource To Call Manager
サービスパラメータ値を設定します。
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kDeviceMgrLockoutWithCallManager
Cisco Unified Communications Managerはロックアウトされています。指定の Cisco Unified
CommunicationsManagerは、制御メッセージへの応答に失敗しました。Cisco Unified CMへの TCP
制御接続が一時停止されています。このため、別の Cisco Unified CMが利用可能であればそれに
切り替わり、利用できなければデバイスは使用不能になります。CPUリソースが不足しているか、
Cisco Unified CMサーバでその他のエラー状態が発生している可能性があります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

重大度は「エラー」から「情報」に変更されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

Cisco Unified Communications Managerサービスのステータスを確認します。Cisco Unified CMサー
ビスまたは Cisco Unified CMサーバの再起動が必要な場合があります。

kDeviceMgrRegisterWithCallManager
Cisco Unified Communications Managerへの登録です。指定された Cisco Unified Communications
Managerにソフトウェアメディアデバイスが登録されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

なし

kDeviceMgrThreadWaitFailed
デバイスマネージャスレッドで waitコールに失敗しました。イベント待ちのシステム要求中に
エラーが報告され、メディアデバイスが再起動されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「情報」に変更されました。

•次のパラメータが追加されました。

◦ OS Error Code [Int]

◦ OS Error Description [String]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Trace Name [String]

OS Error Code [Int]

OS Error Description [String]

推奨処置

なし

kDeviceMgrUnregisterWithCallManager
CiscoUnifiedCommunicationsManagerからの登録解除です。指定されたCiscoUnifiedCommunications
Managerからメディアデバイスが登録解除されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)
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内容Cisco Unified Communications
リリース

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Trace Name [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。メディアデバイスは自動的に再登録します。

kIPVMSStarting
Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスが開始されています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

ProcessID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Version [String] IPAddress [String] Hostname [String] ServiceName [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。

kIPVMSStopping
Cisco IP音声メディアストリーミングアプリケーションがシャットダウンされています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

ProcessID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Version [String] IPAddress [String] Hostname [String] ServiceName [String]
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推奨処置

特に対処の必要はありません。

kMOHICMPErrorNotification
MOHストリームに ICMPエラーが発生しました。Music-on-Hold送信ストリームに ICMPポート
到達不能エラーが発生しました。ストリームは停止されました。コール終了シーケンスによって

時折発生することがあります。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

次のパラメータが削除されました。

Call ID [ULong] Party ID [ULong] IP Port [ULong]

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Destination IP Address [String]

推奨処置

特に対処の必要はありません。
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kMOHMgrThreadWaitFailed
MOHマネージャスレッドでの waitコールの失敗。非同期イベントシグナリングを待っている間
に、Music-on-Holdオーディオマネージャサブコンポーネントでエラーが発生しました。MOHデ
バイスは再起動されます。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「情報」に変更されました。

• OS Error Description（String）パラメータが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

OS Error Description（String）

推奨処置

特に対処の必要はありません。

kMOHMgrIsAudioSourceInUseThisIsNULL
MOHオーディオマネージャで同期エラーが検出されました。同期エラーが検出されました。こ
の状態は自動的に解決されました。
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履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

特に対処の必要はありません。

kMOHRewindStreamControlNull
非アクティブなMOHオーディオソースを巻き戻そうとしました。非アクティブなMusic-on-Hold
オーディオソースを巻き戻しまたは再起動しようとしました。この操作は無視されています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「情報」に変更されました。

• Audio Source ID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Codec Type [String]

推奨処置

なし

kMOHRewindStreamMediaPositionObjectNull
再生中でないMOHオーディオソースの巻き戻しエラーです。再生中でないMusic-on-Hold wav
ファイルを巻き戻しまたは再起動しようとしました。この操作は無視されています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

•重大度は「エラー」から「情報」に変更されました。

• Audio Source ID [ULong]パラメータが削除されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms
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重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Codec Type [String]

推奨処置

なし

kMTPDeviceStartingDefaults
MTPデバイスの 1つ以上の Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスパラメータ設定がデータ
ベースに見つかりませんでした。アラームにはデフォルト値が含まれています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

Windows向けに追加されました。3.xおよび 4.x

廃止されました。7.0(1)

このアラームは 8.0(1)で使用できます。

MTP Run Flag（String）パラメータが追加されました。

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

MTP Run Flag（String）

推奨処置

MTPデバイスのサービスパラメータを設定します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
678

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
kMTPDeviceStartingDefaults



kReadCfgMOHEnabledCodecsNotFound
有効なMOHコーデックが見つかりません。コーデック選択のためのMusic-on-Holdサービスパ
ラメータをデータベースから読み込むことができませんでした。デフォルトで G.711 mu-lawコー
デックが使用されます。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_MEDIA_STREAMING_APP-IPVMS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

Cisco IP Voice Media Streaming AppサービスのMusic-on-Holdサービスパラメータ値を設定しま
す。

LoadShareDeActivateTimeout
DeActivateLoadShare確認応答の待機中に、タイムアウトが発生しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

LogFileSearchStringFound
検索文字列がログファイル中に見つかりました。Trace & Log Centralにより、ユーザが設定した
検索文字列が見つかりました。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCT-LPMTCT

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/LpmTct

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

SearchString [String]

推奨処置

システム管理者が、アラート生成時刻前後のトレース収集に関心がある場合、Trace & Log Central
を使用してそのサービスのトレースを収集します。

MaxHoldDurationTimeout
Maximum Hold Duration Timerサービスパラメータで指定された時間が経過したため、保留中の
コールがクリアされました。許可される保留期間が短すぎる場合は、値を大きくします。保留中

のコールの期間について制限を設けない場合は、制限をディセーブルにします。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

次のパラメータが追加されました。

• Originating Device Name（String）

• Destination Device Name（String）

• Hold start time（UInt）

• Hold stop time（UInt）

• Calling Party Number（String）

• Called Party Number（String）

8.0(1)

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
680

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
MaxHoldDurationTimeout



Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Maximum Hold Duration（minutes） [Int]

Originating Device Name（String）

Destination Device Name（String）

Hold start time（UInt）

Hold stop time（UInt）

Calling Party Number（String）

Called Party Number（String）

推奨処置

保留時間の期間が短すぎる場合は、Cisco CallManagerのサービスパラメータを大きくするか、
Maximum Hold Duration Timerパラメータにゼロを設定して最大期間をディセーブルにします。

PermissionDenied
このプロセスにはこの操作を実行する権限がないため、この操作を完了できませんでした。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

なし

推奨処置

なし
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PktCapServiceStarted
パケットキャプチャサービスが開始されました。Cisco Unified Communications Managerサーバで
パケットキャプチャ機能がイネーブルにされました。パケットキャプチャを行うには、Cisco
CallManagerサービスパラメータ Packet Capture Enableを Trueに設定する必要があります。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

PktCapServiceStopped
パケットキャプチャサービスが停止されました。Cisco Unified Communications Managerサーバで
パケットキャプチャ機能がディセーブルにされました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

PktCapOnDeviceStarted
パケットキャプチャがデバイス上で開始されました。パケットキャプチャがデバイス上で有効に

なっていることが示されました。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Device Name [String] Packet Capture Mode [String] Packet Capture Duration [String]

推奨処置

なし

PktCapOnDeviceStopped
パケットキャプチャがデバイス上で停止されました。パケットキャプチャがデバイス上で無効に

なっていることが示されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Device Name [String] Packet Capture Mode [String] Packet Capture Duration [String]

推奨処置

なし

PublicationRunCompleted
パブリッシュされた DIDパターンのパブリケーションの完了。

このアラームは、Unified CMが DIDパターンの IMEネットワークへのパブリケーションを完了
したときに生成されます。
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

推奨処置

このアラームは、履歴および情報目的で通知されます。システムが動作しており、IMEネットワー
クに正しく番号をパブリッシュしているというフィードバックを与えるために使用できます。ま

た、トラブルシューティング目的でも使用できます。いずれかのパブリッシュが何らかの理由で

失敗する場合、アラームには、パブリッシュされなかった番号のリストが格納されます。ユーザ

がコールを受信し、ユーザが IP上にないものの、IP上にあるべきだと考えられる場合、これらの
アラームの履歴を参照して、その番号がネットワークへのパブリッシュに失敗しているかどうか

を確認できます。

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Start time（String）

End time（String）

DID count（UInt）

Failed DID count（UInt）

Failed DIDs（String）

RedirectCallRequestFailed
CTIManagerはコールをリダイレクトできません。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CtiManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL
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ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Directory Number（String）

Partition（String）

推奨処置

このアラームは情報提供だけを目的としているため、処置は必要ありません。

RollBackToPre8.0Disabled
8.0よりも前のリリースにロールバックする機能が、[エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameter）]ページでディセーブルにされました。一般にこれは、8.0よりも前のリリースにロー
ルバックする機能が、[エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameter）]ページで変更され
ていることを意味します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

推奨処置

なし。

RollBackToPre8.0Enabled
8.0よりも前のリリースにロールバックする機能が、[エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameter）]ページでイネーブルにされました。
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Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

推奨処置

なし。

RouteRemoved
ルートが自動的に削除されました。

このアラームは、UCManagerがそのルーティングテーブルからルートを削除するときに生成され
ます。ルートが削除されるのは、ルートが古く期限切れとなったか、そのドメインでその番号が

到達不能になったことが遠端から通知された場合です。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

E.164 number（String）

Domain name（String）

Route learned time（String）

Reason Code（Enum）
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推奨処置

このアラームは、履歴および情報目的で通知されます。特定の番号がルーティングテーブルにあ

る理由や、他の番号がない理由を理解するのに役立ちます。この履歴情報は、特定の番号へのコー

ルが IP上で行われることが期待される場合にそうならない理由を判断するのに役立ちます。

関連トピック

RouteRemovedの原因コードの Enum定義, （687ページ）

RouteRemoved の原因コードの Enum 定義

定義値

期限切れ1

到達不要2

SAFPublishRevoke
CLIコマンドにより、指定したサービス IDまたはサブサービス IDに対するパブリッシュ動作が
取り消されました。

システム管理者が、SAFフォワーダルータ上でCLIコマンドを実行し、このアラームが示すサー
ビス IDまたはサブサービス IDに対するパブリッシュ動作を取り消しました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Client Handle（String）

Service ID（UInt）

Sub Service ID（UInt）
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InstanceID1（UInt）

InstancID2（UInt）

InstanceID3（UInt）

InstanceID4（UInt）

推奨処置

情報提供だけを目的としているので、処置は必要ありません。

SAFUnknownService
パブリッシュの取り消しまたは撤回メッセージ内のサービス IDが、UnifiedCMによって認識され
ません。

Unified CMは Publish RevokeメッセージまたはWithdrawメッセージを SAFフォワーダから受信
しましたが、メッセージ内のサービス IDは Unified CMによって認識されませんでした。Unified
CMは、パブリッシュ取り消しCLIコマンド内でサービス IDを間違えて入力した場合や、サービ
スが以前撤回されている場合に、サービス IDを認識しないことがあります。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

ルーティングリスト

SDL

SDI

システムログ

イベントログ

パラメータ

Client Handle（String）

Service ID（UInt）

Sub Service ID（UInt）

InstanceID1（UInt）

InstancID2（UInt）

InstanceID3（UInt）

InstanceID4（UInt）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
688

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
SAFUnknownService



推奨処置

なし

SecurityEvent
プライマリファイルパスに書き込めませんでした。このアプリケーションによって監査イベント

が生成されます。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

AuditLog

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

推奨処置

プライマリファイルパスが有効であり、対応するドライブに十分なディスク領域があることを確

認します。また、このパスにデフォルトのログファイルパスと同等のセキュリティ権限があるこ

とも確認します。

ServiceActivated
このサービスはアクティブになっています。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Service Name（String）

推奨処置

なし
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ServiceDeactivated
このサービスは非アクティブになっています。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_SERVICEMANAGER-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Service Manager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Service Name（String）

推奨処置

なし

ServiceStarted
サービスが起動されました。

履歴

内容Cisco Unified Communications
Manager リリース

IPv6Address[Optional][String]パラメータが追加されました。7.1

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CBB-GENERIC

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

情報（6）
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パラメータ

IP Address of hosting node（String）

IPV6Address[Optional]（String）

Host name of hosting node（String）

Service Name（String）

Version Information（String）

推奨処置

なし

ServiceStopped
サービスが停止されました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/汎用

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

IP Address of hosting node（String）

Host of hosting node.（String）

Service（String）

推奨処置

なし

SoftwareLicenseValid
有効なソフトウェアライセンスが Cisco IP Voice Media Streaming Appサービスによって検出され
ました。

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/IpVms

重大度（Severity）

INFORMATIONAL
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ルーティングリスト

SDI

イベントログ

推奨処置

処置は不要です。この情報メッセージは、アラーム SoftwareLicenseNotValidがクリアされること
を示します。

StationAlarm
端末デバイスが、このアラームを生成するためにデバイスからのコンジットとして機能するCisco
Unified Communications Managerにアラームを送信しました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Protocol [String] TCP ProcessID [String] Device Text [String] Param1 [UInt] Param2 [UInt]

推奨処置

このアラームによって渡されるデバイスタイプと情報を参照し、適切な処置を決定します。

StationConnectionError
端末デバイスは、このアラームで示される理由により、そのCiscoUnifiedCommunicationsManager
との接続を閉じています。

履歴

内容Cisco Unified Communications
リリース

• Reason Code[Enum]パラメータが追加されました。

• Reason Codeテーブルの Enum定義が追加されました。

8.0(1)
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/CallManager

重大度（Severity）

情報(Informational)

パラメータ

Device Name [String]

Reason Code[Enum]

関連トピック

StationConnectionErrorの原因コードの Enum定義, （693ページ）

StationConnectionError の原因コードの Enum 定義

理由コード

deviceInitiatedReset：デバイスがリセットを開始しました。電源の再投入や内部
エラーが考えられます。処置は不要です。デバイスは自動的に再登録します。

0

sccpDeviceThrottling：（SCCPのみ）アラームで示される SCCPデバイスは、
SCCPデバイスあたりに許可されている最大イベント数を超えました。イベン
トとして、電話のコール、キープアライブメッセージ、または超過 SCCPや非
SCCPメッセージを使用できます。許可される最大イベント数は、Cisco
CallManagerサービスパラメータMax Events Allowedで制御されます。あるデ
バイスが、このサービスパラメータで設定されている数を超えると、Unified
CMはそのデバイスに対する TCP接続を閉じます。通常はその後に、自動で再
登録が行われます。このアクションは、Unified CMで悪意のある攻撃を停止す
るため、または過度のCPU使用を防ぐための試行です。処置は不要です。デバ
イスは自動的に再登録します。

1

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
693

Cisco Unified Serviceability のアラームと CiscoLog メッセージ
StationConnectionError



理由コード

keepAliveTimeout：UnifiedCMはデバイスからKeepAliveメッセージを受信しま
せんでした。考えられる原因としては、デバイスの停電、ネットワークの停電、

ネットワークの設定エラー、ネットワーク遅延、パケットドロップ、パケット

破損が挙げられます。また、Unified CMノードで CPUの使用率が高くなった
場合にも、このエラーが発生することがあります。デバイスの電源が投入され

ていて稼働していることと、デバイスとUnifiedCMの間のネットワーク接続、
CPU使用率が安全な範囲にあることを確認します（これは、RTMTを使用し、
CPU Pegging Alertを通じてモニタできます）。処置は不要です。デバイスは自
動的に再登録します。

2

dbChangeNotify：ApplyConfigコマンドが Unified CMの管理ページから実行さ
れ、その結果登録が解除されました。処置は不要です。デバイスは自動的に再

登録します。

3

deviceRegistrationSuperceded：初期デバイス登録要求を受信しましたが、新しい
登録要求を受信する前にまだ認証が完了していません。初期登録要求は廃棄さ

れ、再登録が正常に処理されます。処置は不要です。デバイスは自動的に再登

録します。

4

推奨処置

なし

TestAlarmAppliance
アプライアンス OSベースのサーバだけに対するテストアラームです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし
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TestAlarmInformational
情報アラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

情報（6）

推奨処置

なし

TVSCertificateRegenerated
TVSサーバの証明書が再生成されました。通常これは、TVSの証明書が再生成されたことを意味
します。TVSサーバは自動的に再起動します。

Cisco Unified Serviceability アラームカタログ

System/TVS

重大度（Severity）

INFORMATIONAL

ルーティングリスト

SDI

イベントログ

データコレクタ

システムログ

推奨処置

なし。

UserAlreadyLoggedIn
ユーザはすでにログインしています。
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ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

UserID [String]

推奨処置

なし

UserLoggedOut
ユーザがログアウトしました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

UserID [String]

推奨処置

なし

UserLoginSuccess
ユーザが正常にログインしました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_TCD-TCD
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Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

CallManager/TCD SRV

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

UserID [String]

推奨処置

なし

WDInformation
WebDialerに関する情報アラームです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション

重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

なし

WDStarted
WebDialerアプリケーションが正常に起動されました。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_JAVA_APPS-TOMCATAPPLICATIONS

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/Javaアプリケーション
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重大度（Severity）

情報（6）

パラメータ

Servlet Name [String] Reason [String]

推奨処置

なし

デバッグレベルアラーム

デバッグレベルのアラームは 7で表され、処置の必要はありません。デバッグメッセージは、ト
ラブルシューティングのために使用されます。

TestAlarmDebug
デバッグアラームのテストです。

ファシリティ/サブファシリティ

CCM_CALLMANAGER-CALLMANAGER

Cisco Unified Serviceability アラーム定義カタログ

System/テスト

重大度（Severity）

デバッグ（7）

推奨処置

なし

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.0(1) の廃
止されたアラーム

ここでは、Cisco Unified Serviceabilityで廃止されたアラームについて説明します。
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CallManager カタログの廃止されたアラーム

説明重大度アラーム名

アプリケーションによって制御される会議

が作成されます。

INFORMATIONALConferenceCreated

アプリケーションによって制御される会議

が削除されます。

INFORMATIONALConferenceDeleted

コール受け付けタイムアウト。WARNINGCtiCallAcceptTimeout

CTIの古いコールハンドル。INFORMATIONALCtiStaleCallHandle

データベース監査情報。INFORMATIONALDatabaseAuditInfo_074

データベースデバイスのディレクトリ番

号なし。

NOTICEDatabaseDeviceNoDirNum

データベースの内部データエラーです。ALERTDatabaseInternalDataError_06e

データベースの内部データエラーです。NOTICEDatabaseInternalDataError_06f

データベースの内部データエラーです。INFORMATIONALDatabaseInternalDataError_070

データベースの内部データエラーです。INFORMATIONALDatabaseInternalDataError_071

データベースの内部データエラーです。INFORMATIONALDatabaseInternalDataError_072

データベースの内部データエラーです。INFORMATIONALDatabaseInternalDataError_073

データベースの内部データエラーです。INFORMATIONALDatabaseInternalDataError_075

DNタイムアウト。ERRORDnTimeout

ゲートウェイアラーム。INFORMATIONALGatewayAlarm

H323アドレス解決不可。WARNINGH323AddressResolutionError

H323コール障害。WARNINGH323CallFailureAlarm

MWIパラメータの不一致。WARNINGMWIParamMisMatch

TCP接続なし。INFORMATIONALNoConnection

自動登録用のディレクトリ番号不足。WARNINGOutOfDnForAutoRegistration
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説明重大度アラーム名

キャプチャしたパケットまたはキーファ

イルの取得エラー。

ERRORPktCapDownloadFailed

キャプチャしたパケットまたはキーファ

イルのダウンロード完了。

INFORMATIONALPktCapDownloadOK

パケットまたはキーファイルを取得する

ためのログインに失敗しました。

ERRORPktCapLoginFailed

パケットまたはキーファイルをキャプチャ

するためのログインに成功しました。

INFORMATIONALPktCapLoginOK

Redirection Managerをコール制御に登録で
きませんでした。

WARNINGRedirection

このデバイスのローカルポートがすでに

使用中。

WARNINGSIP IPPortConflict

ThrottlingSampleActivityERRORThrottlingSampleActivity

TotalCodeYellowEntryINFORMATIONALTotalCodeYellowEntry

CertMonitor アラームカタログの廃止されたアラーム

説明重大度アラーム名

証明書の期限が切れ、できるだけ早く変更

する必要があります。

EMERGENCYCertExpired

証明書の有効期限が近づいており、期限が

設定されている通知期間内にあることを示

す情報アラーム。

INFORMATIONALCertExpiryApproaching

証明書管理のデバッグ用のアラーム。DEBUGCertExpiryDebug

証明書期限モニタプロセスのエラーを示

すアラーム。

ERRORCertExpiryError
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CMI アラームカタログの廃止されたアラーム

説明重大度（Severity）アラーム名

CMIは、Cisco Unified Communications
Managerとの接続を確立できません。

ERRORCCMConnectionError

このアラームは、デバッグ用のみを目的と

して生成されます。

DEBUGCMIDebugAlarm

現在サービスは動作中です。NOTICECMIServiceStarted

現在サービスを停止中です。NOTICECMIServiceStopped

CMIが COM例外をキャッチしました。ALERTCOMException

CMIサービス設定パラメータがデータベー
ス中に見つかりません。

NOTICEConfigParaNotFound

CMIが Unified Communications Managerと
の接続を失いました。

ERRORDisconnectionToCCM

Windowsソケットの起動時にエラーが発生
しました。

CRITICALWSAStartupFailed

CTI Manager アラームカタログの廃止されたアラーム

説明重大度アラーム名

DeviceOpenRequest障害。WARNINGkCtiDeviceOpenFailAccessDenied

CTIディレクトリログインに失敗しまし
た。

WARNINGkCtiDirectoryLoginFailure

ディレクトリ変更通知要求がタイムアウト

しました。

ERRORkCtiEnvProcDevListRegTimeout

CTIExistingCallイベントの生成中に、内部
配列がオーバーフロー状態になった可能性

があります。

WARNINGkCtiExistingCallNotifyArrayOverflow

列挙型処理が無効です。WARNINGkCtiIllegalEnumHandle
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説明重大度アラーム名

ProviderOpenRequestのフィルタサイズが
不正です。

ERRORkCtiIllegalFilterSize

QBEヘッダーが不正です。ERRORkCtiIllegalQbeHeader

InvalidQBESizeAndOffsetsのQBEメッセー
ジのデコーディングで、不正なサイズまた

はオフセットが発生しました。

ERRORkCtiInvalidQbeSizeAndOffsets

コール情報のアプリケーション要求に対す

る応答の生成中に、内部配列がオーバーフ

ロー状態になった可能性があります。

WARNINGkCtiLineCallInfoResArrayOverflow

回線のオープンに失敗しました。WARNINGkCtiLineOpenFailAccessDenied

MYTCP_Send：送信エラーが発生しまし
た。

ERRORkCtiMYTCPSendError

ソケット接続が切断されました。WARNINGkCtiMytcpErrSocketBroken

CTI NewCallイベントの生成中に、内部配
列がオーバーフロー状態になった可能性が

あります。

WARNINGkCtiNewCallNotifyArrayOverflow

TranslateCtiQbeInputMessage：TCPハンド
ルが NULLです（QBEパケットはドロッ
プされます）。

WARNINGkCtiNullTcpHandle

ProviderOpen要求の userNameのサイズが
無効です。

ERRORkCtiProviderOpenInvalidUserNameSize

OutputQbeMessage：長さが一致しません。ERRORkCtiQbeLengthMisMatch

着信した QBEメッセージは入力バッファ
サイズを超えています。

WARNINGkCtiQbeMessageTooLong

コンピュータ/テレフォニーインテグレー
ション（CTI）アプリケーションを処理す
るのに必要な内部プロセスの作成に失敗し

ました。

CRITICALkCtiSdlErrorvException

CtiLineを Supplementary Services Application
Programming Interface（SSAPI）に登録でき
ません。

ERRORkCtiSsRegisterManagerErr
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説明重大度アラーム名

CTIManagerサービスが TCP接続を初期化
できません。

ERRORkCtiTcpInitError

接続ハンドルが無効です。WARNINGkCtiUnknownConnectionHandle

DB アラームカタログの廃止されたアラーム

説明重大度アラーム名

変更通知に関して、共有メモリの調整が発

生しました。

ALERTErrorChangeNotifyReconcile

IpVms アラームカタログの廃止されたアラーム

説明重大度アラーム名

ANNTFTP COM例外が発生しました。ERRORkANNAudioComException

アナウンスファイルをオープンできま

せんでした。

ERRORkANNAudioOpenFailed

ANN TFTPファイルがありません。ERRORkANNAudioTftpFileMissing

TFTPクライアントを作成できません。ERRORkANNAudioTftpMgrCreate

TFTP起動ファイルを転送できませんで
した。

ERRORkANNAudioTftpMgrStartFailed

ANN TFTP転送例外が発生しました。ERRORkANNAudioThreadException

ANN TFTPイベント待ちでエラーが発
生しました。

ERRORkANNAudioThreadWaitFailed

ANN TFTP転送スレッドを作成できま
せんでした。

ERRORkANNAudioThreadxFailed

ANN XML解析エラーです。ERRORkANNAudioXmlLoadFailed

ANN XMLの無効な要素です。ERRORkANNAudioXmlSyntax
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説明重大度アラーム名

IP VMSレンダフィルタ間グラフでエ
ラーが発生しました。

ERRORkAddIpVmsRenderFailed

設定用 COM例外が発生しました。ERRORkCfgListComException

設定用 DBL例外が発生しました。ERRORkCfgListDblException

不明な設定用例外が発生しました。ERRORkCfgListUnknownException

グラフマネージャの取得に失敗しまし

た。

ERRORkCreateGraphManagerFailed

デバイスマネージャスレッドで例外が

発生しました。

ERRORkDeviceMgrThreadException

ダウンロード要求でエラーが発生しま

した。

ERRORkDownloadMOHFileFailed

固定のオーディオソースをフィルタグ

ラフに追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddAudioCaptureDeviceFailed

固定の G711 a-law IP VMSレンダフィ
ルタ間グラフを追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddG711AlawIpVmsRenderFailed

固定のG711 ulaw IP VMSレンダフィル
タ間グラフを追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddG711UlawIpVmsRenderFailed

固定のG729 IP VMSレンダフィルタ間
グラフを追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddG729IpVmsRenderFailed

固定のMOHエンコードフィルタ間グ
ラフを追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddMOHEncoderFailed

固定のワイドバンド IPVMSレンダフィ
ルタ間グラフを追加できませんでした。

ERRORkFixedInputAddWideBandIpVmsRenderFailed

固定のオーディオキャプチャデバイス

をMOHエンコーダに接続できませんで
した。

ERRORkFixedInputAudioCapMOHEncoderConnFailed

固定のシステムデバイス列挙子を取得

できませんでした。

ERRORkFixedInputAudioCaptureCreateFailed
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説明重大度アラーム名

固定のクラス列挙子を作成できません

でした。

ERRORkFixedInputClassEnumeratorCreateFailed

固定のグラフマネージャを取得できま

せんでした。

ERRORkFixedInputCreateGraphManagerFailed

固定のオーディオソースデバイスが見

つかりません。

ERRORkFixedInputFindAudioCaptureDeviceFailed

固定の通知イベントを取得できません

でした。

ERRORkFixedInputGetEventNotificationFailed

固定のオーディオソースデバイス名を

取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetFileNameFailed

固定の G711 a-law IP VMSレンダフィ
ルタプライベートインターフェイスを

取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetG711AlawIpVmsRendInfFailed

固定の G711 a-law IP VMSレンダフィ
ルタを取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetG711AlawIpVmsRenderFailed

固定の G711 mu-aw IP VMSレンダフィ
ルタプライベートインターフェイスを

取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetG711UlawIpVmsRendInfFailed

固定のG711mu-law IPVMSレンダフィ
ルタを取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetG711UlawIpVmsRenderFailed

固定のG729 IPVMSレンダフィルタプ
ライベートインターフェイスを取得で

きませんでした。

ERRORkFixedInputGetG729IpVmsRendInfFailed

固定のG729 IP VMSレンダフィルタを
取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetG729IpVmsRenderFailed

固定のMOHエンコードフィルタを取
得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetMOHEncoderFailed

固定のメディア制御を取得できません

でした。

ERRORkFixedInputGetMediaControlFailed

固定のメディア位置を取得できません

でした。

ERRORkFixedInputGetMediaPositionFailed
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説明重大度アラーム名

固定のワイドバンド IPVMSレンダフィ
ルタプライベートインターフェイスを

取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetWideBandIpVmsRendInfFailed

固定のワイドバンド IPVMSレンダフィ
ルタを取得できませんでした。

ERRORkFixedInputGetWideBandIpVmsRenderFailed

固定のMOHエンコーダを G711 a-law
IPVMSレンダフィルタに接続できませ
んでした。

ERRORkFixedInputMOHEncG711AlawRenderConnFail

固定のMOHエンコーダを G711 u-law
IPVMSレンダフィルタに接続できませ
んでした。

ERRORkFixedInputMOHEncG711UlawRenderConnFail

固定のMOHエンコーダをG729 IPVMS
レンダフィルタに接続できませんでし

た。

ERRORkFixedInputMOHEncG729RenderConnFailed

固定MOHエンコーダからワイドバンド
IP VMSレンダフィルタへの接続の失
敗。

ERRORkFixedInputMOHEncWidebandRenderConnFail

固定の通知ウィンドウの設定の失敗。ERRORkFixedInputSetNotifyWindowFailed

通知イベントを取得できませんでした。ERRORkGetEventNotificationFailed

IPVMSレンダフィルタの取得の失敗。ERRORkGetIpVmsRenderFailed

IPVMSレンダフィルタのプライベート
インターフェイスの取得失敗。

ERRORkGetIpVmsRenderInterfaceFailed

メディア制御の取得の失敗。ERRORkGetMediaControlFailed

メディア位置の取得の失敗。ERRORkGetMediaPositionFailed

DirectShowがエラーを返したかユーザ
による中止。

ERRORkMOHFilterNotifyError

MOHマネージャのメッセージウィンド
ウの作成の失敗。

ERRORkMOHMgrThreadCreateWindowExFailed

ストリーム制御ポインタが nullです。ERRORkMOHPlayStreamControlNull
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説明重大度アラーム名

メディア位置COMインターフェイスが
nullです。

ERRORkMOHPlayStreamMediaControlObjectNull

MOHマネージャスレッドでの例外で
す。

ERRORkMOHThreadException

MTPストリームに ICMPエラーが発生
しました。

INFORMATIONALkMTPICMPErrorNotification

必要なイベントの作成に失敗しました。ERRORkPWavMgrExitEventCreateFailed

WAVファイルマネージャスレッドの
例外です。

ERRORkPWavMgrThreadException

COMエラー。ERRORkReadCfgANNComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgANNDblException

COMエラー。ERRORkReadCfgANNListComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgANNListDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgANNListUnknownException

不明な例外です。ERRORkReadCfgANNUnknownException

COMエラー。ERRORkReadCfgCFBComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgCFBDblException

COMエラー。ERRORkReadCfgCFBListComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgCFBListDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgCFBListUnknownException

不明な例外です。ERRORkReadCfgCFBUnknownException

変更通知ポートの取得の失敗です。INFORMATIONALkReadCfgDblGetChgNotifyFailed

データベース層の自プロセスノードの

選択の失敗。

ERRORkReadCfgDblGetNodeNameFailed

COMエラー。ERRORkReadCfgEnterpriseComException
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説明重大度アラーム名

データベース例外です。ERRORkReadCfgEnterpriseDblException

エンタープライズ全体の設定例外が発

生しました。

ERRORkReadCfgEnterpriseException

不明な例外です。ERRORkReadCfgEnterpriseUnknownException

COMエラー。ERRORkReadCfgMOHAudioSourceComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMOHAudioSourceDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgMOHAudioSourceUnknownException

COMエラー。ERRORkReadCfgMOHComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMOHDblException

COMエラー。ERRORkReadCfgMOHListComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMOHListDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgMOHListUnknownException

COMエラー。ERRORkReadCfgMOHServerComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMOHServerDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgMOHServerUnknownException

MOH TFTP IPアドレスが見つかりませ
ん。

ERRORkReadCfgMOHTFTIPAddressNotFound

不明な例外です。ERRORkReadCfgMOHUnknownException

COMエラー。ERRORkReadCfgMTPComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMTPDblException

COMエラー。ERRORkReadCfgMTPListComException

データベース例外です。ERRORkReadCfgMTPListDblException

不明な例外です。ERRORkReadCfgMTPListUnknownException

不明な例外です。ERRORkReadCfgMTPUnknownException
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説明重大度アラーム名

レンダフィルタ間グラフでエラーが発

生しました

ERRORkRenderFileFailed

通知ウィンドウを設定できませんでし

た。

ERRORkSetNotifyWindowFailed

アラームカタログの廃止されたアラームのテスト

説明重大度アラーム名

INFORMATIONAL_ALARMのテストで
す。

INFORMATIONALTestAlarmWindows
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第 6 章

シスコ管理情報ベース

この章では、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）によってサポートされ、
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）で使用される、管理情報ベース（MIB）のテキスト
ファイルについて説明します。

• CISCO-CCM-MIB, 711 ページ

• CISCO-CCM-CAPABILITY, 866 ページ

• CISCO-CDP-MIB, 873 ページ

• CISCO-SYSLOG-MIB, 894 ページ

• CISCO-SYSLOG-EXT-MIB, 904 ページ

CISCO-CCM-MIB

この CISCO-CCM-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、http:/
/tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよびコン
パイルします。

（注）

このMIBは、Cisco Communication Network（CCN）システムと共に実行する Cisco Unified
Communications Manager（Cisco Unified CM）アプリケーションを管理します。Cisco Unified CM
は、VoIPネットワークのコール処理を制御する IP-PBXです。

CCNシステムは複数のリージョンで構成され、各リージョンは複数の Cisco Unified CMサーバを
含む複数の Cisco Unified CMグループで構成されます。Cisco Unified CMアプリケーションである
「CiscoUnifiedCMの管理」は、MIBを使用してプロビジョニングと統計の情報を提供できます。

このMIBでは次の用語を使用します。

• SCCP：Skinny Client Control Protocol

• SIP：Session Initiation Protocol

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
711

http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2
http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2


• TLS：Transport Layer Security（トランスポート層セキュリティ）

• MGCP：Media Gateway Control Protocol（メディアゲートウェイコントロールプロトコル）

CISCO-CCM-MIBをコンパイルするには、先に次の一覧に示すMIBをダウンロードし、示されて
いる順序でコンパイルしておく必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 CISCO-SMI

5 INET-ADDRESS-MIB

6 SNMP-FRAMEWORK-MIB

7 RFC1155-SMI

8 RFC1212

9 SNMPv2-TC-v1

10 CISCO-CCM-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：CISCO-CCM-MIB.OID

•機能ファイル：CISCO-CCM-CAPABILITY

CISCO-CCM-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 129：CISCO-CCM-MIB の改訂履歴

説明内容日付

CcmDevUnregCauseCode、

CcmDevRegFailCauseCode

TEXTUAL-CONVENTIONを更新しま
した

2010年 7月
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説明内容日付

CcmDevFailCauseCode。

CcmDevRegFailCauseCodeおよび

CcmDevUnregCauseCode

非推奨にしました2009年 12月

ccmPhoneStatusReason。

ccmPhoneTableに ccmPhoneUnregReasonおよび

ccmPhoneRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました

ccmPhoneFailCauseCode。

ccmPhoneFailedTableに ccmPhoneFailedRegFailReason
が追加されました。

非推奨にしました

ccmPhoneStatusUpdateReason。

ccmPhoneStatusUpdateTableに
ccmPhoneStatusUnregReasonおよび
ccmPhoneStatusRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました

ccmGatewayStatusReason。

ccmGatewayTableに ccmGatewayUnregReasonおよび

ccmGatewayRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました

ccmMediaDeviceStatusReason。

ccmMediaDeviceTableに ccmMediaDeviceUnregReason
および ccmMediaDeviceRegFailReasonが追加されま
した。

非推奨にしました

ccmCTIDeviceStatusReason。

ccmCTIDeviceTableに ccmCTIDeviceUnregReasonお
よび ccmCTIDeviceRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました

ccmH323DevStatusReason。

ccmH323DeviceTableに ccmH323DevUnregReasonお
よび ccmH323DevRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました

ccmVMailDevStatusReason。

ccmVoiceMailDeviceTableに ccmVMailDevUnregReason
および

ccmVMailDevRegFailReasonが追加されました。

非推奨にしました
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説明内容日付

非推奨にしました ccmGatewayFailCauseCode。

ccmNotificationsInfoに ccmGatewayRegFailCauseCode
が追加されました。

ccmGatewayFailed。ccmGatewayFailedReasonが追加
されました。

次の通知タイプを非推奨にしました

ccmPhoneInfoGroupRev5、

ccmNotificationsInfoGroupRev4、
ccmGatewayInfoGroupRev3、

ccmMediaDeviceInfoGroupRev3、
ccmCTIDeviceInfoGroupRev3、
ccmH323DeviceInfoGroupRev2、
ccmVoiceMailDeviceInfoGroupRev1、および
ccmNotificationsGroupRev2。

次の OBJECT_GROUPSが追加されました。

ccmPhoneInfoGroupRev6、

ccmNotificationsInfoGroupRev5、

ccmGatewayInfoGroupRev4、

ccmMediaDeviceInfoGroupRev4、

ccmCTIDeviceInfoGroupRev4、

ccmH323DeviceInfoGroupRev3、

ccmVoiceMailDeviceInfoGroupRev2、

ccmNotificationsGroupRev3。

次の OBJECT_GROUPSを非推奨にし
ました

ciscoCcmMIBComplianceRev6。

ciscoCcmMIBComplianceRev7が追加されました。

次のMODULE-COMPLIANCEを非推
奨にしました

ccmInfoGroupRev3,

ccmH323DeviceInfoGroupRev1
次の OBJECT_GROUPSを非推奨にし
ました
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説明内容日付

ccmCTIDeviceInetAddressIPv4

ccmCTIDeviceInetAddressIPv6

これらのオブジェクトは、

ccmCTIDeviceInetAddressTypeおよび
ccmCTIDeviceInetAddressを置き換えるものです。

次のオブジェクトをccmCTIDeviceTable
に追加しました

2008年 8月 21日

ccmCTIDeviceInetAddressType

ccmCTIDeviceInetAddress
次のオブジェクトをccmCTIDeviceTable
で非推奨にしました

ccmCTIDeviceInfoGroupRev3。

このグループは、ccmCTIDeviceInfoGroupRev2を置
き換えるものです。

次の OBJECT-GROUPを追加しました

ccmCTIDeviceInfoGroupRev2次の OBJECT-GROUPを非推奨にしま
した

ciscoCcmMIBComplianceRev6

この準拠は ciscoCcmMIBComplianceRev5を置き換え
るものです。

次のMODULE-COMPLIANCEを追加
しました

ciscoCcmMIBComplianceRev5
MODULE-COMPLIANCE

非推奨にしました
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説明内容日付

ccmInetAddress2

ccmInetAddress2Type
次のオブジェクトを ccmTableに追加し
ました

2008年 2月 12日

ccmPhoneInetAddressIPv4

ccmPhoneInetAddressIPv6

ccmPhoneIPv4Attribute

ccmPhoneIPv6Attribute

ccmPhoneActiveLoadID

次のオブジェクトを ccmPhoneTableに
追加しました

ccmPhoneFailedInetAddressIPv4

ccmPhoneFailedInetAddressIPv6

ccmPhoneFailedIPv4Attribute

ccmPhoneFailedIPv6Attribute

次のオブジェクトを

ccmPhoneFailedTableに追加しました

ccmSIPDevInetAddressIPv4

ccmSIPDevInetAddressIPv6
次のオブジェクトを ccmSIPDeviceTable
に追加しました

ccmMediaDeviceInetAddressIPv4

ccmMediaDeviceInetAddressIPv6
次のオブジェクトを

ccmMediaDeviceTableに追加しました

ccmPhoneInetAddressType

ccmPhoneInetAddress
次のオブジェクトを ccmPhoneTableで
非推奨にしました

ccmPhoneFailedInetAddressType

ccmPhoneFailedInetAddress
次のオブジェクトを

ccmPhoneFailedTableで非推奨にしまし
た

ccmSIPDevInetAddressType

ccmSIPDevInetAddress
次のオブジェクトを ccmSIPDeviceTable
で非推奨にしました

ccmMediaDeviceInetAddressType

ccmMediaDeviceInetAddress
次のオブジェクトを

ccmMediaDeviceTableで非推奨にしま
した

ccmH323TableEntries

ccmSIPTableEntries
次のスカラオブジェクトを追加しまし

た

ciscoCcmMIBComplianceRev3
MODULE-COMPLIANCE

廃止されました

ciscoCcmMIBComplianceRev4
MODULE-COMPLIANCE

非推奨にしました
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説明内容日付

追加しました ciscoCcmMIBComplianceRev5
MODULE-COMPLIANCE

ccmNotificationsGroup

ccmNotificationsGroupRev1
次の NOTIFICATION-GROUPSを廃止
しました

ccmInfoGroupRev2

ccmPhoneInfoGroupRev3

ccmSIPDeviceInfoGroup

ccmNotificationsInfoGroupRev1

ccmNotificationsInfoGroupRev2

次のOBJECT-GROUPSを廃止しました

ccmInfoGroupRev3

ccmPhoneInfoGroupRev4

ccmSIPDeviceInfoGroupRev1

ccmMediaDeviceInfoGroupRev2

ccmH323DeviceInfoGroupRev1

ccmNotificationsInfoGroupRev3

次のOBJECT-GROUPSを非推奨にしま
した

ccmInfoGroupRev4

ccmPhoneInfoGroupRev5

ccmMediaDeviceInfoGroupRev3

ccmNotificationsInfoGroupRev4

ccmH323DeviceInfoGroupRev2

ccmSIPDeviceInfoGroupRev2

次のOBJECT-GROUPSを追加しました
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説明内容日付

authenticationError

invalidX509NameInCertificate

invalidTLSCipher、directoryNumberMismatch

malformedRegisterMsg

CcmDevFailCauseCodeの定義を更新
し、複数の原因コードを追加しまし

た。

2005年 9月 14日

ccmPhoneFailedInetAddress

ccmGatewayInetAddress

ccmMediaDeviceInetAddress

ccmGatekeeperInetAddress

ccmCTIDeviceInetAddress

ccmH323DevInetAddress

ccmH323DevCnfgGKInetAddress

ccmH323DevAltGK2InetAddress

ccmH323DevAltGK3InetAddress

ccmH323DevAltGK4InetAddress

ccmH323DevAltGK5InetAddress

ccmH323DevActGKInetAddress

ccmH323DevRmtCM1InetAddress

ccmH323DevRmtCM2InetAddress

ccmH323DevRmtCM3InetAddress

ccmVMailDevInetAddress

次のオブジェクトの説明を更新しまし

た。
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説明内容日付

—partiallyregisteredをCcmDeviceStatus TC
に追加しました

2005年 9月 5日

—phonePartiallyregisteredを
ccmPhoneStatusUpdateType TCに追加し
ました

CcmPhoneProtocolType

CcmDeviceLineStatus

CcmSIPTransportProtocolType

次の TCを追加しました

ccmPhoneProtocol

ccmPhoneName
次のオブジェクトを ccmPhoneTableに
追加しました

—ccmPhoneExtnStatusを
ccmPhoneExtnTableに追加しました

ccmSIPInTransportProtocolType

ccmSIPOutTransportProtocolType

ccmSIPInPortNumber、ccmSIPOutPortNumber

次のオブジェクトを ccmSIPDeviceTable
に追加しました

—ccmTLSConnectionFailure通知を追加し
ました

ccmTLSConnectionFailReasonCode

ccmSIPDevName

ccmSIPDevDescription

ccmSIPDevInetAddress

ccmSIPDeviceTableの次のオブジェク
トの説明を更新しました

—ccmCallManagerAlarmEnableの説明を更
新しました

ccmPhoneInfoGroupRev4

ccmNotificationsInfoGroupRev3

ccmSIPDeviceInfoGroupRev1

次のオブジェクトグループを追加しま

した

—通知グループccmNotificationsGroupRev2
を追加しました

—MIB準拠の
ciscoCcmMIBComplianceRev4を追加し
ました
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説明内容日付

ccmDeviceProductId

ccmTimeZoneOffset

ccmPhoneType

ccmPhoneLastError

ccmPhoneTimeLastError

ccmPhoneExtensionTable

ccmPhoneExtensionTable

ccmPhoneExtensionEntry

ccmPhoneExtensionEntry

ccmPhoneExtensionIndex

ccmPhoneExtensionIndex

ccmPhoneExtension

ccmPhoneExtensionMultiLines

ccmPhoneExtensionInetAddressType

ccmPhoneExtensionInetAddress

ccmPhoneFailedName

ccmGatewayType

ccmGatewayProductId

ccmActivePhones

ccmInActivePhones

ccmActiveGateways

ccmInActiveGateways

ccmMediaDeviceType

ccmCTIDeviceType

ccmCTIDeviceAppInfo

廃止されました2004年 8月 2日
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説明内容日付

ccmH323DevProductId,

ccmVMailDevProductId

ciscoCcmMIBComplianceRev2

ccmInfoGroupRev1

ccmPhoneInfoGroupRev1

ccmGatewayInfoGroupRev1

ccmCTIDeviceInfoGroup

ccmNotificationsInfoGroup

ccmPhoneInfoGroupRev2

ccmGatewayInfoGroupRev2

ccmMediaDeviceInfoGroupRev1

ccmCTIDeviceInfoGroupRev1

ccmH323DeviceInfoGroup

ccmVoiceMailDeviceInfoGroup
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説明内容日付

ccmMaliciousCallおよび ccmQualityReport通知の定
義とそのオブジェクト

追加しました2003年 8月 25日

ccmDeviceProductIdの H323トランクタイプと SIP
トランクタイプ

追加しました

ccmMediaDeviceテーブルに複数のメディアデバイ
スタイプを追加

追加しました

ccmSystemVersionおよび ccmInstallationIdオブジェ
クトの定義を ccmGlobalInfoグループに追加

追加しました

ccmSIPDeviceInfoの定義追加しました

複数の電話機タイプ追加しました

実行時にサポートされる製品タイプをリストするた

めの ccmProductTypeTableの定義
追加しました

ccmPhoneProductTypeIndex

ccmGatewayProductTypeIndex

ccmMediaDeviceProductTypeIndex

ccmCTIDeviceProductTypeIndex

ccmH323DevProductTypeIndex

ccmVMailDevProductTypeIndexの各オブジェクト

追加しました

ccmPhoneType

ccmGatewayType

ccmGatewayProductId

ccmMediaDeviceType

ccmCTIDeviceTYpe

ccmH323DevProductId

ccmVMailDevProductIdおよびオブジェクト

CcmDeviceProductId

非推奨にしました

ccmPhoneType定義の複数の電話機タイプ追加しました2003年 5月 8日

ccmGatewayTypeの複数のゲートウェイタイプおよ
び CcmDeviceProductIdの定義

追加しました
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説明内容日付

原因コード deviceInitiatedReset、callManagerReset、
noErrorを含むように CcmDevFailCauseCodeの定義
を更新

更新しました2002年 1月 11日

ccmH323DeviceInfoおよび ccmVoiceMailDeviceInfo
オブジェクト

追加しました

2つの帯域幅タイプ bwGSMと bwWidebandを含む
ように ccmRegionAvailableBandwidthの定義を更新

更新しました

ccmTimeZoneOffsetオブジェクト非推奨にしました

ccmTimeZoneOffsetHoursおよび
ccmTimeZoneOffsetMinutesを ccmTimeZoneTableに
追加

追加しました

ccmCTIDeviceStatusReason

ccmCTIDeviceStatusReason

ccmCTIDeviceTimeLastStatusUpdt

ccmCTIDeviceTimeLastRegisteredを
ccmCTIDeviceTableに追加

追加しました

Rejectedステータスを ccmCTIDeviceStatusに追加追加しました

ccmGlobalInfoに複数のオブジェクトを追加追加しました

ccmPhoneStatusUpdate

ccmPhoneStatusUpdateReason

ccmPhoneStatusUpdate

ccmPhoneStatusUpdateReasonオブジェクトを
ccmPhoneStatusUpdateに追加

ccmPhoneStatusUpdateテーブル

追加しました

ccmGatewayProductId

ccmGatewayStatusReason

ccmGatewayStatusReason

ccmGatewayTimeLastStatusUpdt

ccmGatewayTimeLastRegistered

ccmGatewayDChannelStatus

ccmGatewayDChannelNumberオブジェクトを
ccmGatewayTableに追加

追加しました
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説明内容日付

追加しました ccmGatewayTypeに新しいタイプを追加

Rejectedステータスを ccmGatewayStatusに追加追加しました

ccmGatewayTrunkInfo（従来も非サポート）廃止されました

ccmMediaDeviceStatusReason

ccmMediaDeviceStatusReason、

ccmMediaDeviceTimeLastStatusUpdt

ccmMediaDeviceTimeLastRegisteredを
ccmMediaDeviceTableに追加

追加しました

複数のタイプを ccmMediaDeviceTypeに追加追加しました

Rejectedステータスを ccmMediaDeviceStatusに追加追加しました

ccmGatekeeperTable定義非推奨にしました

Rejectedステータスを ccmGatekeeperstatusに追加追加しました

ccmMIBComplianceステートメント更新しました

ccmPhoneStatusReason

ccmPhoneStatusReason

ccmPhoneTimeLastStatusUpdtを ccmPhoneTableに追
加

追加しました

Rejectedステータスを ccmPhoneStatusに追加追加しました

ccmPhoneFailedName、および ccmPhoneFailedTable
に ccmPhoneMacAddressを追加

非推奨にしました

ccmPhoneTableの TableccmPhoneLastErrorおよび
ccmPhoneTimeLastError

非推奨にしました

ccmCTIDeviceの TableccmCTIDeviceAppInfo非推奨にしました

CcmDeviceProductIdおよび CcmDeviceStatusのテキ
スト表記規則

定義しました

ccmPhoneExtnTable

ccmPhStatUpdtTblLastAddedIndex

ccmPhFailedTblLastAddedIndex

追加しました
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説明内容日付

非推奨にしました ccmPhoneExtensionTable

ccmCallManagerAlarmEnable

ccmGatewayAlarmEnable

ccmPhoneFailedStorePeriod

ccmPhoneStatusUpdate

ccmPhoneStatusUpdateStorePeriodの各オブジェクト

ccmPhoneFailedStorePeriod

ccmPhoneStatusUpdate

ccmPhoneStatusUpdateStorePeriodの各オブジェクト

デフォルト値を変更しました

ccmMediaDeviceInfo

ccmGatekeeperInfo

ccmCTIDeviceInfo

ccmAlarmConfigInfo

ccmNotificationsInfoの各オブジェクト

追加しました2000年 12月 1日

ccmClusterIdを ccmEntryに追加追加しました

ccmGatewayTrunkInfo（これは実装されたことがな
く、ゲートウェイMIBに含まれる必要がありまし
た）

非推奨にしました

ccmPhoneFailedTableおよび
ccmPhoneStatusUpdateTable

追加しました

ccmMIBNotifications追加しました

新しい ccmGatewayTypeおよび ccmPhoneType追加しました

この改訂履歴の項。追加しました

::= { ciscoMgmt 156 }このMIBモジュールの最初のバージョ
ン

2000年 3月 10日

CISCO-CCM-MIB の定義
次の定義が CISCO-CCM-MIB用にインポートされています。
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• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、NOTIFICATION-TYPE、IpAddress、Counter32、
Integer32、Unsigned32

• SNMPv2-SMIから：DateAndTime、TruthValue、MacAddress、TEXTUAL-CONVENTION

• SNMPv2-TCから：SnmpAdminString

• SNMP-FRAMEWORK-MIBから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP、
NOTIFICATION-GROUP

• SNMPv2-CONFから：ciscoMgmt

• CISCO-SMIから：InetAddressType、InetAddress、InetPortNumber

• INET-ADDRESS-MIBから

CISCO-CCM-MIB テキスト表記法
CcmIndex ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT d

STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used as the Index into a table.A positive value is used to identify a unique entry in the
table.

SYNTAX Unsigned32(1..4294967295)

CcmIndexOrZero ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT d

STATUS current

DESCRIPTION

This textual convention is an extension of the CcmIndex convention.The latter defines a greater than
zero to identify an entry of the CCM MIB table in the managed system.This extension permits the
additional value of zero.The value zero is object-specific and must be defined as part of the description
of any object that uses this syntax.

SYNTAX Unsigned32 (0..4294967295)
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CcmDevRegFailCauseCode ::= TEXTUAL-CONVENTION
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STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used as means of identifying the reasons for a device registration failure.The scope of
this enumeration can expand to comply with RFC 2578.

noError: No Error

unknown: Unknown error cause

noEntryInDatabase: Device not configured properly in the Cisco Unified CM database

databaseConfigurationError: Device configuration error in the Cisco Unified CM database

deviceNameUnresolveable: The Cisco Unified CM is unable to resolve the device name to an IP Address
internally

maxDevRegExceeded: Maximum number of device registrations have been reached

connectivityError: Cisco Unified CM is unable to establish communication with the device during
registration

initializationError: Indicates an error occurred when the Cisco Unified CM tries to initialize the device

deviceInitiatedReset: Indicates that the error was due to device initiated reset

callManagerReset: Indicates that the error was due to Cisco Unified CM reset

authenticationError: Indicates mismatch between configured authenticationmode and the authentication
mode that the device is using to connect to the Cisco Unified CM

invalidX509NameInCertificate: Indicates mismatch between the peer X.509 certificate subject name
and what is configured for the device

invalidTLSCipher: Indicates Cipher mismatch during TLS handshake process

directoryNumberMismatch: Indicates mismatch between the directory number that the SIP device is
trying to register with and the directory number configured in the Cisco Unified CM for the SIP device

malformedRegisterMsg: Indicates that SIP device attempted to register with Cisco Unified CM, but
the REGISTER message contained formatting errors

protocolMismatch: The protocol of the device (SIP or SCCP) does not match the configured protocol
in Cisco Unified CM

deviceNotActive: The device has not been activated

authenticatedDeviceAlreadyExists: A device with the same name is already registered with Cisco
Unified CM

obsoleteProtocolVersion: The SCCP device registered with an obsolete protocol version

databaseTimeout: Cisco Unified CM requested device configuration data from the database but did not
receive a response within 10 minutes

registrationSequenceError: (SCCP only) A device requested configuration information from the Cisco
Unified CM at an unexpected time.The Cisco Unified CM had not yet obtained the requested
information.The device will automatically attempt to register again.If this alarm occurs again, manually
reset the device.If this alarm continues to occur after the manual reset, there may be an internal firmware
error

invalidCapabilities: (SCCP only) The Cisco Unified CM detected an error in the media capabilities
reported in the StationCapabilitiesRes message by the device during registration.The device will
automatically attempt to register again.If this alarm occurs again, manually reset the device.If this alarm
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continues to occur after the manual reset, there may be a protocol error

capabilityResponseTimeout: (SCCP only) The Cisco Unified CM timed out while waiting for the device
to respond to a request to report its media capabilities.Possible causes include device power outage,
network power outage, network configuration error, network delay, packet drops, and packet corruption.It
is also possible to get this error if the Cisco Unified CM node is experiencing high CPU usage.Verify
that the device is powered up and operating.Verify that network connectivity exists between the device
and Cisco Unified CM, and verify that the CPU utilization is in the safe range

securityMismatch: The Cisco Unified CM detected a mismatch in the security settings of the device
and/or the Cisco Unified CM.The mismatches that can be detected are:

• The device established a secure connection, yet reported that it does not have the ability to do
authenticated signaling.

• The device did not establish a secure connection, but the security mode configured for the device
indicates that it should have done so.

• The device established a secure connection, but the security mode configured for the device
indicates that it should not have done so.

autoRegisterDBError—Auto-registration of a device failed for one of the following reasons:

• Auto-registration is not allowed for the device type.

• An error occurred while adding the auto-registering device to the database (stored procedure).

dbAccessError: Device registration failed because of an error that occurred while building the station
registration profile.This usually indicates a synchronization problem with the database

autoRegisterDBConfigTimeout: (SCCP only) The Cisco Unified CM timed out during auto-registration
of a device.The registration profile of the device did not get inserted into the database in time.The
device will automatically attempt to register again

deviceTypeMismatch: The device type reported by the device does not match the device type configured
on the Cisco Unified CM addressingModeMismatch: (SCCP only) The Cisco Unified CM detected an
error related to the addressing mode configured for the device.One of the following errors were detected:

• The device is configured to use only IPv4 addressing, but did not specify an IPv4 address.

• The device is configured to use only IPv6 addressing, but did not specify an IPv6 address.

SYNTAX INTEGER {

noError(0),

unknown(1),

noEntryInDatabase(2),

databaseConfigurationError(3),

deviceNameUnresolveable(4),

maxDevRegExceeded(5),

connectivityError(6),

initializationError(7),

deviceInitiatedReset(8),
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callManagerReset(9),

authenticationError(10),

invalidX509NameInCertificate(11),

invalidTLSCipher(12),

directoryNumberMismatch(13),

malformedRegisterMsg(14),

protocolMismatch(15),

deviceNotActive(16),

authenticatedDeviceAlreadyExists(17),

obsoleteProtocolVersion(18),

databaseTimeout(23),

registrationSequenceError(25),

invalidCapabilities(26),

capabilityResponseTimeout(27),

securityMismatch(28),

autoRegisterDBError(29),

dbAccessError(30),

autoRegisterDBConfigTimeout(31),

deviceTypeMismatch(32),

addressingModeMismatch(33)

}
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CcmDevUnregCauseCode ::= TEXTUAL-CONVENTION
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STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used as means of identifying the reasons for a device getting unregistered.The scope of
this enumeration can expand to comply with RFC 2578.

noError: No Error

unknown: Unknown error cause

noEntryInDatabase: Device not configured properly in the Cisco Unified CM database

databaseConfigurationError: Device configuration error in the Cisco Unified CM database

deviceNameUnresolveable: The Cisco Unified CM is unable to resolve the device name to an IP Address
internally

maxDevRegExceeded: Maximum number of device registrations have been reached

connectivityError: Cisco Unified CM is unable to establish communication with the device during
registration

initializationError: Indicates that an error occurred when the Cisco Unified CM tries to initialize the
device

deviceInitiatedReset: Indicates that the error was due to device initiated reset

callManagerReset: Indicates that the error was due to Cisco Unified CM reset.

deviceUnregistered: DeviceUnregistered.

malformedRegisterMsg: Indicates that SIP device attempted to register with Cisco Unified CM, but
the REGISTER message contained formatting errors.

sccpDeviceThrottling: The indicated SCCP device exceeded the maximum number of events allowed
per-SCCP device.

keepAliveTimeout: A KeepAlive message was not received.Possible causes include device power
outage, network power outage, network configuration error, network delay, packet drops, packet
corruption and Cisco Unified CM node experiencing high CPU usage.

configurationMismatch: The configuration on the SIP device does not match the configuration in Cisco
Unified CM.

callManagerRestart: A device restart was initiated from Cisco Unified CM Administration, either due
to an explicit command from an administrator or due to a configuration change such as adding, deleting
or changing a directory number associated with the device.

duplicateRegistration: Cisco Unified CM detected that the device attempted to register to two nodes at
the same time.Cisco Unified CM initiated a restart to the phone to force it to re-home to a single node.

callManagerApplyConfig: Cisco Unified CM configuration is changed.

deviceNoResponse: Device is not responding Service Control Notify from Cisco Unified CM.

emLoginLogout: The device has been unregistered due to an Extension Mobility login or logout.

emccLoginLogout: The device has been unregistered due to an Extension Mobility Cross Cluster login
or logout.

powerSavePlus: The device powered off as a result of the Power Save Plus feature that is enabled for
this device.When the device powers off, it remains unregistered fromCisco Unified CM until the Phone
On Time defined in the Product Specific Configuration for this device.
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callManagerForcedRestart: (SIP Only) The device did not respond to an Apply Config request and as
a result, Cisco Unified CM had sent a restart request to the device.The device may be offline due to a
power outage or network problem.Confirm that the device is powered-up and that network connectivity
exists between the device and Cisco Unified CM.

sourceIPAddrChanged: (SIP Only) The device has been unregistered because the IP address in the
Contact header of the REGISTERmessage has changed.The device will be automatically reregistered.No
action is necessary.

sourcePortChanged: (SIP Only) The device has been unregistered because the port number in the
Contact header of the REGISTERmessage has changed.The device will be automatically reregistered.No
action is necessary.

registrationSequenceError: (SCCP only) A device requested configuration information from the Cisco
Unified CM at an unexpected time.The Cisco Unified CM no longer had the requested information in
memory.

invalidCapabilities: (SCCP only) The Cisco Unified CM detected an error in the updated media
capabilities reported by the device.The device reported the capabilities in one of the
StationUpdateCapabilities message variants.

fallbackInitiated: The device has initiated a fallback and will automatically reregister to a higher-priority
Cisco Unified CM.No action is necessary.

deviceSwitch: A second instance of an endpoint with the same device name has registered and assumed
control.No action is necessary.

SYNTAX INTEGER {

noError(0),

unknown(1),

noEntryInDatabase(2),

databaseConfigurationError(3),

deviceNameUnresolveable(4),

maxDevRegExceeded(5),

connectivityError(6),

initializationError(7),

deviceInitiatedReset(8),

callManagerReset(9),

deviceUnregistered(10),

malformedRegisterMsg(11),

sccpDeviceThrottling(12),

keepAliveTimeout(13),

configurationMismatch(14),

callManagerRestart(15),

duplicateRegistration(16),

callManagerApplyConfig(17),

deviceNoResponse(18),
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emLoginLogout(19),

emccLoginLogout(20),

energywisePowerSavePlus(21),

callManagerForcedRestart(22),

sourceIPAddrChanged(23),

sourcePortChanged(24),

registrationSequenceError(25),

invalidCapabilities(26),

fallbackInitiated(28),

deviceSwitch(29)

}

CcmDeviceStatus ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used to identify the registration status of a device with the local Cisco Unified CM.The
status is as follows:

• unknown—The registration status of the device is unknown

• registered—The device has successfully registered with the local Cisco Unified CM.

• unregistered—The device is no longer registered with the local Cisco Unified CM.

• rejected—Registration request from the device was rejected by the local Cisco Unified CM.

• partiallyregistered—At least one but not all of the lines are successfully registered to the Cisco
Unified CM.Applicable only to SIP Phones.

SYNTAX INTEGER { unknown (1), registered (2), unregistered (3), rejected (4), partiallyregistered
(5)}

CcmPhoneProtocolType ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used to identify the protocol between phone and Cisco Unified CM.The protocols are as
follows:

• unknown—The phone protocol is unknown

• sccp—The phone protocol is SCCP

• sip—The phone protocol is SIP

SYNTAX INTEGER { unknown(1), sccp (2), sip(3) }
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CcmDeviceLineStatus ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This syntax is used to identify the registration status of a line of the device with the local Cisco Unified
CM.The status is as follows:

• unknown—The registration status of the device line is unknown

• registered—The device line has successfully registered with the local Cisco Unified CM.

• unregistered—The device line is no longer registered with the local Cisco Unified CM.

• rejected—Registration request from the device line was rejected by the local Cisco Unified CM.

SYNTAX INTEGER { unknown (1), registered(2), unregistered (3), rejected (4)}

CcmSIPTransportProtocolType ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This textual convention defines the possible transport protocol types that are used for setting up SIP
calls unknown.The possible transport types are:

• unknown—The SIP Trunk transport type is unknown

• tcp—The SIP Trunk transport type is tcp

• udp—The SIP Trunk transport type is udp

• tcpAndUdp—The SIP Trunk transport type is tcp and udp

• tls—Applicable only for InTransportProtocolType is tls.The SIP Trunk transport type is tls.

SYNTAX INTEGER { unknown(1), tcp(2), udp(3), tcpAndUdp (4), tls(5) }

CISCO-CCM-MIB オブジェクト
ciscoCcmMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIB 1 }

ccmGeneralInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 1 }

ccmPhoneInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 2 }

ccmGatewayInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 3 }

ccmGatewayTrunkInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 4 }

ccmGlobalInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 5 }

ccmMediaDeviceInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 6 }

ccmGatekeeperInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 7 }

ccmCTIDeviceInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 8 }

ccmAlarmConfigInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 9 }
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ccmNotificationsInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 10 }

ccmH323DeviceInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 11 }

ccmVoiceMailDeviceInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 12 }

ccmQualityReportAlarmConfigInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 13 }

ccmSIPDeviceInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCcmMIBObjects 14 }

CISCO-CCM-MIB テーブル

Cisco Unified CM グループテーブル

ccmGroupTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmGroupEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the CallManager groups in a Cisco Unified CM cluster.

::= { ccmGeneralInfo 1 }

ccmGroupEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmGroupEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the CallManager Group table, containing the information about a
CallManager group in a Cisco Unified CM cluster.An entry is created to represent a CallManager
Group.New entries to the CallManager Group table in the database are created when the User inserts
a new CallManager Group via the CallManager Web Admin pages.This entry is subsequently picked
up by the Cisco Unified CM SNMP Agent.

INDEX { ccmGroupIndex }

::= { ccmGroupTable 1 }

CcmGroupEntry

::= SEQUENCE

{

ccmGroupIndex CcmIndex,

ccmGroupName SnmpAdminString,

ccmGroupTftpDefault TruthValue

}
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ccmGroupIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM that uniquely identifies a Cisco Unified
CM Group.

::= { ccmGroupEntry 1 }

ccmGroupName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the Cisco Unified CM Group.

::= { ccmGroupEntry 2 }

ccmGroupTftpDefault OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Whether this is the default TFTP server group or not.

::= { ccmGroupEntry 3 }

Cisco Unified CM テーブル

ccmTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE of CcmEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing information of all the Cisco Unified CMs in a Cisco Unified CM cluster that the
local Cisco Unified CM knows about.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be
refreshed.

::= { ccmGeneralInfo 2 }
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ccmEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the CallManager table, containing the information about a CallManager.

INDEX { ccmIndex }

::= { ccmTable 1 }

CcmEntry ::= SEQUENCE

{

ccmIndex CcmIndex,

ccmName SnmpAdminString,

ccmDescription SnmpAdminString,

ccmVersion SnmpAdminString,

ccmStatus Integer,

ccmInetAddressType InetAddressType,

ccmInetAddress InetAddress,

ccmClusterId SnmpAdminString,

ccmInetAddress2Type InetAddressType,

ccmInetAddress2 InetAddress

}

ccmIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a CallManager
in a Cisco Unified CM cluster.

::= { ccmEntry 1 }
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ccmName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The host name of the CallManager.

::= { ccmEntry 2 }

ccmDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The description for the CallManager.

::= { ccmEntry 3 }

ccmVersion OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..24))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The version number of the CallManager software.

::= { ccmEntry 4 }
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ccmStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

{

unknown(1),

up(2),

down(3)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current status of the CallManager.A CallManager is up if the SNMP Agent received a system up
event from the local Cisco Unified CM:

unknown: Current status of the CallManager is Unknown
up: CallManager is running and is able to communicate with other CallManagers
down: CallManager is down or the Agent is unable to communicate with the local CallManager.
::= { ccmEntry 5 }

ccmInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the Cisco Unified CM defined in ccmInetAddress.

::= { ccmEntry 6 }

ccmInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies IP address of the Cisco Unified CM.The type of address for this is identified by
ccmInetAddressType.

::= { ccmEntry 7 }
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ccmClusterId OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The unique ID of the Cluster to which this Cisco Unified CM belongs.At any point in time, the Cluster
ID helps in associating a Cisco Unified CM to any given Cluster.

::= { ccmEntry 8 }

ccmInetAddress2Type OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies IP address type of the Cisco Unified Communications Manager defined in
ccmInetAddress2.

::= { ccmEntry 9 }

ccmInetAddress2 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the additional IP(v4/v6) address details of Cisco Unified Communications
Manager.The type of address for this object is identified by ccmInetAddress2Type.

::= { ccmEntry 10 }

Cisco Unified CM グループマッピングテーブル

ccmGroupMappingTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmGroupMappingEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all CallManager to group mappings in a Cisco Unified CM cluster.When
the local Cisco Unified CM is down, this table will be empty.

::= { ccmGeneralInfo 3 }
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ccmGroupMappingEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmGroupMappingEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the CallManager group Mapping table, containing the information about
a mapping between a CallManager and a CallManager group.

INDEX { ccmGroupIndex, ccmIndex }

::= { ccmGroupMappingTable 1 }

CcmGroupMappingEntry ::= SEQUENCE {

ccmCMGroupMappingCMPriority Unsigned32

}

ccmCMGroupMappingCMPriority OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The priority of the CallManager in the group.Sets the order of the CallManager in the list.

::= { ccmGroupMappingEntry 1 }

Cisco Unified CM リージョンテーブル

ccmRegionTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmRegionEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all geographically separated regions in a CCN system.

::= { ccmGeneralInfo 4 }
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ccmRegionEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmRegionEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the Region Table, containing the information about a region.

INDEX { ccmRegionIndex }

::= { ccmRegionTable 1 }

CcmRegionEntry ::= SEQUENCE {

ccmRegionIndex CcmIndex,

ccmRegionName SnmpAdminString

}

ccmRegionIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Region Name
in the table.

::= { ccmRegionEntry 1 }

ccmRegionName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the CallManager region.

::= { ccmRegionEntry 2 }
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Cisco Unified CM リージョンペアテーブル

ccmRegionPairTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmRegionPairEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all geographical region pairs defined for a Cisco Unified CM cluster.The
pair consists of the Source region and Destination region.

::= { ccmGeneralInfo 5 }

ccmRegionPairEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmRegionPairEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the Region Pair Table, containing the information about bandwidth
restrictions when communicating between the two specified regions.

INDEX { ccmRegionSrcIndex, ccmRegionDestIndex }

::= { ccmRegionPairTable 1 }

CcmRegionPairEntry ::= SEQUENCE {

ccmRegionSrcIndex CcmIndex,

ccmRegionDestIndex CcmIndex,

ccmRegionAvailableBandWidth INTEGER

}

ccmRegionSrcIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The index of the Source Region in the Region table.

::= { ccmRegionPairEntry 1 }
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ccmRegionDestIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The index of the Destination Region in the Region table.

::= { ccmRegionPairEntry 2 }

ccmRegionAvailableBandWidth OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(1),
other(2),
bwG723(3),
bwG729(4),
bwG711(5),
bwGSM(6),
bwWideband(7)
}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum available bandwidth between the two given regions.

unknown: Unknown Bandwidth
other: Unidentified Bandwidth
bwG723: For low bandwidth using G.723 codec
bwG729: For low bandwidth using G.729 codec
bwG711: For high bandwidth using G.711 codec
bwGSM: For GSM bandwidth 13K
bwWideband: For Wideband 256K.

::= { ccmRegionPairEntry 3 }
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Cisco Unified CM タイムゾーンテーブル

ccmTimeZoneTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmTimeZoneEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all time zone groups in a call manager cluster.

::= { ccmGeneralInfo 6 }

ccmTimeZoneEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmTimeZoneEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the time zone Table, containing the information about a particular time

zone group.

INDEX { ccmTimeZoneIndex }

::= { ccmTimeZoneTable 1 }

CcmTimeZoneEntry ::= SEQUENCE {
ccmTimeZoneIndex CcmIndex,
ccmTimeZoneName SnmpAdminString,
ccmTimeZoneOffset Integer32,
ccmTimeZoneOffsetHours Integer32,
ccmTimeZoneOffsetMinutes Integer32

}

ccmTimeZoneIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Time Zone
group entry in the table.

::= { ccmTimeZoneEntry 1 }
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ccmTimeZoneName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the time zone group.

::= { ccmTimeZoneEntry 2 }

ccmTimeZoneOffsetHours OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (-12..12)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The offset hours of the time zone group's time zone from GMT.

::= { ccmTimeZoneEntry 4 }

ccmTimeZoneOffsetMinutes OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (-59..59)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The offset minutes of the time zone group's time zone from GMT.

::= { ccmTimeZoneEntry 5 }

デバイスプールテーブル

ccmDevicePoolTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmDevicePoolEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all device pools in a call manager cluster.A Device Pool contains Region,
Date/Time Group and CallManager Group criteria that will be common among many devices.

::= { ccmGeneralInfo 7 }
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ccmDevicePoolEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevicePoolEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the device pool Table, containing the information about a particular device
pool.

INDEX { ccmDevicePoolIndex }

::= { ccmDevicePoolTable 1 }

CcmDevicePoolEntry

::= SEQUENCE {

ccmDevicePoolIndexCcmIndex, ccmDevicePoolNameSnmpAdminString, ccmDevicePoolRegionIndex
CcmIndexOrZero, ccmDevicePoolTimeZoneIndex CcmIndexOrZero, ccmDevicePoolGroupIndex
CcmIndexOrZero

}

ccmDevicePoolIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Device Pool
entry in the table.Each entry contains Region, Date/Time Group and CallManager Group criteria that
will be common among many devices, for that entry.

::= { ccmDevicePoolEntry 1 }

ccmDevicePoolName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the device pool.

::= { ccmDevicePoolEntry 2 }
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ccmDevicePoolRegionIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the Region to which this Device Pool entry belongs.A
value of zero indicates that the index to the Region table is Unknown.

::= { ccmDevicePoolEntry 3 }

ccmDevicePoolTimeZoneIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the TimeZone to which this Device Pool entry belongs.A
value of zero indicates that the index to the TimeZone table is Unknown.

::= { ccmDevicePoolEntry 4 }

ccmDevicePoolGroupIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the CallManager Group to which this Device Pool
entry belongs.A value of zero indicates that the index to the CallManager Group table is Unknown.

::= { ccmDevicePoolEntry 5 }

Cisco Unified CM 製品タイプテーブル

ccmProductTypeTable OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmProductTypeEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of product types supported in a call manager cluster.The product types will
include the list of phone types, gateway types, media device types, H323 device types, CTI device
types, Voice Messaging device types and SIP device types.

::= { ccmGeneralInfo 8 }
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ccmProductTypeEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmProductTypeEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the ccmProductTypeTable, containing the information about a product
type supported in a call manager cluster.An entry is created to represent a product type.

INDEX { ccmProductTypeIndex }

::= { ccmProductTypeTable 1 }

CcmProductTypeEntry ::= SEQUENCE {

ccmProductTypeIndex CcmIndex,

ccmProductType Unsigned32,

ccmProductName SnmpAdminString,

ccmProductCategory INTEGER

}

ccmProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies an entry in the
ccmProductTypeTable.

::= { ccmProductTypeEntry 1 }

ccmProductType OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of the product as defined in the Cisco Unified CM database.

::= { ccmProductTypeEntry 2 }
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ccmProductName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..100))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the product as defined in the Cisco Unified CM database.

::= { ccmProductTypeEntry 3 }

ccmProductCategory OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(-1),
notApplicable(0),
phone(1),
gateway(2),
h323Device(3),
ctiDevice(4),
voiceMailDevice(5),
mediaResourceDevice(6),
huntListDevice(7),
sipDevice(8)
}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The category of the product.

unknown: Unknown product category
notApplicable:Not Applicable
phone:Phone
gateway: Gateway
h323Device: H323 Device
ctiDevice:CTI Device
voiceMailDevice: Voice Messaging Device
mediaResourceDevice: Media Resource Device
huntListDevice: Hunt List Device
sipDevice:SIP Device.

::= { ccmProductTypeEntry 4 }
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電話機テーブル

ccmPhoneTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmPhoneEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all IP Phone devices that have tried to register with the local Cisco
Unified CM at least once.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmPhoneInfo 1 }
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ccmPhoneEntry OBJECT-TYPE
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SYNTAX CcmPhoneEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the phone Table, containing information about a particular phone device.

INDEX { ccmPhoneIndex }

::= { ccmPhoneTable 1 }

CcmPhoneEntry ::= SEQUENCE {

ccmPhoneIndex CcmIndex,

ccmPhonePhysicalAddress MacAddress,

ccmPhoneType INTEGER,

ccmPhoneDescription SnmpAdminString,

ccmPhoneUserName SnmpAdminString,

ccmPhoneIpAddress IpAddress,

ccmPhoneStatus CcmDeviceStatus,

ccmPhoneTimeLastRegistered DateAndTime,

ccmPhoneE911Location SnmpAdminString,

ccmPhoneLoadID SnmpAdminString,

ccmPhoneLastError Integer32,

ccmPhoneTimeLastError DateAndTime,

ccmPhoneDevicePoolIndex CcmIndexOrZero,

ccmPhoneInetAddressType InetAddressType,

ccmPhoneInetAddress InetAddress,

ccmPhoneStatusReason CcmDevFailCauseCode,

ccmPhoneTimeLastStatusUpdt DateAndTime,

ccmPhoneProductTypeIndexCcmIndexOrZero,

ccmPhoneProtocolCcmPhoneProtocolType,

ccmPhoneName SnmpAdminString

ccmPhoneInetAddressIPv4 InetAddressIPv4,

ccmPhoneInetAddressIPv6 InetAddressIPv6,

ccmPhoneIPv4Attribute INTEGER,

ccmPhoneIPv6Attribute INTEGER,

ccmPhoneActiveLoadID SnmpAdminString,

ccmPhoneUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmPhoneRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}
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ccmPhoneIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Phone within
the Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneEntry 1 }

ccmPhonePhysicalAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX MacAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The physical address(MAC address) of the IP phone.

::= { ccmPhoneEntry 2 }

ccmPhoneDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The description of the phone.

::= { ccmPhoneEntry 4 }

ccmPhoneUserName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the user of the phone.When the phone is not in use, the name would refer to the last known
user of the phone.

::= { ccmPhoneEntry 5 }
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ccmPhoneStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the phone.The status of the Phone changes from Unknown to registered when it registers
itself with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneEntry 7 }

ccmPhoneTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time when the phone last registered with the Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneEntry 8 }

ccmPhoneE911Location OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The E911 location of the phone.

::= { ccmPhoneEntry 9 }

ccmPhoneLoadID OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the configured load ID for the phone device.

::= { ccmPhoneEntry 10 }
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ccmPhoneDevicePoolIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the Device Pool to which this Phone entry belongs.A
value of 0 indicates that the index to the Device Pool table is Unknown.

::= { ccmPhoneEntry 13 }

ccmPhoneInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the phone.

::= { ccmPhoneEntry 14 }

ccmPhoneInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known IP address of the phone.The type of address for this is identified
by ccmPhoneInetAddressType.

::= { ccmPhoneEntry 15 }

ccmPhoneTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the status of the phone changed.

::= { ccmPhoneEntry 17 }
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ccmPhoneProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of 0 indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmPhoneEntry 18 }

ccmPhoneProtocol OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmPhoneProtocolType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The protocol used between the phone and Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneEntry 19 }

ccmPhoneName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the phone.The name of the phone can be <prefix> + MAC Address, where <prefix> is
SEP for Cisco SCCP and SIP Phones.In the case of other phones such as communicator (soft phone)
it can be free-form name, a string that uniquely identifies the phone.

::= { ccmPhoneEntry 20 }

ccmPhoneInetAddressIPv4 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv4

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv4 address of the Phone Device.This object contains
value zero if IPV4 address is not available.

::= { ccmPhoneEntry 21 }
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ccmPhoneInetAddressIPv6 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv6

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv6 address of the Phone device.This object contains
value zero if IPV6 address is not available.

::= { ccmPhoneEntry 22 }

ccmPhoneIPv4Attribute OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(0),

adminOnly(1),

controlOnly(2),

adminAndControl(3)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the scope of ccmPhoneInetAddressIPv4.

unknown(0): It is not known if ccmPhoneInetAddressIPv4 is used for Administration purpose or
Controlling purpose.

adminOnly(1): ccmPhoneInetAddressIPv4 is used for the serviceability or administrative purpose.

controlOnly(2): ccmPhoneInetAddressIPv4 is used for signaling or registration purpose.

adminAndControl(3): ccmPhoneInetAddressIPv4 is used for controlling as well as administrative
purpose.

::= { ccmPhoneEntry 23 }
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ccmPhoneIPv6Attribute OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(0),

adminOnly(1),

controlOnly(2),

adminAndControl(3)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the scope of ccmPhoneInetAddressIPv6.

unknown(0): It is not known if ccmPhoneInetAddressIPv6 is used for Administration purpose or
Controlling purpose.

adminOnly(1): ccmPhoneInetAddressIPv6 is used for the serviceability or administrative purpose.

controlOnly(2): ccmPhoneInetAddressIPv6 is used for signaling or registration purpose.

adminAndControl(3): ccmPhoneInetAddressIPv6 is used for controlling as well as administrative
purpose.

::= { ccmPhoneEntry 24 }

ccmPhoneActiveLoadID OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the ID of actual load that is successfully loaded and running on the phone device.If
the phone is successfully upgraded to the new load then ccmPhoneLoadID and ccmPhoneActiveLoadID
will have same value.If the upgrade fails then the ccmPhoneLoadID has the configured load ID and
ccmPhoneActiveLoadID has the actual load ID that is running on the phone.

::= { ccmPhoneEntry 25 }

ccmPhoneUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTA CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered phone.

::= { ccmPhoneEntry 26 }
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ccmPhoneRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed phone.

::= { ccmPhoneEntry 27 }

電話機障害テーブル

ccmPhoneFailedTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmPhoneFailedEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all phones that attempted to register with the local call manager and
failed.The entries that have not been updated and kept at least for the duration specified in the
ccmPhoneFailedStorePeriod will be deleted.Reasons for these failures could be due to configuration
error, maximum number of phones has been reached, lost contact, etc.

::= { ccmPhoneInfo 3 }
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ccmPhoneFailedEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmPhoneFailedEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the PhoneFailed Table, one for each phone failure in the Cisco Unified
CM.

INDEX { ccmPhoneFailedIndex }

::= { ccmPhoneFailedTable 1 }

CcmPhoneFailedEntry ::= SEQUENCE {

ccmPhoneFailedIndex CcmIndex,

ccmPhoneFailedTime DateAndTime,

ccmPhoneFailedName SnmpAdminString,

ccmPhoneFailedInetAddressType InetAddressType,

ccmPhoneFailedInetAddress InetAddress,

ccmPhoneFailCauseCode CcmDevFailCauseCode,

ccmPhoneFailedMacAddress MacAddress

ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 InetAddressIPv4,

ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 InetAddressIPv6,

ccmPhoneFailedIPv4Attribute INTEGER,

ccmPhoneFailedIPv6Attribute INTEGER,

ccmPhoneFailedRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}

ccmPhoneFailedIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that is incremented with each new entry
in the ccmPhoneFailedTable.This integer value will wrap if needed.

::= { ccmPhoneFailedEntry 1 }
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ccmPhoneFailedTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time when the phone failed to register with the Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneFailedEntry 2 }

ccmPhoneFailedMacAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX MacAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The MAC address of the failed phone.

::= { ccmPhoneFailedEntry 7 }

ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv4

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv4 address of the phone experiencing a communication
failure.This object contains value zero if IPV4 address is not available.

::= { ccmPhoneFailedEntry 8 }

ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv6

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv6 address of the phone experiencing a communication
failure.This object contains value zero if IPV6 address is not available.

::= { ccmPhoneFailedEntry 9 }
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ccmPhoneFailedIPv4Attribute OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

{

unknown(0),

adminOnly(1),

controlOnly(2),

adminAndControl(3)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the scope of ccmPhoneFailedInetAddressIPv4.

unknown(0): It is not known if ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 is used for Administration purpose
or Controlling purpose.

adminOnly(1): ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 is used for the serviceability or administrative purpose.

controlOnly(2): ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 is used for signaling or registration purpose.

adminAndControl(3): ccmPhoneFailedInetAddressIPv4 is used for controlling as well as administrative
purpose.

::= { ccmPhoneFailedEntry 10 }
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ccmPhoneFailedIPv6Attribute OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

{

unknown(0),

adminOnly(1),

controlOnly(2),

adminAndControl(3)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the scope of ccmPhoneFailedInetAddressIPv6.

unknown(0): It is not known if ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 is used for Administration purpose
or Controlling purpose.

adminOnly(1): ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 is used for the serviceability or administrative purpose.

controlOnly(2): ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 is used for signaling or registration purpose.

adminAndControl(3): ccmPhoneFailedInetAddressIPv6 is used for controlling as well as administrative
purpose.

::= { ccmPhoneFailedEntry 11 }

ccmPhoneFailedRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed phone.

::= { ccmPhoneFailedEntry 12 }
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電話機ステータス更新テーブル

ccmPhoneStatusUpdateTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmPhoneStatusUpdateEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all phone status updates with respect to the local call manager.This table
will only have registered, unregistered, and partially-registered status updates.The rejected phones are
stored in the ccmPhoneFailedTable.Each entry of this table is stored at least for the duration specified
in the ccmPhoneStatusUpdateStorePeriod object, after that it will be deleted.

::= { ccmPhoneInfo 4 }

ccmPhoneStatusUpdateEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmPhoneStatusUpdateEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the PhoneStatusUpdate Table, one for each phone status update in the
Cisco Unified CM.

INDEX { ccmPhoneStatusUpdateIndex }

::= { ccmPhoneStatusUpdateTable 1 }

CcmPhoneStatusUpdateEntry ::= SEQUENCE {

ccmPhoneStatusUpdateIndex CcmIndex,

ccmPhoneStatusPhoneIndex CcmIndexOrZero,

ccmPhoneStatusUpdateTime DateAndTime,

ccmPhoneStatusUpdateType INTEGER,

ccmPhoneStatusUpdateReason CcmDevFailCauseCode

ccmPhoneStatusUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmPhoneStatusRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}
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ccmPhoneStatusUpdateIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that is incremented with each new entry
in the ccmPhoneStatusUpdateTable.This integer value will wrap if needed.

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 1 }

ccmPhoneStatusPhoneIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify an entry in the ccmPhoneTable.A value of zero indicates
that the index to the ccmPhoneTable is Unknown.

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 2 }

ccmPhoneStatusUpdateTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time of the phone's registration status change.

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 3 }
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ccmPhoneStatusUpdateType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(1),

phoneRegistered(2),

phoneUnregistered(3),

phonePartiallyregistered(4)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

States the type of phone status change.

unknown: Unknown status

phoneRegistered: Phone has registered with the Cisco Unified CM

phoneUnregistered: Phone is no longer registered with the Cisco Unified CM

phonePartiallyregistered: Phone is partially registered with the Cisco Unified CM

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 4 }

ccmPhoneStatusUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered phone.

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 6 }

ccmPhoneStatusRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed phone.

::= { ccmPhoneStatusUpdateEntry 7 }
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結合インデックスの拡張内線番号テーブル

ccmPhoneExtnTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmPhoneExtnEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all phone extensions associated with the registered and unregistered
phones in the ccmPhoneTable.This table has combination index ccmPhoneIndex, ccmPhoneExtnIndex
so the ccmPhoneTable and the ccmPhoneExtnTable entries can be related.

::= { ccmPhoneInfo 5 }

ccmPhoneExtnEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmPhoneExtnEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the phone extension Table, containing the information about a particular
phone extension.

INDEX { ccmPhoneIndex, ccmPhoneExtnIndex }

::= { ccmPhoneExtnTable 1 }

CcmPhoneExtnEntry ::= SEQUENCE {

ccmPhoneExtnIndex CcmIndex,

ccmPhoneExtn SnmpAdminString,

ccmPhoneExtnMultiLines Unsigned32,

ccmPhoneExtnInetAddressType InetAddressType,

ccmPhoneExtnInetAddress InetAddress,

ccmPhoneExtnStatus CcmDeviceLineStatus

}

ccmPhoneExtnIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Phone Extension
within the Cisco Unified CM.

::= { ccmPhoneExtnEntry 1 }
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ccmPhoneExtn OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..24))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The extension number of the extension.

::= { ccmPhoneExtnEntry 2 }

ccmPhoneExtnMultiLines OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of multiline appearances for each phone extension.

::= { ccmPhoneExtnEntry 3 }

ccmPhoneExtnInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the phone extension.

::= { ccmPhoneExtnEntry 4 }

ccmPhoneExtnInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address of the phone extension.The type of address for this is identified by
ccmPhoneExtnInetAddressType.

::= { ccmPhoneExtnEntry 5 }
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ccmPhoneExtnStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceLineStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Represents the status of this phone line.

::= { ccmPhoneExtnEntry 6 }

ゲートウェイテーブル

ccmGatewayTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmGatewayEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing the list of all gateway devices that have tried to register with the local Cisco Unified
CM at least once.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmGatewayInfo 1 }
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ccmGatewayEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmGatewayEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the gateway Table, one for each gateway device in the Cisco Unified CM.

INDEX { ccmGatewayIndex }

::= { ccmGatewayTable 1 }

CcmGatewayEntry ::= SEQUENCE {

ccmGatewayIndex CcmIndex,

ccmGatewayName SnmpAdminString,

ccmGatewayType Integer,

ccmGateway Description SnmpAdminString,

ccmGatewayStatus CcmDeviceStatus,

ccmGatewayDevicePoolIndex CcmIndexOrZero,

ccmGatewayInetAddressType InetAddressType,

ccmGatewayInetAddress InetAddress,

ccmGatewayProductId CcmDeviceProductId,

ccmGatewayStatusReason CcmDevFailCauseCode,

ccmGatewayTimeLastStatusUpdt DateAndTime,

ccmGatewayTimeLastRegistered DateAndTime,

ccmGatewayDChannelStatus INTEGER,

ccmGatewayDChannelNumber Integer32,

ccmGatewayProductTypeIndex CcmIndexOrZero

ccmGatewayUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmGatewayRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}

ccmGatewayIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that uniquely identifies a Gateway within
the scope of the local call manager.

::= { ccmGatewayEntry 1 }
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ccmGatewayName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This is the Gateway name assigned to the Gateway in the Cisco Unified CM.This name is assigned
when a new device of type Gateway is added to the Cisco Unified CM.

::= { ccmGatewayEntry 2 }
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ccmGatewayType OBJECT-TYPE
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SYNTAX INTEGER {

unknown(1),

other(2),

ciscoAnalogAccess(3),

ciscoDigitalAccessPRI(4),

ciscoDigitalAccessT1(5),

ciscoDigitalAccessPRIPlus(6),

ciscoDigitalAccessWSX6608E1(7),

ciscoDigitalAccessWSX6608T1(8),

ciscoAnalogAccessWSX6624(9),

ciscoMGCPStation(10),

ciscoDigitalAccessE1Plus(11),

ciscoDigitalAccessT1Plus(12),

ciscoDigitalAccessWSX6608PRI(13),

ciscoAnalogAccessWSX6612(14),

ciscoMGCPTrunk(15),

ciscoVG200(16),

cisco26XX(17),

cisco362X(18),

cisco364X(19),

cisco366X(20),

ciscoCat4224VoiceGatewaySwitch(21),

ciscoCat4000AccessGatewayModule(22),

ciscoIAD2400(23),

ciscoVGCEndPoint(24),

ciscoVG224VG248Gateway(25),

ciscoVGCBox(26),

ciscoATA186(27),

ciscoICS77XXMRP2XX(28),

ciscoICS77XXASI81(29),

ciscoICS77XXASI160(30),

ciscoSlotVGCPort(31),

ciscoCat6000AVVIDServModule(32),

ciscoWSX6600(33),

ciscoWSSVCCMMMS(34),

cisco3745(35),
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cisco3725(36),

ciscoICS77XXMRP3XX(37),

ciscoICS77XXMRP38FXS(38),

ciscoICS77XXMRP316FXS(39),

ciscoICS77XXMRP38FXOM1(40),

cisco269X(41),

cisco1760(42),

cisco1751(43),

ccmGatewayDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The description attached to the gateway device.

::= { ccmGatewayEntry 4 }

ccmGatewayStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the gateway.The Gateway status changes fromUnknown to Registered when the Gateway
registers itself with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmGatewayEntry 5 }

ccmGatewayDevicePoolIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the Device Pool to which this Gateway entry belongs.A
value of zero indicates that the index to the Device Pool table is Unknown.

::= { ccmGatewayEntry 6 }
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ccmGatewayInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the Gateway device.The value of this object is 'unknown(0)'
if the IP address of a Gateway device is not available.

::= { ccmGatewayEntry 7 }

ccmGatewayInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies last known IP Address of the gateway.If the IP address is not available then this
object contains an empty string.The type of address for this is identified by ccmGatewayInetAddressType.

::= { ccmGatewayEntry 8 }

ccmGatewayTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the status of the gateway changed.

::= { ccmGatewayEntry 11 }

ccmGatewayTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the gateway last registered with the call manager.

::= { ccmGatewayEntry 12 }
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ccmGatewayDChannelStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

active(1),

inActive(2),

unknown(3),

notApplicable(4)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The D-Channel status of the gateway.

active(1): The D-Channel is up
inActive(1): The D-Channel is down
unknown(3):The D-Channel status is unknown
notApplicable(4): The D-channel status is not applicable for this gateway.

::= { ccmGatewayEntry 13 }

ccmGatewayDChannelNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (-1..24)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The D-Channel number of the gateway.A value of -1 in this field indicates that the DChannel number
is not applicable for this gateway.

::= { ccmGatewayEntry 14 }

ccmGatewayProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of 0 indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmGatewayEntry 15 }
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ccmGatewayUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered gateway.

::= { ccmGatewayEntry 16 }

ccmGatewayRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed gateway.

::= { ccmGatewayEntry 17 }

ゲートウェイトランクテーブル

CcmGatewayTrunkEntry

::= SEQUENCE {

ccmGatewayTrunkIndex CcmIndex,

ccmGatewayTrunkType INTEGER,

ccmGatewayTrunkName SnmpAdminString,

ccmTrunkGatewayIndex CcmIndexOrZero,

ccmGatewayTrunkStatus INTEGER

}

すべてのスカラオブジェクト

ccmRegisteredPhones OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of phones that are registered and actively in communication with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 5 }
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ccmUnregisteredPhones OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of phone that are unregistered or have lost contact with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 6 }

ccmRejectedPhones OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of phones whose registration requests were rejected by the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 7 }

ccmRegisteredGateways OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of gateways that are registered and actively in communication with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 8 }

ccmUnregisteredGateways OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of gateways that are unregistered or have lost contact with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 9 }
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ccmRejectedGateways OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of gateways whose registration requests were rejected by the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 10 }

ccmRegisteredMediaDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of media devices that are registered and actively in communication with the local call
manager.

::= { ccmGlobalInfo 11 }

ccmUnregisteredMediaDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of media devices that are unregistered or have lost contact with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 12 }

ccmRejectedMediaDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of media devices whose registration requests were rejected by the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 13 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
781

シスコ管理情報ベース

CISCO-CCM-MIB テーブル



ccmRegisteredCTIDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of CTI devices that are registered and actively in communication with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 14 }

ccmUnregisteredCTIDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of CTI devices that are unregistered or have lost contact with the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 15 }

ccmRejectedCTIDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of CTI devices whose registration requests were rejected by the local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 16 }

ccmRegisteredVoiceMailDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of voice messaging devices that are registered and actively in communication with the
local call manager.

::= { ccmGlobalInfo 17 }
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ccmUnregisteredVoiceMailDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of voice messaging devices that are unregistered or have lost contact with the local call
manager.

::= { ccmGlobalInfo 18 }

ccmRejectedVoiceMailDevices OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of voice messaging devices whose registration requests were rejected by the local call
manager.

::= { ccmGlobalInfo 19 }

ccmCallManagerStartTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The last time the local call manager service started.This is available only when the local call manager
is up and running.

::= { ccmGlobalInfo 20 }

ccmPhoneTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmPhoneTable.The initial value of this object is 0 and it will be incremented
every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the ccmPhoneTable.This
value and ccmCallManagerStartTime should be used together to find if the table has changed or
not.When the call manager is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 21 }
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ccmPhoneExtensionTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmPhoneExtensionTable.The initial value of this object is 0 and it will be
incremented every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the
ccmPhoneExtensionTable.This value and ccmCallManagerStartTime should be used together to find
if the table has changed or not.When the call manager is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 22 }

ccmPhoneStatusUpdateTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmPhoneStatusUpdateTable.The initial value of this object is 0 and it will be
incremented every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the
ccmPhoneStatusUpdateTable.This value and sysUpTime should be used together to find if the table
has changed or not.When the SNMP service is restarted this value will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 23 }

ccmGatewayTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmGatewayTable.The initial value of this object is 0 and it will be incremented
every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the ccmGatewayTable.This value
and ccmCallManagerStartTime should be used together to find if the table has changed or not.When
the call manager is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 24 }
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ccmCTIDeviceTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmCTIDeviceTable.The initial value of this object is 0 and it will be incremented
every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the ccmCTIDeviceTable.This
value and ccmCallManagerStartTime should be used together to find if the table has changed or not.When
the call manager is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 25 }

ccmCTIDeviceDirNumTableStateId OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of ccmCTIDeviceDirNumTable.The initial value of this object is 0 and it will be
incremented every time when there is a change (addition/deletion/modification) to the
ccmCTIDeviceDirNumTable.This value and ccmCallManagerStartTime should be used together to
find if the table has changed or not.When the call manager is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 26 }

ccmPhStatUpdtTblLastAddedIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The ccmPhoneStatusUpdateIndex value of the last entry that was added to the
ccmPhoneStatusUpdateTable.This value together with sysUpTime can be used by the manager
applications to identify the new entries in the ccmPhoneStatusUpdateTable since their last poll.This
value need not be the same as the highest index in the ccmPhoneStatusUpdateTable as the index could
have wrapped around.The initial value of this object is 0, which indicates that no entries have been
added to this table.When the SNMP service is restarted this value will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 27 }
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ccmPhFailedTblLastAddedIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The ccmPhoneFailedIndex value of the last entry that was added to the ccmPhoneFailedTable.This
value together with sysUpTime can be used by the manager applications to identify the new entries in
the ccmPhoneFailedTable since their last poll.This value need not be the same as the highest index in
the ccmPhoneFailedTable as the index could have wrapped around.The initial value of this object is 0,
which indicates that no entries have been added to this table.When the SNMP service is restarted this
value will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 28 }

ccmSystemVersion OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The installed version of the local Cisco Unified CM system.

::= { ccmGlobalInfo 29 }

ccmInstallationId OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The installation component identifier of the local Cisco Unified CM component(ccm.exe).

::= { ccmGlobalInfo 30 }

ccmPartiallyRegisteredPhones OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of phones that are partially registered with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmGlobalInfo 31 }

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
786

シスコ管理情報ベース

CISCO-CCM-MIB テーブル



ccmH323TableEntries OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current number of entries in ccmH323DeviceTable.The initial value of this object is 0 and it will
be incremented every time when there is an addition to the ccmH323DeviceTable.When the Cisco
Unified CM is restarted, this will be reset to 0.

::= { ccmGlobalInfo 32 }

ccmSIPTableEntries OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current number of entries in ccmSIPDeviceTable.The initial value of this object is 0 and it will be
incremented every time when there is an addition to the ccmSIPDeviceTable.When the Cisco Unified
CM is restarted, this will be reset to zero.

::= { ccmGlobalInfo 33 }

メディアデバイステーブル

ccmMediaDeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmMediaDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of all Media Devices that have tried to register with the local Cisco Unified
CM at least once.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmMediaDeviceInfo 1 }
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ccmMediaDeviceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmMediaDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the MediaDevice Table, containing the information about a particular
Media Resource device.

INDEX { ccmMediaDeviceIndex }

::= { ccmMediaDeviceTable 1 }

CcmMediaDeviceEntry ::= SEQUENCE {

ccmMediaDeviceIndex CcmIndex,

ccmMediaDeviceName SnmpAdminString,

ccmMediaDeviceType INTEGER,

ccmMediaDeviceDescription

SnmpAdminString,

ccmMediaDeviceStatus CcmDeviceStatus,

ccmMediaDeviceDevicePoolIndex CcmIndexOrZero,

ccmMediaDeviceInetAddressType InetAddressType,

ccmMediaDeviceInetAddress InetAddress,

ccmMediaDeviceStatusReason CcmDevFailCauseCode,

ccmMediaDeviceTimeLastStatusUpdt DateAndTime,

ccmMediaDeviceTimeLastRegistered DateAndTime,

ccmMediaDeviceProductTypeIndex CcmIndexOrZero

ccmMediaDeviceInetAddressIPv4 InetAddressIPv4,

ccmMediaDeviceInetAddressIPv6 InetAddressIPv6,

ccmMediaDeviceUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmMediaDeviceRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}

ccmMediaDeviceIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that identifies a Media Device entry in
the table.

::= { ccmMediaDeviceEntry 1 }
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ccmMediaDeviceName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This is the device name assigned to the Media Device.This name is assigned when a new device of this
type is added to the Cisco Unified CM.

::= { ccmMediaDeviceEntry 2 }

ccmMediaDeviceDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This description is given when the device is configured in the Cisco Unified CM.

::= { ccmMediaDeviceEntry 4 }

ccmMediaDeviceStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the Media Device.The status changes from unknown to registered when it registers itself
with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmMediaDeviceEntry 5 }

ccmMediaDeviceDevicePoolIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the Device Pool to which this MediaDevice entry
belongs.A value of zero indicates that the index to the Device Pool table is Unknown.

::= { ccmMediaDeviceEntry 6 }
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ccmMediaDeviceTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the status of the media device changed.

::= { ccmMediaDeviceEntry 10 }

ccmMediaDeviceTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the media device last registered with the call manager.

::= { ccmMediaDeviceEntry 11 }

ccmMediaDeviceProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of zero indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmMediaDeviceEntry 12 }

ccmMediaDeviceInetAddressIPv4 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv4

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv4 address of the Media Device.This object contains
value zero if IPV4 address is not available.

::= { ccmMediaDeviceEntry 13 }
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ccmMediaDeviceInetAddressIPv6 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv6

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv6 address of the Media Device.This object contains
value zero if IPV6 address is not available.

::= { ccmMediaDeviceEntry 14 }

ccmMediaDeviceUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered Media Device.

::= { ccmMediaDeviceEntry 15 }

ccmMediaDeviceRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed Media Device.

::= { ccmMediaDeviceEntry 16 }

CTI デバイステーブル

ccmCTIDeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmCTIDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION—The table containing a list of all CTI (Computer Telephony Integration) Devices that
have tried to register with the local Cisco Unified CM at least once.When the local Cisco Unified CM
is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmCTIDeviceInfo 1 }
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ccmCTIDeviceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmCTIDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION—An entry (conceptual row) in the CTIDevice Table, containing the information about
a particular CTI Device.

INDEX { ccmCTIDeviceIndex }

::= { ccmCTIDeviceTable 1 }

CcmCTIDeviceEntry ::= SEQUENCE {

ccmCTIDeviceIndexCcmIndex,

ccmCTIDeviceNameSnmpAdminString,

ccmCTIDeviceTypeINTEGER,

ccmCTIDeviceDescriptionSnmpAdminString,

ccmCTIDeviceStatusCcmDeviceStatus,

ccmCTIDevicePoolIndexCcmIndexOrZero,

ccmCTIDeviceInetAddressType [DEPRECATEDInetAddressType,

ccmCTIDeviceInetAddress [DEPRECATEDInetAddress,

ccmCTIDeviceAppInfoSnmpAdminString,

ccmCTIDeviceStatusReasonCcmDevFailCauseCode,

ccmCTIDeviceTimeLastStatusUpdtDateAndTime,

ccmCTIDeviceTimeLastRegisteredDateAndTime,

ccmCTIDeviceProductTypeIndexCcmIndexOrZero

ccmCTIDeviceInetAddressIPv4InetAddressIPv4

ccmCTIDeviceInetAddressIPv6InetAddressIPv6

ccmCTIDeviceUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmCTIDeviceRegFailReasonCcmDevRegFailCauseCode

}

ccmCTIDeviceIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that identifies a CTI Device entry in the
table.

::= { ccmCTIDeviceEntry 1 }
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ccmCTIDeviceName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..64))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the CTI Device.This name is assigned to the CTI Device when it is added to the Cisco
Unified CM.

::= { ccmCTIDeviceEntry 2 }

ccmCTIDeviceDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the CTI Device.This description is given when the CTI Device is configured in the
Cisco Unified CM.

::= { ccmCTIDeviceEntry 4 }

ccmCTIDeviceStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the CTI Device.The CTI Device status changes from unknown to registered when it
registers itself with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmCTIDeviceEntry 5 }

ccmCTIDevicePoolIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the Device Pool to which this CTI Device entry
belongs.A value of zero indicates that the index to the Device Pool table is Unknown.

::= { ccmCTIDeviceEntry 6 }
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ccmCTIDeviceTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the status of the CTI device changed.

::= { ccmCTIDeviceEntry 11 }

ccmCTIDeviceTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the CTI Device last registered with the call manager.

::= { ccmCTIDeviceEntry 12 }

ccmCTIDeviceProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of 0 indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmCTIDeviceEntry 13 }

ccmCTIDeviceInetAddressIPv4 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv4

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies IPv4 Address of the host where this CTI Device is running.If the IPv4 address is
not available then this object contains an empty string.

::= { ccmCTIDeviceEntry 14 }
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ccmCTIDeviceInetAddressIPv6 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv6

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies IPv6 Address of the host where this CTI Device is running.If the IPv6 address is
not available then this object contains an empty string.

::= { ccmCTIDeviceEntry 15 }

ccmCTIDeviceUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered CTI Device.

::= { ccmCTIDeviceEntry 16 }

ccmCTIDeviceRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed CTI Device.

::= { ccmCTIDeviceEntry 17 }

CTI デバイスディレクトリ番号テーブル

ccmCTIDeviceDirNumTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmCTIDeviceDirNumEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of directory numbers that are assigned to all of the registered and unregistered
CTI Devices in the ccmCTIDeviceTable.

::= { ccmCTIDeviceInfo 2 }
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ccmCTIDeviceDirNumEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmCTIDeviceDirNumEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the CTIDeviceDirNumTable, containing the information about a particular
CTI Device extension.

INDEX { ccmCTIDeviceIndex, ccmCTIDeviceDirNumIndex }

::= { ccmCTIDeviceDirNumTable 1 }

CcmCTIDeviceDirNumEntry ::= SEQUENCE {

ccmCTIDeviceDirNumIndex CcmIndex,

ccmCTIDeviceDirNum SnmpAdminString

}

ccmCTIDeviceDirNumIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local system, that identifies a Directory Number of a CTI Device.

::= { ccmCTIDeviceDirNumEntry 1 }

ccmCTIDeviceDirNum OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..24))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A Directory Number of the CTI Device.

::= { ccmCTIDeviceDirNumEntry 2 }

--
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アラーム

Cisco Unified CM アラーム有効化

ccmCallManagerAlarmEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Allows the generation of alarms in response to Cisco Unified CM general failures.

true(1): Enabling this object will allow the Cisco Unified CM agent to generate the following alarms:

ccmCallManagerFailure、
ccmMediaResourceListExhausted,
ccmRouteListExhausted and
ccmTLSConnectionFailure.This is the default value.

false(2): Disabling this object will stop the generation of the following alarms by the Cisco Unified
CM agent:

ccmCallManagerFailure
ccmMediaResourceListExhausted,
ccmRouteListExhausted and
ccmTLSConnectionFailure.

DEFVAL { true }

::= { ccmAlarmConfigInfo 1 }
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電話機障害設定オブジェクト

ccmPhoneFailedAlarmInterval OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0 | 30..3600)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The minimum interval between sending of the ccmPhoneFailed notification in seconds.The
ccmPhoneFailed notification is only sent when there is at least one entry in the ccmPhoneFailedTable
and the notification has not been sent for the last ccmPhoneFailedAlarmInterval defined in this object.A
value of zero indicates that the alarm notification is disabled.

DEFVAL { 0 }

::= { ccmAlarmConfigInfo 2 }

ccmPhoneFailedStorePeriod OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1800..3600)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The time duration for storing each entry in the ccmPhoneFailedTable.The entries that have not been
updated and kept at least this period will be deleted.This value should ideally be set to a higher value
than the ccmPhoneFailedAlarmInterval object.

DEFVAL { 1800 }

::= { ccmAlarmConfigInfo 3 }
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電話機ステータス更新設定オブジェクト

ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0 | 30..3600)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The minimum interval between sending of the ccmPhoneStatusUpdate notification in seconds.The
ccmPhoneStatusUpdate notification is only sent when there is at least one entry in the
ccmPhoneStatusUpdateTable and the notification has not been sent for the last
ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv defined in this object.A value of zero indicates that the alarm
notification is disabled.

DEFVAL { 0 }

::= { ccmAlarmConfigInfo 4 }

ccmPhoneStatusUpdateStorePeriod OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1800..3600)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The time duration for storing each entry in the ccmPhoneStatusUpdateTable.The entries that have been
kept at least this period will be deleted.This value should ideally be set to a higher value than the
ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv object.

DEFVAL { 1800 }

::= { ccmAlarmConfigInfo 5 }
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ゲートウェイアラーム有効化

ccmGatewayAlarmEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Allows the generation of alarms in response to Gateway general failures that the Cisco Unified CM is
aware of.

true(1): Enabling this object will allow the Cisco Unified CM agent to generate the following alarms:

ccmGatewayFailedReason
ccmGatewayLayer2Change (This is the default value.)

false(2): Disabling this object will stop the generation of the following alarms by the Cisco Unified
agent:

ccmGatewayFailed
ccmGatewayLayer2Change

DEFVAL { true }

::= { ccmAlarmConfigInfo 6 }

迷惑呼アラーム有効化

ccmMaliciousCallAlarmEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Allows the generation of alarms for malicious calls that the local call manager is aware of.

true(1): Enabling this object will allow the Cisco Unified CM agent to generate the ccmMaliciousCall
alarm.This is the default value.
false(2): Disabling this object will stop the generation of the ccmMaliciousCall alarm.

DEFVAL { true }

::= { ccmAlarmConfigInfo 7 }
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通知とアラーム

ccmAlarmSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

emergency(1),

alert(2),

critical(3),

error(4),

warning(5),

notice(6),

informational(7)

}

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The Alarm Severity code.

emergency: System unusable
alert:Immediate response needed
critical: Critical condition
error:Error condition
warning: Warning condition
notice: Normal but significant condition
informational:Informational situation.

::= { ccmNotificationsInfo 1 }
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ccmFailCauseCode OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(1),

heartBeatStopped(2),

routerThreadDied(3),

timerThreadDied(4),

criticalThreadDied(5),

deviceMgrInitFailed(6),

digitAnalysisInitFailed(7),

callControlInitFailed(8),

linkMgrInitFailed(9),

dbMgrInitFailed(10),

msgTranslatorInitFailed(11),

suppServicesInitFailed(12)

}

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The Cause code of the failure.This cause is derived from a monitoring thread in the Cisco Unified CM
or from a heartbeat monitoring process.

unknown: Unknown
heartBeatStopped: The Cisco Unified CM stops generating a heartbeat
routerThreadDied: The Cisco Unified CM detects the death of the router thread
timerThreadDied: The Cisco Unified CM detects the death of the timer thread
criticalThreadDied: The Cisco Unified CM detects the death of one of its critical threads
deviceMgrInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its device manager subsystem
digitAnalysisInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its digit analysis subsystem
callControlInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its call control subsystem
linkMgrInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its link manager subsystem
dbMgrInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its database manager subsystem
msgTranslatorInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its message translation manager
subsystem
suppServicesInitFailed: The Cisco Unified CM fails to start its supplementary services subsystem.

::= { ccmNotificationsInfo 2 }
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ccmPhoneFailures OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The count of the phone initialization or communication failures that are stored in the
ccmPhoneFailedTable object.

::= { ccmNotificationsInfo 3 }

ccmPhoneUpdates OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The count of the phone status changes that are stored in the ccmPhoneStatusUpdateTable object.

::= { ccmNotificationsInfo 4 }

ccmMediaResourceType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(1),

mediaTerminationPoint(2),

transcoder(3),

conferenceBridge(4),

musicOnHold(5)

}

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The type of media resource.

unknown:Unknown resource type
mediaTerminationPoint: Media Termination Point
transcoder: Transcoder
conferenceBridge: Conference Bridge
musicOnHold:Music On Hold.

::= { ccmNotificationsInfo 6 }
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ccmMediaResourceListName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The name of a Media Resource List.This name is assigned when a new Media Resource List is added
to the Cisco Unified CM.

::= { ccmNotificationsInfo 7 }

ccmRouteListName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The name of a Route List.This name is assigned when a new Route List is added to the Cisco Unified
CM.

::= { ccmNotificationsInfo 8 }

ccmGatewayPhysIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

This object is the identifier of an interface in a gateway that has registered with the local Cisco Unified
CM.On a DS1/E1 interface, this should be the same as the ifIndex value in the gateway.

::= { ccmNotificationsInfo 9 }
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ccmGatewayPhysIfL2Status OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown(1),

up(2),

down(3)

}

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The layer 2 status of a physical interface in a gateway that has registered with the local Cisco Unified
CM.

unknown:Unknown status
up: Interface is up
down: Interface is down.

::= { ccmNotificationsInfo 10 }

ccmMaliCallCalledPartyName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The display name of the called party who received the malicious call.

::= { ccmNotificationsInfo 11 }

ccmMaliCallCalledPartyNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The phone number of the device where the malicious call is received.

::= { ccmNotificationsInfo 12 }
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ccmMaliCallCalledDeviceName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the device where the malicious call is received.

::= { ccmNotificationsInfo 13 }

ccmMaliCallCallingPartyName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The display name of the caller whose call is registered as malicious with the local call manager.

::= { ccmNotificationsInfo 14 }

ccmMaliCallCallingPartyNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The phone number of the caller whose call is registered as malicious with the local call manager.

::= { ccmNotificationsInfo 15 }

ccmMaliCallCallingDeviceName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The edge device name through which the malicious call originated or passed through.

::= { ccmNotificationsInfo 16 }
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ccmMaliCallTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The time when the malicious call is detected by the local call manager.

::= { ccmNotificationsInfo 17 }

ccmQualityRprtSourceDevName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the source device from where the problem was reported.

::= { ccmNotificationsInfo 18 }

ccmQualityRprtClusterId OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The cluster identifier of the source device.

::= { ccmNotificationsInfo 19 }

ccmQualityRprtCategory OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The category of the problem reported.

::= { ccmNotificationsInfo 20 }
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ccmQualityRprtReasonCode OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The description of the problem reported.

::= { ccmNotificationsInfo 21 }

ccmQualityRprtTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The time when the problem was reported.

::= { ccmNotificationsInfo 22 }

ccmTLSDevName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The device for which TLS connection failure was reported.

::= { ccmNotificationsInfo 23 }

ccmTLSDevInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the type of address for the device for which TLS connection failure was reported.

::= { ccmNotificationsInfo 24 }
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ccmTLSDevInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies IP Address of the device, for which TLS connection failure was reported.The
type of address for this is identified by ccmTLSDevInetAddressType.

::= { ccmNotificationsInfo 25 }

ccmTLSConnFailTime OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The time when TLS connection failure was detected by the local Cisco Unified CM.

::= { ccmNotificationsInfo 26 }

ccmTLSConnectionFailReasonCode OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

unknown (1),

authenticationerror(2),

invalidx509nameincertificate(3),

invalidtlscipher(4)

}

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

The reason for connection failure.

::= { ccmNotificationsInfo 27 }

ccmGatewayRegFailCauseCode OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS accessible-for-notify

STATUS current

DESCRIPTION

States the reason for a gateway device registration failure.

::= { ccmNotificationsInfo 28 }
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H323 デバイステーブル

ccmH323DeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmH323DeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of all H323 devices in the Cisco Unified CM cluster that the local Cisco
Unified CM is aware of.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmH323DeviceInfo 1 }
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ccmH323DeviceEntry OBJECT-TYPE
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SYNTAX CcmH323DeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the H323Device Table, containing the information about a particular
H323 Device.

INDEX { ccmH323DevIndex }

::= { ccmH323DeviceTable 1 }

CcmH323DeviceEntry ::= SEQUENCE {

ccmH323DevIndex CcmIndex,

ccmH323DevName SnmpAdminString,

ccmH323DevProductId CcmDeviceProductId,

ccmH323DevDESCRIPTION SnmpAdminString,

ccmH323DevInetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevInetAddress InetAddress,

ccmH323DevCnfgGKInetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevCnfgGKInetAddress InetAddress,

ccmH323DevAltGK1InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevAltGK1InetAddress InetAddress,

ccmH323DevAltGK2InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevAltGK2InetAddress InetAddress,

ccmH323DevAltGK3InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevAltGK3InetAddress InetAddress,

ccmH323DevAltGK4InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevAltGK4InetAddress InetAddress,

ccmH323DevAltGK5InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevAltGK5InetAddress InetAddress,

ccmH323DevActGKInetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevActGKInetAddress InetAddress,

ccmH323DevStatus INTEGER,

ccmH323DevStatusReason CcmDevFailCauseCode,

ccmH323DevTimeLastStatusUpdt DateAndTime,

ccmH323DevTimeLastRegistered DateAndTime,

ccmH323DevRmtCM1InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevRmtCM1InetAddress InetAddress,

ccmH323DevRmtCM2InetAddressType InetAddressType,
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ccmH323DevRmtCM2InetAddress InetAddress,

ccmH323DevRmtCM3InetAddressType InetAddressType,

ccmH323DevRmtCM3InetAddress InetAddress,

ccmH323DevProductTypeIndex CcmIndexOrZero

ccmH323DevUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmH323DevRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}

ccmH323DevIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that identifies a H323 Device entry in the
table.

::= { ccmH323DeviceEntry 1 }

ccmH323DevName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The device name assigned to the H323 Device.This name is assigned when a newH323 device is added
to the Cisco Unified CM.

::= { ccmH323DeviceEntry 2 }

ccmH323DevDESCRIPTION OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A DESCRIPTION

A description of the H323 device.This description is given when the H323 device is configured in the
Cisco Unified CM.

::= { ccmH323DeviceEntry 4 }
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ccmH323DevInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the H323 device.The value of this object is 'unknown(0)'
if the IP address of a H323 device is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 5 }

ccmH323DevInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies last known IP Address of the H323 device.If the IP address is not available then
this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevInetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 6 }

ccmH323DevCnfgGKInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the gatekeeper device.The value of this object is 'unknown(0)'
if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 7 }

ccmH323DevCnfgGKInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object represents configured gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This is
applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no H323 gatekeeper
configured, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevCnfgGKInetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 8 }
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ccmH323DevAltGK1InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the first alternate gatekeeper.The value of this object is

'unknown(0)' if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 9 }

ccmH323DevAltGK1InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the first alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no first alternate H323
gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevAltGK1InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 10 }

ccmH323DevAltGK2InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the second alternate gatekeeper.The value of this object is
'unknown(0)' if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 11 }

ccmH323DevAltGK2InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the second alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no second alternate
H323 gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevAltGK2InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 12 }
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ccmH323DevAltGK3InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the third alternate gatekeeper.The value of this object is
'unknown(0)' if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 13 }

ccmH323DevAltGK3InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the third alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no third alternate H323
gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevAltGK3InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 14 }

ccmH323DevAltGK4InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the fourth alternate gatekeeper.The value of this object is
'unknown(0)' if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 15 }

ccmH323DevAltGK4InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the fourth alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no fourth H323 alternate
gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevAltGK4InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 16 }
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ccmH323DevAltGK5InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the fifth alternate gatekeeper.The value of this object is

'unknown(0)' if the IP address of a H323 gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 17 }

ccmH323DevAltGK5InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the fifth alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no fifth H323 alternate
gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevAltGK5InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 18 }

ccmH323DevActGKInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the active gatekeeper.The value of this object is 'unknown(0)'
if the IP address of a gatekeeper is not available.

::= { ccmH323DeviceEntry 19 }

ccmH323DevActGKInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the active alternate gatekeeper DNS name or IP address for this H323 device.This
is applicable only for H323 devices with gatekeepers configured.When there is no active alternate H323
gatekeeper, this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmH323DevActGKInetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 20 }
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ccmH323DevStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {

notApplicable(0),

unknown(1),

registered(2),

unregistered(3),

rejected(4)

}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The H323 device registration status with the gatekeeper.The status changes from unknown to registered
when the H323 device successfully registers itself with the gatekeeper.

notApplicable: The registration status is not applicable for this H323 device
unknown:The registration status of the H323 device with the gatekeeper is unknown
registered: The H323 device has registered with the gatekeeper successfully
unregistered: The H323 device is no longer registered with the gatekeeper
rejected: Registration request from the H323 device was rejected by the gatekeeper.

::= { ccmH323DeviceEntry 21 }

ccmH323DevTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the registration status with the gatekeeper changed.This is applicable only for H323 devices
with gatekeepers configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 23 }

ccmH323DevTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time when the H323 device last registered with the gatekeeper.This is applicable only for H323
devices with gatekeepers configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 24 }
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ccmH323DevRmtCM1InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the first remote call manager.The value of this object is

'unknown(0)' if the first remote call manager is not configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 25 }

ccmH323DevRmtCM1InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the first remote call manager DNS name or IP address configured for this H323
device.When there is no first remote call manager configured, this object contains an empty string.The
type of address for this is identified by ccmH323DevRmtCM1InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 26 }

ccmH323DevRmtCM2InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the second remote call manager.The value of this object is
'unknown(0)' if the second remote call manager is not configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 27 }

ccmH323DevRmtCM2InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the second remote call manager DNS name or IP address configured for this H323
device.When there is no second remote call manager configured, this object contains an empty string.The
type of address for this is identified by ccmH323DevRmtCM2InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 28 }
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ccmH323DevRmtCM3InetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the third remote call manager.The value of this object is

'unknown(0)' if the third remote call manager is not configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 29 }

ccmH323DevRmtCM3InetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the third remote call manager DNS name or IP address configured for this H323
device.When there is no third remote call manager configured, this object contains an empty string.The
type of address for this is identified by ccmH323DevRmtCM3InetAddressType.

::= { ccmH323DeviceEntry 30 }

ccmH323DevProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of zero indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmH323DeviceEntry 31 }

ccmH323DevUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered H323 Device.This is applicable only for H323 devices
with gatekeepers configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 32 }
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ccmH323DevRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed H323 Device.This is applicable only for H323
devices with gatekeepers configured.

::= { ccmH323DeviceEntry 33 }

ボイスメールデバイステーブル

ccmVoiceMailDeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmVoiceMailDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of all voice messaging devices that have tried to register with the local Cisco
Unified CM at least once.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.

::= { ccmVoiceMailDeviceInfo 1 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
821

シスコ管理情報ベース

通知とアラーム



ccmVoiceMailDeviceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmVoiceMailDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the VoiceMailDevice Table, containing the information about a particular
Voice Messaging Device.

INDEX { ccmVMailDevIndex }

::= { ccmVoicMailDeviceTable 1 }

CcmVoiceMailDeviceEntry ::= SEQUENCE {

ccmVMailDevIndex CcmIndex,

ccmVMailDevName SnmpAdminString,

ccmVMailDevProductId CcmDeviceProductId,

ccmVMailDevDescription, SnmpAdminString,

ccmVMailDevStatus CcmDeviceStatus,

ccmVMailDevInetAddressType InetAddressType,

ccmVMailDevInetAddress InetAddress,

ccmVMailDevStatusReason CcmDevFailCauseCode,

ccmVMailDevTimeLastStatusUpdt DateAndTime,

ccmVMailDevTimeLastRegistered DateAndTime,

ccmVMailDevProductTypeIndex CcmIndexOrZero

ccmVMailDevUnregReason CcmDevUnregCauseCode,

ccmVMailDevRegFailReason CcmDevRegFailCauseCode

}

ccmVMailDevIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that identifies a voice messaging device
entry in the table.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 1 }
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ccmVMailDevName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of the Voice Messaging Device.This name is assigned to the Voice Messaging Device when
it is added to the Cisco Unified CM.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 2 }

ccmVMailDevDESCRIPTION OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The description of the Voice Messaging Device.This description is given when the Voice Messaging
Device is configured in the Cisco Unified CM.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 4 }

ccmVMailDevStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDeviceStatus

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the Voice Messaging Device.The Voice Messaging Device status changes from unknown
to registered when it registers itself with the local Cisco Unified CM.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 5 }

ccmVMailDevInetAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP address type of the Voice Messaging device.The value of this object is
'unknown(0)'if the IP address of the Voice Messaging device is not available.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 6 }
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ccmVMailDevInetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the IP Address of the Voice Messaging Device.If the IP Address is not available
then this object contains an empty string.The type of address for this is identified by
ccmVMailDevInetAddressType.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 7 }

ccmVMailDevTimeLastStatusUpdt OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the status of the voice messaging device changed.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 9 }

ccmVMailDevTimeLastRegistered OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the Voice Messaging Device has last registered with the call manager.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 10 }

ccmVMailDevProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of 0 indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 11 }
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ccmVMailDevUnregReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevUnregCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with unregistered Voice Messaging Device.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 12 }

ccmVMailDevRegFailReason OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmDevRegFailCauseCode

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The reason code associated with registration failed Voice Messaging Device.

::= { ccmVoiceMailDeviceEntry 13 }

ボイスメールディレクトリ番号テーブル

ccmVoiceMailDeviceDirNumTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmVoiceMailDeviceDirNumEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of directory numbers that are assigned to all of the registered and unregistered
Voice Messaging Devices in the ccmVoiceMailDeviceTable.

::= { ccmVoiceMailDeviceInfo 2 }
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ccmVoiceMailDeviceDirNumEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmVoiceMailDeviceDirNumEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the VoiceMailDirNum Table, has the associated directory number for a
Voice Messaging Device.

INDEX { ccmVMailDevIndex, ccmVMailDevDirNumIndex }

::= { ccmVoiceMailDeviceDirNumTable 1 }

CcmVoiceMailDeviceDirNumEntry ::= SEQUENCE {

ccmVMailDevDirNumIndexCcmIndex,

ccmVMailDevDirNum SnmpAdminString

}

ccmVMailDevDirNumIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local system, that identifies a Directory Number of a Voice
Messaging Device.

::= { ccmVoiceMailDeviceDirNumEntry 1 }

ccmVMailDevDirNum OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..24))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The Directory Number of the Voice Messaging Device.

::= { ccmVoiceMailDeviceDirNumEntry 2 }
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品質レポートアラーム設定情報

ccmQualityReportAlarmEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Allows the generation of the quality report alarm.

true(1): Enabling this object will allow the Cisco Unified CM agent to generate the ccmQualityReport
alarm.This is the default value.
false(2): Disabling this object will stop the generation of the ccmQualityReport alarm by the Cisco
Unified CM agent.

DEFVAL { true }

::= { ccmQualityReportAlarmConfigInfo 1 }

SIP デバイステーブル

ccmSIPDeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CcmSIPDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing a list of all SIP trunks in the Cisco Unified CM cluster that the local Cisco Unified
CM is aware of.When the local Cisco Unified CM is restarted, this table will be refreshed.If the local
Cisco Unified CM is down, then this table will be empty.

::= { ccmSIPDeviceInfo 1 }
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ccmSIPDeviceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmSIPDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the SIP Device Table, containing the information about a particular SIP
Trunk Device.

INDEX { ccmSIPDevIndex }

::= { ccmSIPDeviceTable 1 }

CcmSIPDeviceEntry ::= SEQUENCE {

ccmSIPDevIndex CcmIndex,

ccmSIPDevName SnmpAdminString,

ccmSIPDevProductTypeIndex CcmIndexOrZero,

ccmSIPDevDescription SnmpAdminString,

ccmSIPDevInetAddressType InetAddressType,

ccmSIPDevInetAddress InetAddress,

ccmSIPInTransportProtocolType CcmSIPTransportProtocolType,

ccmSIPInPortNumber InetPortNumber,

ccmSIPOutTransportProtocolType CcmSIPTransportProtocolType,

ccmSIPOutPortNumber InetPortNumber

ccmSIPDevInetAddressIPv4 InetAddressIPv4,

ccmSIPDevInetAddressIPv6 InetAddressIPv6

}

ccmSIPDevIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndex

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer, selected by the local Cisco Unified CM, that identifies a SIP Trunk Device entry
in the table.

::= { ccmSIPDeviceEntry 1 }
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ccmSIPDevName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The device name assigned to the SIP Trunk Device.This name is assigned when a new SIP Trunk device
is added to the Cisco Unified CM.

::= { ccmSIPDeviceEntry 2 }

ccmSIPDevProductTypeIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A positive value of this index is used to identify the related product type entry in the
ccmProductTypeTable.A value of zero indicates that the index to the ccmProductTypeTable is Unknown.

::= { ccmSIPDeviceEntry 3 }

ccmSIPDevDescription OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE(0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the SIP Trunk device.This Description is given when the SIP Trunk device is configured
in the Cisco Unified CM.

::= { ccmSIPDeviceEntry 4 }

ccmSIPInTransportProtocolType OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmSIPTransportProtocolType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Specifies the transport protocol type used by Cisco Unified CM for setting up incoming SIP call.

::= { ccmSIPDeviceEntry 7 }
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ccmSIPInPortNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX InetPortNumber

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Specifies the port number used by Cisco Unified CM for setting up incoming SIP call.

::= { ccmSIPDeviceEntry 8 }

ccmSIPOutTransportProtocolType OBJECT-TYPE

SYNTAX CcmSIPTransportProtocolType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Specifies the transport protocol type used by Cisco Unified CM for setting up outgoing SIP call.

::= { ccmSIPDeviceEntry 9 }

ccmSIPOutPortNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX InetPortNumber

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Specifies the port number used by Cisco Unified CM for setting up outgoing SIP call.

::= { ccmSIPDeviceEntry 10 }

ccmSIPDevInetAddressIPv4 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv4

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv4 address of the SIP Trunk Device.This object contains
value zero if IPV4 address is not available.

::= { ccmSIPDeviceEntry 11 }
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ccmSIPDevInetAddressIPv6 OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressIPv6

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object identifies the last known primary IPv6 address of the SIP Trunk Device.This object contains
value zero if IPV6 address is not available.

::= { ccmSIPDeviceEntry 12 }

通知タイプ

ccmMIBNotificationPrefix OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoCcmMIB 2 }

ccmMIBNotifications OBJECT IDENTIFIER

::= { ccmMIBNotificationPrefix 0 }

ccmCallManagerFailed NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmFailCauseCode

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification signifies that the Cisco Unified CM process detects a failure in one of its critical
subsystems.It can also be detected from a heartbeat/event monitoring process.

::= { ccmMIBNotifications 1 }

ccmPhoneFailed NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmPhoneFailures

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification will be generated in the intervals specified in ccmPhoneFailedAlarmInterval if there
is at least one entry in the ccmPhoneFailedTable.

::= { ccmMIBNotifications 2 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
831

シスコ管理情報ベース

通知とアラーム



ccmPhoneStatusUpdate NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmPhoneUpdates

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification will be generated in the intervals specified in ccmPhoneStatusUpdateInterv if there
is at least one entry in the ccmPhoneStatusUpdateTable.

::= { ccmMIBNotifications 3 }

ccmMediaResourceListExhausted NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmMediaResourceType,

ccmMediaResourceListName

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification indicates that the Cisco Unified CM has run out a certain specified type of resource.

::= { ccmMIBNotifications 5 }

ccmRouteListExhausted NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmRouteListName

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification indicates that the Cisco Unified CM could not find an available route in the indicated
route list.

::= { ccmMIBNotifications 6 }

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
832

シスコ管理情報ベース

通知とアラーム



ccmGatewayLayer2Change NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmGatewayName,

ccmGatewayInetAddressType,

ccmGatewayInetAddress,

ccmGatewayPhysIfIndex,

ccmGatewayPhysIfL2Status

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification is sent when the D-Channel/Layer 2 of an interface in a skinny gateway that has
registered with the Cisco Unified CM changes state.

::= { ccmMIBNotifications 7 }

ccmMaliciousCall NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmMaliCallCalledPartyName,

ccmMaliCallCalledPartyNumber,

ccmMaliCallCalledDeviceName,

ccmMaliCallCallingPartyName,

ccmMaliCallCallingPartyNumber,

ccmMaliCallCallingDeviceName,

ccmMaliCallTime

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification is sent when a user registers a call as malicious with the local call manager.

::= { ccmMIBNotifications 8 }
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ccmQualityReport NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmQualityRprtSourceDevName,

ccmQualityRprtClusterId,

ccmQualityRprtCategory,

ccmQualityRprtReasonCode,

ccmQualityRprtTime

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification is sent when a user reports a quality problem using the Quality Report Tool.

::= { ccmMIBNotifications 9 }

ccmTLSConnectionFailure NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmTLSDevName,

ccmTLSDevInetAddressType,

ccmTLSDevInetAddress,

ccmTLSConnectionFailReasonCode,

ccmTLSConnFailTime

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification is sent when Cisco Unified CM fails to open TLS connection for the indicated device.

::= { ccmMIBNotifications 10 }
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ccmGatewayFailedReason NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmGatewayName,

ccmGatewayInetAddressType,

ccmGatewayInetAddress,

ccmGatewayRegFailCauseCode

}

STATUS current

DESCRIPTION

This Notification indicates that at least one gateway has attempted to register or communicate with the
Cisco Unified CM and failed.

::= { ccmMIBNotifications 11 }

MIB 準拠宣言

ciscoCcmMIBConformance OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoCcmMIB 3 }

ciscoCcmMIBCompliances OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoCcmMIBConformance 1 }

ciscoCcmMIBGroups OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoCcmMIBConformance 2 }
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準拠宣言

ciscoCcmMIBComplianceRev7 MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The compliance statement for entities that implement the Cisco Unified CM MIB.

MANDATORY-GROUPS {

ccmInfoGroupRev4,

ccmPhoneInfoGroupRev6、

ccmGatewayInfoGroupRev4、

ccmMediaDeviceInfoGroupRev4、

ccmCTIDeviceInfoGroupRev4、

ccmNotificationsInfoGroupRev5、

ccmNotificationsGroupRev3,

ccmH323DeviceInfoGroupRev3、

ccmVoiceMailDeviceInfoGroupRev2、

ccmSIPDeviceInfoGroupRev2

}

::= { ciscoCcmMIBCompliances 8 }

適合単位

ccmMediaDeviceInfoGroupRev2 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmMediaDeviceName,

ccmMediaDeviceDescription,

ccmMediaDeviceStatus,

ccmMediaDeviceDevicePoolIndex,

ccmMediaDeviceInetAddressType,

ccmMediaDeviceInetAddress,

ccmMediaDeviceStatusReason,

ccmMediaDeviceTimeLastStatusUpdt,

ccmMediaDeviceTimeLastRegistered,

ccmMediaDeviceProductTypeIndex,

ccmRegisteredMediaDevices,
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ccmUnregisteredMediaDevices,

ccmRejectedMediaDevices

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide info about all Media Devices within the scope of the local Cisco Unified
CM.It comprises of the MediaDevice table.

::= { ciscoCcmMIBGroups 26 }

ccmCTIDeviceInfoGroupRev2 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmCTIDeviceName,

ccmCTIDeviceDescription,

ccmCTIDeviceStatus,

ccmCTIDevicePoolIndex,

ccmCTIDeviceInetAddressType,

ccmCTIDeviceInetAddress,

ccmCTIDeviceStatusReason,

ccmCTIDeviceTimeLastStatusUpdt,

ccmCTIDeviceTimeLastRegistered,

ccmCTIDeviceProductTypeIndex,

ccmCTIDeviceDirNum,

ccmRegisteredCTIDevices,

ccmUnregisteredCTIDevices,

ccmRejectedCTIDevices,

ccmCTIDeviceTableStateId,

ccmCTIDeviceDirNumTableStateId

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide info about all CTI Devices within the scope of the local Cisco Unified
CM.It comprises of the ccmCTIDevice and ccmCTIDeviceDirNum tables.

::= { ciscoCcmMIBGroups 27 }

ccmInfoGroupRev4 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmGroupName,

ccmGroupTftpDefault,
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ccmName,

ccmDescription,

ccmVersion,

ccmStatus,

ccmInetAddressType,

ccmInetAddress,

ccmClusterId,

ccmCMGroupMappingCMPriority,

ccmRegionName,

ccmRegionAvailableBandWidth,

ccmTimeZoneName,

ccmTimeZoneOffsetHours,

ccmTimeZoneOffsetMinutes,

ccmDevicePoolName,

ccmDevicePoolRegionIndex,

ccmDevicePoolTimeZoneIndex,

ccmDevicePoolGroupIndex,

ccmProductType,

ccmProductName,

ccmProductCategory,

ccmCallManagerStartTime,

ccmSystemVersion,

ccmInstallationId,

ccmInetAddress2Type,

ccmInetAddress2

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all Cisco Unified Communications Managers and its
related information within a Cisco Unified CM cluster.It comprises of GroupTable, ccmTable,
GroupMappingTable, Region, TimeZone, Device Pool and ProductType tables.

::= { ciscoCcmMIBGroups 34 }

ccmSIPDeviceInfoGroupRev2 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmSIPDevName,

ccmSIPDevProductTypeIndex,
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ccmSIPDevDescription,

ccmSIPInTransportProtocolType,

ccmSIPInPortNumber,

ccmSIPOutTransportProtocolType,

ccmSIPOutPortNumber,

ccmSIPDevInetAddressIPv4,

ccmSIPDevInetAddressIPv6,

ccmSIPTableEntries

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all SIP Trunk devices within the scope of the local
Cisco Unified Communications Manager.It comprises of the SIP Device table.

::= { ciscoCcmMIBGroups 37 }

ccmPhoneInfoGroupRev6 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmPhonePhysicalAddress,

ccmPhoneDescription,

ccmPhoneUserName,

ccmPhoneStatus,

ccmPhoneTimeLastRegistered,

ccmPhoneE911Location,

ccmPhoneLoadID,

ccmPhoneDevicePoolIndex,

ccmPhoneTimeLastStatusUpdt,

ccmPhoneProductTypeIndex,

ccmPhoneProtocol,

ccmPhoneName,

ccmPhoneExtn,

ccmPhoneExtnMultiLines,

ccmPhoneExtnInetAddressType,

ccmPhoneExtnInetAddress,

ccmPhoneExtnStatus,

ccmRegisteredPhones,

ccmUnregisteredPhones,

ccmRejectedPhones,
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ccmPartiallyRegisteredPhones,

ccmPhoneTableStateId,

ccmPhoneExtensionTableStateId,

ccmPhoneInetAddressIPv4,

ccmPhoneInetAddressIPv6,

ccmPhoneIPv4Attribute,

ccmPhoneIPv6Attribute,

ccmPhoneActiveLoadID,

ccmPhoneUnregReason,

ccmPhoneRegFailReason

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all phones within the scope of the local Cisco Unified
Communications Manager.It comprises of the Phone and Phone Extension tables.

::= { ciscoCcmMIBGroups 41 }

ccmNotificationsInfoGroupRev5 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmAlarmSeverity,

ccmCallManagerAlarmEnable,

ccmFailCauseCode,

ccmPhoneFailures,

ccmPhoneFailedTime,

ccmPhoneFailedMacAddress,

ccmPhoneFailedAlarmInterval,

ccmPhoneFailedStorePeriod,

ccmPhFailedTblLastAddedIndex,

ccmPhoneUpdates,

ccmPhoneStatusPhoneIndex,

ccmPhoneStatusUpdateTime,

ccmPhoneStatusUpdateType,

ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv,

ccmPhoneStatusUpdateStorePeriod,

ccmPhoneStatusUpdateTableStateId,

ccmPhStatUpdtTblLastAddedIndex,

ccmGatewayAlarmEnable,
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ccmMediaResourceType,

ccmMediaResourceListName,

ccmRouteListName,

ccmGatewayPhysIfIndex,

ccmGatewayPhysIfL2Status,

ccmMaliciousCallAlarmEnable,

ccmMaliCallCalledPartyName,

ccmMaliCallCalledPartyNumber,

ccmMaliCallCalledDeviceName,

ccmMaliCallCallingPartyName,

ccmMaliCallCallingPartyNumber,

ccmMaliCallCallingDeviceName,

ccmMaliCallTime,

ccmQualityReportAlarmEnable,

ccmQualityRprtSourceDevName,

ccmQualityRprtClusterId,

ccmQualityRprtCategory,

ccmQualityRprtReasonCode,

ccmQualityRprtTime,

ccmTLSDevName,

ccmTLSDevInetAddressType,

ccmTLSDevInetAddress,

ccmTLSConnFailTime,

ccmTLSConnectionFailReasonCode,

ccmPhoneFailedInetAddressIPv4,

ccmPhoneFailedInetAddressIPv6,

ccmPhoneFailedIPv4Attribute,

ccmPhoneFailedIPv6Attribute,

ccmPhoneFailedRegFailReason,

ccmPhoneStatusUnregReason,

ccmPhoneStatusRegFailReason,

ccmGatewayRegFailCauseCode

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all the Notifications generated by the Cisco Unified
CM Agent.
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::= { ciscoCcmMIBGroups 42 }

ccmGatewayInfoGroupRev4 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmGatewayName,

ccmGatewayDescription,

ccmGatewayStatus,

ccmGatewayDevicePoolIndex,

ccmGatewayInetAddressType,

ccmGatewayInetAddress,

ccmGatewayTimeLastStatusUpdt,

ccmGatewayTimeLastRegistered,

ccmGatewayDChannelStatus,

ccmGatewayDChannelNumber,

ccmGatewayProductTypeIndex,

ccmRegisteredGateways,

ccmUnregisteredGateways,

ccmRejectedGateways,

ccmGatewayTableStateId,

ccmGatewayUnregReason,

ccmGatewayRegFailReason

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all Gateways within the scope of the local Cisco Unified
CM.It comprises of the Gateway table.

::= { ciscoCcmMIBGroups 43 }

ccmMediaDeviceInfoGroupRev4 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmMediaDeviceName,

ccmMediaDeviceDescription,

ccmMediaDeviceStatus,

ccmMediaDeviceDevicePoolIndex,

ccmMediaDeviceTimeLastStatusUpdt,

ccmMediaDeviceTimeLastRegistered,

ccmMediaDeviceProductTypeIndex,
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ccmRegisteredMediaDevices,

ccmUnregisteredMediaDevices,

ccmRejectedMediaDevices,

ccmMediaDeviceInetAddressIPv4,

ccmMediaDeviceInetAddressIPv6,

ccmMediaDeviceUnregReason,

ccmMediaDeviceRegFailReason

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all Media Devices within the scope of the local Cisco
Unified Communications Manager.It comprises of the MediaDevice table.

::= { ciscoCcmMIBGroups 44 }

ccmCTIDeviceInfoGroupRev4 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmCTIDeviceName,

ccmCTIDeviceDescription,

ccmCTIDeviceStatus,

ccmCTIDevicePoolIndex,

ccmCTIDeviceTimeLastStatusUpdt,

ccmCTIDeviceTimeLastRegistered,

ccmCTIDeviceProductTypeIndex,

ccmCTIDeviceDirNum,

ccmRegisteredCTIDevices,

ccmUnregisteredCTIDevices,

ccmRejectedCTIDevices,

ccmCTIDeviceTableStateId,

ccmCTIDeviceDirNumTableStateId,

ccmCTIDeviceInetAddressIPv4,

ccmCTIDeviceInetAddressIPv6,

ccmCTIDeviceUnregReason,

ccmCTIDeviceRegFailReason

}

STATUS current

DESCRIPTION
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A collection of objects that provide information about all CTI Devices within the scope of the local Cisco
Unified CM.It comprises of the ccmCTIDevice and ccmCTIDeviceDirNum tables.

::= { ciscoCcmMIBGroups 45 }

ccmH323DeviceInfoGroupRev3 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmH323DevName,

ccmH323DevDescription,

ccmH323DevInetAddressType,

ccmH323DevInetAddress,

ccmH323DevCnfgGKInetAddressType,

ccmH323DevCnfgGKInetAddress,

ccmH323DevAltGK1InetAddressType,

ccmH323DevAltGK1InetAddress,

ccmH323DevAltGK2InetAddressType,

ccmH323DevAltGK2InetAddress,

ccmH323DevAltGK3InetAddressType,

ccmH323DevAltGK3InetAddress,

ccmH323DevAltGK4InetAddressType,

ccmH323DevAltGK4InetAddress,

ccmH323DevAltGK5InetAddressType,

ccmH323DevAltGK5InetAddress,

ccmH323DevActGKInetAddressType,

ccmH323DevActGKInetAddress,

ccmH323DevStatus,

ccmH323DevTimeLastStatusUpdt,

ccmH323DevTimeLastRegistered,

ccmH323DevRmtCM1InetAddressType,

ccmH323DevRmtCM1InetAddress,

ccmH323DevRmtCM2InetAddressType,

ccmH323DevRmtCM2InetAddress,

ccmH323DevRmtCM3InetAddressType,

ccmH323DevRmtCM3InetAddress,

ccmH323DevProductTypeIndex,

ccmH323TableEntries,

ccmH323DevUnregReason,

ccmH323DevRegFailReason
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}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all H323 devices within the scope of the local Cisco
Unified Communications Manager.It comprises of the H323Device table.

::= { ciscoCcmMIBGroups 46 }

ccmVoiceMailDeviceInfoGroupRev2 OBJECT-GROUP

OBJECTS {

ccmVMailDevName,

cmVMailDevDescription,

ccmVMailDevStatus,

ccmVMailDevInetAddressType,

ccmVMailDevInetAddress,

ccmVMailDevTimeLastStatusUpdt,

ccmVMailDevTimeLastRegistered,

ccmVMailDevProductTypeIndex,

ccmVMailDevDirNum,

ccmRegisteredVoiceMailDevices,

ccmUnregisteredVoiceMailDevices,

ccmRejectedVoiceMailDevices,

ccmVMailDevUnregReason,

ccmVMailDevRegFailReason

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects that provide information about all Voice Messaging Devices within the scope of the
local Cisco Unified CM.It comprises of the ccmVoiceMailDevice and ccmVoiceMailDirNum tables.

::= { ciscoCcmMIBGroups 47 }

ccmNotificationsGroupRev3 NOTIFICATION-GROUP

NOTIFICATIONS {

ccmCallManagerFailed,

ccmPhoneFailed,

ccmPhoneStatusUpdate,

ccmGatewayFailedReason,

ccmMediaResourceListExhausted,

ccmRouteListExhausted,
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ccmGatewayLayer2Change,

ccmMaliciousCall,

ccmQualityReport,

ccmTLSConnectionFailure

}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of notifications that are generated by the Cisco Unified CM Agent.

::= { ciscoCcmMIBGroups 48 }

Cisco Unified CM マネージドサービスおよび SNMP トラップ
Cisco Unified Serviceabilityで提供されるサービスおよびそれらがトラッキングする SNMPトラッ
プコンポーネントについて、次の表で説明します。

表 130：Cisco Unified CM マネージドサービス、アラーム/通知、およびトラップコンポーネント

トラップコンポーネントアラーム/通知CISCO-CCM-MIB での Cisco Unified
CM マネージドサービス

ccmAlarmSeverity

ccmFailCauseCode

ccmCallManagerFailedCisco Unified CM障害

ccmAlarmSeverity

ccmGatewayName

ccmGatewayInetAddressType

ccmGatewayInetAddress

ccmGatewayFailCauseCode

ccmGatewayFailed

ccmGatewayFailedは非推奨になり、
ccmGatewayFailedReasonで置き換えられ
ました。

（注）

ゲートウェイ障害

ccmAlarmSeverity

ccmPhoneFailures

ccmPhoneFailedCisco Unified CM電話機

ccmAlarmSeverity

ccmMediaResourceType

ccmMediaResourceListName

ccmMediaResourceListExhaustedCisco Unified CMメディアリソー
ス

ccmRouteListExhaustedCisco Unified CMルートリスト

ccmGatewayLayer2Changeゲートウェイレイヤ 2の変更

ccmMaliciousCall迷惑呼ステータス
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トラップコンポーネントアラーム/通知CISCO-CCM-MIB での Cisco Unified
CM マネージドサービス

ccmQualityReport品質レポート

ccmTLSConnectionFailureTLS接続障害

有効化する Cisco Unified CM アラーム
CISCO-CCM-MIBで ccmCallManagerAlarmEnableオブジェクトを有効にすると、Cisco Unified CM
エージェントはトラップを生成して、次のアラームを送信できます。

• ccmCallManagerFailed

• ccmGatewayFailed

• ccmPhoneFailed

• ccmMediaResourceListExhausted

• ccmRouteListExhausted

• ccmGatewayLayer2Change

• ccmMaliciousCall

• ccmQualityReport

• ccmTLSConnectionFailure

モニタ対象のトラップ

モニタ対象の Cisco Unified CMトラップは次のとおりです。

• ccmCallManagerFailed。このトラップは、Cisco Unified CMが重要なサブシステムの 1つで障
害を検出したことを意味します。ハートビート/イベントモニタリングプロセスから検出す
ることもできます。OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.1です。このトラップのコンポーネントは、
ccmAlarmSeverityと ccmFailCauseCodeです。

◦ ccmAlarmSeverityの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.1です。値は次のとおりです。

1：緊急事態

2：警報

3：重大

4：エラー

5：警告

6：通知
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7：情報

◦ ccmFailCauseCodeは、Cisco Unified CMのモニタリングスレッドまたはハートビートモ
ニタリングプロセスから取得されます。OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.2です。値は次の
とおりです。

1：不明

2：ハートビート停止

3：ルータスレッド停止

4：タイマースレッド停止

5：重要スレッド停止

6：デバイスマネージャ初期化失敗

7：番号分析初期化失敗

8：コール制御初期化失敗

9：リンクマネージャ初期化失敗

10：DBマネージャ初期化失敗

11：メッセージトランスレータ初期化失敗

12：サポートサービス初期化失敗

• Cisco電話機障害：CISCO-CCM-MIB::ccmPhoneFailed。この通知は、ccmPhoneFailedTableに
少なくとも 1つのエントリがある場合に、ccmPhoneFailedAlarmIntervalで指定されている間
隔で生成されます。OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.2です。このトラップのコンポーネントは、
ccmAlarmSeverityと ccmPhoneFailuresです。詳細については、ccmAlarmSeverityを参照してく
ださい。ccmPhoneFailuresの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.3であり、電話機の初期化および
通信の障害については ccmPhoneFailedTableを調べる必要があります。

• Cisco Unified CMゲートウェイ障害：CISCO-CCM-MIB::ccmGatewayFailed。この通知は、少
なくとも 1つのゲートウェイが Cisco Unified CMへの登録または通信を試みて失敗したこと
を示します。OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.4です。トラップのコンポーネントは次のとおりで
す。

◦ ccmAlarmSeverityの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.1です。値は次のとおりです。

1：緊急事態

2：警報

3：重大

4：エラー

5：警告

6：通知

7：情報
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◦ ccmGatewayFailCauseCodeの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.5です。タイプは
CcmDevFailCauseCodeで、次の値を含みます。

0：エラーなし

1：不明

2：データベースにエントリがない

3：データベース設定エラー

4：デバイス名を解決できない

5：デバイス登録の上限に達した

6：接続エラー

7：初期化エラー

8：デバイスで開始されたリセット

9：Cisco Unified CMリセット

10：認証エラー

11：証明書の X509名が無効

12：TLSの暗号が無効

13：ディレクトリ番号不一致

14：不正な形式の登録メッセージ

CcmDevFailCauseCodeは非推奨になり、CcmDevRegFailCauseCodeおよび
CcmDevUnregCauseCodeで置き換えられます。

（注）

• Cisco Unified CMメディアリソースをすべて使用：
CISCO-CCM-MIB::ccmMediaResourceListExhausted。この通知は、Cisco Unified CMが特定の
指定されたタイプのリソースをすべて使用したことを示します。OIDは1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.5
です。トラップの重要なコンポーネントは次のとおりです。

◦ ccmAlarmSeverityの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.1です。値は次のとおりです。

1：緊急事態

2：警報

3：重大

4：エラー

5：警告

6：通知

7：情報

◦ ccmMediaResourceTypeの OIDは 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.10.6です。値は次のとおりです。
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1：不明

2：メディアターミネーションポイント

3：トランスコーダ

4：会議ブリッジ

5：保留音

• 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.6 ccmRouteListExhausted

• 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.7 ccmGatewayLayer2Change

• 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.8 ccmMaliciousCall

• 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.9 ccmQualityReport

• 1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.10 ccmTLSConnectionFailure

動的テーブルオブジェクト

次の表は、Cisco Unified Communications Managerサービスまたはローカル Cisco Unified
CommunicationsManagerサービス（Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ設定の場合）が
稼働中の場合にのみ取得されるオブジェクトの一覧を示します。

表 131：CISCO-CCM-MIB の動的テーブル

目次オブジェクト

このテーブルには、ローカルCiscoUnifiedCMのバージョンおよび
インストール IDが保存されます。また、ローカルCiscoUnifiedCM
が認識するクラスタ内のすべてのCiscoUnifiedCMについての情報
も保存されますが、バージョンの詳細は「“unknown”」と示されま
す。ローカルCiscoUnifiedCMがダウンした場合は、バージョンお
よびインストール IDの値を除き、テーブルは空のままになりま
す。

ccmTable

Cisco Unified IP Phoneの場合、ccmPhoneTableの登録済み電話機の
数は、Cisco Unified Communications Manager/RegisteredHardware
Phones perfmonカウンタと一致する必要があります。ccmPhoneTable
には、登録済み、未登録、および拒否されたCisco Unified IP Phone
ごとに 1つのエントリがあります。ccmPhoneExtnTableでは、イン
デックス ccmPhoneIndexと ccmPhoneExtnIndexを組み合わせて、
ccmPhoneTableと ccmPhoneExtnTableのエントリが関連付けられま
す。

ccmPhoneFailed、
ccmPhoneStatusUpdate、
ccmPhoneExtn、ccmPhone、
ccmPhoneExtension
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目次オブジェクト

ccmCTIDeviceTableには、各 CTIデバイスが 1つのデバイスとして
保存されます。CTIルートポイントまたはCTIポートの登録ステー
タスに基づいて、Cisco Unified Communications Manager MIBの
ccmRegisteredCTIDevices、ccmUnregisteredCTIDevices、
ccmRejectedCTIDevicesの各カウンタが更新されます。

ccmCTIDevice、
ccmCTIDeviceDirNum

CCMSIPDeviceTableには、各 SIPトランクが 1つのデバイスとして
保存されます。

ccmSIPDevice

ccmH323DeviceTableには、Cisco Unified Communications Manager
（または、クラスタ設定の場合はローカル Cisco Unified
Communications Manager）に情報が含まれる H323デバイスのリス
トが含まれます。H.323電話機またはH.323ゲートウェイの場合、
ccmH.323DeviceTableには H.323デバイスごとに 1つのエントリが
作成されます。（H.323電話機およびゲートウェイは Cisco Unified
CommunicationsManagerに登録されません。指定されたH.323電話
機およびゲートウェイのコールを処理する準備ができると、Cisco
Unified CommunicationsManagerによってH.323Startedアラームが生
成されます。）システムにより、H323トランク情報の一部として
ゲートキーパー情報が提供されます。

ccmH323Device

Cisco uOne、ActiveVoiceの場合、ccmVoiceMailDeviceTableには音
声メッセージングデバイスごとに1つのエントリが作成されます。
登録ステータスに基づいて、Cisco Unified Communications Manager
MIBの ccmRegisteredVoiceMailDevices、
ccmUnregisteredVoiceMailDevices、ccmRejectedVoiceMailDevicesの
各カウンタが更新されます。

ccmVoiceMailDevice、
ccmVoiceMailDirNum
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目次オブジェクト

ccmRegisteredGateways、ccmUnregisteredGateways、および
ccmRejectedGatewaysは、それぞれ、登録されたゲートウェイデバ
イスまたはポートの数、登録されていないゲートウェイデバイス

またはポートの数、および拒否されたゲートウェイデバイスまた

はポートの数を追跡します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、デバイスまたはポートレ
ベルでアラームを生成します。ccmGatewayTableには、CiscoUnified
CMアラームに基づいて、デバイスレベルまたはポートレベルの
情報が格納されます。登録済み、未登録、または拒否されたデバイ

スまたはポートごとに、1つのエントリが ccmGatewayTableに存在
します。2つの FXSポートと 1つの T1ポートを備えた VG200の
場合、ccmGatewayTableには 3つのエントリが作成されます。
ccmActiveGatewayおよび ccmInActiveGatewayのカウンタは、アク
ティブな（登録済みの）ゲートウェイデバイスまたはポート、お

よび接続されていない（未登録または拒否）ゲートウェイデバイ

スまたはポートの数を追跡します。

登録ステータスに基づき、ccmRegisteredGateways、
ccmUnregisteredGateways、ccmRejectedGatewaysの各カウンタが更
新されます。

ccmGateway

このテーブルには、少なくとも 1回はローカルCisco Unified CMへ
の登録を試みたすべてのメディアデバイスのリストが格納されま

す。

ccmMediaDeviceInfo

このテーブルには、Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ
内の Cisco Unified CMグループが格納されます。

ccmGroup

このテーブルは、クラスタのすべての Cisco Unified CMを Cisco
Unified CMグループにマッピングします。ローカル Cisco Unified
CMノードがダウンしている場合、このテーブルは空のままになり
ます。

ccmGroupMapping

静的テーブルオブジェクト

次の表は、Cisco Unified Communications Managerの SNMPサービスの実行中にポピュレートされ
たオブジェクトを示します。
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表 132：CISCO-CCM-MIB の静的テーブル

内容オブジェクト

このテーブルには、Cisco Unified Communications Manager（また
は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタ設定の場合はク
ラスタ）でサポートされる製品タイプのリストが格納されます。

タイプには、電話機タイプ、ゲートウェイタイプ、メディアデバ

イスタイプ、H323デバイスタイプ、CTIデバイスタイプ、音声
メッセージングデバイスタイプ、SIPデバイスタイプなどがあり
ます。

ccmProductType

ccmRegionTableには、Cisco Communications Network（CCN）シス
テムの地理的に離れた場所にあるすべてのリージョンのリストが

格納されます。ccmRegionPairTableには、Cisco Unified
Communications Managerクラスタの地理的リージョンペアのリス
トが含まれます。地理的リージョンペアは、接続元リージョンと

接続先リージョンで定義されます。

ccmRegion、ccmRegionPair

このテーブルには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのクラス
タ内のすべてのタイムゾーングループのリストが含まれます。

ccmTimeZone

このテーブルには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのクラス
タ内のすべてのデバイスプールのリストが含まれます。デバイス

プールは、リージョン、日付/時刻グループ、および Cisco Unified
CMグループによって定義されます。

ccmDevicePool

SNMP のトラブルシューティング

一般的なヒント

トラブルシューティングに関する一般的なヒントを次に示します。

• SNMP設定Webページを使用して、コミュニティストリングまたは SNMPユーザがシステ
ムに正しく設定されていることを確認します。

• ccmserviceウィンドウで [ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（ServiceActivation）]/[コ
ントロールセンターの機能サービス（ControlCenter - Feature Services）]をクリックし、Cisco
Unified CM SNMPサービスがアクティブ化されて稼働していることを確認します。

• ccmserviceウィンドウで [ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（ServiceActivation）]/[コ
ントロールセンターのネットワークサービス（ControlCenter - Network Services）]をクリッ
クし、SNMPマスターエージェントが稼働していることを確認します。
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• Cisco Unified CMが稼働していることを確認します。

• Cisco Unified CMが稼働していない場合は、次のMIBテーブルのみが応答します。

◦ ccmGroupTable

◦ ccmRegionTable

◦ ccmRegionPairTable

◦ ccmDevicePoolTable

◦ ccmProductTypeTable

◦ ccmQualityReportAlarmConfigInfo

◦ ccmGlobalInfo

•他のテーブルが応答するには、Cisco Unified CMが稼働している必要があります。

• CiscoCallManager SNMPServiceのデバッグトレースレベルを詳細に設定します。Serviceability
Webウィンドウに移動し、[トレース（Trace）] > [設定（Configuration）] > [<選択した
serverCisco>パフォーマンスおよび監視サービス（<select serverCisco>PerformanceandMonitoring
Services）] > [CallManager SNMP Service]をクリックします。

• CLIコマンド utils snmp walk 2c < community > <ipaddress > 1.3.6.1.4.1.9.9.156を実行するか、
この OIDの他の管理アプリケーションからのウォークを実行します。

•前記のテストを実行した後、トラブルシューティングの参考のために、Cisco Unified
Communications Managerリリースの詳細、Cisco SNMP CallManager Serviceトレース、および
SNMPマスターエージェントのトレースを取得します。

Cisco CallManager SNMP Serviceのトラブルシューティングのヒントについては、この項を参照し
てください。

• Cisco CallManager SNMP Serviceのトレース設定を詳細に設定してください（『Cisco Unified
Serviceability Administration Guide』の「“SNMP Trace Configuration”」の章を参照）。

•コマンド snmp walk -c<community> -v2c<ipaddress> 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.1.2を実行します。

• Cisco Unified Communications Managerのバージョンの詳細を取得します

•次の処理を実行してログと情報を収集します。

◦ RTMTの TLCを使用するか CLIコマンド file get activelogを使用して、SNMP Master
Agent（パス：platform/snmp/snmpdm/*）および Cisco CallManager SNMP Service
（パス：cm/trace/ccmmib/sdi/*）を取得します。

◦ CLIコマンド show packages active snmpを使用して、SNMPパッケージのバージョンを
取得します。

◦ CLIコマンド show risdb query phoneを使用して、MMF Spyの出力を取得します。

•トレースログとMMFSpyデータを詳細な分析に送ります。
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次の表に、CISCO-CCM-MIB SNMPトラップが送信されたことを確認する手順を示します。

表 133：CISCO-CCM-MIB SNMP トラップのチェック方法

確認手順トラップ

1 CiscoSyslog->dogBasicMIBテーブルでMaxSeverity=Infoを設定し
ます。

2 ccmAlarmConfigInfoMIBテーブルで PhoneStatusUpdateAlarmInterv
に 30以上を設定します。

3 電話機が参照している Cisco Unified CMサーバを接続解除しま
す。

4 電話機が登録解除されます。

5 Cisco Unified CMサーバを再接続します。

6 電話機が再登録されます。

7 ccmPhoneStatusUpdateトラップが生成されることを確認します。

ccmPhoneStatusUpdate

1 CiscoSyslog->clogBasic MIBテーブルでMaxSeverity=Infoを設定
します。

2 ccmAlarmConfigInfoMIBテーブルで PhoneFailedAlarmIntervに 30
以上を設定します。

3 電話機が機能しないようにします。電話機を Cisco Unified CM
Administrationの管理から削除し、再登録します。

4 ccmPhoneFailedトラップが生成されることを確認します。

ccmPhoneFailed
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確認手順トラップ

1 標準の会議ブリッジリソース（CFB-2）のいずれかを含むメディ
アリソースグループ（MRG）を作成します。

2 作成したMRGを含むメディアリソースグループリスト
（MRGL）を作成します。

3 電話機設定のウィンドウ（実際の電話機の）で、電話機のメディ

アリソースグループリストとしてMRGLを設定します。

4 IPVMSを停止します。これにより、会議ブリッジリソース
（CFB-2）が動作を停止します。

5 メディアリストを使用する電話機で電話会議を行うと、電話機

の画面に「会議ブリッジを利用できません（NoConferenceBridge
available）」というメッセージが表示されます。

6 MediaListExhaustedアラーム/アラート/トラップが生成されるこ
とを確認します。

MediaResourceListExhausted

1 ゲートウェイを 1つ含むルートグループ（RG）を作成します。

2 作成した RGを含むルートグループリスト（RGL）を作成しま
す。

3 9XXXXのコールを RGL経由でルーティングするルートパター
ン（9.XXXX）を作成します。

4 ゲートウェイの登録を解除します。

5 電話機の 1つで 9XXXXにダイヤルします。

6 RouteListExhaustedアラーム/アラート/トラップが生成されている
ことを確認します。

RouteListExhausted

1 QRTと同様に、ソフトキーテンプレートを作成します。テンプ
レートで、使用できるすべての「“MaliciousCall”」ソフトキーを
電話機の異なるステータスに追加します。

2 新しいソフトキーテンプレートを実際の電話機に割り当てて、

電話機をリセットします。

3 電話をかけ、コール中およびコール後に電話機の画面で [迷惑呼
（MaliciousCall）]“ ”ソフトキーを選択します。

4 「“MaliciousCallFailed”」アラーム/アラート/トラップが生成され
ていることを確認します。

MaliciousCallFailed
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Linux および Cisco Unified CM リリース 5.x 6.x 7.x のログと分析情報
次のログおよび情報を収集して分析します。

• SNMPマスターエージェント（パス：/platform/snmp/snmpdm/*）

• Cisco CallManager SNMP Service（パス：/cm/trace/ccmmib/sdi/*）

•ファイルは、TLC（Real Time Monitoring Tool（RTMT））を使用して、または CLIのコマン
ド file get activelog <path mentioned above>を使用して収集できます。

• /usr/local/Snmpri/confフォルダ内のすべてのファイル（これは、ROOT/REMOTEロ
グインが使用できる場合にのみ可能です）。

•前記のフォルダの「ls -l」による一覧（これは、ROOT/REMOTEログインが使用できる場合
にのみ可能です）。

•パフォーマンスログを収集します。CLIコマンド file get activelog /cm/log/ris/csv/を実行しま
す。

•問題が発生したときに実行した操作の詳細。

• Ccmserviceのログ。CLIコマンド file get activelog /tomcat/logs/ccmservice/log4j/を実行しま
す。

• SNMPパッケージのバージョンを収集します。CLIコマンド show packages activesnmpを使
用します。

•電話機に対するMMF Spyの出力を取得します。CLIコマンド show risdb query phoneを使用
します。

Windows および Cisco Unified CM バージョン 4.x のログと分析情報
次のログを分析用に収集します。

• ccmserviceの [アラーム設定（AlarmConfiguration）]ウィンドウで、CiscoUnifiedCMのアラー
ムレベルを詳細に設定します。

• ccmserviceのウィンドウで RISトレースの設定を詳細に設定します。

•ネットワーク管理アプリケーションから ccmMIBで snmpwalkを行うか、または任意のLinux
コンピュータから snmpwalk - c <community>-v2c <ipaddress> 1.3.6.1.4.1.9.9.156を使用してコ
マンドを実行します。

• snmpwalkの出力を取り込みます。

• C:\Program Files\Cisco\Trace\RIS\CCMSNMP_*.logでログを収集します。

• C:\Program Files\Cisco\Trace\DBL\ DBL_SNMP*.txtでログを収集します。

•イベントログ（アプリケーションとシステムの両方）。
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• miscテーブルおよび CMnodeテーブルに対する mmfSpyの出力。

• MMFSpyツールによる登録ステータスのダンプ（C:\Program
Files\Cisco\Bin\MMFSpy.exe、異なるオプションを指定）。使用方法：「mmfSpy -j >
OutputFileName」。

CISCO-CCM-MIBでは、デバイスについての設定情報の量は限られています。詳細な設定情報に
ついては、AXLインターフェイスで DBのデータにアクセスしてください。

Cisco Unified CMエージェントによって作成されるMMFのリストは次のとおりです。

• cmnode

• cmgroup

• cmgroupmember

• region

• regionmatrix

• timezone

• devicepool

• phonefailed

• phonestatsupd

• cmproduct

• cmmodel

制限事項

SNMP要求で複数のOIDが指定されていて、変数がCISCO-CCM-MIB内の空のテーブルを参照し
ている場合、リクエストにかかる時間が長くなります。getbulk/getnext/getmany要求の要求PDUに
複数の OIDが含まれ、以降のテーブルが CISCO-CCM-MIBで空の場合、応答が SNMP v1では
NO_SUCH_NAMEに、SNMP v2cまたは v3では GENERIC_ERRORになります。

•理由：このタイムアウトは、CCMAgentのパフォーマンスを強化し、大量の照会を受け取っ
たときに Cisco Unified CM CallProcessingエンジンの優先順位を保護するよう制御するために
追加されたコードによって発生します。

•回避策：

◦使用可能なスカラー変数（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.5）を使用して、テーブルにアクセスする
前にテーブルのサイズを調べます。または、目的のテーブルでの取得操作を最初に行っ

てから、空ではないテーブルを照会します。

◦ 1回の要求で照会する変数の数を減らします。たとえば、空のテーブルでは、管理アプ
リケーションのタイムアウトが 3秒に設定されている場合、指定する OIDは 1つだけ
にすることを推奨します。空ではないテーブルの場合、1行のデータの取得に 1秒かか
ります。
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◦応答タイムアウトの値を大きくします。

◦再試行回数を減らします。

◦ getbulk SNMP APIを使用しないようにします。getbulk APIは、MaxRepetitionsで指定さ
れている数のレコードを取得します。つまり、次のオブジェクトがテーブルまたはMIB
の外部にある場合でも、そのオブジェクトを取得します。そのため、CISCO-CCM-MIB
に空のテーブルがある場合、次のMIBに移動するので、応答の時間が長くなります。
getbulkAPIは、テーブルが空ではなく、そのレコード数がわかっている場合に使用して
ください。このような場合は、最大反復数を 5に制限すると、5秒以内に応答がありま
す。

◦現在の制限に対応するための構造化された SNMP照会。

◦ Cisco Unified CMに多数の電話機が登録されている場合は、PhoneTableで多数の getbulk
を行わないようにします。PhoneTableの周期的なウォークが、最適ではない可能性があ
ります。このような場合は、更新があるときは常に、ccmPhoneStatusUpdateTableが更新
されるので、この情報を使用して PhoneTableをウォークするかどうかを決定します。

FAQ

CISCO-CCM-MIBについて Cisco Unified Communications Managerノードから SNMPトラップが
得られません。

Q.

CISCO-CCM-MIBの SNMPトラップを受信するには、次のMIB OIDの値が適切な値に設定さ
れていることを確認する必要があります。ccmPhoneFailedAlarmInterval（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.2）

A.

および ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.4）は、30～ 3600に設定しま
す。デフォルトでは 0に設定されています。

Linuxコンピュータから次のコマンドを実行します。

• snmpset -c <Community String> -v 2c <transmitter ip address> 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.2.0 i <value>

• snmpset -c<Community String> -v 2c <transmitter ip address> 1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.4.0 i <value>

これらは、電話機の登録/登録解除/障害に関連付けられます。

通知の宛先が設定されていることを確認する必要があります。これは、Serviceability Webウィン
ドウから行うことができます。[SNMP]> [通知先（Notification destination）]メニューがあります。

通知の宛先を設定する前に、必要な SNMPサービスが有効化されていて稼働していることを確認
してください（SNMPマスターエージェントおよび Cisco CallManager SNMPサービス）。また、
コミュニティストリング/ユーザに対する特権が正しく設定されていることを確認します。これに
は、通知権限も含まれる必要があります。

まだトラップが生成されない場合は、対応するアラームが生成されていることを確認します。こ

れらのトラップはアラームイベントに基づいて生成されるので、SNMPエージェントがアラーム
イベントを取得していることを確認します。「ローカル Syslog」を有効にし、Cisco Unified CM
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Serviceability Webページの [アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）]のアラーム設定で、
「ローカル Syslog」の宛先に対する Cisco Unified CMのアラーム設定を「情報（Informational）」
レベルに設定します。その後、トラップを再生成し、対応するアラームがCiscoSyslogファイルに
記録されることを確認します。

トラップとしての syslogメッセージの受信：特定の重大度を超える syslogメッセージをトラップ
として受信するには、clogBasicテーブルで次の 2つのMIBオブジェクトを設定します。

• clogNotificationsEnabled（1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.2）：syslogトラップ通知をイネーブルにするに
は、これを true（1）に設定します。デフォルト値は false（2）です。例：snmpset -c<Community
String> -v 2c <transmitter ip address> 1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.2.0 i <value>

• clogMaxSeverity（1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.3）：トラップを受け取る最低の重大度レベルを設定し
ます。デフォルト値は警告（5）です。通知が有効になっている場合、設定されている重大
度レベル以下のアラーム重大度のすべての syslogメッセージが、トラップとして送信されま
す。例：snmpset -c <Community String> -v 2c <transmitter ip address> 1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.3.0 i
<value>

Cisco Unified Communications Managerに対してはどのようなトラップが定義されていますか。Q.

CISCO-CCM-MIBにはトラップ関連の情報が含まれています。定義されているトラップは次の
とおりです。

A.

• ccmCallManagerFailed：CallManagerプロセスが重要なサブシステムの 1つで障害を検出し
たことを示します。ハートビート/イベントモニタリングプロセスから検出することもで
きます。

• ccmPhoneFailed：ccmPhoneFailedTableに少なくとも 1つのエントリがある場合に、
ccmPhoneFailedAlarmIntervalで指定されている間隔で生成されます。

• ccmPhoneStatusUpdate：ccmPhoneStatusUpdateTableに少なくとも 1つのエントリがある場
合に、ccmPhoneStatusUpdateIntervで指定されている間隔で生成されます。

• ccmGatewayFailed：少なくとも 1つのゲートウェイが CallManagerへの登録または通信を
試みて失敗したことを示します。

ccmGatewayFailedは非推奨になり、ccmGatewayFailedReasonで置き換えられま
した。

（注）

• ccmMediaResourceListExhausted：CallManagerが特定の指定されたタイプのリソースをすべ
て使用したことを示します。

• ccmRouteListExhausted：CallManagerが示されているルートリストで使用可能なルートを
発見できなかったことを示します。

• ccmGatewayLayer2Change：CallManagerに登録しているスキニーゲートウェイのインター
フェイスの Dチャネル/レイヤ 2の状態が変化すると送信されます。

• ccmMaliciousCall：ユーザがコールをローカルCiscoUnifiedCMに迷惑として登録すると送
信されます。
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• ccmQualityReport：ユーザがQuality Report Toolを使用して品質の問題を報告すると送信さ
れます。

• ccmTLSConnectionFailure：CallManagerが示されているデバイスに対して TLS接続を開く
ことができないと送信されます。

トラップとアラームの対応は次のとおりです。

• ccmCallManagerFailed—CallManagerFailure

• ccmPhoneFailed—DeviceTransientConnection

• ccmPhoneStatusUpdate

• ccmGatewayFailed—DeviceTransientConnection

• ccmMaliciousCall—MaliciousCall

• ccmMediaResourceListExhausted—MediaResourceListExhausted

• ccmQualityReportRequest—QRTRequest

• ccmRouteListExhausted—RouteListExhausted

• ccmGatewayLayer2Change—DChannelOOS, DChannelISV

CiscoUnifiedCommunicationsManagerからのさまざまなSNMPトラップをどのようにしてチェッ
クできますか。

Q.

トラップをトリガーする手順を次に示します。A.

• ccmPhoneStatusUpdateトラップ

◦ ccmAlarmConfigInfo MIBテーブルで ccmPhoneStatusUpdateAlarmInterv
（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.4）を 30以上に設定します。

◦電話機が参照している ccmサーバを接続解除します。

◦電話機が登録解除されます。

◦ ccmサーバを再び接続します。

◦電話機が再登録されます。

◦ ccmPhoneStatusUpdateトラップが発生します。

• ccmPhoneFailedトラップ

◦ ccmAlarmConfigInfo MIBテーブルで ccmPhoneFailedAlarmInterval
（1.3.6.1.4.1.9.9.156.1.9.2）を 30以上に設定します。

◦電話機が機能しないようにします。電話機を CMから削除し、電話機を再登録しま
す。

◦電話機故障トラップの場合は、2種類のシナリオを試すことができます。
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電話機が tftp/ccmサーバ Aを指すように設定し、別のスイッチ上の ccmサーバ Bに
電話機を接続します。電話機のステータスは不明です。次のように表示されます。
2007-10-31:2007-10-31 14:53:40 Local7.Debug 172.19.240.221 community=public,
enterprise=1.3.6.1.4.1.9.9.156.2.0.2, enterprise_mib_name=ccmPhoneFailed, uptime=7988879,
agent_ip=128.107.143.68, version=Ver2, ccmAlarmSeverity=error, ccmPhoneFailures=1。

Cisco Unified CMで 7960電話機を 7940電話機として登録すると、DBの問題で電話
機障害トラップが発生します。

• MediaResourceListExhaustedトラップ

◦メディアリソースグループ（MRG）を作成し、標準 ConferenceBridgeリソース
（CFB-2）の 1つを含めます。

◦作成したMRGを含むメディアリソースグループリスト（MRGL）を作成します。

◦実際の電話機の電話機設定のページで、電話機のメディアリソースグループリスト
としてMRGLを設定します。

◦ IPVMSを停止すると、ConferenceBridgeリソース（CFB-2）が動作を停止します。

◦メディアリストを使用する電話機で電話会議を行うと、電話機の画面に「会議ブリッ
ジを利用できません（“NoConferenceBridge available”）」という意味のメッセージが
表示されます。

◦「“MediaListExhausted”」のアラーム/アラート/トラップが生成されることを確認しま
す。

• RouteListExhaustedトラップ

◦ゲートウェイを 1つ含むルートグループ（RG）を作成します。

◦作成した RGを含むルートグループリスト（RGL）を作成します。

◦ 9XXXXのコールをRGL経由で再ルーティングするルートパターン（9.XXXX）を作
成します。

◦ゲートウェイの登録を解除します。

◦電話機の 1つで 9XXXXにダイヤルします。

◦「“RouteListExhausted”」のアラーム/アラート/トラップが生成されることを確認しま
す。

• MaliciousCallFailedトラップ

◦ QRTと同様に、ソフトキーテンプレートを作成します。テンプレートで、使用でき
るすべての「“MaliciousCall”」ソフトキーを電話機の異なるステータスに追加しま
す。

◦新しいソフトキーテンプレートを実際の電話機に割り当てて、電話機をリセットし
ます。
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◦コールを行って、コールの最中または後に、電話機の画面で「“MaliciousCall”」を選
択します。

◦「“MaliciousCallFailed”」のアラーム/アラート/トラップが生成されることを確認しま
す。

• GatewayFailedトラップ（方法 1）

◦ Web Adminでデータベースからゲートウェイの設定を削除します。または、ゲート
ウェイのMACアドレスを無効な値に変更して更新します。

◦ゲートウェイを再起動します。

◦もう 1つの方法は、ゲートウェイが接続されているCisco Unified CMサービスを再起
動します。

• GatewayFailedトラップ（方法 2）

◦ ccmAlarmConfigInfo MIBテーブルで GatewayAlarmEnable=trueと設定します。

◦ [CCMサービスアビリティ（ccmserviceability）] > [SNMPの設定（Snmpconfiguration）]
ページで、SNMPコミュニティストリングとトラップの宛先が正しく設定されてい
ることを確認します。

◦ゲートウェイ障害イベントを発生させると、トラップがトラップレシーバに表示さ
れます。

◦ゲートウェイ障害を発生させるには、Cisco Unified CMサービスを再起動します。
ゲートウェイが冗長なCCMマネージャサーバにフェールオーバーします。そのサー
バでは、ゲートウェイがデータベースに設定されていないようにする必要がありま

す。

• ccmGatewayLayer2Changeトラップ

◦ ccmGatewayLayer2Changeトラップは、CiscoUnified CMからのDChannelOOS（Dチャ
ネルアウトオブサービス）またはDChannelISV（Dチャネルインサービス）の間に
トリガーされます。テストするためにそのようなイベントをトリガーできるかどうか

を確認してください。

• ccmCallManagerFailedトラップ

◦ CallManager障害アラームは、内部エラーが検出されると生成されます。これには、
CPUの不足、タイマーの問題などによる内部スレッドの停止が含まれます。このト
ラップは、CallManagerチームがこれらの原因を意図的に発生させない限り再現する
のが困難です。

Cisco Unified CMエージェントによる高い CPU使用率が持続する場合、どのような対処が必要
ですか。

Q.
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トラブルシューティングで示したようにして分析用のログを収集し、障害 CSCsm74316を参照
して該当するかどうかを確認します。使用している Cisco Unified CMのバージョン用の修正が
提供されているかどうかを確認します。

A.

CTI Routepointを Cisco Unified CM Admin UIから削除した場合でも、ccmCTIDeviceTable MIB
にそれに対するエントリが存在します。なぜですか。

Q.

「“RIS Unused Cisco CallManager Device Store Period”」というサービスパラメータがあり、未登
録デバイス（登録デバイスを DBから削除すると未登録になります）を RISDBおよびMIBに

A.

残しておく期間が定義されています。ccmadminページはデータベースの情報を表示し、SNMP
はRISDBを使用するので、ccmadminページと SNMPMIBWALKは同期している場合と、して
いない場合があります。

ccmPhoneTypeを Cisco-CCM-MIBの ccmPhoneTableで照会したときに情報が返されません。な
ぜですか。

Q.

ccmPhoneTypeは非推奨になっています。同じ情報を、CcmProductTypeEntryに対する
ccmPhoneProductTypeIndexから取得できます。テーブルでは、インデックスはそのテーブルで
リストされているインデックスと名前に対応します。

A.

その他の非推奨になった OIDと代わりに参照する OIDの一部を次に示します。

• ccmGatewayTypeは非推奨であり、ccmGateWayProductTypeIndexを参照する必要があります。

• ccmMediaDeviceTypeは非推奨であり、ccmMediaDeviceProductTypeIndexを参照する必要があ
ります。

• ccmCTIDeviceTypeは非推奨であり、ccmCTIDeviceProductTypeIndexを参照する必要がありま
す。

ccmPhoneProductTypeIndexに対する照会でゼロが返ります。なぜですか。Q.

使用している Cisco Unified CMのリリースにこの機能があることを確認してください。A.

ccmPhoneTableでWALKを実行しても、ccmPhoneUserNameが値を返しません。ユーザ名を IP
Phoneと関連付けるにはどのようにしますか。

Q.

エンドユーザを作成し、登録されている電話機で所有者ユーザ IDを関連付けます。このよう
にすると、ユーザは SNMP Walkで OIDによって示されます。

A.

SNMPを使用して各電話機のファームウェアのバージョンを取得するにはどうすればいいです
か。

Q.

ccmPhoneTableの ccmPhoneLoadIDで各電話機のファームウェアのバージョンが分かります。た
だし、新しいイメージのダウンロードが失敗した場合、この値は異なっている可能性がありま

A.

す。7.xバージョンの SNMPでは、設定されているファームウェア ID（ccmPhoneLoadID）と実
際に稼働しているファームウェア（ccmPhoneActiveLoad）の両方が公開されます。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
864

シスコ管理情報ベース

FAQ



CCMMIBから ccmVersionとして 5.0.1が返りますが、これは正しくありません。Q.

使用している Cisco Unified CMのリリースにこの機能があることを確認してください。ない場
合はアップグレードしてください。

A.

CCMMIBが正しくない ccmPhoneLoadIDを返します。Q.

ccmPhoneLoadIDの値は RISDBから取得されますが、これは電話機の登録の間に受け取ったア
ラームに基づいて設定されています。次の手順を実行し、詳細な分析のためのログを収集して

ください。

A.

1 ServiceabilityWebページ > [アラーム（Alarm）] > [設定（Configuration）] > [サービスグルー
プ（CMサービス）（Service Group (CM Services)）] > [サービス（Cisco CallManager）]に進
みます。

2 ローカルSyslog、SDIトレース、SDLトレースを確認します。選択されているこれらの宛先
に対するアラームイベントレベルが情報に設定されていることを確認します。

3 Cisco CallManagerのトレースレベルを「詳細」に設定します。

4 正しくない LoadIDを示す電話機をリセットします。

5 Syslogおよび Cisco CallManagerトレースを収集します。

6 電話機の詳細を収集します。

Cisco Unified CMのステータス（START/STOP）はどのようにすればモニタできますか。Q.

サービスのモニタリングについては、次のオプションがあります。A.

• SYSAPPL MIB

• HOST-RESOURCE-MIB

• CISCO-CCM-MIB（ccmStatus）

• SOAPインターフェイス

• Real-TimeMonitoringTool（RTMT）アラート

CiscoUnifiedCMサービスの障害に対する ccmCallManagerFailedトラップがあります。ただし、
このトラップでは、通常のサービス停止および不明のクラッシュは対象になりません。

ポーリング対象のデバイスに対して、デバイスプール情報が正しくないようです。使用してい

る OIDは ccmPhoneDevicePoolIndexです。
Q.

CISCO-CCM-CAPABILITY MIBで示されているように、ccmPhoneDevicePoolIndexはサポート
されていないため、0を返します。現在、CallManagerのデバイス登録アラームには、devicepool
情報は含まれません。

A.
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CISCO-CCM-CAPABILITY

この CISCO-CCM-CAPABILITYは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIB
を、http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードお
よびコンパイルします。

（注）

このMIBをサポートするエージェントがないので、このMIBはMIBウォークのような SNMP
照会を実行するためのものではありません。CISCO-CCM-MIBに対する補足ドキュメントとし
て使用します。

（注）

CISCO-CCM-CAPABILITYをコンパイルするには、先に次の一覧に示すMIBを示されている順序
でコンパイルしておく必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 SNMPv2-MIB

5 IANAifType-MIB

6 IF-MIB

7 CISCO-SMI

8 SNMP-FRAMEWORK-MIB

9 RMON-MIB

10 CISCO-TC

11 CISCO-VTP-MIB

12 RFC1155-SMI

13 RFC-1212

14 SNMPv2-TC-v1

15 CISCO-CDP-MIB

16 CISCO-CCM-CAPABILITY

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：CISCO-CCM-CAPABILITY.OID
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CISCO-CCM-CAPABILITY の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 134：改訂の履歴

説明内容日付

CISCO-CCM-MIBのエージェント機能追加しました2003年 10月 3日

Cisco Call Manager 4.0リリースのエージェ
ント機能

追加しました2003年 10月 3日

DESCRIPTIONCiscoCallManager 3.3リリー
スのエージェント機能を追加。

追加しました2002年 3月 21日

DESCRIPTIONCiscoCallManager 3.0リリー
スのエージェント機能を追加。

追加しました2001年 7月 2日

::= { ciscoAgentCapability 211 }初版2001年 6月 19日

CISCO-CCM-CAPABILITY の定義
次の定義が CISCO-CCM-CAPABILITY用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY

• SNMPv2-SMIから：AGENT-CAPABILITIES

• SNMPv2-CONFから：ciscoAgentCapability

• CISCO-SMIから：ciscoCCMCapability MODULE-IDENTITY
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CISCO-CCM-CAPABILITY エージェント機能
ciscoCCMCapabilityV3R00 AGENT-CAPABILITIES

PRODUCT RELEASE Cisco Call Manager 3.0

STATUS Current
DESCRIPTION Cisco Call Manager Agent Capabilities
SUPPORTS Cisco-ccm-mib
INCLUDES { ccmInfoGroup, ccmPhoneInfoGroup, ccmGatewayInfoGroup }
VARIATION ccmPhoneE911Location
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneE911Location is not supported
VARIATION ccmPhoneLastError
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneLastError is not supported
VARIATION ccmPhoneTimeLastError
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneTimeLastError is not supported
VARIATION ccmPhoneDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayTrunkIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayTrunkIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayTrunkType
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayTrunkType is not supported
VARIATION ccmGatewayTrunkName
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayTrunkName is not supported
VARIATION ccmTrunkGatewayIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmTrunkGatewayIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayTrunkStatus
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayTrunkStatus is not supported
::= { ciscoCCMCapability 1 }
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ciscoCCMCapabilityV3R01 AGENT-CAPABILITIES

PRODUCT-RELEASE Cisco Call Manager 3.1

STATUS current
DESCRIPTION Cisco Call Manager Agent capabilities
SUPPORTS CISCO-CCM-MIB
INCLUDES { ccmInfoGroupRev1, ccmPhoneInfoGroupRev1, ccmGatewayInfoGroupRev1,
ccmMediaDeviceInfoGroup, ccmGatekeeperInfoGroup, ccmCTIDeviceInfoGroup,
ccmNotificationsInfoGroup, ccmNotificationsGroup }
VARIATION ccmPhoneE911Location
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneE911Location is not supported
VARIATION ccmPhoneLastError
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneLastError is not supported
VARIATION ccmPhoneTimeLastError
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneTimeLastError is not supported
VARIATION ccmPhoneDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatekeeperDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatekeeperDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmCTIDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmCTIDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmCTIDeviceAppInfo
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmCTIDeviceAppInfo is not supported
VARIATION ccmPhonePhysicalAddress
SYNTAX MacAddress
DESCRIPTION Represents the MAC address of the phone
::= { ciscoCCMCapability 2 }
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ciscoCCMCapabilityV3R03 AGENT-CAPABILITIES
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PRODUCT-RELEASE Cisco Call Manager 3.3

STATUS obsolete and superseded by ciscoCCMCapabilityV3R03Rev1
DESCRIPTION Cisco Call Manager Agent capabilities
SUPPORTS CISCO-CCM-MIB
INCLUDES { ccmInfoGroupRev2, ccmPhoneInfoGroupRev2, ccmGatewayInfoGroupRev2,
ccmMediaDeviceInfoGroupRev1, ccmCTIDeviceInfoGroupRev1, ccmNotificationsInfoGroupRev1,
ccmNotificationsGroup, ccmH323DeviceInfoGroup, ccmVoiceMailDeviceInfoGroup }
VARIATION ccmPhoneE911Location
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneE911Location is not supported
VARIATION ccmPhoneDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmCTIDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmCTIDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmPhoneFailedTable
DESCRIPTIONThe table containing the list of all phones which attempted to register with the local
call manager and failed.The entries which have not been updated and kept at least for the duration
specified in the ccmPhoneFailedStorePeriod will be deleted.Reasons for these failures could be due
to configuration error, maximum number of phones has been reached, lost contact, etc.
VARIATION ccmPhoneStatusUpdateTableStateId
DESCRIPTION The current state of ccmPhoneStatusUpdateTable.The initial value of this object
is 0 and it will be incremented everytime when there is a change (addition/deletion/modification)
to the ccmPhoneStatusUpdateTable.This value and sysUpTime should be used together to find if
the table has changed or not.When the SNMP service is restarted this value will be reset to 0.
VARIATION ccmPhStatUpdtTblLastAddedIndex
SYNTAX CcmIndexOrZero
DESCRIPTION The ccmPhoneStatusUpdateIndex value of the last entry that was added to the
ccmPhoneStatusUpdateTable.This value together with sysUpTime can be used by the manager
applications to identify the new entries in the ccmPhoneStatusUpdateTable since their last poll.This
value need not be the same as the highest index in the ccmPhoneStatusUpdateTable as the index
could have wrapped around.The initial value of this object is 0 which indicates that there has been
no entries added to this table.When the SNMP service is restarted this value will be reset to 0.
VARIATION ccmPhFailedTblLastAddedIndex
SYNTAX CcmIndexOrZero
DESCRIPTION The ccmPhoneFailedIndex value of the last entry that was added to the
ccmPhoneFailedTable.This value together with sysUpTime can be used by the manager applications
to identify the new entries in the ccmPhoneFailedTable since their last poll.This value need not be
the same as the highest index in the ccmPhoneFailedTable as the index could have wrapped
around.The initial value of this object is 0 which indicates that there has been no entries added to
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this table.When the SNMP service is restarted this value will be reset to 0.
VARIATION ccmPhoneFailedStorePeriod
DESCRIPTION The time duration for storing each entry in the ccmPhoneFailedTable.The entries
which have not been updated and kept at least this period will be deleted.This value should ideally
be set to a higher value than the ccmPhoneFailedAlarmInterval object.The default value is 1800
seconds.
::= { ciscoCCMCapability 3 }

ciscoCCMCapabilityV3R03Rev1 AGENT-CAPABILITIES

PRODUCT-RELEASE Cisco Call Manager 3.3

STATUS current
DESCRIPTION Cisco Call Manager Agent capabilities
SUPPORTS CISCO-CCM-MIB
INCLUDES { ccmInfoGroupRev2, ccmPhoneInfoGroupRev2, ccmGatewayInfoGroupRev2,
ccmMediaDeviceInfoGroupRev1, ccmCTIDeviceInfoGroupRev1, ccmNotificationsInfoGroupRev1,
ccmNotificationsGroup, ccmH323DeviceInfoGroup, ccmVoiceMailDeviceInfoGroup }
VARIATION ccmPhoneE911Location
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneE911Location is not supported
VARIATION ccmPhoneDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmCTIDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmCTIDevicePoolIndex is not supported
::= { ciscoCCMCapability 4 }
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ciscoCCMCapabilityV4R00 AGENT-CAPABILITIES

PRODUCT-RELEASE Cisco Call Manager 4.0

STATUS current
DESCRIPTION Cisco Call Manager Agent capabilities
SUPPORTS CISCO-CCM-MIB
INCLUDES { ccmInfoGroupRev3, ccmPhoneInfoGroupRev3, ccmGatewayInfoGroupRev3,
ccmMediaDeviceInfoGroupRev2, ccmCTIDeviceInfoGroupRev2, ccmNotificationsInfoGroupRev2,
ccmNotificationsGroupRev1, ccmH323DeviceInfoGroupRev1, ccmVoiceMailDeviceInfoGroupRev1,
ccmSIPDeviceInfoGroup }
VARIATION ccmPhoneE911Location
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneE911Location is not supported
VARIATION ccmPhoneDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmPhoneDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmGatewayDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmGatewayDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmMediaDeviceDevicePoolIndex is not supported
VARIATION ccmCTIDevicePoolIndex
ACCESS not-implemented
DESCRIPTION ccmCTIDevicePoolIndex is not supported
::= { ciscoCCMCapability 5 }

CISCO-CDP-MIB

この CISCO-CDP-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、http://
tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよびコンパ
イルします。

（注）

このMIBは、シスコデバイスでの Cisco Discovery Protocol（CDP）の管理に使用します。
CISCO-CDP-MIBをコンパイルするには、先に次の一覧に示すMIBを示されている順序でコンパ
イルしておく必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 SNMPv2-MIB

5 IANAifType-MIB
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6 IF-MIB

7 CISCO-SMI

8 SNMP-FRAMEWORK-MIB

9 RMON-MIB

10 CISCO-TC

11 CISCO-VTP-MIB

12 RFC1155-SMI

13 RFC-1212

14 SNMPv2-TC-v1

15 CISCO-CDP-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：CISCO-CDP-MIB.oid

•機能ファイル：CISCO-CDP-CAPABILITY

CISCO-CDP-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 135：改訂の履歴

説明内容日付

cdpInterfaceExtTable：オブジェクト
cdpInterfaceExtendedTrustおよび
cdpInterfaceCosForUntrustedPortを含む

追加しました2001年 11月 23日

cdpGlobalDeviceIdFormatCpb、
cdpGlobalDeviceIdFormatCpb、
cdpGlobalDeviceIdFormat

追加しました2001年 4月 23日
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説明内容日付

cdpCacheApplianceID、cdpCacheVlanID、
cdpCachePowerConsumption、
cdpCacheMTU、
cdpCachePrimaryMgmtAddrType、
cdpCachePrimaryMgmtAddrType、
cdpCachePrimaryMgmtAddr、
cdpCacheSecondaryMgmtAddrType、
cdpCacheSecondaryMgmtAddrType、
cdpCacheSecondaryMgmtAddr、
cdpCacheLastChange、
cdpCachePhysLocation、cdpCacheSysName、
cdpCacheSysObjectID、cdpGlobalLastChange

追加しました2000年 11月 22日

cdpGlobalDeviceId追加しました1998年 12月 10日

cdpCacheTableに
cdpCacheVTPMgmtDomain、
cdpCacheNativeVLAN、cdpCacheDuplexの
各オブジェクトを追加

追加しました1998年 9月 16日

cdpInterfaceMessageIntervalcdpGlobalを廃止にして定義1996年 7月 8日

複数のインデックスオブジェクトの正し

い（負ではない）範囲を指定

—1995年 8月 15日

cdpInterfaceMessageIntervalの範囲を修正—1995年 7月 27日

ciscoCdpMIBObjects OBJECT IDENTIFIER
::= { ciscoCdpMIB 1 } cdpInterface OBJECT
IDENTIFIER ::= { ciscoCdpMIBObjects 1 }
cdpCache OBJECT IDENTIFIER ::= {
ciscoCdpMIBObjects 2 } cdpGlobal OBJECT
IDENTIFIER ::= { ciscoCdpMIBObjects 3 }

ciscoExperimentから ciscoMgmt
OIDサブツリーに移動 ::= {
ciscoMgmt 23 }

1995年 1月 25日

CISCO-CDP-MIB の定義
次の定義が CISCO-CDP-MIB用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、Integer32

• SNMPv2-SMIから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

• SNMPv2-CONFから：TruthValue、DisplayString、TimeStamp
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• SNMPv2-TCから：ciscoMgmt

• CISCO-SMIから：CiscoNetworkProtocol、CiscoNetworkAddress、Unsigned32

• CISCO-TCから：VlanIndex

• CISCO-VTP-MIBから：ifIndex

• IF-MIBから：ciscoCdpMIB MODULE-IDENTITY

CDP インターフェイスグループ
cdpInterfaceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CdpInterfaceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table containing the status of CDP on the device interfaces.

::= { cdpInterface 1 }

cdpInterfaceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CdpInterfaceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the cdpInterfaceTable, containing the status of CDP on an interface.

INDEX { cdpInterfaceIfIndex }

::= { cdpInterfaceTable 1 }
CdpInterfaceEntry ::= SEQUENCE {
cdpInterfaceIfIndex Integer32,
cdpInterfaceEnableTruthValue,
cdpInterfaceMessageInterval INTEGER,
cdpInterfaceGroup Integer32,
cdpInterfacePort Integer32

}
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cdpInterfaceIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The ifIndex value of the local interface.For 802.3 Repeaters on which the repeater ports do not have
ifIndex values assigned, this value is a unique value for the port, and greater than any ifIndex value
supported by the repeater; in this case, the specific port is indicated by corresponding values of
cdpInterfaceGroup and cdpInterfacePort, where these values correspond to the group number and port
number values of RFC 1516.

::= { cdpInterfaceEntry 1 }

cdpInterfaceEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of whether the Cisco Discovery Protocol is currently running on this interface.This
variable has no effect when CDP is disabled (cdpGlobalRun = FALSE).

::= { cdpInterfaceEntry 2 }

cdpInterfaceMessageInterval OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (5..254)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS obsolete and replaced by cdpGlobalMessageInterval.This object should be applied to the
whole system instead of per interface.

DESCRIPTION

The interval at which CDPmessages are to be generatedon this interface.The default value is 60 seconds.

::= { cdpInterfaceEntry 3 }

cdpInterfaceGroup OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object is only relevant to interfaces which are repeater ports on 802.3 repeaters.In this situation,
it indicates the RFC1516 group number of the repeater port which corresponds to this interface.

::= { cdpInterfaceEntry 4 }
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cdpInterfacePort OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object is only relevant to interfaces which are repeater ports on 802.3 repeaters.In this situation,
it indicates the RFC1516 port number of the repeater port which corresponds to this interface.

::= { cdpInterfaceEntry 5 }

cdpInterfaceExtTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CdpInterfaceExtEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

This table contains the additional CDP configuration on the device interfaces.

::= { cdpInterface 2 }

cdpInterfaceExtEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CdpInterfaceExtEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry in the cdpInterfaceExtTable contains the values configured for Extended Trust TLV and COS
(Class of Service) for Untrusted Ports TLV on an interface which supports the sending of these TLVs.

INDEX { ifIndex }

::= { cdpInterfaceExtTable 1 }

CdpInterfaceExtEntry ::= SEQUENCE {

cdpInterfaceExtendedTrustINTEGER,

cdpInterfaceCosForUntrustedPort Unsigned32

}
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cdpInterfaceExtendedTrust OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {trusted(1), noTrust(2) }

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the value to be sent by Extended Trust TLV.If trusted(1) is configured, the value of Extended
Trust TLV is one byte in length with its least significant bit equal to 1 to indicate extended trust.All
other bits are 0.If noTrust(2) is configured, the value of Extended Trust TLV is one byte in length with
its least significant bit equal to 0 to indicate no extended trust.All other bits are 0.

::= { cdpInterfaceExtEntry 1 }

cdpInterfaceCosForUntrustedPort OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..7)

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the value to be sent by COS for Untrusted Ports TLV.

::= { cdpInterfaceExtEntry 2 }

CDP アドレスキャッシュグループ
cdpCacheTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF CdpCacheEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table containing the cached information obtained via receiving CDP messages.

::= { cdpCache 1 }
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cdpCacheEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CdpCacheEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry (conceptual row) in the cdpCacheTable, containing the information received via CDP on one
interface from one device.Entries appear when a CDP advertisement is received from a neighbor
device.Entries disappear when CDP is disabled on the interface, or globally.

INDEX { cdpCacheIfIndex, cdpCacheDeviceIndex }

::= { cdpCacheTable 1 }

CdpCacheEntry ::= SEQUENCE {

cdpCacheIfIndexInteger32,

cdpCacheDeviceIndex Integer32,

cdpCacheAddressType CiscoNetworkProtocol,

cdpCacheAddressCiscoNetworkAddress,

cdpCacheVersionDisplayString,

cdpCacheDeviceIdDisplayString,

cdpCacheDevicePort DisplayString,

cdpCachePlatformDisplayString,

cdpCacheCapabilitiesOCTET STRING,

cdpCacheVTPMgmtDomain DisplayString,

cdpCacheNativeVLAN VlanIndex,

cdpCacheDuplex INTEGER,

cdpCacheApplianceID Unsigned32,

cdpCacheVlanID Unsigned32,

cdpCachePowerConsumptionUnsigned32,

cdpCacheMTUUnsigned32,

cdpCacheSysNameDisplayString,

cdpCacheSysObjectID OBJECT IDENTIFIER,

cdpCachePrimaryMgmtAddrType CiscoNetworkProtocol,

cdpCachePrimaryMgmtAddr CiscoNetworkAddress,

cdpCacheSecondaryMgmtAddrType CiscoNetworkProtocol,

cdpCacheSecondaryMgmtAddr CiscoNetworkAddress,

cdpCachePhysLocationDisplayString,

cdpCacheLastChange TimeStamp

}
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cdpCacheIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Normally, the ifIndex value of the local interface.For 802.3 repeaters for which the repeater ports do
not have ifIndex values assigned, this value is a unique value for the port, and greater than any ifIndex
value supported by the repeater; the specific port number in this case, is given by the corresponding
value of cdpInterfacePort.

::= { cdpCacheEntry 1 }

cdpCacheDeviceIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each device from which CDP messages are being received.

::= { cdpCacheEntry 2 }

cdpCacheAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkProtocol

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the type of address contained in the corresponding instance of cdpCacheAddress.

::= { cdpCacheEntry 3 }

cdpCacheAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The (first) network-layer address of the device's SNMP-agent as reported in the Address TLV of the
most recently received CDPmessage.For example, if the corresponding instance of cacheAddressType
had the value 'ip(1)', then this object would be an IP-address.

::= { cdpCacheEntry 4 }
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cdpCacheVersion OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION The Version string as reported in the most recent CDP message.The zero-length string
indicates no Version field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

::= { cdpCacheEntry 5 }

cdpCacheDeviceId OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

STATUS current

DESCRIPTION

The Device-ID string as reported in the most recent CDP message.The zero-length string indicates no
Device-ID field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

MAX-ACCESS read-only

::= { cdpCacheEntry 6 }

cdpCacheDevicePort OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The Port-ID string as reported in the most recent CDP message.This will typically be the value of the
ifName object (e.g. Ethernet0).The zero-length string indicates no Port-ID field (TLV) was reported
in the most recent CDP message.

::= { cdpCacheEntry 7 }

cdpCachePlatform OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The Device Hardware Platform as reported in the most recent CDP message.The zero-length string
indicates that no Platform field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

::= { cdpCacheEntry 8 }
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cdpCacheCapabilities OBJECT-TYPE

SYNTAX OCTET STRING (SIZE (0..4))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The Device Functional Capabilities as reported in the most recent CDPmessage.For latest set of specific
values, see the latest version of the CDP specification.The zero-length string indicates no Capabilities
field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

REFERENCE Cisco Discovery Protocol Specification, 94/10/19.

::= { cdpCacheEntry 9 }

cdpCacheVTPMgmtDomain OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..32))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The VTPManagement Domain for the remote device interface, as reported in the most recently received
CDP message.This object is not instantiated if no VTP Management Domain field (TLV) was reported
in the most recently received CDP message.

REFERENCE managementDomainName in CISCO-VTP-MIB

::= { cdpCacheEntry 10 }

cdpCacheNativeVLAN OBJECT-TYPE

SYNTAX VlanIndex

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The remote device interface native VLAN, as reported in the most recent CDP message.The value 0
indicates no native VLAN field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

::= { cdpCacheEntry 11 }

cdpCacheDuplex OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { unknown(1), halfduplex(2), fullduplex(3) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The remote device interface duplex mode, as reported in the most recent CDP message.The value
unknown(1) indicates no duplex mode field (TLV) was reported in the most recent CDP message.

::= { cdpCacheEntry 12 }
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cdpCacheApplianceID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..255)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The remote device Appliance ID, as reported in the most recent CDP message.This object is not
instantiated if no Appliance VLAN-ID field (TLV) was reported in the most recently received CDP
message.

::= { cdpCacheEntry 13 }

cdpCacheVlanID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..4095)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The remote device VoIP VLAN ID, as reported in the most recent CDP message.This object is not
instantiated if no Appliance VLAN-ID field (TLV) was reported in the most recently received CDP
message.

::= { cdpCacheEntry 14 }

cdpCachePowerConsumption OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

UNITS milliwatts

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The amount of power consumed by remote device, as reported in the most recent CDP message.This
object is not instantiated if no Power Consumption field (TLV) was reported in the most recently
received CDP message.

::= { cdpCacheEntry 15 }
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cdpCacheMTU OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the size of the largest datagram that can be sent/received by remote device, as reported in the
most recent CDP message.This object is not instantiated if no MTU field (TLV) was reported in the
most recently received CDP message.

::= { cdpCacheEntry 16 }

cdpCacheSysName OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the value of the remote device sysName MIB object.By convention, it is the device fully
qualified domain name.This object is not instantiated if no sysName field (TLV) was reported in the
most recently received CDP message.

::= { cdpCacheEntry 17 }

cdpCacheSysObjectID OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the value of the remote device sysObjectID MIB object.This object is not instantiated if no
sysObjectID field (TLV) was reported in the most recently received CDP message.

::= { cdpCacheEntry 18 }

cdpCachePrimaryMgmtAddrType OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkProtocol

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the type of address contained in the corresponding instance of
cdpCachePrimaryMgmtAddress.

::= { cdpCacheEntry 19 }
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cdpCachePrimaryMgmtAddr OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object indicates the (first) network layer address at which the device will accept SNMP messages
as reported in the most recently received CDP message.If the corresponding instance of
cdpCachePrimaryMgmtAddrType has the value ip(1), then this object would be an IP-address.If the
remote device is not currently manageable via any network protocol, this object has the special value
of the IPv4 address 0.0.0.0.If the most recently received CDP message did not contain any primary
address at which the device prefers to receive SNMP messages, then this object is not instanstiated.

::= { cdpCacheEntry 20 }

cdpCacheSecondaryMgmtAddrType OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkProtocol

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the type of address contained in the corresponding instance of
cdpCacheSecondaryMgmtAddress.

::= { cdpCacheEntry 21 }

cdpCacheSecondaryMgmtAddr OBJECT-TYPE

SYNTAX CiscoNetworkAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object indicates the alternate network layer address (other than the one indicated by
cdpCachePrimaryMgmtAddr) at which the device will accept SNMP messages as reported in the most
recently received CDP message.If the corresponding instance of cdpCacheSecondaryMgmtAddrType
has the value ip(1), then this object would be an IP-address.If the most recently received CDP message
did not contain such an alternate network layer address, then this object is not instanstiated.

::= { cdpCacheEntry 22 }
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cdpCachePhysLocation OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the physical location, as reported by the most recent CDP message, of a connector which is
on, or physically connected to, the remote device's interface over which the CDP packet is sent.This
object is not instantiated if no Physical Location field (TLV) was reported by the most recently received
CDP message.

::= { cdpCacheEntry 23 }

cdpCacheLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeStamp

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the time when this cache entry was last changed.This object is initialised to the current time
when the entry gets created and updated to the current time whenever the value of any (other) object
instance in the corresponding row is modified.

::= { cdpCacheEntry 24 }

CDP グローバルグループ
cdpGlobalRun OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of whether the Cisco Discovery Protocol is currently running.Entries in cdpCacheTable
are deleted when CDP is disabled.

DEFVAL { true }

::= { cdpGlobal 1 }
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cdpGlobalMessageInterval OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (5..254)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The interval at which CDP messages are to be generated.The default value is 60 seconds.

DEFVAL { 60 }

::= { cdpGlobal 2 }

cdpGlobalHoldTime OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (10..255)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The time for the receiving device holds CDP message.The default value is 180 seconds.

DEFVAL { 180 }

::= { cdpGlobal 3 }

cdpGlobalDeviceId OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The device ID advertised by this device.The format of this device id is characterized by the value of

cdpGlobalDeviceIdFormat object.

::= { cdpGlobal 4 }

cdpGlobalLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeStamp

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the time when the cache table was last changed.It is the most recent time at which any row
was last created, modified or deleted.

::= { cdpGlobal 5 }
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cdpGlobalDeviceIdFormatCpb OBJECT-TYPE

SYNTAX BITS { serialNumber(0), macAddress(1), other (2) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates the Device-Id format capability of the device.The serialNumber(0) indicates that the device
supports using serial number as the format for its DeviceId.The macAddress(1) indicates that the device
supports using layer 2MAC address as the format for its DeviceId.The other(2) indicates that the device
supports using its platform specific format as the format for its DeviceId.

::= { cdpGlobal 6 }

cdpGlobalDeviceIdFormat OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { serialNumber(1), macAddress(2), other(3) }

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the format of Device-Id contained in the corresponding instance of
cdpGlobalDeviceId.User can only specify the formats that the device is capable of as denoted in
cdpGlobalDeviceIdFormatCpb object.The serialNumber(1) indicates that the value of cdpGlobalDeviceId
object is in the form of an ASCII string contain the device serial number.The macAddress(2) indicates
that the value of cdpGlobalDeviceId object is in the form of Layer 2MAC address.The other(3) indicates
that the value of cdpGlobalDeviceId object is in the form of a platform specific ASCII string contain
info that identifies the device.For example: ASCII string contains serialNumber appended/prepended
with system name.

::= { cdpGlobal 7 }

CDP MIB 適合情報
ciscoCdpMIBConformance OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCdpMIB 2 }

ciscoCdpMIBCompliances OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCdpMIBConformance 1 }

ciscoCdpMIBGroups OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoCdpMIBConformance 2 }
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CDP MIB 準拠宣言
ciscoCdpMIBCompliance MODULE-COMPLIANCE

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBComplianceV11R01

DESCRIPTION

The compliance statement for the CDP MIB.

MODULE This module

MANDATORY-GROUPS { ciscoCdpMIBGroup }

::= { ciscoCdpMIBCompliances 1 }

ciscoCdpMIBComplianceV11R01 MODULE-COMPLIANCE

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBComplianceV11R02

DESCRIPTION

The compliance statement for the CDP MIB.

MANDATORY-GROUPS { ciscoCdpMIBGroupV11R01 }

::= { ciscoCdpMIBCompliances 2 }

ciscoCdpMIBComplianceV11R02 MODULE-COMPLIANCE

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBComplianceV12R02

DESCRIPTION

The compliance statement for the CDP MIB.

MANDATORY-GROUPS { ciscoCdpMIBGroupV11R02 }

::= { ciscoCdpMIBCompliances 3 }

ciscoCdpMIBComplianceV12R02 MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The compliance statement for the CDP MIB.

MANDATORY-GROUPS { ciscoCdpMIBGroupV12R02 }

::= { ciscoCdpMIBCompliances 4 }
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CDP MIB 適合単位
ciscoCdpMIBGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpInterfaceEnable, cdpInterfaceMessageInterval,
cdpCacheAddressType>cdpCacheAddressType, cdpCacheAddress, cdpCacheVersion,
cdpCacheDeviceId, cdpCacheDevicePort, cdpCacheCapabilities, cdpCachePlatform

}

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBGroupV11R01

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol.

::= { ciscoCdpMIBGroups 1 }

ciscoCdpMIBGroupV11R01 OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpInterfaceEnable, cdpInterfaceMessageInterval, cdpInterfaceGroup, cdpInterfacePort,
cdpCacheAddressType, cdpCacheAddressType, cdpCacheAddress, cdpCacheVersion,
cdpCacheDeviceId, cdpCacheDevicePort,

cdpCacheCapabilities, cdpCachePlatform

}

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBGroupV11R02

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol.

::= { ciscoCdpMIBGroups 2 }

ciscoCdpMIBGroupV11R02 OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpInterfaceEnable, cdpInterfaceGroup, cdpInterfacePort, cdpCacheAddressType,
cdpCacheAddressType, cdpCacheAddress, cdpCacheVersion, cdpCacheDeviceId, cdpCacheDevicePort,
cdpCacheCapabilities, cdpCachePlatform, cdpGlobalRun, cdpGlobalMessageInterval,
cdpGlobalHoldTime }

STATUS obsoleted and superseded by ciscoCdpMIBGroupV12R02

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol.

::= { ciscoCdpMIBGroups 3 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
891

シスコ管理情報ベース

CDP MIB 適合単位



ciscoCdpMIBGroupV12R02 OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpInterfaceEnable, cdpInterfaceGroup, cdpInterfacePort, cdpCacheAddressType,
cdpCacheAddressType, cdpCacheAddress, cdpCacheVersion, cdpCacheDeviceId, cdpCacheDevicePort,
cdpCacheCapabilities, cdpCachePlatform, cdpCacheVTPMgmtDomain, cdpCacheNativeVLAN,
cdpCacheDuplex, cdpGlobalRun, cdpGlobalMessageInterval, cdpGlobalHoldTime, cdpGlobalDeviceId
}

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol.

::= { ciscoCdpMIBGroups 5 }

ciscoCdpV2MIBGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpCacheApplianceID, cdpCacheVlanID, cdpCachePowerConsumption, cdpCacheMTU,
cdpCacheSysName, cdpCacheSysObjectID, cdpCacheLastChange, cdpCachePhysLocation,
cdpCachePrimaryMgmtAddrType, cdpCachePrimaryMgmtAddr, cdpCacheSecondaryMgmtAddrType,
cdpCacheSecondaryMgmtAddr, cdpGlobalLastChange, cdpGlobalDeviceIdFormatCpb,
cdpGlobalDeviceIdFormat }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol version 2.

::= { ciscoCdpMIBGroups 6 }

ciscoCdpV2IfExtGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { cdpInterfaceExtendedTrust, cdpInterfaceCosForUntrustedPort }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects for use with the Cisco Discovery Protocol version 2 to configure the value for
Extended Trust TLV and COS for Untrusted Port TLV.

::= { ciscoCdpMIBGroups 7 }

Linux および Cisco Unified CM Release 5.x、6.x、7.x の CDP MIB のトラブ
ルシューティング

Linuxおよび Cisco Unified CM Release 5.x、6.x、7.x.の場合、次の処理を実行してログと情報を収
集し、分析を行います。

• set trace enable Detailed cdpmib CLIを使用して、cdpAgt ()の詳細トレースを設定します。

• Serviceability Webページ（[ツール（Tools）] > [コントロールセンタのネットワークサービス
（Controlcenter- Network Services）]）から Cisco CDP Agentサービスを再起動し、しばらく待
機します。
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•次のトレースファイルを収集します。

◦ file get activelog cm/trace/cdpmib/sdiコマンドを使用して Cisco CDP Agentのトレースを有
効にし、file get activelog cm/trace/cdp/sdiコマンドを使用して Cisco CDPのデーモント
レースを有効にします。

◦ [Real-Time Monitoring Tool (RTMT)] > [Trace & Log Central] > [Collect Files] > [Cisco
CallManager SNMP Service] > [Cisco CDP Agent and Cisco CDP]を使用して、Cisco CDP
Agentおよびデーモンのトレースをイネーブルにします。

•ログを収集したら、set trace disable cdpmibコマンドを使用して、トレース設定をリセットし
ます。

Windowsおよび Cisco Unified CM Release 4.xの場合、次の処理を実行してログを収集し、分析を
行います。

•レジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\SnmpCDPAgentの
TraceEnabledを Trueに設定し、SNMPサービスを再起動します。

• SNMPサービスが再起動されると、別のオプションの TraceLevelが表示されます。この値を
3に設定します。

•もう一度 SNMPサービスを再起動します。

• CDP MIBをウォークします。

•ログファイル C:\Program Files\Cisco\bin\SnmpCDPImpl.logを収集します。

• c:\utilsの tlist.exeと snmp.exeの出力、および c:\program files\cisco\binディレクトリの出力を
収集します。

CDP MIB に関する FAQ

• CDPインターフェイステーブルと globalinfoテーブルが空になっています。

• インターフェイステーブルに設定されているMessageIntervalの値が、CDP MIBのグローバ
ルテーブルにも設定されているのはなぜですか。

CDP インターフェイステーブルと globalinfo テーブルが空になっています。

使用中の Cisco Unified CM Releaseに、この機能があることを確認してください。ない場合は、
アップグレードしてください。
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インターフェイステーブルに設定されている MessageInterval の値が、CDP MIB のグローバルテー
ブルにも設定されているのはなぜですか。

HoldTimeの値がMessageIntervalの値より大きいかどうかを確認してください。HoldTimeの値が
MessageIntervalの値より小さい場合は、インターフェイステーブルからもグローバルテーブルか
らもMessageIntervalの値を設定することができません。

CISCO-SYSLOG-MIB

このCISCO-SYSLOG-MIBは、形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、
http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよび
コンパイルします。

（注）

このMIBを使用すると、Cisco IOSで生成された syslogメッセージを収集できます。Cisco IOSで
は、さまざまなテキストメッセージが生成されます。これらのメッセージを syslogサーバに送信
するように、Cisco IOSを設定することができます。このMIBを使用すると、これらと同じメッ
セージを SNMP経由で受信することもできます。このマニュアルではこれ以降、これらのメッ
セージを syslogメッセージと呼びます。

現時点では、CLIデバッグコマンドを入力した結果として生成されるメッセージを SNMP経
由では取得できません。

（注）

Cisco IOSのすべての syslogメッセージには、タイムスタンプ（任意）、ファシリティ名（メッ
セージの送信元）、重大度、メッセージ名、およびメッセージテキストが含まれます。syslogメッ
セージの典型的な例として、次のようなものがあります：%SYS-5-CONFIG_I: configured from
console where facility=SYS, severity=5, message name=CONFIG_I

CISCO-SYSLOG-MIBをコンパイルするには、次に示されている順番でMIBをコンパイルする必
要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 CISCO-SMI

5 INET-ADDRESS-MIB

6 SNMP-FRAMEWORK-MIB

7 RFC1155-SMI

8 RFC-1212

9 RFC-1215

10 SNMPv2-TC-v1
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11 CISCO-SYSLOG-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：CISCO-SYSLOG-MIB.oid

•機能ファイル：CISCO-SYSLOG-CAPABILITY

CISCO-SYSLOG-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 136：改訂の履歴

説明内容日付

このMIBモジュールには、Cisco IOSソフ
トウェアで生成されたシステムメッセー

ジを格納する方法が記述されています。::=
{ ciscoMgmt 41 }

初版1995年 8月 7日

CISCO-SYSLOG-MIB の定義
次の定義が CISCO-SYSLOG-MIB用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY、NOTIFICATION-TYPE、OBJECT-TYPE、Integer32、Counter32

• SNMPv2-SMIから：TEXTUAL-CONVENTION、DisplayString、TimeStamp、TruthValue

• SNMPv2-TCから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

• SNMPv2-CONFから：ciscoMgmt

• CISCO-SMIから：ciscoSyslogMIB MODULE-IDENTITY

ciscoSyslogMIBObjects OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogMIB 1 }

CISCO-SYSLOG-MIB オブジェクト ID
clogBasicOBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogMIBObjects 1 }

clogHistoryOBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogMIBObjects 2 }
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syslog MIB のテキストの表記法
SyslogSeverity ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

The severity of a syslog message.The enumeration values are equal to the values that syslog uses +
1.For example, with syslog, emergency=0.

SYNTAX INTEGER { emergency(1), alert(2), critical(3), error(4), warning(5), notice(6), info(7),
debug(8) }

基本的な syslog オブジェクト
clogNotificationsSent OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

UNITS notifications

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of clogMessageGenerated notifications that have been sent.This number may include
notifications that were prevented from being transmitted due to reasons such as resource limitations
and/or non-connectivity.If one is receiving notifications, one can periodically poll this object to determine
if any notifications were missed.If so, a poll of the clogHistoryTable might be appropriate.

::= { clogBasic 1 }

clogNotificationsEnabled OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates whether clogMessageGenerated notifications will or will not be sent when a syslog message
is generated by the device.Disabling notifications does not prevent syslog messages from being added
to the clogHistoryTable.

DEFVAL { false }

::= { clogBasic 2 }
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clogMaxSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates which syslog severity levels will be processed.Any syslog message with a severity value
greater than this value will be ignored by the agent.

重大度は数値が大きくなるほど低くなります。たとえば、エラー（4）
はデバッグ（8）より重大です。

（注）

DEFVAL { warning }

::= { clogBasic 3 }

clogMsgIgnores OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

UNITS messages

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of syslog messages which were ignored.Amessage will be ignored if it has a severity value
greater than clogMaxSeverity.

::= { clogBasic 4 }

clogMsgDrops OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

UNITS messages

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of syslog messages which could not be processed due to lack of system resources.Most
likely this will occur at the same time that syslog messages are generated to indicate this lack of
resources.Increases in this object's value may serve as an indication that system resource levels should
be examined via other mib objects.A message that is dropped will not appear in the history table and
no notification will be sent for this message.

::= { clogBasic 5 }
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syslog MIB メッセージの履歴表
clogHistTableMaxLength OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..500)

UNITS entries

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The upper limit on the number of entries that the clogHistoryTable may contain.A value of zero prevents
any history from being retained.When this table is full, the oldest entry will be deleted and a new one
will be created.

DEFVAL { 1 }

::= { clogHistory 1 }

clogHistMsgsFlushed OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

UNITS messages

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of entries that have been removed from the clogHistoryTable in order to make room for
new entries.This object can be utilized to determine whether your polling frequency on the history table
is fast enough and/or the size of your history table is large enough such that you are not missingmessages.

::= { clogHistory 2 }

clogHistoryTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF ClogHistoryEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A table of syslog messages generated by this device.All 'interesting' syslog messages (i.e. severity <=
clogMaxSeverity) are entered into this table.

::= { clogHistory 3 }
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clogHistoryEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX ClogHistoryEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A syslog message that was previously generated by this device.Each entry is indexed by a message
index.

INDEX{ clogHistIndex }

::= { clogHistoryTable 1 }

ClogHistoryEntry ::= SEQUENCE { clogHistIndex Integer32, clogHistFacility DisplayString,
clogHistSeverity SyslogSeverity, clogHistMsgName DisplayString, clogHistMsgText DisplayString,
clogHistTimestamp TimeStamp }

clogHistIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A monotonically increasing integer for the sole purpose of indexing messages.When it reaches the
maximum value the agent flushes the table and wraps the value back to 1.

::= { clogHistoryEntry 1 }

clogHistFacility OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (1..20))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Name of the facility that generated this message.For example: 'SYS'.

::= { clogHistoryEntry 2 }

clogHistSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The severity of the message.

::= { clogHistoryEntry 3 }
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clogHistMsgName OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (1..30))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual identification for the message type.A facility name in conjunction with a message name
uniquely identifies a message type.

::= { clogHistoryEntry 4 }

clogHistMsgText OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (1..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The text of the message.If the text of the message exceeds 255 bytes, the message will be truncated to
254 bytes and a '*' character will be appended indicating that the message has been truncated.

::= { clogHistoryEntry 5 }

clogHistTimestamp OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeStamp

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime when this message was generated.

::= { clogHistoryEntry 6 }

syslog MIB 通知
ciscoSyslogMIBNotificationPrefix OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogMIB 2 }

ciscoSyslogMIBNotifications OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogMIBNotificationPrefix 0 }
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clogMessageGenerated NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS {clogHistFacility, clogHistSeverity, clogHistMsgName, clogHistMsgText, clogHistTimestamp
}

STATUS current

DESCRIPTION

When a syslog message is generated by the device a clogMessageGenerated notification is sent.The
sending of these notifications can be enabled/disabled via the clogNotificationsEnabled object.

::= { ciscoSyslogMIBNotifications 1 }

syslog MIB 適合情報
ciscoSyslogMIBConformance OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogMIB 3 }

ciscoSyslogMIBCompliances OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogMIBConformance 1 }

ciscoSyslogMIBGroups OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogMIBConformance 2 }

syslog MIB 準拠宣言
ciscoSyslogMIBCompliance MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The compliance statement for entities which implement the Cisco syslog MIB.

MANDATORY-GROUPS { ciscoSyslogMIBGroup }

::= { ciscoSyslogMIBCompliances 1 }
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syslog MIB 適合単位
ciscoSyslogMIBGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { clogNotificationsSent, clogNotificationsEnabled, clogMaxSeverity, clogMsgIgnores,
clogMsgDrops, clogHistTableMaxLength, clogHistMsgsFlushed, clogHistFacility, clogHistSeverity,
clogHistMsgName, clogHistMsgText, clogHistTimestamp }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing the syslog MIB capability.

::= { ciscoSyslogMIBGroups 1 }

syslog トラップのトラブルシューティング
syslogには、SNMPトラップメッセージを生成する際の標準的なバッファサイズがあります。
データは、指定されたフィールドサイズ（255）にトリムされます。これにより、フィールドに
対してデータが大きすぎる場合に発生するエラーが回避されます。たとえば、メッセージのテキ

ストフィールドを 255バイトに指定したが、メッセージが 300バイトに達した場合、そのデータ
はログに記録される前に末尾が切り捨てられて 255バイトになります。

トラップの設定

トラップを設定するには、任意の SNMP管理アプリケーションの SNMP設定操作を使用して、
clogsNotificationEnabled（1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.2）を TRUE（1）に設定します。重大度は、任意の
SNMP管理アプリケーションで clogMaxSeverity（1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.3）を使用して設定します。
このオブジェクトは、処理する必要がある syslogの重大度を示します。重大度の値がこの値より
大きい syslogメッセージは、エージェントでは無視されます。重大度は数値が大きくなるほど低
くなります。

次の処理を実行してログと情報を収集します。

• set trace enable Detailed syslogmibコマンドを使用して、CiscoSyslogAgentの詳細なトレース
を設定します。

• Serviceability Webウィンドウ（[ツール（Tools）] > [コントロールセンタのネットワークサー
ビス（Control Center - Network Services）]）から Cisco Syslog Agentサービスを再起動し、し
ばらく待機します。

•次の方法を使用して、Cisco Syslog Agentのトレースファイルを収集します。

◦ file get activelog cm/trace/syslogmib/sdi/コマンドを使用

◦ [RTMTトレースおよびログセントラル（RTMT Trace & Log Central）] > [ファイルの収
集（Collect Files）] > [Cisco CallManager SNMP Service] > [Cisco Syslog Agent]を使用
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•ログを収集したら、set trace disable syslogmibコマンドを使用して、トレース設定をリセット
します。

syslog の FAQ

リモート syslogサーバの設定について教えてください。Q.

リモート syslogサーバは、Cisco Unified CMの管理ページの [システム（System）] > [エンター
プライズパラメータ（Enterprise Parameters）]から設定できます。また、次の項目を設定でき
ます。

A.

•リモート syslogサーバ名：syslogメッセージを受け入れるために使用するリモート syslog
サーバの名前または IPアドレスを入力できます。サーバ名が指定されていない場合、Cisco
Unified Serviceabilityは syslogメッセージを送信しません。Cisco Unified Communications
Managerサーバは別のサーバからの syslogメッセージを受信しないため、Cisco Unified
Communications Managerサーバを宛先として指定しないでください。

◦最大長：255

◦許可される値：A～Z、a～z、0～9、ピリオド（.）、ハイフン（-）で構成された、
有効なリモート syslogサーバ名を指定します。

•リモート syslogメッセージに対する syslogの重大度：リモート syslogサーバに対して、
syslogメッセージの重大度を任意に選択できます。選択した重大度以上のすべての syslog
メッセージが、リモート syslogサーバに送信されます。リモートサーバ名が指定されて
いない場合、Cisco Unified Serviceabilityは syslogメッセージを送信しません。

特定のサービスに固有のアラームをリダイレクトするように、リモート syslogサーバを設定す
る方法を教えてください。

Q.

[Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）]ウィンドウの [アラーム
（Alarm）] > [設定（Configuration）]からリモート syslogサーバを設定できます。

A.

•特定のサーバのドロップダウンリストから、サービスグループとサービスを選択します。

•リモート syslogのアラームを有効にし、必要なアラームイベントレベルを設定します。
リダイレクトするリモート syslogサーバの名前または IPアドレスを入力します。

•選択した重大度以上の、特定のサービスに対するすべてのsyslogメッセージが、リモート
syslogサーバに送信されます。

設定したリモートサーバでメッセージをキャプチャする方法を教えてください。Q.

Kiwi SyslogDaemonは、リモートサーバにインストールできるフリーウェアツールです。この
ツールを使用すると、syslogメッセージをキャプチャできます。

A.
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[エンタープライズパラメータ（EnterpriseParameters）]と [アラーム設定（AlarmConfiguration）]
ページで同じリモートサーバを設定するとどうなりますか。

Q.

A. •リモート syslogのエンタープライズパラメータを設定すると、設定した重大度以上の
syslogメッセージがすべてリダイレクトされます。異なる種類の syslogメッセージに対し
て行われる分類はありません。生成されたすべてのsyslogメッセージが単にリダイレクト
されるだけです。

•アラーム設定により、重大度に基づいて特定のサービスのsyslogメッセージが、設定され
ているリモートサーバに送信されます。

•エンタープライズパラメータの設定は、Cisco Syslog Agentがメッセージを送信するため
に使用します。対応するアプリケーションのアラーム設定では、設定されているリモート

syslogサーバへの送信にアラームインターフェイスを使用します。

• [アラーム（Alarm）]ページで「“ローカル syslog”」アラームが有効になっている場合は、
両方のページで同じリモートサーバが設定されていても問題がないように、サービス固有

のメッセージが複製されます（重大度の条件が一致する場合）。たとえば、[エンタープ
ライズ（Enterprise）]ウィンドウの重大度が「“エラー”」で、アラームページの重大度が
「“デバッグ”」で、「“ローカル syslog”」アラームが有効になっているとします。アラー
ムページで設定されている特定のサービスの syslogメッセージの重大度が「デバッグ」
および「エラー」よりも高い場合は、メッセージが複製されます。

SysLogサブエージェントでは、Syslogでアラームのトラップが自動的に生成されますか。その
ための設定はありますか。

Q.

Syslogサブエージェントは、syslogアラームのトラップを生成するように設定できます。これ
には次のような制約があります。

A.

•トラップは選択した重大度に基づいて送信されます。指定されたアラームの重大度が低い
場合は、この重大度の低いアラームまたはトラップを取得するために、管理アプリケー

ションで重大度のしきい値をそれよりも低く設定する必要があります。つまり、管理アプ

リケーションでは、他の重大度の低いトラップを大量に処理する必要があります。

• 255に制限され、デフォルトでは無効な SNMPトラップメッセージサイズ。つまり、デ
フォルトでは、clogsNotificationEnabled（1.3.6.1.4.1.9.9.41.1.1.2）は「FALSE (2)」に設定さ
れます。

CISCO-SYSLOG-EXT-MIB

この CISCO-SYSLOG-EXT-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIB
を、http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードお
よびコンパイルします。

（注）
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CISCO-SYSLOG-EXT-MIBをコンパイルするには、先に次の一覧に示すMIBをダウンロードし、
示されている順序でコンパイルしておく必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 CISCO-SMI

5 INET-ADDRESS-MIB

6 SNMP-FRAMEWORK-MIB

7 CISCO-SYSLOG-MIB

8 RFC1155-SMI

9 RFC-1212

10 SNMPv2-TC-v1

11 CISCO-SYSLOG-EXT-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：CISCO-SYSLOG-EXT-MIB.oid

•機能ファイル：CISCO-SYSLOG-EXT-CAPABILITY

CISCO-SYSLOG-EXT-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 137：改訂の履歴

説明内容日付

新しい列挙値を追加しました。RFC 3164
に定義されている管理パラメータに関連す

るシステムログを設定およびモニタリン

グするためのMIBモジュール。

追加しました2003/12/15

cseSyslogServerFacilityを
cseSyslogServerTableに追加しました。TCs
SyslogFacilityおよび SyslogExFacilityの 2
つを追加しました。

追加しました2002/11/13

:= { ciscoMgmt 301 }初版2002/10/04
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CISCO-SYSLOG-EXT-MIB の定義
次の定義が CISCO-SYSLOG-EXT-MIB用にインポートされています

• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、Unsigned32から

• SNMPv2-SMIから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

• SNMPv2-CONFから：TruthValue、RowStatus、TEXTUAL-CONVENTION

• SNMPv2-TCから：snmpAdminString

• SNMP-FRAMEWORK-MIBから：inetAddressType、InetAddress

• INET-ADDRESS-MIBから：ciscoMgmt

• CISCO-SMIから：syslogSeverity

• CISCO-SYSLOG-MIBから

ciscoSyslogExtMIBObjects OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogExtMIB 1 }

cseSyslogConfigurationGroup OBJECT IDENTIFIER

::= { ciscoSyslogExtMIBObjects 1 }

syslog Ext MIB のテキストの表記法
SyslogFacility ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

The Syslog standard facilities.

REFERENCE

• RFC 3014—The BSD Syslog protocol, Section 4.

SYNTAX INTEGER { kernel (0),-- Kernel user (8), -- User Level mail (16), -- Mail System
daemon(24),-- System Daemon auth (32),-- Security/Authorization syslog (40),-- Internal Syslogd lpr
(48), -- Line Printer subsystem news (56), -- Network New subsystem uucp (64), -- UUCP subsystem
cron (72), -- Clock Daemon authPriv (80), -- Security/Auth(private) ftp (88), -- FTP Daemon local0
(128), -- Reserved local use local1 (136), -- Reserved local use local2 (144), -- Reserved local use local3
(152), -- Reserved local use local4 (160), -- Reserved local use local5 (168), -- Reserved local use local6
(176), -- Reserved local use local7 (184)-- Reserved local use }
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SyslogExFacility ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

The Syslog facilities including both standard and proprietary facilities.

REFERENCE

• RFC 3014—The BSD Syslog protocol, Section 4.

SYNTAX INTEGER { kernel (0),-- Kernel user (8), -- User Level mail (16), --Mail System daemon(24),
-- System Daemon auth (32),-- Security/Authorization syslog (40),-- Internal Syslogd lpr (48), -- Line
Printer subsystem news (56), -- Network New subsystem uucp (64), -- UUCP subsystem cron (72), --
ClockDaemon authPriv (80), -- Security/Auth(private) ftp (88), -- FTPDaemon local0 (128), -- Reserved
local use local1 (136), -- Reserved local use local2 (144), -- Reserved local use local3 (152), -- Reserved
local use local4 (160), -- Reserved local use local5 (168), -- Reserved local use local6 (176), -- Reserved
local use local7 (184), -- Reserved local use vsanMgr (200), -- VSAN Manager fspf (208), -- FSPF
domainMgr (216), -- Domain Manager mtsDaemon (224), -- MTS Daemon linecardMgr (232), -- Line
CardMgr sysMgr (240),-- SystemManager sysMgrLib (248), -- SystemMgr Library zoneServer (256),
-- Zone Server virtualIfMgr (264), -- VirtualInterfaceMgr ipConfMgr (272), -- IP Config Manager ipfc
(280), -- IP Over FC xBarMgr (288), -- XbarManager fcDns (296),-- Fibre Channel DNS fabricConfMgr
(304),-- Fabric Config Server aclMgr (312),-- AccessControlList Mgr tlPortMgr (320), -- TL Port
Manager portMgr (328), -- Port Manager fportServer (336), -- FPort Server portChMgr (344), -- Port
Channel Mgr mpls (352), -- MPLS tftpLib (360), -- TFTP Library wwnMgr (368),-- WWN Mgr fcc
(376), -- FCC Process qosMgr (384),-- QOS Mgr vhba (392), -- VHBA procMgr (400), -- Proc Mgr
vedbMgr (408), -- VEBDMgr span (416), -- SPANvrrpMgr (424), -- VRRPMgr fcfwd (432),-- FCFWD
ntp (440), -- NTP pltmfmMgr (448), -- Platform Mgr xbarClient (456), -- XBAR Client vrrpEngine
(464), -- VRRP Engine callhome (472), -- Callhome ipsMgr (480),-- IPSMgr fc2 (488), -- FC2 debugLib
(496), -- Debug Library vpm (504), -- VPM mcast (512),-- Multicast rdl (520), -- RDL rscn (536), --
RSCN bootvar (552), -- BootVar pss (576), -- Persistent Storage -- System snmp (584), -- SNMP
security (592), -- Security vhbad (608),-- VHBAD dns (648), -- DNS rib (656), -- RIB vshd (672), --
VSH Daemon fvpd (688), -- Fabric Virtual Port -- Daemon mplsTunnel (816), -- MPLS Tunnel cdpd
(848), -- CDP Daemon ohmsd (920),-- OHMs Daemon portSec (960), -- Port Security Manager
ethPortMgr (976), -- Ethernet Port Manager ipaclMgr (1016), -- IP ACL Manager ficonMgr (1064), --
FICON Manager ficonContDev (1096),-- Ficon Control Device rlir (1128),-- RLIR Module fdmi
(1136),-- Fabric Device -- Management Interface licmgr (1152), -- License Manager fcspmgr (1160),
-- FCSP Manager confCheck (1192), -- Configuration Check ivr (1232), -- Inter-VSAN Routing aaad
(1240),-- AAA Daemon tacacsd (1248), -- TACACS Daemon radiusd (1256), -- Radius Daemon fc2d
(1320),-- FC2 Daemon lcohmsd (1336), -- LC Ohms Daemon ficonStat (1352), -- FICON Statistics,
featureMgr (1360), -- Feature Manager lttd (1376) -- LTT Daemon }

syslog 設定グループ
このグループには、Systemログ（Syslog）設定オプションが用意されています。
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cseSyslogConsoleEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicate whether the Syslog messages should be sent to the console.

DEFVAL { false }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 1 }

cseSyslogConsoleMsgSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are sent to the Console.

DEFVAL { debug }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 2 }

cseSyslogLogFileName OBJECT-TYPE

SYNTAX SnmpAdminString (SIZE (0..255))

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Name of file to which the Syslog messages are logged.Set operation with a zero length will fail.

DEFVAL { “messages” }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 3 }

cseSyslogLogFileMsgSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are sent to the log file (cseSyslogLogFileName).

DEFVAL { debug }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 4 }
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cseSyslogFileLoggingDisable OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { true (1), noOp (2) }

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates whether the Syslog messages should be sent to the file indicated by
cseSyslogLogFileName.Once this object is set to 'true', the Syslog messages are no longer sent to the
file.The value of 'cseSyslogLogFileName' is set to zero length string.To restart the file logging, the
cseSyslogLogFileName should be set to a valid file name.

No action is taken if this object is set to 'noOp'.The value of the object when read is always 'noOp'.

::= { cseSyslogConfigurationGroup 5 }

cseSyslogServerTableMaxEntries OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..65535)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum number of entries that the agent supports in the cseSyslogServerTable.

::= { cseSyslogConfigurationGroup 6 }

cseSyslogServerTable
cseSyslogServerTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of CseSyslogServerEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

This table contains all the Syslog servers which are configured.

::= { cseSyslogConfigurationGroup 7 }
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cseSyslogServerEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX CseSyslogServerEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry containing information about a Syslog server.

INDEX { cseSyslogServerIndex}

::= { cseSyslogServerTable 1 }

CseSyslogServerEntry ::=

SEQUENCE { cseSyslogServerIndex Unsigned32, cseSyslogServerAddressType InetAddressType,
cseSyslogServerAddress InetAddress, cseSyslogServerMsgSeverity SyslogSeverity,
cseSyslogServerStatus RowStatus, cseSyslogServerFacility SyslogFacility }

cseSyslogServerIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1..65535)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer value, greater than zero, and less than and equal to cseSyslogServerTableMaxEntries,
which identifies a Syslog server row in this table.

::= { cseSyslogServerEntry 1 }

cseSyslogServerAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddressType

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

The type of the address of the Syslog server which is given by the corresponding value of
cseSyslogServerAddress.

::= { cseSyslogServerEntry 2 }

cseSyslogServerAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX InetAddress

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

The address of the Syslog server.

::= { cseSyslogServerEntry 3 }
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cseSyslogServerMsgSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are sent to this Syslog server.

DEFVAL {debug}

::= { cseSyslogServerEntry 4 }

cseSyslogServerStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX RowStatus

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

The status of this row.A row can not become 'active' until the values for cseSyslogServerAddressType
and cseSyslogServerAddress in that row have both been set.A row cannot be created until corresponding
instances of following objects are instantiated.

• cseSyslogServerAddressType

• cseSyslogServerAddress

The following objects may not be modified while the value of this object is active (1):

• cseSyslogServerAddressType

• cseSyslogServerAddress

::= { cseSyslogServerEntry 5 }

cseSyslogServerFacility OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogFacility

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

The facility to be used when sending Syslog messages to this server.

DEFVAL {local7}

::= { cseSyslogServerEntry 6 }
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cseSyslogMessageControlTable
cseSyslogMessageControlTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of CseSyslogMessageControlEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

This table contains the information about what system log messages should be sent to Syslog host,
console, log file, and/or logged into the internal buffer.

::= { cseSyslogConfigurationGroup 8 }

cseSyslogMessageControlEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX cseSyslogMessageControlEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A system log message control table entry.Each entry specifies a severity for a particular 'facility' which
generates Syslog messages.Any generated message which is at least as severe as the specified severity
will be logged.

INDEX { cseSyslogMessageFacility }

::= { cseSyslogMessageControlTable 1 }

CseSyslogMessageControlEntry ::=

SEQUENCE { cseSyslogMessageFacility SyslogExFacility, cseSyslogMessageSeverity SyslogSeverity
}

cseSyslogMessageFacility OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogExFacility

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

System log message facility.

::= { cseSyslogMessageControlEntry 1 }
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cseSyslogMessageSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are generated by this Syslog message facility.

::= { cseSyslogMessageControlEntry 2 }

cseSyslogTerminalEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicate whether the Syslog messages should be sent to the terminals.

DEFVAL { false }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 9 }

cseSyslogTerminalMsgSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are sent to the terminals.

DEFVAL { debug }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 10 }

cseSyslogLinecardEnable OBJECT-TYPE

SYNTAXTruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicate whether the Syslog messages should be generated at the line cards.

DEFVAL { false }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 11 }
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cseSyslogLinecardMsgSeverity OBJECT-TYPE

SYNTAX SyslogSeverity

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Minimum severity of the message that are sent from linecards.

DEFVAL { debug }

::= { cseSyslogConfigurationGroup 12 }

syslog Ext MIB 適合
ciscoSyslogExtMIBConformance

OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogExtMIB 2 }

ciscoSyslogExtMIBCompliances

OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogExtMIBConformance 1 }

ciscoSyslogExtMIBGroups

OBJECT IDENTIFIER ::= { ciscoSyslogExtMIBConformance 2 }

ciscoSyslogExtMIBCompliance MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The compliance statement for entities which implement the CISCO-SYSLOG-EXT-MIB.
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MODULE MANDATORY-GROUPS { ciscoSyslogExtGroup }

OBJECT cseSyslogServerAddressType

SYNTAX Integer { ipv4 (1), dns (16) }

DESCRIPTION

Only dns and ipv4 addresses are need to be supported.

OBJECT cseSyslogServerStatus

SYNTAX Integer { active (1), createAndGo (4), destroy (6)}

DESCRIPTION

Only three values 'createAndGo', 'destroy' and 'active' need to be supported.

OBJECT cseSyslogLinecardEnable

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT cseSyslogLinecardMsgSeverity

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT cseSyslogMessageFacility

SYNTAX SyslogFacility

DESCRIPTION

Only the standard facilities need to be supported.

::= { ciscoSyslogExtMIBCompliances 1 }

syslog Ext MIB 適合単位
ciscoSyslogExtGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { cseSyslogConsoleEnable, cseSyslogLogFileName, cseSyslogFileLoggingDisable,
cseSyslogConsoleMsgSeverity, cseSyslogLogFileMsgSeverity, cseSyslogServerTableMaxEntries,
cseSyslogServerAddress, cseSyslogServerAddressType, cseSyslogServerMsgSeverity,
cseSyslogServerStatus, cseSyslogServerFacility, cseSyslogMessageSeverity, cseSyslogTerminalEnable,
cseSyslogTerminalMsgSeverity, cseSyslogLinecardEnable, cseSyslogLinecardMsgSeverity }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects for Syslog management.

::= { ciscoSyslogExtMIBGroups 1 }
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第 7 章

業界標準の管理情報ベース

この章では、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）でサポートされ、簡易
ネットワーク管理プロトコル（SNMP）で使用される業界標準の管理情報ベース（MIB）テキス
トファイルについて説明します。

• SYSAPPL-MIB, 917 ページ

• RFC1213-MIB（MIB-II）, 950 ページ

• HOST-RESOURCES-MIB, 1005 ページ

• IF-MIB, 1045 ページ

SYSAPPL-MIB

この SYSAPPL-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、http://
tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよびコンパ
イルします。

（注）

MIBモジュールは、ホストシステムにインストールされて実行される実行可能ファイルおよび
ファイルのコレクションとしてアプリケーションをモデル化する管理オブジェクトを定義します。

MIBは、アプリケーションのシステムレベルのビューを表します。つまり、このMIB内のオブ
ジェクトは、アプリケーションに特殊な機器を追加しなくてもシステム自体から通常取得可能な

属性に限定されます。

SYSAPPL-MIBをコンパイルする前に、次のリストのMIBを、リストされている順にコンパイル
する必要があります。

1 RFC1155-SMI

2 RFC-1212

3 SNMPv2-SMI-v1

4 SNMPv2-TC-v1
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5 SYSAPPL-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：SYSAPPL-MIB.oid

SYSAPPL-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMISの改訂を示します。

表 138：改訂の履歴

説明内容日付

::= { mib-2 54 }IETFアプリケーションMIB
ワーキンググループ

1997年 10月 20日

SYSAPPL-MIB の定義
次の定義が SYSAPP-MIB用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、mib-2、Unsigned32（SNMPv2-SMIが入手可能になる
まで当分の間CISCO-TCから取得）、Unsigned32、TimeTicks、Counter32、Gauge32TimeTicks、
Counter32、Gauge32

• SNMPv2-SMIから：Unsigned32

• CISCO-TCから：DateAndTime、TEXTUAL-CONVENTION

• SNMPv2-TCから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

• SNMPv2-CONFから

システムアプリケーション MIB
sysApplMIB MODULE-IDENTITY

sysApplOBJ OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplMIB 1 }

sysApplInstalled OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplOBJ 1 }

sysApplRun OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplOBJ 2 }

sysApplMap OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplOBJ 3 }

sysApplNotifications OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplMIB 2 }

sysApplConformance OBJECT IDENTIFIER ::= { sysApplMIB 3 }
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システムアプリケーション MIB のテキストの表記法
RunState ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This TC describes the current execution state of a running application or process.The possible values
are: running(1), runnable(2), waiting for a resource (CPU, etc.) waiting(3), waiting for an event exiting(4),
other(5) other invalid state.

SYNTAX INTEGER { running (1); runnable (2); waiting for resource and waiting (3); waiting for
event and exiting (4); other (5) }

LongUtf8String ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT 1024a

STATUS current

DESCRIPTION

To facilitate internationalization, this TC represents information taken from the ISO/IEC IS 10646-1
character set, encoded as an octet string using the UTF-8 character encoding scheme described in RFC
2044 [10].For strings in 7-bit US-ASCII, there is no impact since the UTF-8 representation is identical
to the US-ASCII encoding.

SYNTAX OCTET STRING (SIZE (0..1024))

Utf8String ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT 255a

STATUS current

DESCRIPTION

To facilitate internationalization, this TC represents information taken from the ISO/IEC IS 10646-1
character set, encoded as an octet string using the UTF-8 character encoding scheme described in RFC
2044 [10].For strings in 7-bit US-ASCII, there is no impact since the UTF-8 representation is identical
to the US-ASCII encoding.

SYNTAX OCTET STRING (SIZE (0..255))

インストールされたアプリケーショングループ

このグループは、ホストコンピュータにインストールされたアプリケーションパッケージについ

ての情報を提供します。グループには、次のような 2つのテーブルが含まれています。

• sysApplInstallPkgTable：アプリケーションパッケージを記述します。

• sysApplInstallElmtTable：アプリケーションパッケージを構成する構成要素（ファイルおよび
実行可能ファイル）を記述します。
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グループに表示されるためには、アプリケーションとそのコンポーネントファイルがシステム自

体によって（場合によっては、一種のソフトウェアインストールメカニズムまたはレジストリを

使って）検出可能でなければなりません。

sysApplInstallPkgTable
システムによりインストールされたアプリケーションパッケージテーブルは、システムにインス

トールされたソフトウェアパッケージの情報を提供します。これらのパッケージは、実行可能

ファイルやそれ以外のファイルなど、さまざまなファイルで構成されることがあります。

sysApplInstallPkgTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplInstallPkgEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table listing the software application packages installed on a host computer.In order to appear in
this table, it may be necessary for the application to be installed using some type of software installation
mechanism or global registry so that its existence can be detected by the agent implementation.

::= { sysApplInstalled 1 }

sysApplInstallPkgEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplInstallPkgEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing an installed application package.

INDEX{ sysApplInstallPkgIndex }

::= { sysApplInstallPkgTable 1 }

SysApplInstallPkgEntry ::= SEQUENCE { sysApplInstallPkgIndex Unsigned32,
sysApplInstallPkgManufacturer Utf8String, sysApplInstallPkgProductName Utf8String,
sysApplInstallPkgVersion Utf8String, sysApplInstallPkgSerialNumber Utf8String,
sysApplInstallPkgDate DateAndTime, sysApplInstallPkgLocation LongUtf8String }
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sysApplInstallPkgIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1..ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An integer used only for indexing purposes.Generally monotonically increasing from 1 as new
applications are installed.The value for each installed application must remain constant at least from
one re-initialization of the network management entity which implements this MIB module to the next
re-initialization.The specific value is meaningful only within a given SNMP entity.A
sysApplInstallPkgIndex value must not be re-used until the next agent entity restart in the event the
installed application entry is deleted.

::= { sysApplInstallPkgEntry 1 }

sysApplInstallPkgManufacturer OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The Manufacturer of the software application package.

::= { sysApplInstallPkgEntry 2 }

sysApplInstallPkgProductName OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name assigned to the software application package by the Manufacturer.

::= { sysApplInstallPkgEntry 3 }

sysApplInstallPkgVersion OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The version number assigned to the application package by the manufacturer of the software.

::= { sysApplInstallPkgEntry 4 }
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sysApplInstallPkgSerialNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The serial number of the software assigned by the manufacturer.

::= { sysApplInstallPkgEntry 5 }

sysApplInstallPkgDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The date and time this software application was installed on the host.

::= { sysApplInstallPkgEntry 6 }

sysApplInstallPkgLocation OBJECT-TYPE

SYNTAX LongUtf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The complete path name where the application package is installed.For example, the value would be
/opt/MyapplDir if the application package was installed in the /opt/MyapplDir directory.

::= { sysApplInstallPkgEntry 7 }

sysApplInstallElmtTable
このテーブルは、sysApplInstallPkgテーブルで定義されたアプリケーションを構成するホストコ
ンピュータにインストールされた個々のアプリケーションパッケージ要素（ファイルおよび実行

可能ファイル）を詳述します。このテーブル内の各エントリには、一部となっているアプリケー

ションパッケージを識別するために、sysApplInstallPkgテーブルへのインデックスがあります。
このため、sysApplInstallPkgテーブルのインスタンスごとに多数のエントリがこのテーブルに存在
する場合があります。

テーブルエントリは、インストールされた特定のアプリケーションパッケージに関連付けられた

すべての要素を取得しやすくするため、sysApplInstallPkgIndex、sysApplInstallElmtIndexによりイ
ンデックスが付けられます。
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sysApplInstallElmtTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplInstallElmtEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

This table details the individual application package elements (files and executables) installed on the
host computer which comprise the applications defined in the sysApplInstallPkg Table.Each entry in
this table has an index to the sysApplInstallPkg table to identify the application package of which it is
a part.As a result, there may be many entries in this table for each instance in the sysApplInstallPkg
Table.

Table entries are indexed by sysApplInstallPkgIndex, sysApplInstallElmtIndex to facilitate retrieval
of all elements associated with a particular installed application package.

::= { sysApplInstalled 2 }

sysApplInstallElmtEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplInstallElmtEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing an element of an installed application.The element may be an executable
or non-executable file.

INDEX {sysApplInstallPkgIndex, sysApplInstallElmtIndex}

::= { sysApplInstallElmtTable 1 }

SysApplInstallElmtEntry ::= SEQUENCE { sysApplInstallElmtIndex Unsigned32,
sysApplInstallElmtNameUtf8String, sysApplInstallElmtTypeINTEGER,
sysApplInstallElmtDateDateAndTime, sysApplInstallElmtPathLongUtf8String,
sysApplInstallElmtSizeHighUnsigned32, sysApplInstallElmtSizeLow Unsigned32,
sysApplInstallElmtRoleBITS, sysApplInstallElmtRoleOCTETSTRING, sysApplInstallElmtModifyDate
DateAndTime, sysApplInstallElmtCurSizeHighUnsigned32, sysApplInstallElmtCurSizeLowUnsigned32
}

sysApplInstallElmtIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An arbitrary integer used for indexing.The value of this index is unique among all rows in this table
that exist or have existed since the last agent restart.

::= { sysApplInstallElmtEntry 1 }
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sysApplInstallElmtName OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The name of this element which is contained in the application.

::= { sysApplInstallElmtEntry 2 }

sysApplInstallElmtType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { unknown(1), nonexecutable(2), operatingSystem(3), executable deviceDriver(4),
executable application(5), executable }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of element that is part of the installed application.

::= { sysApplInstallElmtEntry 3 }

sysApplInstallElmtDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The date and time that this component was installed on the system.

::= { sysApplInstallElmtEntry 4 }

sysApplInstallElmtPath OBJECT-TYPE

SYNTAX LongUtf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The full directory path where this element is installed.For example, the value would be
/opt/EMPuma/bin for an element installed in the directory/opt/EMPuma/bin.Most application
packages include information about the elements contained in the package.In addition, elements are
typically installed in sub-directories under the package installation directory.In cases where the element
path names are not included in the package information itself, the path can usually be determined by a
simple search of the sub-directories.If the element is not installed in that location and there is no other
information available to the agent implementation, then the path is unknown and null is returned.

::= { sysApplInstallElmtEntry 5}
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sysApplInstallElmtSizeHigh OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The installed file size in 2^32 byte blocks.This is the size of the file on disk immediately after
installation.For example, for a file with a total size of 4,294,967,296 bytes, this variable would have a
value of 1; for a file with a total size of 4,294,967,295 bytes this variable would be 0.

::= { sysApplInstallElmtEntry 6 }

sysApplInstallElmtSizeLow OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The installed file size modulo 2^32 bytes.This is the size of the file on disk immediately after
installation.For example, for a file with a total size of 4,294,967,296 bytes this variable would have a
value of 0; for a file with a total size of 4,294,967,295 bytes this variable would be 4,294,967,295.

::= { sysApplInstallElmtEntry 7 }
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sysApplInstallElmtRole OBJECT-TYPE

SYNTAX OCTET STRING (SIZE(1))

SYNTAX BITS { executable (0), exclusive (1), primary (2), required (3), dependent (4), unknown(5)
}

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

An operator assigned value used in the determination of application status.This value is used by the
agent to determine both the mapping of started processes to the initiation of an application, as well as
to allow for a determination of application health.The default value, unknown(5), is used when an
operator has not yet assigned one of the other values.If unknown(5) is set, bits 1 - 4 have nomeaning.The
possible values are:

• executable (0)—An application may have one or more executable elements.The rest of the bits
have no meaning if the element is not executable.

• exclusive(1)—Only one copy of an exclusive element may be running per invocation of the
running application.

• primary(2)—The primary executable.An application can have one, and only one element that is
designated as the primary executable.The execution of this element constitutes an invocation of
the application.This is used by the agent implementation to determine the initiation of an
application.The primary executablemust remain running long enough for the agent implementation
to detect its presence.

• required(3)—An applicationmay have zero or more required elements.All required elements must
be running in order for the application to be judged to be running and healthy.

• dependent(4)—An application may have zero or more dependent elements.Dependent elements
may not be running unless required elements are.

• unknown(5)—Default value for the case when an operator has not yet assigned one of the other
values.When set, bits 1, 2, 3, and 4 have no meaning.

sysApplInstallElmtRole is used by the agent implementation in determining the initiation of an
application, the current state of a running application (see sysApplRunCurrentState), when an application
invocation is no longer running, and the exit status of a terminated application invocation (see
sysApplPastRunExitState).

--DEFVAL { 5 }

::= { sysApplInstallElmtEntry 8 }
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sysApplInstallElmtModifyDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The date and time that this element was last modified.Modification of the sysApplInstallElmtRole
columnar object does NOT constitute a modification of the element itself and should not affect the
value of this object.

::= { sysApplInstallElmtEntry 9 }

sysApplInstallElmtCurSizeHigh OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current file size in 2^32 byte blocks.For example, for a file with a total size of 4,294,967,296 bytes,
this variable would have a value of 1; for a file with a total size of 4,294,967,295 bytes this variable
would be 0.

::= { sysApplInstallElmtEntry 10 }

sysApplInstallElmtCurSizeLow OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current file size modulo 2^32 bytes.For example, for a file with a total size of 4,294,967,296 bytes
this variable would have a value of 0; for a file with a total size of 4,294,967,295 bytes this variable
would be 4,294,967,295.

::= { sysApplInstallElmtEntry 11 }

sysApplRun グループ
このグループは、ホストシステムで現在実行中か以前に実行された、呼び出されたアプリケー

ションのアクティビティ情報をモデル化します。同様に、現在実行中のプロセスと、過去に実行

されたプロセスを示すため、呼び出されたアプリケーションの個々の要素もモデル化されます。
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sysApplRunTable
sysApplRunTableには、ホストで現在実行中のアプリケーションインスタンスが格納されます。1
つのアプリケーションが複数回呼び出されることがあるため、アプリケーションの INVOCATION
ごとにこのテーブルにエントリが追加されます。テーブルは、マネージャが特定のアプリケーショ

ンパッケージのすべての呼び出しを簡単に特定できるように、sysApplInstallPkgIndex、
sysApplRunIndexによりインデックスが付けられます。

sysApplRunTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table describes the applications which are executing on the host.Each time an application is invoked,
an entry is created in this table.When an application ends, the entry is removed from this table and a
corresponding entry is created in the SysApplPastRunTable.

A new entry is created in this table whenever the agent implementation detects a new running process
that is an installed application element whose sysApplInstallElmtRole designates it as being the
application's primary executable (sysApplInstallElmtRole = primary(2) ).

The table is indexed by sysApplInstallPkgIndex, sysApplRunIndex to enable managers to easily locate
all invocations of a particular application package.

::= { sysApplRun 1 }

sysApplRunEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing an application which is currently running on this host.

INDEX { sysApplInstallPkgIndex, sysApplRunIndex }

::= { sysApplRunTable 1 }

SysApplRunEntry ::= SEQUENCE{ sysApplRunIndexUnsigned32, sysApplRunStartedDateAndTime,
sysApplRunCurrentState RunState }
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sysApplRunIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table.An arbitrary integer used only for indexing purposes.Generally
monotonically increasing from 1 as new applications are started on the host, it uniquely identifies
application invocations.

The numbering for this index increases by 1 for each INVOCATION of an application, regardless of
which installed application package this entry represents a running instance of.An example of the
indexing for a couple of entries is shown below.

sysApplRunStarted.17.14

sysApplRunStarted.17.63

sysApplRunStarted.18.13

:

In this example, the agent has observed 12 application invocations when the application represented
by entry 18 in the sysApplInstallPkgTable is invoked.The next invocation detected by the agent is an
invocation of installed application package 17.Some time later, installed application 17 is invoked a
second time.

このインデックスは、アプリケーション呼び出しのリアルタイム（壁

掛け時計）の順序付けを反映するためのものではありません。アプリ

ケーションの実行中のインスタンスを一意に識別するためだけです。

sysApplInstallPkgIndexはこのテーブルの INDEX句に含まれています
が、インストールされたアプリケーションによるこのテーブルの検索

を簡単にするためだけに機能し、テーブルエントリを一意に識別する

ために利用することはできません。

（注）

::= { sysApplRunEntry 1 }

sysApplRunStarted OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The date and time that the application was started.

::= { sysApplRunEntry 2 }
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sysApplRunCurrentState OBJECT-TYPE

SYNTAX RunState

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of the running application instance.The possible values are running(1), runnable(2)
but waiting for a resource such as CPU, waiting(3) for an event, exiting(4), or other(5).This value is
based on an evaluation of the running elements of this application instance (see sysApplElmRunState)
and their Roles as defined by sysApplInstallElmtRole.An agent implementation may detect that an
application instance is in the process of exiting if one or more of its REQUIRED elements are no longer
running.Most agent implementations will wait until a second internal poll has been completed to give
the system time to start REQUIRED elements before marking the application instance as exiting.

::= { sysApplRunEntry 3 }

sysApplPastRunTable
sysApplPastRunTableは、ホストコンピュータで以前に実行されたアプリケーションの履歴を提供
します。エントリは sysApplRunTableから削除され、アプリケーションが非アクティブになると
対応するエントリがこのテーブルに追加されます。テーブルサイズが sysApplPastRunMaxRowsに
より決定された最大に達するか、sysApplPastRunTblTimeLimitにより設定された時間制限をエント
リが超過すると、エントリは期限切れになるまでこのテーブルに残されます。

エントリの期限が切れると、sysApplPastRunTimeEndedの値により判断された最も古いエントリが
最初に削除されます。
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sysApplPastRunTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplPastRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A history of the applications that have previously run on the host computer.An entry's information is
moved to this table from the sysApplRunTable when the invoked application represented by the entry
ceases to be running.An agent implementation can determine that an application invocation is no longer
running by evaluating the running elements of the application instance and their Roles as defined by
sysApplInstallElmtRole.Obviously, if there are no running elements for the application instance, then
the application invocation is no longer running.

If any one of the REQUIRED elements is not running, the application instance may be in the process
of exiting.Most agent implementations will wait until a second internal poll has been completed to give
the system time to either restart partial failures or to give all elements time to exit.If, after the second
poll, there are REQUIRED elements that are not running, then the application instancemay be considered
by the agent implementation to no longer be running.

Entries remain in the sysApplPastRunTable until they are aged out when either the table size reaches
a maximum as determined by the sysApplPastRunMaxRows, or when an entry has aged to exceed a
time limit as set by sysApplPastRunTblTimeLimit.

Entries in this table are indexed by sysApplInstallPkgIndex, sysApplPastRunIndex to facilitate retrieval
of all past run invocations of a particular installed application.

::= { sysApplRun 2 }

sysApplPastRunEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplPastRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing an invocation of an application which was previously run and has
terminated.The entry is basically copied from the sysApplRunTable when the application instance
terminates.Hence, the entry's value for sysApplPastRunIndex is the same as its value was for
sysApplRunIndex.

INDEX{ sysApplInstallPkgIndex, sysApplPastRunIndex }

::= { sysApplPastRunTable 1 }

SysApplPastRunEntry ::= SEQUENCE { sysApplPastRunIndex Unsigned32, sysApplPastRunStarted
DateAndTime, sysApplPastRunExitState INTEGER, sysApplPastRunTimeEnded DateAndTime
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sysApplPastRunIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table.An integer matching the value of the removed sysApplRunIndex
corresponding to this row.

::= { sysApplPastRunEntry 1 }

sysApplPastRunStarted OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The date and time that the application was started.

::= { sysApplPastRunEntry 2 }

sysApplPastRunExitState OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { complete (1), failed (2), other (3) }

• complete (1)—normal exit at sysApplRunTimeEnded

• failed (2)—abnormal exit

• other (3)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The state of the application instance when it terminated.This value is based on an evaluation of
the running elements of an application and their Roles as defined by sysApplInstallElmtRole.An
application instance is said to have exited in a COMPLETE state and its entry is removed from
the sysApplRunTable and added to the sysApplPastRunTable when the agent detects that ALL
elements of an application invocation are no longer running.Most agent implementations will
wait until a second internal poll has been completed to give the system time to either restart partial
failures or to give all elements time to exit.A failed state occurs if, after the second poll, any
elements continue to run but one or more of the REQUIRED elements are no longer running.

All other combinations MUST be defined as OTHER.

::= { sysApplPastRunEntry 3 }
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sysApplPastRunTimeEnded OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The DateAndTime the application instance was determined to be no longer running.

::= { sysApplPastRunEntry 4 }

sysApplElmtRunTable
sysApplElmtRunTableには、ホストで現在実行中の各プロセスのエントリが格納されています。エ
ントリは、各プロセスの起動時にプロセスごとにこのテーブルに作成され、プロセスが終了する

までテーブルに残されます。テーブルは、システムにインストールされた、特定の呼び出された

アプリケーションの実行中の要素をすべて特定しやすくするために、sysApplElmtRunInstallPkg、
sysApplElmtRunInvocID、および sysApplElmtRunIndexによりインデックスが付けられます。

sysApplElmtRunTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplElmtRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table describes the processes which are currently executing on the host system.Each entry represents
a running process and is associated with the invoked application of which that process is a part, if
possible.This table contains an entry for every process currently running on the system, regardless of
whether its 'parent' application can be determined.So, for example, processes like 'ps' and 'grep' will
have entries though they are not associated with an installed application package.

Because a running application may involve more than one executable, it is possible to have multiple
entries in this table for each application.Entries are removed from this table when the process
terminates.The table is indexed by sysApplElmtRunInstallPkg, sysApplElmtRunInvocID, and
sysApplElmtRunIndex to facilitate the retrieval of all running elements of a particular invoked application
which has been installed on the system.

::= { sysApplRun 3 }
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sysApplElmtRunEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplElmtRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing a process currently running on this host.When possible, the entry is associated
with the invoked application of which it is a part.

INDEX{ sysApplElmtRunInstallPkg, sysApplElmtRunInvocID, sysApplElmtRunIndex }

::= { sysApplElmtRunTable 1 }

SysApplElmtRunEntry ::= SEQUENCE {sysApplElmtRunInstallPkg Unsigned32,
sysApplElmtRunInvocIDUnsigned32, sysApplElmtRunIndex Unsigned32, sysApplElmtRunInstallID
Unsigned32, sysApplElmtRunTimeStartedDateAndTime, sysApplElmtRunState RunState,
sysApplElmtRunNameLongUtf8String, sysApplElmtRunParameters Utf8String, sysApplElmtRunCPU
TimeTicks, sysApplElmtRunMemory Gauge32, sysApplElmtRunNumFiles Gauge32,
sysApplElmtRunUserUtf8String }

sysApplElmtRunInstallPkg OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table, this value identifies the installed software package for the application
of which this process is a part.Provided that the process's 'parent' application can be determined, the
value of this object is the same value as the sysApplInstallPkgIndex for the entry in the
sysApplInstallPkgTable that corresponds to the installed application of which this process is a part.

If, however, the 'parent' application cannot be determined, (for example the process is not part of a
particular installed application), the value for this object is then '0', signifying that this process cannot
be related back to an application, and in turn, an installed software package.

::= { sysApplElmtRunEntry 1 }

sysApplElmtRunInvocID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table, this value identifies the invocation of an application of which this process
is a part.Provided that the 'parent' application can be determined, the value of this object is the same
value as the sysApplRunIndex for the corresponding application invocation in the sysApplRunTable.

If, however, the 'parent' application cannot be determined, the value for this object is then '0', signifying
that this process cannot be related back to an invocation of an application in the sysApplRunTable.

::= { sysApplElmtRunEntry 2 }
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sysApplElmtRunIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table.A unique value for each process running on the host.Wherever possible,
this should be the system's native, unique identification number.

::= { sysApplElmtRunEntry 3 }

sysApplElmtRunInstallID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0...ffffffffh)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The index into the sysApplInstallElmtTable.The value of this object is the same value as the
sysApplInstallElmtIndex for the application element of which this entry represents a running instance.

If this process cannot be associated with an installed executable, the value should be '0'.

::= { sysApplElmtRunEntry 4 }

sysApplElmtRunTimeStarted OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the process was started.

::= { sysApplElmtRunEntry 5 }

sysApplElmtRunState OBJECT-TYPE

SYNTAX RunState

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current state of the running process.The possible values are running(1), runnable(2) but waiting
for a resource such as CPU, waiting(3) for an event, exiting(4), or other(5).

::= { sysApplElmtRunEntry 6 }
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sysApplElmtRunName OBJECT-TYPE

SYNTAX LongUtf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The full path and filename of the process.For example, /opt/MYYpkg/bin/myyproc would be
returned for process myyproc whose execution path is /opt/MYYpkg/bin/myyproc.

::= { sysApplElmtRunEntry 7 }

sysApplElmtRunParameters OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The starting parameters for the process.

::= { sysApplElmtRunEntry 8 }

sysApplElmtRunCPU OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of centi-seconds of the total system CPU resources consumed by this process.Note that
on a multi-processor system, this value may have been incremented by more than one centi-second in
one centi-second of real (wall clock) time.

::= { sysApplElmtRunEntry 9 }

sysApplElmtRunMemory OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

UNITS Kbytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total amount of real system memory measured in Kbytes currently allocated to this process.

::= { sysApplElmtRunEntry 10 }
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sysApplElmtRunNumFiles OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of regular files currently open by the process.Transport connections (sockets) should NOT
be included in the calculation of this value, nor should operating system specific special file types.

::= { sysApplElmtRunEntry 11 }

sysApplElmtRunUser OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The process owner's login name (e.g. root).

::= { sysApplElmtRunEntry 12 }

sysApplElmtPastRunTable
sysApplElmtPastRunTableは、アプリケーションの一部としてホストで以前に実行されたプロセス
の履歴を保持します。プロセスの終了時に、プロセスを表すエントリが sysApplElmtRunTableから
削除され、プロセスが識別可能なアプリケーションの一部であった場合は、対応するエントリが

このテーブルに作成されます。プロセスを呼び出されたアプリケーションに関連付けることがで

きなかった場合、対応するエントリは作成されません。

したがって、sysApplElmtRunTableにシステムで現在実行中のすべてのプロセスのエントリが格納
されている一方で、sysApplElmtPastRunTableには呼び出されたアプリケーションの一部として以
前に実行されたプロセスのエントリだけが格納されています。

テーブル内のエントリの数が sysApplElmtPastRunMaxRowsにより決定された最大に達するか、

sysApplElmtPastRunTblTimeLimitにより設定された時間制限をエントリが超過すると、エントリは
期限切れになるまでこのテーブルに残されます。エントリの期限が切れると、

sysApplElmtPastRunTimeEndedの値により判断された最も古いエントリが最初に削除されます。

テーブルは、システムにインストールされた、特定の呼び出されたアプリケーションの以前に実

行されたプロセスをすべて特定しやすくするために、sysApplInstallPkgIndex（sysApplInstallPkgTable
から）、sysApplElmtPastRunInvocID、および sysApplElmtPastRunIndexによりインデックスが付け
られます。
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sysApplElmtPastRunTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplElmtPastRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table describes the processes which have previously executed on the host system as part of an
application.Each entry represents a process which has previously executed and is associated with the
invoked application of which it was a part.Because an invoked application may involve more than one
executable, it is possible to have multiple entries in this table for each application invocation.Entries
are added to this table when the corresponding process in the sysApplElmtRun Table terminates.

Entries remain in this table until they are aged out when either the number of entries in the table reaches
a maximum as determined by sysApplElmtPastRunMaxRows, or when an entry has aged to exceed a
time limit as set by sysApplElmtPastRunTblTimeLimit.When aging out entries, the oldest entry, as
determined by the value of sysApplElmtPastRunTimeEnded, will be removed first.

The table is indexed by sysApplInstallPkgIndex (from the sysApplInstallPkgTable),
sysApplElmtPastRunInvocID, and sysApplElmtPastRunIndex to make it easy to locate all previously
executed processes of a particular invoked application that has been installed on the system.

::= { sysApplRun 4 }

sysApplElmtPastRunEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplElmtPastRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The logical row describing a process which was previously executed on this host as part of an installed
application.The entry is basically copied from the sysApplElmtRunTable when the process
terminates.Hence, the entry's value for sysApplElmtPastRunIndex is the same as its value was for
sysApplElmtRunIndex.Note carefully: only those processes which could be associated with an identified
application are included in this table.

INDEX{ sysApplInstallPkgIndex, sysApplElmtPastRunInvocID, sysApplElmtPastRunIndex }

::= { sysApplElmtPastRunTable 1 }

SysApplElmtPastRunEntry ::= SEQUENCE { sysApplElmtPastRunInvocIDUnsigned32,
sysApplElmtPastRunIndex Unsigned32, sysApplElmtPastRunInstallID Unsigned32,
sysApplElmtPastRunTimeStartedDateAndTime, sysApplElmtPastRunTimeEnded DateAndTime,
sysApplElmtPastRunNameLongUtf8String, sysApplElmtPastRunParameters Utf8String,
sysApplElmtPastRunCPU TimeTicks, sysApplElmtPastRunMemory Unsigned32,
sysApplElmtPastRunNumFiles Unsigned32, sysApplElmtPastRunUserUtf8String }
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sysApplElmtPastRunInvocID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1...ffffffffh)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table, this value identifies the invocation of an application of which the process
represented by this entry was a part.The value of this object is the same value as the sysApplRunIndex
for the corresponding application invocation in the sysApplRunTable.If the invoked application as a
whole has terminated, it will be the same as the sysApplPastRunIndex.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 1 }

sysApplElmtPastRunIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Part of the index for this table.An integer assigned by the agent equal to the corresponding
sysApplElmtRunIndex which was removed from the sysApplElmtRunTable and moved to this table
when the element terminated.Note that entries in this table are indexed by sysApplElmtPastRunInvocID,
sysApplElmtPastRunIndex.

The possibility exists, though unlikely, of a collision occurring by a new entry which was run by the
same invoked application (InvocID), and was assigned the same process identification number
(ElmtRunIndex) as an element which was previously run by the same invoked application.

Should this situation occur, the new entry replaces the old entry.

See the Implementation Issues section, sysApplElmtPastRunTable Entry Collisions for the conditions
that would have to occur in order for a collision to occur.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 2 }

sysApplElmtPastRunInstallID OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (1..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The index into the installed element table.The value of this object is the same value as the
sysApplInstallElmtIndex for the application element of which this entry represents a previously executed
process.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 3 }
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sysApplElmtPastRunTimeStarted OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the process was started.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 4 }

sysApplElmtPastRunTimeEnded OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The time the process ended.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 5 }

sysApplElmtPastRunName OBJECT-TYPE

SYNTAX LongUtf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The full path and filename of the process.For example, '/opt/MYYpkg/bin/myyproc' would be
returned for process 'myyproc' whose execution path was '/opt/MYYpkg/bin/myyproc'.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 6 }

sysApplElmtPastRunParameters OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The starting parameters for the process.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 7 }
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sysApplElmtPastRunCPU OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The last known number of centi-seconds of the total system's CPU resources consumed by this
process.Note that on amulti-processor system, this value may increment bymore than one centi-second
in one centi-second of real (wall clock) time.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 8 }

sysApplElmtPastRunMemory OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

UNITSKbytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The last known total amount of real systemmemorymeasured in Kbytes allocated to this process before
it terminated.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 9 }

sysApplElmtPastRunNumFiles OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The last known number of files open by the process before it terminated.Transport connections (sockets)
should NOT be included in the calculation of this value.

::= { sysApplElmtPastRunEntry 10 }

sysApplElmtPastRunUser OBJECT-TYPE

SYNTAX Utf8String

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The process owner's login name (e.g. root).

::= { sysApplElmtPastRunEntry 11 }
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テーブルサイズを制御する追加のスカラオブジェクト

sysApplPastRunMaxRows OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum number of entries allowed in the sysApplPastRunTable.Once the number of rows in the
sysApplPastRunTable reaches this value, the management subsystem will remove the oldest entry in
the table to make room for the new entry to be added.Entries will be removed on the basis of oldest
sysApplPastRunTimeEnded value first.

This object may be used to control the amount of system resources that can used for
sysApplPastRunTable entries.A conforming implementation should attempt to support the default value,
however, a lesser value may be necessary due to implementation-dependent issues and resource
availability.

DEFVAL { 500 }

::= { sysApplRun 5 }

sysApplPastRunTableRemItems OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A counter of the number of entries removed from the sysApplPastRunTable because of table size
limitations as set in sysApplPastRunMaxRows.This counter is the number of entries the management
subsystem has had to remove in order to make room for new entries (so as not to exceed the limit set
by sysApplPastRunMaxRows) since the last initialization of the management subsystem.

::= { sysApplRun 6 }
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sysApplPastRunTblTimeLimit OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

UNITSseconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum time in seconds which an entry in the sysApplPastRunTable may exist before it is
removed.Any entry that is older than this value will be removed (aged out) from the table.Note that an
entry may be aged out prior to reaching this time limit if it is the oldest entry in the table and must be
removed to make space for a new entry so as to not exceed sysApplPastRunMaxRows.

DEFVAL { 7200 }

::= { sysApplRun 7 }

sysApplElemPastRunMaxRows OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum number of entries allowed in the sysApplElmtPastRunTable.Once the number of rows
in the sysApplElmtPastRunTable reaches this value, the management subsystemwill remove the oldest
entry to make room for the new entry to be added.Entries will be removed on the basis of oldest
sysApplElmtPastRunTimeEnded value first.This object may be used to control the amount of system
resources that can used for sysApplElemPastRunTable entries.A conforming implementation should
attempt to support the default value, however, a lesser value may be necessary due to
implementation-dependent issues and resource availability.

DEFVAL { 500 }

::= { sysApplRun 8 }

sysApplElemPastRunTableRemItems OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A counter of the number of entries removed from the sysApplElemPastRunTable because of table size
limitations as set in sysApplElemPastRunMaxRows.This counter is the number of entries themanagement
subsystem has had to remove in order to make room for new entries (so as not to exceed the limit set
by sysApplElemPastRunMaxRows) since the last initialization of the management subsystem.

::= { sysApplRun 9 }
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sysApplElemPastRunTblTimeLimit OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

UNITSseconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum time in seconds which an entry in the sysApplElemPastRunTable may exist before it is
removed.Any entry that is older than this value will be removed (aged out) from the table.Note that an
entry may be aged out prior to reaching this time limit if it is the oldest entry in the table and must be
removed to make space for a new entry so as to not exceed sysApplElemPastRunMaxRows.

DEFVAL { 7200 }

::= { sysApplRun 10 }

sysApplAgentPollInterval OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

UNITS seconds

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The minimum interval in seconds that the management subsystem implementing this MIB will poll the
status of the managed resources.Because of the non-trivial effort involved in polling the managed
resources, and because the method for obtaining the status of the managed resources is
implementation-dependent, a conformant implementation may chose a lower bound greater than 0.

A value of 0 indicates that there is no delay in the passing of information from the managed resources
to the agent.

DEFVAL { 60 }

::= { sysApplRun 11 }

sysApplMap グループ
このグループには、テーブル sysApplMapTableが含まれます。このテーブルの唯一の目的は、「後
方」マッピングを提供して、付与された既知の sysApplElmtRunIndex（プロセス識別番号）、対応
する呼び出されたアプリケーション（sysApplRunIndex）、インストールされた要素
（sysApplInstallElmtIndex）、およびインストールされたアプリケーションパッケージ
（sysApplInstallPkgIndex）をすばやく判断できるようにすることです。このテーブルには、システ
ムで現在実行中の各プロセスの 1つのエントリが含まれています。

このMIBモジュール内のテーブルは、通常インストールされたアプリケーションパッケージ
（sysApplInstallPkgIndex）をプライマリキーとして使用し、特定のテーブルにより必要とされる
ように重要性の最も低いキーであるプロセス ID番号（sysApplElmtRunIndex）を使用して下に向
かってインデックスが付けられるため、後方マッピングは非常に役立ちます。
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管理アプリケーションは、部分インスタンス IDとして既知のプロセス ID番号
（sysApplElmtRunIndex）を使用して「GetNext」オペレーションを実行することで、このマッピン
グテーブルを使用します。プロセスのエントリが 1つ存在すると仮定すると、結果として 1つの
テーブル値 sysApplMapInstallPkgIndexが返され、返されるMIBオブジェクト値のインスタンス ID
には sysApplElmtRunIndex、sysApplRunIndex、および sysApplInstallElmtIndexが含まれます。

システムにインストールされた、呼び出されたアプリケーションにプロセスを再び関連付ける

ことができない場合、テーブル値 sysApplMapInstallPkgIndexに返される値は「0」になり、オ
ブジェクト IDのインスタンス部分は末尾に0.0が付くプロセス ID番号（sysApplElmtRunIndex）
となります。

（注）

sysApplMapTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF SysApplMapEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The sole purpose of this table is to provide a 'backwards' mapping so that, given a known
sysApplElmtRunIndex (process identification number), the corresponding invoked application
(sysApplRunIndex), installed element (sysApplInstallElmtIndex), and installed application package
(sysApplInstallPkgIndex) can be quickly determined.

::= { sysApplMap 1 }

sysApplMapEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX SysApplMapEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A logical row representing a process currently running on the system.This entry provides the index
mapping from process identifier, back to the invoked application, installed element, and finally, the
installed application package.The entry includes only one accessible columnar object, the
sysApplMapInstallPkgIndex, but the invoked application and installed element can be determined from
the instance identifier since they form part of the index clause.

INDEX { sysApplElmtRunIndex, sysApplElmtRunInvocID, sysApplMapInstallElmtIndex }

SysApplMapEntry ::= SEQUENCE { sysApplMapInstallElmtIndexUnsigned32,
sysApplMapInstallPkgIndex Unsigned32 }

::= { sysApplMapTable 1 }
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sysApplMapInstallElmtIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The index into the sysApplInstallElmtTable.The value of this object is the same value as the
sysApplInstallElmtIndex for the application element of which this entry represents a running instance.If
this process cannot be associated to an installed executable, the value should be '0'.

::= { sysApplMapEntry 1 }

sysApplMapInstallPkgIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Unsigned32 (0..'ffffffff'h)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of this object identifies the installed software package for the application of which this process
is a part.Provided that the process's 'parent' application can be determined, the value of this object is
the same value as the sysApplInstallPkgIndex for the entry in the sysApplInstallPkgTable that
corresponds to the installed application of which this process is a part.

If, however, the 'parent' application cannot be determined, (for example the process is not part of a
particular installed application), the value for this object is then '0', signifying that this process cannot
be related back to an application, and in turn, an installed software package.

::= { sysApplMapEntry 2 }

適合マクロ

sysApplMIBCompliances OBJECT IDENTIFIER

::= { sysApplConformance 1 }

sysApplMIBGroupsOBJECT IDENTIFIER

::= { sysApplConformance 2 }

sysApplMIBCompliance MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

Describes the requirements for conformance to the System Application MIB MODULE.

MANDATORY-GROUPS { sysApplInstalledGroup, sysApplRunGroup, sysApplMapGroup }

::= { sysApplMIBCompliances 1 }
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sysApplInstalledGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS{ sysApplInstallPkgManufacturer, sysApplInstallPkgProductName, sysApplInstallPkgVersion,
sysApplInstallPkgSerialNumber, sysApplInstallPkgDate, sysApplInstallPkgLocation,
sysApplInstallElmtName, sysApplInstallElmtType, sysApplInstallElmtDate, sysApplInstallElmtPath,
sysApplInstallElmtSizeHigh, sysApplInstallElmtSizeLow, sysApplInstallElmtRole,
sysApplInstallElmtModifyDate, sysApplInstallElmtCurSizeHigh, sysApplInstallElmtCurSizeLow }

STATUS current

DESCRIPTION

The system application installed group contains information about applications and their constituent
components which have been installed on the host system.

::= { sysApplMIBGroups 1 }

sysApplRunGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { sysApplRunStarted, sysApplRunCurrentState, sysApplPastRunStarted,
sysApplPastRunExitState, sysApplPastRunTimeEnded, sysApplElmtRunInstallID,
sysApplElmtRunTimeStarted, sysApplElmtRunState, sysApplElmtRunName,
sysApplElmtRunParameters, sysApplElmtRunCPU, sysApplElmtRunMemory,
sysApplElmtRunNumFiles, sysApplElmtRunUser, sysApplElmtPastRunInstallID,
sysApplElmtPastRunTimeStarted, sysApplElmtPastRunTimeEnded, sysApplElmtPastRunName,
sysApplElmtPastRunParameters, sysApplElmtPastRunCPU, sysApplElmtPastRunMemory,
sysApplElmtPastRunNumFiles, sysApplElmtPastRunUser, sysApplPastRunMaxRows,
sysApplPastRunTableRemItems, sysApplPastRunTblTimeLimit, sysApplElemPastRunMaxRows,
sysApplElemPastRunTableRemItems, sysApplElemPastRunTblTimeLimit, sysApplAgentPollInterval
}

STATUS current

DESCRIPTION

The system application run group contains information about applications and associated elements
which have run or are currently running on the host system.

::= { sysApplMIBGroups 2 }

sysApplMapGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { sysApplMapInstallPkgIndex }

STATUS current

DESCRIPTION

The Map Group contains a single table, sysApplMapTable, that provides a backwards mapping for
determining the invoked application, installed element, and installed application package given a known
process identification number.

::= { sysApplMIBGroups 3 }
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システムアプリケーション MIB のトラブルシューティング

Linux および Cisco Unified CM リリース 5.x、6.x、7.x
次のログおよび情報を収集して分析します。file get activelog<paths below>のコマンドを実行しま
す

• SNMPマスターエージェントパス：/platform/snmp/snmpdm/*

•システムアプリケーションエージェントのパス：/platform/snmp/sappagt/*

Windows および Cisco Unified CM リリース 4.x
次のログおよび情報を収集して分析します。

•レジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\SnmpSysAppAgentの
Enable TraceEnabledを「“true”」に、TraceLevelを「3」にして、sysappトレースレベルを「詳
細」に設定します。

•編集したら、[サービス（Services）]タブからSNMPサービスを再起動します。トレースファ
イル C:\Program Files\Cisco\bin\SnmpSysAppImpl.logが作成されます。

• sysApplInstallPkgTableで snmpwalkを実行します。

• SysApplRunTableで snmpwalkを実行します。

•ウォークが完了したら、C:\Program Files\Cisco\bin\SnmpSysAppImpl.logログ
ファイルを収集します。

•イベントログビューアからアプリケーションログとイベントログを収集します。

Cisco Unified CM 7.x のサーブレット
SysAppl MIBには、インストールされて実行されているインベントリを一度に取得する方法が用
意されています。SysApplエージェントは、アクティブまたは非アクティブになっているサービス
のリストを表示できません。アプリケーションとサービスの実行中状態または実行中以外の状態

だけ示すことができます。Webアプリケーションのサービスやサーブレットは、SysAppl MIBを
使用してモニタできません。7.xシステムのサーブレットは次のとおりです。

• Cisco CallManager Admin

• Cisco CallManager Cisco IP Phoneサービス

• Cisco CallManager Personal Directory

• Cisco CallManagerのサービスアビリティ

• Cisco CallManagerのサービスアビリティ RTMT
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• Cisco Dialed Number Analyzer

• Cisco Extension Mobility

• Cisco Extension Mobilityアプリケーション

• Cisco RTMT Reporter Servlet

• Cisco Tomcat Stats Servlet

• Cisco Trace Collection Servlet

• Cisco AXL Web Service

• Cisco Unified Mobile Voice Access Service

• Cisco Extension Mobility

• Cisco IP Manager Assistant

• Cisco WebDialer Web Service

• Cisco CAR Web Service

• Cisco Dialed Number Analyzer

システムの健全性の目的で重要なサービスのステータスをモニタする場合は、次の方法を推奨し

ます。

• GetServiceStatusと呼ばれる Serviceability APIを使用します。この APIは、Webアプリケー
ションタイプと非Webアプリケーションサービスの両方の完全なステータス情報（アクティ
ベーションステータスなど）を取得できます（詳細については、『AXL Serviceability API
Guide』を参照してください）。

• utils service listコマンドを使用して、さまざまなサービスのステータスをチェックします。

• syslogメッセージを使用して、servMで生成されたメッセージをモニタします。次に例を示
します。

Mar 18 16:40:52 ciscart26 local7 6 : 92: Mar 18 11:10:52.630 UTC :
%CCM_SERVICEMANAGER-SERVICEMANAGER-6-ServiceActivated: Service
Activated.Service Name:Cisco CallManager SNMP Service App ID:Cisco
Service Manager Cluster ID: Node ID:ciscart26

システムアプリケーション MIB に関する FAQ

Cisco Unified CM Release 4.xで CCMVersion MIBと sysApplRunCurrentStateが間違った値を返した
場合は、CSCsk74156を参照して該当するかどうかをチェックしてください。使用している Cisco
Unified CMのバージョン用の修正が提供されているかどうかを確認します。

sysApp MIBでの SNMPウォークが反応しない場合、CSCsh72473を参照して該当するかどうかを
チェックしてください。使用している Cisco Unified CMのバージョン用の修正が提供されている
かどうかを確認します。
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RFC1213-MIB（MIB-II）

このMIB-IIは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、以下からダウン
ロードおよびコンパイルします。 http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/
BrowseMIB.do?local=en&step=2

（注）

RFC1213-MIBをコンパイルする前に、次のリストのMIBを、リストされている順にコンパイル
する必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 IANAifType-MIB

4 RFC1155-SMI

5 RFC-1212

6 RFC1213-MIB

RFC1213-MIB の改訂
次の改訂が適用されました。

• RFC 1573で導入された ifTableの変更を反映するため、列挙型 unknown(4)および dormant(5)
が ifOperStatusに追加されました。

• RFC1573で導入された ifTableの変更を反映するため、ifTypeの SYNTAXが IANAifTypeに
変更されました。

RFC1213-MIB の定義
次の定義がMIB-II用にインポートされています。

• mgmt、NetworkAddress、IpAddress、Counter、Gauge、TimeTicks

• RFC1155-SMIから：OBJECT-TYPE

• RFC-1212から：TEXTUAL-CONVENTION

• SNMPv2-TCから：IANAifType

• IANAifType-MIBから
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RFC1213-MIB オブジェクト ID
このMIBモジュールは、[14]で定義されているように、拡張 OBJECT-TYPEマクロを使用しま
す。MIB-II（MIB-Iと同じプレフィックス）mib-2 OBJECT IDENTIFIER ::= { mgmt 1 }。

RFC1213-MIB のテキストの表記法
DisplayString ::= OCTET STRING

このデータタイプは、NVTASCII文字セットから取得されたテキスト情報のモデル化に使用され
ます。標準では、この構文のオブジェクトは SIZE (0..255)を持つと宣言されます。

PhysAddress ::= OCTET STRING

このデータタイプは、メディアアドレスのモデル化に使用されます。多くのタイプのメディアで

は、これはバイナリ表現となります。たとえば、イーサネットアドレスは 6オクテットの文字列
で表現されます。

MIB-II におけるグループ
systemOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 1 }

interfacesOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 2 }

atOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 3 }

ipOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 4 }

icmpOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 5 }

tcpOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 6 }

udpOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 7 }

egpOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 8 }

履歴

cmotOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 9 }

transmissionOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 10 }

snmpOBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 11 }

システムグループ

システムグループの実装は、すべてのシステムで必須です。これらの変数の値を持つようにエー

ジェントが設定されていない場合、長さ 0の文字列が返されます。
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sysDescr OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A textual description of the entity.This value should include the full name and version identification
of the system's hardware type, software operating-system, and networking software.It is mandatory
that this only contain printable ASCII characters.

::= { system 1 }

sysObjectID OBJECT-TYPE

SYNTAX Object Identifier

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The vendor authoritative identification of the networkmanagement subsystem contained in the entity.This
value is allocated within the SMI enterprises subtree (1.3.6.1.4.1) and provides an easy and unambiguous
means for determining “what kind of box” is being managed.For example, if vendor “Flintstones, Inc.”
was assigned the subtree 1.3.6.1.4.1.4242, it could assign the identifier 1.3.6.1.4.1.4242.1.1 to its “Fred
Router”.

::= { system 2 }

sysUpTime OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The time (in hundredths of a second) since the network management portion of the system was
last re-initialized.

::= { system 3 }

sysContact OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The textual identification of the contact person for this managed node, together with information on
how to contact this person.

::= { system 4 }
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sysName OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An administratively-assigned name for this managed node.By convention, this is the node's fully-qualified
domain name.

::= { system 5 }

sysLocation OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The physical location of this node (e.g., telephone closet, 3rd floor).

::= { system 6 }

sysServices OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer (0..127)

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A value which indicates the set of services that this entity primarily offers.The value is a sum.This sum
initially takes the value zero, Then, for each layer, L, in the range 1 through 7, that this node performs
transactions for, 2 raised to (L - 1) is added to the sum.For example, a node which performs primarily
routing functions would have a value of 4 (2^(3-1)).In contrast, a node which is a host offering application
services would have a value of 72 (2^(4-1) + 2^(7-1)).Note that in the context of the Internet suite of
protocols, values should be calculated accordingly (layer first, then functionality):

1 physical (e.g., repeaters)

2 datalink/subnetwork (e.g., bridges)

3 internet (e.g., IP gateways)

4 end-to-end (e.g., IP hosts)

7 applications (e.g., mail relays)

For systems including OSI protocols, layers 5 and 6 may also be counted.

::= { system 7 }
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インターフェイスグループ

インターフェイスグループの実装は、すべてのシステムで必須です。

ifNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of network interfaces (regardless of their current state) present on this system.

::= { interfaces 1 }

インターフェイステーブル

インターフェイステーブルには、エンティティインターフェイスに関する情報が格納されていま

す。各インターフェイスは、サブネットワークに接続されていると考えられます。この用語を、

プロトコルのインターネットスイートで使用されるアドレスパーティション指定方式を指すサブ

ネットワークと混同しないでください。

ifTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of ifEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A list of interface entries.The number of entries is given by the value of ifNumber.

::= { interfaces 2 }
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ifEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IfEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An interface entry containing objects at the subnetwork layer and below for a particular interface.

INDEX { ifIndex }

::= { ifTable 1 }

IfEntry ::=

SEQUENCE { ifIndex INTEGER, ifDescr DisplayString, ifType IANAifType, ifMtu INTEGER,
ifSpeed Gauge, ifPhysAddress PhysAddress, ifAdminStatus INTEGER, ifOperStatus INTEGER,
ifLastChange TimeTicks, ifInOctets Counter, ifInUcastPkts Counter, ifInNUcastPkts Counter,
ifInDiscards Counter, ifInErrors Counter, ifInUnknownProtos Counter, ifOutOctets Counter,
ifOutUcastPkts Counter, ifOutNUcastPkts Counter, ifOutDiscards Counter, ifOutErrors Counter,
ifOutQLen Gauge, ifSpecific OBJECT IDENTIFIER }

ifIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A unique value for each interface.Its value ranges between 1 and the value of ifNumber.The value for
each interface must remain constant at least from one re-initialization of the entity network management
system to the next re- initialization.

::= { ifEntry 1 }

ifDescr OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A textual string containing information about the interface.This string should include the name of the
manufacturer, the product name and the version of the hardware interface.

::= { ifEntry 2 }
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ifType OBJECT-TYPE

SYNTAX IANAifType

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The type of interface.Additional values for ifType are assigned by the Internet Assigned Numbers
Authority (IANA), through updating the syntax of the IANAifType textual convention.

::= { ifEntry 3 }

ifMtu OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The size of the largest datagram which can be sent/received on the interface, specified in octets.For
interfaces that are used for transmitting network datagrams, this is the size of the largest network
datagram that can be sent on the interface.

::= { ifEntry 4 }

ifSpeed OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An estimate of the interface current bandwidth in bits per second.For interfaces which do not vary in
bandwidth or for those where no accurate estimation can be made, this object should contain the nominal
bandwidth.

::= { ifEntry 5 }

ifPhysAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX PhysAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The interface address at the protocol layer immediately below the network layer in the protocol stack.For
interfaces which do not have such an address (e.g., a serial line), this object should contain an octet
string of zero length.

::= { ifEntry 6 }
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ifAdminStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { up(1), ready to pass packets down(2), testing(3) in some test mode }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The desired state of the interface.The testing(3) state indicates that no operational packets can be passed.

::= { ifEntry 7 }

ifOperStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { up(1), -- ready to pass packets down(2), testing(3), -- in some test mode

unknown(4), dormant(5) }

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The current operational state of the interface.The testing(3) state indicates that no operational packets
can be passed.

::= { ifEntry 8 }

ifLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The value of sysUpTime at the time the interface entered its current operational state.If the current state
was entered prior to the last re- initialization of the local network management subsystem, then this
object contains a zero value.

::= { ifEntry 9 }

ifInOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION The total number of octets received on the interface, including framing characters.

::= { ifEntry 10 }
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ifInUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of subnetwork-unicast packets delivered to a higher-layer protocol.

::= { ifEntry 11 }

ifInNUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of non-unicast (i.e., subnetwork- broadcast or subnetwork-multicast) packets delivered to
a higher-layer protocol.

::= { ifEntry 12 }

ifInDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of inbound packets which were chosen to be discarded even though no errors had been
detected to prevent their being deliverable to a higher-layer protocol.One possible reason for discarding
such a packet could be to free up buffer space.

::= { ifEntry 13 }

ifInErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of inbound packets that contained errors preventing them from being deliverable to a
higher-layer protocol.

::= { ifEntry 14 }
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ifInUnknownProtos OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of packets received via the interface which were discarded because of an unknown or
unsupported protocol.

::= { ifEntry 15 }

ifOutOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of octets transmitted out of the interface, including framing characters.

::= { ifEntry 16 }

ifOutUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted to a subnetwork-unicast
address, including those that were discarded or not sent.

::= { ifEntry 17 }

ifOutNUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted to a non- unicast (i.e.,
a subnetwork-broadcast or subnetwork-multicast) address, including those that were discarded or not
sent.

::= { ifEntry 18 }
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ifOutDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of outbound packets which were chosen to be discarded even though no errors had been
detected to prevent their being transmitted.One possible reason for discarding such a packet could be
to free up buffer space.

::= { ifEntry 19 }

ifOutErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of outbound packets that could not be transmitted because of errors.

::= { ifEntry 20 }

ifOutQLen OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The length of the output packet queue (in packets).

::= { ifEntry 21 }

ifSpecific OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A reference to MIB definitions specific to the particular media being used to realize the interface.For
example, if the interface is realized by an ethernet, then the value of this object refers to a document
defining objects specific to ethernet.If this information is not present, its value should be set to the
OBJECT IDENTIFIER { 0 0 }, which is a syntactically valid object identifier, and any conformant
implementation of ASN.1 and BER must be able to generate and recognize this value.

::= { ifEntry 22 }
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アドレス変換グループ

アドレス変換グループの実装は、すべてのシステムで必須です。ただし、このグループはMIB-II
で非推奨である点に注意してください。つまり、MIB-Iノードとの互換性のためだけに用意され
ており、MIB-IIIノードでは除外される予定です。MIB-II以降では、各ネットワークプロトコル
グループにその独自のアドレス変換テーブルが含まれます。アドレス変換グループには、

NetworkAddress（IPアドレスなど）をサブネットワーク固有のアドレスに変換するための、すべ
てのインターフェイスにおける変換テーブルの結合である 1つのテーブルが含まれます。適切な
用語がないため、このマニュアルではそのようなサブネットワーク固有のアドレスを物理アドレ

スと呼ぶことにします。

そのような変換テーブルの例として、ARPを使用しているブロードキャストメディアの場合、変
換テーブルはARPキャッシュに相当します。またはX.121アドレスへの非アルゴリズム変換が必
要な X.25ネットワークでは、同等の X.121アドレスに対する NetworkAddressが変換テーブルに
格納されます。

atTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of atEntry

ACCESS not-accessible

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The Address Translation tables contain the NetworkAddress to physical address equivalences.Some
interfaces do not use translation tables for determining address equivalences (e.g., DDN-X.25 has an
algorithmic method); if all interfaces are of this type, then the Address Translation table is empty, i.e.,
has zero entries.

::= { at 1 }

atEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX AtEntry

ACCESS not-accessible

STATUS deprecated

DESCRIPTION

Each entry contains one NetworkAddress to physical address equivalence.

INDEX { atIfIndex, atNetAddress }

::= { atTable 1 }

AtEntry ::=

SEQUENCE { atIfIndex INTEGER, atPhysAddress PhysAddress, atNetAddress NetworkAddress }
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atIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The interface on which this entry equivalence is effective.The interface identified by a particular value
of this index is the same interface as identified by the same value of ifIndex.

::= { atEntry 1 }

atPhysAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX PhysAddress

ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The media-dependent physical address.Setting this object to a null string (one of zero length) has the
effect of invaliding the corresponding entry in the atTable object.That is, it effectively disassociates
the interface identified with said entry from the mapping identified with said entry.It is an
implementation-specific matter as to whether the agent removes an invalidated entry from the
table.Accordingly, management stations must be prepared to receive tabular information from agents
that corresponds to entries not currently in use.

Proper interpretation of such entries requires examination of the relevant atPhysAddress object.

::= { atEntry 2 }

atNetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX NetworkAddress

ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The NetworkAddress (e.g., the IP address) corresponding to the media-dependent physical address.

::= { atEntry 3 }

IP グループ
IPグループの実装は、すべてのシステムで必須です。
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ipForwarding OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { forwarding(1), -- acting as a gateway not-forwarding(2) -- NOT acting as a
gateway }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The indication of whether this entity is acting as an IP gateway in respect to the forwarding of datagrams
received by, but not addressed to, this entity.IP gateways forward datagrams.IP hosts do not (except
those source-routed via the host).Note that for some managed nodes, this object may take on only a
subset of the values possible.Accordingly, it is appropriate for an agent to return a badValue response
if a management station attempts to change this object to an inappropriate value.

::= { ip 1 }

ipDefaultTTL OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The default value inserted into the Time-To-Live field of the IP header of datagrams originated at this
entity, whenever a TTL value is not supplied by the transport layer protocol.

::= { ip 2 }

ipInReceives OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of input datagrams received from interfaces, including those received in error.

::= { ip 3 }

ipInHdrErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of input datagrams discarded due to errors in their IP headers, including bad checksums,
version number mismatch, other format errors, time-to-live exceeded, errors discovered in processing
their IP options, etc.

::= { ip 4 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
963

業界標準の管理情報ベース

IP グループ



ipInAddrErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of input datagrams discarded because the IP address in their IP header's destination field
was not a valid address to be received at this entity.This count includes invalid addresses (e.g., 0.0.0.0)
and addresses of unsupported Classes (e.g., Class E).For entities which are not IP Gateways and therefore
do not forward datagrams, this counter includes datagrams discarded because the destination address
was not a local address.

::= { ip 5 }

ipForwDatagrams OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of input datagrams for which this entity was not their final IP destination, as a result of
which an attempt was made to find a route to forward them to that final destination.In entities which
do not act as IP Gateways, this counter will include only those packets which were Source-Routed via
this entity, and the Source- Route option processing was successful.

::= { ip 6 }

ipInUnknownProtos OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of locally-addressed datagrams received successfully but discarded because of an unknown
or unsupported protocol.

::= { ip 7 }
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ipInDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of input IP datagrams for which no problems were encountered to prevent their continued
processing, but which were discarded (e.g., for lack of buffer space).Note that this counter does not
include any datagrams discarded while awaiting re-assembly.

::= { ip 8 }

ipInDelivers OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of input datagrams successfully delivered to IP user-protocols (including ICMP).

::= { ip 9 }

ipOutRequests OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of IP datagrams which local IP user-protocols (including ICMP) supplied to IP in
requests for transmission.Note that this counter does not include any datagrams counted in
ipForwDatagrams.

::= { ip 10 }

ipOutDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of output IP datagrams for which no problemwas encountered to prevent their transmission
to their destination, but which were discarded (e.g., for lack of buffer space).Note that this counter
would include datagrams counted in ipForwDatagrams if any such packets met this (discretionary)
discard criterion.

::= { ip 11 }
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ipOutNoRoutes OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP datagrams discarded because no route could be found to transmit them to their
destination.Note that this counter includes any packets counted in ipForwDatagrams which meet this
no-route criterion.Note that this includes any datagrams which a host cannot route because all of its
default gateways are down.

::= { ip 12 }

ipReasmTimeout OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Themaximum number of seconds which received fragments are held while they are awaiting reassembly
at this entity.

::= { ip 13 }

ipReasmReqds OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP fragments received which needed to be reassembled at this entity.

::= { ip 14 }

ipReasmOKs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP datagrams successfully re-assembled.

::= { ip 15 }
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ipReasmFails OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of failures detected by the IP re-assembly algorithm (for whatever reason: timed out, errors,
etc).Note that this is not necessarily a count of discarded IP fragments since some algorithms (notably
the algorithm in RFC 815) can lose track of the number of fragments by combining them as they are
received.

::= { ip 16 }

ipFragOKs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP datagrams that have been successfully fragmented at this entity.

::= { ip 17 }

ipFragFails OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP datagrams that have been discarded because they needed to be fragmented at this
entity but could not be, e.g., because their Don't Fragment flag was set.

::= { ip 18 }

ipFragCreates OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of IP datagram fragments that have been generated as a result of fragmentation at this
entity.

::= { ip 19 }
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IP アドレステーブル
IPアドレステーブルには、次のエンティティ IPアドレス指定情報が格納されています。

ipAddrTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of ipAddrEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The table of addressing information relevant to this entity IP addresses.

::= { ip 20 }

ipAddrEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddrEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The addressing information for one of this entity IP addresses.

INDEX { ipAdEntAddr }

::= { ipAddrTable 1 }

IpAddrEntry ::=

SEQUENCE { ipAdEntAddr IpAddress, ipAdEntIfIndex INTEGER, ipAdEntNetMask IpAddress,
ipAdEntBcastAddr INTEGER, ipAdEntReasmMaxSize INTEGER (0..65535) }

ipAdEntAddr OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The IP address to which this entry addressing information pertains.

::= { ipAddrEntry 1 }
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ipAdEntIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The index value which uniquely identifies the interface to which this entry is applicable.The interface
identified by a particular value of this index is the same interface as identified by the same value of
ifIndex.

::= { ipAddrEntry 2 }

ipAdEntNetMask OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The subnet mask associated with the IP address of this entry.The value of the mask is an IP address
with all the network bits set to 1 and all the hosts bits set to 0.

::= { ipAddrEntry 3 }

ipAdEntBcastAddr OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The value of the least-significant bit in the IP broadcast address used for sending datagrams on the
(logical) interface associated with the IP address of this entry.For example, when the Internet standard
all-ones broadcast address is used, the value will be 1.This value applies to both the subnet and network
broadcasts addresses used by the entity on this (logical) interface.

::= { ipAddrEntry 4 }

ipAdEntReasmMaxSize OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer (0..65535)

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The size of the largest IP datagram which this entity can re-assemble from incoming IP fragmented
datagrams received on this interface.

::= { ipAddrEntry 5 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
969

業界標準の管理情報ベース

IP グループ



IP ルーティングテーブル
-- IPルーティングテーブルには、このエンティティが現在認識している

--各ルートのエントリが格納されています。

ipRouteTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of ipRouteEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

This entity IP Routing table.

::= { ip 21 }

ipRouteEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IpRouteEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A route to a particular destination.

INDEX { ipRouteDest }

::= { ipRouteTable 1 }

IpRouteEntry ::=

SEQUENCE { ipRouteDest IpAddress, ipRouteIfIndex INTEGER, ipRouteMetric1 INTEGER,
ipRouteMetric2 INTEGER, ipRouteMetric3 INTEGER, ipRouteMetric4 INTEGER, ipRouteNextHop
IpAddress, ipRouteType INTEGER, ipRouteProto INTEGER, ipRouteAge INTEGER, ipRouteMask
IpAddress, ipRouteMetric5 INTEGER, ipRouteInfo OBJECT IDENTIFIER }

ipRouteDest OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The destination IP address of this route.An entry with a value of 0.0.0.0 is considered a default
route.Multiple routes to a single destination can appear in the table, but access to such multiple entries
is dependent on the table-access mechanisms defined by the network management protocol in use.

::= { ipRouteEntry 1 }
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ipRouteIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The index value which uniquely identifies the local interface through which the next hop of this route
should be reached.The interface identified by a particular value of this index is the same interface as
identified by the same value of ifIndex.

::= { ipRouteEntry 2 }

ipRouteMetric1 OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The primary routing metric for this route.The semantics of this metric are determined by the
routing-protocol specified in the route ipRouteProto value.If this metric is not used, its value should
be set to -1.

::= { ipRouteEntry 3 }

ipRouteMetric2 OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An alternate routing metric for this route.The semantics of this metric are determined by the
routing-protocol specified in the route ipRouteProto value.If this metric is not used, its value should
be set to -1.

::= { ipRouteEntry 4 }

ipRouteMetric3 OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An alternate routing metric for this route.The semantics of this metric are determined by the
routing-protocol specified in the route ipRouteProto value.If this metric is not used, its value should
be set to -1.

::= { ipRouteEntry 5 }
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ipRouteMetric4 OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An alternate routing metric for this route.The semantics of this metric are determined by the
routing-protocol specified in the route ipRouteProto value.If this metric is not used, its value should
be set to -1.

::= { ipRouteEntry 6 }

ipRouteNextHop OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The IP address of the next hop of this route.(In the case of a route bound to an interface which is realized
via a broadcast media, the value of this field is the agent's IP address on that interface.)

::= { ipRouteEntry 7 }

ipRouteType OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { other(1), -- none of the following invalid(2), -- an invalidated route -- route to
directly direct(3), -- connected (sub-)network -- route to a non-local indirect(4) --
host/network/sub-network }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The type of route.Note that the values direct(3) and indirect(4) refer to the notion of direct and indirect
routing in the IP architecture.Setting this object to the value invalid(2) has the effect of invalidating the
corresponding entry in the ipRouteTable object.That is, it effectively disassociates the destination
identified with said entry from the route identified with said entry.It is an implementation-specific
matter as to whether the agent removes an invalidated entry from the table.

Accordingly, management stations must be prepared to receive tabular information from agents that
corresponds to entries not currently in use.Proper interpretation of such entries requires examination
of the relevant ipRouteType object.

::= { ipRouteEntry 8 }
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ipRouteProto OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { other(1), -- none of the following -- non-protocol information, -- e.g., manually
configured local(2), -- entries -- set via a network netmgmt(3), -- management protocol -- obtained via
ICMP, icmp(4), -- e.g., Redirect -- the remaining values are -- all gateway routing -- protocols egp(5),
ggp(6), hello(7), rip(8), is-is(9), es-is(10), ciscoIgrp(11), bbnSpfIgp(12), ospf(13), bgp(14) }

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The routing mechanism via which this route was learned.Inclusion of values for gateway routing
protocols is not intended to imply that hosts should support those protocols.

::= { ipRouteEntry 9 }

ipRouteAge OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of seconds since this route was last updated or otherwise determined to be correct.Note
that no semantics of too old can be implied except through knowledge of the routing protocol by which
the route was learned.

::= { ipRouteEntry 10 }

ipRouteMask OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Indicate the mask to be logical-ANDed with the destination address before being compared to the value
in the ipRouteDest field.For those systems that do not support arbitrary subnet masks, an agent constructs
the value of the ipRouteMask by determining whether the value of the correspondent ipRouteDest field
belong to a class-A, B, or C network, and then using one of: mask network 255.0.0.0 class-A, 255.255.0.0
class-B, 255.255.255.0 class-C. If the value of the ipRouteDest is 0.0.0.0 (a default route), then the
mask value is also 0.0.0.0.It should be noted that all IP routing subsystems implicitly use this mechanism.

::= { ipRouteEntry 11 }
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ipRouteMetric5 OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

An alternate routing metric for this route.The semantics of this metric are determined by the
routing-protocol specified in the route ipRouteProto value.If this metric is not used, its value should
be set to -1.

::= { ipRouteEntry 12 }

ipRouteInfo OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A reference to MIB definitions specific to the particular routing protocol which is responsible for this
route, as determined by the value specified in the route ipRouteProto value.If this information is not
present, its value should be set to the OBJECT IDENTIFIER { 0 0 }, which is a syntactically valid
object identifier, and any conformant implementation of ASN.1 and BER must be able to generate and
recognize this value.

::= { ipRouteEntry 13 }

IP アドレス変換テーブル
IPアドレス変換テーブルには、同等の物理アドレスに対する IPアドレスが格納されています。一
部のインターフェイスでは、同等のアドレスを判断するために変換テーブルを使用しません（た

とえば、DDN-X.25にはアルゴリズム方式があります）。すべてのインターフェイスがこのタイ
プである場合、アドレス変換テーブルは空、つまりエントリの数が 0個です。

ipNetToMediaTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of ipNetToMediaEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The IP Address Translation table used for mapping from IP addresses to physical addresses.

::= { ip 22 }
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ipNetToMediaEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IpNetToMediaEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Each entry contains one IpAddress to physical address equivalence.

INDEX { ipNetToMediaIfIndex, ipNetToMediaNetAddress }

::= { ipNetToMediaTable 1 }

IpNetToMediaEntry ::=

SEQUENCE { ipNetToMediaIfIndex INTEGER, ipNetToMediaPhysAddress PhysAddress,
ipNetToMediaNetAddress IpAddress, ipNetToMediaType INTEGER }

ipNetToMediaIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The interface on which this entry's equivalence is effective.The interface identified by a particular value
of this index is the same interface as identified by the same value of ifIndex.

::= { ipNetToMediaEntry 1 }

ipNetToMediaPhysAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX PhysAddress

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The media-dependent physical address.

::= { ipNetToMediaEntry 2 }

ipNetToMediaNetAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The IpAddress corresponding to the media- dependent physical address.

::= { ipNetToMediaEntry 3 }
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ipNetToMediaType OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { other(1), -- none of the following invalid(2), -- an invalidated mapping dynamic(3),
static(4) }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The type of mapping.Setting this object to the value invalid(2) has the effect of invalidating the
corresponding entry in the ipNetToMediaTable.That is, it effectively disassociates the interface identified
with said entry from the mapping identified with said entry.It is an implementation-specific matter as
to whether the agent removes an invalidated entry from the table.Accordingly, management stations
must be prepared to receive tabular information from agents that corresponds to entries not currently
in use.Proper interpretation of such entries requires examination of the relevant ipNetToMediaType
object.

::= { ipNetToMediaEntry 4 }

追加の IP オブジェクト

ipRoutingDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of routing entries which were chosen to be discarded even though they are valid.One
possible reason for discarding such an entry could be to free-up buffer space for other routing entries.

::= { ip 23 }

ICMP グループ
ICMPグループの実装は、すべてのシステムで必須です。

icmpInMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of ICMP messages which the entity received.Note that this counter includes all those
counted by icmpInErrors.

::= { icmp 1 }
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icmpInErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP messages which the entity received but determined as having ICMP-specific
errors (bad ICMP checksums, bad length, etc.).

::= { icmp 2 }

icmpInDestUnreachs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Destination Unreachable messages received.

::= { icmp 3 }

icmpInTimeExcds OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Time Exceeded messages received.

::= { icmp 4 }

icmpInParmProbs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Parameter Problem messages received.

::= { icmp 5 }
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icmpInSrcQuenchs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Source Quench messages received.

::= { icmp 6 }

icmpInRedirects OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Redirect messages received.

::= { icmp 7 }

icmpInEchos OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Echo (request) messages received.

::= { icmp 8 }

icmpInEchoReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Echo Reply messages received.

::= { icmp 9 }
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icmpInTimestamps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Timestamp (request) messages received.

::= { icmp 10 }

icmpInTimestampReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Timestamp Reply messages received.

::= { icmp 11 }

icmpInAddrMasks OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Address Mask Request messages received.

::= { icmp 12 }

icmpInAddrMaskReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Address Mask Reply messages received.

::= { icmp 13 }
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icmpOutMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of ICMPmessages which this entity attempted to send.Note that this counter includes
all those counted by icmpOutErrors.

::= { icmp 14 }

icmpOutErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMPmessages which this entity did not send due to problems discovered within ICMP
such as a lack of buffers.This value should not include errors discovered outside the ICMP layer such
as the inability of IP to route the resultant datagram.In some implementations there may be no types of
error which contribute to this counter value.

::= { icmp 15 }

icmpOutDestUnreachs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Destination Unreachable messages sent.

::= { icmp 16 }

icmpOutTimeExcds OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Time Exceeded messages sent.

::= { icmp 17 }
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icmpOutParmProbs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Parameter Problem messages

sent.

::= { icmp 18 }

icmpOutSrcQuenchs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Source Quench messages sent.

::= { icmp 19 }

icmpOutRedirects OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Redirect messages sent.For a host, this object will always be zero, since hosts
do not send redirects.

::= { icmp 20 }

icmpOutEchos OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Echo (request) messages sent.

::= { icmp 21 }
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icmpOutEchoReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Echo Reply messages sent.

::= { icmp 22 }

icmpOutTimestamps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Timestamp (request) messages sent.

::= { icmp 23 }

icmpOutTimestampReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Timestamp Reply messages sent.

::= { icmp 24 }

icmpOutAddrMasks OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Address Mask Request messages sent.

::= { icmp 25 }
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icmpOutAddrMaskReps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of ICMP Address Mask Reply messages sent.

::= { icmp 26 }

TCP グループ
TCPグループの実装は、TCPを実装するすべてのシステムで必須です。特定のTCP接続に関する
情報を表すオブジェクトタイプのインスタンスは過渡的であり、当該の接続の間しか持続しない

ことに注意してください。

tcpRtoAlgorithm OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { other(1), -- none of the following constant(2), -- a constant rto rsre(3), --
MIL-STD-1778, Appendix B vanj(4) -- Van Jacobson's algorithm [10] }

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The algorithm used to determine the timeout value used for retransmitting unacknowledged octets.

::= { tcp 1 }

tcpRtoMin OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The minimum value permitted by a TCP implementation for the retransmission timeout, measured in
milliseconds.More refined semantics for objects of this type depend upon the algorithm used to determine
the retransmission timeout.In particular, when the timeout algorithm is rsre(3), an object of this type
has the semantics of the LBOUND quantity described in RFC 793.

::= { tcp 2 }
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tcpRtoMax OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The maximum value permitted by a TCP implementation for the retransmission timeout, measured in
milliseconds.More refined semantics for objects of this type depend upon the algorithm used to determine
the retransmission timeout.In particular, when the timeout algorithm is rsre(3), an object of this type
has the semantics of the UBOUND quantity described in RFC 793.

::= { tcp 3 }

tcpMaxConn OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The limit on the total number of TCP connections the entity can support.In entities where the maximum
number of connections is dynamic, this object should contain the value -1.

::= { tcp 4 }

tcpActiveOpens OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of times TCP connections have made a direct transition to the SYN-SENT state from the
CLOSED state.

::= { tcp 5 }

tcpPassiveOpens OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of times TCP connections have made a direct transition to the SYN-RCVD state from the
LISTEN state.

::= { tcp 6 }
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tcpAttemptFails OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of times TCP connections have made a direct transition to the CLOSED state from either
the SYN-SENT state or the SYN-RCVD state, plus the number of times TCP connections have made
a direct transition to the LISTEN state from the SYN-RCVD state.

::= { tcp 7 }

tcpEstabResets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of times TCP connections have made a direct transition to the CLOSED state from either
the ESTABLISHED state or the CLOSE-WAIT state.

::= { tcp 8 }

tcpCurrEstab OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of TCP connections for which the current state is either ESTABLISHED or CLOSE-
WAIT.

::= { tcp 9 }

tcpInSegs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of segments received, including those received in error.This count includes segments
received on currently established connections.

::= { tcp 10 }
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tcpOutSegs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of segments sent, including those on current connections but excluding those containing
only retransmitted octets.

::= { tcp 11 }

tcpRetransSegs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of segments retransmitted that is, the number of TCP segments transmitted containing
one or more previously transmitted octets.

::= { tcp 12 }

TCP 接続テーブル
TCP接続テーブルには、次の既存のエンティティ TCP接続に関する情報が格納されています。

tcpConnTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of tcpConnEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A table containing TCP connection-specific information.

::= { tcp 13 }
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tcpConnEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX TcpConnEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Information about a particular current TCP connection.An object of this type is transient, in that it
ceases to exist when (or soon after) the connection makes the transition to the CLOSED state.

INDEX { tcpConnLocalAddress, tcpConnLocalPort, tcpConnRemAddress, tcpConnRemPort }

::= { tcpConnTable 1 }

TcpConnEntry ::=

SEQUENCE{ tcpConnState INTEGER, tcpConnLocalAddress IpAddress, tcpConnLocalPort INTEGER
(0..65535), tcpConnRemAddress IpAddress, tcpConnRemPort INTEGER (0..65535) }

tcpConnState OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { closed(1), listen(2), synSent(3), synReceived(4), established(5), finWait1(6),
finWait2(7), closeWait(8), lastAck(9), closing(10), timeWait(11), deleteTCB(12) }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The state of this TCP connection.The only value which may be set by a management station is
deleteTCB(12).Accordingly, it is appropriate for an agent to return a badValue response if a management
station attempts to set this object to any other value.If a management station sets this object to the value
deleteTCB(12), then this has the effect of deleting the TCB (as defined in RFC 793) of the corresponding
connection on the managed node, resulting in immediate termination of the connection.

As an implementation-specific option, a RST segment may be sent from the managed node to the other
TCP endpoint (note however that RST segments are not sent reliably).

::= { tcpConnEntry 1 }

tcpConnLocalAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The local IP address for this TCP connection.In the case of a connection in the listen state which is
willing to accept connections for any IP interface associated with the node, the value 0.0.0.0 is used.

::= { tcpConnEntry 2 }

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
987

業界標準の管理情報ベース

TCP グループ



tcpConnLocalPort OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (0..65535)

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The local port number for this TCP connection.

::= { tcpConnEntry 3 }

tcpConnRemAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The remote IP address for this TCP connection.

::= { tcpConnEntry 4 }

tcpConnRemPort OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (0..65535)

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The remote port number for this TCP connection.

::= { tcpConnEntry 5 }

追加 TCP オブジェクト

tcpInErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of segments received in error (e.g., bad TCP checksums).

::= { tcp 14 }
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tcpOutRsts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of TCP segments sent containing the RST flag.

::= { tcp 15 }

UDP グループ
UDPグループの実装は、UDPを実装するすべてのシステムで必須です。

udpInDatagrams OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of UDP datagrams delivered to UDP users.

::= { udp 1 }

udpNoPorts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of received UDP datagrams for which there was no application at the destination port.

::= { udp 2 }

udpInErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of received UDP datagrams that could not be delivered for reasons other than the lack of
an application at the destination port.

::= { udp 3 }
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udpOutDatagrams OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of UDP datagrams sent from this entity.

::= { udp 4 }

UDP リスナーテーブル
UDPリスナーテーブルには、ローカルのアプリケーションが現在データグラムを受け入れてい
る、次のエンティティ UDPエンドポイントに関する情報が格納されています。

udpTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF UdpEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A table containing UDP listener information.

::= { udp 5 }

udpEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX UdpEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Information about a particular current UDP listener.

INDEX { udpLocalAddress, udpLocalPort }

::= { udpTable 1 }

UdpEntry ::=

SEQUENCE { udpLocalAddress IpAddress, udpLocalPort INTEGER (0..65535) }
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udpLocalAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The local IP address for this UDP listener.In the case of a UDP listener which is willing to accept
datagrams for any IP interface associated with the node, the value 0.0.0.0 is used.

::= { udpEntry 1 }

udpLocalPort OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER (0..65535)

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The local port number for this UDP listener.

::= { udpEntry 2 }

EGP グループ
EGPグループの実装は、EGPを実装するすべてのシステムで必須です。

egpInMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP messages received without error.

::= { egp 1 }

egpInErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP messages received that proved to be in error.

::= { egp 2 }
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egpOutMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of locally generated EGP messages.

::= { egp 3 }

egpOutErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of locally generated EGP messages not sent due to resource limitations within an EGP
entity.

::= { egp 4 }

EGP ネイバーテーブル
EGPネイバーテーブルには、次のエンティティEGPネイバーに関する情報が格納されています。

egpNeighTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF EgpNeighEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The EGP neighbor table.

::= { egp 5 }
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egpNeighEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX EgpNeighEntry

ACCESS not-accessible

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Information about this entity's relationship with a particular EGP neighbor.

INDEX { egpNeighAddr }

::= { egpNeighTable 1 }

EgpNeighEntry ::=

SEQUENCE { egpNeighState INTEGER, egpNeighAddr IpAddress, egpNeighAs INTEGER,
egpNeighInMsgs Counter, egpNeighInErrs Counter, egpNeighOutMsgs Counter, egpNeighOutErrs
Counter, egpNeighInErrMsgs Counter, egpNeighOutErrMsgs Counter, egpNeighStateUps Counter,
egpNeighStateDowns Counter, egpNeighIntervalHello INTEGER, egpNeighIntervalPoll INTEGER,
egpNeighMode INTEGER, egpNeighEventTrigger INTEGER }

egpNeighState OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { idle(1), acquisition(2), down(3), up(4), cease(5) }

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The EGP state of the local systemwith respect to the entry EGP neighbor.Each EGP state is represented
by a value that is one greater than the numerical value associated with said state in RFC 904.

::= { egpNeighEntry 1 }

egpNeighAddr OBJECT-TYPE

SYNTAX IpAddress

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The IP address of this entry's EGP neighbor.

::= { egpNeighEntry 2 }
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egpNeighAs OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The autonomous system of this EGP peer.Zero should be specified if the autonomous system number
of the neighbor is not yet known.

::= { egpNeighEntry 3 }

egpNeighInMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP messages received without error from this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 4 }

egpNeighInErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP messages received from this EGP peer that proved to be in error (e.g., bad EGP
checksum).

::= { egpNeighEntry 5 }

egpNeighOutMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of locally generated EGP messages to this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 6 }
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egpNeighOutErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of locally generated EGP messages not sent to this EGP peer due to resource limitations
within an EGP entity.

::= { egpNeighEntry 7 }

egpNeighInErrMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP-defined error messages received from this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 8 }

egpNeighOutErrMsgs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP-defined error messages sent to this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 9 }

egpNeighStateUps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP state transitions to the UP state with this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 10 }
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egpNeighStateDowns OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The number of EGP state transitions from the UP state to any other state with this EGP peer.

::= { egpNeighEntry 11 }

egpNeighIntervalHello OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The interval between EGP Hello command retransmissions (in hundredths of a second).This represents
the t1 timer as defined in RFC 904.

::= { egpNeighEntry 12 }

egpNeighIntervalPoll OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The interval between EGP poll command retransmissions (in hundredths of a second).This represents
the t3 timer as defined in RFC 904.

::= { egpNeighEntry 13 }

egpNeighMode OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { active(1), passive(2) }

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The polling mode of this EGP entity, either passive or active.

::= { egpNeighEntry 14 }
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egpNeighEventTrigger OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { start(1), stop(2) }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

A control variable used to trigger operator-initiated Start and Stop events.When read, this variable
always returns the most recent value that egpNeighEventTrigger was set to.If it has not been set since
the last initialization of the network management subsystem on the node, it returns a value of stop.When
set, this variable causes a Start or Stop event on the specified neighbor, as specified on pages 8-10 of
RFC 904.Briefly, a Start event causes an Idle peer to begin neighbor acquisition and a non-Idle peer to
reinitiate neighbor acquisition.A stop event causes a non-Idle peer to return to the Idle state until a Start
event occurs, either via egpNeighEventTrigger or otherwise.

::= { egpNeighEntry 15 }

追加 EGP オブジェクト

egpAs OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The autonomous system number of this EGP entity.

::= { egp 6 }

トランスミッショングループ

システム上の各インターフェイスを制御する伝送メディアに基づき、そのシステムには対応する

トランスミッショングループが必須となります。伝送メディアを管理するためのインターネット

標準が定義されると、トランスミッショングループを使用して、これらのオブジェクト名にプレ

フィックスを指定します。一般的に、これらの定義は実証されるまでMIBの試行的な部分に属し
ます。その後、インターネット標準化プロセスの一部となり、それに応じてこれらの定義は向上

し、トランスミッショングループで新規オブジェクト IDが定義されます。標準では、typeOBJECT
IDENTIFIER ::= { transmission number }という名前が割り当てられます。ここでの typeは、ifTable
オブジェクトの ifType列のメディアに使用される記号値であり、numberはこの記号に対応する実
際の整数値です。
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SNMP グループ
SNMPグループの実装は、SNMPプロトコルエンティティをサポートする、すべてのシステムで
必須です。次に定義されるオブジェクトの一部は、管理エージェントまたは管理ステーションの

いずれかに特有の機能だけをサポートするために最適化された SNMP実装において、値がゼロに
なります。特に、次のオブジェクトは SNMPエンティティを参照することが報告されており、管
理対象ノードに複数の SNMPエンティティが常駐する場合があります（たとえば、ノードが管理
ステーションとしてホスティングする）。

snmpInPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of Messages delivered to the SNMP entity from the transport service.

::= { snmp 1 }

snmpOutPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMPMessages which were passed from the SNMP protocol entity to the transport
service.

::= { snmp 2 }

snmpInBadVersions OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Messages which were delivered to the SNMP protocol entity and were for
an unsupported SNMP version.

::= { snmp 3 }
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snmpInBadCommunityNames OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Messages delivered to the SNMP protocol entity which used a SNMP
community name not known to said entity.

::= { snmp 4 }

snmpInBadCommunityUses OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Messages delivered to the SNMP protocol entity which represented an
SNMP operation which was not allowed by the SNMP community named in the Message.

::= { snmp 5 }

snmpInASNParseErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of ASN.1 or BER errors encountered by the SNMP protocol entity when decoding
received SNMP Messages.

::= { snmp 6 }

-- { snmp 7 } is not used

snmpInTooBigs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is tooBig.

::= { snmp 8 }
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snmpInNoSuchNames OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is noSuchName.

::= { snmp 9 }

snmpInBadValues OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is 'badValue'.

::= { snmp 10 }

snmpInReadOnlys OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number valid SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is readOnly.It should be noted that it is a protocol error to generate
an SNMP PDUwhich contains the value readOnly in the error-status field, as such this object is provided
as a means of detecting incorrect implementations of the SNMP.

::= { snmp 11 }

snmpInGenErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is genErr.

::= { snmp 12 }
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snmpInTotalReqVars OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of MIB objects which have been retrieved successfully by the SNMP protocol entity
as the result of receiving valid SNMP Get-Request and Get-Next PDUs.

::= { snmp 13 }

snmpInTotalSetVars OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of MIB objects which have been altered successfully by the SNMP protocol entity
as the result of receiving valid SNMP Set-Request PDUs.

::= { snmp 14 }

snmpInGetRequests OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Get-Request PDUs which have been accepted and processed by the SNMP
protocol entity.

::= { snmp 15 }

snmpInGetNexts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Get-Next PDUs which have been accepted and processed by the SNMP
protocol entity.

::= { snmp 16 }
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snmpInSetRequests OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Set-Request PDUs which have been accepted and processed by the SNMP
protocol entity.

::= { snmp 17 }

snmpInGetResponses OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMPGet-Response PDUs which have been accepted and processed by the SNMP
protocol entity.

::= { snmp 18 }

snmpInTraps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Trap PDUs which have been accepted and processed by the SNMP protocol
entity.

::= { snmp 19 }

snmpOutTooBigs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were generated by the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is tooBig.

::= { snmp 20 }
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snmpOutNoSuchNames OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were generated by the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status is noSuchName.

::= { snmp 21 }

snmpOutBadValues OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were generated by the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is badValue.

::= { snmp 22 }

-- { snmp 23 } is not used

snmpOutGenErrs OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP PDUs which were generated by the SNMP protocol entity and for which
the value of the error-status field is genErr.

::= { snmp 24 }

snmpOutGetRequests OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Get-Request PDUs which have been generated by the SNMP protocol
entity.

::= { snmp 25 }
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snmpOutGetNexts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Get-Next PDUs which have been generated by the SNMP protocol entity.

::= { snmp 26 }

snmpOutSetRequests OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Set-Request PDUs which have been generated by the SNMP protocol entity.

::= { snmp 27 }

snmpOutGetResponses OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Get-Response PDUs which have been generated by the SNMP protocol
entity.

::= { snmp 28 }

snmpOutTraps OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter

ACCESS read-only

STATUS mandatory

DESCRIPTION

The total number of SNMP Trap PDUs which have been generated by the SNMP protocol entity.

::= { snmp 29 }
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snmpEnableAuthenTraps OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { enabled(1), disabled(2) }

ACCESS read-write

STATUS mandatory

DESCRIPTION

Indicates whether the SNMP agent process is permitted to generate authentication-failure traps.The
value of this object overrides any configuration information; as such, it provides a means whereby all
authentication-failure traps may be disabled.Note that it is strongly recommended that this object be
stored in non-volatile memory so that it remains constant between re-initializations of the network
management system.

::= { snmp 30 }

HOST-RESOURCES-MIB

このHOST-RESOURCE-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、
http://tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよび
コンパイルします。

（注）

このMIBでは、ホストシステムを管理します。「“ホスト”」という用語は、インターネットに接
続した、類似する他のコンピュータと通信するあらゆるコンピュータであり、1人以上のユーザ
によって直接使用されることを意味します。このMIBは、主要な機能として通信サービスを行う
デバイス（端末サーバ、ルータ、ブリッジ、モニタリング装置）には必ずしも適用されませんが、

このような関連性を明確に妨げません。このMIBに含まれる属性は、たとえば、パーソナルコン
ピュータや UNIX変数を実行するシステムといったすべてのインターネットホストに共通してい
ます。

HOST-RESOURCES-MIBをコンパイルするには、次に示されている順番でMIBをコンパイルする
必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 SNMPv2-MIB

5 IANAifType-MIB

6 IF-MIB

7 RFC1155-SMI

8 RFC-1212

9 SNMPv2-SMI-v1

10 SNMPv2-TC-v1
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さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：HOST-RESOURCES-MIB.oid

HOST-RESOURCES-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 139：改訂の履歴

説明内容日付

実装作業に基づく明確化とバグの修正。この改

訂では、SMIv2形式に変更されています。次の
改訂が行われました。

•新規 RFCドキュメント標準への形式変更

•著作権情報の追加

• SNMPフレームワークの概要の更新

•参照項目の更新

• RFC 2119への参照を追加

•重要なセキュリティ考慮事項の追加

追加および更新2000年 3月 6日
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説明内容日付

新規タイプの登録に関する IANAの新しい考慮
事項、次のタイプおよびマクロに関する新規

SMIv2構文への変換

• Counter32、Integer32、Gauge32、
MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、
TEXTUAL-CONVENTION、
OBJECT-IDENTITY、
MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

•新しいテキストの表記法を使用：
TruthValue、DateAndTime、
AutonomousType、InterfaceIndexOrZero

• hrPrinterStatusの誤字の修正

• hrPrinterDetectedErrorStateに不足していた
エラービットを追加

• hrPrinterStatusへの推奨マッピングに起因す
る不明点を明確化しました。

• InternationalDisplayStringのオブジェクトタ
イプのサイズを明確化し、符号化した記号

ではなく、オクテット数にしました。

•実装作業に基づき、次のオブジェクトの使
用を明確化しました。

hrSystemInitialLoadDevice、
hrSystemInitialLoadParameters、
hrMemorySize、hrStorageSize、
hrStorageAllocationFailures、hrDeviceErrors、
hrProcessorLoad、hrNetworkIfIndex、
hrDiskStorageCapacity、hrSWRunStatus、
hrSWRunPerfCPU、およびhrSWInstalledDate

• hrSWInstalledTableに関する実装手法を明
確化しました。

• hrSWRunPerfTableに新しい AUGMENT句
を使用しています。

•国際化に関する考慮事項を追加しました。
この改訂は RFC2790として公表されてい
ます。
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説明内容日付

このMIBのオリジナルバージョンは、RFC1514
として公表されています。::= { hrMIBAdminInfo
1 }

初版1999年 10月 20日

HOST-RESOURCES-MIB の定義
次の定義が HOST-RESOURCES-MIB用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、mib-2、Integer32、Counter32、Gauge32、TimeTicks

• SNMPv2-SMIから：TEXTUAL-CONVENTION、DisplayString、TruthValue、DateAndTime、
AutonomousType

• SNMPv2-TCから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP

• SNMPv2-CONFから：InterfaceIndexOrZero

• IF-MIBから：hostResourcesMibModule MODULE-IDENTITY

HOST-RESOURCES-MIB オブジェクト ID
host OBJECT IDENTIFIER ::= { mib-2 25 }

hrSystem OBJECT IDENTIFIER ::= { host 1 }

hrStorage OBJECT IDENTIFIER ::= { host 2 }

hrDevice OBJECT IDENTIFIER ::= { host 3 }

hrSWRun OBJECT IDENTIFIER ::= { host 4 }

hrSWRunPerf OBJECT IDENTIFIER ::= { host 5 }

hrSWInstalled OBJECT IDENTIFIER ::= { host 6 }

hrMIBAdminInfo OBJECT IDENTIFIER ::= { host 7 }

ホストリソース MIB のテキストの表記法
KBytes ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

Storage size, expressed in units of 1024 bytes.

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)
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ProductID ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This textual convention is intended to identify the manufacturer, model, and version of a specific
hardware or software product.It is suggested that these OBJECT IDENTIFIERs are allocated such that
all products from a particular manufacturer are registered under a subtree distinct to that manufacturer.In
addition, all versions of a product should be registered under a subtree distinct to that product.With this
strategy, a management station may uniquely determine the manufacturer and/or model of a product
whose productID is unknown to the management station.Objects of this type may be useful for inventory
purposes or for automatically detecting incompatibilities or version mismatches between various
hardware and software components on a system.

For example, the product ID for the ACME 4860 66MHz clock doubled processor might be:
enterprises.acme.acmeProcessors.a4860DX2.MHz66.A software product might be registered as:
enterprises.acme.acmeOperatingSystems.acmeDOS.six(6).one(1).

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

UnknownProduct will be used for any unknown ProductID.UnknownProduct OBJECT IDENTIFIER
::= { 0 0 }

InternationalDisplayString ::= TEXTUAL-CONVENTION

STATUS current

DESCRIPTION

This data type is used to model textual information in some character set.A network management station
should use a local algorithm to determine which character set is in use and how it should be
displayed.Note that this character set may be encoded with more than one octet per symbol, but will
most often be NVT ASCII.When a size clause is specified for an object of this type, the size refers to
the length in octets, not the number of symbols.

SYNTAX OCTET STRING

ホストリソースシステムグループ

hrSystemUptime OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The amount of time since this host was last initialized.Note that this is different from sysUpTime in
the SNMPv2-MIB [RFC1907] because sysUpTime is the uptime of the network management portion
of the system.

::= { hrSystem 1 }
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hrSystemDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The host's notion of the local date and time of day.

::= { hrSystem 2 }

hrSystemInitialLoadDevice OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The index of the hrDeviceEntry for the device from which this host is configured to load its initial
operating system configuration (i.e., which operating system code and/or boot parameters).Note that
writing to this object just changes the configuration that will be used the next time the operating system
is loaded and does not actually cause the reload to occur.

::= { hrSystem 3 }

hrSystemInitialLoadParameters OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE (0..128))

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

This object contains the parameters (e.g. a pathname and parameter) supplied to the load device when
requesting the initial operating system configuration from that device.Note that writing to this object
just changes the configuration that will be used the next time the operating system is loaded and does
not actually cause the reload to occur.

::= { hrSystem 4 }

hrSystemNumUsers OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of user sessions for which this host is storing state information.A session is a collection

of processes requiring a single act of user authentication and possibly subject to collective job control.

::= { hrSystem 5 }
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hrSystemProcesses OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of process contexts currently loaded or running on this system.

::= { hrSystem 6 }

hrSystemMaxProcesses OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The maximum number of process contexts this system can support.If there is no fixed maximum, the
value should be zero.On systems that have a fixed maximum, this object can help diagnose failures that
occur when this maximum is reached.

::= { hrSystem 7 }

ホストリソースストレージグループ

hrStorageTypeと併用する場合、ストレージタイプの登録ポイントです。これらは、
HOST-RESOURCES-TYPESモジュールで定義されています。

hrStorageTypes OBJECT IDENTIFIER ::= { hrStorage 1 }

hrMemorySize OBJECT-TYPE

SYNTAX KBytes

UNITS KBytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The amount of physical read-write main memory, typically RAM, contained by the host.

::= { hrStorage 2 }
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hrStorageTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of HrStorageEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of logical storage areas on the host.An entry shall be placed in the storage table
for each logical area of storage that is allocated and has fixed resource limits.The amount of storage
represented in an entity is the amount actually usable by the requesting entity, and excludes loss due
to formatting or file system reference information.

These entries are associated with logical storage areas, as might be seen by an application, rather than
physical storage entities which are typically seen by an operating system.Storage such as tapes and
floppies without file systems on them are typically not allocated in chunks by the operating system to
requesting applications, and therefore shouldn't appear in this table.Examples of valid storage for this
table include disk partitions, file systems, RAM (for some architectures this is further segmented into
regular memory, extended memory, and so on), backing store for virtual memory (`swap space').

This table is intended to be a useful diagnostic for “out of memory” and “out of buffers” types of
failures.In addition, it can be a useful performance monitoring tool for tracking memory, disk, or buffer
usage.

::= { hrStorage 3 }

hrStorageEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX HrStorageEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one logical storage area on the host.As an example, an instance of the
hrStorageType object might be named hrStorageType.3

INDEX { hrStorageIndex }

::= { hrStorageTable 1 }

hrStorageEntry ::= SEQUENCE { hrStorageIndex Integer32, hrStorageTypeAutonomousType,
hrStorageDescr DisplayString, hrStorageAllocationUnits Integer32, hrStorageSizeInteger32,
hrStorageUsedInteger32, hrStorageAllocationFailures Counter32 }

hrStorageIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each logical storage area contained by the host.

::= { hrStorageEntry 1 }
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hrStorageType OBJECT-TYPE

SYNTAX AutonomousType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of storage represented by this entry.

::= { hrStorageEntry 2 }

hrStorageDescr OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the type and instance of the storage described by this entry.

::= { hrStorageEntry 3 }

hrStorageAllocationUnits OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

UNITS Bytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The size, in bytes, of the data objects allocated from this pool.If this entry is monitoring sectors, blocks,
buffers, or packets, for example, this number will commonly be greater than one.Otherwise this number
will typically be one.

::= { hrStorageEntry 4 }

hrStorageSize OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The size of the storage represented by this entry, in units of hrStorageAllocationUnits.This object is
writable to allow remote configuration of the size of the storage area in those cases where such an
operation makes sense and is possible on the underlying system.For example, the amount of main
memory allocated to a buffer pool might be modified or the amount of disk space allocated to virtual
memory might be modified.

::= { hrStorageEntry 5 }
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hrStorageUsed OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The amount of the storage represented by this entry that is allocated, in units of hrStorageAllocationUnits.

::= { hrStorageEntry 6 }

hrStorageAllocationFailures OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of requests for storage represented by this entry that could not be honored due to not enough
storage.It should be noted that as this object has a SYNTAX of Counter32, that it does not have a
defined initial value.However, it is recommended that this object be initialized to zero, even though
management stations must not depend on such an initialization.

::= { hrStorageEntry 7 }

ホストリソースデバイスグループ

このデバイスグループは、システム上のデバイスの識別と診断に役立ちます。hrDeviceTableに
は、あらゆるタイプのデバイスに共通の情報が格納されています。さらに、デバイスによっては、

詳細情報のためのデバイス特有のテーブルを保有しています。将来的に、その他のデバイスタイ

プにも、こうしたテーブルが定義される可能性があります。hrDeviceTypeと併用する場合、デバ
イスタイプの登録ポイントです。これらは、HOST-RESOURCES-TYPESモジュールで定義されて
います。

hrDeviceTypes OBJECT IDENTIFIER ::= { hrDevice 1 }

hrDeviceTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of devices contained by the host.

::= { hrDevice 2 }
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hrDeviceEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrDeviceEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one device contained by the host.As an example, an instance of the
hrDeviceType object might be named hrDeviceType.3

INDEX { hrDeviceIndex }

::= { hrDeviceTable 1 }

HrDeviceEntry ::= SEQUENCE { hrDeviceIndex Integer32, hrDeviceTypeAutonomousType,
hrDeviceDescr DisplayString, hrDeviceID ProductID, hrDeviceStatus INTEGER, hrDeviceErrors
Counter32 }

hrDeviceIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each device contained by the host.The value for each device must remain constant
at least from one re-initialization of the agent to the next re-initialization.

::= { hrDeviceEntry 1 }

hrDeviceType OBJECT-TYPE

SYNTAX AutonomousType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the type of device.If this value is “hrDeviceProcessor { hrDeviceTypes 3 }” then an
entry exists in the hrProcessorTable which corresponds to this device.If this value is “hrDeviceNetwork
{ hrDeviceTypes 4 }”, then an entry exists in the hrNetworkTable which corresponds to this device.If
this value is “hrDevicePrinter { hrDeviceTypes 5 }”, then an entry exists in the hrPrinterTable which
corresponds to this device.

If this value is “hrDeviceDiskStorage { hrDeviceTypes 6 }”, then an entry exists in the
hrDiskStorageTable which corresponds to this device.

::= { hrDeviceEntry 2 }
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hrDeviceDescr OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..64))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual description of this device, including the device's manufacturer and revision, and optionally,
its serial number.

::= { hrDeviceEntry 3 }

hrDeviceID OBJECT-TYPE

SYNTAX ProductID

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The product ID for this device.

::= { hrDeviceEntry 4 }

hrDeviceStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { unknown(1), running(2), warning(3), testing(4), down(5) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current operational state of the device described by this row of the table.A value unknown(1)
indicates that the current state of the device is unknown. running(2) indicates that the device is up and
running and that no unusual error conditions are known.The warning(3) state indicates that agent has
been informed of an unusual error condition by the operational software (e.g., a disk device driver) but
that the device is still 'operational'.An example would be a high number of soft errors on a disk.A value
of testing(4), indicates that the device is not available for use because it is in the testing state.The state
of down(5) is used only when the agent has been informed that the device is not available for any use.

::= { hrDeviceEntry 5 }
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hrDeviceErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of errors detected on this device.It should be noted that as this object has a SYNTAX of
Counter32, that it does not have a defined initial value.However, it is recommended that this object be
initialized to zero, even though management stations must not depend on such an initialization.

::= { hrDeviceEntry 6 }

hrProcessorTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrProcessorEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of processors contained by the host.Note that this table is potentially sparse: a
(conceptual) entry exists only if the correspondent value of the hrDeviceType object is
hrDeviceProcessor.

::= { hrDevice 3 }

hrProcessorEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrProcessorEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one processor contained by the host.The hrDeviceIndex in the index represents
the entry in the hrDeviceTable that corresponds to the hrProcessorEntry.As an example of how objects
in this table are named, an instance of the hrProcessorFrwID object might be named hrProcessorFrwID.3

INDEX { hrDeviceIndex }

::= { hrProcessorTable 1 }

HrProcessorEntry ::= SEQUENCE { hrProcessorFrwIDProductID, hrProcessorLoad Integer32 }

hrProcessorFrwID OBJECT-TYPE

SYNTAX ProductID

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The product ID of the firmware associated with the processor.

::= { hrProcessorEntry 1 }
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hrProcessorLoad OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..100)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The average, over the last minute, of the percentage of time that this processor was not
idle.Implementations may approximate this one minute smoothing period if necessary.

::= { hrProcessorEntry 2 }

hrNetworkTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrNetworkEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of network devices contained by the host.Note that this table is potentially sparse:
a (conceptual) entry exists only if the correspondent value of the hrDeviceType object is
hrDeviceNetwork.

::= { hrDevice 4 }

hrNetworkEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrNetworkEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one network device contained by the host.The hrDeviceIndex in the index
represents the entry in the hrDeviceTable that corresponds to the hrNetworkEntry.As an example of
how objects in this table are named, an instance of the hrNetworkIfIndex object might be named
hrNetworkIfIndex.3.

INDEX { hrDeviceIndex }

::= { hrNetworkTable 1 }

hrNetworkEntry ::= SEQUENCE { hrNetworkIfIndexInterfaceIndexOrZero }
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hrNetworkIfIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX InterfaceIndexOrZero

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of ifIndex which corresponds to this network device.If this device is not represented in the
ifTable, then this value shall be zero.

::= { hrNetworkEntry 1 }

hrPrinterTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrPrinterEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of printers local to the host.Note that this table is potentially sparse: a (conceptual)
entry exists only if the correspondent value of the hrDeviceType object is hrDevicePrinter.

::= { hrDevice 5 }

hrPrinterEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrPrinterEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one printer local to the host.The hrDeviceIndex in the index represents the
entry in the hrDeviceTable that corresponds to the hrPrinterEntry.

As an example of how objects in this table are named, an instance of the hrPrinterStatus object might
be named hrPrinterStatus.3

INDEX { hrDeviceIndex }

::= { hrPrinterTable 1 }

hrPrinterEntry ::= SEQUENCE { hrPrinterStatus INTEGER, hrPrinterDetectedErrorState OCTET
STRING }
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hrPrinterStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { other(1), unknown(2), idle(3), printing(4), warmup(5) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current status of this printer device.

::= { hrPrinterEntry 1 }

hrPrinterDetectedErrorState OBJECT-TYPE

SYNTAX OCTET STRING

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object represents any error conditions detected by the printer.The error conditions are encoded as
bits in an octet string, with the following definitions (condition first then bit number):

• lowPaper 0

• noPaper 1

• lowToner 2

• noToner 3

• doorOpen 4

• jammed5

• offline 6

• serviceRequested 7

• inputTrayMissing 8

• outputTrayMissing 9

• markerSupplyMissing 10

• outputNearFull 11

• outputFull 12

• inputTrayEmpty 13

• overduePreventMaint 14

Bits are numbered starting with the most significant bit of the first byte being bit 0, the least significant
bit of the first byte being bit 7, the most significant bit of the second byte being bit 8, and so on.A one
bit encodes that the condition was detected, while a zero bit encodes that the condition was not detected.

This object is useful for alerting an operator to specific warning or error conditions that may occur,
especially those requiring human intervention.

::= { hrPrinterEntry 2 }
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hrDiskStorageTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrDiskStorageEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of long-term storage devices contained by the host.In particular, disk devices
accessed remotely over a network are not included here.Note that this table is potentially sparse: a
(conceptual) entry exists only if the correspondent value of the hrDeviceType object is
hrDeviceDiskStorage.

::= { hrDevice 6 }

hrDiskStorageEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrDiskStorageEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one long-term storage device contained by the host.The hrDeviceIndex in the
index represents the entry in the hrDeviceTable that corresponds to the hrDiskStorageEntry.As an
example, an instance of the hrDiskStorageCapacity object might be named hrDiskStorageCapacity.3

INDEX { hrDeviceIndex }

::= { hrDiskStorageTable 1 }

hrDiskStorageEntry ::= SEQUENCE{hrDiskStorageAccess INTEGER, hrDiskStorageMedia INTEGER,
hrDiskStorageRemoveble TruthValue, hrDiskStorageCapacity KBytes }

hrDiskStorageAccess OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { readWrite(1), readOnly(2) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication if this long-term storage device is readable and writable or only readable.This should
reflect the media type, any write-protect mechanism, and any device configuration that affects the entire
device.

::= { hrDiskStorageEntry 1 }
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hrDiskStorageMedia OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { other(1), unknown(2), hardDisk(3), floppyDisk(4), opticalDiskROM(5),
opticalDiskWORM(6), --Write Once Read Many-- opticalDiskRW(7), ramDisk(8) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication of the type of media used in this long-term storage device.

::= { hrDiskStorageEntry 2 }

hrDiskStorageRemoveble OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

Denotes whether or not the disk media may be removed from the drive.

::= { hrDiskStorageEntry 3 }

hrDiskStorageCapacity OBJECT-TYPE

SYNTAX KBytes

UNITS KBytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total size for this long-term storage device.If the media is removable and is currently removed, this
value should be zero.

::= { hrDiskStorageEntry 4 }

hrPartitionTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrPartitionEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of partitions for long-term storage devices contained by the host.In particular,
partitions accessed remotely over a network are not included here.

::= { hrDevice 7 }
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hrPartitionEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrPartitionEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one partition.The hrDeviceIndex in the index represents the entry in the
hrDeviceTable that corresponds to the hrPartitionEntry.

As an example of how objects in this table are named, an instance of the hrPartitionSize object might
be named hrPartitionSize.3.1

INDEX { hrDeviceIndex, hrPartitionIndex }

::= { hrPartitionTable 1 }

hrPartitionEntry ::= SEQUENCE { hrPartitionIndexInteger32,
hrPartitionLabelInternationalDisplayString, hrPartitionID OCTET STRING, hrPartitionSize Bytes,
hrPartitionFSIndex Integer32 }

hrPartitionIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each partition on this long-term storage device.The value for each long-term storage
device must remain constant at least from one re-initialization of the agent to the next re-initialization.

::= { hrPartitionEntry 1 }

hrPartitionLabel OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE (0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual description of this partition.

::= { hrPartitionEntry 2 }
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hrPartitionID OBJECT-TYPE

SYNTAX OCTET STRING

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A descriptor which uniquely represents this partition to the responsible operating system.On some
systems, this might take on a binary representation.

::= { hrPartitionEntry 3 }

hrPartitionSize OBJECT-TYPE

SYNTAX KBytes

UNITS KBytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The size of this partition.

::= { hrPartitionEntry 4 }

hrPartitionFSIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The index of the file system mounted on this partition.If no file system is mounted on this partition,
then this value shall be zero.Note that multiple partitions may point to one file system, denoting that
that file system resides on those partitions.Multiple file systems may not reside on one partition.

::= { hrPartitionEntry 5 }

ファイルシステムテーブル

hrFSTypeで使用する、一般的なファイルシステムタイプの登録ポイントです。これらは、
HOST-RESOURCES-TYPESモジュールで定義されています。

hrFSTypes OBJECT IDENTIFIER

::= { hrDevice 9 }
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hrFSTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrFSEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of file systems local to this host or remotely mounted from a file server.File
systems that are in only one user's environment on a multi-user systemwill not be included in this table.

::= { hrDevice 8 }

hrFSEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrFSEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one file system local to this host or remotely mounted from a file server.File
systems that are in only one user's environment on a multi-user systemwill not be included in this table.

As an example of how objects in this table are named, an instance of the hrFSMountPoint object might
be named hrFSMountPoint.3

INDEX { hrFSIndex }

::= { hrFSTable 1 }

hrFSEntry ::= SEQUENCE { hrFSIndex Integer32, hrFSMountPoint InternationalDisplayString,
hrFSRemoteMountPointInternationalDisplayString, hrFSTypeAutonomousType, hrFSAccess INTEGER,
hrFSBootableTruthValue, hrFSStorageIndexInteger32, hrFSLastFullBackupDate DateAndTime,
hrFSLastPartialBackupDate DateAndTime }

hrFSIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each file system local to this host.The value for each file systemmust remain constant
at least from one re-initialization of the agent to the next re-initialization.

::= { hrFSEntry 1 }
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hrFSMountPoint OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The path name of the root of this file system.

::= { hrFSEntry 2 }

hrFSRemoteMountPoint OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the name and/or address of the server that this file system is mounted from.This may
also include parameters such as the mount point on the remote file system.If this is not a remote file
system, this string should have a length of zero.

::= { hrFSEntry 3 }

hrFSType OBJECT-TYPE

SYNTAX AutonomousType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of this object identifies the type of this file system.

::= { hrFSEntry 4 }

hrFSAccess OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { readWrite(1), readOnly(2) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An indication if this file system is logically configured by the operating system to be readable and
writable or only readable.This does not represent any local access-control policy, except one that is
applied to the file system as a whole.

::= { hrFSEntry 5 }
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hrFSBootable OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A flag indicating whether this file system is bootable.

::= { hrFSEntry 6 }

hrFSStorageIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The index of the hrStorageEntry that represents information about this file system.If there is no such
information available, then this value shall be zero.The relevant storage entry will be useful in tracking
the percent usage of this file system and diagnosing errors that may occur when it runs out of space.

::= { hrFSEntry 7 }

hrFSLastFullBackupDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The last date at which this complete file system was copied to another storage device for backup.This
information is useful for ensuring that backups are being performed regularly.If this information is not
known, then this variable shall have the value corresponding to January 1, year 0000, 00:00:00.0, which
is encoded as (hex) 00 00 01 01 00 00 00 00.

::= { hrFSEntry 8 }

hrFSLastPartialBackupDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The last date at which a portion of this file systemwas copied to another storage device for backup.This
information is useful for ensuring that backups are being performed regularly.If this information is not
known, then this variable shall have the value corresponding to January 1, year 0000, 00:00:00.0, which
is encoded as (hex) 00 00 01 01 00 00 00 00.

::= { hrFSEntry 9 }
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ソフトウェアグループを実行するホストリソース

hrSWRunTableには、実行中であるか、実行に備えて物理メモリまたは仮想メモリにロードされて
いる各ソフトウェアのエントリが格納されています。これには、ホストのオペレーティングシス

テム、デバイスドライバ、アプリケーションなどがあります。

hrSWOSIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of the hrSWRunIndex for the hrSWRunEntry that represents the primary operating system
running on this host.This object is useful for quickly and uniquely identifying that primary operating
system.

::= { hrSWRun 1 }

hrSWRunTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrSWRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of software running on the host.

::= { hrSWRun 2 }

hrSWRunEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrSWRunEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for one piece of software running on the host Note that because the installed
software table only contains information for software stored locally on this host, not every piece of
running software will be found in the installed software table.This is true of software that was loaded
and run from a non-local source, such as a network-mounted file system.

As an example of how objects in this table are named, an instance of the hrSWRunName object might
be named hrSWRunName.1287

INDEX { hrSWRunIndex }

::= { hrSWRunTable 1 }

HrSWRunEntry ::= SEQUENCE{ hrSWRunIndex Integer32, hrSWRunNameInternationalDisplayString,
hrSWRunID ProductID, hrSWRunPathInternationalDisplayString, hrSWRunParameters
InternationalDisplayString, hrSWRunTypeINTEGER, hrSWRunStatus INTEGER }
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hrSWRunIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each piece of software running on the host.Wherever possible, this should be the
system's native, unique identification number.

::= { hrSWRunEntry 1 }

hrSWRunName OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE (0..64))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual description of this running piece of software, including the manufacturer, revision, and the
name by which it is commonly known.If this software was installed locally, this should be the same
string as used in the corresponding hrSWInstalledName.

::= { hrSWRunEntry 2 }

hrSWRunID OBJECT-TYPE

SYNTAX ProductID

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The product ID of this running piece of software.

::= { hrSWRunEntry 3 }

hrSWRunPath OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the location on long-term storage (e.g. a disk drive) from which this software was
loaded.

::= { hrSWRunEntry 4 }
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hrSWRunParameters OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE(0..128))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A description of the parameters supplied to this software when it was initially loaded.

::= { hrSWRunEntry 5 }

hrSWRunType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { unknown(1), operatingSystem(2), deviceDriver(3), application(4) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of this software.

::= { hrSWRunEntry 6 }

hrSWRunStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { running(1), runnable(2),-- waiting for resource -- (i.e., CPU, memory, IO)
notRunnable(3), -- loaded but waiting for event invalid(4) -- not loaded }

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The status of this running piece of software.Setting this value to invalid(4) shall cause this oftware to
stop running and to be unloaded.Sets to other values are not valid.

::= { hrSWRunEntry 7 }

ソフトウェアパフォーマンスグループを実行するホストリソース

hrSWRunPerfTableには、hrSWRunTableの各エントリに対応するエントリが格納されています。

hrSWRunPerfTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of hrSWRunPerfEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of running software performance metrics.

::= { hrSWRunPerf 1 }
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hrSWRunPerfEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX hrSWRunPerfEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry containing software performance metrics.As an example, an instance of the
hrSWRunPerfCPU object might be named hrSWRunPerfCPU.1287.This table augments information
in the hrSWRunTable.

AUGMENTS { hrSWRunEntry }

::= { hrSWRunPerfTable 1 }

hrSWRunPerfEntry ::= SEQUENCE { hrSWRunPerfCPU Integer32, hrSWRunPerfMem KBytes }

hrSWRunPerfCPU OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of centi-seconds of the total system's CPU resources consumed by this process.Note that
on amulti-processor system, this valuemay increment bymore than one centi-second in one centi-second
of real (wall clock) time.

::= { hrSWRunPerfEntry 1 }

hrSWRunPerfMem OBJECT-TYPE

SYNTAX KBytes

UNITS KBytes

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total amount of real system memory allocated to this process.

::= { hrSWRunPerfEntry 2 }

ソフトウェアグループがインストールされたホストリソース

hrSWInstalledTableには、このホストの長期ストレージ（ディスクドライブなど）にローカルにイ
ンストールされた各ソフトウェアのエントリが格納されています。これにはネットワークサーバ

からリモートでロードできるソフトウェアは含まれないので注意してください。異なる実装では、

さまざまな方法でソフトウェアをトラッキングすることがあります。たとえば、ある実装では別

のソフトウェアとして実行可能ファイルをトラッキングし、別の実装ではソフトウェアパッケー
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ジ（関連するファイルのグループなど）のトラッキングや、システムまたはアプリケーション

パッチのトラッキングを行うなどの方法が使用されます。

このテーブルは、ホスト上のソフトウェアを識別してそのコンポーネントを作成したり、さまざ

まなハードウェアおよびソフトウェア間の非互換性やバージョンの不一致の問題を診断したりす

る場合に役立ちます。

hrSWInstalledLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime when an entry in the hrSWInstalledTable was last added, renamed, or
deleted.Because this table is likely to contain many entries, polling of this object allows a management
station to determine when re-downloading of the table might be useful.

::= { hrSWInstalled 1 }

hrSWInstalledLastUpdateTime OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime when the hrSWInstalledTable was last completely updated.Because caching
of this data will be a popular implementation strategy, retrieval of this object allows a management
station to obtain a guarantee that no data in this table is older than the indicated time.

::= { hrSWInstalled 2 }

hrSWInstalledTable OBJECT-TYPE

SYNTAX SEQUENCE OF HrSWInstalledEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The (conceptual) table of software installed on this host.

::= { hrSWInstalled 3 }

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.0(1) 管理サービスガイド
1032

業界標準の管理情報ベース

ソフトウェアグループがインストールされたホストリソース



hrSWInstalledEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX HrSWInstalledEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A (conceptual) entry for a piece of software installed on this host.As an example of how objects in this
table are named, an instance of the hrSWInstalledName object might be named hrSWInstalledName.96

INDEX { hrSWInstalledIndex }

::= { hrSWInstalledTable 1 }

hrSWInstalledEntry ::= SEQUENCE { hrSWInstalledIndex Integer32,
hrSWInstalledNameInternationalDisplayString, hrSWInstalledID ProductID,
hrSWInstalledTypeINTEGER, hrSWInstalledDateDateAndTime }

hrSWInstalledIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value for each piece of software installed on the host.This value shall be in the range from 1
to the number of pieces of software installed on the host.

::= { hrSWInstalledEntry 1 }

hrSWInstalledName OBJECT-TYPE

SYNTAX InternationalDisplayString (SIZE (0..64))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual description of this installed piece of software, including the manufacturer, revision, the name
by which it is commonly known, and optionally, its serial number.

::= { hrSWInstalledEntry 2 }

hrSWInstalledID OBJECT-TYPE

SYNTAX ProductID

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The product ID of this installed piece of software.

::= { hrSWInstalledEntry 3 }
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hrSWInstalledType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { unknown(1), operatingSystem(2), deviceDriver(3), application(4) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of this software.

::= { hrSWInstalledEntry 4 }

hrSWInstalledDate OBJECT-TYPE

SYNTAX DateAndTime

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The last-modification date of this application as it would appear in a directory listing.

If this information is not known, then this variable shall have the value corresponding to January 1,
year 0000, 00:00:00.0, which is encoded as (hex) 00 00 01 01 00 00 00 00.

::= { hrSWInstalledEntry 5 }

ホストリソースの適合情報

hrMIBCompliances OBJECT IDENTIFIER

::= { hrMIBAdminInfo 2 }

hrMIBGroups OBJECT IDENTIFIER

::= { hrMIBAdminInfo 3 }

ホストリソースの準拠宣言

hrMIBCompliance MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The requirements for conformance to the Host Resources MIB.

MANDATORY-GROUPS { hrSystemGroup, hrStorageGroup, hrDeviceGroup }
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OBJECT hrSystemDate

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT hrSystemInitialLoadDevice

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT hrSystemInitialLoadParameters

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT hrStorageSize

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT hrFSLastFullBackupDate

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION Write access is not required.

OBJECT hrFSLastPartialBackupDate

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

GROUP hrSWRunGroup

DESCRIPTION

The Running Software Group.Implementation of this group is mandatory only when the
hrSWRunPerfGroup is implemented.

OBJECT hrSWRunStatus

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.
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GROUP hrSWRunPerfGroup

DESCRIPTION

The Running Software Performance Group.Implementation of this group is at the discretion of the
implementor.

GROUP hrSWInstalledGroup

DESCRIPTION

The Installed Software Group.Implementation of this group is at the discretion of the implementor.

::= { hrMIBCompliances 1 }

hrSystemGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { hrSystemUptime, hrSystemDate, hrSystemInitialLoadDevice,
hrSystemInitialLoadParameters, hrSystemNumUsers, hrSystemProcesses, hrSystemMaxProcesses }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources System Group.

::= { hrMIBGroups 1 }

hrStorageGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { hrMemorySize, hrStorageIndex, hrStorageType, hrStorageDescr, hrStorageAllocationUnits,
hrStorageSize, hrStorageUsed, hrStorageAllocationFailures }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources Storage Group.

::= { hrMIBGroups 2 }

hrDeviceGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { hrDeviceIndex, hrDeviceType, hrDeviceDescr, hrDeviceID, hrDeviceStatus, hrDeviceErrors,
hrProcessorFrwID, hrProcessorLoad, hrNetworkIfIndex, hrPrinterStatus, hrPrinterDetectedErrorState,
hrDiskStorageAccess, hrDiskStorageMedia, hrDiskStorageRemoveble, hrDiskStorageCapacity,
hrPartitionIndex, hrPartitionLabel, hrPartitionID, hrPartitionSize, hrPartitionFSIndex, hrFSIndex,
hrFSMountPoint, hrFSRemoteMountPoint, hrFSType, hrFSAccess, hrFSBootable, hrFSStorageIndex,
hrFSLastFullBackupDate, hrFSLastPartialBackupDate }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources Device Group.

::= { hrMIBGroups 3 }
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hrSWRunGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS {hrSWOSIndex, hrSWRunIndex, hrSWRunName, hrSWRunID, hrSWRunPath,
hrSWRunParameters, hrSWRunType, hrSWRunStatus }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources Running Software Group.

::= { hrMIBGroups 4 }

hrSWRunPerfGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { hrSWRunPerfCPU, hrSWRunPerfMem }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources Running Software Performance Group.

::= { hrMIBGroups 5 }

hrSWInstalledGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { hrSWInstalledLastChange, hrSWInstalledLastUpdateTime, hrSWInstalledIndex,
hrSWInstalledName, hrSWInstalledID, hrSWInstalledType, hrSWInstalledDate }

STATUS current

DESCRIPTION

The Host Resources Installed Software Group.

::= { hrMIBGroups 6 }

Cisco Unified CM Release 6.x の機能サービス
次の表は、Cisco Unified Communications Managerリリース 6.xの Cisco Unified Serviceability機能
サービスを示します。また、適用可能な HOST-RESOURCES-MIB OID、クリア値、およびオブ
ジェクト応答も示します。

表 140：Cisco Unified CM Release 6.x の機能サービスと HOST-RESOURCES-MIB

オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunNameOIDsCisco Unified CM
Release 6.x の機能
サービス

Cisco CallManager Attendant
Console Serverサービスの障害

acserver1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.2Cisco Unified CM
Attendant Console
Serverサービス

Cisco Extended Functionsサービ
スの障害

cefCisco Extended
Functionsサービス
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オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunNameOIDsCisco Unified CM
Release 6.x の機能
サービス

Cisco Serviceability Reporterサー
ビスの障害

rtmtreporterCisco Serviceability
Reporterサービス

Compaq Insite Managerサービス
の障害

cmascsidCompaq Insite
Managerサービス

Cisco Messaging Interfaceサービ
スの障害

cmiCisco Messaging
Interfaceサービス

Cisco Security Agentサービスの
障害

ciscosecdCSAサービス

CCMMIB照会機能が無効ccmAgt1.3.6.1.4.1.9.9.156システムでの

CISCO-CCM-MIBア
クティベーション

IP Voice Media Streamingサービ
スの障害

ipvmsd1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.2IP Voice Media
Streamingサービス
（アクティブな場

合）

Cisco CallManagerサービスの障
害

ccmCisco Unified CM
サービス（アク

ティブな場合）

TFTPサービスの障害ctftpTFTPサービス（ア
クティブな場合）

CTIManagerサービスの障害CTIManagerCTIManagerサービ
ス（アクティブな

場合）

Syslogサービスの障害syslogdSyslogサービス

DHCP Monitorサービスの障害DHCP MonitorDHCP Monitorサー
ビス（アクティブ

な場合）

CTLProviderサービスの障害CTLProviderCertificate Trust List
サービスの可用性

（アクティブな場

合）
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オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunNameOIDsCisco Unified CM
Release 6.x の機能
サービス

Certificate Authority Proxy
Functionの障害

capfCertificate Authority
Proxy Functionサー
ビスの可用性（ア

クティブな場合）

CCMDirSyncサービスの障害CCMDirSyncDirSyncサービスの
可用性（アクティ

ブな場合）

ホストMIB照会機能が無効host_agent.pl1.3.6.1.2.1.25システムでの
HOST-RESOURCES
MIBアクティベー
ション

MIB2 MIB照会機能が無効mib2_agent.pl1.3.6.1.2.1システムでのMIB2
（RFC1213）アク
ティベーション

SysApp MIB照会機能が無効sapp_agent.pl1.3.6.1.2.1.54システムでの

SYSAPPL-MIBアク
ティベーション

Cisco Unified CM Release 6.x のネットワークサービス
次の表は、Cisco Unified Communications Manager Release 6.xの Cisco Unified Serviceabilityネット
ワークサービスを示します。また、適用可能なHOST-RESOURCES-MIBOID、クリア値、および
オブジェクト応答も示します。

表 141：Cisco Unified CM Release 6.x のネットワークサービスと HOST-RESOURCES-MIB

オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunName OIDsCisco Unified CM
Release 6.x のネット
ワークサービス

CiscoAMCServiceサービスの障
害

amc1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.2Cisco AMC Service
サービス

Cisco CAR Schedulerサービスの
障害

carschlrCisco CARScheduler
サービス
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オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunName OIDsCisco Unified CM
Release 6.x のネット
ワークサービス

Cisco Trace Collectionサービス
の障害

tracecollectionCisco Trace
Collectionサービス

ホストMIB照会機能が無効hostagtシステムでの
HOST-RESOURCES
MIBアクティベー
ション

SysApp MIB照会機能が無効sappagt1.3.6.1.2.1.54システムでの

SYSAPPL-MIBアク
ティベーション

MIB2 MIB照会機能が無効mib2agt1.3.6.1.2.1システムでのMIB2
（RFC1213）アク
ティベーション

システムの SNMP機能が無効snmp_master_age1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.2システムでのSNMP
アクティベーション

SNMP機能が無効snmpdシステムでのSNMP
アクティベーション

Native Adaptor Agent機能が無効naaagtシステムでのNative
Agent Adaptorアク
ティベーション

RIS Data Collectorサービスの障
害

RisDCRIS Data Collector
サービス

CDR Agentサービスの障害cdragentCDRAgentサービス

CDRReplicationサービスの障害cdrrepCDR Replication
サービス

Database Layer Replicationサービ
スの障害

dblrpcDatabase Layer
Replicationサービス

Database Layer Monitorサービス
の障害

dbmonDatabase Layer
Monitorサービス

SSHサービスの障害sshdSSHサービス

Syslogサービスの障害syslogdSyslogサービス
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オブジェクト応答クリア値（肯定スト

リング）

hrSWRunName OIDsCisco Unified CM
Release 6.x のネット
ワークサービス

LicenseManagerサービスの障害CiscoLicenseMgrLicense Manager
サービス

System Backup Masterサービス
の障害

CiscoDRFMasterSystem Backup
Masterサービス

System Backup Localサービスの
障害

CiscoDRFLocalSystemBackup Local
サービス

CDP MIB照会機能が無効cdpAgt1.3.6.1.4.1.9.9.23システムでの

CISCO-CDP-MIBア
クティベーション

CDPサービスの障害cdpdCDPサービス

Certificate Expiry Monitorサービ
スの障害

certM1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.2Certificate Expiry
Monitorサービスの
可用性

Syslogサービスの障害CiscoSyslogSubASyslogサービス

cmoninitデータベースサー

ビス

ホストMIB照会機能が無効host_agent.pl1.3.6.1.2.1.25システムでの
HOST-RESOURCES
MIBアクティベー
ション

Tomcatサービスの障害tomcatTomcatサービス

Log PartitionMonitoring Toolサー
ビスの障害

LpmToolLog Partition
Monitoring Toolサー
ビス

システムの SNMP機能が無効snmpdmシステムでのSNMP
アクティベーション

ホストリソース MIB のトラブルシューティング
トラブルシューティングを行うには、次のログと情報を収集する必要があります。
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• hostagtログファイル。file get activelog /platform/snmp/hostagt/コマンドを実行して
収集します。

• syslogファイル。file get activelog /syslog/コマンドを実行して収集します。

• Master SNMP Agentログファイル。file get activelog /platform/snmp/snmpdm/コマンド
を実行して収集します。

•実行した一連の操作。

ホストリソース MIB の FAQ

HOST-RESOURCES-MIBをプロセスのモニタリングに使用できますか。Q.

HOST-RESOURCES-MIBでは、システムで実行されているプロセスに関する情報をhrSwRunTable
から取得します。ただし、システムで実行されているプロセスがすべてモニタされます。イン

A.

ストールされているシスコ製アプリケーションだけをモニタする必要がある場合は、

SYSAPPL-MIBを使用してください。

HOST-RESOURCES-MIBにマッピングされた RTMTでは、メモリ使用率の値はどのように表
示されますか。

Q.

次の表に、メモリ使用率の値を示します。A.

表 142：メモリ使用率の値

HOST-RESOURCES-MIBRTMT カウンタメモリ使用率

hrStorageUsed.2（この説明は仮想メモリに
なっています）

メモリ\使用されている
スワップのキロバイト数

スワップメモリの使用

率

hrStorageUsed.1（この説明は物理 RAMに
なっています）

メモリ\使用されている
キロバイト数

物理メモリの使用率
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HOST-RESOURCES-MIBRTMT カウンタメモリ使用率

実際の値ではありません。基本的には、

hrStorageUsed.2と hrStorageUsed.1を足し合
わせる必要があります。

負荷の少ないサーバではスワップメモリが

まったく使用されない場合があるため、HR
仮想メモリから 0が返される可能性があり
ます。HR仮想メモリから正しい値が返さ
れていることを検証するには、この値を

RTMTの「メモリ\使用されているスワップ
のキロバイト数」と比較する必要がありま

す。RTMTと HRにおいて「仮想メモリ」
という用語が別々に使用されていることは

あまり適切ではありませんが、これについ

てはご容赦ください。物理メモリの

hrStorageUsedでは、データは使用済み
（バッファ +キャッシュ）という観点で表
示されます。

メモリ\使用されている
仮想メモリのキロバイト

数

物理メモリとスワップ

メモリの使用率の合計

物理メモリのhrStorageUsedは、使用済みに
関するデータ（バッファ +キャッシュ）を
示します。

MIBで公開されている共有メモリの情報
は、
HOST-RESOURCES-MIB::hrStorageDescr.10
= STRING: /dev/shmです。
HOST-RESOURCES-MIBから報告される仮
想メモリは、RTMTではスワップメモリと
見なされているものです。

HOST-RESOURCES-MIBでは、次の式が使
用されます。

• %物理メモリ使用率 =（物理 RAMの
hrStorageUsed + /dev/shmの
hrStorageUsed）/（物理 RAMの
hrStorageSize）

• %使用されている仮想メモリ =（物理
RAMの hrStorageUsed + /dev/shm
hrStorageUsed +仮想メモリの
hrStorageUsed） /（物理 RAMの
hrStorageSize +仮想メモリの
hrStorageSize）
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RTMTで表示されるディスク容量の値と HOST-RESOURCES-MIBのディスク容量の値が異な
るのはなぜですか。

Q.

一般に、dfサイズでは、表示される使用済みディスク容量や使用可能ディスク容量の値は一致
しません。これは、ファイルシステムの予約済みディスクブロックにおける最小空き容量の

A.

割合が原因です。Releases 6.xおよび 7.0システムでの Cisco Unified Communications Managerの
最小空き容量の値は 1%です。このため、表示される使用済みディスク容量の値には、RTMT
と HOST-RESOURCES-MIBとの間で 1%の差異が生じるようになります。

RTMTでは、dfの報告値を使用して使用済みディスク容量の値が表示されます。この値は、
[（合計容量 -使用可能容量） /合計容量] x 100で計算されます。合計容量には最小空き容量も
含まれます。HOST-RESOURCES-MIBでのこの値は、[hrStorageUsed / hrStorageSize] x 100で計
算されます。hrStorageSizeには最小空き容量は含まれません。

hrStorageUsedの値は、ホストエージェントではどのように表示されますか。Q.

物理RAMの hrStorageUsedは、使用済みに関するデータ（バッファ +キャッシュ）を表示する
ために修正されました。ホストエージェントのバージョンが正しいかどうかを確認するには、

A.

show packages active snmpコマンドを使用して、システムにインストールされている snmp-rpm
のバージョンを収集してください。

メモリ容量およびメモリ使用率の値をHOST-RESOURCES-MIBでの値と比較する方法について
教えてください。

HOST-RESOURCES-MIBでは、使用済みのサイズとストレージが hrStorageUnits単位で表され
ます。対象のストレージタイプにおける hrStorageUnitsが 4096バイトの場合、MIB値で照会さ
れた hrStorageUsedまたは hrStorageSizeの値に 4096を掛ける必要があります。たとえば、show
statusコマンドでは、物理 RAMの合計メモリが 4090068Kと表示されます。

physicalRAMストレージタイプのhrStorageUnitsが4096バイトの場合、物理RAMのhrStorageSize
は 1022517と表示されます。これは、4090078Kに相当します（(1022517 x 4096) / 1024 =
4090068K）。

Windowsの場合、HOST-RESOURCES-MIBの hrSWRunNameに対する SNMP照会では、不正な
エントリが断続的に返されます。

Q.

Microsoft社の SNMP拡張エージェント（hostmib.dll）では、HOST-RESOURCE-MIBがサポー
トされています。このため、Microsoft社のサポートがこの問題の解決に役立つ場合がありま
す。問題が解消されない場合、次の点について確認することを推奨します。

A.

• tlist snmp.exeファイルを使用して、hostmib.dllが出力に表示されることを確認する。

• SNMPサービスの開始時に、SNMPからのエラーメッセージまたは警告メッセージがイベ
ントビューアに表示されていないことを確認する。

•使用されているコミュニティストリングが、snmpサービスプロパティで読み取り権限付
きで設定されていることを確認する。

• MSSQL-MIB（MssqlSrvInfoTable）を使用して、sqlプロセスのステータスを確認する。
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プロセスのモニタリングQ.

HOST-RESOURCES-MIBは、システムで実行されているすべてのプロセスに関する情報を
hrSWRunTableから取得します。システムで実行されているすべてのプロセスをモニタする場

A.

合は、このMIBを使用します。インストールされているシスコ製アプリケーションだけをモニ
タする場合は、SYSAPPL-MIB.Disk Spaceおよび RTMTを使用します。

HOST-RESOURCES-MIBで表示される使用済みディスク容量と使用可能ディスク容量の値は、
RTMTで表示されるディスク容量の値と一致しない場合があります。これは、ファイルシステ
ムの予約済みディスクブロックにおける最小空き容量の割合が原因です。6.xおよび 7.0シス
テムでの Cisco Unified Communications Managerの minfree値は 1%のため、RTMTおよび
HOST-RESOURCES-MIBによって表示される使用済みディスク容量の値には 1%の相違があり
ます。

• RTMTでは、dfの報告値を使用して使用済みディスク容量の値が表示されます。この値
は、[（合計容量 -使用可能容量） /合計容量] X 100で計算されます。合計容量には最小空
き容量も含まれます。

• HOST-RESOURCES-MIBでの使用済みディスク容量の値は [hrStorageUsed / hrStorageSize]
X 100で計算されます。hrStorageSizeには最小空き容量は含まれません。

IF-MIB

この IF-MIBは形式が変更されています。このセクションのすべてのMIBを、http://
tools.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseMIB.do?local=en&step=2からダウンロードおよびコンパ
イルします。

（注）

IF-MIBをコンパイルするには、次に示されている順番でMIBをコンパイルする必要があります。

1 SNMPv2-SMI

2 SNMPv2-TC

3 SNMPv2-CONF

4 SNMPv2-MIB

5 IANAifType-MIB

6 RFC1155-SMI

7 RFC-1212

8 SNMPv2-SMI-v1

9 RFC-1215

10 SNMPv2-TC-v1
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11 IF-MIB

さらに、次のファイルをダウンロードします。

• OIDファイル：IF-MIB.oid

IF-MIB の改訂
次の表に、最新の改訂から順にMIBの改訂を示します。

表 143：改訂の履歴

説明内容日付

ネットワークインターフェイスサブレイ

ヤ用の汎用オブジェクトについて記述する

MIBモジュール。このMIBは、MIB-IIの
ifTableのアップデートバージョンであり、
RFC 1229で定義されている拡張機能を備
えています。

インターフェイスMIB WGによって取り
決められた詳細事項であり、RFC 2863と
して公開されています。

更新しました2000/06/14

インターフェイスMIB WGによって行わ
れた改訂であり、RFC 2233で公開されて
います。

改訂しました1996/02/28

RFC1573の一部として公開されています。

::= {mib-2 31}

初版1993/08/11

IF-MIB の定義
次の定義が IF-MIB用にインポートされています。

• MODULE-IDENTITY、OBJECT-TYPE、Counter32、Gauge32、Counter64、Integer32、TimeTicks、
mib-2、NOTIFICATION-TYPE

• SNMPv2-SMIから：TEXTUAL-CONVENTION、DisplayString、PhysAddress、TruthValue、
RowStatus、TimeStamp、AutonomousType、TestAndIncr

• SNMPv2-TCから：MODULE-COMPLIANCE、OBJECT-GROUP、NOTIFICATION-GROUP

• SNMPv2-CONFから：snmpTraps
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• SNMPv2-MIBから：IANAifType

• IANAifType-MIBから

IF-MIB オブジェクト
ifMIBObjects OBJECT IDENTIFIER

::= {ifMIB 1}

interfaces OBJECT IDENTIFIER

::= {mib-2 2}

IF-MIB のテキストの表記法

OwnerStringのセマンティックは、RFC 1271で使用されているものと同じです。（注）
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OwnerString ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT 255a

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This data type is used to model an administratively assigned name of the owner of a resource.This
information is taken from the NVT ASCII character set.It is suggested that this name contain one or
more of the following: ASCII form of the manager station's transport address, management station
name (e.g., domain name), network management personnel's name, location, or phone number.In some
cases the agent itself will be the owner of an entry.In these cases, this string shall be set to a string
starting with agent.

A value which indicates the set of services that this entity may potentially offers.The value is a sum.This
sum initially takes the value zero, Then, for each layer, L, in the range 1 through 7, that this node
performs transactions for, 2 raised to (L - 1) is added to the sum.For example, a node which performs
only routing functions would have a value of 4 (2^(3-1)).In contrast, a node which is a host offering
application services would have a value of 72 (2^(4-1) + 2^(7-1)).Note that in the context of the Internet
suite of protocols, values should be calculated accordingly:

Layer functionality:

• 1—physical (e.g., repeaters)

• 2—datalink/subnetwork (e.g., bridges)

• 3—internet (e.g., supports the IP)

• 4—end-to-end (e.g., supports the TCP)

• 7—applications (e.g., supports the SMTP)

For systems including OSI protocols, layers 5 and 6 may also be counted.

SYNTAX Octet String (SIZE(0..255))

インターフェイスインデックス

インターフェイスインデックスには、ifIndexのセマンティックが格納されます。他のMIBモ
ジュールで定義されたオブジェクトでこれらのセマンティックが必要な場合は、インターフェイ

スインデックスを使用する必要があります。

InterfaceIndex ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT d

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value, greater than zero, for each interface or interface sub-layer in the managed system.It is
recommended that values are assigned contiguously starting from 1.The value for each interface sub-layer
must remain constant at least from one re-initialization of the entity's network management system to
the next re-initialization.

SYNTAX Integer32 (1..2147483647)
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InterfaceIndexOrZero ::= TEXTUAL-CONVENTION

DISPLAY-HINT d

STATUS current

DESCRIPTION

This textual convention is an extension of the InterfaceIndex convention.The latter defines a greater
than zero value used to identify an interface or interface sub-layer in the managed system.This extension
permits the additional value of zero.The value zero is object-specific and must therefore be defined as
part of the description of any object which uses this syntax.Examples of the usage of zero might include
situations where interface was unknown, or when none or all interfaces need to be referenced.

SYNTAX Integer32 (0..2147483647)

ifNumber OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of network interfaces (regardless of their current state) present on this system.

::= { interfaces 1 }

ifTableLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime at the time of the last creation or deletion of an entry in the ifTable.If the
number of entries has been unchanged since the last re-initialization of the local network management
subsystem, then this object contains a zero value.

::= {ifMIBObjects 5}

インターフェイステーブル

インターフェイステーブルには、エンティティのインターフェイスに関する情報が格納されま

す。ネットワークインターフェイスのインターネットワーク層の下位にある各サブレイヤは、イ

ンターフェイスと見なされます。
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ifTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of IfEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A list of interface entries.The number of entries is given by the value of ifNumber.

::= {interfaces 2}

ifEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IfEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry containing management information applicable to a particular interface.

INDEX {ifIndex}

::= {ifTable 1}

IfEntry ::=

SEQUENCE {ifIndex InterfaceIndex, ifDescr DisplayString, ifType IANAifType, ifMtu Integer32,
filespec Gauge32, ifPhysAddress PhysAddress, ifAdminStatus INTEGER, ifOperStatusINTEGER,
ifLastChangeTimeTicks, ifInOctets Counter32, ifInUcastPkts Counter32, ifInNUcastPkts Counter32,
-- deprecated ifInDiscardsCounter32, ifInErrors Counter32, ifInUnknownProtos Counter32, ifOutOctets
Counter32, ifOutUcastPkts Counter32, ifOutNUcastPkts Counter32, -- deprecated ifOutDiscards
Counter32, ifOutErrors Counter32, ifOutQLenGauge32,-- deprecated ifSpecific OBJECT IDENTIFIER
-- deprecated}

ifIndex OBJECT-TYPE

SYNTAX InterfaceIndex

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A unique value, greater than zero, for each interface.It is recommended that values are assigned
contiguously starting from 1.The value for each interface sub-layer must remain constant at least from
one re-initialization of the entity's network management system to the next re-initialization.

::= {ifEntry 1}
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ifDescr OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE (0..255))

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

A textual string containing information about the interface.This string should include the name of the
manufacturer, the product name and the version of the interface hardware/software.

::= {ifEntry 2}

ifType OBJECT-TYPE

SYNTAX IANAifType

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The type of interface.Additional values for ifType are assigned by the Internet Assigned Numbers
Authority (IANA), through updating the syntax of the IANAifType textual convention.

::= {ifEntry 3}

ifMtu OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The size of the largest packet which can be sent/received on the interface, specified in octets.For
interfaces that are used for transmitting network datagrams, this is the size of the largest network
datagram that can be sent on the interface.

::= {ifEntry 4}
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ifSpeed OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An estimate of the interface current bandwidth in bits per second.For interfaces which do not vary in
bandwidth or for those where no accurate estimation can be made, this object should contain the nominal
bandwidth.If the bandwidth of the interface is greater than the maximum value reportable by this object
then this object should report its maximum value (4,294,967,295) and ifHighSpeed must be used to
report the interface speed.For a sub-layer which has no concept of bandwidth, this object should be
zero.

::= {ifEntry 5}

ifPhysAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX PhysAddress

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The interface's address at its protocol sub-layer.For example, for an 802.x interface, this object normally
contains a MAC address.The interface's media-specific MIB must define the bit and byte ordering and
the format of the value of this object.For interfaces which do not have such an address (e.g., a serial
line), this object should contain an octet string of zero length.

::= {ifEntry 6}

ifAdminStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer {up(1), -- ready to pass packets down(2), testing(3) -- in some test mode}

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

The desired state of the interface.The testing(3) state indicates that no operational packets can be
passed.When a managed system initializes, all interfaces start with ifAdminStatus in the down(2)
state.As a result of either explicit management action or per configuration information retained by the
managed system, ifAdminStatus is then changed to either the up(1) or testing(3) states (or remains in
the down(2) state).

::= {if Entry 7}
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ifOperStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {up(1),-- ready to pass packets down(2), testing(3), -- in some test mode
unknown(4), -- status can not be determined -- for some reason. dormant(5), notPresent(6),-- some
component is missing lowerLayerDown(7) -- down due to state of -- lower-layer interface(s)}

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The current operational state of the interface.The testing(3) state indicates that no operational packets
can be passed.If ifAdminStatus is down(2) then ifOperStatus should be down(2).If ifAdminStatus is
changed to up(1) then ifOperStatus should change to up(1) if the interface is ready to transmit and
receive network traffic; it should change to dormant(5) if the interface is waiting for external actions
(such as a serial line waiting for an incoming connection); it should remain in the down(2) state if and
only if there is a fault that prevents it from going to the up(1) state; it should remain in the notPresent(6)
state if the interface has missing (typically, hardware) components.

::= {ifEntry 8}

ifLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime at the time the interface entered its current operational state.If the current state
was entered prior to the last re-initialization of the local network management subsystem, then this
object contains a zero value.

::= {ifEntry 9}

ifInOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of octets received on the interface, including framing characters.Discontinuities in
the value of this counter can occur at re-initialization of the management system, and at other times as
indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 10 }
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ifInUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were not addressed
to a multicast or broadcast address at this sub-layer.Discontinuities in the value of this counter can
occur at re-initialization of the management system, and at other times as indicated by the value of
ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 11 }

ifInNUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were addressed to a
multicast or broadcast address at this sub-layer.Discontinuities in the value of this counter can occur
at re-initialization of the management system, and at other times as indicated by the value of
ifCounterDiscontinuityTime.

This object is deprecated in favour of ifInMulticastPkts and ifInBroadcastPkts.

::= { ifEntry 12 }

ifInDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of inbound packets which were chosen to be discarded even though no errors had been
detected to prevent their being deliverable to a higher-layer protocol.One possible reason for discarding
such a packet could be to free up buffer space.Discontinuities in the value of this counter can occur at
re-initialization of the management system, and at other times as indicated by the value of
ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 13 }
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ifInErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

For packet-oriented interfaces, the number of inbound packets that contained errors preventing them
from being deliverable to a higher-layer protocol.For character-oriented or fixed-length interfaces, the
number of inbound transmission units that contained errors preventing them from being deliverable to
a higher-layer protocol.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 14 }

ifInUnknownProtos OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

For packet-oriented interfaces, the number of packets received via the interface which were discarded
because of an unknown or unsupported protocol.For character-oriented or fixed-length interfaces that
support protocol multiplexing the number of transmission units received via the interface which were
discarded because of an unknown or unsupported protocol.For any interface that does not support
protocol multiplexing, this counter will always be 0.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 15 }

ifOutOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of octets transmitted out of the interface, including framing characters.Discontinuities
in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system, and at other times
as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 16 }
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ifOutUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were not
addressed to a multicast or broadcast address at this sub-layer, including those that were discarded or
not sent.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management
system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 17 }

ifOutNUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were
addressed to a multicast or broadcast address at this sub-layer, including those that were discarded or
not sent.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management
system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

This object is deprecated in favour of ifOutMulticastPkts and ifOutBroadcastPkts.

::= { ifEntry 18 }

ifOutDiscards OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of outbound packets which were chosen to be discarded even though no errors had been
detected to prevent their being transmitted.One possible reason for discarding such a packet could be
to free up buffer space.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the
management system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 19 }
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ifOutErrors OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

For packet-oriented interfaces, the number of outbound packets that could not be transmitted because
of errors.For character-oriented or fixed-length interfaces, the number of outbound transmission units
that could not be transmitted because of errors.Discontinuities in the value of this counter can occur at
re-initialization of the management system, and at other times as indicated by the value of
ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifEntry 20 }

ifOutQLen OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The length of the output packet queue (in packets).

::= { ifEntry 21 }

ifSpecific OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

A reference to MIB definitions specific to the particular media being used to realize the interface.It is
recommended that this value point to an instance of a MIB object in the media-specific MIB, i.e., that
this object have the semantics associated with the InstancePointer textual convention defined in RFC
2579.In fact, it is recommended that the media-specific MIB specify what value ifSpecific should/can
take for values of ifType.If no MIB definitions specific to the particular media are available, the value
should be set to the OBJECT IDENTIFIER { 0 0 }.

::= { ifEntry 22 }

インターフェイステーブルへの拡張

このテーブルは、ifExtnsTableテーブルに置き換わるものです。
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ifXTableOBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of IfXEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A list of interface entries.The number of entries is given by the value of ifNumber.This table contains
additional objects for the interface table.

::= { ifMIBObjects 1 }

ifXEntryOBJECT-TYPE

SYNTAX IfXEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An entry containing additional management information applicable to a particular interface.

AUGMENTS{ ifEntry }

::= { ifXTable 1 }

IfXEntry ::=

SEQUENCE {ifName DisplayString, ifInMulticastPkts Counter32, ifInBroadcastPkts Counter32,
ifOutMulticastPkts Counter32, ifOutBroadcastPkts Counter32, ifHCInOctetsCounter64, ifHCInUcastPkts
Counter64, ifHCInMulticastPkts Counter64, ifHCInBroadcastPkts Counter64, ifHCOutOctets Counter64,
ifHCOutUcastPktsCounter64, ifHCOutMulticastPktsCounter64, ifHCOutBroadcastPktsCounter64,
ifLinkUpDownTrapEnable INTEGER, ifHighSpeed Gauge32, ifPromiscuousMode TruthValue,
ifConnectorPresent TruthValue, ifAlias DisplayString, ifCounterDiscontinuityTime TimeStamp }

ifName OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The textual name of the interface.The value of this object should be the name of the interface as assigned
by the local device and should be suitable for use in commands entered at the device's 'console'.This
might be a text name, such as 'le0' or a simple port number, such as '1', depending on the interface
naming syntax of the device.If several entries in the ifTable together represent a single interface as
named by the device, then each will have the same value of ifName.Note that for an agent which
responds to SNMP queries concerning an interface on some other (proxied) device, then the value of
ifName for such an interface is the proxied device's local name for it.

If there is no local name, or this object is otherwise not applicable, then this object contains a zero-length
string.

::= { ifXEntry 1 }
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ifInMulticastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were addressed to a
multicast address at this sub-layer.For a MAC layer protocol, this includes both Group and Functional
addresses.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management
system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 2 }

ifInBroadcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were addressed to a
broadcast address at this sub-layer.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization
of the management system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 3 }

ifOutMulticastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were
addressed to a multicast address at this sub-layer, including those that were discarded or not sent.For
a MAC layer protocol, this includes both Group and Functional addresses.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 4 }
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ifOutBroadcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were
addressed to a broadcast address at this sub-layer, including those that were discarded or not sent.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 5 }

高キャパシティカウンタオブジェクト

これらのオブジェクトはすべて、基本的な ifTableカウンタの 64ビットバージョンです。これら
のすべてのオブジェクトの基本的なセマンティックは、32ビットバージョンと同じですが、その
構文が 64ビットに拡張されています。

ifHCInOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of octets received on the interface, including framing characters.This object is a 64-bit
version of ifInOctets.Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the
management system, and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 6 }

ifHCInUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were not addressed
to a multicast or broadcast address at this sub-layer.This object is a 64-bit version of ifInUcastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 7 }
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ifHCInMulticastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were addressed to a
multicast address at this sub-layer.For a MAC layer protocol, this includes both Group and Functional
addresses.This object is a 64-bit version of ifInMulticastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 8 }

ifHCInBroadcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The number of packets, delivered by this sub-layer to a higher (sub-)layer, which were addressed to a
broadcast address at this sub-layer.This object is a 64-bit version of ifInBroadcastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 9 }

ifHCOutOctets OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of octets transmitted out of the interface, including framing characters.This object is
a 64-bit version of ifOutOctets.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 10 }
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ifHCOutUcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were not
addressed to a multicast or broadcast address at this sub-layer, including those that were discarded or
not sent.This object is a 64-bit version of ifOutUcastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 11 }

ifHCOutMulticastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were
addressed to a multicast address at this sub-layer, including those that were discarded or not sent.For
aMAC layer protocol, this includes both Group and Functional addresses.This object is a 64-bit version
of ifOutMulticastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 12 }

ifHCOutBroadcastPkts OBJECT-TYPE

SYNTAX Counter64

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The total number of packets that higher-level protocols requested be transmitted, and which were
addressed to a broadcast address at this sub-layer, including those that were discarded or not sent.This
object is a 64-bit version of ifOutBroadcastPkts.

Discontinuities in the value of this counter can occur at re-initialization of the management system,
and at other times as indicated by the value of ifCounterDiscontinuityTime.

::= { ifXEntry 13 }
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ifLinkUpDownTrapEnable OBJECT-TYPE

SYNTAX Integer { enabled(1), disabled(2) }

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

Indicates whether linkUp/linkDown traps should be generated for this interface.By default, this object
should have the value enabled(1) for interfaces which do not operate on 'top' of any other interface (as
defined in the ifStackTable), and disabled(2) otherwise.

::= { ifXEntry 14 }

ifHighSpeed OBJECT-TYPE

SYNTAX Gauge32

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

An estimate of the interface's current bandwidth in units of 1,000,000 bits per second.If this object
reports a value of 'n' then the speed of the interface is somewhere in the range of 'n-500,000' to
'n+499,999'.For interfaces which do not vary in bandwidth or for those where no accurate estimation
can be made, this object should contain the nominal bandwidth.For a sub-layer which has no concept
of bandwidth, this object should be zero.

::= { ifXEntry 15 }

ifPromiscuousMode OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

This object has a value of false(2) if this interface only accepts packets/frames that are addressed to
this station.This object has a value of true(1) when the station accepts all packets/frames transmitted
on the media.The value true(1) is only legal on certain types of media.If legal, setting this object to a
value of true(1) may require the interface to be reset before becoming effective.

The value of ifPromiscuousMode does not affect the reception of broadcast andmulticast packets/frames
by the interface.

::= { ifXEntry 16 }
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ifConnectorPresent OBJECT-TYPE

SYNTAX TruthValue

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

This object has the value 'true(1)' if the interface sublayer has a physical connector and the value 'false(2)'
otherwise.

::= { ifXEntry 17 }

ifAlias OBJECT-TYPE

SYNTAX DisplayString (SIZE(0..64))

MAX-ACCESS read-write

STATUS current

DESCRIPTION

This object is an alias name for the interface as specified by a network manager, and provides a
non-volatile handle for the interface.

On the first instantiation of an interface, the value of ifAlias associated with that interface is the
zero-length string.As and when a value is written into an instance of ifAlias through a network
management set operation, then the agent must retain the supplied value in the ifAlias instance associated
with the same interface for as long as that interface remains instantiated, including across all
re-initializations/reboots of the network management system, including those which result in a change
of the interface's ifIndex value.

An example of the value which a network manager might store in this object for a WAN interface is
the (Telco's) circuit number/identifier of the interface.

Some agents may support write-access only for interfaces having particular values of ifType.An agent
which supports write access to this object is required to keep the value in non-volatile storage, but it
may limit the length of new values depending on how much storage is already occupied by the current
values for other interfaces.

::= { ifXEntry 18 }

ifCounterDiscontinuityTime OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeStamp

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime on the most recent occasion at which any one or more of this interface's
counters suffered a discontinuity.The relevant counters are the specific instances associated with this
interface of any Counter32 or Counter64 object contained in the ifTable or ifXTable.If no such
discontinuities have occurred since the last re-initialization of the local management subsystem, then
this object contains a zero value.

::= { ifXEntry 19 }
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インターフェイススタックグループ

このグループの実装は省略可能ですが、すべてのシステムに実装することを強く推奨します。

ifStackTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of IfStackEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The table containing information on the relationships between the multiple sub-layers of network
interfaces.In particular, it contains information on which sub-layers run 'on top of' which other sub-layers,
where each sub-layer corresponds to a conceptual row in the ifTable.For example, when the sub-layer
with ifIndex value x runs over the sub-layer with ifIndex value y, then this table contains
ifStackStatus.x.y=active.

For each ifIndex value, I, which identifies an active interface, there are always at least two instantiated
rows in this table associated with I. For one of these rows, I is the value of ifStackHigherLayer; for the
other, I is the value of ifStackLowerLayer.(If I is not involved in multiplexing, then these are the only
two rows associated with I.)

For example, two rows exist even for an interface which has no others stacked on top or below it:

• ifStackStatus.0.x=active

• ifStackStatus.x.0=active

::= { ifMIBObjects 2 }

ifStackEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IfStackEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

Information on a particular relationship between two sub-layers, specifying that one sub-layer runs on
'top' of the other sub-layer.Each sub-layer corresponds to a conceptual row in the ifTable.

INDEX { ifStackHigherLayer, ifStackLowerLayer }

::= { ifStackTable 1 }

IfStackEntry ::= SEQUENCE { ifStackHigherLayer InterfaceIndexOrZero, ifStackLowerLayer
InterfaceIndexOrZero, ifStackStatus RowStatus }
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ifStackHigherLayer OBJECT-TYPE

SYNTAX InterfaceIndexOrZero

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The value of ifIndex corresponding to the higher sub-layer of the relationship, i.e., the sub-layer which
runs on 'top' of the sub-layer identified by the corresponding instance of ifStackLowerLayer.If there is
no higher sub-layer (below the internetwork layer), then this object has the value 0.

::= { ifStackEntry 1 }

ifStackLowerLayer OBJECT-TYPE

SYNTAX InterfaceIndexOrZero

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

The value of ifIndex corresponding to the lower sub-layer of the relationship, i.e., the sub-layer which
runs 'below' the sub-layer identified by the corresponding instance of ifStackHigherLayer.If there is no
lower sub-layer, then this object has the value 0.

::= { ifStackEntry 2 }

ifStackStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX RowStatus

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

The status of the relationship between two sub-layers.Changing the value of this object from 'active' to
'notInService' or 'destroy' will likely have consequences up and down the interface stack.Thus, write
access to this object is likely to be inappropriate for some types of interfaces, and many implementations
will choose not to support write-access for any type of interface.

::= { ifStackEntry 3 }
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ifStackLastChange OBJECT-TYPE

SYNTAX TimeTicks

MAX-ACCESS read-only

STATUS current

DESCRIPTION

The value of sysUpTime at the time of the last change of the (whole) interface stack.A change of the
interface stack is defined to be any creation, deletion, or change in value of any instance of
ifStackStatus.If the interface stack has been unchanged since the last re-initialization of the local network
management subsystem, then this object contains a zero value.

::= { ifMIBObjects 6 }

汎用受信アドレステーブル

このオブジェクトグループは、複数のアドレスにアドレス指定されているパケットまたはフレー

ムを受信できる、すべてのタイプのインターフェイスに必須です。このテーブルは ifExtnsRcvAddr
テーブルに代わるものです。主な違いは、このテーブルでは RowStatusのテキストの表記法を使
用していますが、ifExtnsRcvAddrではこの表記法を使用していない点です。

ifRcvAddressTable OBJECT-TYPE

SYNTAX Sequence of IfRcvAddressEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

This table contains an entry for each address (broadcast, multicast, or uni-cast) for which the system
will receive packets/frames on a particular interface, except as follows:

• For an interface operating in promiscuous mode, entries are only required for those addresses for
which the system would receive frames were it not operating in promiscuous mode.

• For 802.5 functional addresses, only one entry is required, for the address which has the functional
address bit ANDed with the bit mask of all functional addresses for which the interface will accept
frames.

A system is normally able to use any unicast address which corresponds to an entry in this table
as a source address.

::= { ifMIBObjects 4 }
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ifRcvAddressEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IfRcvAddressEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

A list of objects identifying an address for which the systemwill accept packets/frames on the particular
interface identified by the index value ifIndex.

INDEX { ifIndex, ifRcvAddressAddress }

::= { ifRcvAddressTable 1 }

IfRcvAddressEntry ::= SEQUENCE { ifRcvAddressAddress PhysAddress,
ifRcvAddressStatusRowStatus, ifRcvAddressType INTEGER }

ifRcvAddressAddress OBJECT-TYPE

SYNTAX PhysAddress

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS current

DESCRIPTION

An address for which the system will accept packets/frames on this entry's interface.

::= { ifRcvAddressEntry 1 }

ifRcvAddressStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX RowStatus

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

This object is used to create and delete rows in the ifRcvAddressTable.

::= { ifRcvAddressEntry 2 }
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ifRcvAddressType OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER {other(1), volatile(2), nonVolatile(3) }

MAX-ACCESS read-create

STATUS current

DESCRIPTION

This object has the value nonVolatile(3) for those entries in the table which are valid and will not be
deleted by the next restart of the managed system.Entries having the value volatile(2) are valid and
exist, but have not been saved, so that will not exist after the next restart of the managed system.Entries
having the value other(1) are valid and exist but are not classified as to whether they will continue to
exist after the next restart.

DEFVAL { volatile }

::= { ifRcvAddressEntry 3 }

インターフェイス関連のトラップの定義

linkDown NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS { ifIndex, ifAdminStatus, ifOperStatus }

STATUS current

DESCRIPTION

A linkDown trap signifies that the SNMP entity, acting in an agent role, has detected that the ifOperStatus
object for one of its communication links is about to enter the down state from some other state (but
not from the notPresent state).This other state is indicated by the included value

of ifOperStatus.

::= { snmpTraps 3 }

linkUp NOTIFICATION-TYPE

OBJECTS { ifIndex, ifAdminStatus, ifOperStatus }

STATUS current

DESCRIPTION

A linkUp trap signifies that the SNMP entity, acting in an agent role, has detected that the ifOperStatus
object for one of its communication links left the down state and transitioned into some other state (but
not into the notPresent state).This other state is indicated by the included value of ifOperStatus.

::= { snmpTraps 4 }

IF-MIB 適合情報
ifConformance OBJECT IDENTIFIER

::= { ifMIB 2 }
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ifGroups OBJECT IDENTIFIER

::= { ifConformance 1 }

ifCompliances OBJECT IDENTIFIER

::= { ifConformance 2 }

IF-MIB 準拠宣言
ifCompliance3 MODULE-COMPLIANCE

STATUS current

DESCRIPTION

The compliance statement for SNMP entities which have network interfaces.

MODULE -- this module

MANDATORY-GROUPS { ifGeneralInformationGroup, linkUpDownNotificationsGroup }

The groups:

• ifFixedLengthGroup

• ifHCFixedLengthGroup

• ifPacketGroup

• ifHCPacketGroup

• ifVHCPacketGroup

Mutually exclusive; at most one of these groups is implemented for a particular interface.When any of these
groups is implemented for a particular interface, then ifCounterDiscontinuityGroupmust also be implemented
for that interface.

GROUP ifFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for those network interfaces which are character-oriented or transmit data in
fixed-length transmission units, and for which the value of the corresponding instance of ifSpeed is less than
or equal to 20,000,000 bits/second.

GROUP ifHCFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for those network interfaces which are character-oriented or transmit data in
fixed-length transmission units, and for which the value of the corresponding instance of ifSpeed is greater
than 20,000,000 bits/second.

GROUP ifPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for those network interfaces which are packet-oriented, and for which the value of
the corresponding instance of ifSpeed is less than or equal to 20,000,000 bits/second.
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GROUP ifHCPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are packet-oriented and for which the value
of the corresponding instance of ifSpeed is greater than 20,000,000 bits/second but less than or equal to
650,000,000 bits/second.

GROUP ifVHCPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are packet-oriented and for which the value
of the corresponding instance of ifSpeed is greater than 650,000,000 bits/second.

GROUP ifCounterDiscontinuityGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for those network interfaces that are required to maintain counters (i.e., those for
which one of the ifFixedLengthGroup, ifHCFixedLengthGroup, ifPacketGroup, ifHCPacketGroup, or
ifVHCPacketGroup is mandatory).

GROUP ifRcvAddressGroup

DESCRIPTION

The applicability of this group MUST be defined by the media-specific MIBs.Media-specific MIBs must
define the exact meaning, use, and semantics of the addresses in this group.

OBJECT ifLinkUpDownTrapEnable

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT ifPromiscuousMode

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT ifAdminStatus

SYNTAX INTEGER { up(1), down(2) }

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required, nor is support for the value testing(3).

OBJECT ifAlias

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

::= { ifCompliances 3 }
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IF-MIB 適合単位
ifGeneralInformationGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifIndex, ifDescr, ifType, ifSpeed, ifPhysAddress, ifAdminStatus, ifOperStatus, ifLastChange,
ifLinkUpDownTrapEnable, ifConnectorPresent, ifHighSpeed, ifName, ifNumber, ifAlias,
ifTableLastChange }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information applicable to all network interfaces.

::= { ifGroups 10 }

次の 5つのグループは相互に排他的です。これらのグループの 1つだ
けがいずれかのインターフェイスに実装されます。

（注）

• ifFixedLengthGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifInOctets, ifOutOctets, ifInUnknownProtos, ifInErrors, ifOutErrors }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to non-high speed (non-high speed interfaces
transmit and receive at speeds less than or equal to 20,000,000 bits/second) character-oriented or
fixed-length-transmission network interfaces.

::= { ifGroups 2 }

ifHCFixedLengthGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifHCInOctets, ifHCOutOctets, ifInOctets, ifOutOctets, ifInUnknownProtos, ifInErrors,
ifOutErrors }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to high speed (greater than 20,000,000 bits/second)
character-oriented or fixed-length-transmission network interfaces.

::= { ifGroups 3 }
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ifPacketGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifInOctets, ifOutOctets, ifInUnknownProtos, ifInErrors, ifOutErrors, ifMtu, ifInUcastPkts,
ifInMulticastPkts, ifInBroadcastPkts, ifInDiscards, ifOutUcastPkts, ifOutMulticastPkts,
ifOutBroadcastPkts, ifOutDiscards, ifPromiscuousMode }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to non-high speed (non-high speed interfaces
transmit and receive at speeds less than or equal to 20,000,000 bits/second) packet-oriented network
interfaces.

::= { ifGroups 4 }

ifHCPacketGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifHCInOctets, ifHCOutOctets, ifInOctets, ifOutOctets, ifInUnknownProtos, ifInErrors,
ifOutErrors, ifMtu, ifInUcastPkts, ifInMulticastPkts, ifInBroadcastPkts, ifInDiscards, ifOutUcastPkts,
ifOutMulticastPkts, ifOutBroadcastPkts, ifOutDiscards, ifPromiscuousMode }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to high speed (greater than 20,000,000 bits/second
but less than or equal to 650,000,000 bits/second) packet-oriented network interfaces.

::= { ifGroups 5 }

ifVHCPacketGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifHCInUcastPkts, ifHCInMulticastPkts, ifHCInBroadcastPkts, ifHCOutUcastPkts,
ifHCOutMulticastPkts, ifHCOutBroadcastPkts, ifHCInOctets, ifHCOutOctets, ifInOctets, ifOutOctets,
ifInUnknownProtos, ifInErrors, ifOutErrors, ifMtu, ifInUcastPkts, ifInMulticastPkts, ifInBroadcastPkts,
ifInDiscards, ifOutUcastPkts, ifOutMulticastPkts, ifOutBroadcastPkts, ifOutDiscards,
ifPromiscuousMode }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to higher speed (greater than 650,000,000
bits/second) packet-oriented network interfaces.

::= { ifGroups 6 }

ifRcvAddressGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifRcvAddressStatus, ifRcvAddressType }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information on the multiple addresses which an interface receives.

::= { ifGroups 7 }
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ifStackGroup2OBJECT-GROUP

OBJECTS { ifStackStatus, ifStackLastChange }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information on the layering of MIB-II interfaces.

::= { ifGroups 11 }

ifCounterDiscontinuityGroup OBJECT-GROUP

OBJECTS { ifCounterDiscontinuityTime }

STATUS current

DESCRIPTION

A collection of objects providing information specific to interface counter discontinuities.

::= { ifGroups 13 }

linkUpDownNotificationsGroup NOTIFICATION-GROUP

NOTIFICATIONS { linkUp, linkDown }

STATUS current

DESCRIPTION

The notifications which indicate specific changes in the value of ifOperStatus.

::= { ifGroups 14 }

IF-MIB の非推奨の定義 - オブジェクト

インターフェイステストテーブル

このオブジェクトグループはオプションであり、推奨されていません。ただし、メディア固有の

MIBではこのグループの実装が必須の場合があります。このテーブルは ifExtnsTestTableに代わる
ものです。
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ifTestTable OBJECT-TYPE
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SYNTAX SEQUENCE OF IfTestEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This table contains one entry per interface.It defines objects which allow a network manager to instruct
an agent to test an interface for various faults.Tests for an interface are defined in the media-specific
MIB for that interface.After invoking a test, the object ifTestResult can be read to determine the
outcome.If an agent cannot perform the test, ifTestResult is set to so indicate.The object ifTestCode
can be used to provide further test-specific or interface-specific (or even enterprise-specific) information
concerning the outcome of the test.Only one test can be in progress on each interface at any one time.If
one test is in progress when another test is invoked, the second test is rejected.Some agents may reject
a test when a prior test is active on another interface.

Before starting a test, a manager-station must first obtain 'ownership' of the entry in the ifTestTable for
the interface to be tested.This is accomplished with the ifTestId and ifTestStatus objects as follows:

try_again:

get (ifTestId, ifTestStatus)

while (ifTestStatus != notInUse)

/*

* Loop while a test is running or some other

* manager is configuring a test.

*/

short delay

get (ifTestId, ifTestStatus)

}

/*

* Is not being used right now -- let's compete

* to see who gets it.

*/

lock_value = ifTestId

if ( set(ifTestId = lock_value, ifTestStatus = inUse,

ifTestOwner = 'my-IP-address') == FAILURE)

/*

* Another manager got the ifTestEntry -- go

* try again

*/

goto try_again;

/*

* I have the lock
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*/

set up any test parameters.

/*

* This starts the test

*/

set(ifTestType = test_to_run);

Wait for test completion by polling ifTestResult when test completes, agent sets ifTestResult agent also
sets ifTestStatus = 'notInUse' retrieve any additional test results, and ifTestId if (ifTestId ==
lock_value+1) results are valid.

Amanager station first retrieves the value of the appropriate ifTestId and ifTestStatus objects, periodically
repeating the retrieval if necessary, until the value of ifTestStatus is 'notInUse'.The manager station
then tries to set the same ifTestId object to the value it just retrieved, the same ifTestStatus object to
'inUse', and the corresponding ifTestOwner object to a value indicating itself.If the set operation succeeds
then the manager has obtained ownership of the ifTestEntry, and the value of the ifTestId object is
incremented by the agent (per the semantics of TestAndIncr).Failure of the set operation indicates that
some other manager has obtained ownership of the ifTestEntry.

Once ownership is obtained, any test parameters can be setup, and then the test is initiated by setting
ifTestType.On completion of the test, the agent sets ifTestStatus to 'notInUse'.Once this occurs, the
manager can retrieve the results.In the (rare) event that the invocation of tests by two network managers
were to overlap, then there would be a possibility that the first test's results might be overwritten by
the second test's results prior to the first results being read.This unlikely circumstance can be detected
by a network manager retrieving ifTestId at the same time as retrieving the test results, and ensuring
that the results are for the desired request.

If ifTestType is not set within an abnormally long period of time after ownership is obtained, the agent
should time-out the manager, and reset the value of the ifTestStatus object back to 'notInUse'.It is
suggested that this time-out period be 5 minutes.

In general, a management station must not retransmit a request to invoke a test for which it does not
receive a response; instead, it properly inspects an agent's MIB to determine if the invocation was
successful.Only if the invocation was unsuccessful, is the invocation request retransmitted.

Some tests may require the interface to be taken off-line in order to execute them, or may even require
the agent to reboot after completion of the test.In these circumstances, communication with the
management station invoking the test may be lost until after completion of the test.An agent is not
required to support such tests.However, if such tests are supported, then the agent should make every
effort to transmit a response to the request which invoked the test prior to losing communication.When
the agent is restored to normal service, the results of the test are properly made available in the
appropriate objects.

Note that this requires that the ifIndex value assigned to an interface must be unchanged even if the
test causes a reboot.An agent must reject any test for which it cannot, perhaps due to resource constraints,
make available at least the minimum amount of information after that test completes.

::= { ifMIBObjects 3 }
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ifTestEntry OBJECT-TYPE

SYNTAX IfTestEntry

MAX-ACCESS not-accessible

STATUS deprecated

DESCRIPTION

An entry containing objects for invoking tests on an interface.

AUGMENTS { ifEntry }

::= { ifTestTable 1 }

IfTestEntry ::=

SEQUENCE { ifTestId TestAndIncr, ifTestStatus INTEGER, ifTestType AutonomousType, ifTestResult
INTEGER, ifTestCode OBJECT IDENTIFIER, ifTestOwnerOwnerString }

ifTestId OBJECT-TYPE

SYNTAX TestAndIncr

MAX-ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This object identifies the current invocation of the interface's test.

::= { ifTestEntry 1 }

ifTestStatus OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { notInUse(1), inUse(2) }

MAX-ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This object indicates whether or not some manager currently has the necessary 'ownership' required to
invoke a test on this interface.A write to this object is only successful when it changes its value from
'notInUse(1)' to 'inUse(2)'.After completion of a test, the agent resets the value back to 'notInUse(1)'.

::= { ifTestEntry 2 }
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ifTestType OBJECT-TYPE

SYNTAX AutonomousType

MAX-ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

A control variable used to start and stop operator-initiated interface tests.Most OBJECT IDENTIFIER
values assigned to tests are defined elsewhere, in association with specific types of interface.However,
this document assigns a value for a full-duplex loopback test, and defines the special meanings of the
subject identifier:

noTest OBJECT IDENTIFIER ::= { 0 0 }

When the value noTest is written to this object, no action is taken unless a test is in progress, in which
case the test is aborted.Writing any other value to this object is only valid when no test is currently in
progress, in which case the indicated test is initiated.

When read, this object always returns the most recent value that ifTestType was set to.If it has not been
set since the last initialization of the network management subsystem on the agent, a value of noTest
is returned.

::= { ifTestEntry 3 }

ifTestResult OBJECT-TYPE

SYNTAX INTEGER { none(1), -- no test yet requested success(2), inProgress(3), notSupported(4),
unAbleToRun(5), -- due to state of system aborted(6), failed(7) }

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This object contains the result of the most recently requested test, or the value none(1) if no tests have
been requested since the last reset.Note that this facility provides no provision for saving the results of
one test when starting another, as could be required if used by multiple managers concurrently.

::= { ifTestEntry 4 }

ifTestCode OBJECT-TYPE

SYNTAX OBJECT IDENTIFIER

MAX-ACCESS read-only

STATUS deprecated

DESCRIPTION

This object contains a code which contains more specific information on the test result, for example
an error-code after a failed test.Error codes and other values this object may take are specific to the
type of interface and/or test.The value may have the semantics of either the AutonomousType or
InstancePointer textual conventions as defined in RFC 2579.The identifier is testCodeUnknownOBJECT
IDENTIFIER ::= { 0 0 } and defined for use if no additional result code is available.

::= { ifTestEntry 5 }
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ifTestOwner OBJECT-TYPE

SYNTAX OwnerString

MAX-ACCESS read-write

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The entity which currently has the 'ownership' required to invoke a test on this interface.

::= { ifTestEntry 6 }

IF-MIB の非推奨の定義 - グループ
ifGeneralGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifDescr, ifType, ifSpeed, ifPhysAddress, ifAdminStatus, ifOperStatus, ifLastChange,
ifLinkUpDownTrapEnable, ifConnectorPresent, ifHighSpeed, ifName }

STATUS deprecated

DESCRIPTION

A collection of objects deprecated in favour of ifGeneralInformationGroup.

::= { ifGroups 1 }

ifTestGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifTestId, ifTestStatus, ifTestType, ifTestResult, ifTestCode, ifTestOwner }

STATUS deprecated

DESCRIPTION

A collection of objects providing the ability to invoke tests on an interface.

::= { ifGroups 8 }

ifStackGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifStackStatus }

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The previous collection of objects providing information on the layering of MIB-II interfaces.

::= { ifGroups 9 }
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ifOldObjectsGroupOBJECT-GROUP

OBJECTS { ifInNUcastPkts, ifOutNUcastPkts, ifOutQLen, ifSpecific }

STATUS deprecated

DESCRIPTION

The collection of objects deprecated from the original MIB-II interfaces group.

::= { ifGroups 12 }
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IF-MIB の非推奨の定義 - コンプライアンス
ifCompliance MODULE-COMPLIANCE
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STATUS deprecated

DESCRIPTION

A compliance statement defined in a previous version of this MIB module, for SNMP entities which
have network interfaces.

MODULE -- this module

MANDATORY-GROUPS { ifGeneralGroup, ifStackGroup }

GROUP ifFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for all network interfaces which are character-oriented or transmit data in
fixed-length transmission units.

GROUP ifHCFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are character-oriented or transmit
data in fixed-length transmission units, and for which the value of the corresponding instance of ifSpeed
is greater than 20,000,000 bits/second.

GROUP ifPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for all network interfaces which are packet-oriented.

GROUP ifHCPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are packet-oriented and for which the
value of the corresponding instance of ifSpeed is greater than 650,000,000 bits/second.

GROUP ifTestGroup

DESCRIPTION

This group is optional.Media-specific MIBs which require interface tests are strongly encouraged to
use this group for invoking tests and reporting results.A medium specific MIB which has mandatory
tests may make implementation of this group mandatory.

GROUP ifRcvAddressGroup

DESCRIPTION

The applicability of this group MUST be defined by the media-specific MIBs.Media-specific MIBs
must define the exact meaning, use, and semantics of the addresses in this group.

OBJECT ifLinkUpDownTrapEnable

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT ifPromiscuousMode

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION
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Write access is not required.

OBJECT ifStackStatus

SYNTAX INTEGER { active(1) } -- subset of RowStatus

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required, and only one of the six enumerated values for the RowStatus textual
convention need be supported, specifically: active(1).

OBJECT ifAdminStatus

SYNTAX INTEGER { up(1), down(2) }

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required, nor is support for the value testing(3).

::= { ifCompliances 1 }
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ifCompliance2 MODULE-COMPLIANCE
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STATUS deprecated

DESCRIPTION

A compliance statement defined in a previous version of this MIB module, for SNMP entities which
have network interfaces.

MODULE -- this module

MANDATORY-GROUPS { ifGeneralInformationGroup, ifStackGroup2, ifCounterDiscontinuityGroup
}

GROUP ifFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for all network interfaces which are character-oriented or transmit data in
fixed-length transmission units.

GROUP ifHCFixedLengthGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are character-oriented or transmit
data in fixed-length transmission units, and for which the value of the corresponding instance of ifSpeed
is greater than 20,000,000 bits/second.

GROUP ifPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory for all network interfaces which are packet-oriented.

GROUP ifHCPacketGroup

DESCRIPTION

This group is mandatory only for those network interfaces which are packet-oriented and for which the
value of the corresponding instance of ifSpeed is greater than 650,000,000 bits/second.

GROUP ifRcvAddressGroup

DESCRIPTION

The applicability of this group MUST be defined by the media-specific MIBs.Media-specific MIBs
must define the exact meaning, use, and semantics of the addresses in this group.

OBJECT ifLinkUpDownTrapEnable

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT ifPromiscuousMode

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

OBJECT ifStackStatus

SYNTAX INTEGER { active(1) } -- subset of RowStatus

MIN-ACCESS read-only
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DESCRIPTION

Write access is not required, and only one of the six enumerated values for the RowStatus textual
convention need be supported, specifically: active(1).

OBJECT ifAdminStatus

SYNTAX INTEGER { up(1), down(2) }

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required, nor is support for the value testing(3).

OBJECT ifAlias

MIN-ACCESS read-only

DESCRIPTION

Write access is not required.

::= { ifCompliances 2 }
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第 8 章

ベンダー固有の管理情報ベース

この章では、Cisco Unified Communications Manager（Cisco Unified CM）でサポートされ、簡易
ネットワーク管理プロトコル（SNMP）で使用されるベンダー固有の管理情報ベース（MIB）テ
キスト文書について説明します。

• ベンダー固有の管理情報ベース, 1089 ページ

• サポートされるサーバ - Cisco Unified CMリリース, 1089 ページ

• IBMのMIB, 1116 ページ

• Hewlett PackardのMIB, 1120 ページ

• IntelのMIB, 1128 ページ

ベンダー固有の管理情報ベース
この章で扱うMIBは、ベンダーやモデル番号に応じて、さまざまなCiscoMediaConvergenceServer
（MCS）に存在します。これらのMIBは、ベンダーから提供された標準のMIBブラウザを使用
して照会できます。次の URLにアクセスしてください。

• HPの場合は、http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/index.html to download
HP SIMにアクセスして HP SIMをダウンロードしてください。

• IBMの場合は、http://www-03.ibm.com/systems/management/director/index.html to download IBM
Systems Directorにアクセスして IBM Systems Directorをダウンロードしてください。

サポートされるサーバ - Cisco Unified CM リリース
この項では、MIBとCisco Unified CMReleaseでサポートされるサーバモデルとサポートされない
サーバモデルの一覧を示します。
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関連トピック

CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10.0(1)でサポートされるサーバ, （1090ページ）
Cisco Unified CMリリース 9.5(1)でサポートされるサーバ, （1090ページ）
Cisco Unified CMリリース 8.5(1)でサポートされるサーバ, （1092ページ）
Cisco Unified CM Release 8.0(2)でサポートされるサーバ, （1095ページ）
Cisco Unified CM Release 8.0(1)でサポートされるサーバ, （1097ページ）
Cisco Unified CMリリース 7.1(2)でサポートされるサーバ, （1102ページ）
Cisco Unified CM Release 7.1(1)でサポートされるサーバ, （1104ページ）
Cisco Unified CMリリース 7.0(1)でサポートされるサーバ, （1106ページ）
Cisco Unified CMリリース 6.1(3)でサポートされるサーバ, （1108ページ）
Cisco Unified CMリリース 6.1でサポートされるサーバ, （1111ページ）
Cisco Unified CMリリース 6.0でサポートされるサーバ, （1114ページ）

Cisco Unified Communications Manager リリース 10.0(1) でサポートされ
るサーバ

リリース 10.0(1)以降では、シスコはCiscoUnified CommunicationsManager（Unified Communications
Manager）や Cisco Unified Computing Systemサーバ上か、シスコ認定サードパーティサーバ設定
の展開のみを仮想化します。リリース 10.0(1)以降では、シスコは Cisco Media Convergence Server
サーバでの Unified Communications Managerの展開をサポートしません。

仮想化環境での Unified Communications Managerの展開の詳細については、次を参照してくださ
い。

http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_in_a_Virtualized_Environment.

Cisco Unified CM リリース 9.5(1) でサポートされるサーバ

表 144：Cisco Unified CM Release 9.5(1) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 9.5(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7835-H2-IPC2• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7825-I4-IPC1
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Cisco Unified CM Release 9.5(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7845-H2-IPC2• MCS-7825-I5-IPC1

• MCS-7825-I6-IPC1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7828-I5-SS1

• MCS-7835-I3-IPC1

• MCS-7845-I3-IPC1

• MCS-7845-I4-IPC1

Cisco Unified CM リリース 9.5(1) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7825-I5-IPC1

• MCS-7825-I6-IPC1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7828-I5-SS1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7825-I5-IPC1
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• MCS-7825-I6-IPC1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7828-I5-SS1

• MCS-7835-I3-IPC1

• MCS-7845-I3-IPC1

• MCS-7845-I4-IPC1

IBM-SYSTEM-STORAGE MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

HP-CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2

• MCS-7845-H2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC2

Cisco Unified CM リリース 8.5(1) でサポートされるサーバ

表 145：Cisco Unified CM Release 8.5(1) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 8.5(1)

Cisco Unified Computing SystemHP サーバモデルIBM サーバモデル

• UCS B200 M1• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• UCS C210 M1• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

—
• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

—
• MCS-7825-H4-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1

—
• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I4-IPC1

—
• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7825-I5-IPC1
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Cisco Unified CM Release 8.5(1)

Cisco Unified Computing SystemHP サーバモデルIBM サーバモデル

—
• MCS-7835-H2-IPC2• MCS-7828-I3-SS1

—
• DL380G6（単一の E5504 CPU）• MCS-7828-I4-SS1

—
• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7828-I5-SS1

—
• MCS-7845-H2-IPC2• MCS-7835-I2-IPC1

—
• DL380G6（単一の E5540 CPU）• MCS-7835-I2-IPC2

——
• MCS-7835-I3-IPC1

——
• MCS-7845-I2-IPC1

——
• MCS-7845-I2-IPC2

——
• MCS-7845-I3-IPC1

Cisco Unified CM リリース 8.5(1) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7825-I5-IPC1
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• MCS-7828-I3-SS1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7828-I5-SS1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7825-I5-IPC1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7828-I5-SS1

• MCS-7835-I3-IPC1

• MCS-7845-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-STORAGE-MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7816-I5-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-SS1

• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7835-I2-IPC2

• MCS-7845-I2-IPC1

• MCS-7845-I2-IPC2

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7825-H4-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1
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• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2

• DL380G6（単一の E5504 CPU）

• MCS-7845-H2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC2

• DL380G6（単一の E5540 CPU）

Cisco Unified CM Release 8.0(2) でサポートされるサーバ

表 146：Cisco Unified CM Release 8.0(2) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 8.0(2)

Cisco Unified Computing SystemHP サーバモデルIBM サーバモデル

• UCS B200 M1• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I2-IPC1

—
• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

—
• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

—
• MCS-7825-H4-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

—
• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1

—
• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7825-I4-IPC1

—
• MCS-7835-H2-IPC2• MCS-7828-I3-SS1

—
• DL380G6（単一の E5504
CPU）

• MCS-7828-I4-SS1

—
• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1

—
• MCS-7845-H2-IPC2• MCS-7835-I2-IPC2
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Cisco Unified CM Release 8.0(2)

Cisco Unified Computing SystemHP サーバモデルIBM サーバモデル

—
• DL380G6（単一の E5540
CPU）

• MCS-7835-I3-IPC1

——
• MCS-7845-I2-IPC1

——
• MCS-7845-I2-IPC2

——
• MCS-7845-I3-IPC1

Cisco Unified CM リリース 8.0(2) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7828-I3-SS1

• MCS-7828-I4-SS1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7828-I4-SS1

• MCS-7835-I3-IPC1

• MCS-7845-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-STORAGE-MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。
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• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-SS1

• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7835-I2-IPC2

• MCS-7845-I2-IPC1

• MCS-7845-I2-IPC2

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7825-H4-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2

• DL380G6（単一の E5504 CPU）

• MCS-7845-H2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC2

• DL380G6（単一の E5540 CPU）

Cisco Unified CM Release 8.0(1) でサポートされるサーバ

表 147：Cisco Unified CM Release 8.0(1) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 8.0(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC14• MCS-7815-I2-IPC13

• MCS-7825-H2-IPC16• MCS-7816-I3-IPC15
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Cisco Unified CM Release 8.0(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7825-H2-IPC28• MCS-7816-I4-IPC17

• MCS-7825-H3-IPC110• MCS-7825-I2-IPC19

• MCS-7825-H4-IPC112• MCS-7825-I2-IPC211

• MCS-7828-H3• MCS-7825-I3-IPC113

• MCS-7835-H2-IPC115• MCS-7825-I4-IPC114

• MCS-7835-H2-IPC216• MCS-7828-I3

• MCS-7845-H2-IPC117• MCS-7828-I4

• MCS-7845-H2-IPC219• MCS-7835-I2-IPC118

—
• MCS-7835-I2-IPC220

—
• MCS-7835-I3-IPC121

—
• MCS-7845-I2-IPC122

—
• MCS-7845-I2-IPC223

—
• MCS-7845-I3-IPC124

3
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。
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4
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

5
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

6
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

7
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

8
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

9
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

10
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

11
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

12
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

13
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

14
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

15
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

16
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

17
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

18
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

19
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

20
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

21
サポートされますが、CiscoUnified CommunicationsManager（CallManager）4.0以降を実行するサーバの要件は、CiscoMCS 7815、MCS7816、
MCS 7825、およびMCS 7835の場合は 2 GB以上、Cisco MCS 7845の場合は 4 GB以上のメモリです。

22
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。
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23
サポートされますが、Cisco Unified Communications Manager 6.1以降の要件は、MCS 7815/16/25/35の場合は 2 GB以上、MCS 7845の場合は 4
GB以上のメモリ、ハードドライブ容量は 72/80 GB以上です。そのため、古いサポート対象サーバを新しいソフトウェアバージョンで使用
するには、メモリとハードドライブのアップグレードが必須です。

24
サポートされますが、CiscoUnified CommunicationsManager（CallManager）4.0以降を実行するサーバの要件は、CiscoMCS 7815、MCS7816、
MCS 7825、およびMCS 7835の場合は 2 GB以上、Cisco MCS 7845の場合は 4 GB以上のメモリです。

製品のサポート終了通知については、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_
eol_notices_list.htmlを参照してください。

（注）

Cisco Unified CM リリース 8.0(1) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1

• MCS-7828-I4-IPC1

IBM-SYSTEM-STORAGE-MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1
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• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7835-I2-IPC2

• MCS-7845I-3.0-IPC1

• MCS-7845-I1-IPC1

• MCS-7845-I2-IPC1

• MCS-7845-I2-IPC2

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H4-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7825-H4-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1

• MCS-7835H-3.0-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2

• MCS-7845H-3.0-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC2

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。
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• MCS-7825H-3.0-IPC1

Cisco Unified CM リリース 7.1(2) でサポートされるサーバ

表 148：Cisco Unified CM Release 7.1(2) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 7.1(2)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7816-H4-IPC1/CCX1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-H4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7825-I4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2• MCS-7835I-3.0-IPC1
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Cisco Unified CM Release 7.1(2)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7835-I2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2

• MCS-7845-H2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS• MCS-7845I-3.0-IPC1

—
• MCS-7845-I1-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2

Cisco Unified CM リリース 7.1(2) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。
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• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-3.0-IPC1

Cisco Unified CM Release 7.1(1) でサポートされるサーバ

表 149：Cisco Unified CM Release 7.1(1) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 7.1(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7816-H4-IPC1/CCX1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-H4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1
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Cisco Unified CM Release 7.1(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7825-I4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7835-I2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2

• MCS-7845-H2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2• MCS-7845I-3.0-IPC1

—
• MCS-7845-I1-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC2/CCE2/CCX2/RC2/ECS2

Cisco Unified CM リリース 7.1(1) の適用外の MIB
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

• MCS-7825I-3.0-IPC1
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• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7825-I4-IPC1/CCE1/CCX1/ECS1/RC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7816-I4-IPC1/CCX1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-3.0-IPC1

Cisco Unified CM リリース 7.0(1) でサポートされるサーバ

表 150：Cisco Unified CM Release 7.0(1) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 7.0(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I1-IPC1
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Cisco Unified CM Release 7.0(1)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1/IPC2

—
• MCS-7845I-3.0-IPC1

—
• MCS-7845-I1-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC1/IPC2

—
• MCS-7815-I1-IPC1

IBM Model MCS-7835I-2.4-EVV1は、このリリースでサポートが終了しました。（注）

HP MCS-7825H-2.2-EVV1、MCS-7835H-2.4-EVV1、およびMCS-7845H-2.4-EVV1は、このリ
リースでサポートが終了しました。

（注）

Cisco Unified CM リリース 7.0(1) MIB でサポートされていないサーバ
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。
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• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-3.0-IPC1

Cisco Unified CM リリース 6.1(3) でサポートされるサーバ

表 151：Cisco Unified CM Release 6.1(3) で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 6.1(3)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7825H-2.2-EVV1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1
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Cisco Unified CM Release 6.1(3)

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7828-H4-BE• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7835H-2.4-EVV1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7828-I4-BE

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7835I-2.4-EVV1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1/IPC2

• MCS-7845-H1-IPC1• MCS-7845I-3.0-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7845-I1-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC1/IPC2

Cisco Unified CM リリース 6.1(3) MIB でサポートされていないサーバ
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1
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• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7828-I4-BE

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H3-IPC1

• MCS-7825H-2.2-EVV1

• MCS-7825H-3.0-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1

• MCS-7828-H4-BE

• MCS-7835H-2.4-EVV1

• MCS-7835H-3.0-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1

• MCS-7845H-3.0-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-2.2-EVV1
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• MCS-7825H-3.0-IPC1

Cisco Unified CM リリース 6.1 でサポートされるサーバ

表 152：Cisco Unified CM リリース 6.1 で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 6.1

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7825H-2.2-EVV1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7835H-2.4-EVV1• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7835I-2.4-EVV1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1• MCS-7835-I1-IPC1
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Cisco Unified CM Release 6.1

HP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1/IPC2

• MCS-7845-H1-IPC1• MCS-7845I-3.0-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7845-I1-IPC1

—
• MCS-7845-I2-IPC1/IPC2

Cisco Unified CM リリース 6.1 MIB でサポートされていないサーバ
IBM-SYSTEM-POWER MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7815-I3-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H3-IPC1

• MCS-7825H-2.2-EVV1

• MCS-7825H-3.0-IPC1
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• MCS-7825-H1-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1

• MCS-7828-H4-BE

• MCS-7835H-2.4-EVV1

• MCS-7835H-3.0-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1

• MCS-7845H-3.0-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-2.2-EVV1

• MCS-7825H-3.0-IPC1
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Cisco Unified CM リリース 6.0 でサポートされるサーバ

表 153：Cisco Unified CM リリース 6.0 で使用可能なサーバ

Cisco Unified CM Release 6.0

Dell サーバモデルHP サーバモデルIBM サーバモデル

• PE2950• MCS-7816-H3-IPC1• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7825H-2.2-EVV1• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825H-3.0-IPC1• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1• MCS-7828-I3-IPC1

• MCS-7835H-2.4-EVV1• MCS-7835I-2.4-EVV1

• MCS-7835H-3.0-IPC1• MCS-7835I-3.0-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1• MCS-7835-I1-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1• MCS-7845I-3.0-IPC1

• MCS-7845H-3.0-IPC1• MCS-7845-I1-IPC1
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Cisco Unified CM Release 6.0

Dell サーバモデルHP サーバモデルIBM サーバモデル

• MCS-7845-I2-IPC1 • MCS-7845-H1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1• MCS-7825-I3-IPC1

Cisco Unified CM リリース 6.0 MIB でサポートされていないサーバ
IBM-SYSTEM-POWER (UMSPOWER) MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7825-I3-IPC1

• MCS-7828-I3-IPC1

IBM-SERVERAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7825I-3.0-IPC1

• MCS-7825-I1-IPC1

• MCS-7825-I2-IPC1

• MCS-7835-I2-IPC1

• MCS-7845-I2-IPC1

IBM-SYSTEM-RAID MIBは、次の IBMサーバモデルに適用できません。

• MCS-7815-I1-IPC1

• MCS-7815-I2-IPC1

• MCS-7816-I3-IPC1

HP CPQSCSI MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7816-H3-IPC1
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• MCS-7825H-2.2-EVV1

• MCS-7825H-3.0-IPC1

• MCS-7825-H1-IPC1

• MCS-7825-H2-IPC1

• MCS-7825-H3-IPC1

• MCS-7828-H3-IPC1

• MCS-7835H-2.4-EVV1

• MCS-7835H-3.0-IPC1

• MCS-7835-H1-IPC1

• MCS-7835-H2-IPC1

• MCS-7845H-2.4-EVV1

• MCS-7845H-3.0-IPC1

• MCS-7845-H1-IPC1

• MCS-7845-H2-IPC1

HP CPQSM2 MIBは、次の HPサーバモデルに適用できません。

• MCS-7825H-2.2-EVV1

• MCS-7825H-3.0-IPC1

IBM の MIB
表 154：IBM の MIB

機能OIDMIB

ブラウジングのみをサポート

温度、電圧、ファンのステータ

スを提供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.30IBM-SYSTEM-HEALTH-MIB

ハードウェアコンポーネントの

アセットデータを提供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.60IBM-SYSTEM-ASSETID-MIB

温度、電圧、ファンの詳細情報

を提供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.80IBM-SYSTEM-LMSENSOR-MIB

ネットワークインターフェイス

カード（NIC）のステータスを提
供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.110IBM-SYSTEM-NETWORK-MIB
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機能OIDMIB

物理メモリの詳細情報を提供1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.120IBM-SYSTEM-MEMORY-MIB

電源の詳細情報を提供1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.130IBM-SYSTEM-POWER-MIB

CPUのアセット/ステータス情報
を提供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.140IBM-SYSTEM-PROCESSOR-MIB

システムトラップをサポート

温度、電圧、ファン、ディスク、

NIC、メモリ、電源、およびCPU
の詳細情報を提供

1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.0IBM-SYSTEM-TRAP

RAIDステータスを提供1.3.6.1.4.1.2.6.167.2IBM-SERVERAID-MIB

RAIDステータスを提供1.3.6.1.4.1.2.6.159.1.1.200.1IBM-SYSTEM-RAID-MIB

RAIDステータスを提供1.3.6.1.4.1.2.6.159.3.1IBM-SYSTEM-STORAGE-MIB

IBM のハードウェアステータスメッセージ

表 155：IBM のハードウェアステータスメッセージ、MIB とオブジェクト名、およびオブジェクト応答

Cisco Unified CM Release 6.x

オブジェクト応答MIBとオブジェクト名MCS-78xxのステー
タス
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これは、オブジェクトの現在のステータスを

示す文字列です。さまざまなオペレーショナ

ルステータスと非オペレーショナルステータ

スを定義できます。

オペレーショナルステータスは、OK、
Degraded、およびPred Failです。Pred Failは、
エレメントは正しく機能していると思われる

が、今後障害が発生する可能性があることを

示すステータスです。例としては、SMARTが
有効なハードドライブがあります。

非オペレーショナルステータスは、Error、
Starting、Stopping、およびServiceです。Service
は、ディスクのミラー再同期中や、ユーザ権

限リストのリロード中、その他の管理作業中

に該当します。

こうした作業のすべてがオンライン状態とは

限らず、管理対象エレメントのステータスは、

OKでもその他のステータスの1つでもありま
せん。

OK =正常、Error =重要

IBM-SYSTEM-LMSENSOR-MIB::ibmSystem
TachometerStatus（ibmSystemTachometerKeyIndex
も参照）

システムファン

これは、オブジェクトの現在のステータスを

示す文字列です。さまざまなオペレーショナ

ルステータスと非オペレーショナルステータ

スを定義できます。

オペレーショナルステータスは、OK、
Degraded、およびPred Failです。Pred Failは、
エレメントは正しく機能していると思われる

が、今後障害が発生する可能性があることを

示すステータスです。例としては、SMARTが
有効なハードドライブがあります。

非オペレーショナルステータスは、Error、
Starting、Stopping、およびServiceです。Service
は、ディスクのミラー再同期中や、ユーザ権

限リストのリロード中、その他の管理作業中

に該当します。こうした作業のすべてがオン

ライン状態とは限らず、管理対象エレメント

のステータスは、OKでもその他のステータス
の 1つでもありません。

OK =正常、Error =重要

IBM-SYSTEM-LMSENSOR-MIB::ibmSystem
VoltageSensorStatus
（ibmSystemVoltageSensorKeyIndexも参照）

電圧センサー
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Statusプロパティは、オブジェクトの現在のス
テータスを示す文字列です。さまざまなオペ

レーショナルステータスと非オペレーショナ

ルステータスを定義できます。オペレーショ

ナルステータスは、OK、Degraded、および
Pred Failです。Pred Failは、エレメントは正
しく機能していると思われるが、今後障害が

発生する可能性があることを示すステータス

です。例としては、SMARTが有効なハード
ドライブがあります。非オペレーショナルス

テータスも指定できます。非オペレーショナ

ルステータスは、Error、Starting、Stoppingお
よび Serviceです。Serviceは、ディスクのミ
ラー再同期中や、ユーザ権限リストのリロー

ド中、その他の管理作業中に該当します。こ

うした作業のすべてがオンライン状態とは限

らず、管理対象エレメントのステータスは、

OKでもその他のステータスの1つでもありま
せん。OK =正常、Error =重要

IBM-SYSTEM-LMSENSOR-MIB::ibmSystem
TemperatureSensorStatus
（ibmSystemTemperatureSensorKeyIndexも参照）

熱

アダプタのオンラインステータス。IBM-SYSTEM-NETWORK-MIB::ibmSystem
LogicalNetworkAdapterStatus
（ibmSystemLogicalNetworkAdapterKeyIndexも参
照）

ネットワークイン

ターフェイスカー

ド

論理ドライブのステータス。IBM-SYSTEM-TRAP-MIB::ibmSystem
RaidLogicalDriveStatus
（ibmSystemRaidLogicalDriveKeyIndexも参照）

論理ドライブ

IBM-SYSTEM-TRAP-MIB::ibmSystem
RaidDiskDriveStatus &
ibmSystemRaidControllerStatus
（ibmSystemRaidDiskDriveKeyIndex &
ibmSystemRaidControllerKeyIndexも参照）

物理ドライブ
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Hewlett Packard の MIB
表 156：HP の MIB

機能OIDMIB

ブラウジングとシステムトラップをサポート

ハードウェアコンポーネントの設定デー

タを提供

1.3.6.1.4.1.232.1CPQSTDEQ-MIB

ハードウェアコンポーネントのアセッ

トデータを提供

1.3.6.1.4.1.232.2CPQSINFO-MIB

RAIDステータス/イベントを提供1.3.6.1.4.1.232.3CPQIDA-MIB

ハードウェアコンポーネントのステー

タス/イベントを提供
1.3.6.1.4.1.232.6CPQHLTH-MIB

ストレージ（ディスク）システムのス

テータス/イベントを提供
1.3.6.1.4.1.232.8CPQSTSYS-MIB

iLOステータス/イベントを提供1.3.6.1.4.1.232.9CPQSM2-MIB

アラームのしきい値管理を提供1.3.6.1.4.1.232.10CPQTHRSH-MIB

オペレーティングシステム情報を提供1.3.6.1.4.1.232.11CPQHOST-MIB

IDE（CD-ROM）ドライブのステータス/
イベントを提供

1.3.6.1.4.1.232.14CPQIDE-MIB

ネットワークインターフェイスカード

（NIC）のステータス/イベントを提供
1.3.6.1.4.1.232.18CPQNIC-MIB

HP のハードウェアステータスメッセージ
次の表に、ステータスメッセージ、MIBと OID、MIBオブジェクト名とクリア値、およびオブ
ジェクト応答を示します。
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表 157：HP のハードウェアステータスメッセージ、MIB と OID、MIB オブジェクト名とクリア値、およびオブジェクト応答

Cisco Unified CM Release 6.x

オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

cpqDaLogDrvStatus

クリア値 = 2

CPQIDA-MIB1.3.6.1.4.1.232.3.2.3.1.1.4論理ドライブ25
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

論理ドライブは、次のステータスのい

ずれかになります。

• Ok(2)：論理ドライブが正常な動
作モードであることを示します。

• Failed (3)：障害が発生した物理
ドライブの数が、データを損失

せずに論理ドライブの耐障害性

モードが処理できる物理ドライ

ブの数を上回っていることを示

します。

• Unconfigured (4)：論理ドライブ
が設定されていないことを示し

ます。

• Recovering (5)：論理ドライブが
一時回復モードを使用している

ことを示します。一時回復モー

ドでは、1つ以上の物理ドライブ
に障害が発生していますが、論

理ドライブの耐障害性モードに

より、ドライブはデータを損失

せずに引き続き機能します。

• Ready Rebuild (6)：論理ドライブ
が自動データ回復の準備をして

いることを示します。障害が発

生した物理ドライブは交換済み

ですが、論理ドライブは一時回

復モードで引き続き機能します。

• Rebuilding (7)：論理ドライブが
現在自動データ回復を実行して

いることを示します。自動デー

タ回復の間、耐障害性アルゴリ

ズムが置換ドライブでデータを

復元します。

• WrongDrive (8)：物理ドライブに
障害が発生した後に交換した物

理ドライブが間違っていたこと

を示します。
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

BadConnect (9)：物理ドライブが
応答していないことを示します。

•

•物理ドライブのステータスとし
て次の値が有効です。

• other (1)：機器のエージェントが
ドライブを認識していないこと

を示します。使用している機器

のエージェントやドライバソフ

トウェアのアップグレードが必

要な場合があります。

• ok (2)：ドライブが正しく機能し
ていることを示します。

• failed (3)：ドライブが動作しなく
なったため、交換が必要である

ことを示します。

• predictiveFailure(4)：ドライブに
予測障害エラーがあるため、交

換が必要であることを示します。

cpqDaPhyDrv Status

クリア値 = 2

CPQIDA-MIB1.3.6.1.4.1.232.3.2.5.1.1.6物理ドライブ 1

この値は次のいずれかになります。

• other(1)：ファンステータスの検
出がこのシステムまたはドライ

バでサポートされていません。

• ok(2)：ファンは正しく動作して
います。

• degraded(2)：冗長ファンが正し
く動作していません。

• failed(4)：非冗長ファンが正しく
動作していません。

cpqHeThermalSystemFan
Status

クリア値 = 2

CPQHLTH-MIB1.3.6.1.4.1.232.6.2.6.4システムファン
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

この値は次のいずれかになります。

• other(1)：ファンステータスの検
出がこのシステムまたはドライ

バでサポートされていません。

• ok(2)：ファンは正しく動作して
います。

• degraded(2)：冗長ファンが正し
く動作していません。

• failed(4)：非冗長ファンが正しく
動作していません。

cpqHeThermalCpuFan Status

クリア値 = 2

CPQHLTH-MIB1.3.6.1.4.1.232.6.2.6.5CPUファン

次の値が有効です。

• unknown(1)：機器のエージェン
トがアダプタのステータスを判

別できませんでした。機器のエー

ジェントのアップグレードが必

要な場合があります。

• ok(2)：物理アダプタは正しく動
作しています。

• generalFailure(3)：物理アダプタ
に障害が発生しました。

• linkFailure(4)：物理アダプタがリ
ンクを失いました。このアダプ

タへのケーブル接続を確認して

ください。

cpqNicIfPhysAdapterState

クリア値 = 2と 3

CPQNIC-MIB1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.13ネットワークイン

ターフェイスカー

ド（NIC）
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

この値は次のいずれかになります。

• other(1)：温度を判別できません
でした。

• ok(2)：温度センサーが通常の動
作範囲にあります。

• degraded(3)：温度センサーが通
常の動作範囲にありません。

• failed(4)：システムに永続的に損
害を与える可能性のある状態を

温度センサーが検出しました。

failed (4)の状態が発生した
場合、システムは自動的に

シャットダウンされるた

め、エージェントから 4の
値が返されることはありま

せん。
cpqHeThermalDegradedAction
が shut down (3)に設定され
ている場合、システムはそ

の状態が発生するとシャッ

トダウンします。

（注）

cpqHeThermalCondition

クリア値 = 2

CPQHLTH-MIB1.3.6.1.4.1.232.6.2.6.1熱

この値は次のいずれかになります。

• other(1)：ステータスを判別でき
ないか、ステータスが存在しま

せん。

• ok(2)：電源は正しく動作してい
ます。

• degraded(3)：温度センサー、ファ
ン、またはその他の電源コンポー

ネントが通常の動作範囲にあり

ません。

• failed(4)：システムに永続的に損
害を与える可能性のある状態を

電源コンポーネントが検出しま

した。

cpqHeFltTolPowerSupply
Status

クリア値 = 1

CPQHLTH-MIB1.3.6.1.4.1.232.6.2.9.3.1.5電源 1
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

インターフェイスに過剰なエラーが発

生しています。

cpqNicIfPhysAdapterGood
Transmits

クリア値 = <0.5% for 1 hour

CPQNIC-MIB1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.16NICエラー

cpqNicIfPhysAdapterBad
Transmits

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.18

cpqNicIfPhysAdapterGood
Receives

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.17

cpqNicIfPhysAdapterBad
Receives

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.19

インターフェイスの使用率が高くなっ

ています。

cpqNicIfPhysAdapterGood
Transmits

クリア値 = <50% for 1 hour

CPQNIC-MIB1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.16NIC使用率

cpqNicIfPhysAdapterBad
Transmits

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.18

cpqNicIfPhysAdapterGood
Receives

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.17

cpqNicIfPhysAdapterBad
Receives

1.3.6.1.4.1.232.18.2.3.1.1.19
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オブジェクト応答MIB オブジェクト名とクリ
ア値

MIB と OIDMCS-78xx のステー
タス

修正可能なメモリログエントリが、

メモリモジュールの交換が必要であ

ることを示しています。エラーは修正

されましたが、メモリモジュールを

交換する必要があります。エラー情報

は cpqHeCorrMemErrDesc変数で報告
されます。

cpqHe4CorrMemReplace
MemModule

次のトラップ変数について

は、CPQHOST-MIBを参照
してください。

• sysName

• cpqHoTrapFlags

• cpqHeResMemBoardIndex

• cpqHeResMemModuleIndex

• cpqHeResMemModuleSpare
PartNo

• cpqSiMemModuleSize

• cpqSiServerSystemId

トラップ番号は6056です。
この番号は6029を置き換え
たものです。

1.3.6.1.4.1.232.6.3メモリモジュール

トラップ

Compaq InsiteManagerサービスの障害cmaeventdHOST-RESOURCES-MIB1.3.6.1.2.1.25.4.2.1.278x5-H Insite
Managerサービス

cmafcad

cmahealthd

cmahostd

Positive String ID forcmaidad

cmaided

cmanicd

cmapeerd

cmaperfd

cmasm2d

cmastdeqd

cmathreshd
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26

Intel の MIB
次の表は、Intel MIB、OID、および機能を示します。

表 158：Intel の MIB

機能OIDMIB

ブラウジングとシステムトラップをサポート

電力グループを表し、電圧プローブ、

ステータス、測定値について説明しま

す。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.200INTEL-SERVER-BASEBOARD6

熱グループを表し、冷却装置、ファ

ン、温度プローブについて説明しま

す。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.300

冷却装置のインスタンスを表します。1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.10

冷却装置とファンごとにステータス、

測定値、しきい値を示します。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.20

温度プローブのインスタンスを表しま

す。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.30

温度プローブごとにステータス、測定

値、しきい値を示します。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.40

イベントグループを表し、電力、熱、

システムイベントについて説明しま

す。

1.3.6.1.4.1.343.2.10.3.6.1000

関連トピック

Intelのハードウェアステータスメッセージ, （1129ページ）

26 MCS-7825Hでは使用不可
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Intel のハードウェアステータスメッセージ
次の表に、ステータスメッセージ、MIBと OID、MIBオブジェクト名とクリア値、およびオブ
ジェクト応答を示します。

表 159：Intel のハードウェアステータスメッセージ、MIB とオブジェクト名、およびオブジェクト応答

Cisco Unified CM Release 7.x

オブジェクト応答MIB とオブジェクト名MCS-78xx のステータス

INTEL-SERVER-BASEBOARD6::powerEvents電源

INTEL-SERVER-BASEBOARD6::systemEventsシステム

INTEL-SERVER-BASEBOARD6::thermalEvents熱
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索引

記号

%IOwait 36

C
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